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ぎ  き 

『藝者 小 竹』 

小 竹と いふ 藝 者が、 金で 自由にしょう とする 軍人の 客 ゃ女將 やの 壓 迫に 反抗し つ.. 宮 田と いふ 大 

おも  すぐ  そ 

擧 生と 想 ひ を 遂げる とい ふ 筋。 今日から みて、 さう 勝れた 作と は 云へ ない が、 その 描寫と 技巧が、 素 

^<  しの 

朴 ながらに も 後の 泡 鳴 氏 獨特の 面影 を 儷ば せる 所に 輿 味が ある。 殊に、 宮 K と 小 竹の 仲 を 取 持った 小 

ばくら うち  さか づき 

の 姉の 夫 高見 a 松と いふ 博 突 打の 親分に、 擧 生の 宫 田が 兄弟分の 杯 を 差されて、 急に 何だか 厭な 境 

かん ぼん 

遇が 身 を 包む やうな 氣持 になったり、 或は 又、 宫田 夫婦が 東京へ 歸 へる 折 • 甲板の 上から 日の出 を 見 

て 興す る あたり 哲理 的 心理 描寫 は、 內部 描寫の 言葉で 發 想され た 泡 鳴 氏 躅 特の 描寫 法の m 發點 がよく 

伺 はれる 11 所謂 內部 描寫に 多少の ゆるみが ある だけ それだけ 判然と 11 。 明治 三十 九 年 三月の 作で 

所謂 初 女 作で ある。 

『老婆』 

ちんもく 

明治 四十 一年 三月の 作。 前の 作から みると • この 作の 間までに， 約ニケ 年の 沈默 があった。 果して 


SB  mi  11 

それ は 何う いふ 沈！ s であった ビら うか。 この 作 は 一： >: 山 神社の 門前に 茶店 を 出して ゐる 八十 九になる 

^ぼけの 老婆 を 兌た こと を 描いた ものである。 その 描寫に 全然 冊 一駄の ない こと、 尖った 觀 察の 光って 

さくふう くら 

る こと、 これ を 前の 作の、 いかにも^;^ 社 同人の 當 時の 作の 響況を 受けて ゐる 作風から 較べて， 確 

に I 時代 を 劃した 作品と 云って い-だら う。 一 IT 泡 .5 氏の 作 は、 全 S§ の 創作 を 迎^して、 これと 云 

って|^^った變化が||められなぃ、 これ は 平 くから 作 # の 創作 態度が^ 立され てゐ たから だと 思 ふ。 

しかも その 初^の 作で も、 この 作の 如き は 今日に 於て 發 表された としても、 相 常な 優越性 を もって ゐ 

る 方で、 ^り はしない 程の 作で ある。 

秦 参攀參 

rn の 出"； 1』 

なげう 

吉 本定藏 とい ふキ； 3： 年が、 これまでの 签想的 智識 を拋 つて、 實生活的に覺！^してゅかぅとして、 製本 

職工の 監 になり、 ある 夜. j 几； して^られな いま-、 外 を 歩き 廻って ろ 裡に、 い つの 11 にか 夜明け 近 

くな り、 九！ i 坂 上まで 來て 日の出 を： >: る、 と 1^ 時に、 0 分 自身の 形式 打破の 生活， 活 人生の a 典 想に 悟 

ん する. ha..;^ が描寫 されて ゐる。 所 謂 氏ハ勞 働小說 で、 これ を 今日の 平而的 物質的な 勞 倒小說 に 較べて 

内部的 刻 味の あ る こと は 注意す ベ き 問题 で あらう。 更に こ の 作 は 宗敎 研究， ！};A 乃至 新 12 詩人と して の 

泡， 叽 氏が、 決然 自我 を 確^して また 自叙 傅の 一 節と して 兌る と 又 別個の 興 i 水 も ある。 明治 四十 一 年 五 

月の 作 J これ を 後の 『一 曰の 勞働』 などい ふ^と 比 して 味 ふこと は、 泡. sfd 研究に 大變 興味 ある こと 


と 思 ふ。  ノ 

『戰 話』  一 

おく ひや ウ  j 

明治 W 十 年 五月の 作に か- -る。 大石 軍曹と いふ 平素は 憶病 さう だった 男が、 日露 戰爭當 時 • 旅 順の 一 

」 

ピ ー 砲臺の 攻擊の 時、 非常な 21： 醒 ましい 働き をした とい ふ 話 を 描いた もの、 泡 鳴 氏 は 一 面 戰爭に 興味  1 

を も つ た 作〕 k であ つ た。 思想家と し ての 此の 戰 爭哲舉 が、 この 作の 中 に 素- 朴 ながらに も 現 はれて ゐる 。一 

6<ん じん  一 

且又、 非常時に 於け る^ 人の 非凡 人的 活動 を 描いた 『非常時』 『非凡 人の 面影』 などい ふ 後年の 作に も- 

ほの み ，- ,  ^ 

よく 出て 來る氏 li 特の 超人的 心理 描寫が * この 作の 中に も 職 見える。  ^ 

『耽： £  ： 

ヽ. この 作 は 明治 四十 三年に 一 度發 表された もの を、 更に 大正 四 年 五月に 改訂して、 泡 鳴 五部 作の 一 と： 

//して 刊行され た 最初の 長 篇小說 である。 筋 は、 『僕』 とい ふ 男が、 國府 律の 海岸に 一 夏 を 過した 折、 、ド a, 

所の E 舍藝者 吉彌と あつくな り、 女優に 仕 立る とい ふので 受け 出さう として、 あれこれ 金の 無理算段 一 

をす る、 すると • 吉彌に 服^ を附 けて ゐた 客が 幾ら もゐ るので * 女の 不 la を 恨みつ. -も、 知らす/ \ 

その 女に 耽：^ して ゆく とい ふ、 拔き 差しなら ぬ悲ー li な 生お を 描いた もの。 『僕』 が、 女の 來 るの を 心 待； 

ちに、 『先 驅^』 を讀 みながら、 その 主人公の 生活 を 味って ゐる あたり、 て は • 待ち 飽ぐ むで • 女の 一 

*^ ん さん  一 

ゐる里 SSHi リ まで、 月の 夜に ふらく と 女の 樣子を 探りに ゆく あたりの 陰 f にな 描 寞 は • 読む 者の 襟 一 

解  R  111. 
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を 正させる 氣 がする。 

『榮 お』 

えんざん  やいた か  す： だな 

R-rl5:J 泉の 名 男で、 丈髙^ 子と いふ 仇名の ある、 女 嫌 ひで 酒好きの 湯 坊榮吉 の 話。 明治^ 十 ： 年 

九月の 作。 泡^ 氏の 所謂 s^ig 滑 稍 もの i 曰お 初の ものである。 

明治 S: 十一 年 十月の 作。 ダ、 戀 した 結 栗、 他鄕へ 出て 活版 職工に なって ゐた 男が- 再び その 女 を F:^ て 

けつ i ん 

結婚した 話。 

『終 原 先生』 

芝の lEilsf 員 德原 勇が、 細君と 娘 を irg いて 亡くしてから 物淋しい 生活 を 送って ゐる ある 夕方、 お 民 

とい ふ預り 娘に お 酌 を させながら 淸 元の 『明け など t おってる。 ふと 鹧 子と いふ 國の藝 者の こと を 

想 ひ 出す、 轉た 寢の裡 に、 その 鶴 子と 狂 一 ；ーほ同 樣の驅 け 落ち を やった こと を 夢に る。 酲 めて みると 民 

子 は チヤ ブ銮の 傍に 居 崩れて 寢てゐ る。 又もや 鶴 子と 遊んだ 若い 頃の 想 ひ 出の ぜ- 鋭の に 若返った 氣 

持 を 味 ふといった 筋。 明治 四十 二 年 三月の 作。 

『炭： Ij の 船』 

音 炎の 小久 保晴士 口が 品 川 沖の B-^ ら せる 高 輪の 書齋で • ある 詩に 作曲す るた めに、 ぉ^&してそ^' 


主 耍な旋 t を捉 へ ようと 苦心して ゐる 所へ、 酒 食 ひの 炭 星が 呂律 も 廻らぬ 妙な 調子で 炭 を寶り に來た 

ので、 勝手 許で 大騒ぎ をして ゐる。 

『！-紘 は 時節 • 値 は 値段 だ、 考 へても 見ろ よ、 そんな 安値で、 はァ * 炭 燒き小 度が 立って 行く ベい 

か？  』 

かう 云った 酒醉 ひの 呂律に、 小久保 は專問 的な ある 興味 を覺 えて * 自分 も 勝手元へ 出て、 新ら しい 

ii ビ得 やうと" 炭屋 親子に 酒まで 出して 親しんで みるが、 捉へ 難い 着想に 惱 みつ. 五線紙 を 手許 

に 引き 据えて 置いて、 酒に 醉 つて 寢る。 覺 めて みると、 からりと 晴れた 品 川 沖 を * 昨日の 炭 星の 船が 

帆に を 孕ませて ゆったり と歸 つて ゆく ところ だとい ふ 話。 明治 四十 一 一年の 作。 

『郊外 生活』 

ぺっ さう  たま 

野 崎の I 家が！ i 井に 刖莊を 買って， そこに 家族 を 移して からの 郊外 生活の 面白さ を 描いた もの。 玉 

が §ぎ が 夜更けに 葡萄畑へ 夜露の しゅんだ 葡萄 を盜 みに いって、 夜 I に 石を拋 げられ る 所が ある。 明 

治 叫 十二 年の 作。 泡 鳴 氏 は 又、 大阪 及び その 近在 を 描いた 鄕土藝 術 家の 一 人であった。 この 作 は 此の 

鄕土藝 術の 最初の ものである。 

『川 本 氏』 

ぉ^|とぃふ病人の女を連れた『僕』が、 金の 都 < ^で 三等 車に 乘 ると、 満員で 迚も 病人の 乘り 場がない 

解說  k 
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to« うす 

ので、 ^人 丈け を 二等 車に 移して、 『僕』 は 三等 艰 から 時折、 病人の 様+ を见に ~ 仕った。 すると、 一 人 

の ほろ _w ひの 紳士が、 いつの^にか 二等 取のお 鳥の 隣り の 席に ゐて • 頻 りと 人が？ を a; く 取って 

ゐ るの を^して ゐる。 マての 紳士 は 終に はボ ー ィに 向って 不平 を 云って 临嘩を 吹き かける。 その 裡に、 

す ォ つ ぶ 

三等 車に 隙が 出來 たとい ふので、 紳士 は 三等から 乘り換 へて まだ 切符 を 切り 換 へて ゐ なかった ので、 

三等 に^されて、 『僕』 の 近くに 這 入って 來た。 相s^^.f醉った紛れに不平を云ひ散らして*  園の 

客の 反感 を EM ひ、 ？ ぬられたり^ 次ら れ たりす るので • 終 ひに は 立つ て 高踏的な 說敎 めいた 反抗 説 を 

する。 『^』 は それが 自分の 仙 一 f 耶蘇 敎舉校 時代の 齊 友の 一 人で ある こと は旣に 知って ゐ たので あるが、 

矢張り 忍 ひ 上った 態度で あるな と • 何處 まで も 名乗らす に 冷靜に 傍觀的 態度 を 取った とい ふ 筋。 これ 

も 同じく 叫，： 上 ； 年の 作。 

『li^ 靼 峽』 

新^  土の 棒 太へ それ ，/\ -の 目 的で 注った 歸 りの 事業家 新 問 記荐 宫 吏な どの 数人が 彼の 荒い を 通 

る 乘り合 ひ 船の I 讽分 がよく 出て ゐる。 蟻の 群が 進行して ゐる船 を圍繞 いて、 競爭 でもす る やうに 附ぃ 

て來 る異觀 を， 船 の 後で 眺める あたりの 描寫が 面白い。 同じく 四十 二 年の 作。 

『脊中 合せ』 

サ i 田義行 とい ふ敎員 上りの 哉 判 所の 甞 記の 細君が お産 をす る、 二つに なった 頃 何う も 子供の 樣 子が 


變だ、 同僚 や 上官 達は義 行が 飽 酒の 遣傳で はない か、 こんな 子が 大きくな つて は 親子 双方の 爲 めに は 

ラち  1 つやう だ V？  き 

ならぬ、 いっそ 今の 裡 殺して 了ったら と、 冗談口 を 利いたり した。 まさか そんな〉 $ も出來 ない と義行 

夫婦 は 思った が- 僅か 二十 圓の 俸給で は 子供 を 病院へ 送る こと も出來 す.' 近所で は頻 りと 子供 を 泣か 

せる と 苦情が 出る- 義行 夫婦 は ある 深夜に とうく 子供の 鼻と 口に 濡れ 紙 を 張る、 子供 は 死んで 了 ふ 

んし  こつけ. S か 

檢死も 無事に 濟んで 出. 1 して ゐる 或る日、 さきに 子供 を 殺して しまう 方が. ぃ&と 云った 滑稽 家が、 前 

と 同じ 無頓着な 態度で 『いよ， く.. 殺した な 1』 と 云 ふので 義行 はぎく りと するとい ふ |，- 明治 四十 二 

年の 作。 

『乞食の 影』 

タ -.? じ， 5 ばら 

一代の 大 詩人 を 以て 任す る 川上 武彥が >  俗人 原 を あっと 云 はせ やうと、 『詩の 宫殿』 とい ふ 題の 詩作 

に 熱中して ゐる。 所 は 芝 區 廣 町の 公園に 添うた 片かは 町、 だらく 坂に なって る 道 を 隔て、 芝 公園の 

からす やま  . 力 か  CIV 

烏 山と いふ 丘に li つて ゐる。 『お 願 ひで ござります』 とい ふ 奇怪な 聲に * 破れ 障子の 穴から^ いてみ る 

こ じ ま  おや ぢ 

と • だらく 坂 を 上り詰めた 道の 向 側の 電柱の 下に 乞食の 子が 物 乞 ひ をして ゐる、 鬚 武者の 親爺 は g( 

もんく  も^た 

りと しらみ を 取って ゐる。 素晴らしい 文句で 詩の 宮殿 を 描き出して みるが *  丁问に 物足りない • 全 體 

こんな 家をェ 風して 誰れ が 住む のか、 さう だ， あの 乞食 を 持 つて ゆかう， 乞〈.^{の美化- 乞食の 美化 •： 

 。 天 の^ 示で も 受けた もの、 やうに 思って 乞食の 様子 を 見て ゐ ると" il の 乞食 は やっぱり しらみ 

解  R  七 


を 取って る， 子供の 方 は 親爺の 膝に 倒れ か 、つて、 『何 か 喰 ひたいな ァ ……： 』 と 云って ゐる。 ft 人 川上 

は その 無邪氣 さに すっかり れ 込む." 先刻まで 意氣 込んだ 詩の 發 想が 辜； なしにな つて 了 ふ。 その 裡に 

『さ ァ、 行かう か？』 『行かう I— 』 と， 乞食が お菓子 を 買 ひに 立ち去る とい ふ 筋。 炭屋の 船と 異巧同 

曲の 作。 同じく 四十 一 一年の 作。 

『金』  ， 

とみくじ  はっぴ 

これ も 明治 四十 一 一年の 作。 一 万 五 千圓の マ 一一 ラ の 富籤 を當 てた 法被に 紺 股引の 熊 太郞が • 橫濱の 正 

うち や-,' てん  ほうばい 

金銀 行で Hil 札 を 耳 を 揃へ て ja: つてから 有頂天に なって 驅け 出す。 朋擎の 車 引き 達が、 盛んに 金 を 貸 

せと か おごれと か 云って 附き纏 ふ、 と^の 詰りが、 女房 はじめ 皆が その 金 を眼當 てに 追 掛ける ので 發 

狂して、 日本 波戶 場の 石垣 鼻から， 金の 入った 財布 を 頸に かけた ま. -身 投げ をして 死んで 了 ふとい ふ 

舌。 

nils 

攀 • 參參參 

『アポ ト 先生』 

ァボト 先生と いふ 英國 人の 英語の 敎師 が、 二人の 女生徒に 戀を しかけて 失敗した 話。 明治 四十 三年 

二月の 作。 

『放浪』 

これ は 明治 四十 三年に 出版され たもので あるが、 大正 八 年 七： I：、 更に 改訂して 泡 鳴 五部 作の 一 とし 


や はよ と  b.  t 

て，：！：.. 行され た 作で ある。 檸 太で 自分の 力に 餘る 不慣れな 事業 をして、 まんまと 失敗し • 殆 しど： fi^ll し 

) ,  I  へう ほう  たよ 

の 身と なって、 勇、 氷 峰な ど 友人 を賴 つて 北海道まで 逃げる やうに 歸 つて 來た田 村義 雄の- Ml と絕 

S: えと 自暴自棄の 底から、 やっと 再び 東京での 文士 生活に 歸 らうと する 迄の 生活 を 強いた ものである， 

もと  ちょぶ S? 

素より 世に 著閗 する 實 行文 藝の 張本人 泡 鳴 氏の 自叙 德の 一節と してみ る 可き ものであるから、 これ 以 

上 の 紹介と 蛇足 は 要しな い で あらう。 


篠結 榮耽戰 日老藝 

原  の  者 

先  出 小 
生 婚吉溺 話 前 婆 竹 
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「ああ、 暑い！ 暑い 1J 

と、 ^り 言で はない、 當 てつけ 口調で 云って、 仰向けに 倒れた、 その 脊 中と 足と で 唐紙の 方へ あと 

り — つて ある a? の 鶴の, が、 膝に 隱れる 程のと ころで、 足 を 舉げて その 唐^の 面に 鹿げ、 團扇 

をお 、 3 り 付け ろ 様に 扇いで： るの は、 小 竹と い ふ藝 者で ある。 

r. . 'んと ク  C  & 

これ は $i 豆 伊東の 湯治 5? で Him はとい ふ 御 神 の 一室。 後の 暑さ を 風に 開け放って、 居る の は 小 竹 

ひとりで はない。 小 簞笥の 前に 据ゑて ある 長火鉢の 向 ふに は、 じ ッと小 竹 を：：： ケ つめて、 囿 扇の 手 を 止 

め V 居る この 家の 亭主、 甘い 物に は 不足がない と 見える 程 太ったから たつき だが、 今の 素振りが 氣に 

くちびる  - D  » 

4^ はぬ らしい 體で、 E をば ちくり させて、 口 は 何 か 云 ひたさう に 唇 を びくつかせて 居る と また 

之し」 き M つて • こ Q 家の 4^ &が 火鉢 を 挿んで、 長 烟管を 食へ たま \  S 目に 小 竹 を 瞰んで 居る。 

1 二人とも おく は 無 首で あつたが、 もラ、 堪へ 切れぬ とい ふ 様子で、 先づ 亭主が 口 を 切った。 


『それじゃ ァ、 お前 はこの 玉 匿の 爲めを 思って I. 穴れ ない の だな？ これ だけ 譯を 話して 頼んでも、 あ 

の武山 少佐の 云 ふこと は聽 かないと いふの だな？ おれが 只お 前の 云 ひ 分の 壓 制と やらで、 あのお 方 

の 自由に 成れと 云 ふで はなし、 たッた 一度で も、 あの人の 心 を 立て-" やれば、 それで 家の 爲め にもな 

る、 —— I 豕の爲 めに 成れば、 それが お前の 爲め にも 成る じゃァ ないか？』 

おと はげ  うら わ ► 

返事がない ので、 今度 は、 女 將が音 烈しく 煙草の 吸 ひ殼を はたいて、 圍扇を 取った。 

『これ、 小 竹、 返事 をし な。 お前 は 今度に 限って 默 つて 居る の は、 あの 富 田の 書生 ッ ぼに 惚れて 居る 

ころ  たけ やま 

からだら う。 今迄に かう 强情 張った こと はない じゃァ ないか？ 宮 田に 轉 ばう とする の も、 武 山さん 

に轉 ベと いふの も、 今迄と 違つ ちゃ ァ 居ない —— 男に 變 りが あらう もの か？ ぃッそ * お金の 澤山ぁ 

だるま 

る 方に 轉 ぶなら、 達 摩も氣 がきいて 居る の だよ。』. 

. と、 急に 圑扇を 置いて、 煙草 を 雁首に つめ 込んだ。 

小 竹 は その ま i 動き もしない、 その 眼 尻に は、 じり/ \ と 煮え立つ 様な くやし 淚が 流れて 居る。 然 

し、 それ を 見せる の も殘念 だとい ふ 様子で、 返事と もっかす、 獨り 言と もっかす。 

『伯父さん、 伯母さんと 云っても、 元は 赤の他人 —— よく 考 へて 見る がい- -。 家の 爲め、 家の 爲 めと 

あたし  つ 9 

S つたって、 私 はこれ でも この 家の 爲 めに は盡 して あるつ もり だ —— ぉ補錢 なら、 いくらでも 貰って 

あげましょう。 勘定して 男り ゃァ、 何 匹 かわからない 程、 いやな 男に なぐさまれて さ、 もう、 私が 6 

18 者 小 竹  」ュ 
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り 出した 三味線の まで、 折つべし ょッ てし ま はう と 思った こと は、 幾た び もあった の だ U それでも 

しんば う  -r ん. ノ やう 

この がの 5^ めだと 思へば、 義理に も 辛抱して 居た から、 他の 子まで も 繁盛して、 が 威^らな いまで 

も、 Rig 亭 はこん なに 大きくな つたの だ. -』 

fl^ 鹿 者の 多い 常節 だ、 藝若 星の 繁盛す るの は 當り前 だい。』 と * 亭主が また 口を出す と、 

r お^ばかり、 さう、 お威張り でない よ、 他の 子 達 か 可愛 相 だから、 ね』 と * 女將 がいや 味 を 云った 

「^乃 子 は 比 .3, 私が 育てた も 同前です』 と、 澄まして 居た が、 この 他人め 等、 また 自分の 働きの..^, 

ゆが 分らない のかと W  、； 5 ふと、 そこらぁたりにぁる物がすべ て憎くなっ て、 新しぃ€:^ハ臭ひも、 て 力て 

かたる 節な し 天井 も * 何だか その 身 を 竦く する 樣な氣 持ちが して、 云ふまぃと田^^ったことまでロへ出 

し r- しまった。 

『^- ^にす るが い、！ 私が 退いたら、 御門に 草が 生へ て、 さぞ 賑か になる だら うさ。』 

r なァ に』 と、 女將も 澄ました もので、 『こッ ちの 儲に 成った の は、 お".^ じゃァ ない よ — お， ：1 のど こ 

やら だよ。 それが 無くなり ゃァ、 もう、 お前 はすたり 物 も 同前。 —— へん、 お ほきに お 世話 さまで 御 

鹿い ました、 明日から 一 咋曰 お出で だ。』 

また 圑扇を 取って、 1?^ さうな 顏を 亭主に 向ける と、 亭キ； は、 それ を 合圖と 見て、 これ は 最後の 威し 

文 であった らしい。 


「追 ひ 出して しまへ、 追 ひ 出して しまへ。 11- そんな 氣 ま- 1 者 は、 小 竹、 この 玉 置に は 置いて 置け な 

い。 I— 出て 行け！』 

あたし 

『それじゃ ァ、 この 家 は 私が 貰って 行きます。』 

『何 をぬ かす』 と、 思 ふさ ま、 亭主 は 自分の 固く 握って 居た 煙草入れ を投 けつけ ると、 それが 小 竹の 

あご 

肩と 腭 との 間に 當 つた。 

からかみ け 

小 竹 は 足 を 以 つて、 二三 度 • どたばたと 唐紙 を 蹴った が、 

『え- -!』 と、 カー 杯 肩 を ゆすって、 『も ッと 打つな り、 殺すな り、 する がい- -。 こッ ちが 働いて 出來 

た 家、 倉 だ —— みんな 崇り 倒して やる から。』 

せ. S しゅく  たんぼ 

團 扇の 手 も 止んで、 靜肅 はまた 暫く この 室 を 守って 居た が、 裏の 田圃の 水溜りに は、 凉 しい 風が 渡 

つ. て、 遠く 見える 山々 は靜 かにう す 綠の裾 を 引いて、 この 明け ッ 放した 窒內 に、 百度 以上の 熱が 籠つ 

て 居る の をつ ゆ 知らないの である。 

この 時、 二階の 段ば しご をみ し/ \ と 下りて 來た 者が ある。 餘人 ではない、 明日 はこの 湯治場 を 去 

らうと する ので、 殘る は今晚 だけ だと 迫って、 小 竹が 最後の 返事 を聽 きに 來て 居た、 武山 少佐で ある。 

せん >; く  ねん 

先刻から、 二階で、 ぼつ 然と 待って 居た が、 あまり 長引く ので、 身づ からこ. -へ出 111 して 來 たの だ 

が、 この 場の 體を 見て、 平和 談判 は 依然と 六ケ しいの だと、 急に 顔色が 變 つた。 

« 者 小 竹  M 
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r どう だ、 おかみ、 談判の 模樣 は」 と、 S もう、 男が 下った 樣に、 きまりが 惡 いか、 這 入り もしないで 

窒の 外に 立って 居る。 

r なァ に、 ね』 と、 女將は ^ み &の顔 を 見て、 『この 子 は 少し 障りが あるので、 遠慮して 居る のです よ、 

 るで、 だ^- ッ子の樣で困ります。』 

この 云 ひまぎ らしで、 亭主 は 心 を 落ちつけ たらしい。 

r まァ、 どうか、 おまわり を 願 ひます。 —— おい、 敷物 を。」 

『それじゃ ァ、 それと 云へば い、 のに」 と、 少佐 は 女將の 持って来た 敷物の 上に 座 わって、 小 竹の 方 

を 見た、 

「どう だ、 %^、 まァ、 起きたら よから う。 — どう だ、 その ざま は？ た の 捏ね 方 も 別に ありさ 

うな もの だに。』 

『本 統で すよ、 ねえ』 と、 女將は 笑顔 を 見せて、 『この 子の 氣ま、 にも 困り切って しまう のです。』 

『何の こと はない、 人 さまの 手前 も 知らない 赤ん坊 同様です から、 どうか、 おあきれ になり ませぬ や 

うに。 —— おい、 小 竹、 起きて、 且那 さまに 御 挨拶 をし な。』 

と、 亭主 は 女將に 起せと 目く ばせ すると、 

『小： b、 まァ、 起きたら どう だ』 と、 少佐 は 猫な で聲、 臂から 上まで も 出て 居る 白 手 をむ. f と摑ん だ。 


f よして 下さい』 と、 小 竹、 それ を 振り放して、 『私 はけ ふから 本業に 返りました から、 11- 味 線なら ど 

こへ 出て V も彈 きます が 11 私に は 情夫が 御座いま^. V I 通り 一 返のお 容 さまに は、 もう、 この 身 は 

まかせられません。』 

『これ、 小 付、 何 を 云 ふの だ』 と、 女將は 急いで 起さう とすると、 それ を も 振り切って、 また、 どた 

ばた と 唐 ■ に當 つた。 

『さ ァ』 と、 あたまから 出た 樣な聲 で、 『殺すなら 殺して 見ろ！ 露 助の 野郎 じゃァ あるめい し、 この 

«- は  がう. &ん 

からだに 觸 つたら、 强！^ も 同前 だぞ！ J 

一一 

玉 置 亭の筋 向 ふ、 藤 星と いふ 溫泉 宿の 二階の 一 窒 一 I 壁に は、 角帽と ぉ鈕？ h の 洋服と が懸 つて 居る 

しゃう じ  ゆかた 

の も 見えて、 開けた 障子の 右と 左に、 浴衣 すがたの 客が もたれて、 兩 方から 足 を 敷居に 投げ出して 居 

る。 云 はすと 知れた、 大舉 生の I 組で ある。 

く てう 

年う へ のが あざ笑 ふ樣な 口調で、 

f おい、 宫田、 貴樣 はま だう ぶ だぞ。 不斷 から 沈んで 居る 氣性 だが、 あれ を 見てから の 沈みが はどう 

だ。 經 験の ある 僕から 見り ゃァ、 まるで 馬鹿げ 切つ てるじ ゃァ ないか。 高が 田舍藝 者の 一 匹、 それが 

藝者小 竹  jp 
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K 實を 明した？ よしんば、 本性から 出た 言葉に しろ、 さ、 わが 黨が他 曰 天下 を脊 食って たうと い 

ふ意氣 込みに 比べ て は、 大海の 一 滴 だ。 11 一  滴の 誠 は * 一  滴の 淚を以 つて 報いよ だ。』 

r 野 村 君 は j 概 にさう 云って しまう が』 と、 宮田は 目 を 見張つ て、 頰には 少し 恥 ぢた樣 子 を 見せながら、 

nw は、 きの ふ、 あれの 悲慘な 生涯 をう ち 明けた の だ。 あれで も 一度 は女學 生であった こと も あるの 

だ。 J 

fBi 鹿ァ 云へ、 ^田！ この頃の 奴ァ、 直きに 蝦 茶 を 穿いた とか、 自轉 舉に乘 つたと か、 云 ひたがる 

もの だ。 苟も わが 友人のう ちに は、 一人たり とも、 そんな 知れ 切った 手に 乘 せられる もの. -無 いの を 

望む の だ。』 

野 村 はな かく!； 手に しない 樣 幕！ 

r 然し』 と、 これ はまた 思 ひ 定めた 顱 つきで、 『疾は 君に g§ して 居た のは惡 いが、 富 は- きの ふ 1 .J 

『また、 莨 は、 きの ふかい？』 

「いや ，1 君と 一 待に 歸 つて 來 てから、 また 行った の だ. 1 來て吳 れいと いふから、 行った の だ C そ 

れで、 あらゆる ことが 分った から —— 』 

『な、 何と 云った の だ J と、 野 村 は 少し 話に 引き入れられた 樣 で、 『云って B:^ 袷へ 

A 田 Q 聽 いて 來た 話に 依る と、 あれ 1 - 乃ち、 小 竹. 1 -Q 说は、 もと 阿 州德島 藩の 藩士で、 小 竹 Q 


祖父の 時代に、 商寶を 初た の だが、 11 もっとも これ は 藩主から 士族 一 般に商 買 をせ よとの 命令が 出た 

ゥ をが し  こ やま. M うきち 

からで  さい は ひ、 祖父 は その 道に 向いて 居た と 見え、 日本 橋の 魚河岸で は、 小山 藤 十： n と 云へば、 

知らない もの は 無かった ので ある。 

いう げ？ おんがく 

ところが、 父の 代に なって、 遊 藝音樂 などが 好きな ところから、 家へ 師匠 共 を 呼び込んで、 .HI 分 は 

勿論、 小 供にまで も 之 を 仕込んだ のが 因果 I— 潢濱に 藝者屋 を 開業して、 小 供に 半玉の 代り を させて 

居た。 

キ： ク 

自分 は 面白く 儲かる に まかせて、 家の 子に 手 を 出す やら、 外に 妾を圍 ふやら、 爲 たい 放 疆 をした あ 

けく が、 ぉ定 りの 借金。 首が ま はらぬ 苦し さに、 小 竹の 姉 一 . と 云って、 腹ち が ひ 11 を その 抵當に 

渡した が、 貸 主 は それ を 連れて 此の 地へ 來て、 玉 置亭を 開業し、 姉 は 小 鈴と 名乘 つて、 左樓を 取る 身 

になった のが、 一家 悲慘 の始 りで ある。 

姉が 賫られ る 時、 妹 は 1^ つて 自分が 身 を 落す から、 姉に どこかへ 方づ いて 5^、 れ ろと 勸 めた の だが、 

まだ 年が 行って 居ない ので、 冢に 居て、 母の 話し 對手 になって 居る 方が い- -と定 つてし まった のた。 

然し、 その ま- -ぐ づ^ (\ して 居るなら， 父が また 妹の 身 をも寶 らうと 云 ひ 出す に 相違ない と、 母 は そ 

をつ と 

の 所 天と 籍を 分けてし まって、 小 竹と 一 一人で 本 鄉の新 花町に 小い 借家 住 ひ 11 親子 共 かせぎの 人 仕事 

ふ うん  は- * ちタ ぴ4、 う か- 

をして、 小 竹 は渡邊 裁縫 女學 校へ かよって 居た が、 不運 はまた 一歩 を 進めて、 母 は 太 病に S 惟った リ： 

藝者小 竹..  • 九 
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その 時、 大 變 心配 をして 口 れ たの は、 父が 横 M に榮 えて 居た 時、 番頭 をして 居 た^で、 その 助けに 

由って、 f^sng もな く 母 を大舉 病院に 入れ、 重病 は 漸く 直った。 小忭は その ま、 af, 铷に でもな つて、 

助けて Q, 殁れた 人に 及ぶ だけ 恩 を 報いようと 思った が、 千 萬の 親切 は 仇な りけ りで、 その 使 はせ た 金の 

爲め こ、 トナ の：^ を ^ りて 一 備 けしょうと いふ 腹で あるの が 分った ので、 一 一人 は ぞッと 顔へ たの だ。 

な  をん な  かくご 

：&、 然し、 若いながら、 かう 成る と、 今まで 仕つ けられた 女の 意地 11 それじゃ ァ それの 覺 悟が ある 

と、 どうせ、 姉 は 父の 爲 めに 足 を 泥水に 人れ たの だから、 自分 はまた 母の 爲 めに 一 苦穷 — 面 當に他 

から 工面 をして、 元利 を 揃へ て 返して やる と诀 心した。 

たまく、 姉の 小 鈴から 手紙が 來て、 姉 は、 當 地で 名うての 親分 11 もとは、 魚河岸で、 父の 世話 

に 45? つた を ゆかりに、 その 人に 身 を 引かせて 貰って、 女中 一 人と 家 を 持った とい ふこと であるので、 

早速 排け合 をして、 姉の 代りに 玉 置の 抱へ と定 つて、 東京から やって 來 たの だ。 

来て 見る と、 帅は 引かせて 貰った 人の 妾に されて 居た の だ。 その 人が 姊 妹の 父に 劐 する 報恩の 名義 

もあった もので はない。 姉 はこれ を 嫌って、 I 度 は^ 亡した の だが • 直きつ かまって、 『逃げるなら、 

^ 一  本な り、 ii 本な り、 置いて 行け』 と 云 はれ、 その ま 、を 呑んでの その ぐらし。 人の 親切 は 常 

てに ならぬ もの。 『姉さん、 私達が 女に 生れて 來 たのが 不仕. 5  口せ』 と， 抱き合って 泣いた こと も あろ 0 

だ。 


I 


然し、 9.0 事に 掛けても、 小 供の 時から 姉よりも よく 出來 て、 根が 勝ち 氣で、 意地が 强 いので、 燒 

けッ 腹に なれば、 飽くまで 我 を 通す のが 癖。 男な ど、 どうせ、 畜生 だと 踏み倒して か- -れ ば、 この 脂 

肉が 欲しく ば、 切り刻 ざんでも 食 はして やる！ ああ • これが 玉 置亭の 繁盛に なった と は、 何たる 禽 

にくよく  わし 

獸界 であらう？ 小 竹 は 野す ゑの 死 かばね と 同前 11 一  たび 肉 慾に 娥 ゑた 狼 や 鷲の 啄 むに まかせた か 

ら だに、 誠の 戀が 宿る か、 どうか。 野 村が、 今までに 得た 自分の 經驗 から、 疑 ひの 雲が 起る の は當り 

前の ことで ある 0 

『それで、 君 は あれ を 女房に すると 定めた のか』 と、 野 村が 少し うらやむ 様に 問 ひかけ ると、 

『ゆ ふべ、 約束 をした』 と、 宮田、 淚も こぼれん ばかりで ある。 『たと へ 泥に まみれて 居ても、 蓮の 花 

は 奇麗に ®; く、 腐った からだ も、 骨まで 通って 居る ので はない。 小 竹に 救 ひの 光が 見えた の だ。 俊が 

やみ 

その 戀を 成就 させな けり ゃァ、 またもとの 闇に 退って しま ラ だら う。』 

『よし！』 と、 野 村 もつ ひに 贊 成して、 『それまで 君が 決心した のなら、 僕が 仲人に なって やらう。」 

この 時、 早 や 日 は 暮れた ので、 女中が ランプ を 持って 來て、 にやく 笑 ひながら、 

『宮 田さん、 お 文』 と 一 通 • 宛名 を 鉛筆で 細 文字に 書いた の を 渡して 行った。 

r また 來た のか』 と、 野 村 は のぞき 込んで、 『開けて 見 袷へ。』 

野 村 は、 あけさせてから、 自分で 首 を 延ばして 讀み 行く と、 かう 誓いて ある。 

i» 者 小 竹  11 


泡 鳴 仝 集 第一 卷  ニー 

「前略 御； 下された く 候。 昨夜 はいと しみ-^ と 御物が たり あり、 私もう つかりお 耻しき 身の上 を 申 

し. u げ^^、 何卒惡 からす 御 思 召し 下された く 候。 あなた 様が 御苹 衆の 上、 私の 身 を 全く 救 ひ h けて 

下さる < ^では、 肌 を觸れ たま はぬ との 御言 葉、 いと もい とも 淸き御 こ、 ろざし  それに 就けても、 

私が からだの 據れ のい よ/ \增 さる こ、 地いた し 申し 候。 た^く 昨夜の 御 約束 をた よりに、 私 はた 

まし ひ を 入れ 更へ、 手 馴れし 三味の 一 本 立ち、 悴の 折れる まで は、 あなた 様の 爲 めに 辛抱いた し 中す 

ベく 候。 必ら すくお 見棄て 成さらぬ やう、 祌 かけて 祈リ まねら せ 候： それに 就けても、 度々 の 御 散 

財 • 们父 さまより 御預 りの 金子まで 御な くしに 成リ —— 』 

0 むら  いぐ わい 

『君， そんなに つぎ 込んだ のかい』 と、 野 村 は その 意外な のに 故！？ くと、 

『^の 知らない Si に、 僕』 と、 宮 田が 答へ て、 『僕 • 實は 度々 行って、 隨分 i^" へは彿 つたの だ。』 

『ぃゃ、^?ぃた。 僕 は 金 をつ かへ と 云って 連れて行った のじ ゃァ なかった の だ ぞ。 不斷^ 直な もの は、 

こんなと ころで 夢中に なり 易い の だが —— どれ、 その 次ぎ は 11 え、 —— 』 

と、 また 讀 みつ ける 0 

『おなくしに 成り、 申し わけなく、 私、 工面 をいた して、 今 御 渡し 申す やう 御 話し 申し 上け 候へ ど 

けさ ほど 

も、 今朝 5^ より 一 つ、 くさ- (\ いたす 事 これ あり、 その 運びに まゐら す， 且は 只今より 御い Mrg へ 招か 

.T が ひ あ  ね さ-お め 

れ候 ま、、 私より また 使 ひ 差 上け：^ まで • 何卒 御 待ち された く 願 上 ゆ.^〕 委細 御 目 もじの ヒ。 かし 


こ。 小 竹より、 宮田勇 様。』 

『それ 見ろ、 君』 と， 野 村 は 手紙 を宮 田に 投げつ けて、 『貴樣 は 馬鹿にされて 居る のだぞ 。あの 古 猫め、 

なかく 食へ たもん じゃァ ない！ 東京 * 橫濱 から 流れて 來た位 だ —— ざま ァ 見ても 分らう 。僕 等が、 

もう、 直きに こん を 去る の を 知って 居る から、 い- 1 加减 にあしら つて 居る の だ。 一日.， ，\ と 後れさし 

て 居り ゃァ、 向 ふ はわけ もない こと だ。 たぐ 帝 國大擧 生と いふので、 持て、 居る ので、 僕 等が 惚れた 

にんげん  かって 

と 云 はれり ゃァ、 奴等 • 田舍藝 者の 名譽 だ。 君 は 人間が 良い から、 勝手に 丸められて 居る が、 この 手 

紙が 眞實 らしいだ け、 それだけ 盧言 であるの だ。 畜生！ こ ッちを 出しにして、 甘い 汁 を 吸 はう とし 

ゃァ がる！』 

一 方 は. GL 分の 舉 校と いふ 觀 念から、 非常に 憤， i して 來 たやう だが、 宮田 はた 無言で、 半信半疑の 

體 である。 

『君、 もう、 思 ひ 切って しまへ。 法科と 文科と 分れて 居る から、 やる ことが 合 はない と 云 ふのと わけ 

が途 ふ、 大攀 生の 名 譽に關 すら ァ。 —— さァ、 飮 みに 行かう。 金が なけり ゃァ * 僕が おごろ。 君が 費 

つた 金た ッて、 太した もの じゃァ あるまい. —— あんな 奴等に 出して 貰 はんでも、 入用なら、 僕が 出し 

て やら ァ。 心配す るな。 大學 生の 體 面に 關 すら ァ。" 

0 むら  、，ちわ 

と、 云 ひ. /(\.， 早 や 野 村の 支度が 出來て • 團葡を 手に 取った ので、 進まぬな がら * 宮田 もまた 國扇 

お 者 小 竹  一三 


を 手に して、 ついて 出て 行った。 

-ー 

野 村、 窗 田の！ 1 人 は、 その 夜に 限って、 また 行った ことのない 料理店、 高^ 屋と いふのに 道 入った。 

どこも， 常 地で は、 同じ こと だが、 人りロは^3^京のどぶろく屋と相途はなぃので、 *_:^1^行っても雜 

嗜 いところ で、 縦！^ 船が た 紺地に 屋號 を染拔 いたのと 代って 居る ばかり。 この 家に 這 入って、 奥 か 

ら 射す ランプの 光に 照し 見る と、 土  の 左右に 添 ふて 板の Si があって、 そこに は 一升 德利 だの、 茄子 

Is.- うにく  つる  に ほ ♦、 - 

だの、 白瓜 だの、 勝手道^！^などがむき出しにしてぁる。 牛肉 を 釣して あるかして， その 奥 ひ 力？ lA と 

を 打った。 

上って 行く と、 右の Si は 家族の 寢窒と 見える が • 客の 多い 時 は、 こ-にも 入れる らしい。 左の 糜？ i 

の、 ijii^ につ 2- いて 居る のに は、 i| 中に いろりが 切って あって、 それにに、 暑い のに、 大茶簽 に 湯が 

たぎって： るの がか、 つて 居る、」 その 傍に は、 老爺が がん 張って 居て * おそろしい 面が まへ だが、 二 

人の まごつく のを见 て、 『どうぞ 奥へ』 と、 あたま は ^ い。 

それから、 二 間 程の 廓 下 を 通って 離れに 行く と • 思った よりも 奇 ii^ で、 氣 がきいて 居る ところで あ 

る。 室 は 一 一つあって、 奥の 一 S1 はもう 先客の 占領す ると ころと 成って 居る。 一 一 人 は 今 一 方の 室に 座 を 


隣り の 騒ぎと 云ったら- まァ、 ど うだらう！ 客は耿 つても 居ない のに、 藝者 ばかりが っ^け 檨の 

«-んさ^..  み かたむ 

三下り —— 二人 は、 ふと. &し 合せた 様に、 耳 を 傾けた。 

『おい、 小 竹 だぞ』 と、 野 村 は 扇ぐ 手 を 止めた。 

いちごん  きやく 

『さう だ』 と、 た 2^ 一  言 11 宫田は 早 やむ かッ とした 樣子。 藝 者が 客に 招かれて、 耿 をうた ふの は、 

何も 不思議の-な いこと だが、 自分の 戀ひ 慕って 居る もの を、 他人が ー玩 弄 物にする の は —— 知らな けれ 

ば、 それまで のこと —— 知って、 氣 持ちの い-" もので はない。 それに 又 * 先刻の 件 も あるのに、 あれ 

うか  ふゆ くわい 

は 何たる 浮れ 様 だと、 非常に 不愉快 さう に 沈んで しまった。 

*;  いろぐろ かほ  ► 

『お 暑う 御座います —— 何に 致しましょう か』 と、 餵草 盆を以 つて 出て 來 たの は、 色 黑の顏 にお 白粉 

の乘 りが 惡ぃ女 * それでも 商 買 がら、 どこかに 人馴れて 居る ところが 見える。 

あら 

『刺身で もして 貰 はう か。』 

r お 刺身 は 今晚ぉ 生憎で 一 . 』  ， 

と、 かう 云 ふところが、 田舍に 間の 拔 けた 點 である。 

『それじゃ ァ、 何でもい、 から、 早く 酒 を 持って 來て くんな』 と、 野 村 は その 女中の 手 を 取った。 

と ひく 

『おい、 隣り の 客 は 誰れ. お』 と、 低い 聲。 


泡^ 个审 第一 卷  一六 

『少佐の 武 山さん ださう で —— それで は、 お 早く 致しましょう。』 

女が が 盤^ 据 ゑて 出て 行った あとで、 野 村、 宮田を 見つめて、 

f さァ、 こ、 だぞ！  i,M と は， 例の 金で 小 竹 を轉ば さう として 居る 奴 だ。 乃ち、 君の 色が たき-た， 

默 つて、 樣子 を聽 かう。』 

『さう だ』 と- また、 田 は 額いた ばかり。 

店から、 先 づ-! ^と 三角に 切った： S 苔が 來た。 野 村 は 女に 酌 を させて、 ぐッと 一 息に 飲み乾して、 

お， 口を出し たので、 宮 田の 方へ 注いで 居た 女が、 德利を 向け直して、 

『ま ァ、 あなた は 立派な お 際です こと』 と、 また、 その あとへ 一 杯 注いだ。 返事がない の をし ほに 

女 は 出て 行った。 

二人とも 無言で、 心臓の； ばかりが 高 いのは、 近づいて 來た 一種の 秘密 を喑 中に 探らう とする 者 

の 構へ である〕 宮 田の神 經は刖 して 過敏に なって、 自分が、 何だか、 すッと 光の ない ところへ 秘んで 

行って， 隣室の 話が に 見えて 來る 樣な氣 持ちに なった ので ある。 

『おい、 小 竹 * 騒々 しい —— よせ！』 

『はい』 と、 三味と 耿 との 聲は 止んだ。 

r お ま、 どうして、 そんなに 騷 ぐつ だい、 おれが 云 ひつけ もしない 乃に？』 


卞- - - し 

r 私 を今晚 お招き 下さる 以上 は、 もう、 三味で 立つ の は 御 承知の 箬 ですから o』 

f 彈 けいと 云 はない のに、 撣 くに ゃァ 及ばん じゃァ ないか？』 

『只今 止めて 居ります。』 

f まァ、 飮 めと 云 ふに。』  、 

f 飮 めと 仰っしゃれば、 いくらでも 頂戴いた します 0ー 

!» まァ、 もう、 一 杯飮 め、 おれが 注いで やる。』 

『はい。』 

ちょく  化. と 

互 ひに 猪口 を 置いた 音が した 0 

『おい、 小 竹、 お前 は 先刻、 本業に 返った から、 藝 なら 何でも やる と 云った な — 覺 えて 居る か、 ど 

うだ？』 

『はい、 糙 かに おぼえて 居ります. >  私は藝 者です から、 御客様の お好みが 御座いま すれば I. 』 

『よし！ それじゃ ァ、 暫く 聽 かんが、 あの 「千鳥」 とかい ふ、 少將成 經の物 を 歌って 見ろ OJ 

これ は 讀者も 御存知で あらう が、 古い 曲で、 また 六ケ しいので、 今日で は藝 者な どに あまり やれる 

もの はない ので ある。 

5 い』 と、 然し- 小 竹 は輕く 引き受けて、 テンと.？ 一ん 一 を あげて^ 子に 合せ、 

藝者小 竹  - 1 


n  ^ 1 卷  _  / 

『？^敏ゃ^^鋭にた^ひとり 11 」 

と耿ひ 出した。 聲は 充分に あって、 その 底に は 一 種 悲壯の 銀 線が 張って ある 様に、 リき 立って 居る、 

實に、 ^>_"^にぁる通り、 『友な し 千鳥』 の 『鳴き わめく』 が^ばる" 風情で ある。 

1  一. <;i こ乜に ほき 忽れて 居る と、 そこ へ 煎り 鳥と 吸 ひ 物と 力 出て.？^ た 

『誰に かやび ましよ ゥか』 と、 女が 二人 を 扇ぎな がらの 問 ひに 答へ て、 野 村、 

r いや、 もう、 隣り ので 澤山 だから、 お 跳 子 を 持って 來て貰 はう。』 

、  ^1  ち. *- あ, 

耿 はます く. に 入って、 南 の^は、 かの ilk る 鬼界が 島の 濱逡 に、 相愛して 居る、 千鳥 成經 

の 物語り も 過ぎて、 首尾よく：： がり を^げ た C 

「もう、 一 つ、 「三士 口」 を やって 兒ろ』 と、 つ r け樣。 

「はい』 と、 また を 執ったら しい、 直ぐ、 

r 不敏 や 三吉、 しくく 淚。 

5g かむ りして 0 を^し、 

杏 見 まつべ て、 腰に つけ 11 』 

と耿 つて 来たが、 今度 は 前の 通り 甘く は 行かない II 聲が 顔へ て、 どうしても 行きな やむ 樣子。 『見す 

VT- らしけ なう し— ろ 影』 で、 ゎッと 泣き出した。 


『こら、 小 竹、 お前 は兒を 持った 覺 えが ある * な』 と、 少佐 は 尋ねた、 『その 兒 のこと を 思 ひ 出して、 

悲しくな つたのに 相 遠ない。』 

「なかく 穿った こと を 云 ふ 奴 だ』 と、 こちらで 野 村 はつぶ やいた。 

實は、 云ひ錢 したの だが、 宫 田の 聽 いて 來た 話に 由る と、 小 竹 は、 母と 共に 父から 離れる 前に、 I 

度、 水戶 の或會 社員へ 方づ いたので あるが、 父が 度々 無心 を 云って 來 るの を 氣の 毒に 思って、 自分 か 

はたち  ま 

ら雞緣 を 申し込ん だの だ。 二十歳の 時に 兒を 持った が、 今、 それが 生きて 居れば、 五 歳で ある。 

「兒を 持ちましても、 持ちませんでも』 と、 小 竹の ir 『それ はお 容の關 した ことで 御座いません。 あ 

うら  げぃ 

なた はた r 先刻の 恨み を 報 はう と、 藝で私 を いぢめ るので 御座いましよう？』 

r さう 云ふ譯 ではない が、 お前 は なぜ おれの 云 ふこと を聽 いて 吳れ ない の だ？』 

さ  くだ 

「それで は、 私の 云 ふこと も聽 いて 下さいます か？』 

『そり ゃァ、 何でも 聽 いて やる、 さ。』 

「では * ぶしつけながら、 私に 三十 圓 11 さし 迫った 入用が 御座いま すので、 どうか、 それだけ 出し 

ていた 2^ きまし よつ。』  - 

宫 田の 手に した 盃は顫 つて、 酒 は 熱い 淚 と共に はら/ \- と 食臺に 落ちた。 

武山 少佐の 口調 は 全く 違って しまった、 た 醉ッ ばらって 來 たばかり ではな. so 

藝 者 小 竹  一九 


泡 鳴 全集 第 一 卷  二つ 

『さ 了、 揃へ て 三十 枚 — これでい、 のか？ 然し- 高い なァ、 田舍 にして は』 と、 もたれ か、 つた 

らしい、 『それなら それと、 な， なぜ * その 時 云はなかった の だい、 お， おれ をお かみの 前で、 あ、 あ 

ふ.  み 

ん 力に；^ つて 見せて、 さ？  ^え，. -、 小 竹、 い、 いまから だな？ D  . 

r け ふ は 行けない の 一 I 』 

「え、！』 と、 大きく 聲は 天井に ひ いて、 『どうして だい？』 

ns: りです もの。』 

r なァ に、 また、 おかみの 口 まねかい？ その 手 は 食 はん —— 金 だけ 取って、 逃げようと いふの だら 

う J と、 起き 上ったら しい。 

r いえ、 そんな こと は 致しません OJ 

『それじゃ ァ、 いつでもよ からう —— おい。』 

f け ふ は 本 銃に 行けない の、 よして 1^ よ o』 

r おい 11 』 

r よして.；^、 戴よ。』 

f おい！ おい！ J 

と、 押しの ける け は ひがす るので、 宮 田は堪 りかね てまた うとした。 


この 時， 隣り のど ちらかが • あ ひの 唐紙へ どんと 當 つて、 その 音で われながら 場所 がらに 氣が 着い 

たらしい — 少佐 はしょけ 返った 口調で、 

r それじゃ ァ、 いつ だ？』 

ほん  す 

「あすの 晚 11 今夜、 直ぐ このお 金が 入用です から、 おとなしく 歸 つて 頂戴、 ね。』 

し isN じ あ 

『それじゃ ァ、 歸る』 と， 少佐 は 立ち上つ たか、 障子が 開いた。 その 前に、 小 竹が 隣室に 客が あるの 

を 云 ひふくめ るら しいさ さやき もき こえた の だ。 

小 竹 は あとから 附 いて、 廊下 を 送って 行く 樣子。 

み *  I 

「ありがたう 御座いま， V  また、 どうぞ』 と、 店の もの、 聲 がする と 同時に、 $e 田 は 室 を 断け 出し 

て 行った。 

『おい、 小 竹、 ちょ ッと來 い！』 

『おや、 あなた、 いらっしゃ ッて？ 私、 今から 伺せ うと 思って たのよ。』 

0 むら 

宮 田の あとから 附 いて 來た小 竹、 野 村の 居る の を 見て、 室の 外で、 

『今晚 は』 と、 腰 を か r めた。 

今まで 受けた 永年の 苦 勞の爲 めか、 どこかに 1 1 十五 は 二つ 三つ 越えて 居る 樣 なと ころも 見える が、 

ふッ くりとした 顔に 醉 ひがま はって、 ほんのりと、 恥 かしい 色 を も 助けて 居る。  . 
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『這 入っても い i の』 と、 首 を 振った 様子 も 可愛らしい。 

あ i-s つ  9 

r どうか、 お f ね i< り 下さい』 と、 野 村が わざと 堅 くるしい 挨拨 をす ると 

r いやね え、 野 村さん は I いつも 人を髓 にして』 と • 瞰 みながら、 しとやかに 二人の 間に 進んで 

來て、 

rs^ い、 暑い』 と 云 ひながら、 ちょいと 宫 田の 方 を 見て、 座 を 占め、 帶 から 小い 扇子 を 取り出した 

「色 の そばへ 來 ると、 遠った もの だ —ii も におと なしく 成って しまう わい。』 

「あら、 初めから ^ です よ』 と、 小 竹、 左の 手で 野 村の 手 を 打って、 宫 田に 向 ひ、 

r あなた、 おこ ッて 居る の？』 と、 聲は顏 へ て 居る。 

返 isn. のない ので， また、 野 村に 向って、 

『隣り の 様子 を聽 いて 居て？』 

『聽 いて 居た とも』 と、 野 村、 『小 竹さん の 腕前 を拜見 II いや、 拜驄 して 居た わけ だ。 《| まァ 一 

杯』 と、 ssn を 渡す。 

つ  もら 

小 竹、 受け取って、 野 村に： 狂いで K ひながら、 

あ, つ 

r いや だ ことね え。 ！ 私、 ^奴 を 欺して やった のよ。』 

『欺して、 あと はどうす るんだ』 と、 宫田は 小 竹を瞰 みつけた。 


『おこ ッ ちゃ ァ駛 よ、 私、 あなたの 爲め だもの を。』 

『何が おれの 爲 めだ？』 

『だッ て、 人 用が あるじ ゃァ 御座いま せんか？」 

『あっても、 そんな 腐り 金 は 入らん！』 

X さ  す  ^ 

『情けない ねえ、 私が I 身を棄 て- - 持へ たんじ や ァ 御座いま せんか 《  聽 いてたら、 分り さうな も 

の だのに。』  . 

『いや、 分らん。 あす は、 お前 はどうす るの だ？』 

『あなたの 爲 めに 死ん ぢま うのです』 と、 小 竹は宫 田の そばに 泣き伏した。 『^は、 もう —— 伯父さん、 

け^く わ  みな  . - 

伯母さん とも 喧嘩 をして  これ も 街 あなた ゆ ゑ 1 - 家に 居る のも黻  うか- (-、 また、 他人の 

世話に は 成れす i あす、 武 山が 出發せ すに、 矢ッ 張り 私に 迫るなら II もう 11 死んで しまう ばか 

りの 覺悟 —— お 願です から、 このお 金 を 受取って —— 下さい。』 

と、 淚を 拭きく、 懷 中から 紙幣 を 出した。 

し  の むら  , 

『そんな 覺 悟とまで は 知らなかった』 と、 野 村 も 面目に なって、 『それじゃ ァ、 金 はおれが 出さう。 

宫 田が そんな 話 はしなかった ので， け ふまで S は 知らす に 居た の だ o』 

『然し、 折角 出 來た物 —— 取って 頂戴よ』 と 小 竹、 さ 田の 手に 金 を 渡さう とすると、 宮田、 之 を 取つ 
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て投ゅ 返した。 

「え  > -ッ！ もう、 約束 はこ ッ ちから I つた！ たと へ 一 身 を 賭した ッて も、 進んで 人な 欺す の を 平 

氣な檫 では、 駄目 だ』 と、 立ち上つ たので、 野 村 は、 

r そり ゃァ、 君、 不人情 だ』 と、 止め やうと したが、  ¥ 

『どうせ、 ？： 叱 水 はい d り樣 がない の だ』 と、 を g つて、 出て 行った ので、 

『小 竹さん、 おれが あとでよ く 云 ふから、 心配 は爲 ないがい、』 と • 云 ひ 置いて、 野 村 もまた 歸 つて 

行った。 

さつ まい  は 

あとに.^ 竹 ひとり、 投げ返された 札 三十 枚 を 見つめて、 くやしさ うに 嚼 ぎしり をして 居た が、 

「ああ！ どうせ、 私の 育ちが 賤 しいの-た』 と- 之 を？：：？ に投 けつけ た。 

見る く^ 尻 は^き 釣って、 般若の 様な 相 を 現じ、 自分で、 座 わった ま、 の 膝 をば た 付かせて、 こ 

れに摑 みつき • その 手で 直ぐ 胸に 常り、 

『こんなから だは 入らない！』 と， 力一杯が 身 を 振って、 

『ええ ッ！』 と、 無性に 髮を掩 つて、 奢 を 投げ倒し たので、 あはれ や、 奇麗に 結って ある 島 田 髭 は、 

5W^々 にかき J れ されて しまった。 


『姉さん、 開けて！ 姉さん！ 姉さん！』 と * けた \ ましく 戶を敲 く 者が ある。 

これ は.' 小い 寄席が ある、 その 向 ひの 新築 二階家の 戶 口で * 例の 『腕 一本な り、 脛 一本な り』 の 親 

こ たけ  こ す r 

分が、 小 竹の 姉 11 もとの 小 鈴 11 の爲 めに 建て k やった 家。 行く  く は 藝者屋 を 開業 させ、 東京 流 

に 半玉 を 置けば、 いくら 田舍 だと 云っても、 姉 株に 三十 錢ゃ 四十 錢の はした 金 を 吳れる もの は 無から 

げいしゃ  S  にん *v 

うから、 從 つて 繁盛す るの は定 つて 居る と、 藝 者は少 くと も 四 五名 を 抱へ て、 この 町內の 人氣を わが 

手に 引き 纏めて しま はう との 目論見であって、 姉 はこれ を 厭が つて は 居る が、 世話になって 居る の だ 

から、 不本意ながら も • 數 名の 子供に 藝を 仕込んで 居る ので ある。 

. 小 竹 は， 宫田 等の 歸っ てから、 直ぐ 高ぎ 屋を甌 け 出して、 姉のと ころへ やって 來 たの だ。 

なかく 暑苦しい 夜 だのに， 姉の 家 はもう， 床に 就いた と 見え、 戶は閉 つて、 ひッ そりして 居る。 

ひッ そりして 居る 程、 小：^ の氣は あせる ので ある。 

ちゃう だい 

「姉さん、 開けて 頂戴、 姉さん！』 

『何 だね え、 けた、 ましい』 と • 奥で 返事が あった。 

『早く 開けて、 早く！』 


泡 鳴 仝 築 第一 卷  二 六 

r 今 開ける よ、 お待ちな』 と、 出で. るけ は ひ。 

『早く！ 早く！』 

ん - 

どん- (-、 どんと， また 敲く。 

r どうしたと 云 ふんだ、 ねえ、 この 子 は？』 

「L^  く、 さ！』 と、 ます， C あせる。 

きょ ご  ねま，  とし， 

r 何た、 ねえ、 氣 疎うな？』 と、 戶が 開く と、 や はら かい 寢卷 すがたの 年 が- そこに 文って 居る。 

その 衣 物に 添 ふて、 はッ きりと 輪廓の 取れた 細す がた は、 月影に 輝いて、 風が あると、 羽 ^ を 生じて 

飛び さう である。 

肺の 颜を 兒れ ば、 妹 も 少し 遠應が あるので、 ぐお ち 着いて、 何の 事 もない 樣 子に 返った。 

土 il へ 這 入って から、 何もの かが 追つ かけて 來 るかの 檨に、 大變 恐ろし さう に、 戶 をび しゃりと 錄 

めた が、 

あたい 

「私， もう、 家へ 返らない わ。 道で めッ かる かと 思って —— おお， こわ！』 と、 戶の方 を 見 かへ る拍 

子に、 奥より 射す ランプの 光が 後ろ 髮を 照らした ので、 その 啻 ならす 亂れて 居る のが 姉に：： ル えた。 

r あら！ お前の 髮 はどうし たんだい』 と、 姊が あやしんだ。 

，て.^： ifl ^まないで、 .^汁 ま， 


『姉さん、 どうしょう』 と、 その 手に 振ひ附 いたので、 何事 かあつた の だと 知って、 1 

『何も 云 はないで、 どう 爲 よう もない じゃァ ないか？ まァ、 お上りよ o』 

あたい •< うじ や 

「私、 亡者に なって しまって、 どッ ちへ も 浮ぶ 瀨 がない。』 

と、 二人 は 奥の間へ 連れ立って 行った。 

この 姉妹 は、 腹 遠 ひで ある だけ、 遠慮 を 仕 合 ふうちに、 却って 相愛し、 相思 ふの 情が 深く、 先き に 

姉が K られる 時、 妹と 苦難 を爭ひ 合った 事情な ど、 思 ひやれば 誠に あはれ だと 云 ふので、 柬 京の 或 新 

めん  A  f 

聞の 三面で は、 これ を 三日 續 きに 書いた 程で ある。 

姉は瘦 ぎす の 方で、 顔立ち は 妹よりも すッと 品が ある。 然し、. 內氣 で、 惡く 云へば、 意氣 地な しで 

J-  ,  r  , すか  ， 

あるから、 好ない ところに でも、 する-/ \ べッ たりに 成って 居る ので ある。 妹 は、 また、 つて、 愛 

I  かちき  くわつ. つ 

嬌は あるが、 勝氣 で、 活 澄で、 自分の 思った こと は どこまで もやり 通さう とする 代りに、 心の 向き 方 

たび 1- と 

では， S; 落 はます. （-墮 落に 沈む ので あるから、 宫 田は會 ふ度锦 にこれ を いましめて 居る ので ある。 

姉妹と も 同じ 樣な 境遇に 落 入って から は、 一 段と 相思 ふの 情 は 深くな つて 居る の だ。 

宫 田の 親切 は、 姉 も 妹から 聽 いて 知って は 居る が、 自分 も 度々 そんな 場合に 出 食 はし、 何となく あ 

せっかく  だの  こ ひ 

つた かい 心の 春風に、 折角 淸ぃ、 樂 しい 嫌の 芽が 出か- - つたの を、 中途で、 悲しく も 摘み取られ たこと 

が あるので、 1 たび 泥水に 落ちた もの は、 どうしても • 眞 面目な 人と 添ひ途 ゆる こと は出來 ない と あ 
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きらめて ！© て、 今度の ie^ も あやぶんで、 なかく 信用 しないの だ。 

『宮 田さん に 何とか 云 はれて 來 たの だら う』 と、 一言の もとに を 指す、 『だから、 云って るの、 さ 

.  どうせ、 眞 面目なお 方と、 長く 氣の合 はう 苦 はない。 あ. - いふ こと は 良くな い、 かう いふと ころ 

は惡 いと、 責められ たに 定まって るよ。』 

『だッ て』 と、 小 竹 は- その 通りに 遠 ひない ので、 吹き出して、 『私が 恧 かった の だもの を。』 

を. M » ；  で 

「ほ、 ほ、 ほ、 ほ！ 矢ッ 張り さう だら- フ？ 好いた 男 にぶ たれた のなら、 ； 生の 思 ひ 出 だ —— 有難 

く 思って お 澄き よ。』 

「あら、 さう じゃァ ない のよ —— ぃッ そ- ぶたれ て、 死にたかった、 わ。』 

「でも- もう、 死んだ i おじ ゃァ ないか？』 

『どうして？』 

『そ. < な ことじ ゃァ、 けた、 ましい 「亡 者」 が 「浮ぶ 瀬の ない」 害さ。』 

「ほ、 ほ、 ほ！ 私、 それ どころ の亡キ やじ やない の。 今、 あのお 方に 棄 てられたら —— 家の 伯父さん、 

伯母さん とも 1"曄 をした し —— も- フ， 心の 遣り どころ がない、 わ。』 

『でも、 向 ふから、 棄 てるに 定 つてる よ —— ぃッ そ、 そんな 苦 勞は爲 ない 方が い- <。 た、 e さい 苦しい 

li めだ もの を、 思 ひ 合って 出來 ないじ ゃァ * また 一 つの 苦勞が 嵩む ばか リ —— * 


w その 苦勞 なら， いくらでも する、 わ —— 淨 めの 火 だもの。 育ちが 賤 しいから ッて、 たまし ひさへ 入 

れ更 へれば、 からだの 穢れは 燒き棄 てられましょう？』 

ああ、 これ だ！ 小 竹の 心 は、 かき 亂れて 居る 間から、 救 ひの 光明に 接して 來 たので ある。 

小 竹の 目に 一 種 異様の 光が 輝いて 居る 樣に 見えた ので、 姉も眞 面目に 暫く 見つめて 居た。 

でぎ ごと 

この間に、 今晚の 出來惠 は詳く 話された ので ある。 

夏の 夜 は 風 もな く、 しんとして、 開けて ある 窓の 月 かけ は、 た 5- ぅッ かりとして 居る 樣で、 心に 煩 

^  もくて  むし 

, ある 者と、 これに 同情す る 者と が、 相 並んで 默 して 居る ところに は、 光 を 照らす よりも、 寧ろ 薄嗜 

いか ゆ を投 けて 居る 樣に 見える。 釣して ある 岐阜 提燈 に、 あかりの 點 いて 居な いのも 見えて、 これ ぞ 

亡者の 迷って 居る のに 似て 居る。 

かどぐち 

r 今晩は』 と、 門口に 女の 聲。 

『ああ、 來た、 來た』 と、 小 竹 は追ッ 手で も來 たかの 樣に おそろし がって、 姉の そばに 近よ つた。 

f 姉さん は來て 居ます か』 と * 玉 置からの 使 ひで ある。  - 

r はい、 來て 居ます よ』 と • 姉が 返事 をした。 

『姉さん、 二 本お 迎 へ！』 

やう  こ たけ 

この 聲、 今 は 地獄から 響いた 樣に聽 えたので、 小 竹 はぞッ として 姉の 手に すがり 附 いた。 
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r 今夜 は ^ せん、 ^ ぎへ める と 云へ」 と、 これ はまた 次ぎの 寢窒 からで ある — 親分の si。 圑 扇の 

音が して る。 

『旦那が 云 はれる から、 つて さう 云って ぉ吳れ な』 と、 姉が 取りつ ぐと、 

「はい、 畏 りました』 と、 迎 へは歸 つてし まった。 

お- 2  3、  はんたい 

この 鋭 分の 一 K 築に は、 町内 一 人 も 公け に 反 割す る もの はない ので ある。 

『/。、、 ト， H さん、 その 話の 三十 兩は、 おれが 出して やる から、 あす、 武 山と かいふ^ 郞に 返して や 

れ』 と、 まて 居る ま- -で 話しかけた — 姿 は 見えない ので ある。 

『それで は、 親分に 濟 みません から —— 』 

『なァ に、 一 ：！ が 知れた はした 金よ、 一度の 賭で 取り返しの 付く もの だ。』 

『どうも、 濟 みません が、 それで はよ ろしく —— いづれ、 お返し 申します から o』 

『なァ に、 心配す ろ 程の もの じゃァ 無え。』 

「旦" ， ^がさう ぉッ しゃる の だから』 と、 姉 も 脇から 口 を 添へ て、 『貰って お きょ。』 

小 竹 は、 寳は いので ある。 こんな こと を- M にして また 何 か 云 ひか けられて は、 たと へ 死ん 

-^」もぃ 乂と覺吾してひた金でぁったにせょ、 思 ふ 男の 爲め ならば こそと • 初めから 顏を しがめ て 居た 

ゥ だが、 それ は 隣り に寢 て：^ る 者に は 見えない —— Kl^ して、 直ぐ， 難問 超が 持ち 上って 來 た。 


『それで、 小 竹さん、 おれ は 遠から 考 へて 居たん だが、 玉 置に あれ だけ 儲けさし ゃァ、 もう、 向 ふに 

S ひ 分 は あるめえ —— ちッ と、 おれの 方 を 助けて ci^ れ ねえ か？』 

r そり ゃ來 た』 と、 小 4^ の 胸 は どぎ まぎして 來て、 どう 返事 をして い k かと、 姉の 方 を 見る と、 姉 も 

變な顏 つき をして こちら を 向いた ところであった。 

『なァ に、 玉 置が 何と 云った ッて かま ゃァ しねえ。 あすから、 おれの 家に 居る がい- -。 さう すり ゃァ、 

おれ も 開業 を 繰り 上 ゆて やら ァ、 な。』 

何とか 返事 をし なければ ならない ので、 姉が 先づ 口を出した。 

う ち  ま 

「それ も iij う 御座ん しょうが、 まだ 家の 子供が 間に合 ひません から、 小 竹さん 獨り では 骨です、 わ， J 

『玉 置だッ て、 獨 りで ゃッて 居る も 同前 じゃァ ねえ か？』 

「さう は 行きません わ、 ね o』 

『それじゃ ァ、 どう 爲 ろと いふんだ い？」 

「矢ッ 張り ぁッ ちに 居て —— 』 

いんばい や * 

『馬鹿 ァ ぬか せ —— 淫寶屋 Is- た 様な ところに 居て やる 因綠が あるかい？』 

ゐ  はなし 

『そり ゃァ、 さう でも 御座ん すが、 こッち さへ 心 を定て 015 れば —— それに、 また、 今の 話 も 御座ん す 
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I  -、、  D  かんげ 

r お前 ァ默 つて ゃァ がれ —— 小 竹さん の考へ はどう だ、 な？ J 

f 私 も —— あの 11 ぉ聽き の 通リで 御座 いますので I 』 

やうす  しんぼう 

「う— ん』 と、 少しし よ ゆ た樣 子、 『じ ゃァ、 その 書生が 卒業す るまで、 玉 置で 辛抱 するとい ふんだ、 

な？』 

r は あ。」 

「それじゃ ァ、 よし！ おれが 仲人に なって、 男に 添 はして やる から、 あす、 宫 田と いふ 奴 を 呼んで 

来い。』 

『は あ、 畏リ ました』 と、 堅くな つて 居る。 

f では、 小 竹さん」 と、 姊、 『さう ぉ爲た —— お金 も 出して 貰 ひ、 また、 かう いふ ことにな つて は、 日； 

那に濟 まん けれど • ねえ。』 

「本統 にお の 云 ひやう がない わけ だ、 わ、」 

r まァ、 今晚 は、 もう、 お休みよ —— 勞れて 居る だら うから。』 

姊は床 を 取って やって、 二階に 妹を寢 かした。 

その あとでの こと、 姉 は 親分と 死ぬ か、 活き るかの いさか ひ をした。 —— 親分の 寢 床に は、 まだ 問 

B3 は续 つて 居た の だ。 —— 妹の 身 を 親 <tr つ 手に ゆだねて、 それが 云 ひが かりの 趣に でもな つたら、 折 


角 足 を 洗 ひかけ た 妹の 爲 めに、 故障が 起る に定 つ：. 居る からで ある。 親分 は、 また、 愛して 居る 女が 

と  こ たけ うま  - 

身を以 つて 止める ので あるから、 小 竹 を 甘く 取り込ま うと &』 つた 計畫 を、 あきらめ 難い けれども、 あ 

きらめる ことと なった。 

それで、 小 竹 も先づ 安心して 眠る ことが 出來 た。 

小 竹が 親分の 家で 目を覺 ましたの は、 もう、 かれこれ 十 時 近くであった。 昨夜の 心配で さぞ 勞れて 

居る だら うとい ふ 姉の 心から、 そ ッと寢 かして 置いた ので、 —— 寢卷 にした 姉の 單衣 のま、 起き 上つ 

て、 顏を 洗った ところ を昆 ると、 木地 は奠 ッ靑 で、 全く 生氣 がない。. どことなく 怨めし さうな 様子が 

見える。 

然し • 小 竹に 怨みが ありと すれば、 今までの 男子 はすべ て その 怨みの 目的物で あらう。 

ち さはん  ひ ばら 

急いで 朝飯 をす ませ， 茶の間へ 來て、 火鉢の 前に 座 わると、 先刻から 來て 待って 居た 髮 結のお 濱が、 

『姉さん、 一 服』 と、 吸 ひつけた 長 烟管を さし 出した。 

『大變 待たせた の、 ねえ』 と、 これ を 受取った。 

『な ァに、 さう でも^ 座ん せんの』 と， ぉ濱が 答へ て • 手 を もみ/. \.、 小 竹の 上から 膝 ウーで を兑 下ろ 

藝者小 竹  S 


»4$  Ha 

した o 

小 竹 は 一 一三 服つ ぐけ ざま。 

姉 も 出て 來て、 そばに 座 わった が、 

『ま ァ、 どい こりし 樣だ、 ねえ —— ゆ ふべ は、 さう でもない と 思った が』 と、 じッと あたまの 方 を 

て 居る。 

『本， 炎-こ-^ 疲が縱 つたの だもの を II けさ は、 しびれて 居る やう だ、 わ』 と. 煙草 を 吸 ひかけ て、 あ 

たま を；^ つて 兒る。 

あね  ヤゥ 

r お" M の奸 きから 出た こと だから、 さう やきく しないで もい. - のに』 と， 姉 は ひやかす 樣に にやり。 

『お 田さん のこと で 御座ん すか』 と、 お^もう すうす 知って 居る らしい、 『姉さん は、 3 典 面 になる と 

氣 持ちの い」 程 一 本氣 にお 成ん なさる から —— 』 

『全く だ、 ねえ』 と、 姉 も それに は 感心した 樣子 だ。 

『さう 云って 貰へば、 うそに も * あり 難いね え。 11 さァ、 結って 貰 ひましよ うか？ お待ち 遠 さま」 

と、 小 竹、 鏡 fiss の 前に 座 わって、 鏡に うつろ 姿 を 見て、 われながら、 け ふに 限って、 一 段と II： だか 厭 

な 感じが した。 

合せ 鏡 をして、 散々 になって 居る の を 見た が、 


『本統 に ひどくな つてる の、 ねえ』 と、 にが 笑 rso 

『自分が したと お 思 ひよ』 と、 姉。 

『姊 さん は 思 ひ 切った こと をす るお 方です、 わ』 と、 ぉ濱は 二の 元 結 を 切り、 カセを 解き放つ たので、 

鹭 はば ッ くりと 口 を 開いた。 

こん e  い * 

『だッ て、 今度の ことに 限って、 思 ひ 切れないの』 と、 小 竹 はに ッ こりと 意味 あり け の 口 を 結んだ。 

『さう 申せば』 と、 ぉ濱は 髮を梳 きながら 『あの 武 山と いふ 人 は 厭な 男で 御座ん しょう？ お金が ど 

,  1  ちゃ- 「な. S  た. S ていじ .S う 

ん なに あるか 知れません が、 町 內の藝 者 は 大抵 自由にされ たさう です よ。』 

『何 だ、 お、 あんな 野郞 は？  いけすかない！ 田舍 だから、 威張れる だけの こと.。 ちッ とや * そ 

ッと、 戰爭に 手柄 をした から ッて、 あの 傷だッ て、 逸 ゆ 傷 かも 知れ ゃァ しない — 背中に あると いふ 

じゃァ ないか？』 

『さう ださう で 御座ん すよ。』 

『ちッ とば かりの 湯治で， 直る 位 だから、 知れた もの さァ、 ね o¥ 蜩の 傷の 檨だ。 あんな 編 1 は、 

胴から 切っても、 生きて る だら うじ ゃァ ないか？.』 

『小 竹さん は』 と、 姉が 口を出した、 『その 蚯蚓に 見込まれ たの だァ ね。』 

『ぞッ とする、 わ』 と、 小 竹、 わざと 身 を 振 はす。 


や  ^  S 六 

『それじゃ ァ、 私の 手が 狂 ひます、 わ J1 と • お 濱が愛 接に iS 面目 を 使 ふ。 

『おやく』 と、 姉妹 は輕く 笑った。 

この 時、 姉の 仕込んで 居る 子供 11 十 1 1 一から * 十五 六までの 11 が】 一 三人、 一 一階から 下りて 來て * 

『肺さん、 お早う 御座います』 と、 挨稷 をして、 また 二階へ 上って 行った。 

『もう、 お早うで もない * ねえ』 と 云 ひながら、 小 竹 は 一 番 あとから 來た十 一 二の 子 を 呼び.^ めた。 

じ ゃゥづ  ご らん 

『きいち やん、 踊りが 上手に なった ッて、 ねえ —— 踊って 御覧な。』 

『一 つお さら ひ をして 御覧な』 と、 姉 も 自慢から 勸 める 氣 味が あった。 

『春雨が い • --』 と 云 はれて、 きいち やん はおとな しく その 構へ をした。 I 掉 なしの、 小 竹が 口 三味 

『チ チン トシ ヤン、 チチ チン トン シャン、 はる 1 さ ー め ー えに、 ッッ ンチチ リンチ テン チ テツ ン トン 

しい ッ ぼり ぬる ー るう ぐ ー ひす ー の 羽 か ー ぜ ー にに ほ ー おうめが か ー や * ッ ッンチ チン チチチ ントソ 

シャン I 』 

みなの  ► 

と、 皆が 調子に 乘 つて 來た ところで 

『頓む 11 』 と • 門口へ 人が 來た。 

『はい』 と、 女中が 出て 行った 樣子。 


おたし 

『姉さん、 もう * 來 たのよ。 出て 頂戴よ、 私、 きまりが 惡 いわ。』 

『何 だね え、 意氣 地の ない こと を 云 ふ？ 自分の 男 だのに。』  . 

まごついて 居る きい ちゃんの 踊り は 中止に なって しまった。 

實は、 けさ、 女中 を 遣って 譯を 話し、 宮 田と 野 村と を 呼んだ から、 來 たので ある" 姉 は、 數日前 * 

宮 田に 會 つて 知って 居る ので、 迎 へに 出た。 

『あら- よく 來て 下す つたの ねえ。 どうか- こちらへ』 と、 その 導く がま- -に、 二人 は 客間へ 通った。 

な  あ. S: マう  ， 

馴れない ところで、 姉の 愛嬌 あ ふる、 持て 爲し 振りに は、 二人とも、 初めから、 制服 すがたの ま、 

固くなって、 汗 を ふいて 居る。 

かみい  しはら 

『只今、 妹 は、 髮 結さん が來て 居ります ので、 暫く 御免 を 被ります が —— . ^の氣 ま 者です ので、 ね 

え、 どうか、 それ は 御 知り 置き を 願 ひます よ』 と、 前以 つて 妹の 弱 點を辯 護して 居る 樣に聽 えた。 『あ 

なた 樣が たは 明日お 立ち ださう で —— 』 

『はい、 明日』 と、 宫田、 『あまり 長くな りました から、 もう 歸 らうと 思 ひまして。』 

*?! う ご にち 

『さう です ねえ、 舉 校の 方が おありな さるので すから —— あの、 明後日から でも？』 

『いや、 十四 五日から はじまります ので』 と • 野 村 は 引き受けて、 『さう、/ \ 遊んで ばかり も 居られ ま 

わら  * 

せん』 と、 笑って 見せる。 


『それが 木統で 御座いま すよ、 妹の 樣な 商寶 では、 きまりが な S ので 困りまして、 ねえ。』 

I2J を  はク  f う 

『どうか、 早くお 止めになる 樣に、 私 も 骨折り ますから、 あなたの 方で も、 その 樣 によろ しく 願 ひた 

いものです。』  . 

『あなたが^ 村さん とお ッ しゃいまして？』 

『さう です。』 

ま を  ほね 

『どうか、 よろしくお 願 ひ 申します。 こちらで も， 出來る だけ 骨 は 折って 居る つもりで 御座いま すか 

ら 0 し 

と、 云って 居る うち、 女中が 茶と 煙草盆と を 持って 來た。 

め  £ ね 

晚 茶で 御座いま すが —— 只今、 主人が お 目に か \り ますから』 と、 姉と 女中と は 立ち去った。 

二人 は 無 ， で 暫く窒 内 を 兄 まわした が、 新しい 床の^に は、 筆太に、 「天照大神」 と 書いた 掛け物が 

ごへい  み會 どく  3> 

か  >" つて 居て、 その 前に は 御！^ が 立って、 一一： 寳に 大きな お 祌酒德 利が 飾って ある。 これ を 見て、 二人 

は 今 出て 来ようと する 主人の 面影 を も 想像す る ことが 出來 たので ある。 

『姊 さん、 お 白粉 は どこ？』  • 

『そこに あるじ ゃァ ないか、 ね o』 

『ほんに、 氣 がっかなかった の。』 


『どうかし てるよ、 この 子 は o』 

次ぎの 間で 聲が すると 同時に、 唐紙が 開いて、 出て 來 たの はこの 家の 主人で ある。 - 

ふと  た ぽこ ぽ， ：- 

顔の 赤い、 どッ しりと 太ったお ゃぢ で、 提ゅ 煙草盆 を以 つて、 にこく しながら、 

『よく 來て くんな さった。』 

二人 は あわて、 敷物 をはづ さう とすると、 . 

『どうか、 その ま- J と、 止めて、 自分 も 座 を 占めた。 

たかみ うし まつ  ねが  おうへい 

『わし は 高見 丑 松と 申す 者で ごわす、 お 心 易く 願 ひます』 と、 潢 柄ながら、 あたま を 下け ると ころ を 

見る と、 思った よりも 人の 善い らしい ので ある。 

二人 は 少し 安心した と 見え， 座 を 占めた ま& 丁寧に 挨 をして、 姓名 を吿 ゆた。 

きせる  う 

『はは ァ』 と、 太い 烟 管に 煙草 をつ めながら、 『小 竹から も聽 いて 居ました が、 お前さんが 宮 田さん 

—— 野 村さん も 御 一 緒に 來て くんな さった の は * 何よりも 都合が ええ。 今日お 呼び 申した の は、 實は、 

せ ！！ 田さん と 小 竹との 約束の 固めに、 しるしの KM を あゆたい ので ごわす。』 

と * 煙 を 横に 吹いた。 

『それ は 恐縮の 至りで 御座います』 と、 宫田、 手 をつ いて、 禮 をした が、 あまり あたま を 下け 過ぎた 

と 思った せいか、 急に 手 を 引いて、 兩 膝に 載せ * 語調が また 固くなって しまった。 


池 鳴 仝 雄 ^5  rac 

『あなたの — 、 御 1 御 好 や 5 は、 あ 11 他く まで も 感謝いた します。」 

</  さぐ  . 

『親分が!； き iK けて 下さるなら』 と、 野 村は碎 けて 出た、 『これより 安全な^ はない と、 私 は 5- ひます 

から — 』 

『そり ゃァ、 心配し なさん な』 と、 親分、 『これで も、 町內の 口き、 だ、 わしが 引き受け たから は、 き 

ッと 不都合な こと ァ させません。』 

昨夜 小 竹の 利用 を斷 念した の は 永久 か、 どうか、 かけで 聽 いて 居る 者に も 分らん ので ある。 

『どうか、 よろしく』 と、 二人 は 愛 相に 笑って 答へ た。 

親分 は、 得意の^で、 胸 を そらして、 うしろ を かへ り 見た 力、 

『おい、 小 竹、 早く 来て、 御挨！ &を爲 ろ！ J 

六 

んら. fjff-  i  ,  > 

この 時、 また 紙が 開いて、 姉と 小 竹。 

『ま ァ、 なこう ぶに 返ッ ちま ッ たんです よ。 恥 かしく つて、 網 座敷へ 出る のが i だッ て！』 

と、 姉 は 却って そわ，/ \と* 小 竹の 手 を 引いて 出て 來た 0 

宮ョが 呼ばれた 通りに 来て 吳れ たので • 小 竹の 喜び は 非常な ので ある。 自分が 今まで 何 をして 居た 


身分で あるか も、 全く 忘れて 居る の だら う。 た t -、 ゆ ふべ の樣な 失策 は、 もう、 二度と 再びして 見せ 

ない と 定めて は 居る；：/ それば かりが まだ. &し譯 のない とい ふ氣 持ちが して、 不斷 のい き ほひ は どこ 

へ か 消えて しまって、 恐れの 靈が 自分の 目の前に 棚引いて 居る かの 樣 子。 

はづ  し *> もつな 

『いら ッ しゃい まし』 と、 恥 かし さう に 小 竹が、 姉の そばに • 敷物 無しに 座 わると ころ を E ル ると、 宫 

の 胸中で は、 矢ッ 張り 藝者じ やない かとい ふ 不平が 横切った が、 ちょいと 目と 目 を 見合 はすと、 可 

愛い とい ふ 情が 一 時に 懲 えて 來た。 

髮 はいつ もの 通りに 直って 居て、 木地の 靑 いのもお 白粉で 隱れて 居る 上に、 け ふこ そ は頰の 色に ま 

じり 氣 のな. $ 恥 かしみ が あら はれて 居る。 この 優し さ を 目の前に 見て は、 ゆ ふべ 宫田 等が 歸 つてから 

の 始末 は 夢に だ も 想像す る こと は出來 ない ので ある。  • 

あの 細い 手で わが f を 押へ、 その上に 顏を 載せて す、 り 泣き をした こと、 店の 女中が ぉ燜を 持って 

来た 時、 窓の 方に 行って、 泣き顔 を そむけた こと， 隣室へ 客が 來た時 • 呼んで 居る から 行って やれい 

と 勧めたら、 進ますな がら 出て 行って、 いつもの 通り 元氣 よく 歌ったり、 騷 いだ. OS して 居た こと、 女 

の 方が 年が 上で は あるが、 《 ^棄て ないで ねえと 云った こと、 一昨日 歸京 する からと 云って 別れる 時 * 

いつまでも 覺 えて 居る かと 尋ねたら、 『あなた こそ 忘れる 癖に』 と、 聲を つまらせ たこと、 などが 一 A 

宮 田の 胸に 迫って 來 た。 

藝 者 小 竹  ほき 


泡 鳴.^. 集 第一 卷  wnl 

田 は 聲を發 し 得な い 位であった。 

あ： J  5 つ 

『小 竹さん、 昨夜 は失禮 いたしました』 と、 野 村が 挨拶 をす ると、 

『私、 悲しくな つてし まって よ』 と、 小 竹 は あまへ る やうに 答へ て、 宫 田の 方を兒 た 0 

『ゆ ふべ は、 せ  1 田さん』 と、 if 分 は 吸 I ぱを はたいて、 『癥 にさ はる ことがあった とかで、 髮 をかッ こわ 

してやって 來 たので ごわす。』 

「妹 は氣が 短い ので、 本統に 困って しまう のです よ o』 

『あら、 私、 恶 いこと をした と 後悔した の だ、 わ o』 

『その 節、 武山 とか 云 ふ 奴から 三十 兩 おった さう で ごわす が、 それ はわし が 揃へ て 返しました。 卸 心 

配に ゃァ 及びません o』 

『さう です か』 と、 宮田。 

ぎひ  .5 ま 

『あなた、 また、 おこらん やうに、 ねえ』 と、 小 竹 • 氣が 引ける らしい、 『私、 ャ までの こと は 皆惡か 

つたので すから、 これから はお 一一 一-::^ 通りに 致します から —— 野 村さん にもお 紐み 申します。』 

あたま をド ゆた が. これ は 小 竹が 一 生の 饿悔 らしい —— その ま \、 ハンケ チで淚 を 拭いて 居る。 

ら  おやぶん 

『さう いふ ことまで して 世 33； つて は、 親分に 濟 まん やう だ、 な ァ？』 と、 野： « は宮 田に 話しかけた。 

『そんな ことと は 知らなかった の だ』 と、 宮 田の 返事。 


『なァ に、 高が 知れた はした 金で ごわす。』 

『それ は&の 方です ませて しまい ますので』 と、 姉 は 口 を 挾んで 『け ふ は 返しに やります から、 御 安 

心なす つて 下さい まし。』 

かへ  みやた くん 

『ゆ ふべ は、 私 も』 と、 野 村、 『5i つてから、 宮田 君の 思 ひ 違 ひ をな だめ ましたが —— 宮田 君と て、 さ 

をつ と 

う、 急に 心の 變っ たわけで はない のです から —— .ir 竹さん さへ しッ かり 成さって、 他日の 所 天が ある 

こと を覺 悟して 居て 下されば よろしい のです。』 

じう ぶんき 

『さう で 御座いま すよ』 と * 姉、 『それ はこ ちらの 方で も 充分 氣を つけさし ますから、 ねえ、 野 村 さ 

んも —— 』 

『何分 可愛がって やってくん なせえ』 と、 親分 は宫 田と 野 村と を じろ りと 見て 云った 。『わし もこん な 

すべ ッた 野郎で ごわす が、 かう 成って 見り ゃァ、 兄弟 同様 11 お 互 ひに 力に なりましょう。』 

馎突 打ちの 兄弟！  ， 

宮 田と 小 竹と は、 は ッと顏 を 見合 はせ た 0 

何と 返事 をして い k のか、 分らない ので ある。 

やうす せんす 

小 竹 は、 かッと 急に のばせて 來た樣 子 を 扇子に まぎらした。 

『は ァ、 どうか』 と、 然し、 宮田は 答へ たが、 自分の 身 を 何だか 厭な 境遇が 包む ので はない かと 疑つ 

|» 者 小 竹  WH 
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て れば • 心の奥から^::覺とぃふ邪•_i.w物が踊り出て來て、 .E 分の 現在 を 鏡に 映した 樣に 引き 縮めて し 

まって、 而も、 そのお もてに、 戀と いふ.；，^ と名释 とい ふ 男と が、 夫婦 喧 i!. をして 居る あり 様 も 見える。 

その 傍に は、 紫の 本 包み を か k へた、 モ ー - 一 ングコ ー トの瘦 哲舉^ が 通って 居て、 この 1  せ嘩を あざ 

笑って 行く らしい。 早く 行けば い i と 思って 居る のに、 その 先生の 歩み は、 遲々 として、 1 向に 見え 

4 めと- W*J  < 

なくなって おれない。 11 何だか 跡戾り をして 來る樣 である。 

そのうちに、 角帽- 金鈕 子の マッキ ンレ ー 靴が 澤山 葉って 來た。 しッ かりやれ、 しッ かりやれ とい 

ふ |§ が聽 える。 I. ざ 心が 强く なけり ゃァ いけない と 叫ぶ もの も ある。 いや、 人生の 問題 は に 入って、 

初めて 解釋 が出來 るの だと 反對 する もの も ある。 また， 理性の 水 を投ぜ よと 意氣 込む もの も ある。 死 

ぬまで やらす がい- - —— なァ に、 菜て kBi^ くがい-." —— などと、 云 ふ もの も ある。 しま ひに は いづれ 

も而 白が ッて、 夫婦喧嘩 萬 歳！ とどな つて、 散り，. ^\ぱ らくに 成って しまった。 

そこへ 赤門が 見えた 11 ああ、 また、 立派な 竦 瓦の 建物が 見えて 來た。 嬢の 樣に 小い 大舉 生が、 群 

を 成して あちらこちらの 敎室 へ 這 入って 行く のが 見える。 

して、 まだ、 この 鏡の 面から は、 例の 喧嘩 は 消えない ので ある。 

ii: 田の 目前に は、 親分 も 居 なくなった、 小 竹の 姉 も 居な くな つた、 否、 その 小 竹 さへ も 居 なくなつ 

てし まった の だら う。 


然し • これ は 一瞬 の出來 事で あつたの だ。 

宮田 がわれ 知らす 野 村の 方 を 見る と、 野 村 もさう した 氣 持ちが したの か、 どう だか 分らない が 

モュを  てうし 

『私 も 出来るだけ は 骨折り ますから』 と、 返事 は 今までの 調子に 似す、 氣が拔 けた 様に 聽 えた。 

三が さねの 大きな 瓦 盃と铫 子と を以 つて、 女中と 今の 可愛い きい ちゃんとが 出て 來た。 

宫田 は、 これ を 見て、 これが 高見 丑 松と 名 乘る馎 徒と 兄弟分になる かと 思 ふと、 小 竹が 待ち遠し 

く  けっこんよ てい さ かづ *> 

がって 居る 心 を 汲んで やる 氣も 出ない 様子で ある。 II 自分と 小 竹との 結婚 豫定 の盃 ではない か？ 

fr.tr  と铫 子と を 座の 眞 中に 置かせた。 無論、 ほんの 形式ば かりで 濟 ますの だが、 形式なる もの 

は、 この 家の 主人の やうな 社會 にあって は、 これが 斬る、 斬られる とい ふ 喧嘩の 血止めに もなる ので 

ある。 從 つて、 これが 破れたら、 また • それだけの 反動が 忽ち 來 たると いふ こと も定 つて 居る ので あ 

かしら 

る。 II あとから 出て 來た 頭つ きと 吸 ひ 物と は、 一座が 相 笑って、 晝飯を 共に する 材料で あるら しい。 

宮 田が、 足の しびれ を まぎらしながら、 

『si 殿お 1 いたします』 と、 立って 行った ので、 

『小 竹さん』 と、 姉が 目く ばせ をした。 

て うづ ばち 

小 竹は宮 田の あとから 附 いて 橡が はに 出て、 唐 かねの 大きな 手 洗 鉢の そばに 待って 居る と、 宮田は 

杉 マサの 折り 戶を 開けて 出て 來て， 手 を 洗って、 腰の 服 護から 白の ハ ンケチ を 出した ので、 小 竹， 直 
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泡 鳴 仝.？ - 笫 1 卷  四 六 

ぐ これ を 新 7 ひ 取って、 自分の 絕 ハ ンケチ ！ 香水のに ほひが い i の I を 渡した。 

『忘れない やうに 持って行って 頂戴』 と、 云って、 じ ッと宫 田の 手 を 握った。 

おもめ.. 'く  f 

ふり 1 ぐ 目に 自分の 目 を 報いて、 宫田も 亦 小 竹の 手 を 握り 返して、 その 額に 接吻した。 そこで 小 竹 

はお 田に 三十 枚の 札 を 渡した ので ある。 

小 竹ば かりが 暫く 座に 返らなかった の は" 泣いて 居た ので ある。 

しゅび  す  ふつう 

それから、 假の 三々 九 度 —— 親分と 野 村との 立ち 會 ひで、 首尾よく 終んだ ので、 あと は 普 迎の酒 盛 

り 親分 は氣 持ちよ く醉 つたら しいので、 みんな 一 緒に 晝餓を も 終 ませ、 宮田、 野 村の 明日の 歸京 を、 

小 竹と 肺と は、 同船で、 次ぎの 港まで 見送る ことに 話が 定 つた。 

七 

う 4*  きゃく 

その 曰 も、 小 竹 は 親分の 家に 宿った。 店へ 歸 つてから が、 客で も あれば、 その 對手 をして 醉 つた あ 

けく が、 寢坊 をす るに 定 つて 居る からで ある。 

明る = は、 ，朝 まだき、 肺と 一 一人で 支度 をして、 海岸に 出る と、 ^に 玉 Bid の 娘が 一 人つ き 添 ひになる 

つもりで、 ついて 來た 

二 友と 姉妹と つき 添 ひとは、 一緒に はしけに 乘 つて、 汽船へ 移された。 


小 竹 は 船に 弱い ので ある。 この 町へ 來た時 も、 醉 ふの を 恐れて、 わざ/ \ 汽車で 遠 ま はり をして、 

こ  かくべつ ，- -ん ばつ 

山 を 越えて やって 來 たの だが、 け ふ は 格別の 奮發 をして 居る ので、 恐れる AJ ともなく、 宫田 と共に 甲 

ご ざ 

板 上の 蓖に座 わった。 

甲板から、 自分 達の 住んで 居る 町 內の方 を 見る と、 うす 露が か- - つて、 家 々はまお ねむた さうな 家 根 

なにて い  なに や 

を 並べて 居る。 藁葺きの 漁師 家 * 瓦葺きの 別莊 建ち • あれ は 何亭、 これ は何屋 と、 それから それへ 渡 

つて 行く 向 ふに は、 一つ きの 山が 綠の色 を しめらして、 これ を 見る もの-. T 目に は、 殘んの 夢 も 忽ち 

醒めん ばかりで ある。 

彈き飽 いて、 また 聽き飽 いた 三味の 聲も なく、 心に もない 人 よろこばせの 笑 ひもな く、 た 磯う つ 

波の音ば かり、 凉 しい 風の 間に 響いて、 而も これ を 海の 上から 聽 くので ある。 小片が こんな 景色に 接 

したの は、 生れてから これが 初めて だ。 

.S かへ  こ たけ 

『ま ァ、 氣 持ちの い- "こと、 ねえ 11 活き 返った 様 だ、 わ』 と、 小 竹 は 姉の 手 を 取った。 

『ま ァ、 こッち を御覽 よ』 と、 姉が その 手 を引ッ 張る につれ て、 からだ は 向き 直った。 

見よ、 大海の 日の出！ 

上に 満卷 いて 居る 紫の 大雲、 小 雲 は、 - 赤く ふち 取られて、 いくつ ともなく その 住 ひに 安んじ、 下に 

に  I  ぐろ  かど 

開ら けた 海の 果に は、 岩に も 似た 離れ 雲が、 ぼつり ほつ リ とその ど黑 くひ かる 角 を あら はし、 問の 靑空 
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に は 紅を點 じた やう 11 すべての 物 は 燃 ゆる 樣な 色を呈 して 居る。 船が 進む につれ て、 右の 方に 延び 

出た 岬の かけから も、 一 しほ あかるい 光景が 見えて 來 たが、 その 方へ 汽船の 烟が 靡いて 行く ので、 そ 

の烟の 末の 動く の を 船との 關係を 忘れて 見て 居た ものに は、 全く 天の 火事で はない かと W 心 はれる ので 

ある 0  - 

『ああ！ い、 こと、 ねえ！』 と、 小 竹が 云った か、 云 はない うちに、 破った 玉子の 黄身の 様な 圆ぃ 

U が、 波の 上に ふわりと あら はれた。 

『あれ、 宮 田さん、 日の出よ』 と、 また 云 ふ 間 も あるかな し、 日 は 一 段と 大きくな つたと 思 ふと、 き 

らくと 光が 强 くな つ て來 た。 

『おお、 まぶしい、 わ』 と、 目 を そらして、 小 竹、 宮田を 見る と * まだ 日の 方 を 見つめて 何 か 考へ込 

んで 居る 樣子。 

『あなた、 活き 返る やう じゃァ 御座いま せんか』 と、 小 竹 はから だ を 寄せた。 

せ ：！ 田の 考 へて 居た の は、 小 竹の 謹の よみ 14^ のこと である。 

だから、 非常な 真び を以 つて、 宮田 はこ ちら を 向いた。 

枝さん』 と， これ は 小；^ のお. 名で ある、 『あなたが 救. y れる時 も •  丁度 かう 云 ふいき ほひでしょう 

こ r_a 

よ』 と • 小！？ 斗。 


雪 枝 は、 人前 を も かま はす、 喜んで、 宮 田の 膝に すがりついた。 

『分って 居ます よ、 私だッ て。 —— もう * 今、 見棄 てられても， 本望です。』 

然り！ 小 竹の 身に、 若し 大 なる 靈が 宿った ものと すれば、 世間の 藝 者が * その 多くの 容 のうち か 

ら、 一滴の 淚 でも 真に こぼさせて 吳れる 手 を 見つけ 出したら、 一滴の 淚を こぼす 間 だけで も * その 手 

にす がって、 それ を 一生の 思 ひ 出と 満足す る 通りの いき ほひで、 この 活躍して 居る 一 刹那に、 天地の 

しゃう 》4^-  せっしゅ  > 

淸淨 をす ベて 攝取 する こと も 出来る だら う。 『見棄 てられても』 と は， からだと 心と を 別々 に 取り 放し 

ても活 きて 居られる やう 仕込まれて、 われながら われ を 打棄る ことに 駒れ た、 この種の 女に は 何でも 

ない ことで ある。 

いつ  そ 

宫 H に 取って は、 さう は 行かぬ 1 -鎮は 却って 凡夫で あ 1^。 一 は 必らす 一 と 添 は. なければ、 滿 足が 

出來 ない らしい。 

『あなた を棄て i は、 もう、 私は活 きて 居られん のです I』 

宫 田が この 返寫 ^ も 誠で ある、 然し， 結婚の 實を舉 ける まで は、 まだ 公け に 隣り 人に 發表 は： H 來 まい。 

されば、 こ ゝ*  二三 知人の 前に も小聲 である。 

然し、 二人の 胸 は 此の 時 天の 樣に 赤く 燃えて 居た ので ある。 

. むすめ  ♦* うい 

『ああ、 姉さん、 武 山さん が I— 』 と、 つき 添 ひの 娘が さ- - やいた ので、 いづれ も 注意 をす ると、 艫 
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の 方の 昇降口 を 下りて 行く、 その ラ しろ 姿が 見えた。 渠、 計らす 同船に なった ので、 今まで こッ そり 

とこ ちらの 樣子を 見て 居た ので ある。 

二人 は し 座 を i れて、 他の 二人と 雜談に 移った。 

一. 川經 つか、 ^たない うちに、 次ぎの 港へ 着いた ので * 小 竹と 姉と つき 添 ひとは、 a« をャ け- ！ 

しけに 乘 つたが、 丁度 鬼 京から 這 入って 來た 汽船が あつたので、 直ぐ それに 乘り 移つ... - 

武山は どこへ 行った か、 姿が 見えない。  ^ 

小 竹の 一行と 宮 田の 方と は、 汽船と 汽船との 甲板から， 1 ひに ハ ンケチ を 振り 合って * 嬉し さう に 

又 悲し さう に 別れ てし まった。 

宮 田が 束 京に 歸れ ば、 最後の 擧年を 暮ら 勉強して 行かなければ ならない。 卒業 さへ すれに 細君の 

候 8 耆は、 無理に でも、 ^ふから、 立派な 身分で 出て 來な いこと はない。 

. ^竹の 方 は、 また、 宮 田の 卒 幾まで 辛抱が 出來 ると しても、 その かゆに は、 例の 『腕 一本な り』 の 親 

分 ひ^な 者が ついて 居る。 

この 兩 人の 戀は * 圓- おに 啦船 f るか、 どうか、 これ は 一 つの 疑問で ある，^ 

1. (三十 九 年 三月，) II 
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S へ 易台 に來 てから、 もう、 十 何 n となる ので、 多少 運動に も 出られる からだと なった の だ。 幸 

ひ、 灭氣 のであった かい 曰 だから、 .111?. 支 附を 隔てた 小 麓. S  ； 出かける 

と、 ，合 ひ r の-ちに • 同 f 詳しくし 知って る 人が あって、 おとま リ なら、 相 i 力い ぶ S 

がい、 の、 I はどうの、 井の ロ屋 はかう のと • 尊ね もしない に敎 へて 吳れ る。 また、 f は f 

まりが た.^ 1 Q 見物 所であって、 式內の 古神 社と 云 はれ、 S つ 突 智の祌 を 祭り/千 早 振る いつの 御 

1^1 Am£ と Is んだ とか、 社の 後ろに きま 井 S 森 は 昔から 有名 

な もので、 震 i が ifaKi 人知れ すの み 鳴き 渡る かな』 と 秋って ある 

とか、 案内 已 でも 暗^して ゐる やうに 話しつ ビ ける。 十四 五分で 伊豆山 に^く。 

F りたと ころ は、 謹 |> もとは 人車 證 I. の爲 めに おた 新道 I わ 中腹に 通って f:- 一 

筋 S だ。 それから 直下？ 丈 を 石 f よって 下 だると、 狹ぃ囊 に ill して、 そこに 澤 山の 

in 濱と 云っても、 砂 もな く、 砂利 もな く、 人き. I ばかりが 浪に ゆられて、 石垣 


の 裾まで、 ごろごろ 鳴って ころがって 來る。 道と 云っても • 宿 星々々 の 庭 さき を 通らなければ いけな 

ぃ樣 になって ゐる。 その I 番 はづれ に、 近頃 出來 た渡邊 子爵の 別莊 があって、 大きな 猛犬が 入り口 を 

S づ さ.^ じんじ， 

番 して ゐ るので、 そこ をと まりに、 新道へ あがって 來 たが、 さて、 これから また 伊豆山 神社への ぼる 

となると、 聽 いて 來 たよりも 險 しい、 而も 長い 磴道 であるから、 僕 等 は先づ 相談して 見なければ なら 

じつ  ど-つし ゆく 

ない。 とい ふの は， その 實、 僕 は 同宿の 一 老人 を 連れて来 たので ある。 

『どうです、 登ります か？』 

『かま ひません、 私 もの ぼって 見ましょう。』 

もくて？  けいべん てつだう 

と、 勇んでの ぼり 出した の も、 赏は自 的が あるので ||輕 便鐵 道に 乘 つて 來た時 * 僕 等が 聽 かされ 

た 話のう ちに、 この 神社の 門ぎ はに 茶店 を 出して ゐる 一 若 婆 は、 今年 八十 九 歳になる から • その 長壽 

にあ やかって 來 るの もよ からう とい ふ勸 めが あつたの だ。 僕 等 は それに 對 する 好奇心に 驅られ て、 こ 

たか 

の 高き をよ づ るので ある。 

少し 登れば、 左右に 狹ぃ麈 があって、 麥が 生えて ゐる。 また 少し 登る と、 また 同じ 樣な 畠が ある- 

！段は 一段 毎に、 一階 は 一階 梅に、 お ほ 海の 胸が 開ら けて、 靑 ぃ麥自 E の 端 づれと 接近して 來る 樣な氣 

むぎ  IT ねぶん つよ  « く 

がする。 目に 入る もの は、 靑 ぃ麥、 靑ぃ 海、 靑ぃ 空ば かりだ。 風 は 隨分强 く 吹いて ゐ るが、 僕の 肌ば 

汗ばんで 來る、 後れて 來る老 友 は 頻りに 海の 方 を 見返って ゐ たが * とんび の 袖から 手 を さし 延ばして、 

老婆  五三 
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攀 

向 ふ を ゆび 指しながら、  な ゾ - > 

『I なさい。 かさなって ゐる樣 に 見えた i と大 島と が、 のぼれば のぼる, 離れて 來 ます 人 島 

の 方 は 大分 距離 S ヒ と 何 ま不蠢 がって ゐ さも を t いが、 おつき ま S ち どまって なが 

める と、 初 島は黑 いが、 大島は 薄墨 色で、 夢の 様な 煙 を 吐いて ゐる のが 分る 

然し、 それ どころではない、 僕 は 下から 石段の 數 をかぞ へて 來 たので あるから、 f れて しま はない 

^gl- して、 更ら にか ぞ へながら 登って しまう。 SSI 門まで、 六 百 八十 蒸 あ？ 

『幾投 あります？』  -、 i  -r3, 

『モ まで ヒバ 百 八十 i』 と， 僕 I 後の 段 を 一 踏みして から、 移って 、大きな 楠の木の 根に 立つ.. 

『つかれる Q も 鐘はありません』 と、 は 手拭 ひ を 出して 額の 汗 を 拭いて ゐる。 つ 

祌主の書 生らし ぃ靑 年が、 袴 を はいて、 また 一方の 楠の木に もたれながら， 置 さう に 詩吟 を やつ 

てゐ ので • 俟は そこへ 進んで 行って、  • 

f 『あ I と. 0lllijk 『あすこた 

^^sn 今 はこれ』 と- 社の f へをさ して、 『がその 代りに れてゐ るの 


だ。』 


き、 l,,.In り 、し、 se、  ^.  0, 那. H どが 没々 にか さなり 合って、 社の 上に ぉッ 

見る と、 成る 程 これ も 古め 力し. 《 森て 3^  #  - も 


かぶ さる 様な 勢 ひを呈 して ゐる。 如何にも その 古社 地た るに 恥ぢ ない 有り 樣だ。 ふと、 左手に 狹ぃ小 

*-  れい は あ 

屋 掛けの あるのに 氣が ついて、 例の 婆さんの こと を 思 ひ 出し、 

『あれに、 いつも、 婆さんが 來てゐ るので すか？』 と 尋ねる と、 

f はい、 さう です。 然し、 け ふ は 寒い から、 来ない のでしょう』 との 返事。 

『どこから やって 來 るので す？』 

『下からの ぼって 來 ます。』 

^やう さう  こし 

これに は 一 驚せ ざる を 得なかった。 どんなに 强壯な 足、 腰 を 持って るか 知れない が、 八十 九の よ ぼ 

よ ぼ 婆さん だと 聽 いて ゐ たのに、 毎日 茶店 を 出しに、 この 坂 をの ぼって 來 ると は、 大抵な 骨折りで は 

なから うと 思 ふ。  * 

『商 賣は 可な り出來 るので しょうか？』  * 

『なァ に、 こんなと ころ だから、 知れた もの だ。 この頃で は、 一日置きに 一 度 *  二日 置きに 一度し か 

だう ぐ  はう 

來 ません。 道具 は 皆 私の 方で ぁづ かって や るんで す。 何 だって、 もう、 い、 婆さん だから .11 』 

この 時、 僕の 老友は 參詣を 終へ たと 見え、 殿 前の 石段 を 下りて 來 たので、 聽 いた 通り を 話す と、 多 

少 失望の 様子 も 現 はれた が、 

し P れ  こ しか 

『ぢ ゃァ、 婆さん も 古々 井の森に なった のでしょう』 と 洒落ながら、 小屋の 腰.^ けに 行って 腰をおろ 
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す、 友 は 持って 來 た.； w 酒 を 出す。 僕 はまた 病 氣の爲 めに 酒が 飮 めない ので、 盥 瀬の 餅 菓子 を 三十 錢ほ 

ノ ろざ サ ふ もちぐ 

ど 買って 來 たの を 出す、 .en 酒 は 二人とも やれた が、 餅 菓子の 方 は どちらも 餘り 行けない ので、 一 つ 二 

つ 食った 跡ュ、 もとの 通りに つ k んで しまう。 

よかった 天：； r か 急に 暴って、 細い、 からく した あられが 降って 來 たので、 いそいで そこ を 出發す 

る。 長い 石 『3 の 五分の 四 ほどまで はいそいで 來 たが、 なかく 止み さう もない のに 往生して、 俟等は 

立ち どまって 一 息つ く. 海の 方 が^れて ゐ るの だ。 それに、 のぼる 時は氣 がっかなかった が、 新ぎ か 

ら 延び 立った 大きな 稷の 木が あって、 枯れて 枝葉 は 落ちて ゐ るが、 メ ー トル を 測る 目當 ての 様に、 麥 

^と： S と 空との il に. S 立して ゐ るので、 僕 等の 立ち 場 かおの づ から 心に 押し 測られて、 じッ とそれ を 

め  くら  やう 

見 まもって ゐ ると、 目が 喑んで 足が ぐらつく 樣な氣 になる。 丁度、 下 を 通る^ 便鏺迫 客車の 音が、 が 

ぅッと 自分 等 を 引き落す 様な 勢 ひで 過ぎて 行く。 

そこへ- 人 を 1- ぶ 樣な您 い 聲が聽 えて 來る。 見る と • 一 階下の 石段に 倒れて、 t- いて ゐる 一 老婆が 

ある。 僕 等 は 駆け下って 懷 抱して やる。 

『婆さん、 どうしたの だ？、 』 と、 老友 はいふ。 僕 は その 體を 抱き起して やって、 

『しッ かりし な、 婆 .」 ん、 大丈夫 だから。』 顏を灵 ると、 皸 だらけで、 人間の 色な ど は 初めから ない も 

Q  、樣 だ。 


『竹さん- 仲さん、 早く 迎 へに 來 てお 吳れ よ、 いつまで この 裟 婆に 苦しめて 置く 氣だ らう』 と、 婆 さ 

んは 力なく 倒れ か& るの を、 僕 はしつ かとさ、 へて、 

『婆さん、 しッ かりお し、 僕 等が ゐ るから』 と * 勵 まして やる。 

『あ、、 竹さん か？ 一緒に つれて 行って ぉ吳れ よ』 と、 僕に すがりつ くので、 

おも  こた 

『いや、 僕 等 は 旅の もの だ。 行きが.. - りに お前 を 見た から、 懷 抱して やらう と 思 ふので』 と 答へ ると、 

それが 分った のか、 分らない のか、 またぐ たりと 倒れ か k る。 

『例の 婆さん だら うから、 鬼に 角、 下まで つれて ッて やりましょう』 と、 老友。 

『それより 外に 仕方が ありますまい』 と、 僕 等 は先づ そばに さらけ出されて ゐる もの を 取りまとめ/ リ 

しなびた 蜜柑 やら * 1 文 駄菓子 やら、 その 菓子 箱と 云つ でも、 がらすの 蓋 はよ く 合 はない 檨だ。 

『こんな 物 は 邪魔 だから、 ぅッ ちゃって 行きましょう』 と、 ふたりして、 ただ 細い 息の かよって るむ く 

ろば かり を 新道まで 運びお ろす。 あられ は 小 やみに なって 來る。 

そこへ 通りかかった 田舍 をん なで、 五十ば かりの が 立ち どまつ 一 • 

ひ  で  まう 

『あれ、 またお 婆さんが —— それ だから、 寒い 曰に ゃァ、 出ない 方が ええとい ふのに。 お婆さん、 しッ 

かりし ろよ、 お婆さん』 と、 耳 もとへ 口をつけて 叫ぶ。 

『お 君 か？』 と、 細い 目 を 開ら く。 

老婆  玉 七 


泡 鳴仝壤 第一 卷 

『しッ かりし ろよ、 お客さんが たに 御苦勞 かけて るぢ やない か？』 

『ぉ前が^^して吳れなぃからょ。』 

かぅはッきりした|1^<:だらぅ：^云へる狀態とは* 俊 等に は 見えなかった の だ。 .惡 く 取れば、 通り 

すがりの^ 等に 一 a 介 を かける の は、 もう、 當り 前の 樣に 思って るので はなから うか？ 

『そんな ことい ふけん ど、 うちで も • お前 を 入れたら、 わしが 肩身が 狹 くなる ぢ やな レ か？』 

『ああ、 竹さん、 竹さん』 と、 婆さん はまた 倒れ かかる。 

『今 云 ひ 合 ひ をす る 時お やないで』 と、 そばに 兄て ゐた 八百屋の お上さん が 出て 來て、 『n 干く つれて 行 

つて やる がいい』 と 云った が、 たびたび ある ことと H< え、 『また か』 と 云 はぬ ばかりに 平 氣でゐ る。 

『どうもお 客さん』 と • お 君と 呼ばれた をん なが、 たす きを 半ば はづし * 『どうもす みません』 と， 僕 

等に 手 を 惜しながら、 

『つい、 そこで 御座り ますんで —— 』 

は か  はりあ ひ 、 

『.t- さん、 竹さん』 と 頻りに 叫ぶ 婆さん を， —— 僕 等 は、 何だか、 El 鹿ら しくな つて、 張 合が なくなつ 

ら 、ぞめ .Ai 

たが、 行きが かり 上 11 お^と 三人して 運んで 行った の は、 逢初 川の 谷 あ ひに かかって ゐる 逢初 橋の 

^りぎ は を しお， 0 たと ころの、 小さい 稳 ぃ地藏 堂で ある。 大きな 椎の 木が その上 を蔽 ふて ゐて、 堂 

つ.；^ こ は • 古， が 敷いて あり • 奥の I 段 高くな つたと ころに • 向って 正 の 本尊の 木像 地蔵、 右手 は 


I 


阿彌 陀佛、 左 は 分けの 分らない 自然 石の 何 かの 怫像 に似て ゐ ると 思 はれた のが 並んで、 いづれ も 塵芥 

だらけ だ。 その上に は、 『祝 戰捷』 と 書いた 大提燈 やら， 謹 を かいた 岐阜 提燈 やら * 赤い ほう づき 提燈 

やらが っッて ある。 反對の 片隅に は、 色の さめた 薄 ッぺら な 布圑を 二三 枚疊ん でつ みかさね て ある。 

入り口に は 障子が しまる やうに なって ゐ るが。 ぉまゐ りに 来る もの も あると 見えて、 明け ッ 放しの ま 

まらし い。 之に 隣って、 谷に 臨んだ 方に ニ疊の 間が あって、 圍爐襄 も 切って あって、 そこでい つも 婆 

さんは|^1§きをするらしぃ。 明いた 窓に は、 南天の 赤い 芽な どが 首 を つき出して ゐて、 然し 直ぐ 凝 壁 

で、 近い 對岸の 木々 の 枝が 風に ゆらいで ゐる のが 見える。 右手に は， 輕便鐵 道の 通って ゐる 逢初 撟も 

UK える 0 

『mi 間 はお まゐ りの 人が 御座り ますんで、 狹 いけん ど • こちらへ 寢 かしましよう』 とお 君 は 布 團を持 

つて 來て、 ニ疊の 間へ 敷き * ねんね こ 半纏 を臉 がして、 婆さん を寢 かし、 自分 も その そ ぱへ座 わって、 

手 をつ きながら、 『どうも 御 1^ 介に なりました。 まァ 一 服め して 下され。』 .：， 

僕 等 は圍爐 裏の そばの 上り口へ 腰 を かけ、 卷 煙草に 火 をつ ける。 

『ここの 者 か、 ね、 婆さん は？』 

『は あ、 この 村の 者 だけん ど * 身寄りが なくなつ たんで —— 』 

『誰れ も 世話の 仕手がない のか、 ね？』 

«  婆  五 A 
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『へ い、 身 1^ りと. S. して、 亭主 はなし、 子供 はなし、 外に 誰れ も 御座り ませぬ. - わしが た ッた獨 りの 

is- にな S り ますんで、 死んだ 跡の- W 話 はして やる 苦で 御座ります." わし も、 うちの 人が やかまし いんで 

今から；；^ き 取って やる わけに もまね り ませす、 まァ 喰べ て 行ける^ は、 かう して をっても らう 話に な 

つ て をり ます。』 

『あんな 神社で 駄菓子ぐ らゐを f< つて、 よく 喰へ て 行ける、 ねに 

『なァ に、 年よりの こと だけで も あり， たまに は、 また、 湯治に 來 たお 客さん がた が 可愛 さう だとお 

ッ しゃって、 お金 を 下さり ますんで  』 

『はは ァ、 一種の 乞食 婆に 過ぎな いんだな』 と、 僕 は 心で 思って、 ますく 厭氣 がさして 來 たが、 今 

の 身なり を 見る と、 可な り 小 ざッぱ りしても ゐ るし、 脫 かされた や 纏な ど は その 鎬 柄が^に 似合 はな 

い 程 大き いのも 變だ。 

『それに、 わしが こ、 の 留守番に 世話した の はお 婆さんの 仕 合せで、 ぉ地藏 さんに あがった 物 は 皆いた 

ふじ ノウ  こし 

だいて ええ ことにな つて をり まして、 別に 不自由 は-:— まァ 不自由と 中し ますと 足、 腰の き 力な レ 

こと —— それ も、 侮 日の 水汲みに は、 わしの 孫が 下まで 行って やります。』 

『八十 九と きいた が、 よく それで あの 高い 石段が のぼれる、 ね。』 

『もう、 ええ ま咸 にやめ させに やたり ませぬ。 何 と. & しても. この.. i り、 あたま も 半分 しびれて、 人 


Jb んづ, 0 

間の 感じが 御座り ませぬ』 と、 お 君が 婆さんの 秀 ゆた あたまの さき を 賓頭廬 の 木像 を 撫でる 襟に 镲っ 

て 見せる 時、 僕 は 自分の 腦 天に 冷たい 死の 手 を おぼえて • その 感じが 急に 足の 爪 さきまで 走った 様な 

氣 がした が、 お 君 は 平氣で 言葉 をつ づけ • 

『半分 は あの世の 人で、 早く、 もう、 有難い お 迎へを 待つ より 外 は 御座り ませぬ。』 

な  たにが は みづ 

そとに はさ ッと 風が 吹き 渡って、 お 堂 わきの 椎の 葉が さらく と 鳴って ゐる， 谷川の 水の ちょろ/..., 

流れる 響きが 一 き はは ッ きり 聽 えて 來る。 すると、 婆さんが 首 を 動かした と 思 ふと， 

『ああ、 ぉ迎 へだ、 ぉ迎 へだ。 あれ、 你 さんお 迎 へに 來る』 と、 むッ くり、 身 を 起して、 『あの 三味線 

と 太 鈹の音 は 竹さん ぢ やない か！』 と、 嬉し さう にお 君 を 返り 見る。 

^  ^ み  わる 

『一 1 度と 竹さん が この 世に 來る箸 はない —— お前 はいつ も そんな 氣 味の 惡 いこと を 云 ふ。』 

『けん ど、 あれ は 竹さん の 三味線に 太鼓の 音』 と 云って、 起き あがらう とする。 • 

『あれ は 谷川の 水 音 だよ。』 

し  ふしよ ラ ぶしょう 

『さう か 知らん』 と、 不承 無 承に 枕に つく。 

『竹さん と は 誰れ のこと だら う』 と， 僕 はお 君に 聽く。 

『昔の 亭主で 御座ります。 それが 惡ぃ 男で、 神樂ま はしの 風情で、 ふたりの 若い 時、 この 人 を そ- -の 

かし、 沼 車へ つれ 出して、 三味 や 太鼓 や 笛な どで、 さんざ ッぱら 面白い こと をした と 申します。 その 
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後、 沼津 でお 女郎屋 を il らき、 澤 山のお 客 を だまして、 不義の 榮華 とやら をして をり ましたんで、 そ 

の 一 や" i が& くって、 また 二人で 落ちぶれた あげく、 今から 四十 年 程 前に その 亭主が 虎 列 刺で なくなつ 

たと 申します。 この 婆さん も、 もう、 あきらめて は をり ます けん ど、 矢ッ 張り 昔が 思 ひ 出される もの 

と 見えます。 その 亭主が 竹さん とい ふ 人で — 』 

.  き  お 

『え、、 .t^ さんが』 と、 婆さんに 聽 えたの だら う、 またむ ッ くり 起き タカった 力 

『あ..^! あ、！』 と、 急に 大きな 聲を 出して 縮み あがり、 布 園に かぢり 付いた ので、 僕 等 は 何事が 起 

つたの かとび ッ くりす る。 老 友の 如き は、 その前から"不ず|-がってゐた^^でぁったが* この 時臺所 

の 出口まで 飛び出した。 

『どうした のよ』 と， お^は 案外 平 氣で脊 中 をな でて やる。 

婆さん はな ほ 力 .1 杯 布 園に かぢり 付きながら、 

『お 社の 石， まが S れて來 る。』 その i をが くつ かせて、 低い 聲は 顔え てゐ る。 

i> こ^^ 一言 を聽 いて ぞッ とすると 同時に 天地の 滅亡， 世 I りの 有り 樣が 僕の 心 を^ 切った の 

である。 石^ どころ か 人の 骨の 崩れる 時 も、 太 石の 落ちる 様な ひ^きが しょう。 たビ. 生きて ゐるも 

0 こ は 間えない だけ だ。 して、 婆さん は 半ば 之を聽 いて ゐ るの だとい ふ考 へが 浮ぶ。 つまり、 この 婆 

さしよ、 J とん ど i おの 人であって、 そのき 一って ゐる 一部の 精神が、 竹さん とい ふ 亭主と 暮 した 時の 


愉快を^^タみて* それ を 命と して ゐ るの だとい ふ 事實が 分った ので ある。 大 縞の 半纏 を 持って ゐ るの も 

全く 意味の ない ことで はなから う。 

再び 寢 床に 落ちついた 頃、 

『お 婆 • 何 をして ゐゃ がるんだ い？ お 祖父が おこって るぞ』 とい ふ聲 がする。 

お 君 は あわて- - 立ち あがり、 外へ 來た子 を 見て、 

『手前まで が 邪慳な こと を 云ゃァ がる • 承知し ない ぞ』 と 怒りながら、 僕 等の 方に 向き、 『あれで すん 

で、 碌々 このお 婆さんの 世話 も出來 ませぬ。 もラ、 こ X は、 大丈夫で 御座ります 。たびく かう いふ こと 

ひと r*  »  わす 

が 御座ります けん ど • ー寢 入り すれば、 いつもけ ろり として、 あった こと は 忘れて しま ひま すんで、 

もう、 御 心配に は 及び ませぬ。 どうも、 御世 話さまで 御座りました』 と、 再び 座って 手 をつ いたのが、 

そ& くさと 出て 行く。  - 

僕 等 は 何だか 心配で あつたが、 旅の もの だけで 殘 つても ゐられ ない ので、 携 へて ゐた 菓子 づ-- み を 

まあ  ま ぐら  で 

さんの 枕 もとに 置いて、 そこ を 出て、 再び 濱へ下 だって 或 温泉宿で 一休みす る。 

湯に 這 入ったり、 湯 瀧に 打 たれたり して、 さきの 勞れゃ 心配な どが 拔け ると、 さッ きの 白酒の 醉ひ 

^ゥす & 

がま はって 來て * 欄干から 直接に ながめる 海の 景色 は、 熱 海と は 違って、 一 しほ- 1 邃な ところが ある。 

sft づ ,め  にしき うら  *  はこに はちう  ，  ►  • 

露 鶴の 鼻から 熱 海の 錦沛の 鼻まで 開ら けて * 初 島 や 大島は 箱庭 中の 物で ある。 初 島のう しろに 今 汽船 

老  婆  六 S 
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や 帆 が： W えたと 思 ふと * 暫く 話 をして ゐる うちに、 大 島の 前 を 右の 方へ と 出て 行く。 それ を 見て ゐ 

ると- 何だか 別 世 に來 てい. -氣 持ちに なって る樣 だ。 老友は 頻りに その 船の 行く へに 注意して ゐる 

様で あつたが、 徹 はまた、 こんな 幽邃な 境 を あの 婆さんが 觀じ 得たなら、 もう、 あの世の 景色で あら 

うな どと いふ こと を考 へる〕 僕に は、 水ぎ はの 丸石が ごろく 云って る 音の 間に も、 今 婆さんが ぉ迎 

へ の 8- と聽 いた、 谷川 C ひぐ きが 幽かに 聽 える 樣な氣 がする。 

es ふ 方 そこ を 文って り 歸り途 で、 今 一 度 地 藏堂を 音 づれて 見る と、 お 君の 云った 通り、 婆さん はも 

-  き. たな 

う 維の 上に 起きて ゐて、 近に： S の 女で あらう、 三十ば かりの がその 枕 もとに ひろがって ゐる穢 レ牧を 拭 

き 取つ てゐ る。 

『どうかした のか？』 と、 臺所 口から 這 入って、 僕が 聽 くと、 その 女が、 

『吐いた ので 御座ります』 と 答へ る。 

んと 麼な& ひがして、 そばに 開いて ゐる 竹の 皮に は —— それに も 反吐が か、 つて るるら しい 力 

II 何も 殘っ てゐ ない。 忍 ふに、 婆さん は 直きに 目が 覺 めて、 僕 等が S いて 行った 餅 菓子 を みんな 喰 

つてし まった のが 當っ たもの らしい。 氣の 毒な こと をした と は 思った が、 もう、 さッ きの 者 等 だと 名 

のる の も 面倒 だから、 僕 等 は 外に 立って 見て るると、 

ご ざ  なにごと 

『ま ァ、 むさくる しいと ころで 御座ります けん ど、 一 服して 下され』 と、 婆さん は 何事 も 起ら な 力つ 


たかの 欉 子で、 い- - お客さんが 来たと 云 はぬ ばか リ。 

『どこか 惡ぃ のかい？』 老 友が 聽 くと， 

『へ い、 寒い のに- 少し 喻べ 過ぎまして』 と、 竹の 皮に 目 を 落す。 

老友は 僕 を 返り 見て、 くす と 笑 ふ。 さて、 向き 直って、 

『婆さんの 様な 年に なって は、 何が 樂 みだ、 ね、 もう、 色氣 もなから うから？』 

『かうな つて は、 まァ、 喰ひ氣 とお 迎へを 待つ こと ばかりで —— 』 

『何 か 面白い 夢 は 見ない か ね？』 

うら  いまお も 

『もう、 恨み も 望み もない ので、 今 思った こと を 直ぐ 忘れて しま ひます。 夢 は 見る 樣 だけん ど、 目が 

覺め ると、 覺 めた 時の ことば かりにな つてし まひます。』 . 

『け ふ は 何 か 恐ろしい 夢を見なかった か、 ね？』  ， 

『見た か 知らん けん ど， おぼえて をり ませぬ。』 

老 友の 質問が 進む につれ て、 僕 は 更らに 新ら しい 事寶を したの だ。 婆さん は、 |^¥になって、 

最前の 樣に 全く 過去の 人と なって ゐる時 は- まだし も 思 ひ 出が 長い やう だが、 覺め ると、 その 思 ひお 

も 殆ど ゼロに 縮まって しまって、 恨み もな く， 望み もない 代りに、 天地 も 見えなければ、 不&議 な 谷 

川の 音も聽 えす、 死と いふ 物 を 無意義に 待って ゐ るの を 除いて は- た 喻ひ氣 ばかりが 現在の 自分で 
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あるら しい。 この 婆さんに は- 過去と 現在と が^々 に 離れて ゐる、 否、 その 過去が、 あの 石の 階段の 

様に きさんに は、 ぢ 難い 五分の^ までお ッ かぶ さって 來て、 殘 る 一分なる 現在の 領地 を も 更らに 喰 

ひ 去って 行く の を、 ただ. g5 ひ氣 ばかりで 引きと めて ゐる に過ぎないの だ。 その物 欲し さうな 目つ きが 

婆さんの 现 在の 生命で あるら しい。 

^りに ki.. を 拭いて ゐた 女が、 それ を濟 ましてから、 茶碗に 一 杯 水 を 盛り、 それ を 枕 もとに 匿いて、 

立ち去った 跡で、 

『その 茶碗の 水 はどうす るの だい』 と 僕が 聽 くと、 

『- t に 水で ，座ります。 死んだ 跡の 世話 はして 吳れる ものが 御座ります けん ど、 入 並み は づれた 稼業 

をし. こんが^って、 子供がない もんで、 かう して 11 りで をり ます。 いつお 迎 へが 來 ると も 分りません 

ゥで、 . ^^^る 時には、 水 を 枕 もとに 置いて 休みます。』 

樊は、 何だか 死人く さい あの世の 入り口に 立って ゐる 樣な氣 になって、 急に あたりが 喑く なった かの 

樣こ& ふとたん、 がう ッと いふ 地響きに お ぞ氣を 催した が、 それ は 六 時の 鐵道 客車が 近づく ので ある。 

『ま ァ、 i?^ でゐ ておくれ。』 僕 等 は 二人 別々 に 二十 錢 銀貨 を 與 へて 別れる と、 婆さん は地藏 堂の 玄關 

まで 立って 來て、 

『有難う 御^ります』 と、 坐 わって あたま を 下け てゐ たが、 僕 等が さッき 助けて やった こと は 知らす 


に すんで しまったの だ o 

あ ひ？ V め ほし  ま et, 

客車が 逢初 橋 を 渡る 時、 地藏 堂の 窓 は 見えた が、 その後 婆さん はどうし てるる か 知らない。 湯治 客 

の 面白半分に 尋ねて 行く 度银に 『人並み は づれた 家業の 報い』 を、 きッ と、 無意義に 繰り返して はゐ 

る だら うが、 あの 死に水 を飮 まう とする のが、 最後の 現在の まさに 消える 時で、 その 時 は、 Is かに、 

百雷の 落ちる 様な 響を以 つて、 あの 六 百 八十 五段の 石段が あの世の 海に 崩れる のを實 際に 感す るので 

あらう。 

|( 四十 一 年 三月) I 


i 
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吉本定 蔵 はこれ までの 方針 を 失つ * た。 失った ので はない、 棄て たの だ。 折角、 この 世の 新鮮な 空氣 

11 それ を感 する に 至った の は 近 s 一の こと だが — を 吸 ひ 出してから、 もう、 二十 五 年を經 過した。 


その 長い間と いふ もの、 考 へて 見. ば、 殆ど 無駄であった、 空想であった、 夢であった。 覺 めて 見れ 

ば、 自分 はま だ 赤ん坊から 上へ 何 S も發 達して ゐ なかった の だ。 如何にも 勉^ はした が、 書物 は讀ん 

だが、 然し それ は 自分から したので はなく、 外國の 宣敎師 、日本の 先輩 傳道師 等に 敎 へられて、 その 順 

序 立て、 吳れる ま. -の mi を 盲 fss したの だ。 資は渠 等が さきに 敎 へられた 通りの 順序に よって、 自分 

も 亦 宗敎界 とい ふ 別世界の 傅 習と： 形式と を おぼえた のに 過ぎなかった の だ。 あれが い"、 これが 白面 

と 云つ ヒり、 云 はれたり して 載 了した もの は、 通俗な 『天 路歷程 r 難解の 『失 樂^』 を 初めと し、 神 

くうろし こ：' ぐ わい  で き 

零^ は 勿論 1 哲^書 類まで も隨 分か】 さって ゐ るが、 眞理 らしい 空論 を 口外す る ことが 出来る 様になつ 

たばかりであって • 何の 役に も 立たない のみ か、 そんな 習慣に な づんで ゐた爲 め、 新たに 實 世間の 仲 

間 入り をしょう としても、 世間 は启 分なる ものが 二十 五 年 前に 生れた とい ふこと を 忘れ、 他界 入で X 


t  なかま 

も あるかの 様に、 何だか 仲間 あっか ひ をして？ S れ ない。 

自分 は、 眠って ゐる者 または 死んだ 者と して、 矢ッ 張り 宗敎の 露 圍氣內 にと V まり、 敎會の 所謂 敎 

師 並に 先輩 諸氏に 做 ひ、 あはれ ゆな 聲を 出して、 『夭 に まします』 を 云 ひ、 ァ ー メンを 添へ て 行くなら、 

神擧 生に 毛の 生えた 位 —— 吉 本定藏 は、 純然たる 傳道師 になって しまう の は、 不見識と 思って、 嫌な 

.  4^ ようほう  くせ 

のであった 11 の 程度に 於て、 いつまでも 重寶 かられ、 11 迫め て は、 持ち前の 癖に まかして、 讀書 

と 研究と (それ も、 今から 見る と、 すべて 方針が 間違って ゐた) に 耽けらして 吳れ るなら、 まだし も 

だが、 11 どこそこの 傢道を 助けに 行って れろ とか、 何 々新聞に 出た 攻擊文 を英譯 して 奘れ ろと か、 

自分に は駟れ もしない、 また 出來 もしない こと をうる さく 賴ん で來 る。 それ も、 自分 を 忘れて、 はい 

はいと 聽 いて ゐれ ば、 別に かう とい ふ定 つた 仕事 を 持たないでも、 あの 聖書 學院 では、 樂に 飼って 置 

いて 吳れ るの だ。 然し 定藏に 取って は、 そんな 馬鹿 ゆた こと は、 如何に 生活 問題ば かりの 爲め として 

も、 もう、 出来ない の だ。 

もう、 い、 加減の 年輩に なって ゐ るのに —— 實は 自分自身 も、 つい、 こないだまで 氣 がっかな かつ 

だ £  ぼか， 

たの だが 11 まだ 『吉本 君 は 勉強家 だ、』 『正直 だ、』 『聖人 だ』 と、 默 つて ゐれ ば、 どこまで 人 を- 鹿に 

する つもり だ？ 勉強の 方針が 遠って ゐた、 正直の 考 へが 違って ゐた、 聖人の 意味が 遠って ゐた。 祌 

とい ふ 様な * あるかな いか 知れ もしない 物に • 祈りが 出來 なくなった とて、 何の 痛痒 を も 感じない が .1 
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目前に 淸淨 無^, 神聖 犯すべからざる 物と 信じて ゐ る 一虚 女の 胸中に も， 夢！ は 頼み 難い 不信の 影 を 

投じて あるの を、 自分 は發 見した の だ。 

山 下 琴 子 、 こ れは 定藏と ：！^ じ敎會 の < ^"员 で、 聖害 攀院 の 姉妹 學 校た る 某 女蓽院 の 生徒 だが 、敎科 外に 

英詩 を 研究 するとい ふ息氣 込みで、 定藏 のと ころへ， 相談が てら 譯を附 付て 貰 ひに 來る， つ お 藏には 分ら 

なぃで行きなゃむ行が度.^-出ると、 『では、 かう いふ 意^で しゃう』 とい ふ 様な 鋼 子で， 無理に も解釋 

をつ けて しまう 程の 才女 だ。 先生の I 號 を用ゐ ないで * 『吉 本さん- 吉 本さん』 と 親しげ に 呼ぶ の を、 

定藏は却って^^しく思ひ、 なつかしく 思 ひ、 つ ひに 戀 しく 思 ふ 様 ju- なった。 色白く、 で ッぷり 肥えた 

からだ 付きで、 二重 目緣 の愛橱 ある 眼に 見つめられ るの を樂 しみに、 自分 は 毎日 琴 子の 来さうな 時間 

を、 外出し ないで、 待って ゐる のが 習慣であった。 

暫く はテ II ソンの 『ェ ノクァ ー デン』 を やって ゐた。 K りの 女に 一 一人の 男、 互 ひに を さな 馴染みが 

はう せいこう 

髙 じて 戀 となる が、 フィリプの 方が 之 を 明. P かねて ゐる 問に、 H  ノクの 方が 成功して しまう。 フ イリ 

ブは幾 星霜 を If 身の 生涯で 通して ゐる うち 、女の 亭主が 難船で 不歸の 客と なった と つたから、 昔の 

^をう ち 明けて、 自分 かその 一 家の 主人と なり、 むつまじく 暮す ことになる。 その 有樣 を、 不歸の 客 

と 思 はれた 者、 乃ち、 H  ノ クが歸 つて 來て、 ひそかに かい 問 見た が、 事情 を 思 ひやって 何にも 知ら さ 

ないで 立ち去って しま ひ、 死後 漸く" てれが 女に 分る。 琴 子 は讀み 終って I— その 時、 はじめて 全體の 


意が 分った ので あらう —— 急に 考へ 込んで 1 ぅッ と. して ゐ るので 1 

『婦人 はすべ てこん なに 賴 むに 足りない ものでしょう か？』 へ、 定藏は 待ち かまへ てゐた 時が 來 た，^ 

き  ^  よわ  ， 

の樣に 切り込む。 氣が 弱い ので、 これ 程の ことに も 不斷は 遠慮 勝ちであった のた。 

『そり ゃァ、 吉 本さん が 間違って る わ、 知らなかったんですもの42^=^0』 

琴 子 は 女 を 辯 護す るつ もりで さう 云った が、 鬼に 角、 二重結婚の 狀態 だから、 多少き まりが 惡 かつ 

たの だら ラ、 赤い 顔に なって 首をかしげ ると 同時に、 左の 臂を以 つてから だ を 机に もた しかける。 優 

しい 姿- 愛らしい 顔、 之に 向って 坐って ゐる定 藏の胸 は 躍って、 前後左右の 考 へがな くな つたの も 無 

理 はない。 

『若し 私が はじめの フリ イブ または 後の H ノク で、 あなたが その 婦人なら どうでしょう？』 定藏 の聲 

は 顫えながら * 出した 手 は 輕く琴 子の や はら かい 手の 上に 觸れ る。 男に 女、 互 ひに その 相 傅 はる あつ 

み  わる 

たか 味 を おぼえて は、 まんざら 惡 いものではなかった らう。 女 も にっこり 笑って、 それ を 避けようと 

もしない。 然し、 また、 その 頰に は、 特別な 赤み も耻 かしみ も 見えない。 今から 思へば、 『意 氣地 のな 

い 男が』 と、 腹の 中で あざけって ゐ たの だら う。 琴 子 は 平氣な もので、 

『どうでしょう ッて、 あなた、 そんな こと ァ ありようがない わ。 いくら 思った つて、 痩ッ こけた あな 

たと.！.^ ッ ちょの わたしと は、 第 1、 夫婦と して 釣.？ 合 はない ぢゃァ 御座いま せんか？』 
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『それでもい. - でしよう』 と、 定錢の 手に 力が 這 人る と、 琴 子 は 握られた 手 を 急に 引ッ 込める。 

『あなた は 餘り世 問に 棘い から 困る わ。 少し ゃァ世 入の 云つ てること も 聽 いて 御覽 なさい よ。 あなた 

とわたし との 様な ものが 一緒にな つたって、 第一、 生理 上から 愛情 を 保ち合 ふこと が出來 ない と 云 ふ 

ぢゃァ 御座いません か？ それに、 まァ、 あなた はそんな こと は考 へないで 一 生 御勉强 をな さる か、 

さう でなければ、 早く 生活の をお 立てな さらなければ —— さう すり ゃァ、 いっかい \ 人 を わたしが 

周旋して あけます わ。』 

もう、 それ 以上に その 時の こと を 語る の は、 定藏に 取って は、 自分の 冷汗 を しぼられる 樣な氣 にな 

じぶん ば. A  けうく わい 

るの だ。 最も 親しく、 また 最も 戀 しく 思った 女で さへ、 自分 を 馬鹿にして ゐ たの だ。 敎會の 形式が I 

I た^さへ、 奥い に ほひで も、 馴れ X ば 感じなくなる もの だのに — 餘りに歷^^^的で、 餘 りに 莊 厳で 

あるから、 それに 目が 眩んで、 少しも その 架空で あり、 虛僞 である ことに 氣が附 かたかった の は、 實 

世 問に 觸れ なかった せいな Q だ。 人の 靈魂 とも 生命と も 信じて ゐた戀 愛の 神聖と いふ ことが、 た^ 空 

論に 過ぎない こと を、 ゎづか 十代の 少女 11 實は、 琴 子 は 十九 歳 11 でさへ 承知して ゐ たの だ。 傅 習 

に 捕 はれて ゐ た 時には 生理 上の 問 L や』、 生活 上の 問題 を 加へ て 戀愛を 取り扱 ふの は、 如何にも 不信の 影 

し  いま さ 

らしく 見えた が、 然し その 不信 は 影の 濃い 事實 であった。 この 事實を 知って、 今更ら 之 を 知らない 風 

で、 自分ば かりが 高お なお 想 をつ ぐけ て 行く こと は、 意地と しても、 男の 決して 出来ない こと だ。 
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琴 子 を 神聖 視 する こと は 全く 破れて しまった。 かの 女 は 普通の 女 だ、 否、 女の 賢い 俗物 だ 0 男子の 

心 を ilS する 爲 めに は、 定藏に i らす、 誰れ にで も 手 を 握らす の だ。 して、 その 握らせた 手から 傳は 

る 動氣に 若しお のれの 肉 性 を 満足 さす だけの 活力と 生活費と が 得られ さう もない と 感じられるなら、 

その 揚で 直ちに 體 よく はね 付て しまう の だ。 世人 は 『ほれる』 とい ふが、 その 時 親 もない 箦、 身 もな 

て i ざ. つ  かんが 

ぃ箦、 まして 行く先の ことな ど 心に 浮ばう 害がない と 思った の は、 定藏 のうぶな 考 へであった。 敎育 

を 受ける 程 思慮が 出て 來 るので、 女 も 冷靜に また 現實 的になる の を 知らなかった の だ。 定藏に は 全く 

世間 的な 敎育 がなかった。 女に 云 はれて 初めて 氣 がつ いたと は 情けない。 

『瘦ッ こけた あなた ……： 早く 生活の 道 をお 立てなさい ：…… 人 を 馬鹿な！ 然し、 それが 本 統だ。 この 

年 をして、 こんなに 瘦 せた からだで、 孤兒の 如く、 いつまでも 敎會 のお 慈悲に ぁづ かって ゐ ながら、 

ししが く  けんきう 

たと へ神擧 ゃ哲擧 を耻究 したと ころが 签擧問 だ。 實 際の 戀愛を 語る 資格 はない。 結婚 を考 へる 價 打ち 

はない。 われ は小擧 生に も^って る 入 間 だ。』 かう 定藏 は氣が 付いた ので、 これまで 空しく 經 過した 生 

涯が殘 念で 殘念 でた まらす、 さ. OS とて 直ぐ どうした らい- - かの 考へも 出す、 琴 子が 歸 つてから、 机の 

す  よ  げ 》^ ゆく や 

上に 兩臂 をつ き、 兩 手に 額を沒 して、 た^ぼん やりと その 日 を 過ごした が、 夜に 入って、 下宿屋の 下 

女が 怪しんだ 程い つもに なく 早くから 床に 這 入り、 布圑を かぶって 『え- -、 ま よ、 いっそ かう して 

息が 絶えて 吳れ、 ば』 と 念じても、 いのちの 方から 『さう あなたの 自由に はならない よ』 と あざ笑 ふ 

B の 出前  七 五 
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樣だ。 

. -  -  ょぢ 

誰れ も：：.^ てゐ ない の を 幸 ひ、 頤を つき出したり、 口 を 拗 つたり、 齒を喰 ひしば つたり、 われと わが 

eg あ を 悔み • われと わが 耻辱 をす かして 見た が- 血が 腦 天に 逆流して 來て、 瘦 せこけ た 神經の 冴え 方 

と 云ったら、 自分の 過去が 怆も 手に 取る 様に 浮ぶ. - すべて それが 赤面の 色素に 外なら ない の だ。 ラン 

ブを 消しても 駄 QO 寢 返り をしても 駄 US 過し 方ば かりが 重量 を以 つて、 これから さきの 考へは 出か 

ねむ  よくて う や 

かっても はね 飛ばされて しまう。 いつの 間に か疲勞 して 眠って しまったが、 翌朝 il. く 目 ざめ ての 決心 

に、 渴 しても 盜 泉の 水 を 飮 ます、 娥 ゑても 虛僞的 圃隊の 補助 は 受けない —I 先づ 第一 に敎會 との 鱗 保 

を斷念 し、 自分よりも すッと 以前に、 先見あって 牧師の 職 を放泰 した 先 寒の、 今は寶 業界で もがいて 

るろ 某氏 を 音 づれ、 自活の道 —— と 云っても、 これまで 人間 を 空想的 存在 物で 2- も あるかの 樣に敎 へ 

た 自分 の 舉 問な ど を 利用す る氣 はない —— の 周旋 を頓ん だ。 

『かう いふ 方面で は、 君の 樣な 聖人 は、 有難 過ぎて、 全く 必耍 がない の だが、 若し 小 偕 同様の 辛 棒 を 

する つもりなら』 と、 先 が ffi 介して "^<れ たの は、 諸官省 * 諸 會社を 初め * 小學 校の 敎科 窨出& 仲間 

に 有名な、 某と いふ 祌 田の 大きな 製本 M の 主 入 だ。 或 書生の 人物 を 見込んで 舉問を させ • 自分の 娘 を 

吳れ たのが、 今 は少壯 政治家 中の 顧き、 になって る 程 だから、 まんざら 分らない l^tt でも あるまい と 

は、 先辇 の： 意して 吳れた 言葉で ある。 普通人から 見て は敎宵 の あろ • お M, の 如き 入 を ふ？ 所 はな 


いが、 折角の 御 絡 介 だからと いふ 前置きで、 さし 當り， 錦 町の 分工場.！ ー 大工 場 は 別に あ， —の 

留守番がない から、 どうせ 1 な 仕 奪 はなから うが、 に それ を やって 貰 ひたいと いふ こふに な 

る。 晝間は 職工の 監督 をし、 夜 は そこに 寢 とまり をす るの だ 

よければ、 け ふからで もとい ふ 催促に、 何だか 氣は 進まない ながら も、 直ぐ 行って 番頭ら しい 人と 

入れ 代る。 男女 十五 名ば かりの 若い 職工 どもが、 が やくしゃべ. - ながら、 小 寧 校の 敎科 書の ぺ ー ジ 

を 折り 1 へて ゐ た。 定藏 は、 入りぐ  1^ から 直ぐ i の六疊 K こ X だけに 疊が 敷いて ある II に 座 わり、 

獨 りで 何 をして い.. やら 分らない ので、 あたりに 積み重ねて ある 製本 濟 みの 帳面 や 書物 をひッ くり 返 

して 見たり、 職工の 名簿 を 繰り ひろ ゆて 見たり して、 氣を 落ちつけ やうと 思っても、 昨夜からの^ 終 

疲勞も あるので、 自分の i が 承知し ない、 その 5k, り を 若， い 職工 どもに 感づかれ まいと、 火鉢に 向つ 

て、 懷に 持って 來た 英書に 讀み ふけって ゐ ると、 ふと * 夢中の 刹吿の 如く 遠くから 聽 えて 來る聲 が あ 

る 0 

『あいつ ァ 何もの だ？』 

たう へん ぼく  J 

『骨 皮ば かりの 唐變 木よ』 

『可愛 さう に、 あれで も 入 間 だよ。』 

『聽 えます よ。』 これ は 女の らし^。  .， 
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『あんな 監督な ら^な もの だ。』 

『落丁が いくら あっても かま はない と、 さ o』 

職工 どもが 自分 を 馬鹿にして ゐ るので あった。 落丁 —— ああ、 これ だ！ この あるな し は、 乃ち、 

今、 自分の 懷に& する ので ある。 主人 11 その 下に 使 はれる となれば、 さう 呼ばなければ なる 

ま い .1 の考 へで は、 これ 位の こと はおの づ から 分って る 箸 だから 特に 注意 を與へ なかった の だら う 

が、 定藏に は、 この Ssf 純な 責任 さへ、 職工の 方から 當て こすられ たので、 初めて あたまに 這 入って 來 

たの だ。 が、 急に その 態度 を 改める 樣に 見えても 拙い と 意った から、 聽 えなかった 風つ きで、 先づ卷 

堙草を 吹かし 出し、 その 煙の 中から 最初の 監督 づらを 工場の 方に 向ける。 

職工 等が それで 少しお となし くな つたのに 一安心して、 今度 は 自分の 方から 座 を 立って、 渠等 のか 

たはら に 行き、 

『どうだい、 少し 手 俥って やらう か、 ね』 と、 碎 けたつ も で 話しかけ ると、 

『へ い、 どうか 顿 みます o』 

た 0 

『これ も賴 みます。』 

『こちらの も賴 みます。』 

『私の も賴 みます。』 


『ま ァ、 女の 方から 助けて やん なさい。』 

つ け 打ちの 冷 かしと 聽 えて、 どうも 手の 出し 様がない 0 煙草 をつ づけながら、 渠 等の 間を昆 ま は 

る 0 

『こんなの はどうし ましよ ラ？』 と、 I 人の 女工が さし 出した の を 見る と、 ベ ー ジが擢 り 切れて 活字 

あと ほ とん  ， > 

の 跡が 殆ど 消えて ゐ るの だ。 

『跡 ま はしに して、 足りなければ 人れ る ことにする、 さ。』 

『戶 田さん は』 と、 そばの が、 さきの 番頭の 名 を 云って ゐる らしい、 『そんなの を 入れたら いけない と 

云 ひました。』 

ぼ おひ 

『然し、 足りない 場合に は 仕 かたがな からう ぢァ ないか？ J 

『一冊で も そんなの が あると、 っッ 返され るんで す o』  . 

『成る 程、 それ もさう だ。』 

定藏 は、 この 對 話で、 また 一 つ 事 實を覺 えたが、 その ま そこにし やがん で、 手早く ベ ー ジの 揃へ 

られ るの を 見て ゐ ると、 うしろの 方で また 話しが 初 まる。 

『ぉ貞 ちゃん o』 

『何よ？』 
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『ゆうべ は、 どうお 暮 しでした？』 

『およしよ、 また 何 か 云 ふつ もり だら う？』 

『なァ に 自分で 氣をま はすの だ —— お湯に 這 入った かよ？ 1 

『そり ゃァ 1l ぬだった とも、 さ。 朝から 晚 まで こんな 稳 ない 工場に るて さ、 誰れ が 這 入ら やに ゐられ ろ 

もの か、 ね？』 

『ぢ ゃァ 綺麗に なって る だら う？』 

『また！ 好かない 野郎 だ。』 

『ぉ貞 ちゃん、 ぉ貞 ちゃん。』 これ はまた 別な 聲だ、 『ぉ貞 ちゃん は 赤い のが 好き か、 白い のが 好き か？』 

『勝手にし ゃァ がれ。』 

『いや、 どうも』 また 別な 聲だ、 『白 いのは 手足に 限る。』 

『"耶 Islf など 了、". 地 一 i は 暗い ところ だと 敎へ るが、 人間の 墮 落して えく のァ、 實以 つて、 白い とこ 

ろから だ o』 

『ヒャ く』 と、 諸方から 拍手の 聲が 起る ソ 無畢な 奴^ は、 不斷、 こんな ことば かり 話して ゐる のか 

と、 £ 儿藏 は、 輕 蔑の 念が 生じた と 云 はんよりも、 寧ろ、 こんな 奴等と 伍す るに 至った 自分の 變化を 思 

つて、 ひそかに 自分が 氣恥 かしくなる。 してす ごくと もとの 座に 房る。 


やがて 辨當屋 が 晝辨當 を 五六 個 持って 來る。 そのうちの j つが r 新ら しい 御 注文』 だと 聽 けば、 .£ 

人の 方から 氣を 利かして、 自分の 爲 めに わざ-/. \ 注文して 置いて 吳れ たので あらう が、 職工のと 同一 

おどろ  じ ぶん 

なのに は 驚いた。 主人 は 職工 等と 自分との 間に どれ だけの 區刖を 立て-. 9. 死れ るの か 疑 はしい。 こんな 

下劣 極まる Hi ばかり を 聯想して ゐる 動物 等と， 同じ 食 ひ 物 を 喰 はなければ ならない のかと 思へ は、 

だか 自分の 沾 券が 下った 樣な氣 がする。 然し， これまで は、 敎會の 形式張った 監視 11 歸 すると ころ 

監視 だ、 自分の 行動が 若し それ を 破れば、 精神的に はさう でな くと も、 直ぐ 退侖 S.A4i じられ る —— の 

もとに、 外國 宣敎師 等が わが 國の 缺點を 誇大に して 之が 救濟 費と して 本國 から 詐取す る傳道 金の 一 部 

 ほんの、 た 一  小 部分 —— を， 無邪氣 にも (と は、 その 實、 卑劣に も) 頂戴して、 冤 角、 遠慮 勝 

» せ. i  くわつ ひ  i, 一 

ちに 書物と 生活費と に 使って ゐ たのと は 違 ひ、 この 一 箱に ほ、 これから 自分 一個の 勞カ によって 憚 か 

ると ころな く 貰へ る 報酬の 初穂が 這 入って るの だ。 職工 等が 何の 憚る ところ もな く- 勝手 氣 儘な こと 

が 云へ るの も， 自分が 自分で 働いて、 自分の 處分 をして ゐ るからで ある。 之に 比べる と- これまでの 

定藏は 乞食であった。 擧問 乞食であった。 

ド ンが 鳴る と 同時に、 命ぜられた 通り、 職工 等に 半時 間の：^ 激を 難へ、 自分 も t§ を 開ら く。 その 

餓の 一粒 一 粒が 身に 寳 世間の 味 を 味 はせ て？. おれる 樣だ。 今 暫く 何にも 云 はすこ &で 辛抱して ゐる うち 

に は、 新ら しい 方針 もつ くだらう と S ふ氣 になり、 午後 は 熱心な 態度 を以 つて 職工 等に 對 する。 渠等 

日の出 前  八 一 
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も 亦 午， M 見せた 如き 無 禮の跡 を絕ち * その 日 一 日の 豫定 だけの 裁斷と 製本と を 終 はり * ゆ ..t 力に なつ 

て、 拟^ その 努働 時間 を i«yl、  ：！： 十分と 定 藏の與 へられた 帳面に 控へ て 貰 ひ， 丁寧に 挨 桜して 家路 

に 就いた が、 渠 等のう ちで 定藏の 心に 最も 强ぃ 而も 最もい やな 印象 を殘 した もの は >  ぉ貞 ちゃんと 云 

はれた 娘 11 可な り 美人 だが、 帳面 を のぞき 込みながら、 鳥渡 H 分に 投げて 行った 色目で ある。 この 

立たら  <  ^  0 

顏に究 じて、 少しで も 時 Si を 多く 働いた ことにして 吳れ ろと いふの らし レ 

ぉ晝は 賑やかな 中で 濟 ましたから 實 際の 味 は 分らなかった が、 晚 の辨當 はこの 工場に 獨 りぼッ ちで 

やった ので、 不斷 はそんな 寧に 餘り 頓着し ない 定藏 も、 特別に まづ いと 感じられて、 た^ 押し込む 樣 

に g へ？^ したが、 その t さな 箱 をギら けて しまう だけの 勇氣は 出なかった の だ。 職工の 監督が 濟 めば 

空 工場の 留守番 11 こ の 兩者は 名義に 於て 下の 相違が あらう が、 實際は 同じ 五六 錢の 辩當 の^だと 

思 ふ。 周 園の 戸締り をして から、 六疊 の電燈 11 これ を獨 占す るの， も 初めて だ — の もとに、 再び 例 

の 英書 を 出し て r 寧に 讀み 返す。 

そのう もキ： 入の 宅から 小 佾が來 て、 一 時 入れ 代る から 本宅の 揚に這 入って 來 いとい ふので、 留守 を 

しゅ.， せ わく  や、 

築に 托して 行って 見る と、 細君ら しい 婦人 や 娘ら しい ものが 種々 世話 をして 臾れ るの はい、 力 どう 

も氣 がつ まる 荣で、 下女が 湯の 加 减を聽 きに 來て、 ちらと 自分の 顔 を 見る 様子 も、 蔭で は 自分 を あざ 

ナる のど 、うと W5，H.2^、 ，職 H 等の けさ 自分に 對 した 無頓着 か 追想され る。 湯 を あがって から *  0£ 


られ るの も 嫌な ので、 直ぐ その 宅 を 出ようと すると、 

『ま ァ、 お茶で も 飲んで 行って 下さい』 と、 i 君 —— としか 見る 外 はない — にっか まり、 勝手へ 招 

き 入れられ、 長火鉢の そばで 乘ら ない 話を聽 かされる。 主人 はゐ ない 樣 だから、 け ふ は 細^が 自分に 

對 する こと を 心得て ゐ たの だら う。 

『今の 仕事な ぞァ つまらん こッ てす から、 うちで も あなた なぞに ゃァ 向くまい と 云って ました。』 

『は ァ』 と、 た^あた ま を 一 つ 下 ゆる。 つまらない 仕事と いふ こと は、 自分ば かりの 考へ ではない、 

みなし  ， 

之を與 へた もの もさう 見 爲てゐ るの だ。 

かく ぺ つ まね  しん ぽゥ 

『その.^ りに、 ねえ、 何も 格別 骨の 折れる こと ぢ やなし、 少し 辛抱す るう ちに ゃァ何 かい k 力に 向き 

ましょうから  』 

『は ァ』 と、 また 1 つ あたま を 下 ゆる。  . 

『これまで どこに お 住 ひでした？』 

『小石 川に。』 

『それで は、 寂しい ところから 賑やかな ところへ 出られたん ですから、 馴れない うち は、 あちらが 隨 

分^々 しくつ て 堪らないで しょうよ。』 

『はァ ：…… 』  - 
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『ま ァ、 1 服 吸 ひなされ o』 

『  』 無言で あたま を 下け る。 

『うちに も の 子 や 女の子が をり ますので、 また 暇に は敎 へて 賞 ひます。』 これ は 愛嬌に 云った のにし 

ろ、 また 本意であった にしろ、 定藏に 取って は、 最も 不愉快な 言葉で ある。 祭敎家 ゃ道學 流の 如く 

祭 問と お I まと を 鼻に かける 積り なら、 こんなと ころへ は來 ないし * また、 こんなと ころへ 來 て.' 舉問 

が あると 思 はれる の は、 取り も 直さす 意氣 地な しと あはれ まれる も 同前 だ 0 

『私な どァ』 と、 思 ひ 切って、 『とても 駄目です、 人を敎 へ る どころではない、 自分 を敎へ て 行かな け 
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れ ばなら ない のです から、 それに， 今俊考 へろ ところがあって、 今日まで やって来た 勉强を 全く 拋梁 

してし まう 覺 悟です。』 

丁； 場へ 歸 つて 褥に 就いて から、 獨 身 杏と しても、 これまで にない 寂しみ を覺 える の だ。 きの ふまで 

は、 下宿屋に ゐて も敎會 とい ふ 家 根が あった、 人 C 爲 めに 同 とい ふ もの を與 へる から、 自分 も 亦 人 

から！ II 情 や 恩惠を 受ける の を 當り前 だと 思った。 人の 爲 めに は 自分 を 忘れ、 舉 問の ほめに は 世 II に 無 

關 係で ゐられ た。 つまり * 虛 1^ と 空理と 想との 往來が 頻繁な のによ つて、 自分の 內部を 返り 見る 暇 

がなかった の だが、 け ふから は、 周園が敵にぁらざれば^||,^4； —— 自分 は 自分で. s 分の 中の 友 を發貝 す 

るより 外 はない 境遇 だ。 S し 夢から^ めて、 その as めた 本人がなかったら どうで あらう？ 人が 自 


し て も- そ の 內容を 持 つて ゐ なかつ たら どう だ？ 自分 はた 5^ その 樣 な空盧 の 塊 ま り に 過ぎな いので は 

なから うかと いふの が、 定藏の 寂しみ の 極まって 來る ところ だ。 時々 あった 通り、 熱 淚を以 つて 枕 を 

なぐさ  まんぞく 

うる ほし、 それ を 感じて 多少の 慰め または 滿足を 得ようと しても • 今夜に 限って、 淚が 出て 來 ない。 

この 寂しみ は.' 淚ぶ くろの 様な 身內の 一 小 部分に 觸 れてゐ るので はなく • 身體の 全部に 泌み 渡って る 

るら しい。 かう 思 ふと、 あたまの 腦 天から 足の 爪先き に 至る 神經 が、 一 つづきに 冴え かへ つて、 どん 

みと  キ I と 

なに 幽かな 魂で も 認め、 どんなに 小い 物音で も聽 取る ことが 出 來る樣 だ。 

きの ふからの 疲れに 加へ、 け ふ はまた 馴れない ことの 爲め 心を勞 したので あるから、 それば かりで 

もが ッ かりす るの は當前 だのに、 更らに 又戀の 失望 やら、 前途の 無 方針 やらで、 不斷 表面に 出て 働い 

てゐ ると 思った 筋肉と 精神との 力 は ゆるんで、 いや ァに 沈んだ 自暴自棄の 調子に なり、 手 も 入らない 

足 も 入らない-。 賞 は、 もう、 死ぬ まで 眠りたい の だが、 それでも冴ぇた祌經が許して吳.^なぃ。 邪魔 

になる 電燈の 光 を 消しても、 店 さき を 通る 電車の 響きが —— 澄んで 聽ぇ るの は、 夜が 更けた ので あら 

う —— 近づいて は、 消え去り、 消え去って はまた 近づく。 自分の 目 も 耳 も その 度 毎に 遠くな つたり、 

近くな つたり する。 自分の からだが それに つれて 延びたり、 縮んだり する。 右に 寢返 へりす ると、 琴 

子の ことが 浮ぶ。 左に 返へ ると、 ぉ貞 ちゃんの ことが 浮ぶ。 仰向けに なると、 主人の 家庭の 有様が 浮 

ぶ。 こ&は 工場 だとい ふ考 へに 立ち戻る と、 自分の 身の 置き場で はなから うと もがき 出す。 自分の 身 


泡 鳴 今 ：$?^  ^ー卷  八 六 

體 離れて 働く かの 様な 紳經 も， やがて は 疲れて 來る。 

あたま を 上の 方へ I； ツ^ら れろと 感じた の は、 いつもの 通り • 睡魔が 這 入って 來 たの だら う。 やが 

て 自分 は 電車の is きとな つて、 電車 ^ に 腰かける と、 跡から 貞 ちゃんが 這、 つて 来て、 赤い 切れと 白 

い 切れと を Z!k: せびら かして、 自分の 方に 投げる。 それが 妙に 引力が あって、 段々 大きな 滴卷 きを 起す 0 

自分 は ツーて y」M する 力 もな く， 腰かけた ま \ すう ッと 引き込まれて 行く のが 無上の 愉快 を^ 進す る 

樣 であった が、 極度に 達した とおぼえ たの は、 地獄の 泥 淵に 落ちた ので ある。 がッ かり， 關^ がはづ 

れて しまった 様な.：^ |g の 各部 を-  拾 ひの 樣に、 段々 寄せ集めて われと いふ 物が 再び 組み あがる と、 

自分 は 不愉快で * 不愉快で^ら ない。 泥 淵の 水に 孺れ たと 思 はれる 寢卷 きの 裾 を はしょりながら、 寢 

床 を 起き 出で、 裏の 井戸端へ 行って、 からだ を 洗 ふ。 

;# び- ほ とぼりの 殘 つて ゐる布 園に 這 入った が、 時計の ちくた く、 ちくた くが 心^に 傅って、 その 

挑!： を^し くす る樣だ e そのうち、 何だか 重い 物が 自分の 上に ぉッ かぶ さって 來 るので、 ぁッ と" お を 

出さう としても 出ない。 氣が 付く と、 自分の 兩 乎が 自分の 胸に 乘 つて ゐる。 胸苦しく つて 堪らない。 

部 厘 巾の {凸 氣か 問に 窒 * に變 つて ゐ るので はない かと 思 はれる 程た。 今聲を 出しても、 聽 きつけて 來る 

もの はなから う。 今 息が 詰る として、 誰れ も 手 £=3 て をして 吳れる もの はない。 自分の 過お は 死人の 

も 同様であった としても、 自分 はこれ から 眞の 生命 を！： 吸して 立た うとす るの だと 考へ ると、 急に 死 


t ハふ がお そろし くな つて 來 る。 して、 目 を 開いても 闇、 目をつぶっても 闇、 おそろしい 死の 影が 

自分 を 取り 卷 いて ゐる樣 だ。 ぞッ として、 からだ を 横に 曲け 布圍を あたまから かぶる。 

自分ま！^れぃところからするりッと拔けて、 ばッと 明るい ところへ 出る。 それが 主人の 家 だ。 自分 は 

主人の 細君と 一 緖に茶 を 飮んで ゐる。 

『うちに も 男の子 や 女の子が をり ますので、 また 暇に は敎 へて 貰 ひます』 とい ふかと 思へば、 急に 舞 

み  ゆる  ていかう い-よく 

臺が變 つて、 その 人と 一 緒に 湯に 這 入って ゐる。 その 湯の あつたか 味にから だが 她ん で、 抵抗力 もな 

く引ッ 張られて 行った と 思ったら、 また 不愉快な 目に 會 つた。 今度 は 起き あがる せい も 出ない ので、 

そ Q ま- - 眠り を ん だが、 誰れ とも 分らな S もの & あつたかい 肌に 押 へられて、 また、 さう かと 早く 

氣 がつ いたので、 寢床を 飛び出る。 電燈の 小 瀨戶を ひねって、 光 を 招く と， 壁に 映 やる 自分の 〔法師 

も、 .y^ 夜より は 影が 薄く 見える。 電氣も その 燭光 を 減じた 樣に ぅす晤 い。 自分の 額 は 張れ ぼッ たい 樣 

な、 しびれた 樣な、 して、 自 f の 眼 は 落ち込んで ゐる 樣な氣 がする。 時計 を 見る と、 もう、 朝の 四時 

近く だ。 ,  ， 

ル i もとに^ わって 考へ ると、 つく- 5^ 自分で 自分が 厭に なって 來る。 思 ひも 寄らない 墮？ 济と 苦悶と 

を 夢のう ちに 實現 したの は、 自分の 體 内に も惡 むべき 獸 性が 潜んで ゐ るからで あらう。 いや、 自分 は 

やがて 肉愁の i 化であった かも 知れない。 自分の ひそかに 標榜した 純潔 は どこ へ 行った の だ？ 自分が 
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# の 俗物 等と 相 許さなかった 特色 はどうな つたの だ？ 自分 はかの 職工 等と 何の 相 遠が あらう？ 自分の 

僭 打ち は 全く なくなって しまった。 こんなに 弱い われで あつたかと 忍 ふと、 _ 宵に 情けない。 ， ゅ體 だけ 

を 離して ぅッ ちゃられ る ものなら、 目の前で もう ッ ちゃって しま ひたい。 

「え、、 情けない。 けない。 Jg を こぼさん ばかり もがいて E.〕- て も • あった 裹實は 取り消しが 出來な 

い。 "称び 眠れば 1^ぴ この 苦^ を 演じる に定 つてる たらう から、 動して 11 神 を 引き立て るより 外に^ 

S  みせや  ©, やな ， i, , 

策 はない" 着物 を： _ぉ更 へて 外へ 出る。 世閒 はま だ 眠って ゐる らしく、 店 M もす ベて 軒並み 閉ざして あ 

るので、 自分の ぼんやりした 颜を兒 られる 恐れがない。 犬の 影が 一 つ 電車 道 を こちらに^ 切って、 左 

の^ 町に fS えて 行った 外 • 動物と 云って は 自分ば かり.」 柳の 並み木 は 芽ぐんだ 枝々 に 露を帶 びて、 な 

かく 深.；^ の 多い 曉け方 だ。 右の 方に 兒 える <*iln の 神 も 隠 れて、 .S と 道路と が 一 つに ぅッ とりして 

ゐる。 

その 方， M に 進む と、 橋が 見えて 來る。 その 手前から 右に 轉 じて、 錦 町 河岸 を 進む と、 堀 を 隔てた 石 

垣の 崩れ か k つたの が 見えて 來る。 西洋 料理 三 河 屋の 壁が 1：：5< えて 來る。 誰れ かの 長い 群 外に、 大きな 

廛芥 溜めが あって、 擦芥が 一杯 あふれて ゐる のが 見えて 來る。 一 つ 撟に髙 等 商戴舉 校が 見えて 來る。 

こんなに * 早起き をした の は、 曾て 齒 の 爲 めに 家 を 飛び出した 時と 今朝と だ。 齒の 痛み を まぎらさ 

卞. C ぶ, >ヒま  户、 一 

うとした はも 隨 分^らなかった が、 けさの 如く 心の 痛みに 堪 へられない 程ではなかった。 齒^ はまぎ 


. ^ると 眠る こと も出來 ようが、 夢にまで も 現 はれて 來る 肉の 苦 を 避けよう とすれば、 一 生、 自分 は覺 

めて ゐ なければ ならない。 と 思 ひっ^けながら • 心で 眠り を 押しの ける 樣に、 行く手の 深 霧 を 突いて 

f  うし ふち  ：-、 ん ざ.^ 

歩み をつ ける と、 やがて 牛ケ 淵へ 來 たり、 それから 九徵坂 をの ぼり つめる と- 直ぐ 左へ 電車の 隨道 

うへ を 渡り、 、近衞 歩兵 聯隊 前の、 淵に 臨んだ 土 堤の 上に 立つ。 

眼下 を 深 霧が 立ち籠めて ゐて、 何物 も 分らない。 自分 は 今 それ をく ぐり 拔 けて 來 たの だが、 東京 全 

市 は その 中に まだ 眠って ゐ るの だら う。 眠って ゐれば 夢を見る こと も あらう、 夢を見れば 自分の 寶驗 

した 様な 失敗 も あらう。 その 夢と 深 霧との 中には、 全市 二百 萬 人の 獸 性が みなぎって ゐ るの かも 知れ 

ない。 而も、 剛健 不撓の 太陽 は その 中から かま はす 出て 來る だら うで はない か？ 自分の もがいて ゐる 

の も • 決して 人 問 を 超. 跶 する 空想に 老いぼれて 行く ので はない の を 忘れて ゐた。 太陽 はいつ も 若々 し 

ゥんむ  *i つ  け ゆ ij 

く、 雲霧に その 身 を 洗って * 光を發 する。 形式の 打破！ 活人： si-! 之に 對 する 方針 を 定めなければ なら 

ない のであった。 然し * 職工の 監督に 歸 つて 行くべき もので あるか、 行くべき もので ないか- 一 向自 

分に は 分らない I 分らない ので はない、 押へ に 押へ てゐた 疲れと 眠けと が、 深 霧 P 様に 眼前に 押し 

寄せて 來て、 如何と も 刺 斷 する 氣 力がない の だ。 敵に 追 はれて こ- -を 安堵と 落ち延びた 者の 如く、 飽 

くまでが ッ かりして、 前後 も かま はす、 木の 根に しゃがんで 目 を 閉ぢる C 

1 時間 餘りも 眠った かと 思 はれる 頃、 どこの 寺から だら う 空に 鳴り渡る tl の聲 によって 目が^め る 
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と、 自分の^ 物 は 裾 どころではない、 肩から 袂 にも かけて、 i 樹の 枝から ぼたり く 落ちる しづくお 

、u つて じめ/ \ して ゐる、 日の 影 はま だ 見えない が、 自分 はこの 時、 この； S 都に 於て はじめて 賞 ぼ 

問 の 洗禮を 受けた 様に 思 はれる。 

然し、 かう して は ゐられ ない。 兎に角、 一先 づ錦 町の 工場に 歸る 必要が ある。 立ち上って 袖 を拂ひ 

上 堤 を 下 だって i の 下の 方へ 來 ると、 右の 方から 電車 I 最初の だら う 1. が やって来る。 

『士 口 木さん * 吉 本さん。』 

ふり 返る と • 車の 窓から、 琴 子が 學校 行きの 風で、 本 包み を 抱へ ながら 首 を 出し 冴え ざえ した 顔で， 

にッ こり 笑って お „ をして ゐ る。 定藏も ii して 通して やった が、 跡からの こく 歩きながら 考へ 

る と 、 in! 分 は かの 女の 活氣ぁ る 姿が 羨ま しくって 堪らなくな つ た。 
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十 りの 會飮 に、 友人と 僕と は氣 持ちよ く醉 つた。 戰爭の 時 も 出征して 負傷した とは聽 いて ゐた 

が、 お ふ 機^ を 得なかった ので、 やう やう 僕の 方から、 今度 旅行の 途次に、 訪ねて 行った の だ。 話が 

はすんで、 出祉當 時の ことにな つた。 

『.^「ハ 僕なら、 君』 と * 少し 多言に なって 來た。 友人 は、 酒の なみなみ つげて る 猪口 を 右の 手に 持った 

が、 また その ま- -ぉ ろして しまった T 今の 僕なら、 どうせ、 役場の 嘗記 ぐら ゐで滿 足しと るの や もの、 

いくち  おも  ふし ？ * 

^兵の 徵の字 を 見ても、 ぞッ とする 程の 意，^.^ Z 地な しゃけ ど、 あの 時の こと を 5:- たら、 不&: ^譜に 勇 力 

出た もん や。 それ も 大勢のお 立て 合 ふ 熱に 浮され たと 云 ふたら 云へ んこ ともな からう。 もう、 死んだ 

ん が本統 であつ たんや も 知れん けど、 兎角、 勇氣 のない もんが こない な 目に 食うて』 と、 左の 肩 を 振 

つて 兒せ たが、 i がない ので、 袖が た ぶら りと 垂れて ゐた 。『歸 つて 來て も、 廢兵 とか、 厄介物と か 

云 はれる の やらう。 もう、 俟 など は あかん』 と、 猪口 を 口へ 持って行った。 

「そんな こと はない、 さ』 と、 僕 はなぐ さめながら、 『君 は、 もう、 名譽の 歷史を 終へ たの だから、 こ 
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れ から 別な 人 のつ もりで、 からだ 相應な 働き を すれば い ぢゃァ ないか？』 

『それでも、 君 • 戰爭で やった 眞劍 勝負 を 思たら、 掀の 中で やっとる ことが 不眞 面目で、 まどろし こ 

うて、 下らん 様に 見えて、 われながら 働く 氣 にもな れん。 きの ふ も ゆ ふ 方、 君が 來て 吳れ るい ふハガ 

キを 見てから、 それ を ほと ころに 入れた ま、 * ぶら/ \營 所の 近所まで 散歩して 見たん やけど、 琵琶 

湖の ふち を 歩い とる 方が どれほど 愉快 か 知れん。 あの 狹ぃ 練兵場で、 録日、 毎日、 朝から 晚 まで、 立 

い  せん さう 兜 ね 

てと か、 すわれと か、 百メ ー トルと か、 千メ ー トルと か、 云 ふて、 戰爭の 真似 をし と るん か 思 ふと、 

を かしう もなる し、 あほらしう もなる し、 丸で 小 供の ま-! ごと や。 えら さう にして 聯隊の 門 を 出て 來 

る 士官 はん を 見る と、 『お前ら は 何 をして をる ぞ』々 云 ふて やりた うなる。 されば 云 ふて、 自分 も 兵隊 

* けん  J しょ ラ 

はんの 拔 けがら —— 世間に 借金の. S. し譯 でない こと さへ 保證 がっくなら、 今、 直ぐにで も * 曾く.. つ 

て 死んで しま ひたい。』 

『君 は、 元から、 腹 世 家で あつたが、 なかなか 直らないと 見える。 然し、 君、 戰爭は 厥 世の 極致 だよ。 

* れん  あ ひだ 

世の中が 樂 しいな ぞい ふ 未練が 淺 つてる 間 は、 決して 出來る もの ぢゃァ ない。 軍紀と か、 命令と かい 

ふ もので 壓 迫に 壓迫を 加 へられた あけく、 これ ぢゃァ たまらな いと 氣 がっく 個人が、 夢中に なって、 

盲進す るの だ。 その 言 進が 戰爭の 滋養物で ある 様に、 君の 現在で は、 家族の 饌 鍋が 君の 食物で はない か。 

みなく る  お 

人 問 は 皆 苦しみに 追 はれて 活動して ゐ るの だ。』 


泡^ 仝 集 笫ー卷  o^p 

「さう 云 はれる と、 さう に 遠 ひない の やろ けど』 と、 友人 は 微笑しながら、 『ま ァ、 もッ とお 飲み。』 倾 

けた i|: の 酒が 不足であった ので、 『おい、 お i?v』 と、 奥へ 注意して から、 『女房 は 弱い し • lu^ 

日 泣き をる、 これ も 困る さかいな ァ。』 

『それ はお 互 ひのこと だァ。 ね』 と、 僕が 答へ ると たん、 から 紙が 開いて、 妻 君が 熱さうな お 燜を持 

つて 出て 来たが、 大津 生れの 愛嬌 者 だけに、 

かど  ひ にく  てうし  • 

『えらう お 氣の毒 さま どす こと』 と、 自分の 亭主に 角の な. ハ 皮肉お あびせ かけ 铫子を 伊に，.^ けて 

『ま ァ、 一杯 どう どす？ .— うちの 人 は、 いつも、 あないな ことば かり 云 ふとります。 どうぞ、 しか 

ってゃってぉ？.1^5-ゃす0』  ， 

『ま ァ、 かう いふ 人間 は 云 ひたいだ け 云 はして ml! き ゃァ濟 むんで すよ。』 

『さう どす か？』 と、 細 Jj^ は 亭主の 方へ 額な 向けた。 

やう あはう I  • 

『まだ 女房に しかられる 樣な 阿房 やない』 

「そや さかい、 5!？ 田 はんに 賴ん どるの やお まへ ん か？』 

『女郎 ども は、 まァ、 ぁッ ちゃへ 行 とれ。』 

r はい、 はい。』 

細君 は 笑 ひながら、 からの 德利を 取って 立った。 


ま 


友人 は 手 をち やぶ 臺の 隅に かけながら、 顔に 大分 赤み の帶 ぴて來 たのが、 そばに 立って る ランプの 

光に えた。 

『岩 田？ f^r 君、 今、 謇進は 戰爭の 喰 ひ 物 やて 云 ふたけ ど、 もう 一 歩 進めて 云 ふたら * 死が 戰爭 の噙ひ 

まじめ  なに 

物 や。 人 聞 は 死ぬ 時に ならん と眞 面目に なれん の や。 それで 死んで しもたら、 もう、 何もない の や。 

つまらん 命 やない か？ た くたばり そこねた 者が 歸 つて 來て、 その 味が 甘かった とか、 辛かった とか 

云 ふて、 えら さう に吹聽 する の や、 僕 等 は 丸で 耻 さらしに 歸 つて 來 たん も 同前 やない か？』 

ぼくら  くちばし 

『さう 云 ゃァ、 僕 は 一 言 も 口 嘴 を さしはさむ 權利 はない、 さ。』 

『ま ァ、 死に そこねた 身に なって 見 給へ。 それ も、 大將 とか、 大佐と かいふ ものなら、 立派な 舍鵄勳 

章 を ひけら かして、 意 張って 澄ましても をら れょ けど、 た^の 岡 見 伍長で はない か？ こない な意氣 地 

よ なかい 

なしにな つて、 世の中に 生きな がらへ とる くら ゐ なら- ぃッそ • あの 時、 六 ヶ月 閒も 生死 不明に しら 

れた 仲間に 這 入って、 支那 犬の 腹 わたに なつと る 方が ましであった。 それにしても、 思 ひ 出す 度に ぞ 

[ IJ  ,  そくしゃ はう おと 

ッ とする の は、 敵の 砲彈 でもない、 光彈の 光で もない、 速射砲の 音で もない、 實に、 僕の 除附 きの： 单 

曹大 石と いふ 人が、 戰 線の 間 を平氣 で往來 した 姿 や。 これが、 今でも • .1 鍵の 様に、 また 神 さまの 様 

に、 僕の 心に 見えと るん や。』 

『何 か 意味の ありさうな llii ぢ やな い か？』 

戦， 話  九 五 


泡 鳴 <f3  ^ー卷  -  フ 

「詳しう すれば 長な ろ けれど、 大 石と いふ 人 li もとから 忠實 で、 從 順で、 少し 內氣な 質で あつたと 思 ひ 

袷へ。 現役であった にも i びす、 竹ゃ〇 聯隊 最初の ^ひ 加 はらな かったんに 落膽 しとつ たんやけ ど、 

おとなし いもの やさ かい、 何も 云 はんで、 留 番役 をつ とめと つた。 それが 豫備： のく り 出される 時 

にも 殘り になつ たんで * 自分 は 上官に 信用がない もん やさ かいかう なん やて、 急に やけに なり 常 

は 大して まん 酒 を 無茶苦茶に 飲んだ やろ、 赤うな つて 僕のう ちへ やって 來た ことがある。 僕な ど は、 

「召 fei^ されない かて 心配 もな く、 また 召集され る 様子に なったら、 その 前から アメリカへ でも.^ んで 

行きた いん を、 わが 身から 進んで そない に 力んだ かて 阿房ら しい やない か？ て」 冷 かして やつたん け 

ど 大した^ け <p ^みで ず 1^ い を 云 ふとって、 取り合 はん or こな いなこと なら、 ぃッ そ、 割腹して 見せて や 

る」 とか、 「鐵砲 腹 を やって やる」 とか、 なかく 當 るべ からざる 勢 ひで あつたん や。 ^し， いよく 

俊 等まで が 召集され る ことにな つ て、 ^須 大佐の もとに 後備 歩兵 聯隊が 組織され、 それが 出征，..^ る 時 

待ち かまへ とった？^^, も、 やうく、 附 いてく ことが^^る 樣 になつ たんで、 その 喜びと 云 ふた 

ら、 並み大抵ではなかった。 どうせ、 無事に 歸る つもり は 無いて、 細君 を離緣 する 云 ひ 出し * 自分の 

云 ふこと を 承知 せんなら、 ^^助と見て血祭りにする云ふて、 劍を拔 いて 追 ひま はしたん や。』 

かう 云って、 友人 は 鳥渡 僕から 目を離して、 猪口に 手 を かけた。 俟もー 杯 かさねて 力ら 

『度 際雜緣 したの か？』 


『いや』 と 灰 人 は 少し 笑 ひ を 含みながら、 『その V 十つ ビきは 跡でして やる と 親類の 人達がない でめと い 

て * 萬 歳の 見送り をし たんや さう や。 もう、 その 時から * 少し 氣が 觸れ とったら しい。』 

1*0 ちが 

『氣違 ひに なった の だ、 な？』 

『氣違 ひ 云 ふたら、 戰爭 しとる 時 は 皆氣遠 ひや。 君の ひ 方に 據れ ば、 戰爭 とい ふ もの は氣逯 ひが 死 

を 喰 ふの か、 死が 氣違 ひを喻 ふの か 分らん。 す どん 云 ふ 大砲の 音 を 初めて 聽 いた 時 は、 こわうて こわ 

しんけい  くわ 5S  .> 

うて 堪 らんの やけど， 度重なれば、；^ 經が 鈍になる て 云 ふか、 過敏と なる て 一 ：4 ふか、 それが 聽 えんと、 

寂しうて、 寂しうて ならん。 敵 は 五六 千メ ー トル も隔 つと るのに、 目の前へ でも 來 とる 樣に 見えて、 

大砲の 彈 丸が あたまの 上で 破裂しても、 よそごとの 樣に思 はれ、 向 ふの 手に か. - つて 死ぬ くら ゐ なら、 

ねん  C.7- なち 

こッ ちゃから 死ぬ まで 戰 つて やる 云 ふ 一念に、 皆 血 まな/ Jfc なつと るん や。 かすり 傷ぐ らゐ 受けた て、 

その 血が 流れと るの を 自分 は 知らん の やし- 他人 も 亦 それが 見えん の も 尤も や。 强ぃ彈 ^が當 つて、 

初めて 氣が付 くん や。 それに 就いて 面白い 話が ある。 僕ので はない、 他の 中隊の 一 卒で、 からだ は、 大 

けかった けど * 智慧が ま はり かねた 奴であった さかい、 いつも 人に 馬鹿にされ とったんが 「^せ」 の 

はつ "ト，  か fe あしだ 

命令で 發 砲した 時、 急に 飛び起きて 片足 立ちに なり、 「あ * やられた！ もう、 死ぬ！ 死ぬ！  j て 泣き出 

し、 またば ッ たり 倒れた さかい、 どない に やられた かて- 同 除の 軍曹が 調べ て やる と- 足の 上 を 鳥渡 

敵彈 にか すられたん であった。 軍曹 は その 卒の 背中 をた-^ いて、 「しッ かりせ い！ こんな 傷なら、 し 

戰  話  九 七 


» 鳴 <• "築 第一 卷 

ばつと けばえ、。」 1 -』 

『隨分 滑稽な 奴ぢ やな い か？』 

『それが * さ、 岩 m 君： 跡に なれば 滑稽 やが、 その 場に のぞんで は、 極眞 面目な もん や。 戰爭 のリは 

人間の 心を& き， て，  一 Si 禁塊 りに して. ffi る。 然し、 こわう なれば ど： ま 1 きい もの や 

さかい、 その 方で また 氣違 ひになる んも ある。 どッ ちゃに せい、 氣違 ひや。 大石 軍曹な ど は 一番え、、 

一番え らい 方の 氣遠 ひや。』  . 

『うちの 人 もどつ ちかの 氣途 ひどす』 と、 細君 は 再び 銑 子を變 へに 出て 來て • 蓝くハ つてし まった。 

友人 は その I を 見送って , 

『あいつの 云 ふ 通り、 僕 は 厭世 氣遠 ひや も 知れん けど， 僕の は 女房の 器量が ようて (奥で くす ッと铲 

ふ^がした)、 子供が かしこうて、 金が たんと あって、 寢て をら れ さへ すれば^る 氣違 ひや。 彈 丸の 汇 

にさら されと る 氣遠ひ は、 たと へ 一時の 狀 態と は 云 ふても. さう は 行かん。』 

『それで、 ^の员 ：s する までに は、 たび/ \戰 つたの か、 ね？』 

『いや、 僕の 隊は 取 初の 戰爭に 全滅して しもたん や。 1 さて、 これからが 話の 本文に 這 人る の や 

て ！ 』  , .  1 ん 

『ま ァ， 一息つ き 袷へ』 と • 僕 は 友人と 盃 のかん 換 をした U 醉ひ もま はった ので あらう 人 は. 氣質 


に 似合 はす、 非常にい- -氣 持ちの 樣 子で" にこ- (-笑 ふて ゐる。 然し * その 笑 ひが II- となく 寂しい の 

は、 友人の 周圍を 僕に 思ひ當 らしめ た。 

『久し 11^ りで 君が f ねて 來て、 今夜 はと まって 吳れ るの やさ かい、 僕 はこない に 嬉しい こと はない。 

充分 飮ん で吳れ 給へ』 と、 酌 をして くれた。 

『僕 も隨分 やって るよ。 —— それよりか、 話の 鑛 きを 聽か うぢ やない か？』 

『それで、 僕 等の 後備 歩 i ハ第 〇 聯隊が、 高須 大佐に 導かれ、 て 金 州 半島に 上陸す ると、 直ぐ 鳳凰 山 を 目 力 

けて 急行した。 その 第五 中隊^ 一  小 障に、 僕 は 伍長と して、 大石 軍曹と ii ハに. 場して をつ たんや。 進行 

中に、 大石 軍曹 t-tH> となう そ はくして、 た t-* まへの 方へ、 まへの 方へ と 浮き足に な るんで、 或 時、 

,M ひ^んから、 大石、 しッ かりせ い。 貴樣は 今から そんな ざま ぢゃ ァ、 大砲の 音を聽 いて 直ぐく たば ッ 

てし まう やろ 云 はれた 時、 赤うな つて 腹 を 立て、 そない に 弱い ものなら、 初めから 出 1^ は 望みません、 

これで も 武士の 片端 やさ かい • その 場に のぞんで 見て 貰 ひましよ。 11 それからと 云 ふ ものす ぅッと 

む ごメ  5-1 ？クャ し  せん ぢ やう 

腹が立つ とったん やろ、 無言で i| 凰 山まで 行進した。 もう、 何でも 早う 戰 場に のぞみた うて のぞみた 

ラて堪 へられなん だん やろ。 心で は • おかた， 大砲の 音を聽 いとつ たんやろ。 僕 は、 あの 時 成る 程 離 

緣 問題が 出た 害 やと 思た。』 

『成る 程、 これから がいよ. （- 人々 の 氣が狂 ひ 出す とい ふ 幕 だ、 な。 J 

戦  新  九九 


泡 鳴 仝 化. f 第一， 卷  一 〇〇 

『それが、 さ、；^ 忘れ もせぬ 明治 三 卜 七 年 八月の せ 日、 僕. 等 は 鳳凰 山 下 を出發 し、 旅順耍 塞 背 一曲 攻举の 一 

ほと して、 || 龍 山、 束 鶴 冠 山の 巾 Si にある ビ ー 砲臺攻 摩に 向た。 廿 の 夜行 軍 >  翌廿ー 日の 朝、 :M 

^に 近い 或 地 點に遂 したの やけど、 危うて 前進が 出 來ん。 朝飯の 際、 砲 彈の爲 めに 十八 名の 死者 を 

出した。 奴 を てた うへ 、砲！； の 砂 ほこり を 浴びたん やさ かい、 口へ 這 入る ものが 砂 か 米 か 分らん 樣 

ふる  パ.^ 

であった。 俟 など は • もう， ぶる， - ^顔て. へ ぅ氣 にも なれなん だん やけど、 大石 軍曹 は、 僕 等の あた 

まの 上 を ひゆう く 飛んで 行く 砲彈を 仰ぎながら- にこ， （\ して 喰て を つ た。 「腹が 出來ん といく さ 

も 出来ん o」 僕 等の 怖な つた 時に、 却って 平氣な もんであった。 ：单曹 が 上官に しかられた 時のう はっき 

ちご  おも 

〃と は 丸で 遠 ：、- た。 叙 狂 ひ は 遠た もん やて、 はたから 僕 は 思た。 俟は、 まだ、 戰 場に をる 氣 がせなん 

だん や。 それ か * 敵に 见ら れん 樣に， 敏の 刈り 殘 した.： 5 黎 畑の 中 を 這ふ樣 にして 前進し • 一  方に 小山 

.C よす ぢ  A.HSJ こ  くら 

を槻 にした^ (助へ 出た。 川ば 水が なかつ たんで、 その 川床に すらりと 並んで 敵の 吸 を 暗ました。 鳥渡 

でも 頸 を 突き出す と 直ぐ 歒彈の 的に なって しまう。 螯間 はとても 出る ことが 出來 なかった， 日が 暮れ 

るの を 待つ たんやけ ど. 敵 は 始終 光 を發 射して 味方の 擧動を 探 るんで、 矢ッ 張り出ら れんの は 同じ 

こと o』 

『鳥渡 聽 くが • 光彈の 破裂した 時 は どんな もの だ？』 

『一一 一 a 尺 つ 火 尾 を 鬼 い こ 弓形 に 登り 1 わ が ^兵， 上 に 欲！ i 破裂した 時な ど は 、靑 白い 光 が 成 がって 賽 


の _l ゥ であった。 それに 照らされて は、 隠れる 陰がない。 おまけに、 そこから 敵の 砲壘 まで は 小山 もな 

く、 樹木 もな く、 あった 畑の 泰は、 敏が旅 順 要塞に 退却の 際 、みな 刈り取って しもたん や。 一 歩 踏み出せ 

ば、 もう、 直ぐ 敏彈の gxl は覺 悟せ にやな らん。 t 隊長 はこの 進軍に 反對 であつ たんやけ ど、 止む を 

得ん 上官の 意志で あつたん やさ かい、 まァ、 半分 燒けを 起して 進んで 來 たんや。 全：！ は覺 悟であった。 

目的 はビ ー 砲臺ぢ や， その他の 命令 は 出さん から、 この 川 を 出る が 最後 * 個々 の 行動 を 取って 進めと 

ぼくら つた  .S まさ 

いふ 命令が、 敵に 悟られん 樣に、 聯隊 長から ひそかに *  口 渡しで • 僕 等に 傳 へられ、 ^等 は 今更ら-ま 

氣に打 たれた 樣に 節たん やが， その 日の 午後 七 時 頃、 いざと 一 同 川 を 飛び出す と 1 生憎 諸方から 赤い 

0^ を曳 いて 光彈が あがり、 花火の 樣 にば ッと彈 けた かと 思 ふ 間 もな う、 ばら/ \ と 速射砲の 彈雨を 浴 

び 4.1 かけられた？ それから ていふ もの * 君、 敵壘の 方から 速射砲 發 射の 音が ぼと く、 ぼと ぼと SI え 

る樣 になる 0 1^5 では、 また 砲 彈が破 si する。 何の こと はない 野砲， 速射砲の 破裂と 光彈の 光と が 

つ け ざまに やって 來 るん や もの、 かみ 鳴りと 稻妻 とが 一 時に 落ちる 樣ゃ、 僕 等 は、 もう、 夢中 やった。 

午後 九お ォ 頃に は， わが 聯隊の 兵 は 全く 亂れ てし もて、 各々 その 中隊に は をらなかった。 心 易い ものと 

心 易い ものが、 お 互 ひに 死 出の 友 を 求めて 組みし 合 ひ、 抱き合 ふば かりにして 突進した。 今から 田、： n」 

見ろ と、 よく、 まァ、 あないな 勇氣が 出た こと や。 後に ついて 來 ると 思た ものが 足音 を絕 つ、 並ん ど 

つた ものが えん になる、 前に 進む ものが 倒れて しまう。 自分 は 自分で、 循 とする ものがない o』 


泡 鳴 仝 築 第 1 卷  - c-_ 

fe ウて. ss.<-.*\ で き， >  C  -0  - 

『そこにな ると、 もう、 僕 等の 到底 想像 出來 ない こと だ』 

『1、 君、 さう や。』 

『わたし は 何 皮も聽 かされ たんで、 よく 知つ とります』 と、 細君が また 銑 子 を 持って 出て 來て 僕 等 

の そばに 座 わり 込んだ。 

『奥さんが その 楣 になる つもりです、 ね？』 

『さう や も 知れ ま へ ん』 と 笑って ゐる。 

友人 は眞 面目 だ。 

『僕 はなんで こない に が 出る か 知らん 殺たん が氟の ゆるみで * 急に 寂しい 樣な氣 がした. - 僕獨り 

e.  -li 聯 終がなかった。 こない な 時の 寂し さは 乃ち 恐怖 や、 おそれ や。 それ ァ 發砲を 禁じられと 

つたんで • た.. 土 くれや 廣泰の 燒け淺 り をた よりに、 彈丸を 避けながら 進んで 行たん やが、 僕が 黍の 

根 を 引き起し • それ を 堤と してから だ を 横た へた 時、 ま 7、 安心と 思たん が惡 かったん ゥ はでう あろ、 速^ 

砲^の 破裂に 何とも かと も 云 へん 恐ろし さ を 感じた。 ：S=1M ども はどうな つた か 思て， 拔カを 見ん と、 

光單の光にすらりとI^J^っ見ぇるんは石か株か、 死體か 生きと るん か、 見分けが つかなん だ。 また" 似の 

砲蠱 まで まだ どれほど あるかて、 音響 測量 を やって 見たら、 たッた 二百 五十 メ ー トル ほかな 力った 

大ゎ rir.His< ツ^り 雨の 如く 降つ とった。 その 間 を 平氣で 進んで 來 たもの が ある やない か？ たッ 


た 獺り やに 「沈着に せい、 沈着に せい」 云 ふて 命令し とる 樣な樣 子が 何やら を かしい 思 はれた。 演習 

に 行ても あないに 落ち 付いて をら れん。 人並みと は 違た 檨子 や。 して、 倒れと る ものが 皆 自分 力 命令 

に從 ごて 來る つもりら しかった。 それが 大石 軍曹 や o』 

友人 は 不思議で はない かと fk はぬ ばかりに >  僕と 細君との 顔 を 順ぐ りに 見た。 

『戰 場で は』 と * 僕が 受けて、 『大膽 に 出て 行く ものに ゃァ 却って 彈 丸が 當ら ない もの ださう だ。』 

『うちの 人の 樣に くよ. /(\ 'しとる と、 ほん まにあき ま へん。』 

ふ だいたん えんせいか  あた  つ. いは， 

『そや さかい おれ は不. K 膽の 厭世家 やて 云 ふとる。 彈 丸が 當っ て くれたの はわし として 名譽 でも あつ 

たろ が、 くたばり そこねて こない な耻 さらし をす るん やさ かい、 矢ッ 張り 大瞻な 奴 は 仕 合せに も 死ぬ 

のが 早い 11 「沈着に せい、 沈着に せい」 云 ふて 進んで 行 くん やさ かい、 上官 を獨り ほかいて 置く わけ 

にも 行かん。 この 人が 來 なんだら、 僕 は  一 In: 散に 逃 ゆて しもたや も 知れん の や。 僕 はこ は.^ 起き あ 

がって その 跡に 付いて たんやけ ど • 何やら 様子が 不思議 やつたん で、 軍曹に 目を離さんで をつ たんや 

あぶ 

が、 これ はいよ- f\ -キ 印に なつと るん や 思た、 自分の キ 印に は氣 がっかんで —— 「軍曹 どの iii^ の 御座り 

ます」 僕が 云 ふたら， 

「なァ に、 くそ！ 沈着に せい。」 

「みな やられたら しいです。 あたりに は、 軍曹 どのと わたしと ばかり。 打 たれる くら ゐ なら 先 づこッ 
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ちゃから 打って • 敵 砲手の 獨 りなと、 ふたりな と 射殺して やり ましよ。」 

「なに ィ —— 距離 を 測景； した か？」 

「一 一 百 五十 メ ー トルば. 内 —— 只今；； 一;^ りました。」 

『ぢ ゃァ、 やれ！ 沈着に 發砲 せい！。」 

「よらし い！」 て、 一 一人と もす どんく  ； 生 懸命に なって 二三 十發 つづけざまに 發 砲した。 

『之に 應 じて、 C ぬの H あてから は 勿論 *  I 山， 鶴 冠 山から も 砲^ は 雨、 あられと 飛んで 来た。 びか 

ッ てお に 光が ま i すると、 ばらく ッと 一 段 烈しう 速射砲 彈が 降って 來 たんで、 僕 は 地上に うつ 伏し 

になって 之 を 避けた。 敵壘の 速射砲 を發 する ぼと く、 ぼと く 云 ふ 響きが 聽 えたの は、 如何にも 怖 

ハ もの や。 1$ び 立ち あがった 時、 僕 はやられた。 十四 五 ® 所の 貫通 創 を 受けた。 

「帘曹 どの、 やられました！」 

「砲 彈か、 小銃 彈 か？」 

「穴 は 大きい。」 

「ちゃ ァ、 後方に さがれ！」 

「かしこまりました！」 て 一 心に^ は騷け 出したん やけど、 倒れて 夢中に なった。 氣が ついて^たら 

「しッ かり. y い、 しッ かりせ い」 て、 獨 りの 兵-つ 俟を か、 へて 後送して くれと つた。 水が 飲みた いんで、 


% "&の 水を収 ろと して • 出血の 甚 しかつたん を 知り T とても 生きて 歸る ことが 出来ん なら、 い ッそ戰 

線て 於て 死にます」 云 ふたら •  r ぢ ゃァ、 お前の 勝手に 任す」 云 ふて、 その 兵 は いづれ へ か 去った。 こ 

の 際 • 外に 看護して くれる もの はな かったん やさ かい、 それが 矢ッ 張り 大石 軍曹であった らしい。 ど 

うやら、 その 聲 にも 似と つた。』 

『それが 果して 氣違 ひであった なら、 隨 分し ッ かりした 氣狂ひ ぢゃァ ないか？』 

ぼく  よど ほし 

『無論 氣狂 ひに も 種類が ある もんと 見に やならん。 — 僕 は それから 夜通し 何も 知らな かったん や。 

；冉 び氣が 付いて 見たら * 前夜 川から 突進した 道筋 をす ッと 右に 離れた とこに 獨立 家屋が あった、 その 

附近の 畑の 掘れた なかに 3^ れ とった。 夜の あけ 方で あつたん やけど、 まだ 薄暗かった。 あたま を攀 ゆて 

あたり を ると、 「々り 兵の 這 ひさが るん かと 思た 黑ぃ 影が ある やない か？ 自分 も あの 樣 にして 這 ひさ 

がろ 思て よう 見る と。 うわさに 11 いた 支那 犬 やない か？ 戰爭の 過ぎた 跡へ かけ 付けて、 なま 臭い 人肉 

を 食 ふ 狼 見た 樣な 犬が うろ 付い とる 問で • 腰， 膝の 立たん わが 身が 一 夜 を その 害からの がれたん は * 

ゆうぎ  だ  こうは C- 

まだ 死 をい そ ぐんで はな かろて、 勇氣 —— これが 僕に はほん まの 勇氣 やろ 11 を 出して、 後 力に さ 力 

つた" 獨立 家屋の あたりに は、 衛生隊が 死傷者 を收容 する 様子 は兒 えなんだ。 進んだ 時 も 夢中で あつ 

たんやが * さがる 時 も 一 生 懸命 11 敵に 見付かったら いふ 怖 さに、 た ッた鄉 りぼッ ちの §^ 中に 各種の 

大砲 小銃が 四が 八；；：^ から ねら ひ を 向けと る 檨な氣 がして- ひどう 神經 過敏に なった 耳元で、 僕の 手足 

，お  一 〇 五 
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が 這 ふとる 一 W がした。 のぼせ 切って をつ たんや。 刈り取られた 黎畑ゃ 赤 はけの 小山 を 越えて、 およそ 

ニ千メト1ル.^乂かの£2繃帶場へ っぃた時は、 ほッと I  c-u した ま- -、 また 正氣を 失て しもた。 そこから 

てんさう 

また； 千メ， 'トル^の とこに 第 〇 師團 第二 野戰 病院が あって、 そこへ 轉送 され- 廿四 曰に は 長 嶺子定 

立 病院に あった。 その i に 僕の 左の 腕が 無うな つと つた〕 寢臺の 上に 仰向けに なった ま、、 「おや 腕が，！ 

と氣が 付い たんやが、 その 時 ^1 に 僕の 目に 見えたん は大石 軍曹の 姿であった。 この 人 をし かった 上. 1?^ 

にも：：；： -ナ- て やりた かったん やが、 「その 場に のぞんで 見て 直 ひましよ」 と 僕の 心 を威喊 してや ^ に 戦 やの 

修？ fsl 勿が 浮んで 來た。 僕はぞ ッ としてれ i 圑を 被ろうと したが 手が I 方より ほか 出なかった。 びッ くり 

した 1^ 謹婦が • どうし たんや 問 ふたに 答へ もせす、 右の 手 を 出して そッと 左の 肩に 當 つて 兌たら、 二 

三寸のと こで 腕が 木の 株の 様に 切れて、 繃帶 をして あった。 —— この 腕 だ。』 

と， 友人 は 左の 肩 を 動かした.) 

よ リ  te>*kM  »• し ぐん さう 

『如何に；！^；自身は弱くっても、 It めの 腕 は その 大石軍 曹と 同じく、 行く へが 知れない 程 勇氣が あつたん 

だ』 と、 僕 は 猪：！ を 差した。 

友人 は 右の 手に 受けて、 言葉 を. 趨ぎ、 『あの 時の 心持ちと 云 ふたら， まだ^が 落ち 付い とらなん だん 

あと 

やさ かい、 今にも 敵が 追 ひ 付いて 來さ うで、 怖い ばかりの まぼろし を 兄と つたの や。 跡で 看護婦の 話 

を聽 いたら、 人 石 軍 an ま？ を敏に 思たん であろ *  r 大 石が 來た、 大 石が 來た」 云 ふて たびく うなされ 


とった さラ や。 して • その 軍曹 は 而も 僕 を 獨立家 星の そばまで か、 へて 來て 吳れた 命の 親 だ。 よくよ 

ひぎょう ほんね  ， 

く 僕は卑 恐の 本音 を 出した もん やらし い。』  - 

『それ は 僕に 解釋 さして 吳れ るなら』 と、 僕 は 口を出して、 『氣狂 ひとまで 一方に 思った 軍曹の、 大膽 

な 態度に 君が 深く 打 たれた ので • 夢中な 心に も それ を 忘れ かねたん だら う。』 

『それ 、さ。』 友人 は 卓 を 打って、 『僕 は 今でも その 姿が 見える 様なん や。 岡 見 伍長に 大石 軍曹 は祌 さん 

や』 と、 氣の 弱い にも 似す、 何となく 威 だけ 高に なった 友人の 姿に は， 一種の；^々 しいと ころが あつ 

た。 その 寂しい ほ 、ゑみ は 消えて、 顔 は * 酒の 醉 ひで なく、 別な 力の 熱して 來た 目つ きであった。 僕 

は、 周 園の 平凡な 眞ん 中で、 戰爭當 時の 狂 熱に 接する 様な 氣 がした。 

さび  へいぼん  し ャ 

『大石 軍曹 は j と、 友人 はまた 元の 寂しい 卒 凡に 歸 つて、 『その 行く へが 他の 死者と 同じ 樣に六 ヶ月^ 

分らなん だ。 li 立 家屋の さきで 倒れと つたん を 見た 云 ふもん もあった さう やし、 もッ とさ キ s! の 方で 錢 

傷した ま、 戰 ことった 云 ふもん も ある。 何に せい、 聯隊の 全 減で あつたん やさ かい、 僕の 中隊で 俊と 

もう 一人 ほか 生還 しゃへんの や。 全滅 後 • 死體の 牧容も 出來ん で、 その ま- - 翌年の 一月 十二 三 u、 乃 

ち 旅 順 開城 後まで ほッ とかれたん や，. 一月の 十二 三日に 牧容 せられ、 生死 不明 者 等 は そこで _\ めて 戰 

死と 認定せられ、 遺骨が 皆 本國の 聯隊に 着し たん は、 三月 十五 日 13； であつ たんや。 死後 八 ヶ月 を 過ぎ 

て 葬式が 行 はれたん や。』 
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『して、 大 石のから だは あつたん か？』 

『あつたと も- 君 —— 跡で 收 §5 時の 様子 を聽 いて^る と • 僕 等が 飛び した 川から ビ ー 堡 愚に 至る 

He. 「.v さ 一の 構 、で, ん どる もん もあった り、 土中に 埋 つて 片手 や 片足 を 出しと る もん もあった り、 

からだが 維れば なれに なつと るん もあった し 何れも、 股 を 出しと つたん は あばらが 白骨に なつと る。 

腹 を 卜-こ， つけと つたん は黑 い， t 物見た 様になつ とる。 中には 倒れないで 坐 わった ま、、 H 骨に なつと 

つたん も ある。 之 を 兄た 收容者 は 5!：； 泣きに 泣いた さう や。 大石 軍曹 はて 云 ふたら * 僕 力 やられた とこ 

よりも 遙 かさき の 大きな 岩の 上に • 劍 さき を以 つて 敵陣 を ゆび 指した ま 上" 1 須 聯隊 長が 倒れと つた、 

その 岩よりも そッ とさきに i んだ とこで、 I きの 第一 防禦の 嶄壕內 に 死ん どつ たんが、 大石 軍曹と 同じ 

名 の 軍 §:« であつ たさう や。』 

『1 が Shi のあった 人 どす、 なァ』 と、 細君 は 僕の 方に 頸 を 動かした。 

r そり ゃァ』 と、 僕が 話しかける 問 もな く • 友人 は 言葉 をつ いだ。 

『思て ると、 僕 を F お 立 家屋の そばまで 後送して？. 乂れた 跡. ヒ、 また 進んで 行て 例の 「沈着に せい、 沈 

着て せ い」 をつ けと つたん やろ。 —— ま. ァ、 ざッ とこない な 話 —— 君の 耳 も 僕の 長話の 砲-曲で 勞れ 

たろ から、 もラ 少し 飲んで 休む ことにしよ。 まァ、 飮み 給へ。』 

ぎ ましよ J1 と、 す i めろ 娜 おの 酌 を 受けながら * 僕 は 大分 醉 つた 様子ら しかった。 


『君と 久し振りで 會 つて • 愉快に 飮ん だし、 思 ひも よらない 君の 戰話 を聽 いたし * もう、 何にも 不滿 

足 はない。 休ませて 貰 はう。』 

『それで は 二階へ 行 こか？』 

『ま ァ、 鳥渡 待って おくれ やす』 と • 細君 は 先づ僕 等の 寢床を 敷きに あがった。 僕 等 は 暫くして あが 

つた。 

家 は 古いが、 細君の 方の 親讓 りで *  二階の 飾りな ども 可な り 揃って ゐ た。 友人の 今の 身分から 見る 

と、 家賃が 入らない だけに、 どこか 樂に 見える ところ もあった。 夫婦に 小 偶 二人の 活 しだ。 

『あす 君は歸 るん や。 なァ、 僕 は 役場の 書記で くたば るん や。 もう 一 遍君 等と 一 緒に 寄宿 舍の鈑 を Xs5 

た 時代に 返りたい』 と * 友人 は寢卷 きを 着かへ ながらし^,^ 語った 時、 下の 坐 敷から 年上の 子の 泣 

き聲が 間え た。 つ 丈いて • 年下の 子が 泣き出した。 細君 は 急いで 下りて 行った。 * 

I  .  .S や  ゎづ 

『あれ やさ かい 厭に なって しまう。 親子 四 人の 爲 めに 僅かの 給料で 毎日く こき使 はれ、 歸 つて 晚酌 

でも 一 杯 思 ふ 時 は、 半分 小兒の 守り や。 養子の 身 はつらい もの や、 なァ。 月末の 拂 ひが 不足す る 時な 

ど は • 借金 をす るん も 胸く そ惡し • ぃッそ 子供 を 抱いた ま X* 湖水へ でも 沈んで しま を か？ 心 ふこと が 

ある。』 

かう いふ 話を聽 きながら， 僕 はいつ の！！ にか 寢人 つて しまったが * 醉 ひの 覺 めて 行く に i ゲて •  E 

戰話  一 0 九 
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も资 めて 來て、 再び 眠られ なくなった。 神經が 段々 冴えて 行く のであった。 

その.^ に， 笑の そばで ぐッ すりき！！ a んでゐ るら しい 友人の 身の上 や、 昔の 寄-お 舍 生活な ど を 出-ひ 浮 

ベ • 友人の 持って ゐた 才能 を 延ばし 得ないで、 こんな 舍 に埋れ てし まう 運命が 氣の 森に たり • その 

むくろ に は 今 どんな 夢が 宿って ゐる だら うな ど、、 寢 苦しい ま、 に 幾度 も寢 返り をす るう ちに， よ ひ 

こ Sli! いた 戰 話が あり/ \ と 暗やみに 見える 様になった。 

然し * 大石軍 普なる 者の 「沈着に せい- 沈着に せい」 の 立ち姿が 黑ぃ ばかりで 分らない。 どんな 顔 を 

して ゐ たらう と 思 ひめぐ らして ゐ ると、 段々 それが 友人の 皮肉な 寂しい 顔に えて 來て、 il 僕 は^ 

して 夢 を：： んてゐ たので はない 11 その 聲高 いいび きを 聽 くと、 僕 は 何だか 友人と お を 並べて^ てるる 

1:^ がしないで、 li&i ある 將 軍の^ 床に 侍って.^ る 様な 氣 がした。 

11 (ii 十 .1 年 H=iwo  -1 


この 作 は 明治 SI 十三 年 某. せ？ 肆ょ^ 

發刊 された も G であるが、 更に 大 

正 四 年 五月 新潮 社より 改訂 の上刊 

行され た。 從 って臺 本 は 改訂され 

たる 後者 を牧錄 する ことにした。 
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一 

僕 は ひ を 國府津 の 海岸に 送る ことにな つた。 友人の 紹介で、 或 寺の 一 室 を 借りる つもりであった 

の だが、 たづね て 行って 见 ると、 いろ/ \ 取り込みの ことがあって、 この 夏 は 客の 世話が 出來 ない と 

云 ふので、 また その 住持の 招 介. を 得て、 素人の 家に 置いて 貰 ふこと になった" 少し 込み入った ベ-を 

si たいので、 やかましい mli など を 避けた ので ある 0 隣り が 料理 嵐で 藝者も 一人 か i へて あるので、 

時々 容 などが あがって ゐる時 は • 隨分 さう ざう しかった。 然し 僕 は 三味線の K: きくした 音色 を縑ひ 

でない から • 却って 面白い ところ だと 氣に 入った。 

^の 占領した il^i は 一 一階で， 1 1 階 はこの 一 窒 より ほかになかった。 隣り の 料理屋の 地面から、 丈の 高 

ハ、， ちじくが 繁り 立って、 僕の 二階の 家 根 を 上まで も 越して ゐる。 いちじくの 靑ぃ廣 葉 はもろ さうな 

あ, 5.. きリ 

物 だが， 之 を 兄て ゐ ると， 何となく しんみりと * 氣 持ちの い、 物 だから. 僕 は^ 蕉葉ゃ 青桐の 薬と 1^ 

しか  ざ しき  f  1  - 

5!^に^!^きなゃっだ。 而も それが 僕の 仕事 をす る座數 から 直く そ はに 見える 


それに、 その 葉 かけから • 隣り の 料理屋の 綺麗な 庭が 見える.， 燈籠 やら、 いくつに も 分岐した 敷石 

の 道 やら、 飘簞 なりの 池 やら、 低い 松 や 柳の 枝ぶ り を 造って 刈り込ん であるの やら、 例の 箱庭 式 はこ 

せついて 覼な物 だが • 掃除の よく 行き 屆 いて ゐ たの は、 これ も氣 持の いい 事の 一 つ だ。 その 庭の 端 

の 僕の 方に 寄って ると ころ は • 勝手口の あるので • 他の 方から 低い 竹垣 を以 つて 仕切られて ゐて、 そ 

こに ある 井戸 —— それ も 僕 Q 座敷から 見える I— は、 僕の 家の人々 もっか はせ て 貰 ふこと になって ゐ 

ふ-: り  し a- 

隣り の 家族と 云って は * 主人 夫婦に 子供が 二人。 それに 主人の 姉と 藝 とが 加 はって ゐた。 主人 夫 

嫌 は 極お 人よ しで 家業 大事とば かり、 家の 掃除と 料理との 爲 めに、 朝から 晚 まで 一 生 懸命に 働いて ゐ 

た。 主人の 姉 i . 名 はお 貞 —— と 云 ふの が * 昔からの えら 物で、 そこの 女將 たる 賞權を 握って るて、 池 

さ だぼら  -sf- 

方 有志の 宴 會に でも 出る と、 井筒屋の 女 將ぉ貞 婆さんと 云へば、 なか/ \ 幅が利く 代り * 家に ゐて は、 

主人 夫婦 を 呼び 粲て にして、 少しでもその^£-^地の惡ぃ心に落ちなぃことがぁると、 ぎりた がるお 客 

が 家の 者に がな りつ く樣な 欉 iSf であった。 

め ひ 

お 君と いふ その 姪、 乃ち • そこの 娘 も • 年 は 十六 だが、 叔母に 似た 性質で、 11 客の前へ出ては2^- 

き  ぶ あ. S けう 

氣で、 無 愛嬌 だが * —— とんまな 雨 親の して ゐる ことが もどかしく ッて、 もどかしく ッて JJ まらな <: 

と 云 ふ 風に、 自分が 用の ない 時 は、 火鉢の 前に 坐って、 目を離さす、 その 長い I で 兩親を 使 ひま はし 
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てゐる 0 前年な ど， か、 へられて ゐた藝 者が、 この 娘の 皮肉の 折檻に 堪へ 切れないで、 海へ 身を投 U 

て 死んだ。 それから、 急に 不評判に なって、 あの 婆さんと 娘と が ゐる間 は、 井筒 星へ は 行って やらな 

いと 云 ふ 人々 が 多くな つたの ださう だ。 で餘 り景氣 のい k 料理店ではなかった。 

僕が i が出來 ると いふので、 僕の 家の人 を 介して、 井筒 磨 主人が その子 供に 英語 I へて くォ 

ろと 顿ん で來 た。 それ も眞 面目な 侬賴 ではなく、 時々 西洋人が 來て、 應對に 困る ことがあ るので、 『お 

あがん なさい』 とか、 『何 を 出しましょう』 とか、 『お 酒 をお 飮 みです か、 ビ ー ル をお 飲みです か』 と 力 

if 呼びましょう か』 とか、 ^11?, ね』 とか、 『またい らっしゃい』 とか、 さう いふ こ 

とた 募 門に 敎 へて くれろ と 云 ふので あった。 僕 は 好ましく なか. つたが、 仕事の あ ひまに 敎 へて やる の 

も 面白い と 思って、 會 話の 目 f 作らして、 そのうち を 少しで と、 二人が ほかで 習って 來るナ ショ 

ナ ル讀 本の 一 と 一 一と を 請まして 見る ことにした。 お 君さん とその 弟の 正 ちゃんとが 毎日 午後^.^ を定 

め r-^ ひこ 來た。 正ち やん は 十二 歲で、 病身 だけに、 少し 薄の ろの 方であった。 

或 H 正ち やん は、 S のない ので、 午前 十一 頃に やって来た。 僕 は 大切 If 取られる のが 惜 

しかった ので、 い、^ 滅に敎 へて すまして しま ふと、 

1 うちの 藝者も 先生に 敎へ ていた r きたいと 云 ひます』 と 云 ひ 出した。 

s 倒く さいから、 f よ』 と 僕 は答 へたが、 跡 か I ふと， その 時から 既に そ iff だまさ 


うとして ゐ たの だ。 正ち やん は 無 邪氣な もので、 

『どラ せ 習ら つても、 馬鹿 だから、 分る もんか？』 

,『 なぜ？』 

くまが ひ じ らう t ほざね 

『こないだ も大 ざら ひがあって， 義太夫 を 語ったら * 熊 谷の 次 郞直實 とい ふの を 熊 谷の 太郞と 云うて 

笑 はれたん だ 11 あ、 あれが うちの 藝 者です、 寝坊の 親玉。』 

と、 そと を 指さした ので、 僕 も その 方に 向いた。 いちじくの 葉 かげから 見えた の は、 しごき！ つの 

だらしない i 卷き 姿が、 楊枝 を銜は へ て， 井戸端から こちら を 見て 笑って ゐる。  、 

『正ち やん、 い- -物を あけよう か？』 

『あ i』 と 立ち あがって、 兩手を 出した。  ， 

『ほうる よ』 と、 しなやか にだが、 勢 ひよく からだが 曲がる かと 思 ふと、 黑ぃ 物が 飛んで 來 て- £ら 

やん の 手 を はづれ て、 僕の 肩に 當 つた。 

『お ほ、 ほ、 ほ！ 御免下さい』 と- 向 ふ は 笑 ひく づれ たが、 直ぐ 白い つば を 吐いて、 顔 を 洗 ひ 出し 

た。 飛んで 來 たの は 僕の がま 口 だ。 

『これ はわた しの だ。 さッ き井戶 端へ 水を飮 みに 行った 時、 落したん だら う。』 

『あの 狐に 取られんで、 まァ、 よかった。』 


泡 鳴 .2* 第一 卷  一一 > 

r 可" おさう に. そんな こと を 云って —— 何とい ふ 名 か、 ね？』 

r+;I 彌と云 ひます。』  > 

r 歸 つたら * 禮を 云つ といて お 吳れ』 と、 僕 は 僕の 讀 みかけて ゐる メレ ジコ ウス キの 小？^ 開、 りいた 

上ち やん は、 •  婆から 來 たので、 」级 から^って 行った が、 それと 一 緒に 何 か 話し をしながら * 家に 道 

^<って4:く吉顿のぎ颜を2^^ハぞぃて兒て- り 色が 黑 いので、 俟は いや 氣 がした。 

二 

僕 は その 夕が た、 あたまの 鋭れ を i しに、 井筒屋へ 行った。 それ も、 负の 立たない 様に わざと 裘か 

ら 行った。 

「あら- 先生！』 と • 第一に ぉ貞 婆さんが 見つけて- 立って 來た 。『こんなむ さ 苦しい ところから お出 

ん でも —— 』 

『なァ に * 僕に 遠慮が ないから  』 

『ま ァ、 お.；、 おりなさって 下さい。」 

、 )  ね. ゥ，  すわ 

『失敬し ます』 と、 おは： 祭 どころ の^ 敏 きから あがって、 太き な^ 爐裡の そ はへ 坐った。 

t  、ま 尻よ しょりて： お を 掃除して ゐる Q が 見えた： おかみさん は 下女 同様な 風 をして、 SiC ぃ臺 どこ 


すわ  ま  すがたみ 

ろで 働いて ゐた。 僕の 坐った うしろの 方に、 廣ぃ 間が 一 つあって、 そこに 大きな 姿見が 据 ゑて ある。 

？そ なが 

お 君さん がその 前に 立って、 頻りに 姿を氣 にして ゐた。 疊 一 枚 ほどに 切れて ゐる 細長い 31 爐裡に は、 こ 

ま r  がん ま つ 

の 暑い のに、 燃 木が 四 五本 もく ベ てあつて、 天井から 雁木で 釣る した 鐵 瓶が ぐらく 煮え立って ゐた。 

あらた 

『どうも、 毎度、 千 供が お世話になって』 と、 爐を 隔て- - 僕と 相對 したお 貞 婆さんが 改まって 挨楼を 

した。 

『どうせ、 丁寧に 敎 へて あける 暇 はない の だから、 ぉ禮を 云 はれる までの こと はない のです。」 

『この 暑い のに、 よう 精が 出ます、 な、 朝から 晚 まで 勉強 をな さって？』 

「さう やって ゐ なければ 喰 へな いんです から。』 

ごじ やう だん  ほか  ， 

『御 常談を 11 それでも、 先生 は 外の 人と 違って、 遊 ひながら お 仕事が 出來 るので 結構で 御座り ますに 

『貧乏 ひまな しの 譬へ になり ませう。』  .. 

『どう致しまして、 先生 —— おい、 お 君、 先生に お茶 を あけない か？』 

そのうち、 正 ちゃんが どこから か歸 つて 來て * 僕の そばへ 坐って、 今聽 いて 來た 世間のう はさ 話し 

を 出す。 お 君さん は 茶 を 出して 來る。 ぉ貞が 二人の 子供 を實 子の 樣 にず 愛が り、 また 自慢す るの が 近 

處の 人々 から 嫌 はれる 一 原因 だと 聽 いてる たから、 僕 は そのつ もりで あしらって ゐ た。 

I  はか  こま 

「どうも 馬鹿な 子供で 困ります』 と 言 ふの を、 

耽溺  1 1 七 


泡 ^仝 集 ^ー卷  一一/ 

『なァ に、 ふたりとも!： な たちだから、 おぼえが よく ッて 末糗 母し い』 と • 僕 は 讚 めて やった。 

『ぉッ I- さん、 實は氣 が て來 たんで、 一杯 飮 まして もら ひたいん です、 どッ かい-座敷 を 一 つ 期 

けて もら ひませ うか？』 

『それ は 有難た う 御座ります』 と、 お 貞はお 君に 目く ばせ しながら、 

か *| とま 

『風通しの ぇ丄 一階の 三番が よかろ。 あすこ へ 御案內 おし。』 

『なァ に、 どこでもい、 です よ』 と、 僕 は 立って お 君さん について 行った。 煙草盆が 来た * 改めてお 

茶が 出た，、 

『何 をお あがりなさい ます』 と、 お 君のお きまり 文句ら しいの を聽 くと • 僕が 西洋人なら 俟の敎 へた 

を 試みる の だら うと 甲 ひ はれて、 何だか 厭な、 小 瘤な 娘 だとい ふ考 へが 浮んだ。 僕 はい、 加 减に見 

つくろって 出 す^に 命じ、 卷煙藥 をく はへ て寢 ころんだ。 

J  そろ 

先づぎ 苔が 出て、 お 君が 鳥渡 酌 をして 立った 跡で、 ちび りく 飮ん でゐ ると 二三 品 は 揃って、 そこ 

へ ぉ貞が 相手に 出て 來た。 

1 ぉ獨り ではお 寂し かろ、 婆々 ァ でもお 相手 致し ませう。』 

S.A づ ぎ . ) 

r 結構です、 まァ 一 杯 J と、 僕 は盃を さした。 

は，；, じ？. ゥ  か .<'*-*•<".:,.' 

婆さん は いろんな 話 をした。 この 家の 二三 年 前まで は 繁盛した こと や、 近頃 は-向 客足 力 逢い こと 


や、 土地の人々 の 薄情な こと や、 世間で 自家の 缺點を 指摘して ゐ るの は 知らないで、 勝手の い- - 泣き 

あしおと  *1 ちゃ てうし 

苜 ばかりが 出た。 やがて はしご 段 を あがって、 廊下に 遠った 足音が すると 思 ふと、 吉彌が 鋭 子 を 持つ 

す が ほ 

て來 たの だ。 けさ115^^素顏ゃなり振りとは違って、 導 常な 藝 者に 出.^ あがって ゐる。 

『けさ ほど は失禮 致しました』 と、 しとやかながら 冷 かす 樣に手 をつ いた。 

r 僕 こそお 禮を云 ひに 來 たの かも 知れません。』 

『かも 知れません では、 ぉ禮 になります まい！』 

「いや、 どうも — それで は、 ありがたう 御座ります』 と. 僕 は わざとら しく あたま を 下け た。 

『ま ァ、 それで、 あたい 氣 がすんだ、 わ。』 

せんす つか 

士ロ彌 はお 貞を 見て、 勝利が ほに 扇子 を 使った。  ， 

『全體 * まァ』 と、 はじめから 怪 幻な 様子 をして ゐ たお 貞が、 『どうした ことよ、 出し 拔 けにな ぞ昆た 

様で？』 

「なァ に、 ぉッ 母さん、 けさ、 僕が 落した がま 口 を 拾って もらつ たんです』 とい ふと，、 その 跡 は吉彌 

の 笑 ひ 聲で說 明され た。 

『それで は、 ぃッ そだ まって をれば 儲かった のに。」 

『ほんと に、 あたい、 さう したら よかった。』 


a 第一 卷  一二 o 

『生 情 銅貨が 1 一三 錢と來 たら、 如何に 士 n 彌 さんでも 驚 くだらう。』 

「この >^ はな か/ \愁 張りです よ。』 

『あら、 叔母さん、 そんな こと はない、 わ。』 

『ま ァ、 一 つ さし ませう』 と、 僕 は 吉彌に 猪 4 口 を 渡して、 『今お 座敷 は 明いて ねる だら うか？』 

『叔 さん、 どう？』 

『今のところ では、 n がか、 つて をらない。』 

f よく 

『ぢ ゃァ、 俊が けさのお 禮 として 玉 をつ け ませう。』 

『それ は濟 みません けれど』 と 云 ひながら、 婆ァ さんが 承知の しるしに 僕の 猪口に 酒 を 酌いで、 下 

て 行った。 

ミ 

『お前の 生れ は どこ？」 

『東京。』  . 

『東京 は どこ？』 

f 淺草 J 


r 淺草は どこ？』 

}  せんぞく まち 

『あなた はしつ ッ こいの ね、 千 束 町よ。』 

a  どぶ だめ 

『あ、 あの 溝 溜の 樣な 池が あると ころ だら う？』 

『おあいにくさま、 あんな 池は迅 くにう まって しま ひました よ o』 

『ぢ ゃァ、 うまった 跡に ぐらつく 安 借家が 出來 た、 その 二 軒 目 だら う？』 

『しどい わ、 あなた は』 と、 ぶつ 痘似 をして、 『はい、 これでもう ちへ 歸 つたら、 ぉ孃 さん ひ 一ま^ます 

よ。』 

『お嬢さん 藝者萬 歳』 と、 僕 は 猪口 を あゆる 眞似 をした。 

三味 を彈 力せ ると ぺ こん./ \ と ごまかし 彈 きをす るば がり。 面白く もない が、 僕は醉 つた まぎれ 

に ひもした。  、 

一 

『もう、 よせく。』 僕 は 三味線 を 取り あゆて、 脇に 投げ やり、 『おれが 手の すぢを 見て やらう」 と、 

ふと  14 かつ A う 

右の 手 を 出させた が * 指が 太く 短く ッて實 に 無 格好であった。 

『お前 は全體 いくつ だ？』 

「二 十五。』 

『うそ だ、 少く とも 二十 七 だら う？』 


泡 鳴.^ 集 卷  1 ニニ 

『ぢ ゃァ、 さう して §Q いて？』  . 

とつ 

『お父さん は あるの？』 

『あります o』 

『何 をして ゐ る？」 

『下駄屋。』 

か 

『ぉッ 母さん は？』 

『藝 者の 桂庵。』 

「兄さん は？」 

みせ- i,? 

「勸 T: 場の 店番. J 

『； P- さん は？  B 

f ない の OJ 

『妹 は？』 

「藝者 を 引かされる 笞っ』 

『どこ に つとめてる るの？ J 

お ほみ や 

『人 宮。』 


『引かされて どうす るの？』 

『その 人の 奥さん o』 

『な ァに、 妾 だら う。』 

『妾なん か、 つまりません わ。』 

『ぢ ゃァ、 おれの 奥さんに してやらう か？』 と、 からだ を引ッ 張る と、 『はい、 よろしく』 と、 笑 ひな 

がら 寄って 来た。 

四 

たま 

翌朝- 食事 をす ましてから、 僕 は 机に 向って ゆうべの こと を考 へた。 吉彌が 電燈の 球に 『やまと』 の 

み てん こっち やう 

あき 袋 を かぶせ、 はしご 段の 方に 耳 を そば 立てた 時の 樣子を 見て、 もろい 奴、 見す 轉の 骨頂 だとい ふ 

い き    *  I 

嫌氣 がした が、 然し 自分の 自由になる 物 は、 —— 犬 猫 を 飼っても さ うだらう が —— それが 人 問で あれ 

ば、 如何な お 多 福で も、 I 暦 可愛くなる のが 人情 だ。 國府津 に ゐる閒 は 可愛がって やらう。 東京に つ 

れて 歸れば 面白から うな ど&、 それから それへ 空想 をめ ぐらして ゐた。 

しょちつ 

下座 敷で なまめかしい 聲 がして、 段々 二階へ あがって 來た。 吉彌 だ。 書物 を 開ら かう としたと ころ 

だが、 まんざら 厭な 氣 もしなかった。 

U  漏  二 ご 二 


泡^ <. ^集 ^一^  ニー 四 

『田 村 先生， お早う。』 

一 お前 か い？』 

『來 たら、 いけない の？』 ぴッ たり- 僕の そばに からだ を 押しつけて 坐った。 それ ッ きりで、 目が 物 

を 云って ゐた 僕 は その^ をいだ いて 口 づけ をして やらう としたら、 わざと かほ を そむけて、 

『服た 人 * ね o』 

『^なら 來 ないがい-'、 さ。』 

『それでも、 來 たの —— あたし、 あなたの 様な 人が 好きよ。 商賫 人？』 

『あ 、、 商賫 人。』 

「どんな 商 赍。』 

『本蒈 き 商お"。』 

『そんた 商寰 があります もんか？』 

『ま ァ、 ない、 ね o」 

「人 を 馬鹿にして ィ るの、 ね」 と、 の 肩 をた、 いた。 

いやす  ふうび  b 

僕 を 商 _ ほ 人と 見た ので、 また 厥 一!^ がした が、 他日 わが 國を^ ^する 大文寧 者 だな ど、 威ば つたと こ 

ろで、 かの 女の 分らう 害 もない から、 茶化す つもりで わざと 節 をし かめ、 


r あ、 いた. -!』 

『うそく、 そんな ことで 痛い ものです か？』 と、 ふき 出した 。卦 JHS^ の 齙の子 をお もら やにして ゐ た。 

『全 體 どうして お前 はこん なと ころに ぐづ いて るんだ？』 

『東京へ 歸 りたい の。』 

『歸 りたき ゃァ早 く歸 つたら い 、ぢ ゃァ ないか？』 

『ぉッ 母さんに さう 云って やった * わ、 迎 へに 來 なきや ァ 死ん. ちまう ッ て。』 

「おそろし いこ ッた。 然し そんな ことで、 びくつく ぉッ 母さん ぢゃァ あるまい。』 

『ぉッ 母さん は そり ゃァ く 可愛が るの よ。』 

『玀 りで うぬぼれて ゃァ がる〕 鮮が お前の 様な 者 を 可愛がる もんか？ 一 體 お前 は 何が 出來 るの だ？』 

『何でも 出来る、 わ。』 

『第一 、 三味線 は 下手 だし * 歌 もま づ いし- こ、 から 聽ぃて ゐても • た^き ゃァ く騷 いでる ばかり 

だ。』 

ち ど 

『ほんとう は • 三味線 はきら ひ、 踊リが 好きだった の。』 

r ぢ ゃァ、 踊って 見る がい、』 と は 云った もの \、 ふと 額 を 見合 はせ たら、 抱き 附 いて やりたい 様な 

め ふむ 

氣 がした の を、 しつ ッ こいと 思 はせ ない 1^:1 め、 まぎらしに 仰向けに 倒れ、 兩手 をう しろに 組んだ ま、 -、 

耽溺  一 二 五 
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その上に あたま をのせ、 吉彌が 机の 上で い たづら をして ゐる is が ほ を 見る と、 色は黑 いが、 鼻柱が 髙 

く，  n も 口 も 大きい。 それに 丈が 高い ので、 役者に したら、 舞 臺づら がよく 利 くだらう と 思ひ附 いた。 

ちょっと ことわ 

鳥波斷 つて ^51 くが、 僕 は 或 脚本 11 それによ つて 僕の 進退 を诀 する —— を 書く 爲め、 材料の 整理 をし 

に 來てゐ るので、 少く とも 女優の 獨り ぐら ゐは、 之を演 する 段に なれば 必要 だと 思って ゐた時 だ 0 

『お ".1 が 踊り を 好きなら、 役者に なったら どう だ？』 

『あたい、 赞成 だ、 わ。 5. 州に るた 時、 朋輩と 一緒に 幵、 郞， 十郞を やった の。』 

r さぞ この 尻が 大きかった だら う、 ね。』 うしろから ぶっと、 

ちゃ  はら 

『よして-伯 戴よ お茶 を 引く、 わ』 と、 僕の 手を拂 つた。 

『お： .1 が 役 # になる 氣 なら、 僕が 十分 周旋して やら ァ。』 

r どこへ、 本鄕 座？ 東京 座？ 新 富 座？』 

『とこで もい」 や、 ね、 それ は 僕の 胸に あるんだ o』 

f あたい、 役者に なれば、 妹 もな りたがる にき まって る。 それに、 あたいの H  』 

r え、 お^の 子供が あるん か？』 

「もとの 日 ー那に 出來た 娘な の OJ 

「いくつ！ 


『主。』 

r 意氣 地な しのお 别が 子までお ッ つけられ たんだら う？』 

『さう ぢゃァ ない • わ。 靑 森の 人で、 手が 切れてから も、 一 年に 一 度ぐ らゐは 出て 來て、 子供の 食 ひ 

が 持ぐ らゐ はよ こす、 わ。 —— それが 面白い 子よ。 五つ 六つの 時から 踊りが 上手なん で- 料理屋 や (位 

合から 借りに 來 るの T はい、 今晩は」 ッて、 澄まして お客さんの 座敷へ 這 入って 來て、 踊りが すむ と、 

「姉さん、 御 祝儀 は」 ッて 催促す るの。 小 瘤な 子よ。 芝居 は 好きだから、 あたいよ く 仕込んで やる、 わ。』 

ひ ろ 5 

吉彌は 直ぐ 乘り氣 になって、 いよく さう と 定まれば、 知り合 ひの 待合 や 藝者屋 に 披露して 引き幕 

きもの  ね 

を 贈って 貰 はなければ ならない とか、 披露に ま はる 衣服に これく か- -る とか、 かの 女も寢 ころびな 

がら、 いろくの 注文 をなら ベて ゐ たが、 僕 は、 その 時に なれば、 どうと も 工面して やる がと 返事 を 

し. て、 先づ 二三 日考 へさせる ことにした。  ， 

それからと いふ もの、 僕 は 毎晩の 樣に 井筒屋へ 飮 みに 行った。 吉彌の 顔が 見たい のと、 例の 決心 を 

たしか  ほんとう 

確め たいので あつたが、 當 人の 诀 心が 先 づ本統 らしく 見える と、 直ぐ また 僕 は その 親の 意見 を聽き に 

やらせた。 親から は 近々 當 地へ 來 るから * その 時よ く 相談 するとい ふ 返事が 來 たと， 吉彌が 話した。 

耽  0  一  二 七 
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gYi では- また、 成 友人の 釗 場に 關係か あるのに 手紙 を 出し • かう くい ふ 女が あって かう くだ 

と， そハ缺點と：^所とを^^；：張しなぃっもりで 一考 を 求め、 遊びが てら 見に 來て くれろ と 云って 匿いた 

ら、 つ いでが あった からと 云って 出て 來て くれた。 吉彌を I 夕 友人に 紹介した が、 もう、 その 時 は 僕 

が IV りし 過ぎて ゐて、 女梭問 を 相談す るよりも、 二人の のろけ を 見せた 樣に 友人に 見えた の だら 

う。 僕よ リもす ッと被 i い 友人 は、 來る ゆに も 『田 村 先生 はゐ ます か』 とい ふ 樣な調 千で やって 來て、 

歸 つた 時には その 晚の 勘定^ 圓 なにがし を拂 つてあった ので * 氣の 毒に W (ろて、 僕 は 直ぐ その 宿を訪 

ふと- ま：^」^^.1^なぃと云ふことでぁった。 どこかで また 燒け酒 を 飲んで ゐ るの だら うと 思った から， 

まよう 

その §1=1 朝 を 待って 再び 訪問す ると， もう 出發 して ゐな かった。 僕 は 何 だ 力 興 ざめ た 架 力した。 それ 力 

ら、 一 ？簡、 二週間 を k て も、 友人から は 何 の 音沙汰 もなかった。 然し， 僕 は、 どんな^ 局に 立って 

も， こ の 女 を 女優に 仕立て あげよ 5 と い ふ 熱心が 出て ゐ た。 

^は 井^屋の^ 呂を 貰って ゐ たが、 雨が 降ったり、 餘り凉 しかった りする 日 は 沸たない ので、 自然 

近お おの 錢 1! に 行く ことにな つた。 吉彌も 自分のう ちの は 立っても 夕が たな どで、 お 座敷 時刻の 間に合 

はない と 云つ 一..」 *  W 湯に 行って ゐた。 僕 か 行く 頃に は吉彌 も來た *  41 口 彌の來 る 頃に は 僕 も 行った。 別 


さそ  ま *c 

に 申し 合 はせ たわけで もなかつ たが- 時々 は 向 ふから 誘 ふこと もあった。 氣が附 かすに ゐ たが， 度 

ふ ろ  しゃ ぼん  l-liL 

風呂の 中で 出く はす 男で、 石驗を 女湯の 方から 貰って 使 ふの があって、 僕 はいつ も 厭な、 にやけ た 奴 

だと 思つ てゐ た。 それが 一 度 向 ふから 餘り 女らしく もない 手が 出て、 

『旦那、 しゃ ぼん』 とい ふ 聲が聽 える と * てッ きり 吉彌 の聲 であった。 男 はいつ も 女湯の 方に よって 

洗って ゐた。 

*  一  ノま 

この ふたり は 湯 を あがって から も、 必らす 立ち話し だ。 男 は 腰卷き 一 つで、 うち は を 使 ひながら、 

湯の 番人の 坐って ゐる 番臺の ふちに 片手 を かけて 女に 向 ふと、 女 はまた、 どこで 得た のか、 白い 

丄ゃ ひだ  ね ま *- 

紗の甓 つき 西洋 寢卷 をつ けて、 その そばに 立ちながら 凉 んでゐ た。 湯 あがりの 化粧 をした 額に は、 ほ 

ん のりと 赤み を帶 びて、 見ち がへ る ほど 美しかった。 ， 

外に も藝 者の 這 5k りに 來てゐ るの は 多い が、 いつも 目に 立つ の はこの 女が この 男と 相對 して ふざけ 

たり、 笑ったり して ゐ たこと である。 はじめは この 男 を ひいきのお 客 位に しか 僕 は 思って ゐ なかつ 

が、 石驗 事件 を 知った ので、 これ は 僕の 戀が たき だと 思った。 否、 戀 がた きとして 競 爭 する 必要 もな 

いが、 吉彌が 女優に なりたい など は 魔 r ソかな うそ だと 合點 した。 急に 胸が むか/ \ として 來 すに はゐ 

ぢょ 

られ なかった。 その 樣子 がかの 女に は 見え だか も 知れない が、 僕 は 之を顏 にも 見せない つもりで、 い 

そ. S で 衣服 をつ けて そこ を 出た。 しまったと 後悔した の は， 出口の 子 をつ い 烈しく しめた こと だ。 

耽  溺  ニー. 
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け ふ は 早く 行って、 あの e;: または その他の 人に 呼ばれな いうちに、 吉彌め を あゆ、 一 つ 精 I 杯な じ 

つて やらう と 決心して、 井筒 魔へ 行った。 湯から 歸 つて 直ぐの ことであった。 

『叔母さん。』 僕 もこ、 の 家族の 云 ひなら しに 從 つて、 お 貞婆ァ さん を さう 呼ぶ ことにし たの だ — 

『け ふ は 今から 吉彌 さん を 呼んで， 十分 飲みます ぞ。』 

『J ^度 御 ひいき は 有難う 御座います けれど、 先生 はさう お遊びな さっても よろしう 御座いま すか？』 

『なァ に、 かま ひません とも。』 

『然し、 まだ 奥さんに はお E にか k りません けれど、 おうちで は獨 りで 御 心配な さって をら れ ますよ。 

それが ぉ可哀 さう で。』 

『か- -ァは 何も 知って ません や。』 

『い、 え、 先生の 樣 なお 氣 質で は、 つれ 添 ふ 身に なったら 大抵 想像が つきます もの。』 

『よしんば、 知れた ッて かま ひません。』 

『先生 は それでもよ ろしから うが、 私 どもが そばに ゐて、 奥さんに すみません。』 

r 心配 こや ァ 及びません. さ。』^ 祭よ く は應對 して ゐ たもの X、 考 へて 見る と * 吉彌に 熱くな つて ゐ 

るの を 勘づいて ゐ るので、 旦那が あるから とても 駄目 だとい ふ 心 を ほのめか すので はない かと も 取れ 

よ (ことで はない。 また、 一方に は、 飮む ばかりで 借りが 出来る の を、 若し 拂 はれない 様な ことがあ 


つて はと 心配し 出した ので はない かと も 取れた。 僕 はわ ざと 作り 笑 ひを以 つて 平氣 をよ そ ひ、 ぉ貞ゃ 

お 君さん や 正ち やん やと 時 翻つ ぶしの 話 をした。 吉彌 がま だ 湯から 歸ら ない の を ひそかに 知って ゐた 

からだ。 

『吉彌 は 風呂に 行って まだ 歸 りません が I. もう、 歸 りさうな もの だに、 なァ』 と、 お 貞はお 君に 云 

つた。 

『もう、 1 時間 半、 二 時間に もなる』 と、 正 ちゃんが 時計 を 見て 口を出した。 

『また • あの 青木と Sa 麥屋へ 行った の だち う。』 お 君が 長い §を 動かした。 薔麥 屋と聽 けば、 僕 も吉彌 

に引ッ 込まれた ことがあって、 よく 知って るるから、 そこへ 行って ゐる 事情 は 十分 察 しられる ので、 

い- 1 こと を聽 かして くれたと 思った。 然し， この！： m では あるが 小 癥な娘 を、 敎 へて やって ゐ るが、 

蔡は內 心 非常に 嫌 ひであった。 年に も 似合 はす • 人の 缺點を ig からにらん でね て、 自分の 氣に盒 はな 

い ことがあ ると、 何も 云 はないで、 親に でも g く當 る-」 .  . 

『氣 が强 うて 困ります』 と は、 その 母が 僕に 食って 云った こと だ 0 まして 雇 ひ 人な どに 對 して は、 

..>ief 肉な 當り方 をす るので、 吉彌 はいつ もこの ぎ を 見る とぶ り く して ゐ た。 その 不平 を 吉彌は 度々 

僕に 漏らす ことがあった。 もっとも、 お 君さん を さう いふ 氣 質に 育て あゆたの は、 もとはと 云へ， よ、 

親 達が 惡 いのらし い。 世間の 評判 を聽 くと • まだ 肩 あけ も 取れない うちに- 箱 根の 或 旅 宿の おや 

；  擊  二 1 二 


si 第 i 

ぢ から 大金 を 取つ ス 水 あげ を さ I とい ふこと だ。 お i な f け li®.^ 燒けッ 腹に なって 來 るの は 

當り前 だら う。 

『あの 靑 木の 野郎、 今度 来たら 十分 云って やらに ゃァ』 と、 ぉ貞が 受けて、 『借金が 返せない もんず 

ら、 うちへ 來 ないで、 こそくと ほかで ぬすみ 唯 ひ をし ゃァ 力る！』 

+  ^ はふたり とも 吹き出した。 

『吉彌 も吉彌 だ、 あんな H にく ッ ついて をら なくと も、 お客さん は どこに でも ある。 —あんな 奴 力 

やま 

あって、 うちの 商賫の 邪魔 をす るの だ。』 

さ、 も ふ Q も i だ。 僕が 來 てからの 擎 I てゐて も、 料理の 仕出しと 云っても さう ある 樣には 

見えない し、 あがる お 客 はな ほ更ら 少ない。 たよりと して ゐ たの は、 贏獨 りの かせ I だ。 毎日 夕 

がた になる と、 I は, li&i を 取りまい て、 墓の 口の t つて 來 るの を 今か今かと 待って ゐる。 

やがて 吉彌 はの ッ そり 歸 つて 來た。 

『rs> をぐ づ くして をつ たんだ？ 直ぐお 座敷 だよ。』 お 貞は その 割り 合 ひに 强くは 常ら な 力った 

『さう。』 士 i は： 牛氣で 返事 をして， k の そばに おって、 『いらっしゃい。』 僕に 挨拨 をした が、 まるめ 

て 持って ねた 手拭と しゃ ぼんと を どこに 置かう かと まごついて ゐ たが、 それ を爐の ふちへ 置いて、 『一 

本、 どうか』 と、 僕の そばの 卷 煙草入れに 手 を 出した。 


すわ  するど  けん 《- ラ 

その 時、 吉彌は 僕のう しろに 坐って ゐ るお 君の 鋭い 目に 出く はしたら しい。 急に 險 相な 顔に なって、 

なん 

『何 だい、 その にらみ ざま は？ 蛙 ぢゃァ あるめい し。 手拭 を こ k へ 置く のがい けなけ り ゃァ、 勝手 

に 自分で どこへ でも かける がい ->! いけ 好かない 小まッ ちゃくれ だ！』 

-『一 體 どうしたんだ』 と、 僕が 鳥渡 吉彌 に當 つて、 お 君 を ふり 返る と、 お 君は默 つて 下 を 向いた。 

『あたいが ゐる のがい けなけ り ゃァ、 いっから でも 出す がい- -。 へん、 去年 身投げ をした 藝 者の 樣な 

意氣 地な しで はない。 死んだ ッて、 化けて 出て やら ァ。 高がお 客 商寶の 料理屋 だ、 今に 見る がい i』 

と、 吉彌は 頻りに 力んで ゐた。 

僕 は 何にも 知らない 風で、 かの 女の 口 を つぐませ ると、 それまで わく/ \ して ゐ たぉ貞 が 口を出し、 

『ま ァ、 えい。 まァ、 えい。 一 I 子供 同士の 喧嘩です、 先生、 どうぞ 惡 からす。 11 さァ、 吉彌、 支度 

支度。』  . 

『厭 だが、 行って やらう か』 と、 吉彌 はしぶ く 立って、 大きな 姿見の ある 化 姓 部屋へ 行った。 

『お 座敷 は 先生 だッ たの、 ねえ、 —— あんな こと を 云って、 どうも 失禮』 と、 吉彌は 三味線 を以 つて 

這 入って 来た。 

tt  漏  I  § 


『.  』 僕 はさ ッ きから EJ? りで • どうい ふ 風に 油 をし ぼって やらう かと、 頻りに 考 へて ゐ たの だ 力 

ュんぬ 

やさしい 聲 をして、 やさしい 樣 子で 來られ て は、 今まで 胸に. こみん II つてみ. たさ まぐ のま 宏の 力た ち 

は、 太 腸の 光に 當 つた 霧と 消えて しまった。 

『お 酌』 と 出した 德 利から、 心で は 受けまい と 定めて ゐた酒 を 受けた。 然し、 まだ 何となく 胸の もつ 

れが 取れない ので * 碌に 話 をし なかった。 

『おこつ てるの？』 

『  』 

r え \、 おこ ッてゐ るの？』 

『  』 

『あたい 知らない、 わ！ J 

士ロ彌 は i と顏を 赤く して、 立ち あがった。 その ま、 下へ 行って、 僕のお こって るる こと を 云 ひ、 湯 

里 で 見た こと をぎ いて ゐ るの だと 云 ふこと が 若しも 下の ものら に 分ったら、 僕 一 生 の^を 下け るの だ 

と 心配した から， 

ぢょ  VI 

『おい、 おい！』 と 命令す る 樣な强 い！^ を 出した。 それでも、 かの 女 は 行って しまったが、 まさ 力 そ 

のま.' 來な いこと は あるまい と 思った から •  li りで 酌 をしながら 待って なた。 菜して 铫子を 持って 直 


ぐ # び やって来た。 向 ふが つんと して ゐ るので * 今度 は 僕から 物 を 云 ひたくな つた。 

『どうだい、 僕 もまた 一 つ 蓄麥を ふるまって 貰 はう ぢゃァ ないか？』 

『あら、 もう * 知って るの？』 

『へん， そんな こと を 知らない 檨な 馬鹿 ぢゃァ ねい。 役者に なりた 5、 からよ ろしく 賴 むなん どと 

こえと  ち V. 

ッ くれて、 一 方 ぢゃァ 、どん 百姓 か、 肥 取り かも 知れね い へ ッぼこ 且つく と 乳く り 合って ゐゃァ がる。』 

『そり ゃァ >  あんまり 可哀 さ、 rs だ、 わ。 あの人が ゐ なけり ゃァ、 東京へ 歸れ ない ぢゃァ ないか、 ね olj 

『どうして、 さ？』 

『ぢ ゃァ、 誰れ が 受け 出して くれる の？ あなた？』 

『おれの はお 前が 女優に なって からの 問 li だ。 受け 出す の は、 心配な くお ッ 母さんが 來て始 li^ をつ け 

ると 云った ぢァ ないか？』  . 

『だから、 ぉッ 母さんが 來 ると 云って るので せう —— 』 

それで 分った が、 ぉッ 母さんの .KA ると いふの は、 女優 問題で わざ/ \«來 るので はなく、 靑 木と いふ 

男に 受け 出される その かけ 合 ひの 爲め であった の だ。 

『あんな 荐に 受け 出されて、 ゃッ ばし、 こんなし みッ たれた 田舍 にくす ぶって しま ふの だら うよ。』 

『お ぼきに お 世^だ、 あなたよりも さきに 東京へ 歸 ります よ。』 


r 歸 つて、 どうす るんだ？』 

『お 嫁に 行きます とも。』 

r 誰れ が 貴 さま の 樣な者 を 貰 つ て くれよ、 フ？』 

『憚りながら、 これで も 衣 物 を こさへ て 待って ゐて くれる ものが あります よ。』  .1 

「それ ぢゃ ァ、 青木が 可哀 さう だ。』 

『可哀 さう も 何もあった もんか？ あいつ もこれ までに 大分 金 をつ ぎ 込んだ 男 だから、 なかなか 思 ひ 

切れる： lin はない、 さ。』 

『どんなに 馬鹿 だッ て、 そんな のろまな 男 はなから うよ。』 

「どうせ、 おかみ さんが やかましく ッて、 あたい を こ- -には 置い とけない の だから * たまに 向 ふから 

束 京へ 出て 來る だけの こと だら う、 さ。」 

男 はそんな ものと 高 をく、 ら れてゐ るの かと 思へば、 僕 はまた 厭氣 がさして 來たリ 

よくば  f-^K ん 

「お 嫁に 行って、 妾に なって、 まだ その上に 女優 を 慾 張らう と は、 お前 も 脇 分 ふてい 奴、 さ。， 一 

『さう とも、 さ、 こんなに ふとったから だ もの、 かせげる だけ かせ ぐん、 さ、 ね。』 

すわ 

『ぢ ゃァ- もう. 僕 は 手 を 引かう』 と、 僕 は 坐り 直した 。『靑 木が 呼びに 來る だら うから 下へ 行け。』 

『あの人 は 今晚來 ない ことにな つたの —— そんなに 云 はないで、 さ * あなた』 と、 吉彌は あまえる 樣 


けっしん 

にも たれ か、 つて、 『今 云った こと はう そ、 みんなう そ 。決心して ィ るんだ から、 役者に して 頂戴よ。 

ぉッ 母さん だッ て、 あたいから 云へば、 承知す るに 定 つてる、 わ。』 

僕 は、 女優 問題 さへ 忘れ-ば、 恨み も つらみ もなかつ たの だから、 かう やって 飲んで ゐ るの は惡く 

もなかった。 

吉彌 はまた 早く この 厭な 井筒屋 を拔 けて、 自由の 身に なりたい のであった。 何んでも 早く 靑 木から 

身受けの 金 を 出させようと 運動して ゐる らしく、 先刻 も亦靑 木の 云 ひなり 放題に なって、 その代りに 

何 かの 手笞を 定めて 來 たものと 見えた。 ぉッ 母さんから 一筆 靑 木に 當 てた 依賴狀 さへ あれば、 あすに 

も樂な 身に なれる とい ふので、 僕 は 思 ひも 寄らない 僞 筆を賴 まれた。 

八 

あたみ  ひら 

靑 木と いふの は、 來 遊の 外國入 を當て 込んで、 箱 根 や 熟 海に 古道具屋の 店 を 開き、 手 廣く商 寶が出 

來てゐ たもの だが、 全然 無筆な 男 だから、 人の 借金 證 書に めくら 判 を 押した 爲め、 殆ど 破 產の狀 態に 

落ち入つ たが、 この頃で は 多少 回復が ついて 來 たらしかった。 今の 細君と いふの は、 ゃッ ばり、 井筒 

屋の藝 者で あつたの を 引かした の だ。 二十歳の 娘 を かしらに 旣に 三人の 子持ち だ。 はじめて 家 を 持つ 

た 時、 など は、 井筒屋のお 貞 (その 時 は、 まだお 貞の 亭主が 生きて ゐて、 それが 井筒 星の 主人であった) 

ft  0  1 三 七 
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の 忍 ひやり で- 盛どころ道：：：！^などを初め、 所帶を 持つ に 必要な 物 は 殆どす ベて 揃へ て 貰 ひ、 飯の 炊き 

方まで 手 を 取.. ：- ない までにして 世話して 賀 つたので あるが、 月日の 經 つに 從ひ， この 新 夫婦 は その 恩 

うと  け. S べつ あく こ-つ 

義を 忘れた かの 様に 棘くな つた。 お 負 は、 今に 至る まで も * この こと を 云 ひ 出して は、 輕 蔑とぽ 口と 

の 種に して ゐ るが、 この  一 二 年來不 景氣の 店へ 近頃 最もし： 5../\.來 るお 客は靑 木であった から、 陰で 

は 惡く云 ふ もの X- 面と 向って は • 進まな いながら も、 十分のお 世辭を ふり 撒いて ゐた。 

靑木は 井筒屋の 米概 でも あつたし、 また 吉彌の 旦那 を以 つて 得々 として ゐ たので ある。 然し その 實、 

苦しい ェ賦 をして ゐ たとい ふこと は， 僕が 常 地へ 初めて 着した 時 尋ねて 行った 寺の 住職から 聽 くこと 

が出來 た。 

住職の こと はこの 話に さう 編み 込む 必要がない が、 兎に角、 渠は 僕の 室へ よく 遊びに 來た、 僕 もよ 

く 遊びに 行った。 醉 つて 來 ると * 隨分而 a い 坊主で、 いろん. な こと を しゃべり 出す。 それとなく、 吉 

の 評判 を^く と， 色が 黑 いので •  土地の人 はかの 女 を 『おからす 藝者』 とい ふこと を 僕に 云って 聽か 

せた ことがある。 之を聽 かされた 日. 僕 は、 歸 つて 來 てから 吉彌 にもつと 顔 をみ がく 樣に 忠告した。 

ぶし やう 

かの 女の 黑 いのは 寧ろ 無精 だからで あると 僕に は 忍 はれた。 

『磨ぃて：：^-せるほどぁた ぃがぅ"込む^は、 この 固 S 津 にや ァゐな いよ』 と は、 かの 女が その 時の 返 

isll- であった" 


た じ ま  卞 つ 

住職の 知り合 ひで 1 或 小 銀行の 役員 をつ とめて ゐる田 島と いふ もの も、 亦- 吉彌に 熱くな つて ゐる 

こと は、 住職から 聽 いて 知って ゐ たか、 この 方に 對 してば 別に 心配す る ほどの こ ともないと 見た から、 

僕 も 眼中に 置かなかった。 吉彌を 通じて 僕に 會 ひたいと 云 ふこ とづても あつたが、 僕 は 面倒 だと 思つ 

をん な 

て はねつけて S いた。 且 どうも 當 地に とビ まる 女で はない し、 また 歸 つたら 女優に なると 云って ゐる 

か， ら， 女房に しょうな どい ふ 野心 を 起して、 つまらな. S 金 は 使 はない 方が よから うと、 渠に 中：, 吿 して 

やれと 僕 は 住職に 勸 めた ことがある。 一 方に はそんな しほら しい こと を 云つ て、 また 一 方で は 偽攀を 

書く、 僕の その 時の 矛盾 は —— あとから 見れば —— 甚し いもので、 もう、 殆ど 全く 目が iS んでゐ たの 

だら う „ - 

吉" 彌は、 自分に 取って は、 最も 多くの 世話 を 受けて ゐる靑 木 を も • あたまから 見くびって ゐ たの ビ 

から * 平氣で 僕の 筆 を 利用しょう とした。 それ を以 つて 綺麗に 井筒屋 を 出る 乎つ きを さきよう とし 

たの は 翌朝の ことで あるが * さう 早く は 成功し なかった。 

ひるぬ し く  t 一 

僕が 晝飯を 喰って ゐる時 • 吉彌は 僕のと ころへ やって 來て、 飯の 給仕 をして くれながら ふ い 指に き 

ら めいて ゐ る寳石 入り の 指輪 を 嬉し さう にい じく つ て ゐた 0 

『どうしたんだ？』 僕 はいぶかった。 

r 人 鼠に 取って やった の」』 


泡^ 令^ 第一 卷  一四 C 

『ぉッ 母さんの 手紙が ばれたん だら ラ 11 ？』 

『い、 え、 ゆ ふべ これ (と • 鼻 を ゆびさしながら) に 負けたん で、 現金がない と、 さ。』 

『馬鹿野郎！ だまされて ゐゃァ がる。』 僕 は 僕の ことで も賴ん で出來 なかった もの を 責める やうな 

氣 になって ゐた。 

『本統 よ、 そんなに うそが つける 男 ぢゃァ ない の 。』• 

『のろけて ゐゃ がれ、 おめえ はよ ッ ぼどうす のろ 藝者 だ。 —— どれ、 見せろ。』 

「よ ッぼ どす るで せう？』 拔 いて 出す の を 受取って 見た が、 鍛氣 らしい ので、  ：• 

『馬鹿！』 僕 はまた 叱りつ けた やうに それ を はう り 出した。 

クら 

『しどい、 わ。』 士ロ  P は眞ッ かにな つて、 恨めし さう に それ を 拾った。 

しろ も の  だるま 

『そんな 物で 身受けが 出來る 代物なら、 お前 は そこら 當 りの 達磨 も 同前 だ ァ。』 

『どうせ 達麼 でも、 憚りながら、 あなたのお 世話に ゃァ なりません よ —— ぢゃァ * これ はどう？』 帶 

の 間から 小判 を 一 つ 出した。 『これなら， 指輪に 打た しても 立派で せう？」 

『どれ』 と、 ひッ たくり かけたら、 

r いやよ』 と、 引ッ 込めて、 『あなたに 見せた ッて、 けちをつける だけ 損 だ。』 

『ぢ ゃァ、 R 手に しゃ ァ がれ。』 


僕 は 飯 をす まし、 茶 をつ がせて、 箸 をし まった。 吉彌 はの ぴ をしながら、 

『あ. t、 あ-.、 もう、 死ん ぢ まいた くな つた。 いつお ッ 母さんが お金 を 持って 來て くれる のか、 もラ 

一 度 手紙 を 出さう か 知ら？』 

だんな 

『い-" 旦那が ついて ゐ るのに、 持って 來る害 はない、 さ。』  ：、. 

『でも、 何と やらで、 いつは づれ るか 知れた もの ぢゃァ ない。』 

『それが いけなけ り ゃァ、 また 例のお 若い 人に 就く がい. -ゃ、 ね o』 

『それが いけなけ りゃァ —— あなた？』 

『馬鹿 ァ 云へ。 そんな 腑 ぬけな 田 村 先生 ぢゃァ ねえ 0  u おれ は 受け！^ 口って 置く が、 お前の 様に 氣の 

多い 奴 は、 結局 こ \ を 去る ことが 出來 すに す むんだ o』 

『いやな こッ た！』 立ち上って、 兩 手に 膳と 土瓶と を 持ち、 『あとでい らっしゃい』 と 云って 二階の^ 

を 降りて 行った。 下で は、 『きィ ちゃん、 御飯』 と 呼びに 来たお 君の 聲が きこえた。 

その 日の 午後、 井筒屋へ 電報が 來た。 吉彌の 母からの 電報で、 今 新橋 を 立った とい ふ 知らせ だ。 

なにげ  - 

力 fi^ なく 行って 見る と、 吉彌が 子供の 樣に 嬉しがって ゐる樣 子が、 その 舉 動に 見えた。 僕が 1? まず 

耽  《  1 四 一 
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の そばに 坐って ゐ るに も拘ら す、 殆ど 之 を 意に かけない かの ありさまで、 た^そ わくと 立ったり ね 

たり、 —— 少しも 落ちついて ゐ なかった。 

そこへ 通知して あつたの だら う、 靑 木が やって来た。 爐の そばへ 來て、 僕と 家の ものら に 鳥渡 挨稷 

をした が、 これ も 落ちつき のない 様子であった。 

『まだお 宅へ^ お話して ない けれど、 け ふ 私が いよく 吉彌を 身受け 致します。 ぉッ 母さん 力 やって 

來 るの も、 その 相談 だから * そのつ もりで、 吉 彌に對 する 一 切の 勘定書き を 持へ て 貰 ひませ う"』 

かう 云って、 靑 木が 僕の 方 を 見た 時には、 撲の 目に 一 種の 勝利、 征服、 意趣返し * または 誇りと も 

云 ふべ き^子が || つたので、 ひよ ッ とすると、 僕と 吉彌の 關係を 勘づいて ゐて 特に 金づ くで 僕に 對し 

てこれ 見よ がしの 振 や をす るので はない かと 思 はれた。 

さらに 氣をま はせば、 士 n 彌は 僕の ことに 就いて い、 加减 のう そ を 並べ、 うすのろ だと か 一 一本 棒 だと 

か、 燒き餅 やき だと か 云 ふ 嬉しがらせ を 云 つ て 、靑 木の 機嫌 を 取つ てゐ るので はない かと も 思 はれた。 

どうせ 吉彌が 僕との 閱係を 正直に うち 明す 箬 はない が、 寶は 全く 靑 木の 物に なって ゐて、 かゆで は、 

?1 だして 僕の こと を 辻 濶 な扠、 頓馬な 奴、 助平な 奴な ど あざ笑って ゐ るの かも 知れない-と、 僕 は 非常 

に 不愉快 を 感じた。 

然し、 不愉快な 額 を 兇せ るの は、 燒き 餅と 見える から • 僕の 出來 ない こと だし、 出來 ない と 云って 


i. 全く これ を 心から 取り除く ことば 爲し 得なかった。 之 を耐へ 忍ぶ の は、 僕が これまで 見せて 来た 

快濶の 態度に 對 しても、 實に 苦痛であった。 然し、 その 當 面の 苦痛 は 直ぐ 取れた。 と 云 ふの は、 靑木 

が 直ぐ 立ち あがって、 二階の 方へ 行った からで あるが、 立ち あがった 時、 かたはらの 吉彌に 目く ばせ 

をした ので、 吉彌は 僕 を 見て 顏を 赤らめた まま 青木の 跡に ついて 行った。 

僕 は 知らない 風 をして ぉ貞 と相對 して ゐた。  ，- 

けっか ゥ  みう  / 

『まァ * 吉彌 さん も結櫞 です * 身受け をされ たら』 と、 僕が 煙草の 煙 を 吹く と、 

『さ うだらう と は 思って をった けれど』 と、 お 貞は 長 煙管 を强く はたきながら、 『あいつ もよ ッぼど 馬 

かね く め，？  をん な 

^です。 なけなしの 金 を 工面して、 吉彌を 受け 出した ところで、 國府津 に 落ちついて をる 女ぢ やなし、 

よし また 置い とかう としたと ころで、 あいつの かみさんが 承知 致しません。 そんな 金が あるなら、 先 

づ うちの 借金 を 返す がえ.. -。 i I 先生、 さう では 御座りません か？ J  . 

『そり ゃァ、 叔母さんの 云 ふの も 尤もです、 然し、 まァ、 男が 惚れ込んだ 以上 は、 さう してやり たく 

な るんで せう から  』 

『吉彌 も 馬鹿です 。^に は のろいし、 金 使 ひに はし まりがない。 あちらに 十 錢.， こちらに 一 圆、 うち 

で 渡す 物 はどうす るの か、 方々 からい つも その 尻が うちへ ま はって 來 ます。』 

r 歸る もの は歸 るが え X、 さ。』 そばから、 お 君が くやしさ うに 口を出した。 

ま  0  1 四 三 
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ふくろ 

『1JS^ 鹿な 子 ほど 可愛い もの だと 云 ふけれ ど、 ほんとうに また あのお 袋が 可愛がって をる ので 御座り ま 

す。』 /0 貞は 僕に さも^々 しさう に 云った。 『あんな 者で も、 をって 吳れ、 ば 事が すんで 行く けれど、 を 

ら なくなれば、 また その代り を 一 苦勞 せに やならん。 —— おい、 お 君、 馬鹿 どもに お 跳 子 をつ けて や 

ん な。』 

お！ j:^ は、 あざ笑 ひながら、 臺 どころ に 働いて ゐる IS にお 嫺の 用意 を 命じた。 

俟は I ほ だか 吉 もい やにな つた、 井筒屋 もい やにな つた、 また 自分自身 を もい やにな つた。 

僕が 歸リ かける と、 井筒 M の 表口に 車が ニ臺 ついた。 それから 降りた の は 四十 七 八の 肥えた 女 11 

吉彌の 母ら しい 11 に、 その 亭主ら しい 男。 母ば かりで はない、 おや ぢ もやって 來 たの だ。 僕 はこら 

へて ゐた 不愉快の 上に、 また 何だか、 おそろしい 樣な氣 が 加 はって、 そこくに 歸 つて 來た。 

吉-爛 は • よも や、 僕が 度々 勸め、 かの 女 も 十分 诀 心した と 云った こと も 忘れ はしまい。 よしんば、 

親が 承知し ないで、 その 決心 —— それ も 資は當 てに ならない —— を ひる 返す ことがある にしろ、 ： 度 

は それ を说 どもに 話さない こと は あるまい。 話し さへ すれば、 親の 方から 僕に： i とか 相談が あるに 違 

ひない。 侯の 方に 乘り氣 になれ は、 直ぐに も來 さうな もの だ。 いや、 若し 吉彌 がま だ 僕の こと を 知ら 


してない とすれば、 靑 木の 來てゐ ると ころで 話し 出す わけに は 行くまい。 あいつ も隨分 頓馬な 奴 だか 

ら、 靑 木の ゐ ない ところで • 鳥渡 兩 親に 含ませる だけの 氣は 利くまい。 全體 この 話 はどうなる だら う 

と、 いろくな 考 へやら、 空想 やらが 僕の あたまに 押し寄せて 來て、 た^.-ゎく/\するばかりで、 心 

が 落ちつかなかった。 

窓の 机に 向って、 ゆ ふが た、 獨り 物案じに 沈み、 見る ともなし に そと を ながめて るると、 暫く 忘れ 

てゐ たいち じくの 樹が、 大きな みづ くした 靑 葉と 結んで ゐる sli とを以 つて、 僕の 1 れた 目を醒 まし、 

みちび  じ ぶん に は 

勞れた 心 を 導いて、 家の こと を 思 ひ 出させた。 東京へ 歸れ ば、 自ん 刃の 庭に も それより 大きない ちじく 

の樹 があって、 子供 はいつ もこ ッ そり その もとに 行って、 果の靑 いうちから、 ^竿 を以 つて それ をた 

たき 落す の だが、 妻が その 音を聽 きつけて は、 急いで 出て 來 て， 子供 をし かり 飛ばす。 そんな 時には 

さび 

『お父さん』 の 名が 引き合 ひに 出される が、 僕 自分の 不平が あったり， 苦痛が あったり、 寂しみ を 感じ 

なぐさ  ふ じし" 

てゐ たりす る 時な ど には子 供の ある 妻 は 殆ど 何の 慰めに もなら ない。 ー體、 わが 國の 婦人 は * 外國婦 

人な ど、 違 ひ- 子供 を 持つ と、 その 精魂 を その 方にば かり 傾けて • 亭主と いふ ものに 對 して は、 た 

ぺ圍 

義理 的に 操ば かり を 守って ゐ たらい-と 云ふ考 への ものが 多い。 それで は、 社會に 活動しょう とする 

男子の 心 を 十分に 占領す る だけの 手段 または 奮發 (僕 は 之 を眞に 生きた 愛情と いふ) がないで はない 

亡 かけ 

か？ 僕 は 僕の 妻 を 半身 不隨の 動物と しか 思へ ない の だ。 ぃッ そ、 吉彌を 妾に して、 女優 問題な ど は 断 

«  «  IB 五 
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念して しま はう かと 思つ て 見た。 

さう だ、 さう だ。 今の 僕に は 女優 問 隠な ど は 二の町の ことで、 もう、 迅 くに、 僕と いふ 物 は 吉彌の 胸 

に 融けて しまって ゐ るので はない か？ 決心 を 見せろ とか、 何とか、 口で は士 口. 彌に强 く 出て ゐ るが、 その 

實、 ^の 心 はかの 女の 忍 ふま- - になって ゐ るので はない か？ ぃッそ • かの 女の 思 ふま、 になって ゐる 

くら ゐ なら、 六ケ しい 而も あやふやな 問 越 を 提出して、 士 ロ彌 にきして 遠ざけられたり、 その 親 どもに 

かゆで g はれたり する よりか、 全く 一 心 を あゆて、 かの 女の 眞情を 動かした 方が よから うと も 思った。 

^の はいち じくの f よりも や はら かく、 僕の 心 はいち じくの 薬よりも もろくな つて ゐ たの だ。 

y  - れ ノ  iC ら 

ふと 浪の 音が SI えて 來た。 泳ぎに 行って 知って ゐ るが、 長く たわん だ • 綺麗な 海岸線 を 洗 ふ 浪の音 

だ。 さッと 云って は 押し寄せ、 す ッと靜 かに 引き さがる 浪の 音が 遠く 聽 えた。 それに 耳 を 傾ける と、 

その さッと 云って 暫く 聽ぇ なくなる 間に、 僕 は 何だかた まし ひ を 奪 はれて 行く 樣な氣 がした。 それが 

その ま、 吉. 搁の 胸で はない かと 思った。 

こんな {2! ら ない 物 思 ひに 沈んで ゐ るよりも、 暫く 忘って ゐた 海水浴で もして、 すべての 考へを 一新 

してし ま はう かと 思ひ附 き、 先づ、 あぐんで ゐる 身體を 自分で 引き立て、 さんざんに 肘 を 張って 見た 

り、 胸 を さすって 見たり、 腕 をな ぐって 見たり したが、 ゃッ ばり 氣が 進まない ので、 ぐんにゃりした 

ま&、 机の 上に っッ ぶして しまった。 


I- おや ッ！』 かしら を あゆる と V 井筒屋 は大 景氣 で、 三味の 音が す ふと-同時に、 吉彌 0 うは 氣な艇 II 

がはッ きりと 聽 えて 來た。 僕は靑 木の 顔と 先刻 車から 出た 時の 親 夫婦の 姿と を 思 ひ 浮べた 0 

一 一 

しゃみ  ね 

その 夜 はまん じりと も 眠れなかった。 三味の 音が 浪の 音に 聽ぇ たり、 浪の 音が 三味の 音に 聽 えたり、 

丸で 夢う つ、 のうちに 神經が 冴えて 來て • 胸苦しく もあった し • また 何物 かが あたまの、.^ を こづいて 

ゐる 様な 工合 ひであった。 明け方に なって、 いつのまにか 勞れて 眠って しまったの だら う、 目が 醒め 

たら、 もう、 晝ぢ かくであった 0 

枕 もとに 手紙が 來てゐ たので、 寢 床の 中から 取って 見る と、 SfK からので ある。 云って やった 金が 來 

かまき 

た 力と， 急いで 開いて 見た が、 爲替も 何も 這 入って ゐな いので、 文句 は 讀む氣 にもなら なかった。 そ 

れ をう ッ ちゃる 樣に投 け 出して、 床 を 出た。 

*> クじ < 

楊枝 を 喰 はへ て、 下に 行く と、 家のお かみさんが 流し もとで 何 か 洗って ゐた手 を やすめて、 

『先生、 お早う 御座ります』 と、 笑った。 

『つい 寢坊 をして』 と • 僕 は 平氣で 井戸へ 行った が、 その 朝に 限って 井筒 星の 垣根 を 這 入る Ai とが こ 

はい 様な、 ぉッ くうな 樣な I 實に、 面白くなかった。 顔 を 洗 ふの も そこくに して、 部屋に もどり、 

耽  酒  1 e 七 
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朝^ 兼 帶の飯 を 食 ひながら、 妻から 来た 手紙 を 讀んで 見た。 僕の 宿って ゐ るの は 藝者屋 の 隣り だと は 

む だ 

通知して ある 上に、 取り 殘 して 來た 原稿料の 一部 を 僕が 度々 取り寄せ るので、 何 か 無駄 づカひ をして 

ゐ ると 感づい t らしい 11 もっとも、 僕が そんな こと をした の はこの 度ば かりで はない から、 旅行 毎に 

妻 は その 心配 を豫 想して ゐ るの だ. I い- - 加減 にして 切り あゆ、 歸 つて 来て 吳れ ろと 云 ふので あった。 

僕 も， 馬 鹿に されて ゐる のかと 思 ふと、 歸 りたくなら ないで はなかった が、 然し また 吉彌 のこと を 

つき f めなければ M りたくない 氣 もした。 樣 子で はどうせ 見込みの ない 女 だと は 思って ゐて も， どこ 

か 心の から 士 i を 可愛がって やれと いふ 命令が 下 だる 樣だ。 どラ ともなる 樣 になれ、 自分 は、 ど 

んな雖 n 可に 5：?3 つても- 消える こと はなく， 却って それだけの 經驗を 積む の だと、 初めから Is け氣 味の 

じ f ゥ なつ 

ある 僕 だから、 意地に も わざと 景氣 のい.. - 手紙 を 書き • 隣り の藝 者に はいろ く 世話になる が. 情熱 

つ ある 女で —— と は、 そのじつ. うそ ッ鉢 だが —— お前に 對す るよりも すッと 深入りが 出 ると、 妻. 

に は 云って やった。 

そ の 手紙 を 出し に 行った 跡へ、 吉彌は お 袋 を つれて 僕の 窒 へあがって ゐた。 

『先生、 母です よ。』 

『さう 11 ぉッ がさんで すか』 と， 僕 は挨稷 をした。 

『お Is^.'o ところへ あがり 込んで、 どうも 濟 みません が、 娘が いろくお 世話になって』 と、 丁寧に 


さけた あたま を 再び あげる ところ を 見る と、 心持ち か は 知らないが、 何だか 毒々 しいつ ら附 きで ある。 

からだ は • その 娘と は 遠って、 丈が 低く、 潢に でぶ く 太って、 厥の 體に 人の 首が ついて ゐる様 だ。 

か，)  あとぶ、 ろ 

それに、 口 は 物 を 云 ふたんび に橫 へまが る。 癎の爲 めに さう 引きつる の だと は、 跡で お袋み づ からの 

說 明であった。 

ひ しょ  ぺん -4a やう 

これで 國府津 へ は 三度 目 だが、 なか/ ところ だと か、 僕が 避暑が てら 勉強す るに は 持って 來 

いの 場所 だと か、 遊んで ゐ ながら 出来る 仕事 は 結構で 羨ましい とか • お袋の 話 はな か. （-ま はりく ど 

くって 僕の 待ち設け て ゐ る 要領に 鳥渡 這 入り かねた。 

吉彌は * た^に こ./ \. しながら、 僕の 顔と お袋の 顔と を 順番に 見 くらべて ゐ たが、 返 屈さう にから 

だ を 机の 上に もたせかけ、 片手で 机の 上 を いぢく り 出した。 そして、 今し がた 僕が 讀ん で. k めた 手紙 

を 手に 取り、 封筒の 裏の 差 出し 人の 名 を 見る が 早い か、 鳥 M 色を變 へ、  . 

『いや ァだ』 と、 はう り 出し、 『奥さんから 來 たの だ。』 

『これ、 何 をし ます！』 お袋 は體 よくつ くろって、 『先生、 この 子 は • ほんた うに * 人 さまに 4^ つ!! と 5 

ふこと を 知らないで 困 るんで すよ。』 

『なァ に。』 僕 は 受けた が、 その 跡 はどう あしらつ てい、 の だか • 鳥渡 まごついた。.： M む を 得す 、『富： は』 

と、 僕の 方から 口 を 切って、 若し 兩 親に 異議がないなら， して また 本人が その 氣に なれるなら、 吉彌 

»  一四 九 
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を 女優に したら どう だとい ふこと を i め、 役者なる もの は —とても、 云った からと て、 分るまい と 

は 思った が —— 世間の 考 へて ゐる 様な、 また これまでの 役者 身づ からが 考 へて ゐる樣 な、 下品な 職業 

ではない こと を簡 眾に說 明して やった。 且、 僕が やがて 新ら しい 脚本 を 書き出し. それ を舞臺 にの ぼ 

す 時が 來 たら、 俳優の 一i に 女優の 1- 二三 名は少 くと も 抱へ て 匿く 必要が あるので、 その 手 はじ 

めになる の だとい ふこと をつ け 加へ た。 

『そり ゃァ御 もっともです』 と、 お袋 は 相槌を打って、 『そのこと はこの 子から も聽 きました が 先生 

が何でも/。^:1:^5して下ださることで、 また この 子の 名 を あゆる ことであるなら、 私 どもに は 不承知な 

わけ は 御座いません。』  ， 

『お父さんの 考へ はどうで せう？』 

『私 どもの は、 なァ に、 もう、 どうで もい k ので、 始終 私が 家の こと を やきもき 致して ゐ まして、 ふ 

配 こそ 掛ける こと は 御座いましても、 一 つと して 頼みに ならない ので 御座いま すよ。 私 は、 もう、 獨 

りで、 うちの こと やら、 子供の こと やら を あくせくして ゐ るので 御座います。』 

『そり ゃァ、 大抵な こと ぢゃァ ないで せう oil 士ロ彌 さん も 少しお ッ 母さん を 安心 させ なきや ァし； ：7』 

『この 子が また、 先生、 一 きい 总 ik ぎな しで 困 るんで すよ." お袋 は 念入りに 肩 を 動かして、 さも 性根な 

しとの X しる かの 樣 子で 女の 方 を 見た。 『何でも 私に 寄り か、 つて ゐ さへ すれば い" と 思って、 だ.^ ッ 


子の 樣に來 てく れい、 來 てく れいと 云って よこ すんで す。』 

レか つま  ^ 

『だッ て、 來て くれ なきや ァ 仕方がな いぢ ゃァ ないか？』 吉彌 はふく れッ面 をした T ぉッ 母さんが 來 

かた  こ 

たら、 方 をつ ける とい ふから、 早く 來 いと 云って やつたん ぢゃァ ないか？』 

『ぉッ 母さん だッ て、 いろんな 用が あるよ。 お前の 妹だッ て、 また 公園で 出な けり ゃァ なら なくなつ 

たし、 さう- (- お前の ことば かりに かまけ て は ゐられ ない よ。 半玉の 時 ぢゃァ あるまい し、 が 五十 

圓か百 園の 身受け 相談ぐ らゐ、 相對づ くで も 方が 附 くだらう ぢゃァ ないか マ お前よりも 妹の 方が 餘 

程氣が 利いて るよ。』 

『ぢ ゃァ、 勝手にし ゃァ がれ。』 

『あれです もの、 先生、 ほんと に 困ります。 これから 先生に 十分 仕込んで 戴かなければ- 丸でお 役て 

立ちません よ。』 

『なァ に、 役者になる に は 年が 行き過ぎて ゐる くら ゐ なのです から、 いよく 決心して やるなら、 自 

分で も考 へが 出る でせ う。』 

「きィ ちゃん • しッ かり しないと 行けません よ』 と、 お袋 は それでも 娘に は 折れて ゐる 0 

『あたいだ ッて、 たまし ひ は あら ァ、 ね。』 士ロ彌 は 侯の 膝に 來て、 その上に 封 g をして、 『あたいの /番 

あ ふむ 

好きな 人』 と、 僕の 顏を 仰向けに 見 あけた。 
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僕 はき まりえ 恶ぃ氣 がした が、 お袋に うぶな 奴と 見拔 かれる の も 不本意であった から * そ 知らぬ 振 

りに 見せかけ • 

『お 父 さしこ， もお 目に か \ つ て きたいから、 夕飯 を 向 ふのうな ぎ屋 へ 御案內 致し ませう か？ ぉッ 

母さん も 一 緒に 來て 下さい。』 

『それ は 何よりの 欲 1 です。 11 ところで， 先生、 私 はこれ でもな か./ \ 苦 勞が絕 えな いんで 御座い 

ますよ。 娘から ぉ聽 きで も 御. M いませう が、 藝 者の 桂庵と いふ 什審 は、 並み大抵の 人に は 出来ません。 

二百 阅、 三百 圓. 五 百圓の 代物が 二割 • 三 割にな るんで すから * 窗 入り は惡 くもな いんです が、 ぁッ 

ちこッ ちへ 驅けま はって 買 ひ 込んだ 物 を 注文 主へ つれて 行く と， あれ は 1- くないから 取り かへ て くれ 

ろの、 これ は惡 くもない が もッと 安くして くれろ のと、 間に 立つ もの は 毎 H 氣の 休まる 時が 御座いま 

せん。 それが E4i^t 打き となると、 幾度 も 往復し なけり ゃァ ならない ことが 御座います。 今度 だ ッても 

この 子の 代り を 約束し に來 たんです よ、 それでなければ、 どうして、 この せちがらい 世の中で、 ぼん 

や り 出 て 來られ ま す ものです か？』 

『代りな ど； へて やらない がい、 や • あんな 面白く もない 家に』 と， 吉彌は 起き あがった。 

『それが. ねえ、 先生、 商 です もの。』 

『そり や ァ， 御-： 'つと もで。』 


『で • 御 承知， せう が、 靑 木と いふ 人の 話 もあって、 け ふ、 もう、 直きに 來て、 いよ— の决 着が 分 

$  ぬ 

るんで 御座いま すが、 それが 定ら ない と， 第 一 , この 子のから だ. ガ拔 けません から、 ねえ。』 

『さう です とも、 私の 方の 問題 は 役者に なれば い- - ので * 吉彌 さんが その 青木と いふ 人と 以後 も關係 

が あらう と、 なから うと • それ は 問 ふところ はない のです』 と • 僕の 言葉 は， まだ 金の 問題に は 接近 

して ゐ なかった だけに * うはべ だけ は、 鬼に 角 • 綺麗な 物であった。 

に ふ ひ  やう 

『然し， この 子が 役者になる 時 は， 先生から 入費 は 一 切 出して 下さろ 樣 にな るんで せう、 ね』 と、 お 

袋 はぬ かりなく 念 を 押した。 

『そり ゃァ、 さう です とも。』 僕 は 勢よ く 答へ たが、 實際、 その 時に なっての 用意が ある わけで もない 

から、 少し 引け Ik 味が あつたので、 思 はす 知らす、 『その 時ァ 私が どうと もして 持へ ますから、 御 安心 

なさい』 と附け 加へ た。 

僕 はなる 樣 になれ とい ふ氣 であった の だ。 

ふく  5  あ ひお. C 

お袋 は * それから、 なほ 世間話し を 初める、 その 間々 にも、 僕 をお だてる 言葉 を絕 たない と 同時に、 

* ぬ も 0  た か 

自分の 自慢話し が あり、 金 はた まらない が 身に 絹物 を はなさない とか、 作者の 誰れ 彼れ (その 芝居 も 

のと 僕が 同一 に 見られる の を 頗る 遺憾に 思った が) はちよ くく 遊びに 來る とか * 商賫 がらで も ある 

が 國府津 を 初め、 日光、 靜岡、 前 橋な どへ も 旅行した 事が あると かしゃべ つた。 その、 フち 解けた 様な、 

耽  漏  一 f 一 
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また 一物 ある 様な 腹が まへ と、 しゃべる 度 IS に! I む 口つ きとが、 僕に はどう も氣 になって、 吉彌は あ 

んな 母親の 持へ た 子 かと、 またまた 厭氣 がさした。 

I  二 

もう、 ゆ ふ SI だからと 思って、 僕 は 家 を 出で、 井筒屋の かど 口から 鳥渡 吉彌 の兩 親に 聲を かけて 

いて、 ひ rs^ さきへ うなぎ 屋へ 行った。 うなぎ 屋は筋 向 ふで、 時々 行った こと も あるし、 また そこの 

かみさん がお 世辭者 だから. 僕 は 遠慮し なかった。 

『おかみさん』 と、 這 入って 行って、 『け ふ はお 客が 二人 あるから、 ね。』 

ヒ. V き 

『あの、 s^^、 吉彌 さんから それ は 承って 居ります』 と、 おかみさん は櫸の 一 方 をはづ した 

『もう、 通知して あるの か？ 氣の 早い 奴 だ、 なァ』 と、 僕 は 二階へ あがり かけた。 

おかみさん は、 どうした のか、 あわて、 僕 を 呼び止め、 いつもと 違った 下座 敷へ 案內 して、 

『暫くお 待ちな さつ て. —— 一 一階が 直ぐ 明きます から。』 

『お客さん か、 ね』 と、 僕 は何氣 なく そこ へ 落ちついた。 

かみさんが 出て 行った 跡で、 ふと^が つくと、 二階に 吉 彌の聲 がして ゐる。 藝 者が 料理屋へ 呼ばれ 

てゐ るの は 別に 不思議 はない の だが、 實は 吉彌の 自白に 據 ると、 こ、 のかみ さんが 竊に 1^ り 持って 


吉彌 とかの 小 銀行の 田 島と を 近頃 挂： まさせて ゐ たの だ c  カ^ダば こ グー W にブ ズス 力 Hl^ 力 

し、 また 他の 方面で も& 船の 爲 めに 頸が ま はら なくなって ゐる。 僕が 吉彌 をな じる と、 

『お金 こそ 使 はして はやるが』 と、 かの 女 は 答へ た。 『田 島さん とほかの 關係 はない。 考 へて 見ても 分 

る だら うぢ ゃァ ないか、 奥さんに なって くれい ッて、 若しな つて 國府 津にゐ たら、 ぁッ ちから もこ ッ 

ちから も あたい を 闇打ちに する 人が 出て 來る かも 知れ ゃァ しない、 わ。』 

『お前 はさう 方々 に 罪 をつ くって ゐる のか』 と、 僕 はつ ッ 込んだ ことがある。 が、 鬼に 角、 この 地に 

うたが た せう あんしん •  ，  ：  ,  う， ふれく 

と まって ゐる 女で ない こと だけ は 分って ゐ たから、 僕の 疑 ひ は 多少 安心 4^ て 旣 にかの 住職に も 

田 島に 對 する 僕の 間接な 忠 吿を傳 へたく らゐ であった。 ^し、 その後 も、. 毎日 または 隔日に は 必らす 

曾って ゐる樣 子 だ。 かう なれば、 男の 方で は 段々 燒けッ 腹に なって 來る 上、 吉彌の 勘定 通り、 ますく 

思 ひ 切れなくなる の は事實 だ。 それに、 或 日" 吉彌が 僕の 二階の 窓から 外 を ながめて ゐた 時、 

て まね 

『ちょいと、 ちょいと』 と、 手招ぎ をした ので、 僕 は 首 を 出して、  ， - 

『なんだ』 と、 大きな 聲を 出した。 

『靜 かにお しょ』 と、 かの 女 は 僕 を 制して、 『あれが 田 島よ。』 と、 小聲。 

成る 程， m 渡 小！^ 氣 だが、 にやけ た 様な 男の 通って 行く よこ 顔が 見えた。 男ッ 振りが い- -とは 兼て 

と き ぼく け あな 

聽 かされて ゐ たが、 色の 白い、 肌の すべく して ゐ さうな 男であった。 その 時、 僕 は、 毛穴の 立って ゐ 
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るおから す藝者 を s?; にして しまっても， Sell を 女に して 昆 たいと 思った くら ゐ だから、 僕 以前 は 勿論- 

今 とても、 吉， が寳 かれと 無關 係で ゐ ると は 信じられ なくなった。 どうせ、 貞操な ど を か.^ これ 云 

ふべき もので な いのは 勿論の こと だが、 UN 木と 田 島と が 出 來てゐ るのに 僕 を 受け、 また 僕と 靑木 とが 

あるのに 田 島 を 粟て ない など、 考 へて 來 ると、 ひいき 目が ある だけに、 僕 は旅藝 者の 腑巾斐 なさ をつ 

く. <\ 思 ひやった ので ある。 

その 田 島が てッ きり 來てゐ るに 相逮 ない と 思った から、 僕 はこ ッ そり 一 一階の はしご 段 を あがって 行 

つた。 八 愚の 座敷が.！ 1 つ ある， そのと ッ附 きの 方へ 這 入り、 立て かけて あった 障子の かけに 隱れて 耳 

を そば 立てた。 

『ぉッ 母さん は ほんと に、 どうす る氣 だよ？』 

『どうす るか 分り ゃァ しない o』 

『田 村 先生と は實 際^ 係がない か？』 

『また、 しつ ッ こい  あったら、 どうす るよ？』 

『それ ぢ ゃァ、 靑 木が 可哀 さう ぢゃァ ないか？』 

『可哀 さう でも • 可哀 さう でな くッて も、 さ、 あなたの お腹 はいため ません よ。』 

『ほんと に 役者になる のか？』 


『なると も * さ。』 

『なった ッて、 お前、 直きに 役に立たない ッ て、 棄 てられる に S つてる よ。 その 時ァ またお 前の^な 

藝 者に でもなる より ほか ァ なから う ぜ。』 

『そり ゃァ、 あたい も考 へて まさ ァ、 ね。』 

『そのく らゐ なら、 初めから 思 ひ 切って、 おれの 云 ふ 通りに なって 吳れ よ。』 

田 島の flH は • 見す 轉藝者 を 馬鹿にして ゐる 様な 句 調ながら、 まんざら 全く 浮薄の 調子ではなかった。 

また， 出來る ことなら 吉彌を 引きと めて、 自分の 物にした いとい ふ 相談 を 持ち かけて ゐ たらしい。 殊 

に 最後の 文句な どに は、 深い 呼吸が 伴って ゐる 樣に聽 えた。 その 『可哀 さう ぢゃァ ないか』 は、 靑木 

た  >  、 し つよ  あた 

を 出しに 田 島 自身の こと を 云って ゐ たの だら うが、 吉彌は 何の 思 ひやり もな く、 大變 强く當 つて ゐた。 

あさはか 

かの 女の 淺 墓な 性質と して は、 もう、 國府津 に 足 を 洗 ふの は I— 果してけ ふ • あすの こと だか、 どう 

だか 分り もしない のに —— 大丈夫と 思 ひ 込み • 跡 は 野と なれ、 山と なれ 的に 樂觀 して ゐて、 田 島に 對 

し 若し 未練が ありと すれば、 た^ 行きが けの 駄賃と して 二十 圓 なや、 三十 圓 なりの 錢別を 貰って やら 

うぐら ゐだ らう。 と、 僕に は讀 めた つ  . 

『あたい、 ほんとう はお 嫁に 行く のよ、 役者に なれる か、 どう だか 知れ ゃァ しないから』 など-"、 か 

の 女 は 云 はないで もい & こと を しゃべった。 
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『どうい ふ 人に だ？』 

『區 役所のお 役人よ 11 衣 物な ど 持へ て、 待って ゐ るの。』 

は 隣室の 狀景を i 像す る 心持ちよりも， 寧ろ この 一 雷に むか ッ とした。 之が 果して 事實 なら  

キ. ま 

して、 『お 嫁に 行く の』 はさきに 僕も聽 いた ことがあ るから、 —— 現在、 吉彌の S 親 は その 定 つた 話 

し を もたらして ゐ るの だと 思 はれた。 あの 腹の 黑ぃ 母親の ことで あるから、 それ 位の たくらみ は爲カ 

ねない だら う。 

『どうせ *  二三 十圓の 月給取り だら うが、 そんな 者の * ァ になって どうす るんだ？』 

『お前さんの 様な 借金 持ちより ゃァ い、、 わ。』  -.. 

『馬鹿 ァ 云へ！』 

『子供の 畔 から 知って る 人で、 前から あたい を 貰 ひたい ッて 云って たの 11 月給 は 四十 園で も、 お 父 

さんの 家が い、 ん だから 11 』 

なち  うらみ 

「家 はい- - かも 知れない が、 月給の こと はう そだら ぅぜ —— 然し だ、 さうな り ゃァ、 おれ 達ァ みな 

ッ こなし だ。』 

き  ゝ み せん 

『ぢ ゃァ、 さう と 定め ませうよ。』 吉彌 はうる ささう に 三味線 を じ やん &き 出した。 

『よせ、 よせ！』 と、 三味線 をひッ たくった らしい。 


『ぢ ゃァ、 もう、 歸 つて 頂戴よ、 何度も 云 ふ 通り、 貰 ひが か、 つてね ろんだ から。」 

『歸 すなら • 歸す樣 にす るが い  > -。』 

『どうした らい i のよ？』 

r かう す るんだ o』 

『いたい ぢゃァ ないか？.』  • 

『靜 かにせ い！』 この 一言の 勢 ひ は、 拔き 身を以 つて 這 つて 來た 强盜 でで. f あるかの 樣 であった。 

『  』 僕 は ゐた& まらないで 二階 を 下りて 來た。 

暫くして はしご 段 を とん./, \» おりた ものが あるので、 下座 敷から ちょ ッと顔 を 出す と、 吉彌が 便所 

に 這 人る うしろ 姿が 見えた。 

あら はだ 

. 誰れ にで も あ- 1 だら うと 思 ふと、 今更ら の樣 にあの 粗い肌が 聯想され、 僕 自身の 身の 毛 もよ だっと 

同時に、 自分の 心が 旣に 毛深い 畜生に なって ゐ るので、 その 鋭い 鼻が また 刖な 畜生の 尻 を i< いで ゐた 

樣な氣 がした。 

ーミ 

田 島が 歸 ると 同時に、 入れ 代って、 吉 彌の兩 親が 這 入って 來た。 
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『明きました から、 どうぞ 二階へ』 と、 今度 はこ k のかみ さんから 通知して 來 たので、 僕 は 室 を 出て、 

またはし ご 段 をの ぼらう とすると， その 兩 親に 出くわした。 

『お 言葉に あまえて』 と、 お袋 は 愛 如よ く * 『先生、 そろって まるり ましたよ 0』 

『さ ァ、 お あがん なさい』 と、 僕 はさきに 立って 二階の 奥へ 通った。 

さや. ちとい ふの は、 お袋と は 違って、 人の よさ k うな、 その代り 甲斐性の なさ- - うな、 いつも ふと 

ころ 手 をして 遊んで ゐれ ばい &と いふ 様な 手 合 ひらし い。 男ッ 振りが い、 ので、 若い 時 は • お袋の 方 

が li^A んで、 自分の かせぎ 高 を みんな 男の 賭博の 負けに つぎ 足しても、 なほ 他の 女に 取られまい、 

取られ まいと 心配した の だら うと 思 はれる。 年が寄っても、 その 習惯が 直らないで、 矢ッぱ りお 袋に 

ばかり 111 を燒 かせて ゐる おや ぢ らしい。 下駄の 臺を 捲へ るの が 仕事 だと 聽 いて は ゐ るが、 それ も大 

して 骨听 るので は あるまい。 (一 つ 忘れて ゐ たが、 お袋の 来る 時には、 必らす 僕に 似合 ふ 下駄 を 持って 

來 ると 云って ゐ たが、 そのみ やゆ はない 樣 だ。) 初 封 面の 挨拶 も 出来 かねた 様な あり 樣で、 ただ 窮屈 さ 

なら 

うに 坐って、 し譯 けの 膝 ッこを 並べ、 尻 は 少しも 落ちついて ゐ ない 樣 子お。 

『お父さんの 風ッ たら、 あり ゃァ しない。』 お袋が 斯う 云 ふと • 

『おり ゃァ いつも 無 禮 講で 通って るから』 と • おや ぢ はに やりと 赤い 齒ぐ きまで 出して 笑った。 

『どうか、 おく づ しなさい。 御 遠慮なく』 と、 僕 は 先づ膝 をく づ した。 


r お父さん は』 と、 お袋 は 却って 無遠慮に 云った、 『ま ァ、 下駄 職に 生れて 來 たんだよ- 毎日、 あぐら 

だ， 5- むか 

を かいて、 臺に 向つ てれば い. 》 ん だ。』 

『さう 馬鹿にし たもん ぢゃァ ないや、 ね』 と、 おや ぢは あたま を 撫でた。 

『御馳走 をた ベたら、 早く 歸る 方が. よ』 と、 吉彌も 笑って ゐ る。 

を かしくな いのは 僕 だけであった。 三人に 酒 を 出し、 御馳走 を 供し、 その上 三人から が!^ されて ゐ 

るので はない かと 疑へば、 このま- r 何も 云 はないで 立ち 歸ら うかと も 思 はれた。 まして • 今し がた ま 

むな も 

での この 座敷の こと を 思 ひ 浮べれば、 何だか 胸 持ちが 惡く なって 來て • 自分の 身まで が 全くき たない 

毛 だ 物に なって ゐる様 だ。 香ばしい 箸の 皿 も- 僕の 鼻へ は、 かの- 特に、 吉彌が 1^11 に 『やまと』 の" i 

を かぶせた 時の 薄暗い 室の、 薄喑ぃ 肌のに ほひ を 運んで、 われながら 箸が つけられなかった。 

しゃう じつ へ ま 

僕の 考へ 込んだ 心 は 急に 律 僧の 如く 精進 癖に とぢ 込められて、 甘い、 樂 しい、 愉快 だな どい ふ あか 

るい 方面から、 全く 遮斷 された 様であった。 

ふと、 氣 がっくと、 まだ 日が 暮れて るない。 三人 は 遠慮 もな くむし や  <  やって ゐる。 P 、は、 また、 

ャ- よく はこ 

猪口 を 口へ 運んで ゐた。 

『先生 は 御酒ば かりで』 と、 お袋 は 座 を 取り成して、 『ちッ ともおうな は 召し あがらな いぢ ゃァ 御座い 

ません か？』 
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とつ  て. 5 し  0 

『やがて やり ませう I まァ、 I 杯、 どうです、 お父さん』 と、 僕 は 铫子を 向けた 

『もう • 先生、 よ ノンし り 御座いま すよ。 うちの は 二三 杯 頂戴す ると， あの 通りに な るんで す もの。』 

『然し、 まだい k でせ う — ？』 

『いや、 もう、 この 一 f 』 と- おや ぢは 今まで 辛抱して ゐた膝 ッこを 延ばして、 ころりと 橫 になり 

『あ、、 もう、 かう 云 ふところで * かう して • お 花で も 引いて ゐ たら 申し分 はない が 1』 

『お父さん は }3 き あれ だから i るんで す。 お 花 だけで も、 先生、 私の 心配 は 絶えな いんです よ o』 

『さう 云った ッ て、 ほかに おれの 麻 f,- みはない から 仕 やうがない、 さ。』 

『あ . 人 も矢ッ ばし い 平る の？』 吉彌 がお 袋に 意味 あり ゆの 目 を 向けた。 

『あ、、 來 るよ o』 お袋 は輕く 答へ て、 僕の 方に 向き 直り、 『先生 * お父さん はもう 歸 していいで せう？』 

『そこ は になす つて 貰 ひませ う。 — 御^ 屈なら、 お父さん、 おさきへ 御飯 を 持って 來さ せま 

すから』 と • 僕 は 手 をた、 いて 飯 を 呼んだ。 

『お父さん は 御 傲 を 頂戴したら、 直ぐお 歸 りよ』 と、 お袋 は その 世話 をして やった。 

^ナ： 女^ 問題な ど 全く 撒 回しよ ラ かと 思った くら ゐ だし， こんなお ゃぢに 話した ッて 要領 を 得ない 

と考 / ヒ ので、 い ハ减 のと ころで 切り あゆて 置いた の だ。 

お" すま. -- てから、 獨 りで 歸 つて 行く のらく らお ゃぢの 姿が はしご 段から 消える と， 俟の 目に 


入れ 代って 映 じて 來る まぼろし は- 吉彌の 所謂 『あの人』 であった。 ひよ ッ としたら， これが 乃ち 區役 

やう 

所の 役人で * 吉彌の 歸京を 待って ゐる者 1— たび./ \ 花 を 引きに 來 るので * おや ぢ のお 氣に 入りに な 

つて ゐ るの かも 知れない と报 察された。 

一四 

その 跡に 殘 つたの はお 袋と 吉彌と 僕との 三人であった。 

『この 方が 水 入らす でい &、 わ』 と， 、へ 〔"袋 は 娘の 顔 を 見た。 

『靑木 は來た の ？』 吉彌 はま た 母の 顏を ぢッと 見つめた。 

『あ X、 來 たよ。』 

『相談 は定 つて？』 

『甘く 行かない の、 さ。』 

『あたい、 職 だ、 わ！』 吉 彌は顏 いろ を變 へた。 『だから、 しッ かりやって 頂戴と 云って 置いた ぢゃァ 

ないか？』 

『さう 無氣 になった ッて仕 やうがない、 わ、 ね。 ぉッ 母さん だッ て、 拔 かり-はな いが、 向 ふが まだ 

呑が つて ゐり ゃァ、 考へ るの も 當り前 だァ、 ね。』 
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『柯 が 常り 前 だァ、 ね？ 初めから 引かして やる と 云 ふんで、 毎月、 毎月 妾の 様に されても， 成りた 

けお i を 使 はせ まいと、 僅かし か 小 遣 も 貰 はな かったん だら うぢ やない か？ 人お 馬鹿にし ゃァ がつ 

たら、 承知 ァ しない、 わ。 あのが らくた 店へ 怒鳴り込んで やる！』 

『さう、 目の色まで 變 へないで， さ， ー 先生の 前 ぢゃァ ないか、 ね。 實は、 ね- 半分 だけ あす 渡す と 

云 ふんだ よ。』 

『ド 分ぐ らゐ仕 やうがない よ、 しみ ッ たれな！ j 

『それが かう なんだ よ、 お前 を 引かせる 以上 は靑 木さん 獨りを 思って ゐ て^ひたい n 』 

『そんなお たんちん ぢゃァ ない よ。』 

『ま ァ、 S きょ』 と、 お袋 は g ぎ 猫 を 見た 様な ISAr 一して 娘 を 制しながら. 『さう 來 るの ァ向 ふの 

順 ぢゃァ ないか？ 何でも はいく ッて云 つてり やい k ん だァ、 ね。 — 「そり ゃァ御 もっとも」 と 返 

事 をす ると、 ね、 お"：！ のこと に附 いて 少し 疑 はしい 點が あると i 』 

『先生に ゃァ il 係がない と 云って あるのに。』 

『い. -ぇ、 この 方 は 大丈夫 だが、 ね、 それ 1. 』 

『田 島だッ て、 もラ， 迅 くに 手を切 ッ たって 云って あるよ。』 - 

『畜生！』 僕 は 腹の 中で 叫んだ。 


『それが、 お前 * 燒き餅 だァ、 ね』 と * お袋 は * 實 際のと ころ を 承知して ゐる のか、 るない のか 分ら .^p- 

ない が、 そらとぼけた 檨な笑 ひ顏。 『つとめ をして ゐる間 は、 お 座敷へ 出る にや ァ、 こッ ちからお 客の 好 

き 嫌 ひ はして ゐられ ない が * そこ は氣を 利かして、 さ —— ねえ、 先生、 さう ぢゃァ 御座いません か？』 

『そり ゃァ、 さう です』 と、 僕 は 進まない ながらの 返事。 

『實 は、 ね』 と、 吉彌 はし まりなく にこ つき出して • 『こんな ことがあつ たのよ。 このお 座敷に 靑木さ 

んがゐ て、 下に m 島が 來てゐ たの。 あたい、 兩方 のかけ 持ちで せう * 上した の燒き 持ち 責めで 困つ ち 、 

まった、 わ。 田 島が わざと 跡から 攻め かけて 來て、 燒け飮 み をし たんで せう、 醉ッ ぱらッ ちまって 聽 

あ をキ』  とし と 

えよ がしに 歌った の、 「青木の 馬鹿野郎」 なんかんて。 靑 木さん は 年を取つ てる だけにお となし いんで、 

さきへ 歸 つて 貰った、 わ。』 

かう 話しながら も、 吉彌 はた ッた 今あった こと を 僕が 知って ゐ ると は 思 はない ので、 十分 僕の 氣を 

許して ゐ る樣 子であった。 僕 は、 吉彌 とお 袋との 鼻 を あかす 爲 めに、 すッ ばり 腹 をた ち 割って、 僕 Q 

思 ひ 切りが い & ところ を 見せて やりたい くら ゐ であった が • しみ ッ たれた 男が I 一人 も 出 來てゐ ると こ 

ろへ、 また 一 人 加 はった と 思 はれる のが 厭 さに、 何の こと もない 風で 通して ゐた。 

『そんな ことのない 樣に する のが』 と、 お袋 は 僕に 向った • 『藝 者の つとめ ぢゃァ 御座いません か？』 

ち ご <  -T で ま へ 

『大きに さう です、 ね。』 僕 は 斯う 答へ たが、 心で は、 『藝者 どころ か、 女郎 や 地獄の 腕前 もない 奴 だ』 
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と、 .Ef しんで ゐた。 

『あたいば かり 贲 めた ッて、 仕 やうが ないだら うぢ やない か？』 吉彌は その まな じり をつ るし あゆた。 

それに、 時々、 かの 女の 口が i む H 合 は、 お袋 さながら だと 見えた。 

『ま ァ、 すんだ こと はい、 として * さ』 と、 お袋 は 娘 をな だめる 様に、 『これから 暫く 大事 だから、 よ 

く I おつけな ま。 II 先生に 蛊ん i きた 艾 です、 の。 如才は 御座います まいが、 青木さん 

が、. iBI の 方を& まして くれる まで、 1. 今月の 末に は必ら すその 淺りを 渡す と 云 ふんです から II 

この 月 一杯 は 大事な 時で 御 逢います。 お 互 ひに、 ね、 向 ふへ 感づかれない 樣に， I』 ち 僕と 吉彌と 

を 仏 M さう に 兄 ま はした 様子に は、 さすが、 親と しての 威厳が あった。 

『そり ゃァ 勿論です』 と、 僕 はまた 答へ た。 僕 はぎて ッ i に 飲んだ 酒が 十分 ま はって 來 たので、 張り 

詰めて ゐた氣 も 急に ゆるみ、 i なに ほひ も 身に おぼえ なくなり、 年取った 女が ゐ るの は 自分の 母の 如 

く まれた。 また、 吉彌の 坐って ゐる のが ふらく 動く 樣に 見える ので、 恰も 遠い ところの 雲の上に、 

が 住して ゐる やうで， その 醉 ひの 出た 爲 めに， 顿の 白粉の 下から、 ほんのり 赤い 色が さす 樣 

、よど- 如何にも 美しく ッ て- 可愛らしく ッて、 僕の 十四 五 年 以前の こと を 思 ひ 出さし めた 、し 

僕 は 十四 五 年 以前に、 現在の 妻 を 貰った の だ。 僕よりも 少し 年上 だけに， 不斷 はし ッ かりした とこ 

ろの ある 女 だが、 ii^ 婚の 席へ 出た 時の 赛を 思へば •  一二 杯の 祝盃に 顔が 赤くな つて、 その 場に ゐた、 


まら なくなった 程の 可愛らしい 花嫁であった。 僕 は、 今、 目の前に その 昔の 妻のお も かゆ を 見て ゐた。 

そのうちに ラ ンプ がつ いたのに 氣 がっかなかった。 

『先生 は ひどく 考へ 込んで. S らッ しゃる の * ね』 と、 お袋の 言葉に 僕は樂 しい 夢. を 破られた 樣な氣 が 

した。 

『大分 醉 つたんで す』 と、 僕 はから だ を潢に 投げた。 

『きィ ちゃん』 と • お袋 は 娘に 目く ばせ をした。 

ぢ よ 

『しッ かりな さいよ、 先生。』 吉彌は 立って 來て、 僕に 酌 をした。 かの 女 は 僕 を， もう、 手のう ちに ま 

はし  ほ とん  く 

るめ てゐ ると 思って ゐた のか、 た^ 氣儘 勝手に 箸 を 取って ゐて、 お 酌 はお 袋に 殆ど まかし ッ 切りで あ 

つたの だ。 

『きィ ちゃん、 ぉ彈 きょ （1 - 先生、 少し 陽氣に 行きましょう ぢゃァ 御座いません か？』 - 

士 n 彌 のじ やん くが 初 まった。 僕 は.； i きたく もない ので、 

『ま ァ、 お待ち』 と、 それ を 制し、 『まだお 前の 踊り を 見た ことが な いんだから、 ぉッ S さんに 彈 いて 

もらって、 一つ 僕に 見せて 貰 はう。』 

ひざ  よこ 

『&！  く 踊らな いんです もの』 と、 吉彌 は、 僕 を 見て、 膝に 一 二  ^をのせ たま. - でから だ を 横に ひねった。 

『  』 僕 は 年の 行かない 娘が 踊りのお 稽古の 行き ゃ歸 りに だ r を揑る 時の やうす を 聯想しながら、 
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r お^えて ゐる物 を やったら.. 、ぢ やない 力？』 

『だッ て』 と、 またから だ を 振る と 同時に、 左の 手 を 天心の 方に 行かせて、 暫く 首 葉 を 切った 力 — 

「こんな 大きな なり ぢゃァ 踊れない • わ。』 

『お 酌の つもりに なって、 さ』 と は、 僕が、 かの 女の ます. （-無 邪 氣な樣 子に 引き入れられて、 思 は 

す 出した 一 K 葉 だ。 

「さぅぃふ注文は^^る、 わ。』 苦 彌は訴 へる 様に お袋 を ながめた。 

■  もつ 

『ぢ ゃァ』 と、 お袋 は 娘と 僕と を^ 叫に 見て、 『私に 彈 けなく ッても 困る から • やさしい 物 を 一 つやつ 

て e. 覧。 1 「わが fM がい \ 傘 は 持つ てること にして、 さ。』 三味線 を 娘から 受け取って、 調子 を綺 

めた。 

『まるで 子供の 様 だ、 わ。』 吉彌 ははに かんで 立ち上り、 身 構へ をした。 

お袋の 絲 はな かくし ッ かりして ねる。 

『わが ー 了 もの ー ォと』 の 歌に つれて、 吉彌は 踊り 出した が、 踊りながら も、 

『何だかき まりが 惡ぃ、 わ』 と 云った。 

み  しゃ， じ やう- wi 

その はにかんで ゐる樣 子 は、 今日まで 多くの 男 を だまして 來た 女と は 露 ほど も见 えないで 淸淨賴 

&の？ 31.- がその だ^ を 一 枚々 々まがれて 行く 様な 優し さであった。 俟が杏 生とまで tSK ぎつ けた 女に そ 


んな 侵しみ が あるの かと、 上手 下手 を 見分ける 餘裕 もな く. 僕 はた だ ぼんやり 惚れて ゐる うちに 

『侍つ ゥ 身に ィ、 つら ー ァき、 置き ィ ごた ー ァっ』 も 通り 拔 けて、 終りに なり ♦ 踊り手 は 疊に手 を 突 

じ くび たま 

いて、 しとやか にお 辭儀 をした。 斯うして 踊って 来た 時代 もあった のかと 思 ふと、 僕 は その 頸ッ 玉に 

抱きついて やりたい 程であった。  一 

まつごん  ちょこ 

『もう- 御？ ^よ。』 吉彌は 初めて 年增に ふさ はしい 發首 をして 自分自身め 膳に もどり、 猪口 を 拾って 

『ぉッ 母さん 一 杯お 駄賃に 頂戴よ。』  、 

つ  て 5 し  .V  9 

『さ ァ、 僕が 注いで やらう』 と、 僕 は 手近の 铫+を 出した  - 

しゃみ  ノ 

『それでも』 と • お袋 は 三味 を潢 へお ろして 

『よく 覺 えて ゐる だけ 感心 だ、 わ。 一 . 先生 * この 子が ぉッ 師匠さん のと ころへ 通 ふ時ァ * 困り まし 

たよ。 Se おの 身に 附 くお p なんだ に、 人の 仕事で もして 來た檨 にお 駄賃 を吳 れいです もの。 今以て 

その ケ 2^ は 直りません- わ。 何 だとい ふと、 直ぐお 金な 送って い 11 』 

『さう ねだり ゃァ しない、 わ』 と * 吉彌は ほ- - ゑんだ。 

『  』 ま.？， J 金の 話 かと、 僕 はもう そんな こと は聽 きたくな いから、 直ぐ みんなで 飯 を 喰った。 

一 五 
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ち は 一 足さき へ歸 つたので、 吉彌と 僕との さし 向 ひだ。 かうな ると、 こらへ てゐた 胸が 急に みな 

きって 來た。 

^ あ^  ぽ く 

『先生に かう おごらして 濟 まない、 わ、 ねえ』 と、 可愛い 目つ きで 吉彌が 僕 を ながめた のに 答へ て、 

『馬鹿！』 と 一 t>、 僕 は强く 重い^ 忿を あびせ かけた。 

『そのこ はい 目！』 暫く 吉彌は 見つめて ゐ たが、 『どうした のよ』 と、 かほ をし がめ て 僕に すり 寄って 

來た。 

『え ソ、 i れる、 わい！』 僕 はこれ を 押し 除け て、 にらみ 附け， 『知らないと 思って、 どこまで 人 を 

馬鹿 こし P ァ がるんだ い？ さッ き、 おれが こ \ へ來 るまでの こ \ の ざま ッ たら 何 だ？』 

吉爾、 ュ鳥 度ぎ や ふんと した 様であった が、 ゐす まひ を 直して、 

『ss いてた の？』 と、 きまりが 惡ぃ樣 子。 

『聽 いてた どころ か、 隣り の 座敷で 見て ゐ たも 同前 だい！』 

『あたい、 何も 田 島さん を 好いて やしない、 わ。』 

『もう、 好く 奸 かないの 問題 ぢゃァ ない、 病氣 がう つる 問題 だよ。』 

『そんな 物ァ迅 くに 直って る， わ。』 

『分る もんか？ 貴^！^のロのはたも， どこの 馬の骨 か 分.^ もしない 奴の 毒 を 受けた 結果 だ ぞ。』 


d  «<  L 

云って 置かなかった が、 かの 女の 口の はたの 爛れが 直ったり、 出來 たりす るの は、 僕の 初めから 架 

にして ゐた ところであった。 それに、 時々、 その 活きく した 目が かすむ の を 井筒屋のお 貞が惡 口で、 

徽 毒性の そこ ひが 出る の だと 11 いて ゐ たのが、 今更ら 思 ひ 出されて， 僕 はぞッ とした。 

『IE^ 恕 して 頂戴よ』 と * 僕の 胸に 身を投 ゆて 來た 吉彌 をつ き拂 ひ、 僕 はつ ッ 立ち あがり 、『お ッ 母さん 

にさう 云って 貰 はう • 僕 も 男 だから、 ぉッ 母さんに 約束した こと は、 お前の 方で 筋道 さへ 踏んで 來り 

くさ  たまし ひ  ，  たうて 4  . - 

ゃァ、 必 らす實 行す る。 然しお 前の 身の 腐れ はお 前の 魂から 入れ 變へ なけり や b、 到底 • 直り ッこは 

な いんだ。 ii これ は 何も 燒き 餅から 云 ふん ぢゃァ ない、 お前の 爲めを 思って 云 ふんた。』 

怒り はした もの、， 僕 は淚が こぼれた。 それとなく、 ハ ンケチ を 出して 目 を 拭きながら 座敷 を 出た。 

出てから 鳥渡 ふり 返って 見た が、 かの 女 は 11 分った のか、 分らない のか 一 I 突き放され たま- -の位 

もと はじ 

置で、 疊に 左の 手 を 突き • その 方の 抉の 端 を 右の 手で 口へ 持って行った。 目 は疊に 向いて ゐ た。 

その 翌日、 午前中に、 吉彌 の兩親 はいと ま 乞 ひに 來た。 僕が 吉彌 をし かりつ けた！！ これ を 吉彌は 

つ  あいさつ 

お袋に 告げた か、 どうか 11 に對 する 挨拶な ど は、 別に 無かった。 鬼に 角、 僕 は 一 種 不愉快な 嶽迫を 

免れた 樣な氣 がして、 女優 問題 を も 成るべく 僕の 心に 思 ひ 浮べない 樣 にしようと 定めた。 J、 これ か 

らは 僕から 弱く 出て かれこれ 云 ふに は 及ばない、 吉彌に 性 脱が あったら、 向 ふから 何とか 云って 來る 

だら う、 それ を 待って ゐ るに 如く はない と. 考 へた。 
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『らょも^^才はなぃでしょぅが 1. このっ0^:?^が"£_|ですから、 ね。』 と、 お袋 の^れの 言 紫 はまた 斯 

うであった。 

『無へ- i です とも』 と 答へ たが、 僕 は あとで 無論 もく そ もあった もの かと 云 ふ 反抗 心が 起った。 そして 

-  、 i 'ヽ  ほんとう  ， 

それでもな ほ實 は、 .r 彌 がその 兩親 を： 115<送 りに 行った 歸 りに、 立ち寄る のが 本統 だら うと、 5- 出 もし 

ないで 待って ゐ たが、 士：： 彌は來 なかった。 晝 から 來 るかとの 心待ち も 無駄であった。 その 夜 もとうと 

う えなかった ® 

その また あくる 日 も、 n が 暮れる まで 待って ゐ たが、 來 なかった。 もうお 座敷に 行ったら うから 駄 

目 だと、 — そして、 井筒屋 はは やらない が、 井筒屋" 獨り藝 者 は 外へ 出て はやり ツ子なん だから、 

11 あきらめて、 書見で もしょうと • 半分 以上 は讀み 終って ある メレ ジコ ウス キの 小說 『先驅 者』 を 

手に 取った。 國府津 へ 落ちついた 當座 は、 面. R 半分 I 氣に讀 みつ づけて、 そこまで は 進んだ が、 僕の 

氣がゃ M, かれ 出してから は • 殆ど 全く 之 を 忘れて ゐた あり 樣で あつたの だ。 この 蒈の 主人公 レオ ナドダ 

ヸンチ の 獨身 生活が 今更ら の 如く 懷 しくな つ た。 

SI けに 枕して 讀 みかけた が、 ふと 氣 がっくと、 月が 座敷 中に その 光を廣 けて ゐる。 おもてに 面し 

た 方の 窓 は 障子 をはづ してあった ので、 これ は危險 だとい ふ考 へが 浮んだ。 こないだから 持って ゐた 

考 へだが、 I— 吉彌の 圈係者 は あるか 分らない の だから、 僕 は 旅の 者 だけに、 最も 多くの 恨み 


をs^^ひ易ぃのでぁる。 ぃっ如何なる^^^から闇打ちを喰らはされるゃも知れなぃ。 人通りの ない^、 よ 

しんば 出來 心に しら、 石で もほうり 込まれ * 怪我で もしたら 詰らない と 思 ひ * 起き あがって、 窓の 障 

子 を!； め、 左右 を 少し あけて 置いて • 再び 枕の 上に 仰向けに なった。 

心が 散亂 して ゐて 一 點に 集らない ので、 眼 は 開いた ぺ .1 ジの 上に 注がれて、 何を讀 んでゐ るの か 締 

りがなかった。 それでも じ ッと讀 みつ づけて ゐ ると， 新ら しい 事件 は 出て 來 ないで、 レオ ナド と吉彌 

とが 僕の 心 を か はる/^ 通過す る。 I 方 は 溢れる ばかりの 思想と 感情と を 古典的な 行動に 包んだ 老獨 

ひこて てぎ  す さ 

身 者のお も かゆ だ。 また 一方 は その 性情が 全く 非 古典的で ある 上に、 無 神 經と思 はれる まで も 心の 荒 

ん の 姿 だ。 この 二つが * ま はり 燈 籠の 樣に 僕の 心の 目に か はるぐ 映って 來 るので ある。 

うつ は  さぴ  こ 

1 方 は、 燃 ゆるが 如き 新 情 想 を 多能 多才の 器に 包み、 一 生の 寂しみ をう ち 籠め た戀を さへ 云 ひ 現 はし 

a ^ないで 終って しまった。 その 生涯 は 如何にも 高尙 である、 典雅で ある、 純潔で ある。 僕が 家庭の 面 

倒 や、 女の 關 係 や、 また さう 云 ふこと に附隨 して 來る さま/^ の 苦痛と 疲勞 とを考 へれば、 ぃッ その 

こと、 レオ ナド の樣 に、 獨 身で、 高潔に 通した 方が 幸！ i であった かと、 何となく 懷 しい 樣な氣 がする。 

然し、 また 考へ ると、 ？ ii でよ く 引き締った 半 僧 生活 は、 拾 数年 前、 旣に、 僕 は 思想と 富 驗 との 上で 

通り 拔 けて 來 たの だ。 そんな 初々 しい ことで、 現在の 僕が 満足 出來な いのは 分り切って ゐる。 僕の 神 

pi は レオ ナ， ト の神經 より 五倍 も 十倍 も 過敏に なって ゐる だら う。 
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かう 思 ふと、 また、 の 墓場の 樣 に荒廢 した 胸の 中のに ほひが して 來て、 そのく 空い 穴- 氣に、 吉 

彌の 姿が 時 を 傅 顔に 浮んで 來る。 そのな よくした 姿の ほ 、る， "みが 血球と なつ て、 僕の 血^ を 循環す 

るの か、 ^はま^が ゆるんで、 がッ かり， 勞" し * 手 も不斷 より は 重く * 足 も 常より は 倦怠い の をお ぼ 

えた。  r 

僕の 過敏な 心と 身 體とは んでゐ るの だ。 延びて ゐ るの だ。 固まって ゐた 物が 副け て 行く 様に、 立 

ち 据わる 力が なくなって、 下へ くと 重みが 加 はった の だら う。 墮落、 荒 有 倦怠 • 疲勞 1. 

デカダ ンと云 ふ に 放浪す るの を、 寧ろ 僕の 誇りと しょうと いふ 氣が 起った。 

『先！ Fi:^』 を 手から， おしたら、 レオ ナド はゐ なくなつ たが * 吉彌 ばかり はま だ 僕 を 去らない 

かの ンは無 努力、 無神經 の、 た^ 形ば かりの デカダン だ、 僕 等の 考 へと は 遠って、 實 力がない、 中 

ぶがない、 水隨 がない。 かう s、0 ふと、 これ も 亦. 膨 になって * 僕 は 半ばから だ を 起した。 さう すると、 

吉彌も 亦 僕の 心^ を往來 しなくな つた。 

§ くッ て^らな いので、 無 やみに うち は を 使って ゐ ると、 どこ 力ら 力 

!.&,して^^鉞ょ』 とい ふ： しい が聽 える。 然し その 薛の主 はま だ 来ない のであった。 

一六 


僕が 强く當 つたので、 向 ふは燒 けにな り 

『ぢ ゃァ 勝手にし ろ』 とい ふ氣 になった ので は あるまい か？ それなら、 僕から 行かなければ 永劫に 

|di へる 箸 はない。 會 はないなら. 會 はない 方が 僕に 取っても い- -の だが * まさか、 向 ふ はさう まで 思 

ひ 切りの い. t 女で もなから う。 あの 馬鹿 女郎め、 今頃 は どこに 何 をして ゐ るか、 一 つ 探偵 をして やら 

うと、 うち は を 持った ま、 • 散歩が てら、 僕 は そとへ 出た。 

井筒屋の 店 さきに は、 吉彌が 見えなかった。  、 

i ころんで ゐ たせい も あらう、 あたま は 重く、 目 は 充血して 腫れ ぼッ たい。 それに、 近頃 は 運動 も 

と  こも  つく  iO$  こ 

しないで、 家にば かり 閉. I： 籠り *  11 机に 向って 考へ 込んで ゐ たり^ I それでなければ、 酒 を 飮んで 

ゐ たり —— ばかりす るので あるから、 足が ひよ ろくして ゐる。 凉 しく 吹いて 來る 風に * 僕 はから だ 

が 浮き さう であった。  .* 

でこぼこした 道 を 踏みし め、 踏みし め、 僕 は 歩いて ゐ たが、 街か^：ーを通る人かけがすべて僕の敞でぁ 

かげ ぼ-.！ S し  なん 

るかの 樣に思 はれお。 月光に 投げ出した 僕の 影法師 も" 僕に は 何だかお そろし かった。 

成るべく 通行 者に 近 よらない 樣 にして * 僕 は先づ 例のう なぎ 屋の前 を 通った。 三味の 音 や 歌 聲は聽 

える が、 吉彌 ので はない。 ゐ ない のか 知らん と、 ほかに 當 ての ある 近所の 料理屋の 前 を 二三 軒 通って 

見た。 そこいら にも ゐ さう もない 様な：：： おがした。 
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啻 木のお i とも 云 ふべき は、 二三 丁 さきの 里ぎ やた。 渠は、 吉彌 との 關係上 初めは 井筒屋のお 得意 

かさ  じ^^ぅ含ゃく 

であった が、 借金が 嵩んで 敷居が 高くなる に從 つて、 かのうな ぎ屋の 常客と なった や： し そこのお 

かみさんが 吉彌を 田 島に 取り持った ことが 分って から、 また 里 見 亭に轉 じたの だ。 そこでし くじった 

ら、 また. もう 少し かけ 隔 つた 別な 店へ 移る の だら う。 はたから 見る と、 段々 返却して 行く あり 様 だ。 

吉. 彌の 話した ことに 據 ると、 靑木は * 渠 自身が、 

『無舉 な 上に 年を取って ゐ るから、 若い ものに 馬鹿にされたり • また、 自分が 一 生 懸命に なって ゐる 

女にまで も li^ されたり する の だ』 と、 ER 泣きに 泣いた さう だ。 

或七ォ など；；： 水 は， E 心 ひ 物の 心 を 試め さう として、 吉彌 に、 その 同じ 商賫 子で、 す ッと华 若な の を — 

吉. 彌の合 ひ 方に 呼んで ゐ たから 11 取り持って 見よ と 命じた。 吉. 彌は 平氣で 命令 通り 向 ふの 子 を 承知 

させ、 靑木を かけへ 呼んで その 旨 を 報告した。 

ttt  だ r ぢゃ うぶ 

『姉さん さへ 承知なら ッて 11 大丈夫よ。』 

『  』 靑木 は， 然し さう 聽 いて 却って 之を殘 念が り、 赏は 本意で ない。 お前 はそんな こと をされ 

て も 可と もない ほどの 雜情女 かと • 立って ゐる吉 彌の肩 をし ッ かりいだ き 締めて、 力一杯の 誠意 を 見 

せようと した こと も ある さう だ。 思 ひやる と、 この 放蕩お ゃぢ でも 實 があって、 可哀 さう だ。 吉.. 囀 こ 

そそん な II 馬^ 々 々 しい 手段 だが —— 熱の ある 情けに も 感じ 得な い 無 紳經者 11 不實者 -l 


かう いふ こと を考 へながら、 僕 も 亦 その 無 神經者 11 不實者 一 . を 追って、 里 見亭の 前へ い ハ< た。 い 

つも 不景氣 な 家 だが、 相變ら ャひッ そりして ゐる。 ゐ さう にもない。 併し また こッ そり 乳く り 合って 

ぎで くじ ゃゥ  も 

ねる のか も 知れない と 思へば、 急に 僕の 血 は 逆上して、 あたまが 燃え 出す 樣に 熱して 來た。 

僕 は、 數 丈のう はばみが ベろ く 赤い 舌 を 出し • この 家のう ち を 狙って 卷き附 く かの 様な 思 ひを以 

ICN らて 

つて • 裏手へ ま はった。 

裏手 は 田圃で ある。 すッと 遠くまで 並び 立った 稻の穂 は、 風に 扉いて きらく 光って ゐる。 僕 は!! 

風の 如く 輕く なり、 月光の 如く 形な く、 里 亭の裏 ニ陪へ 忍んで 行きたかった。 然し * 板壁に I つた 

自分の 黑ぃ 影が、 どうも、 邪魔に なって 堪らない。  - 

その 影 を 取り去って しま はう とする かの 様に、 僕 はこ は/ 1\» 一  ま はりして、 また 街道へ 出た。 

あゆ 

もとの 道 を 自分の 家の 方へ 步んで 行く と、 喑 いところ があった り、 明るい ところが あったり、 ラン 

めいあん. S うせう 

プの あかりが さしたり、 電燈の 光が 照らしたり、 —— その 明喑幽 照にまで も 道の でこぼこが 出來て — 

ちらつく 眼鏡 越しの 近眼の 目 さき や、 あぶな ッ かしい 足 もとから * 全く 別な 世界が 開ら けた。 

t  >  みせ 

戶.^ に 立ち働いて ゐる黑 い 影 は 地獄の 兵卒の 如く、 —— 戶々 の 店 さきに 一 樣に黑 く 並んで るかな 物、 

荒物、 野菜な ど は 鬼の 持ち物、 1  おひ 物の 如く、  一 I 僕 はいつ の 間に 墓場、 黄泉の 臺 どころ を i< ぎ當て 

てゐ たの かと 不思議に 思った。 
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たま， C*  < ^唄 を 歌って 通る ものに 會 ふと、 その li からして 死んだ ものら の 腐った 肉のに ほひが 聽 

かれる 様 だ。 

僕 は、 —— たと へば、 伊邪那岐の 尊と なって —— 死人のに ほひが する 簿喑ぃ 地獄の 勝 乎 口まで、 女 

を 追って ゐる « な氣 がして、 家に 歸 つた。 

^計 を兒 ると、 もう、 十 時^だ。 然し、 まだ 暑い ので、 得 を 取る 氣に はならない。 仰向けに 倒れて 

カ拔 けがした 全身 をぐ ッ たり、 その 手足 を 延ばした。 

そこへ 何物 か 表から 飛んで 來て、 裏 窓の 壁に 當 つて はね 返り、 ごろ，. と はしご 段 を轉け 落ちた。 

迷 ひ 鳥に して は、 餘 りに 無謀 過ぎ、 餘 りに 重みが あり 過ぎた やう だ。 

ぎよ ッ としたが、 僕 は 直ぐお もて 窓 を あけ、 

r  』 誰れ だ？ と、 いつもの やうた 大きな 聲を 出さう としたら、 下の 方から、 

r 靜 かに./ \』 と、 聲 ではなく、 ただ 制する 手振り をした 女が 見える。 吉彌 だ。 

僕 は 直ぐ 一 一階 をお りて 外へ 出た。  - 

r  』 まだ 物 を 云はなかった。 

へ. S*- いど ほ  ちょ 

r びッ くりして？』 先づ、 平生： ii りの 調子で 小 だ わりの ない 聲を 出した かの 女の 醉 つた 様子が、 なよ 

なよ した 優しい 粬郭 を、 月の 光で 地上にまで も 引いて ねる。 


f また 靑木 だら う？」 

r い、 え、 これから 行く の。』 

0 はな  だ ^ 

r ぢ ゃァ、 早く 行き ゃァ がれ！』 僕 はわ ざと ひどく かの 女 を 突き放って 今夜 も 駄目 だと あきらめた。 

『もう 一 つ あけ ませう か？』 かの 女 は 今 一 つ 持って ゐた 林檎 を 出した。 

r  』 僕は默 つて それ を 奪 ひ 取って から、 つかく と 家に 這 入った。 

一七  、 

あ やび ごと  ひや 

その後、 #1 彌に會 ふ 度 侮に、 おこって ©< たり、 冷 かして 見たり、 笑って 見たり、 可愛がって 見たり 

—— こッ ちで も 要領 を 得なければ、 向 ふで も その 場 、その 場の 商寶 振り。 僕 はお 袋が 立つ 時に くれ- 1.\ 

注意した ことな ど は 全く 無頓着に なって ゐた。 

かね  いや 

東京から は、 もう、 金 は 送らないで 妻が 燒け 半分の-厥み ッた らしい 文句ば かり を 云って 來る。 僕 は 

はんどうし N?  どうじ 

その ふくれて ゐる樣 子 を 想像 出來 ないで はない が、 入り もしない 反動 心が 起って 來 ると 同^に、 今度 

の 事件に は 僕に 最も 新ら しい 生命 を與 へる 戀 11 そして、 妻に は诀 して 望めない の 一 I が 含んで ゐる 

SC  めかけ  げいしゃ 

樣 にも 思 はれた。 それで、 妾に しても 藝者を つれて 歸る かも 知れない が、 お前 達 (親に も 知らして あ 

ると 思った から、 喑に それ を も 含めて) に は 決して 心配 はかけ ない とい ふ 返事 を 出した。 
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$r が あがる.：： はいつ も 井筒屋 だが、 吉. 強と 僕との 關 係 を 最も 早く 感づいた の は 、そこのお 君で ある。 

皮肉に も * 隣り の窒に 忍び込んで、 すべて を探债 したら しく、 あった ま、 の 事赏を 並べて、 吉. 彌を而 

と 向って いぢめ たさう だ。 

吉彌は 之が 船に さはった とかで、 自分のう ちのお 客に 對し、 立ち 聽 きするな ど は失禮 ではない かと 

/-げ べつ ナ.. -て ちが  » 

おこり 返した さう だが、 その いぢめ 方が 不斷 のお 一に 蔭辨鹿 的な お 君と 違って ゐ たので 

『あらが まッ ちゃくれ も、 もう 年 だから、 燒ぃ てるんだ、 わ』 と、 吉彌は 僕の 胸 をぶ つた。 

『まさか、 そんな わけ ぢゃァ あるまい』 と、 僕 は 答へ た。 

然し、 それから、 お 君 は 英語 をお ひに 來 なくなつ たの は 裹實 だ。 

f, これが 動機と なって、 いくらかき まりが 惡 くな つたのに 加へ て、 自分の 愛する 者が 年の 若い 

娘に いぢめ られ ると ころな どへ 行きた くな くな つた。 また、 ぉ貞 が、 僕の 顏 さへ 見れば、 士ロ 彌の惡 

をつ くの は、 あ スなド 司な 女 を 僕が あけ こそ すれ、 まさか、 關 係して るると は 思はなかった からで も 

あらう が、 それにして は、 知った 以上、 僕 を も 下司な 者に 見爲 すの は 知れ 切って ゐ るから、 行かない 

方が い- -と思 ひ 定めた。 それで、 士 np を 呼べば、 うなぎ 屋へ 呼んだ が、 飮 みに 行く 度数が もとの 様に 

は 多く なくなった。 

勉， 強 をす る 時間が W 來 たわけ だが、 目的の 脚本 は 少しも 筆が 取れないで、 却て讀 み 終った メ レジ n 


ウス キの小 說を縮 少して、 新 憐想を 包んだ 一大 古典 家、 レオ ナドダ ギン チの 高潔に して 而も IK み 多き 

せう か. J てき 

生涯 を 紹介 的に 書き初めた。 

或晚 のこと、 虛心 になって 筆 を 走らせて ゐ ると、 吉彌が はしご 段 を とんく あがって 來た。 

『  』 何も 云 はす 直ぐ 僕に すがり 附 いて わ ッと 泣き出した。 餘り 突然の こと だから- 

『どうしたの だ？』 と、 思 はす 大きな 聲 をして、 僕 はかの 女の 片手 を 取った。 

r  』 かの 女 は 僕に 片手 を まかせた ま- r で 暫く 僕の 膝の 上に っッ 伏して ゐ たが、 やがて、 あたま 

を あゆて、 その 喰 は へ て ゐた袖 を 離し、 『靑 木と 喧嘩した の。』  、 

r なァん だ』 と、 僕 は 手 を 離した 。『乳く り 合った あゆく の 喧嘩 だら う。 それ を おれのと ころへ 寺って 

來たツ て、 どうす るんだ？』 

『分って しまった、 わ。』 

『何が、 さ？』 僕 はと ぼけて 見せた が、 靑 木に 鳴ぎ つけられ たの だと は直觀 した。 

『何 カツて、 ゆ ふべ、 うなぎ 屋の 裏口から こッ そり 這 入って 來て、 立ち 聽 きした と、 さ。』  でよ、 

先^の 僕が ゆ ふべ の 青木に なった の だ。 また、 うはば みの 赤い 舌が ぺ ろく 僕の 目の前に 見える 樣 だ。. 

よそ ま 

僕 は 之 を 胸に 押さ へ て 平 氣を裝 ひ、 

『それが つらい のか？』  く 


泡 鳴 仝 m 一 

「どうしても， 疑 はしい ッて聽 かないん だもの >  瘤に さはった から、 みんな 云つ ちまった 1- 「あな 

たのお 世話に やならない」 て。』 

「それで い」 ぢゃァ ないか？』 

「ぢ ゃァ、 向 ふが これからのお 世話 は斷 わると 云 ふんだ が、 い" の？』 

『い-とも。』 

『跡 Q 始末 は あなた が附け て P せれ て？』 

『知れた こッ た』 と、 僕 は- S 悟した。  > ね 

かう いふ ことに ならない うち、 早く 切り あげよ ラか とも 思った の だが、 來べ I. が來 ない ので ひ 

とつ は f がっかなかった の だ。 然し、 もう、 かうな つた 以上 は •  fs 引く の をい さぎよ しと」 

• ぐ b 一  すわ 

ない。 僕 は^ 外に 心が 据 つた。 

『もう 少し 誓いたら 行く から、 さきへ 歸 つて ゐな』 と、 僕 は 一足 さきへ 吉 彌を歸 した。 

一八 

やがて 井 S1 へ 行く と、 吉彌と 貧と 主人と が 戛裡を 取り 卷 いて 坐って ゐる。 お 君 や 正ち やん は 

何も 知らす に 铲」ゐ ろら しい。 主人 はどうい ふお になる だら うと 心配して ゐた 様子、 墓 は 存外 平氣 


でゐ る。 お 貞は 先 づロを 切った。 

「先生、 飛んだ ことにな りまして、 なァ』 と、 飽くまで 事情 を 知らない 振りで、 『あなた さまに 御 心配 

かけて は濟 みません けれど 11 J 

r なァ に、 かうな つたら， 私が 引き受けて やり まさ ァ。」 

r 濟 まない こッて 御座います けれど （. 士ロ. 彌が惡 いの だ、 向 ふ をお こらさないで、 そッ として 置けば 

い- -の に。』 

r 向 ふから ほぢ くり 出す の だから 仕 やうがない、 わ。』 

わた レ  く 4!. 

『もう、 出來 たこと は 何と 云っても 取り返しの つく 笞 がない。 すッ かり 私に おまかせ 下さい』 と、 僕 

は 男らしく 斷 言した。 

.A  、くる  せ 

『然し』 と、 主人が 堅苦しい 調子で 、『世間へ、 あの人の 物と 世間へ 知れて しまって は、 藝嗜が 寶れま 

せんから、 なァ  また 出來 ない 樣な ことがあって は、 こちらが 困る ばかりで —— 』 

『そり ゃァ、 もう、 大丈夫で すよ』 と、 僕 は輕く 答へ たが、 餘 りに 人 を 見くびった 云 ひ 分 を 不快に 感 

じた。 

ぶ あ 5-*.- やう  つ 6  , 

然し， 割合に すれて ゐ ない 主人の ことで あるし、 また その 無 愛嬌な しがみ ッ面は 持ち前の ことで あ 

るから、 思った ま k を！ K つたの だら うと 推察して やれば、 僕 も 多少 正直な 心に なった。 
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r どうと もして』 と は、 實際、 何とか 工面 をし なければ ならない の だ、 『必ら す 御-や 配 はかけ ません が 

靑 木さん の 方が 成り立って ねても、 今月 一 杯 はか & るんで したから —— そこいらの 日限 は、 どうか、 

よろしく』 と、 念 を 押した 0 

ちょっと 

『それ は 勿論の ことです。』 主人 は 鳥渡に こつ い て 見せた が、 また 持ち前の しがみ ッ 面に 返って、 『靑木 

七キ そろ 

が あの 時^へ て 出して しまへば よかった に、 なァ』 と、 お 貞の方 を ふり 向いた。 

『あいつが しみ ッ たれ だから、 さ。』 お 貞は 煙管 を はたいた。 

『I 杯飮 まう か？』 もう 分ったら うと 思った から • 僕 は、 吉彌を 促が し. 二階へ あがった。 

あ  >  むか 十 わ  > 

『泣い たんで びッ くりした でせ う？』 吉彌は 僕と 相 向って 坐った 時に 斯う 云った。 

「なァ に。』 僕 は. fu 彌の誇 的な 態度 を わざとら しく 思って ゐ たので * 澄まして 答へ た。 『お前の 目玉に 

水 ッ氣が 少しもなかった よ。』 

硯と卷 き 紙と を 呼んで、 僕は飮 みながら、 先輩の 某氏に 當て --、 金の 工面 を 頼む 手紙 を 書いた。 そ 

の 手紙に は • ー藝^ があって、 年 は 二十 七 — 顔立ち は 良くない し、 三味線 も 甘くない が、 踊りが 

得意 (これ は 吉彌の 云つ. U 通り を 信じて 云 ふの だ) —— .1;: 通の 婦人と は 遠って 丈が すッと 高く 11 目 

と 口と が 火き いので、 仕込み さへ すれば、 女 侵と して 申し分のない 女 だ。 且* その子 供が 一人 ある、 

また 妹が ある。 それら を 引き 人れ る ことが 出來る 望みが ある。 失敗 は 豫め覺 悟の 上で つれて 歸 りたい 


から、 それに 必要な 百 五十 圓 ばかり を 一時 立て 換 へて 貰 ひたいと 頼んだ。 その 全體に 於て、 さきに 劇 

場に ゐる 友人に g 介した 時よりも 熱が さめて ゐ たので、 調子が 冷靜 であった。 無論 • 友人に 對 する 考 

こ . ろ も  しょうち 

へと 先 幾に 對 する 心持ちと は • また、 遠って ゐ たの だ。 ただ、 心配な の は 承知して 吳れ るか、 どうか 

とい ふこと だ。 

『もう、 書け たの？』 吉彌は 待ち ど ほし さう に 尋ねた。 

r. あ、』 と、 僕の 返事に は 力がなかった。  、 

ね  かたむ 

僕は寢 ころんで がぶ く 三 四 杯を獨 りて 傾けた。 

『あたい も 書かう』 と、 吉彌が 今度 は肇を 取り、 僕の 投げ出した 足 を 尻に 敷いて、 肘 をつ き、 頻りに 

何 か i 曰き 出した。 

僕 は 手 をた >- いて 人 を 呼び • まだ 起きて ゐる だら うからと、 印紙 を 買って 投函す る こと を 命じた。 

1 つ は、 そこの 家族 を. fi< 心させろ 爲 めであった が、 若し 出来な. S 返事が 來 たら どうしょうと、 心 は 息 

>2 る 様に 苦しかった。 

『  』 吉彌も 亦 短い 手紙 を 書き あけた の を、 自慢 さラだ 11 

『どれ 見せろ』 と、 僕 は 取って 見た。 

へた  ゃク  S よ 

下手く そな 假名 文字 だが • 漸 とその 意 だけ は 通じて ゐる。 さきに 僕が かの 女のお 袋に 尋ねて、 吉彌 
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は 小 举5$ を 出た かとい ふと、 舉 校へ はやらなかった ので * 僅かに 新 閗を拾 ひ 讚み する ことが 出來 るく 

らゐ で、 g 射に なっても せりふの 覺 えが 惡か らラと 答へ る。 すると 吉彌 がそば から、 

『まさか、 ii: はしない、 わ』 と、 答へ たの を 思 ひ 出した。 

1 しばらく 御ぶ さた 致し 候。 まづ はお か はり もな く • 御つ とめな され 候よ し、 かけな 力ら 祝し 居 

さてと や、 このほどよりの 御 はなし、 母より うけた ま はり、 うれしく 存じ lb 』 

てッ きり、 例の 區 役所 先生に 送る の だと 分った。 『うれしく』 と は、 一緒になる ことが 定 つて ゐ るの 

だら う。 もっとも， 僕 は その 人が 承知して 女優になる の を 許せば、 それで かま はない とも 考 へて るた 

の だ。 

そのつ づき、 — 

『ちかき うちに 仏 も歸り 申し 候に つき、 く はしき こと はお 目 もじの 上申し あげさ ふら ふ 力し く き 

くより。」 

菊と は吉彌 の^ &だ。 さすが、 當て名 は llE いてない。 

r 馬鹿野郎！ 人の 前での ろけ を 書き ゃァ がった、 な。』 

r のろけ ぢゃァ ない ことよ * 御無沙汰して ゐ るから、 お詫びの 手紙 だ、 わ。」 

rra より 承 はり、 うれしく」 だ 11 當て名 を 書け、 當て名 を！ 隱 した ッて 知れて らァ J 


『ぢ ゃァ、 書く、 わ。』 笑 ひなから * 『うは 封 を 書いて 頂戴よ』 と 云って、 かの 女の 筆 を 人れ たの は 『野 

潭 さま』 とい ふので ある。 

ぶゥ とう  ， 

僕 は その 封筒のお もてに 淺草區 千 束 w〇 丁目 〇 番地 渡瀨 (これ は 吉彌の 家) 方 野 澤樣と 記して やつ 

m よ 

た。 かの 女 は その 人 を 子供の 時から 知って ると 云 ひながら、 その 呼び名と その 宿所と を 知って ゐ ない 

のであった。 

『  』 さきの 愫筆は 自分の 爲 めに 利益と 見えた こと だが、 今の は 自分の 不利 盆になる 事件が 含ん 

でる る 代筆 だ。 僕 は、 何事 も 成る 様になれと いふつ もりで、 苦しい 胸 を 押へ てゐ た。 が、 表面で は、 

さう 沈んだ 樣には 見せたくなかった ので、 からか ひ 半分に、 『區 役所が 一 戀 しいだら う？』 

ゆお  ぼ.？ か ち 3- 

「い i え。』 士ロ彌 はに ッ こりした が、 口 を 歪めて、 『あたい、 矢ッ ぱし靑 木さん が 一番 可愛い、 わ — 

實が あつ て 11 長く 世話 を かけたん だもの。 J  •• 

「ぢ ゃァ、 僕 はどうな るんだ？』 

M  じ ん 加. ft 

『これから は • あなたの』 と、 吉彌は 僕の 寢 ころんで ゐる 胸の 上に 自分の 肩まで もから だ を もたせ か 

けて、 預を 一 音づ i に 動かしながら、 『め 11 か 11 け。』 

十二時まで、 僕 等 はぐ づ ついて ゐ たら、 ぉ貞が 出て 來て、 もう、 時間 だから、 引き あげて 吳れ ろと 

いふ 鎮み であった。 僕 は、 .N ち あがる と、 あたまが ぐらく ッ として、 足が ひよ ろつ いた。 
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.^ど ぐ ち 

あぶない と 思った ハ， ら でも あらう、 吉， が 僕 を 僕の 門口まで 送って 來た C 月の い、 地上の 空に、 僕 

等が！ 一 つの 影 を投 けて ゐ たの を おぼえて ゐる。 

一九  、 

ゥなが  お  た 

返 を 促して 置いた 劇場の 友人から， 一座のお もな 一人に は 話して 置いた、 その他の こと は 僕の 歸 

京 後に しょうと * 漸く 云って よこした。 これ を 吉彌に 報-ヒロ すると、 かの 女 はき まりが 惡 いと 云 ふ。 な 

ぜ かとよ くく 聽 いて 見る と、 若し その 一 座に 這 入れる としたら、 數^ 前に 東京で 買 はれた なじみが、 

おやま  キ i う 

その 時と は 遠って、 そこの 立派な 立て 女形に なって ゐ ると いふ ことが 分った。 よくく 興 ざめ て來る 

Hiikll では ある。 

それに、 最も肝心な先^^の返事が全く面白くなかった。女優に仕立てるには年が行き過ぎてゐるし、 

I 庋萌： 者 をした ものに は、 到底、 舞臺 上の 練習の 困難に^ へる 氣カ がな からう。 寧ろ 斷然關 係 を斷っ 

ちう こく  すんぶん 

方が 僕の BjS めだと いふ 忠告 だ。 僕の 心の奥が 絕 えす 語って ゐた ところと 寸分 も 遠 はない。 

然し、 僕 も 男 だ、 面 上、 I 度 約束した こと を 破る 氣 はない。 もう、 人 を 額ます、 自分が 自分で そ 

の 場に 全 Kin をし よふより 外 はない。 

かラ なると、 .21: 分に 最も 近な 家から 探ぐ つて 行かなければ ならない。 で、 僕 は 妻に 乎 紙 を 香き、 


家の 物 を 質に 入れて 某の 金子 を ii 達せよ と 云って やった。 質入れ をす ると 云っても- 僕 自身， 0 は旣に 

大抵 行って ねる の だから、 目的 は 妻の 衣服 やその 附屬 品で あるので、 足りない ところ は 僕の 父の 家へ 

U  もら 

行つ て 出して 貰へ と 附け加 へ た。 

妻 はかうな るの を豫 想して ゐ たらしい。 實は、 僕- 吉彌 のお 袋が 來た 時、 早 手 ま はしで あつたが、 

僕の 東京 住宅の 近 處にゐ る 友人に 當 て&、 金子の 調達 を 賴んだ ことがある。 無効であった 上に、 友に 

は 大抵の こと を 妻に 注意した。 妻 は、 また、 之 を 全く 知らないで ゐ たの は igg だと 云 はれる のが §さ 

ちまなこ 

に、 先づ以 つて 僕の 父に 內 通し、 その上、 血眼に なって かけやり ま はって ゐ たかして、 電車 道 を 歩い 

て ゐた時 • 子 を 抱いた ま-. -、 すんでの ことで 引き倒され かけた。 

その上の 男の子が、 どこから か、 『馬鹿々々 しい わい』 とい ふ 君 葉 を おぼえて 來て、 その 頃、 頻りに 

それ を 繰り返して ゐ たさう だが、 妻 は、 それが 今回の ことの 1 兆で あつたと、 I- ま を かつ いで ゐた。 

それ..： 尤も だとい ふの は、 僕が 東京 を出發 する 以前に、 滴く 出版が 出來た 『デカダン 論』 の爲 めに、 僕 

の 生活費の 一 部 を 供す る 英語 敎師の 職 を やめられ か. - つて ゐ たの だ。 

父から は嚴 松ない ましめ を 書いて よこした。 直ぐ さま 歸 つて 來 いと 云 ふので、 僕の 最後の 手锇 はも 

れと 行き 違 ひに なった と 見え、 今度 は 妻が、 父と 相談の 上、 本人で 出て 來た。 

僕が- あたまが 重い ので、 散步 でもしょう と玄 n を 出る と • 向 ふから、 i が 上に f がみ ij- を 抱 C て 
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妻が やって 來 た。 顏の瘦 せが 目に 立って、 色が * ッ靑 だ。 僕 は、 これまでの ことが 一時に 胸に 浮んで、 

ぎよ ッ とせざる を 得なかった。 

『馬鹿 ッ —— •^^g ！」 車 を 1^ りる 妻の 權幕は 非常な ものであった。 僕が 妻から こんな 下劣な 侮 

辱の 言 を聽 くの は、 これが 初めてであった。 

『  n 餘ッぼ ど のぼせて ねる の だら うから • 荒立て-. - はよ くないと 思って、 僕 はお だ やかに 二階 

へ つれて あがった。 

茶 を 出しに 來 たお かみさんと 妻 は 普通の 挨^ はした が、 おかみさん は 初めから 何だか 濟 まない とい 

ふ^な 顔つき をして ゐ た。 それが 下りて 行く と、 妻 は そとへ も聽 える やうな 甲高な 驟で • なほ 罵晉罵 

倒を絕 たなかった。 

「あなた はお！! ぎひに なった のです か？ •— Si が拔 けたんで すか？ .11 うち を 忘れたん です か？ 

お父さんが 大變 おこって らッ しゃる の を 知らないで せう 《 — 」 

r  』 僕 は 苦笑して ゐる 外なかった。 

『こんなが があって も」 と、 かの 女 は 抱き 兒が 泣き出し たの を わざと ほうり 出す樣 に 僕の 前に msl き、 

r 可愛くな けり ゃァ、 捨てるな り、 どうな りおしなさい！』 

『  』 これまで 自分の 子 を 抱いた ことのない 僕 だが、 餘 りおぎ ゃァ/ \- 泣いて るので 手に 取り あ 


げては 見た が、 問が 惡くッ て、 あやしたり すかした りする 氣 になれ なかった。 

「子ども は 子どもで、 乳で も飮 まして やれ」 と、 無理に 手渡しした。 

ft  しん ほ 1 

『ほんと に、 ほんと に、 どんな 惡魔 がつ いたの だら う、 人に かう 心配ば かし さして』 と、 妻 は 僕の 顔 

を 睨む 權利 でも ある やうに、 睨み 附 けて ゐる。 

僕 も *  — 今まで 夢中に なって ゐた女 を實際 通り 惡く云 ふの は、 不見識で あるかの 様に 思った が、 

11 それとなく 分る 樣な首 葉を以 つて、 首ッ たけ 惚れ込んで ゐ るので はない こと を說 明し、 女優 問 超 

て はじ  つま 

だけ は 僕の 事業の 手 初めと して 確かに 甘く 行く 様に 云って、 安心 させよう とした。 妻 は それ を も 信じ 

なかった。 

兎に角、 妻 は 家、 道具な ども 質入れす る 代りに、 自分が 人質に 來 たの だから • 出來 るつ もりなら、 

歸 つて、 僕 自身で 金 を： IS へて 來 いとい ふので ある。 で、 僕 は 明日 一先 づ歸 京す る ことに 定めた。 

それにしても、 今、 吉彌を 紹介して 置く 方が、 僕の ゐ なくなった 跡で、 妻の 便利で も あらう と 思つ 

たから、 —— また 一 つに は、 吉彌の 跡の 行動 を 監視 させて 置く のに 郤 合よ からう と 思った から、 I— 

く  ほんし a- く 

吉彌の 進まない の を 無理に 玉 をつ けて、 晚 酌の 時に 呼んだ。 料理 は 井筒屋から 取った。 互 ひに 話 はし 

て も、 妻は絕 えす 白眼 を 動かして ゐる。 吉彌 はまた 續 けて 恥 かし さう にして ゐる。 仲に 立った 俟は時 

に 前者に、 時に 後者に、 同情 を 寄せながら、 三人の 食事 はすんだ。 妻が 不斷飮 まない 酒 を 二三 杯倾け 
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て 赤くな つたので、 焼け. W だら うとお かすと、 東お 出發^ も • 父の 家で さう 心 1^ ばかりし ないで、 ち 

ょッと 酒で も 飲めと 云 はれた の をし ほに、 初めて 酒と 云 ふ 物に 醉 つて 見た と 答へ た。 

僕 は、 妻 を i につけてから • また 井筒屋へ 行って 飲んだ。 吉彌の 心 を 確かめる 爲、 また^れ をす る 

^めであった。 十 一 時 頃， 歸 りかけ ると、 二階のお り 口で、 僕を捉 へて 云った、 

r 束 京へ^ ると、 直ぐ また 浮氣 をす るんだら う？』 

卞ゐ* ん はら いお  •  0  , 

『21 鹿ァ 云へ〕 お前の 爲 めに、 險分 腹な 痛めて ゐ らァ』 

『もッ と： 恥め て やる * わ 0』 吉彌は 僕の 肩 さき を 力 一 杯に つねった。 

妻 n ところへ 歸 ると、 僕の つく 息が 夕方よりも 一 歷滔 くさい 爲め、 また 新ら しい 小言 を聽 かされた 

が、 俊が あやまり を 云って、 無事に 濟ん だ。 1 3g し、 妻のから だは、 その 夜、 半ば 死人の やうに 固 

くめたい 様な 氣 がした。 

二 〇 

その 翌日 吉彌が 早くから やって 來て • そば を 去らない。 

ril ぼ ど i^lkFii- い 女 だよ』 と、 妻 は 侯に 陰 P を 云った が、 

『奥さん、 奥さん』 と 云 はれて るれば、 左程 滑く もない 様子 だ。 いろ. （- うち 解けた 話 もして るれば 


また 二人； 緒に なって， 僕の 惡ロ I— 妻の は 鋭い が、 士 n 彌のは 弱い — を、 僕の 面前で 云って ゐ たで 

『長く こ 、 へ 來てゐ るの？』 

『い、 え、 去年の 九月に。』 

『はやるの？』 

『え &、 どこで でもき ィ ちゃん，/. \ 'て 云って 吳れ てよ。』 

『さう』 と、 あざ笑って、 『はやり ツ子 だ、 ねえ。 —— いくつ？』 

き  しゃ うぢき 

『廿 七。』 僕 はこれ を聽 いて， 吉彌が 割合に 正直に 出て ゐ ると 思った。 

『舉校 は 這 入った の？』 

『い 、え。』 

『新 g は讀 めて？』 .  . 

『假名 を ひろって 讀 みます、 わ。』 

『それで 役者に なれる の ？』 

『そり ゃァ どう だか 分りません が、 朋輩 同志で 舞臺 へ 出た こと は あるの よ。』 

1 一人 はこん な 問答 もあった。 

僕 は、 歸 京したら、 ひよ ッと すると 再び 來 ないで 濟 ませる かも 知れない と 思った から、 持って 來た 
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寄 籍のラ ち、 嚴も 入用が ある もの だけ を 取り出して、 風呂敷 包みの 手荷物 を 群へ た 

遲 くなる から、 蓮くなる からと、 度々 催促 はされ たが、 何だか 氣が 進まない ので、 まァ い」、 まァ 

い、 と 時- fi を 延ばし， II 繫鈸を 過ぎ、 11 また li を 喫してから、 I- 出發 した。 その 日 あたり か 

らして、 士" 彌へ 口の か、 つて 來る ことが なくなって 來 たの だ。 狹 いところ だから、 直ぐ 評判に なった 

ので あらう。 ^を； g 岸へ 案内し ようと つたが、 それ も 吉彌が 引き受け たので まかして I まつ ナ 

侯の 束 京の m ぎ 芝 IKK-O そこ へ 着いた の は 夜の sfl. 車 I して、 綺 つて ゐる戶 を 

た k いて ゐ ると、 家の 前 を 通り過ぎた 人が 一 人あって、 それが 跡 もどり をし て^て 

『a ^雄 かい？』 僕の 父であった。 

『只今 りました』 と、 僕 は あわて、、 少しき まりが 惡く 答へ た。 け ふは^つ ただら うと、 それと な 

く、 わざく 见ま はりに 來た ところな の だら うから、 父 も隨分 心^して ゐる のかと • 僕のから だが 

みあが つた。 が， 『ま ァ、 お ま 返^<ん なさい』 と、 戶が 明く の を 待って. 僕 は 父 を 座敷へ 通した 

妻が 殘 して 行った 一 一人の 子供の いびきが、 隣り の窒 から 聽 えて ゐる。 

僕が 茶 を 命じたら、 

『今、 火 を 起します から』 と、 妻の 母 は 答へ た。 

. もう、 茶よ 人り ません よ、 ぉ婆ァ さん』 と 云って 置いて、 父 は 僕に 對 して 頗る 嚴 松な 態度に なり、 


「今度の こと はどうし たと 云 ふんだ？』 

「  』 僕 は 少し 心 を 落ち着けてから、 父の 顔 を 見い く 答へ た、 『この こと は 何にも 聽 いて 下さん 

な、 自分が 苦しんで、 自分が 處分 をつ ける つもりで すから 0 11 

けっしし 

『さう か』 と、 父. は 僕の 何にも 云 はない 決心 を 見て取つ たの だら う、 『ぢ ゃァ、 もう、 け ふ は II いから 

歸る。 あす 早逨 うちまで 來て貰 ひたい。』 

かう 云って， 父は歸 つて 行った 0 

、 

や  れんさ 5 

妻が 瘦せ たの を 聯想す るせ いか、 父も瘦 せて ゐた樣 だし • 今、 相對 する 母 もまた 額が 落ちて ゐる。 

僕 は 家族に パ ンを與 へないで、 自分ば かりが 遊んで ゐ たやう に 思へ た。 

僕の 書 齋兼寢 室に 這 入る と、 書棚に 多く 立ち並んで ゐる 金文字- 銀 文字の mi が、 一 つ 一 つに その 

作者 や 主人公の 姿に なって 現 はれて 來て、 入れ 代り、 立ち 代り、 僕 を 責めたり あざけったり、 I ぬめ そ 

やしたり する。 その 數 のうちに は、 トルストイの やうな 白髯の 老翁 も ns- えれば、 メ テル リンクの やう 

な ハイカラの 若 紳士 も 出る。 ヒュネ 力の 如き 活氣 盛んな 壯年者 も あれば、 ブラウ 一一 ング 夫人の 如き 才 

ふ じん  み-^ぐゎぃこ,ゝ 

氣當 るべ 力らざる 婦人 もゐ る- いづれ も 皆外國 または 內國の 有名、 無名の 舉 者- 詩人、 議論 家、 創 fe- 

家な どで ある。 その いろんな 人 々が、 また、 その 云 ふところ- 論す ると ころの を求 めて、 獎. > 

交友 間の あの人、 この 人に なって 行く。 僕 は 久し振りで 廣ぃ 世間に 出た かと 思 ふと、 實際は の 得 

«  «  j 九 五 
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中に さめて ゐ るので あった。 持ち 歸 つた 包みの 中から は、 嚴肅な 顔つきで レオ ナド がの ぞいて ゐる。 

，^の え 方が 久し振りに 非常で あるの を おぼえた。 ……： ビ スマク の 首 ……： グラド ス トン の 首 …：： 

こく  キ- ぢょ .*? や しや,  ノ 

曾て 戀 しかった 女 共の 曾々 …… おや ぢの首 ：：.： ^い 友人 どもの 曾 •：•：： 鬼女 や 瀧 夜叉の 首 …：： こんな 物 

が i ぐり に、 あ ふ 向けに 寢て覺 めて ゐる窒 の 周圍の 鴨居の あたり をめ ぐって 吐く 息 さへ も 苦しく 又 

§ がしかった 時 だ 11  &i よ、 VI 、の 首よ、 われ を 夜 铷の靈 の 影 か …：： 簡の盃 盤簡を 盛りて 、 

われ は 底な き il に 沈む』 と、 僕が 新體 詩で 歌った の は！ 

さま. <\- の考 へがな ほ 取りと め もな く 浮んで 來て、 僕と いふ ものが どこかへ 行って しまつ た 様 だ。 

その Si にあって、 ！ -li^is おは 世の常 だから 覺 悟の 前 だが、 11 かの 『デカダン 論』 出版の 爲 めに、 

生活の 一部 を 助けて ゐる敎 師の職 (僕 は 英語 を 一 技術と して 敎 へて ゐ るので あって、 その 技術 を 金で 

買 ふ に s、5 つて ゐる 現代 舉 生に は 別に， 師事され るの を 潔しとしない) を， 妻の 聽 いて 來た 通り • やめ 

きざ 

られ るなら、 速 また 一 苦勞 がふえ ると いふ 考 へが、 强く 俊の 心に 刻まれた- 

然し、 その 時 はまた その 時で、 一 傘 を以 つて、 拙 ひ をつ ける ことが 出來 ると、 覺 悟した。 

すると、 また • 心の 典から、 國府 » に^る 金 はどうす ると 尋問し 出す。 これが 最も さし 迫った 任務 

である。 然し、 それ も 亦 * 僕に は、 残忍な ほど 明確な 決心が あった。 

そ. e が？ めに、 然し わが 家ながら- 他 { ，つ 如く^ に W や はれ • 夏の 夜 をう ち は 使 ふず さへ 浚 慮 勝ら 


子供の 起きる の は 早い。 翌朝、 僕が 顔 を 洗 ふ 頃に は、 もう， 傲を濟 まして ゐた。 

『ぉ歸 りなさい』 とも * 何とも 云 はないで ^ 輕 蔑の 様子が 見える 様 だ。 口 やかまし いその 母が、 のぼ 

せ 返って、 僕の 不始末 を しゃべる の を そばで 聽 いて ゐ たの だ らうと 思 はれた。 、 

僕が 食膳に 向 ふと、 孑 供 は そばへ 來て、 っッ 立った ま、、 姉の 方が、 

ら" げっ  ，；ん げっぢ う 

『舉校 は、 もう、 來 月から 始まる のよ』 と 云 ふ。 士ロ彌 を 今月 中に とい ふ 事件が 忘れられない。 弟の 方 

はまた、 

『お父さん、 いちじく を 取って お 吳れ』 と 云 ふ。  ， 

いちじくと 云 はれた ので、 僕 はまた 國府津 の 二階 住 ひ を 冷 かされた 様に 胸に 堪 へた。 

た  みやげ 

『まだもう 少し 食べられな いよ』 と 云って、 僕は携 へて 來た 土產を 分けて やった。 

たづ 

萎の 母 は 心配 さうな 顔 をして ゐ るが、 僕の こと は 何にも 尋ねないで、 孫 どもが 僕の^. b 屮 にい たづ 

ら であった こと を 語り、 庭の いちじくが 熟し かけた ので、 取りたがって、 見て ゐな いうちに 木の ぼり 

お  もたり  いや 

を 初め、 途中から 落ッ こちた ことな ど を 云ッ附 けた。 子供 は 二人とも 嫌な 顔 をした。 
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に * 近頃に ない 寂しい 檄 宵の 後に、 ゃッ と、 待ち設けた 眠り を 貪った。 
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『お母さん、 ^笥の 鍵 は どこに あります？』 僕 はいよ く殘 酷な 決心の 赏 行に 取り か 、つた。 

『知りません よ』 と、 毋は 暖眯な 返事 をした。 

『知らない 竿：！ はない。 おれの 家 をぁづ かって ゐ ながら どんな 鍵で も ぞんざい にして S く 箸 はない 』 

『赏 は大 le^ にし まって ある こと はし まって あります が、 お 千代が 波して くれるな と 云って ゐ ました か 

ら  』 

『千代 は 私の 家內 です、 そんな 云 ひ 分 は 立ちません。』 

r それで は 出します から』 と、 母 は踺を 持って来て、 そッ けなく 僕の 前に き • 蜜 どころ の 方へ 行つ 

てし まった。 

僕な 簞笥の 前に 行き、 一 々その 引き出し を ％ ^け， おもな 衣類 を 出して 見た。 大抵 は 萎の 物で ある。 

ちゥゃ おび 

羽 二 m や 鼠 縮緬の が i II 糯 珍の 丸帶 に、 博 多と 糯 子との 晝 夜帶、 — 黑薪緬 の 羽^に、 窗石 入り 

の帶. ^め .1 へ  一 つた 時 買った ま \ しごきに なって ゐる白 縮緬 や、 裏つ き 水色 縮緬の 掘よ け、 

などが ある。 s^- のぎ &行き 姿が 目の前に 浮ぶ。 そして 昔の 懐し いか をり までが 僕の 鼻 をつ く。 

『行って 來 ますよ』 とい ふ 外出の 時の 聲と 姿と は. 妻の ハ 止-取る に從 つて、 段々 引き締って 威敲を 生じ 

て來 たの を 思 ひ 出させた。 

もうと し 玄  いろ を ごこ  ^  0  、 

まだ 長 橋袢が ある。 11 大阪の 或藝者 — 中年 增 であった — がその 色お. を 尋ねて 上京し 行く  Z 


が 分らない ので、 暫く 僕の 家に ゐた 後、 男の ゐ どころ が 分った ので、 おもちゃの 樣な 一家 を 構へ たが、 

つれ 添 ひの 病氣の 爲め牧 入の 道が 絶え、 窮 した あゆく に、 この 襦禅を 僕の 家の 帳面 を以 つて 質入れし 

た。 その後 •  二人とも 行く 方が 知れな くな り、 流す の は 惜しい と 云 ふので、 僕が 妻の 爲め にこれ を 出 

してやった。 少し 派手 だが、 妻 は それ を 着て 不斷の 沈み 勝ちが 直った 樣に 0< え たこと も ある。 

それに、 まだ 一 つ、 すッと 派手な 襦 禅が ある。 これ は、 僕 等の 一 緖 になる 初めに 買って やった 物 だ 

僕より 年上の 妻 は、 その 時から じみな 作り を 好んで ゐ たので、 僕が わざく 若 作め にさせる 爲め * 買 

つて やった の だ C 今では 不用 物 だから、 子供の 大きくな るまでと 云って しま ひ 込んで あるが、 その 色 

わか はだ 

は 今 も： i ら ないで、 燃える 檨な緋 li 緬に は、 妻の もとの 若 肌のに ほひが する 様な ので、 俊 はこ ッ そり 

それ を 嗅いで 見た。 

『今の 妻と 吉彌と は どちらが い- -?』 と 云 ふ 聲が聽 える 様 だ。  , 

『無論、 士ロ彌 だ』 と • 云 ひ 切りたい の だが、 心の奥に 誰れ か 耳 を そば 立て、 るる ものが ある 樣な氣 が 

して、 さう 思 ふこと さへ 悼ら れた。 

兎に角、 多少の 價 うちが ありさ、？ な 物 はすべ て 一 包みに して、 僕 はやと ひ 車に 乗った。 質屋 を さし 

て 車を驅 けらした ので ある。 

うと 

友人に でも 出會 つたら 大變と * 親しみの ある 東京の 往來 を、 疎く、 氣恥 かしい 樣に 進みながら、 僕 
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は 十 數年來 つれ 添って 來た 女房 を寶 りに 行く ので はない かとい ふ 感じが あった。 

僕 は W び 國府津 へ 行かないで —— 若し 行ったら、 ひよ ッ とすると、 旅の 者が 4.! 地 を 荒した など 云 ひ 

ふらされて、 1^ だた きに 逢 はされ まい もので もない から. —— 金子 だけ を 送って やる ことに 初めから 心 

に は 定めて ゐ たので、 直ぐ 吉彌 宛で 電報が はせ を ふり 出した。 

ニニ 

國府： では、 僕の 推察 通り、 僕に 對 する 反動が 起った。 

さすが は舉 校、. 先生 だけあって、 隣り に藝 者が ゐても 寄りつ きもし ない、 なかく 堅い 人で あると 

ひ^-ぅ,^-,？  し カク 

いふの が、 俟に對 する 最初の 評 « であった さう だ。 が、 段々 僕の 私行が あら はれて 來 るに 從 つて， 士ロ 

彌の兩 親と #見 した、 僕の 妻が 身受けの 手傳 ひに やって 來た など * ある こと 無い こと を、 狹ぃ 土地 だ 

から、 直きに 云 ひふら した。 

それに、 士ロ彌 が 馬鹿 だから、 のろけ 半分に 出た ことで も あらう 、女優に なって、 僕に 貢ぐ の だと 語つ 

たのが、 土地の人々 の を W き 起し、 俟 はかの 女 を 使って 土地の人々 の 金 をし ぼり 取った とい ふ樣 

に つ ざ- ク 

に 思 はれた。 それに は • 靑木ヒ 田 島と が、 失望の 恨みから *  le^ 件 を 誇張したり • 揑 造したり したの だ 

らう、 僕が 鼓敏に 逃げた のなら、 僕 を 呼び ま" せ t:! 坊主 をな ぐれと いふ 騒ぎに なった。 僕の 妻 も 危險で 


あつたの だが、 はじめは 何も 知らなかった らしい。 吉彌を 案 €： として、 方々 を 見物な どして よはった。 

僕が 出發 した 翌日の 晚、 靑 木が 井筒屋の 二階へ あがって、 吉彌 に、 過日 與 へた 小判の 取り返し 談！： 

をした。 

をと こ 

『男が 一 旦 やらう と， まった もんだ！』 

『わけなく やった ので はない！』 

もら  >  へ 

『さん- 人 を おもちゃ にしゃ ァ がって —— 賀 つた 物ァ 返し ゃァ しない！』 、  - 

『何 だ、 この 蒲 情 女め！』 

ラば 

無理に 奪 ひ 取らう とする、 取られまい とする。 追ク かけられて、 一 1 階の 段 を 下り、 化粧部屋の 口で、 と 

ッ つかまる と、 男 は 女の 帶 の 間へ 手 をつ ッ 込む。 さう させまい と悶 いても 女の 力 及ばす と s:^ たの だら う 

『ぢ ゃァ、 やる から 待ち ゃァ がれ！』 身づ から 帶の 間から 古い 黄金 を 取り出し， 『え- -ッ、 拾って 行き 

ゃァ がれ』 と • ほうりつけ、 『畜生、 そんな 物ァ 手に さはる の も 穢れら ァ！』 

僕の 妻 は 丁度 井筒屋へ 行って ゐ たので、 この 芝居 を、 爐の そばで、 家族と 一 緖に 見た と 云 ふ。 

『もう、 二度と こんな 家へ 7^ や せんぞ』 と、 靑木 は投！ b られた 物 を 手に 取り、 吉彌 をに らんで 歸 つて 

行った。 

『泥棒 ぢ い！』 
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卞爾 ま. 化 を 一歩 &み 出す と 同時に、 あご をも餘 ほど 惽ら しさう に 突き出して、 くやしが つた。 そ 

- ^1  ぢょ 

の 様子が 大變を かしかった ので、 一 同 は 云 ひ 合 はせ た檨に 吹き出した。 かの 女 も それに 釣り込まれて 

|<1 を， 2 け、 ぎの そばに 來て座 を 取った。 

l^g のく らく 煮立って ゐる のが、 吉彌 のむ しゃくし やして ゐる らしい 胸の 中 をす ッ かり 養へ てゐ 

る やうに、 僕の 妻に は 見えた。 

大きな 祭 どころ に 大きな 爐 1 くべ た！^ が は 燃えて ゐても • 風通しの い、 ので， 暑さ は おぼえさせ 

なかった。 

『けちな 野郎 だ、 な ァ？』 お 貞は 浙う 云って、 吉彌を 慰めた。 

『横 つらへ 投.^ つけて やったら よかった のに』 と， 正ち やん も 吉彌の 肩を持った。 

『きィ ちゃんの 様子 ッ たら、 なかった』 と * お 君が 云った ので. 一同 はまた 吹き出した。 

『どうせ、 あたいが -ii.:- 鹿なん ですから、 ね。』 吉彌 は橫を 向いた。 

『 一 體 どうした わけなの？ •』 僕の 妻 は 仲裁 的に 口を出した。  . 

『口 れ たもん を 取り返しに 來 たの。』 

『あまり だます から、 おこつ たんだら う？』 

『だまされる もんが 恶 いのよ。』  . 


『さう？』 妻 は 自分の 夫 も だまされて ゐ るの だと 思って きまりが 惡 くな つたが" +sj ぐ氣を 變 へて、 冷 

かし 半分に • 『可哀 さう に、 貰った と 思ったら、 お ほ 損 をした、 わ、 ね。』 

『ほんと に』 と、 吉彌も 笑って、 『指輪に 持へ て やらう と 思って たら、 取り返されて しまった。』 

かう いふ 話 をして ゐる うち、 吉彌 のお 袋が I 人の 女 を つれて やって 來た。 吉彌は 僕の 方 も 亦 出來な 

くなる かと 疑って、 淺 草へ 電報 を 打った ので、 今度 はお 袋が 獨 りで やって来 たの だ。 つれた 女 は Si 者 

の 候補者 だ。 

い ち ざ 

お 君が 一 座の 人々 をぎ ろく 見 くらべて ゐる ところで、 お袋 はお 貞と 吉彌 とから 事情 を 聽 き、 また 

僕の 妻に も 紹介され た。 妻 も 亦お 袋に その 思った こと や、 將 來の吉 彌に對 する 注文 や を 述べたり • 聽 

き 礼したり した。 期せす して 眞 面目な * 堅苦しい 會合 となった。 お袋 は 不安の 戕態を 愛 相 笑 ひに 隱し 

てゐ た。 

その？ i に、 吉彌は どこかへ 出て 行った。 あちらこちらで 借り倒して ある 借金 を拂 ひに 行った ので あ 

る 0  -  .  • 

一 

主人が その代りに 會 合に 加って、 

『もう、 伺と か 返事が ありさうな ものです が —— 』 

r さう です、 ねえ』 と、 僕の 妻 は 最終の 責任 を 感じて、 異境の 签に 獨 りぼッ ちの 寂し さ を おぼえた。 
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僕 は • 屮 Z 發の 常時、 井筒 M の 主人に • 直ぐ、 僕が 出直して 來な ければ、 電報で 送金す ろと 云って 匿い 

たの だリ 

船ぎ から、 ： 止ち やん もゐ なくなって ゐ たが、 それが うちへ 驅 けつけ て來 て、 

『きィ ちゃんが * 今， 方々 の拂ひ をして をる』 と、 注進した。  • 

『ぢ ゃァ、 電報が はせ で來 たんで せう？』 と、 僕の 妻 は 思 はす 叫んだ。 

『そり ゃァ、 いかん、 呼んで 來 ねば』 と， 主人 は 正ち やん を つれて 大 いそぎで 出て 行き、 やがて 吉彌 

を 呼び返して 來た。 

『か はせ が來 たんです か？』 と、 妻 はお こった 樣子。 

『え、』 と、 吉彌 はしょ ゆて ゐた。 

『おや ァ、 さう 云って 吳れ ない ぢゃァ 困ります、 わ。』 

『出して お? £ と、 主人が 仲に 這-^ つて 調べて 見る と • もう、 二三 十 圆は拂 ひに 使って あった。 僕が 

直接に 送 つ た のが 失敗な の だ。 

それから、 妻と 主人と お袋と で 詳しい 勘定 をして、 僕の 宿料 やら、 井筒屋へ 渡す 分 やら を 取って 行 

くと、 吉彌の だらしなく 使った そとの 借金ぐ らゐ はな ほ怫 へる ほど. おった。 然し • それ も 僕のう なぎ 

屋 なぞへ 拂ふ 分に ま はった。 


『お客さんの 分まで 拂 ふの ァ 馬鹿々々 しい • わ』 と、 吉彌は 自分の 金で も 取り扱 ふ樣 なつ もりで ゐヒ。 

僕の 妻 は そんな わけの 物で はない とい ふこと を I - どんな 理.， w で だか、 そこまで は 僕に 報告し なか 

つたが —— 說き聽 かせ、 お袋に 談判して、 吉彌の そとの 借 あ：^ け はお 袋が 引き受ける ことにして、 が 

ぐ？ 化 草へ 取り寄せの 電報 を 打た せた。 

一一-一 

その 晚、 僕の 妻のと ころへ、 井筒屋から 御馳走 を 送って 來 たし、 またお 袋と 吉彌 と新藝 者と が 遊び 

に來 た。 

『あなた は どこに ぉ纖 めでした の？』 と は、 お袋が 異様な 問 ひであった。  り 

< ら ラ と 

『わたし はそんな 苦勞人 ぢゃァ 御座いま せんよ』 と * 僕の 妻 は 顔 を 赤く して 笑った 0 『そり ゃァ、 こ. 0 

までに も 今度の 樣な ことがあ つたし、 また いろんな 藝者を つれ 込んで 來られ たこと もあった から、 そ 

, , ャゐ ぶんくら う にん 

の 方で は隨 分苦勞 人に なった、 わ。』 

『ほんと です、 ねえ、 私 も 若い 時 は隨分 そんな 苦 勞を爲 せられ ましたよ。 今では、 义、 yf^ll ノ爲め こ 

苦勞 11 世 問で は、 娘を藝 者に して、 親 は 左う ち はで 行ける と 申します が、 こんな 働きの ない 子ば. A 

りで は、 どうして、 どうして、 却って 苦 勞は絕 えません o』 
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かラ いふ 話しが あってから， 士 n 彌 とお 代れと は歸 つた。 まだ 奇 木から 錢^ でも 1M はう とい ふ 宋ぉカ あ 

つたので、 1£永 を 呼び出しに 行った の だが、 iilA は 匙げ てゐ て、 <P へす にし まったら しい 

妻 は 跡に 殘 つた 新藝者 II 色 は 白い が、 お 多 一 1 U から その 可哀 さうな 身の上ば なし を 化き 宙^ 

に對 する 憎みの 反動と して、 その 哀れな 境遇に 同情 を 寄せた。 東京から わざ， <\ やって 來 て、、 王 入に 

は氣 に、 りさうな 樣 子が 見えない のであった。 

この 女から i は 吉彌の 家の 狀態 をも聽 き、 僕の 推知して ゐた 通り 吉彌 の歸 るの を 待って ゐる男 (そ 

れが區 役所 先生の， 針澤 だ) があって、 今度 も それが 捲へ て やった 新調の 衣 物 を 一 揃へ お袋が 持って..^ 

たとい ふことまで 分った。 引かされ るの を 披露に ま はる 時の 用意になる のであった らう。 

『田 村さん の 奥さんに 會 ひたい』 とい ふ 人が、 突然 やって来た。 それが 例の 住職 だ。 

かラ く、 かう いふ 事情に なって ゐる ところ を、 僕が 逃け たとい ふので、 その代りに 住職に 復罄し 

ようと、 町の glT 述んが 二三 名 動き 出した の を、 人に i んで、 漸く 推し 靜 めて 貰った が、 

『いつ、 どんな^ 險が さんに も 及ぶ か 分りません から、 今晚 きいで 歸京 する 方が よろし からう』 と 

の忠吿 だ。 

僕の |_ ！; メは子 をいだ いて 靑く なった。  で T 

吉彌 のお 袋の 出した 電報の 返事が 來 たら、 三人-一緒に 歸京 する 約束で あつたが、 さう も出來 ない 


ひで、 妻 は 吉彌の 求める ま- -に 少しば かり 小 遣 ひ を 資し 與へ、 荷物の 方 づけ も そこそこにして， 僕の 

革飽は 二人に 託し 井筒屋の 主人と 住職と に ステ， 'シ ョ ン まで 送られて、 その 夜 東京へ 歸 つて 來た。 

『憎 いのは 吉彌 • 馬鹿者 は あなた， 可哀 さうな の は 代りに 行った it 者 だ』 と • 妻 は 泣いて 僕に 語った。 

その 翌日から、 妻 は 年中 堪 へに 堪へ て ゐ た ヒス テリが 出て、 痈 床の 人と なった。 乳 飮み兒 は その 母 

の 乳が 飮め なくなった。 その上、 僕 等 二人の 留守中に 老母が その 孫 どもに 食べ過ぎさせ たので、 それ 

も 亦不活 廢に寢 たり、 起きたり する ことにな つた。  、 

僕の 家 は • 病人と 瘦ッ こけの 住 ひに 變じ。 赤ん坊が 時々 熱 苦しく もぎ ゃァく 泣く ほか は、 お 互 ひ 

に 口 を聽 くこ ともなく、 夏の 3 具晝 はひッ そりして、 なまぬるい 藥 のに ほひと 陰驟な 空氣 とのうちに、 

僕. nn 身の 汗 じみた 苦悶の かゆが そッ くり 湛 つて ゐる様 だ。 かうな ると、 浮 蒲な 吉彌 のこと など は 全く 

厭に なって しまった。 

ふ ゆく わい  ざんき  むせ 

僕 は獨り 机に 向 ひ • 最も 不愉快な 思 ひがして、 そビろ 慚愧の 情に 咽び さう になった が、 全く この 始 

末 をつ けて しまうま では、 友人 をも訪 はす， 父の 家に も 行くまい と 決心した。 

全く 放棄され たこの 家 はた 僂 一人の 奮勵 如何に あるの だが、 第一に 胸に 浮ぶ 問蹬 は、 

『こ の 月末 を どうしょう？』 

而も それが この】 一三 日に 迫って ゐ るの だ。  . 
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一一 四 

あわてた ところで、 駄目な 物 は 駄目 だから、 先づ ll 曰き かけた i^ii を 終って しま はう と， メレ ジコゥ 

スキの 小 說縮寫 を つ^けた。 

レオ ナドの 生涯 は實 に" 潔に して、 悲慘 である。 語らぬ 戀の 力が 老死に 至る まで 一 貫して ゐ るの は 

云 はす も あれ、 を師 とする もの V うちに は、 師の 發展の はか-^ しくない の を まどろ ッ こしく m.w つ 

て、 その 對抗 者の 方へ襄 I りした もの も あれば、 また、 師の 人物が 大き 過ぎて • 惡魔か 聖者 か 分らな 

い^め、 迷 ひに 迷って 縱 死した の も ある。 また、 師の發 明ェ風 中の さ 中 飛行機 を 1— まだ 乘っ てはい 

けない との 師の 注意に 反して —— 熱心の 餘り乘 り 試み、 墜落 負傷して 一 生の 片輪に なった の も ある。 

そして、 レオ ナド その 人の^ 籍も なく 一定の 住所 もな く、 きの ふ は 味方、 け ふ は 敵 國の爲 め， た^ 勞働 

祌聖の 主.； _g を以 つて、 そ Q 科 摩 的な 多能 多才の 應 すると ころ、 築城 • 建築， 設計、 發明、 彫刻、 給畫 

など 11 殊に 待；^ は 1£ 水 をして 後世 永久の 名を殘 さしめ た 物 だが、 殆ど 凡て 未成品 だ 11 を； 牛氣 で、 あ 

せる ことなく やつ てゐる に、 後進 または 弟子であって 又對抗 者， なる ミケラ ンジ H  口 や ラフ ァ H ルな 

どに 歷 倒されて しまった。 

僕 は そ 0 火 エネ ルギ と絡對 忍耐 性と を 身にしみ 込む ほど 羨ましく 思った が、 死に 至る まで 古典的な 


ものた  む.^ 

s 度を以 つて 安心して ゐ たの を 物足りない 樣に 思った。 デカグ ンは 寧ろ 不安 を 不安の ま、 に出發 する 1 

の だ。 

こんな 理窟 ッ ぽ ぃ考 へ を 浮 ベながら 箪を 走らせて ゐ ると • ど こ か 高 いところ から、 

たんでき 

『自分が 耽溺して ゐ るから だ』 と、 呼號 する ものが ある 様 だ。 また どこか 深いと ころから 

『耽溺が 生命 だ』 と、 啤吟 する 聲が ある。 

いづれ にしても、 僕の 耽溺した 狀 態から 遊離した 心が 理窟 を 徨 るに 過ぎない のであって * 僕 自身の 

現在の 窮境と 祌經 過敏と は、 生命の ある 限り、 どこまでも つき 纆 つて 來 るかの 檨に 痛ましく 思 はれた。 

肇を 改めた 二日 目に 原稿 を 書き終って、 之 を 某雜誌 社へ 郵送した。 書き出しの 時の 考 へに 從ひ、 理 

窟は 何も 云 はないで、 たピ 紹介 だ. けにと ビめ たの だ。 これが 今月末の 入費の 一部になる のであった。 

. その 夕が た、 もう、 吉 彌も歸 つて ゐるだ らうと 思 ひ， 現に 必耍な 物 を 入れて ある 革 飽を淺 草へ 取り 

さぐ 

に 行った。 一 つ は、 かの 女の 樣子を 探る つもりであった。 

かみなり もん  うらて 

雷 門で 電 車 を 下り • 公園 を拔 けて、 千 束 町、 十 1 1 階の 裏手に 當る 近所 を、 云 はれて ゐた 通りに 探す と、 

渡瀨 とい ふ 家が あつたが、 まさか、 そこで はなから うと 思って 通り過ぎた。 二階 長屋の 一隅で、 狹ぃ 

ら を  きせる 

古い、 きたない、 羅宇 や 煙管の 住 ひさうな ところであった。 かのお 袋が 自慢の 年中 繙物を 着て ゐるも 

あと もど 

の. - 住所と は 思へ なかった。 然し、 ほかに は 渡 瀨 とい ふ 家が なさ- 1 うだから、 跡 房り をして、 その 前 

ま  0  8^ 
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を うろついて ゐ ると、 1— 實は、 氣が隐 して 這 入りに くかった の だ — 

『おや， 先生』 と、 ま彌が 入り口の 板の 問まで 出て 來た。 大きな 丸髻 すがたに なって ゐる。 

『  』 僕 は 敷：^ を またいで から、 無言で 立って ゐ ると、 

『ま ァ、 お あがん なさい な』 と 云 ふ。 

れば、 もとは 店 さきで もあった らしい 薄ぐ らい 八疊 の^の 右の 片隅に 僕の 革 鞠が S いて ある。 之 

に反對 した 方の 壁ぎ はは、 少し 低い 板の になって おや ぢの 仕事場ら しい。 下駄の^ 來 かけ、 铜の用 

村な どが うつち やり 放しに なって ゐる。 八 疊 の奧は 障子な しに 直ぐに 居 il であって、 そこに は、 ちゃ 

ぶ 臺を据 ゑて、 その そばに 年の 釗合 ひに は あたまの 禿け 過ぎた 男と、 でッ ぶり 太った 四十 前後の 女と 

が、 ^をす ませて、 御-他 を 喰って ゐる。 禿げ あたま は 長火鉢の 向 ふに 坐って、 旦那 振って ゐ るの を 見 

ると * 例の 野澤 らしい。 

僕 は その 室に あがって、 誰れ にもと 即 かす ー禮 すると、 女の 方 は 丁寧に 挨 1& したが、 男の 方 は氣が 

ついた のか、 つかない のか、 飯に かこつけて 僕 を 見ない 樣 にして ゐる。 

吉彌は その Ef^u 火鉢 を さし 挾んで 相對し • それ も、 何だか 調子 拔け のした 樣子。 

『ま ァ、 御-像 をお 濟 しなさい o』 かラ， 僕が， 所在な さに 勸め ると、 

『もう、 すんだ の』 と、 吉彌 はに ッこ りした。 


『ぉッ 母さん は？』 

『赤 坂へ 行って、 ゐな いの。』 

『いつ 歸 りました？』 

『きの ふ。』 

かはん 

『僕の 革飽を 持って 來て 吳れ たか、 ね？』 これ はわ ざと 聽 いたの だ。 

『あすこに ある、 わ』 と、 指さした。  ， 

『あれが 入り用 だから、 取りに 来ました。』 

『ュ. う？』 吉彌 は無關 係な やうに 長い 煙管 を はたいた。 

こんな 話し をして ゐる うちに、 跡の 二人 は 食事 を濟 ませ， 家 根 星の 持って 來る 様な 梯子 を俾 つて， 

二階へ あがった。 相镤 取りの 檨に 腹の つき 出た 婆ァ やが 來て， 

『菊ち やん、 もう 濟ん だの？』 と 云って • お膳 を かたづけた。 

まま 

如何にも、 もう 士ロ彌 ではなく、  名 は 菊 子であった。 かの 女 は 男の 立った 跡へ 直り、 煙管で おのれ 

の 跡 を さし 示め し、 

『こッ ちへ お出』 とい ふ 御 命令 だ。 

僕 はおとな しく その 通りに 住まった。 

耽爾  ニニ 


泡 #f 今： 築 ^5  一二 一一 

二階で は、 例の 花 を 引いて ゐる 様子 だ。 

『あれ だら う？』 僕が かう 聽 くと、 

『さうよ』 と、 菊 子が 嬉しがった。  ね - 

1^ 鹿な 奴 だと は 思った が、 俊 はもう 宋 II がない と 云 ひたい 位 だから、 物好き や 分に 根 問 ひ をして 兒 

•  -J  ，  あと 

こ。 二 皆 y はお や ぢもゐ るし、 他に まだ n 人ば かり ゐる。 跡から あがった (それ も害爾 力ら 來てゐ た 

とい ふ) 女 は、 淺草 公園の 待合 〇〇 の女將 であった。 

^：^子の：！のはたの離れはすッかり直った様だが" その代りに 眼病の 方が ひどくな つて ゐる。 勤め を 

して ゐる時 は、 M の 張りが あつたので まだし も 病毒 を 押さへ て ゐられ たが、 張りが 拔 けたと 同時に、 

や) に それ.，.， 出て 來 たの だら ラ。 井筒屋のお 貞が 云った 通り、 化して 梅毒 患者で あつたかと 思 ふと， 僕 

は 身の 毛が つたので ある。 井上 服 科 病院で 診察して 貰ったら、 ニー 箇月 入院して 見なければ， ^ 

るか 直らない か を 利お しにくい と 云った とか。 

かの：^ は黑ぃ 0 鏡 を 填めた。 

^ は 女優 問 b,^ 一  に 就て は 何も 云はなかった。 

小一 1三^|^の女の子がそとから歸っ て來 て、 

『s さ， レ *  &m おあれ. し.  一 • 火鉢の そばに 足 を投ゅ 出した。 顔の 覼に 不べッ たい、 ^齒の 二三 木缺け 


たト 鳥渡 見ても t 愛 相が 識 きる 子 だ。 菊 子が 靑 森の-人に 生んで、 妹に して あると 云った の は ► 乃ち * 

これらし い。 話しば かりに 聽 いて 想像して ゐ たのと 遠って、 僕が 最初から この 子 を 見て ゐ たなら、 ひ 

ょッ とすると、 この 子 を 子役 または 花 役者に 仕上 ゆて やりたい などい ふ 望み は 起らなかった ばかり か、 

.^n 彌に對 しても 亦 全く 女優 問 は 出なかった かも 知れない。 今 一 人、 實の妹 を 見たかった ので あるが • 

公園 藝者 になって ゐ るから、 そこに はゐ なかった。 . 

しぶく  — 

『先生が いら ッ しゃる ぢ やない か？ ちゃんとお 坐り。』 かう 菊 子が 云った ので、 子 は， 鷉々 坐り 直した 0 

『けいち やん、 お前、 役者になる かい？』 

『あたい、 役 希なん か 厭 だァ』 と、 けい ちゃんと 云 ふの がから だを搖 すった。 

度 は 菊 子が その子 を も 女優に ならせる とい ふ 約束 を こ の 通り 返り 見ないで ゐて も、 それ を 責める 穷 

氣 はなかった。 

一一 五 

『さ ァ、 やる から 遊んで お出』 と、 菊 子 は 二 錢銅を ほうり 出す と、 けいち やん は それ を 拾って W て 行 

つた。 

i 匆于も 僕を證 いて 二階へ あがった。 

耽  囊  ニニ 一一 
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二階で は、 11 

『さ ァ、 絕體 だ。』 

『出る、 出る！』 

すけ ぺぃ  、  = 

『助平 だ、 ねえ —— ？』 

『降りて やら ァ。』 

『行けば い、 の に 11 赤 だよ。』 

『そり ゃ來 た！』 

『こん 畜生！』 

t な  > 

ベた くと？ 化 を 引く 音が して ゐ た。 

菊 子が まだ 國府津 にゐた 時、 僕 を よろこばせよ うとして  .  .. 

『歸 つたら- うちの 二階が I- いてる から •  i じ 日つ に來 て、 あすこで、 勉強な さいよ』 -  二 

階が S つも あの i なの だら う。 見す く墮 落の 淵に 落し 入れられる のであった。 未練がない だはけ; 僕 

は 今^ってし 仕铲 はせ だと 出 4 つたが、 また、 別な ところで、 渠 等の 知らない うちに あ-いふ 社 會に這 入つ 

て、 あ、 いふ I にュ 染み、 あ、 いふ 雞 しみ もして、 あ、 いふ 耽溺のに ほひ も， で 見たい 樣な i し 

た。 俊よ 掃き溜め を あさる 瘦せ 犬の 様に、 暴 さきが 鋭敏に なって、 飽くまで 耽溺の 目的物 を 追って ゐ 


1 


たので ある。 

やがて 菊 子が 下りて 来て、 

『お父さん はお 花に 夢中よ』 と 云 ふ。 まだ 多少 はし ほらし. S ところがあって、 ちょ ク と 顔も^ ホーと で 

も 云って 來 たもの らしい。 會 ひたくな いと 云った の だら う。 俊 は、 かのうな ぎ屋 で、 おや ぢが 『こん 

な ところでお 花で もやれば』 と 云った の は * 僕 を その 方へ 引き込まう として、 僕の 氣を 引いて 見た の 

だら うと 思 ひ 出された。  ， 

『なァ に、 どうせ 僕 は 花 はしな いから —— 』 

お袋 はゐ ないし、 おや ぢは僕 を 避けて ゐる。 婆 ァゃも 狹ぃ臺 どころ へ 行って 見えな. so 

一昔 も 過ぎた かの 様に 思 はれる 國府 律の ことが 一 時に 僕の 胸に 込み あがって 來て、 僕 は 無言の 恨み 

をた^ 眼の にらみに 集めたら しい。 

『あの こ はい 顔！』 菊 子 は 3 典丽 目にから だを辣 ませた が、 1:^ んでゐ る 目が こちら をが つめて、 やに ッ 

ぼくしょ ぼついて ゐた。 が、 僕に も そのし ょぼ附 きが 移って おの づ から 目ば たきをした 時， かの 女 は 

綠 絹の 切れ を 出して 自分で 自分の 兩 眼の やに を 拭いた。 

お袋が いづれ 挨 接に 來 ると いふので、 僕 は その ま --辻 車 を 呼んで 貰 ひ、 革 飽を乘 せて、 そこ を 出る *r、 

『；^ ノ しお 小 遣 ひ を 置いて ッて 頂戴な』 と 云 ふので、 僕 は j 圓 札が あつたの を 渡した。 

* 濯  二  i 


n 第 一 卷  ニー- » 

『二度と 再び 來ろ もんか？』 かう、 僕の 心が 胸の 中で 叫んだ • 

僕が 荷物 を 持って 歸 つたの を 見て、 妻 は褥の 中から 頻りに 吉 彌の樣 子を聽 きたが つたが • 僕 はさ を 

說 明す るの も 不愉快であった。 

『あの 位に してやつ たんだから. 義理に もお 袋が 一 度は來 るで せう —— ？』 

「さう だら うよ。』 僕 はい i 加減な 返事 をした。 

『士ロ 彌だッ て さう でさ ァ、 ね、 小 遣 を 立て かへ て あるし • 鬆だッ て、 早速 髭に 結 ふのに 無い と 云 ふの 

で- 借して あるから • 持って 來る害 だ、 わ。』 

『目 くらにな つち ゃァ 來られ ない、 さ。』 

ハ ちご，. > 

僕の 返事 は 煮え切らなかった が、 妻の 熱心 は 『目 くら』 の 一言に 飛び立つ 樣 にから だ を， M き 直し、 

『え ッ！ もう、 出た の？』 と、 問 ひ 返した。 

はち あ、  ご . 

吉彌 の病氣 はさう ひどくない にしても， 罰 常り- 氣 さらしと いふ 敏 53^ 心 は、 妻 も 僕 も 同じ ことで あ 

つた。 然し、 向 ふが 徽 森なら、 こちら は ヒス テリ —— 僕 は • どちら を 向いても、 自分の 耽 の紀 念に 

接して ゐ るの だ。 どこまで 沈んで 行く つもり だら う？ 

『まだ 耽溺が 足りない。」 これ は、 僕の 燒けッ 腹が 叫ぶ 聲 であった。 

^€-袍ゲぁけて、 中の 書物 ゃ窨き かけの isHs! など を 調べながら * つく- iL\-a. ひふと、 この 夏 中の 仕事 は 


くもの 

今月 中の 喰 ひ 物の】 つに なって しまう の だ。 最も 多望であった 脚本 創作の ことな ど は、 殆ど 全く 手が 

つかなかった と 云っても い- -0 

擧 校の 方 は 一 同僚の 取り 爲 しで 甘く 納 つたと いふ 報告に 接した が、 質 物の 取り返しに はこ --岖 く 原 

稿 を 大車輪に なって 働かなければ ならない。 

僕 は 自分の 腕 を さすって 貝た が、 何だか 自分の 物で ない 様であった a 

一一 六 

その後、 四 五十 日間 は、 舉 校へ 行って 不愉快な 敎授 を爲す ほか、 どこへ も 出す * 机に 向って、 思案 

と 創作と に 努めた。 

愉快な 問題に も、 不愉快な 疑問に も、 僕 は 僕そッ くりが ひッ たり 當て る氣 がして、 天上の 染てか 

Jp.^ あ ゾ 

ら 地の 底まで * 明喑を 通じて 僕の 神經が 流動 瀰漫 して ゐる樣 だ。 する こと • 爲す ことが 夢 か * ま ぼろ 

しの 樣に輕 く はかどった。 その 癖、 得た ところと 云って は、 數篇の 短 曲と 短い 小說 二三 篇と である。 

金に して は 何 ほどに もなら ない が、 創作と して は、 よしんば 望んで みた 脚本が 出來 たと しても、 そり 

脚本より かす ッ と！^. 作 だら うとい ふ 確信が 出た。 
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僕のから だは、 お^み 早々、 M 府津へ 逃 ゆて 行った f 同じ 蠻衰 弱して、 考 へが 少しも まとま 

ら なくなった。 そして. 僕が 殘 酷な ほど 滅多に 妻子と 家と を 思 ひ 浮べな いのは、 その H、 それが 思 ひ 

^ベら れ ない 程に 深く 僕の 心に 喰 ひ 込んで ゐ るから だとい ふ氣 がした。 

『え、 ッ* 少し 遊んで やれ！』 

かう 诀 心して、 僕 はなけ なしの ろに、 相 變らす 陰鬱な、 不愉快な 家 を 出た。 否、 家 を 出た と 

いふよりも • 今の 僕に は、 家 をし よって 歩き 出した の だ。 

虎の 門 そとから 電車に 乘 つたの だが、 半ば 無意識的に 淺草 公園へ 來た。 

.^0 まとり を ぶらつ ハて、 卜 二階 を 見る と、 吉彌 乃ち 菊 子の 家が 思 ひ 出された。 誰れ かそのう ちの 

I  ある  、、そ ゝ 

者 こ 股 $w すだら うか も 知れない と- あたりに 注意して 步 いた。 僕 はいつ も考へ 込んで ゐ ろので タへ 

ある  、つた « 1 

U て も， こんなに そ は，/ \ しい 歩き 方 をす る こと は：^ 多 にないの た 

菊 子 はとうく 僕の 家へ 來 なかった。 お袋 も 亦 さう であった。 ひよ ッ とすると、 菊 子の 目が 全くつ 

ぶ r.- たので はない か ♦ らん？ ぃ^-はまた野澤も、 金がなくなった爲め、 足が 遠の いて ゐ はしない か？ 

ぢょ 

また、 かの 女 は 二度 * 三度， 四 度 目の 勤めに 出て はゐ ない 力？ 

かう 云 ふこと を 思 ひ 浮べながら、 ti^, りの あった 前 を 通って ゐ ると 吾妻 橘の 近虚に 住んで ゐる 友人 

に會 つた。 


r どこへ 行 くんだ？』 

『散歩 だ。』  . ： 

『遠い ところまで 來 たもんだ、 な o』 

『なァ に、 意味 もな く來 たんだ。』  . 

『どッ かで 飮 まう』 とい ふこと になり、 つれ 立って 、奥の 常 磐へ あがった。 

友人もう すく 聽 いて ゐた のか、 そこで 夏 中の 事件 を 問ひ釓 すので、 僕 は 或 程度まで 實 際のと こな 

を 述べた。 それから • 吉 原へ 行かう とい ふ 友人の 發議に * 僕 もむ しゃくし や 腹 を 癒す に はよ からう と 

思って、 贊 成し、 二人 は そ Q 道 を 北に 向って 車で 驅け らした。 

翌朝に なって、 僕 も 金がなければ、 友人 も 僅し か 持って ゐ ない。 止む を 得す、 僕が ゐ のこって- 友 

人が 當 ての あると ころへ 行って 取って 雍た。 

『滑稽 だ、 ねえ？』  . 

『實に 滑稽 だ。』 

ふた w  お ほ もん 

二人 は 目 を 見合 はせ て 吹き出した。 大門 を 出てから • 或 安 料理店で 朝酒 を飮 み、 それから 向島の fc 

花 II へ 行かう と 云 ふこと に定 つたが * 僕 は 千 束 町へ 寄って 見た くな つたので、 先 づ- その 方へ ま はる 

ことにした。 

«  0  I 二 力 
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僕 は 友人 を 速れ て復 S 一 ^ に 出かける 様な 意氣 込みに なった。 もっとも. - 酒の 勢 ひが 助けた の だ。 

朝の 八 時 近くであった から、 まだ 菊 子のお 袋もゐ た。 

『先生、 ^まない 御無沙汰 をして ゐ まして II 一度 あがる つもりで すが』 と • 挨拶 をす るお 袋の 言 紫 

などに は、 俊 はもう 顿着 しなかった 

『菊 ちゃんの 病氣 はどうです？』 僕 は 敏の本 陴 に 切り込んだ つもり だ。 

『あの 通り- ^々惡 くな つて 來 まして、 ねえ』 と、 お袋 は實際 心配 さうな 様子で 『入院し なけり ゃァ 

こ ひゃく, f>J ん  」 >  n 

おらない さう です が、 それに や ァ银月 小 百圓は 入ります 力ら 1. 』 

『針櫸 さんに W してお K ひなさい な』 と * 僕 は 菊 子に 冷 かし 笑 ひ を 向けた。 

『さう 甘く も 行きません- わ。』 かの 女 も 笑って 目 鏡 を 片手で 押さへ た。 

その 様子が け哀 さう にもなら ないで はない が、 僕 は 友人と 共に、 m て 來た菜 子 を i ほひながら * 誇り 

パ V 二に、 へ.. 夜から 今朝に かけての 滑稽の 居残り 事件 をう ち 明けた。 禮を 踏まない 渡瀨 一家の こと は、 

もう • 忘れて ゐる とい ふこと を それとなく 知らせたかった の だ。 すると、 お袋が、 それ を 悟った か、 

悟らなかった か、 

『もラ * 先生 • 居 殘りは 困ります、 ねえ。 私共 も國府 津で闲 りました よ。 先生 はいら ッ しゃら なレ 

； さし ま/ e:^ りに なった、 これ と^とで どんなに やきもきし たか 知れ ゃァ しません， わ。』 


『然し * まァ、 無事に 濟ん だから 結構です』 と- 僕 は 飽くまで 冷淡 だ。 

『どうして、 先生、 私の 方 は 無事 どころ ぢゃァ 御座いま せんの。 あれから と 云 ふ もの は、 侮 日々々、 こ 

の予の 眼病の 話で、 心配 は 凝え ゃァ しません よ。』 まだ 俊の 同情 を 買 はう として ゐる らしい。 

『い- -氣味 だ！』 僕の 心 は • 然し、 かう 云って よろこん だが- 考 へて 見る と、 僕の 家に は、 妻 も 亦 重 

ぃ病氣 にか-^ つて ゐ るの だ。 菊 子の 病氣を 冷笑す る 心 は、 やがて 又 僕の 妻の それ を 嘲弄す る 心に なつ 

す さ 

た。 僕の 胸が あまり 荒ん で ゐ て 、 —— 僕 CE 身 も あんまり 疲れ てゐ るの で、 —— SSf 純な 精神 上 のまよ はし 

や、 た わい もない 言語 上の よろこばせ やで 滿 足が出 來 ない。 —— 同情な どは藥 にした くも 根が 絕 えて 

しまった。 

僕 は 妻の ヒス テリ を以 つて 菊 子の 毒 眼 を 買 ひ * 兩 方の 病 氣を以 つ て また 僕 自身 の 衰弱 を" 4^11 つ た樣 

な もの だ。 失肷， 疲勞、 痛恨 11 僕 一 生の 努力 も、 心に なぐさめ 得ない から * 古寺の |(. 11 を あばく 

様で あらう。 た その 朽ちて 行く に ほひが 生命 だ。 

かう 思 ふと、 僕の 生涯が 夢う つ 、の樣 に 目前に ちらついて 來て、 そのつ かまへ どころ のない 姿が、 而 

ひお 

も ひたく と、 僕なる 物に 浸り 行く 様になった 。そして、 形 ある もの はすべ て 僕の 身に 緣 がない 樣だ。 

げん うか 

僕の 目の前に は、 僕 その物の 幻影より ほか 浮んで ゐ ない。 

『さ ァ * 行かう』 と、 友人 は 僕 を 促した。 

耽  溺  一三 1 
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『これから 百花^に 行 くんです』 と、 僕 も 立ち あがった。 

『I！ 議！』 かう 云 ふ 響の 聲が 僕の あたまに 聽 えたが、 僕 は ひそかに 之 I 解した。 若し 不 

愉 I も？ のに ほひが な S の 胸底に しみ 込んで ゐ るなら、 f 菊 子の r ひも 亦 永久. S の 心 を 

離れまい。 この 後 とても、 幾多の 女に 接し、 I かそれ から 來 たる 苦しい 味 をぁぢ はふ だら う 力 俊 

は、 その 爲め に寵な、 i に はまった 墓 を 掘る ことが 出來 ない。 め-淡 だか， 譲 だか 知れな レカ、 0 

.^.」1こは過||が必要だ。 僕の 追， るの は璧に 効驗ぁる注射 液 だ。 酒の 如く アブ サ 

ントの 如く • そのに ほひの， 間 ftf めが ある。 そして、 それが I に 霞して 來る のが 纖 

01. あこがれ だと。 

かう 云 ふこと を考 へて ゐ ると、 いつの 問に か あがり 口 をお りて ゐた。 

『どうか 奥さんに よろしく』 と、 お袋 は 云った。 

？は、 さすが、 身の.. ぃ自. B を 感じた ので あらう、 寂しい 笑 ひ I 等に 見せて、 なごり 惜し さう に、 

『先生、 私 も 目が よけり ゃァ お供 致します のに  』 

僕 は それに は 答へ ないで、 友人と 共に、 

『左樣 なら』 を 凱歌の 如く 思って、 そこ を 引き あけた。 3> 

！ (E: 十 一 八月) 1 
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七 里 村の 11^.1 泉と 云へば、 昔から， 山 i 下で は 1.1 である。 雰 から 人 

g が絕 えない ので、 —して、 n§ それでな くば、 P などから 色女 や 色男 を 引つ 

張って 來る 客が 多い の だが、 11 汽車が 通じてから も、 東京 や 橫濱の 人 さ 引き I るェ風 もな く、 

霧の I も不蜜 で、 湯の 性質 分析表 さへ 內奮の は 取って ない とい ふ 有り さま。 それで |学 

るの だからよ からう とい ふ S で、 I などで は、 頗る のんきな、 編な 接待ぶ り を 以て I してなる。 

とい ふの が 堅 镞で、 親切で、 最も 評判が い、。 そこに 三 名物が ある。 つんぼの 小 僭 捨藏. i 

入の 勤. 湯 番^の 榮吉 である。 

つんぼと 云っても- す 丸で？ ない ので はない。 少し 大きく 呼ぶ と、 必らす こちら を 向いて 

小 f 傾ける、 その 様子と 受け 答へ とがな かく 愛嬌が あって • 人 に紙な氣 を 管せ ない。 して、 お 

となし い 滑稽 を 厭みな く 云 ふ の が 癖 だ。 

『. ひハ、 小儈 さん- お前の 年 はいくつ だ？.』 


『十七 —— 一 つの 時 もあった です。』 

かう いふ 調子で. 廊下の 拭き掃除 や 何 か を やって くれる。 夏の 急し い 時な ど は • 寢が 足りない の だ 

らう- たまに は、 雜巾を 持った 手 をのば した ま-.、 板の 上にから だ を 慰く 橫 たへ、 ぐうく いびき を 

かく ことがある 0 

之 を 大きな 太い 聲で 督勵 する の は 主人の 勤 だ， 年 は 三十 五で、 十五 を かしらに 三人の 兒が ある。 

たいかく  し  - 

く 肥えた， 立派な 體 格の 癖に、 神 鳴りと 云ったら • 死ぬ よりも 嫌 ひで、 小 供 やお かみさんに 笑 はれた 

り、 冷 かされた りしても、 そんな こと はお かま ひなし に、 何んでも 三 段に なった 家 根の 下がい.. の だ 

と、 瓦葺きの 下の 天井の 下に 蚊帳 をつ らして、 その 下にち いさくな るの ビ。 

この 家 はもと おかみ さんの 兄の 物で あつたの だが、 兄が 死んだ ので、 二人の 手に 渡った の.^。 主人 

はもと 鹽 山の 巡査 を 勤めて ゐ たの だが、 夜警の I 逮；？ ：で大 雷に 出く はし. 腰を拔 かした。 そ， -が爲 .0 こ 

免職と なった が、 主人の 方で は、 また、 こ、 の 様に 神 鳴りの 多い 地方で 巡査な どす るの は. もう 懲り 

懲り だと 云った。 海老 屋の 主人の 神 鳴り 嫌 ひ は近處 切つ て の 大評钊 である。 

画の — 湯 坊さんと いふ ——榮吉 は、 また、 無頓着、 無 愛 相. ぶッ きら 棒の It 身 者で、 I？ 

丈の 高い こと & 云ったら • 丸で 天粹棒 をつ ッ 立てた 樣だ。 心 も 素直で、 正直で， 自分の やるべき 仕事 

となれば、 夜中から 起きて 湯 を 沸かしたり、 曉け 方に うめ 湯 をしたり、 ？ぉ 場の 式き 寄 除 をし きり • ， 

榮 吉  . ニニ 五 


を かつい を 汲み込んだり、 もう、 何でも & れてゐ るので、 決して人の^^渉を許さなぃ。 氣に 向け 

お まナこ 人の 受け持ちまで も 手 傅って やる。 そこの 主人よりも 古い 家つ きで、 さらに 野心 もな レ 

(  ふん ごし  * いひ. ^ どうじ  あだな * 

望 もない、 た^それ だけの 男 だ。 夏な ど は、 衣 物な しの 赤い 腹が けに、 赤い 襌 1. 『丈 高 童子』 の 仇名 は 

雷に E. 取 も 適 巾して ゐ るの だ。 

ぶっきら棒な Bt^ に • ぶっきら棒な 言葉 づ かひ、 鳥渡 知らない ものに は 物凄い 感じ を與 へる の 力 そ 

の の 小 供の 単純な あたまに もしみ 込んだ の だら う。 

『ils さんが また！』 とい ふの は、 鬼 やお ま はりさん が 来たと いふよりも おそろし いの だ。 泣く 兒な 

ど は、 この 一 言で 泣き止む のが 習慣に なって ゐる。 

『お い、 榮吉 さん、 あつ いぢ や ァねィ か？』 と、 男 客。 

『湯が あつい のァ當 りめ ィだ ァ。 J 

「少しう めて おくん な』 と、 女。 

『もう、 うめて あります よ。』 

し  べつ  お. * し. つ i 

かう いふ 調 干で、 この 湯 坊さん は 客に 對す るの だが、 知った 客 は 別にお こり もしない。 面白む 奴た 

と 云って、 i, 母 度 心 づけ をして やる。 築 は それ を 直ぐ 飮ん でし まう。 有名な 女 嫌 ひで、 その代り 酒より 

ほかに しみ はない の だ。 


六 歳の 時 榮吉は その 父に つれられ てこの 家に 來た。 父 は 甲府の 者で、 何 かの 故に その 妻と 刖れ、 こ 

こへ 來て 下男の 湯 番頭に 住み込んだ の だ。 十數 年間 は忠 1 したが、 大洒飮 みが 源 因の ひどい 中氣 にな 

り、 何の 役に も 立たない ので、 自分の 子 を 代理と して、 自分 は鹽 山の ふもとに 小い 小屋が け をして、 

ね お ま 

そのうちに 寢起 する 身と なった。 それが 榮吉 の！ 一十 歳 前後の 時 だ。 

田地 もない から 百姓の 道 は 知らす， ^も 持たない から 商 買の こと は 知らす に、 た V 野育ちに 育って 

來 た榮吉 —i 湯 坊さんの 二 代 目 だけ はお 手の 物であった。 壟 山 温泉 は 沸す. ので あるから •  湯の 

方：^ 力ら • 湯錢の 勘定まで、 主人から 心配な くま かせられて ゐて、 夜の 十 時 頃になる とその 日り 曰！^ を 

拔き、 新たに ポンプで 汲み 入れて、 翌日の を 沸かし 初める 。た おんな じこと を 繰り 1^ して ゐ るの だ。 

『あり ゃァ 親が 親 だから、 馬鹿 づら』 とい ふ もの も あ X- VI、 

『あんだ こと をば かりして ゐて、 いつ 所帶が 持て るら？』 と- 慰：4 もの も あれ ズ、 

へ 

『女 を 嫌 ふな どァ、 早パ片 輪だァ な』 と • てんで 相手に しない もの も ある 0 

ちょっと 

そんな かけ 口 を 鳥渡で も聽 くと、 榮吉 は眞ッ かにな つて、 おこり 出し- 今にも その カ虽 (宛 を ふり 

上 ゆて • ぶち 殺さす に は 置かない と 云 ふ 權幕を 見せる。 それが 主人で も、 友達で も、 男で も 女で も， 

區別 はない。 の ッそリ した 割り 合に は 非常に； t 經質 だ。 その 癖 自分が 人の 惡ロを 云 ふ 時 は、 人よりも 

五 853 倍， 十&? 倍の 毒舌 を 《& 人の 目の前で くの だ。 

^  0  ニー 一七 
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或 時な ど、 入浴 客 を ぶちのめして、 氣絕 さした ことがある。 主人が 出て あやまつ たので 事 は 濟んだ 

が、 口 自身 は 一 言 も 詫び を 云はなかった さう だ。 飽くまで も 途中で 折れない 天粹棒 だ。 

然し、 時に よると、 渠 自身 も、 

『こんだ こと をして ヰて、 どうな るら？』 とい ふ樣な こと を考 へないで もない が、 酒を飮 めば 忘れて 

しまう 様 だ。 

だん... \ じ ぶん 

はじ. 0 ま、 おや ぢが 面白半分に 酢 ッぱら はして よろこんで ゐ たのが， ！^々 自.； H 力ら？^ んで盜 み 飲み 

をす る樣 になった が、 おや ぢの 責任 を 自分が 引き受けてから は、 どうせく たば ッて しまう おや ぢに彰 

ますの が 惜しい くらる に、 自分ば かりで 飮 みたくな つた。 

I  かたち 

ちび く 貰" 金が 酒になる のかと 思 ふと、 可愛く ッて、 可愛く ッて 堪らない ので ある。 その 形で あ 

る 間 は、 ^勘定ば かり をして ゐる。 それ も 五錢、 十錢と 云って 勘定す るので なく、 一  合、 二 合、 三 合 

と 数へ るの だ。 そして、 人に おご ッて やる こと はない 代り、 人から おご ッて貰 ふこと は 喜ぶ。 つん ほ 

の 拾 藏が、 ill だけに 氣 をぎ かして、 時々 酒屋へ つれて 行って やる。 一 合 入りの コップに 冷酒 をな み 

なみ 注がせ、 

『どう だ、 飮 まん か？』 とす、 める と、 

r 儕 ま ユイ、 なァ』 と 云 ひながら、 ； 息に 飮ん でし まひ、 けろ りと して ゐる。 餘り愛 相がない ので、 


『どう だ、 今 I 杯』 と 出す と * 

『濟 まね ィ、 なァ』 とまた I 息 だ。 

三 杯で も， 四 杯で も その 通りで、 少しも 赤くなら ない 0 

『榮吉 さんの 酒に は 底がない』 と- 知ったものはふ不1その方の§^|.をしなぃのだ0 

それで、 榮吉は 時々 眞理を 吐く. f 湯 は あつい もの だァ』 も その 一 つ だ。 また 或 串、 主人の が寸の 

も た U せいく わい ぎ  あと 

衛生 會議に 出て 行った 跡で、 ごろく 神 鳴りが 鳴り 出した ので、 おかみ さんが 心配して、 

『榮吉 • 迎 へ に 行って 來 う』 と 命令した。 

榮吉は 主人 を迎へ て、 桑畑の 近路 を歸 つて 來る とたん、 ごろ ッと 一 つ ひどい のがき つたので、 E 人 

は 地べたに へたばった 切り-  * 

く はばら く. H ばら 

『桑原、 桑原』 と 云って ゐる。 腰が 立たない の だ。 榮吉は に、 

『旦那、 云 はね ィ でも 桑原 だァ』 と、 勵 ましながら、 太い 男 を 高い 男が しょって、 歸 つて 來ヒ。 

その 間に • 近く は 鹽山を 後ろに、 左の 笹子 峠から 甲府の 山まで は 晴れ渡って、 駭 河の 方面ば かりが、 

富士山 も隱れ て、 ひどく 揚 つて ゐる。 この 時、 

2  へい  てんだ う 

a もう • 早、 大丈夫で さァ。 近い 天道の 曇って る； t 鳴り ゃァ こわえ けん ど、 遠い とこで 鳴る のァ、 い 

くらで けィん でも， 落ちる 心配 ァねィ J とい ふ 眞理を 吐いた が、 主人 は 榮吉の 雷 葉 を 信用し ないで、 

榮  さ  二  ニ丸 
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『そんだ こと を 云つ てられる もんか？』 と、 急いで 蚊帳の 中へ もぐり 込んだ。 . 

『生れつきの 病氣 だから • 仕 かたがね ィ。』 

榮吉 はかう 冷笑して lli^ へ戾 つた。 渠と 主人と は 同年お。 かう いふ 風に、 時に よると、 主人が 榮吉 

か、 榮吉が 主人 か 分らない ほど、 兑 識の轉 倒す る ことがあ るの だ。 

榮吉は 曾て 泣いた こ ともなく • 笑った こと もない。 また 一 直線に S 面目な 心に 浮ぶ ことが 平ヌ な^ 

理 となる の だが、 た^ 1 っ奇拔 なの は、 

『生れて 來 ない 方が よかった』 とい ふこと だ。 

『ふん ぢ ゃァ、 好きな 洒も飮 めね ィぜ』 と、 からか ふ ものが ある ヒ、  . 

『その 時ァ、 好き も 嫌い もな くなら ァ な。』 

『女 を： i へね ィ から、 そんだ こと を 云 ふら ァ』 と、 冷 かすと、 

^女とぃふ奴ァ^:^ぃもんだァ。』 

この 一 言に は 誰れ も反對 する もの はない、 どうい ふ 意味に 解釋 する のか 分らない が、 一般の 男子 は 

もっとも だと 思って ゐ るし、 女 ども \ 榮吉の 前 を 通りす がる 度 毎に、 之 を 思 ひ 出して 、何だか， 觀 まな 

い 檨な氣 がする さう だ。 

「いくらでも 洗って やれる ぢゃ ァねィ か？』 と、 たまに 反問す る ものが あると、 


『根が^！ぃんだから、 洗っても 駄目よ。』 

うま  含 

『ふん ぢ ゃァ、 榮吉 さん は どこから 生れて 來 たら？』 

『だから、 生れて 來ねィ 方が い、 A と 云 ふんだ。』 

この 答へ は 少し 辻 接が 合 はない 樣 だから、 

「もう、 早、 通り過ぎ てら ァ』 と 笑 はれても、 

『葬 さきに 散らつ いてら ァな』 とい ふ理. m が 附く。 

よくく 女 嫌 ひと 見える。 毎日 • 午後から 夜に かけての 湯 場 は、 近所の も 0 らが娠 ふので、 かう い 

ふ 一 種の 厭世 哲學 問答が 絕 えない の だ。 

よく 聽 いて 見る と、 榮吉は 全く 女に 關 係がなかった ので もない。 今から 十二 三年 前、 暫く 同家へ 出 

をん な 3 んま  お, 

入りした 目 くらの 女 按摩 11 年 は 十八 —— があった。 遲 くまで 仕事の あった 時 は そこに 止まる の を 常 

として ゐ たから、 いつの 間に かそれ に V 于を 出した。 して、 目の 見えない の をし ほに、 からだ 中 を g< い 

で 見た の だ。 

むすめ  さわ 

世間で は、 若い者ら が どこの 娘 はどうの、 かしこの 娘 はかう のと、 女ば かりで 騒いで ゐ るのに、 自 

分ば かり は犬ッ ころ だけ も かまって くれる ものがない の を， I 時 は、 殘 念に 思って ゐた。 それが、 15^ 

に 角 • 世 問で 酒よりも、 何よりも い  >- と 云 ふ 女と いふ 物に 初めて 出く はした の だから、 どんなにい i 
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の だら うと 思ったら、 どこか どん In 姓のに ほひが した。 榮吉は 百姓と 肥え桶と を 太^ ひなの た。 自分 

も そんな.：： K い 中から 生れて 來て、 そんな 奐 いに ほひに 育つ 义水麥 を 食 ふの かと 考へ ると * 如何にも 生れ 

て來 ない 方が ぃ&樣 だ。 

『酒 はそんな に ほひが しね ィ』 と、 榮吉は 怒って、 一 合、 二 合と 數 へる 錢を 女が 要求す るの を 担んだ。 

『けちな 野郎め！』 と あざけられても、 C ま 口 は平氣 であった。 

その後、 また 洗濯 女に も ひッ か、 つたが、 ゃッ ばり 金が 惜しい のでつ にかなかった。 

榮吉が 金 を 大事が るの は 洒が飮 みたい からで ある。 して、 醒めて ゐる時 は、 仕事と 常談 とに 忙」 い 

さきに 例のに ほひが 散らつ くし、 泥醉 して ゐる時 は、 寂しい 感じ も 起らない。 つまり、 女 を しんみり 

思 ひ 出す 時が 殆どない の だ。 

無意 氣な 代りに •  m-) いやり がない ので、 庭 鳥 を 締める の は， いつも 渠の 役目 だ。 

『やい、 榮吉、 鳥 を 剥け』 と 云 はれる と、 直ぐ 無言で 一 匹 を引ッ さげて 庭の 隅へ 行き、 鳥渡の 間に 羽 

根 を釗 いて 來る。 その 手早 さと 云ったら、 ない。 

主人の 子供が 可愛がって ゐる 牝犬に、 二 匹の 兒が 生まれて、 それが ちょこ， （- 歩き をす る樣 になつ 

た 時、 赤い 腹が け ハ熒吉 を 見て. 自分の 若 主人と 見 違へ、 その 足 もとに まと ひついて 来た。 すると、 


『この 野 郞！』 と、 厭と いふ ほど、 一匹の 小犬の 橫ッ 腹を獄 飛ばした 爲め、 小犬 は その 場で 死んで I 

まった。 

『あれ だら、 親で も 蹴 殺す だァ』 と は、 そこの 家族の ものら の 云 ひ 分で あつたが、 鬼に 角、 小屋が け 

のお ゃぢが 生きて ゐる間 は、 I 定の 仕送り を缺 かした ことはなかった。 然し、 おや ぢが 死んだ 時、 自 

なむあみだぶつ  け ころ 

分で 穴 を 掘り • 自分で 土 を 埋め * 自分で 南無 阿 彌陀佛 の 一 つも 唱 へた 様子が、 蹴 殺した 小犬 を 葬った 

時と 對 して 遠 ひはなかった さう だ。 

おや ぢが、 死んで から は、 その 仕送りに 使った 金も飮 料になる ので、 以前よりも 多く 飮 める 樣 にな 

つたわけ だ。 それが 爲 めだら う、 段々 からだが 不健康に なって、 風 を 引いたり、 腹 を 下 だしたり する 

はる  か. - 

ことが 度々 であった が、 遂 ひに 昨年の 春、 急性 肋 膜 炎に 罹り、 すんでの ことで 死ぬ ところであった。 

家の ものが 看護にば かり か k つて ゐられ ない ので、 からお 袋 を 呼び寄せて やった。 六 歳から 見 

めへ  な  ぎ ゥ N- わつ . 31, 

ない 子で は あるが、 さすが 女 だけに、 『お前が 榮吉 か？』 と、 その 枕 もとに 泣き伏して 久濶の 惰と淑 死 

の狀 態とに 堪へ かねて、 暫く 顔 を あけ 得なかった。 

榮吉 はそんな ことに は平氣 だ、 寢 床の 中に うめき、 苦しみながら、 兩の 眼に 出て ゐる淚 は、 た 自 

分が 天！^ 棒の 七轉八 倒- 死の 苦悶の しるしば かりであった。 

あ ひま を 見て、 おかみ さんが、 

榮  吉  llfl 
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『やい、 榮吉， お 母が 來て ィ』 と、 注意す ると， 榮 吉は淚 にう るんだ 眼 を そ、 いで、 じろ くお 袋の 

顏を てゐ たが • 

『おれ を 産んだ なァ お前 か？ — なぜ こんだ 臭い^ 婆ィ ひりつけ た ビア？』 

渠には 人 問の 臭いと 嫌 ひと 苦しみが 一 つに なって ゐ たの だ。 

お袋に はそんな 理は 分り ッ こがない ので、 

『そんだ こと 云 はね ィで、 さァ』 と、 かの 女 は榮吉 がそ ッ 方へ 寢 返りした 肩 を 押さ へ 、 『わしゃ ァ お前 を 

ぶち ゃァ たが 惡ぃ。 これから 十 年分 も 一 一十 年分 も 一 遍に 大事が つて やる からよ。』 

鬼に 角、 それで、 こ、 の 家族 は 看護の 手が 省け た。 榮吉も 段々 致命の さか ひを脫 して 來 たが • なか 

なか 全快し さう でない ので、 多少 氣の翁 だとい ふ考 へが 出た の だら う、 その. ば i^l みに 從ひ • お袋に つれ 

やう じ やう  えんざん 

しれて E.^ に 行き、 そこで 二三 箇月 も 養生した。 して、 全快の 後、 また 山へ やって 來た G 

海老 屋の渴 場め 名物 は IS び歸 つて 來 たの だ。 

今度 は餘り 酒を飮 むの は 良くない と自覺 したし、 主人 も 成るべく 飮 ませない 樣 にす るし * おや ぢへ 

の 代りにお 袋への 仕送り も 約束して あるし、 自然、 泥醉 する ことな どは少 くな つたが、 ゃッ ばり 公然 飮 

めない 時 は、 こッ そり 飮 みに 行く の だ。 それが 爲 めの 財布 はいつ も 赤い 腹が け を 離れない。 して * 飮 

めば 同じ 眞理を 叶： くし、 自分 も 亦 もとの 榮吉 より ほかで はない。  I 


r あり や ァ所帶 の 持てね ィ 馬鹿 だ ァ。』 

『女縑 ひもい 加減で よから う。』 

『あいつ ァ ひり 出された 時のに ほひ を おぼえて ゐゃァ がる か？』 

『なァ に、 氣が堅 いづら。』 

かう いふ 評判 は 相變ら す 繰り返されて ゐ るが、 榮吉は 泣き もしなければ、 笑 ひもし ない。 

『お前さん となら、 

わしゃ どこまでも 

財布 片手に  ， 

尻よ はしょり。』 

とい ふ、 自 M の 歌 をうた ひながら、 湯 場の 世話 を やって ゐ る。 今年、 三十 五歲 のつ ッ 立った 男 だ。 

湯つ ぼの ボン ブが曉 け 方 ごとん/ \ 鳴り 出す と， 海老 屋に とまって ゐる客 は 先 づ榮吉 の生眞 面目な 

姿 を 浮べて 夢を拂 ひ、 それから 寢床を 起き 出し、 楊子 をく はへ て 湯に 這 入りに 行く ので ある。 

,  — (四十 1 年 九月) I .. 
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俊が 大阪 でサ  1^ 印刷 會 社に 這 入って ゐる 時の こと だ、 同輩の 活字 ひろ ひの 一 人に、 片山春 雄と いふ 男 

があった 默寡 、少しも 他の 同輩と は 親しまないで、 來 てから 歸 るまで、 こつ./ \ と 仕事 をす るの 

だ。 『その 次ぎ や、 トウ だ、 ノボル だ、 朝日の ノボル だ』 とい ふ 様な 呼び に應 じて、 最も 早く その 字 

を 拾 ふ もの は渠 である。 まんざら 無舉 から 成り あがった 字 拾 ひで はなく、 僕と 同樣、 一時の 事情が あ 

おも 

つて こんな 者に なり 下がって ゐ るの だら うと 思 はれた。 

僕 はこの 男と 同じ 組で あるから、 始終 その 樣子 をに らんで ゐ たの だが、 僕 は 他鄕の 空に 獨り ぼッち 

り 寂し さを^へ かねて ゐ ると ころな ので。 —— また 一 つ は、 どうい ふ 事情が あって、 こ  > -に來 たの 力 

S うぎ し ん  かれ  せつぎん I 

を 知って 見たい^ 奇 心から、 —— 段々 渠に 接近す る樣に 努める。 渠も亦 僕にば か. ^は 接近す る 

『鳩 はこ ちらに ありまし たよ』 とか、 

『ぢ ゃァ、 ルビの 方が これです』 とか、 

『一服 吸 は うぢゃありません か』 と、 同じ 火で 二人が 煙草に 火 をつ ける とか、 


き たな  あ ひだ がら  > 

かう いふ こと をして ゐる うちに、 互 ひに 一 方の 德ぃ 下宿 を 訪問す る 間柄と なった の だ。 

然し、 渠は 少しも 自分の 身の上 をう ち 明けない。 

『職工と い ふ もの はい つ も 詰らん ことば かり 云 つて ゐ ます、 な。』 

『云って るば かりではありません、 して ゐ るので す。』 

『社會 主義、 社會 主義な どい ふ 聲が聽 えます が、 一 體 あいつら に 分って ゐ るので しゃう か？』 

ら. S とゥ まま 

『どうせ * 雷同に 定 つて ゐ ます。』 

『もっとも • 僕に も 分らない のです が、 若し 分ったなら、 して、 僕の 今の 心が 世の中に 生て たいとい 

か. S しゥ  し 

ふ氣 になれば、 或は 僕も實 際の 社會 主義に 改宗す る 方が い  かも 知れません。』  ， 

『さう いふお 考 へです か、 ね？』 

『僕 は 職工な ど 決して 好んで やって ゐ るので はないです 。これ は、 もっとも、 君 だとて 同じで しゃう？』 

『無論、 お 互です。 J 

かう いふ 風に 僕 は 受け 答へ をしながら、 集の 多少 套 激して ゐる 機に 乘じ * そ ひ ありさうな 物語り を 

聽か うとして、 先づ 僕の 身の上ば なし をす る。 

が： J たん  あ-うす 

『君 も )|- の 毒です >  なァ』 と， 渠は |i 歎す る樣 子で あつたが、 さて、 - 

r 君 はまた どうしたの です？』 と、 問 ひかけ ると、 
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『僕に は 云 はれない 秘密が あるので す o』 

かれ  ふか^ 

ig はいつ も かう 云って 深入り させぬ。 

僕 は、 m 鹿に されて ゐる樣 だから、 斷然 交際 を絕 たう かと 思った こと も ある。 さう かと 云って、 ま 

いう じん  ち 

た、 S: ぶから 頻りに 親しんで 來る こと も あるので、 ゃッ ばし 友人と してつき 合 ひ をつ ける。 

一 絡に 中の 島 公^ を ぶらついたり、 千日 前 を 冷 かしたり • また 無け なしの 金 を 出し合って、 あすこ 

のし ッぽ く、 かしこの 金 時と いふ 風に、 身分 相 靡の 名物 を 喰 ひま はる。 

しゃうよ きん  ほか  ，  r  I 

或 時、 僕 等 ふたりに 賞與 金が 出た。 ふたりが 他の 職工より 違った 働き をす るから だら う 

『社長が 僕 等 を 認めて 來 ました、 な。』 

『それが 常然 でさ ァ。』 

面白い 風が 吹いて 來さ うだから、 一 つ 記念の 爲 めに ボ ー ト 遊びに 出かけ やうで はない かと、 僕 等 は 

よどが は  かぢ  か \  ) 

二人 乘 りの ボ ー トを 淀川の 本流に 浮べ、 攝が先 づ舵を 取る ので、 僕 は 止む を 得， チ 左右の 櫂 を あやつる 

役 だ、 はれ ^11 生れ だから、 多少 船 を 行る 道 を 知らない ではない が、 西洋式 は 初めて^ ある。 

『君， 櫂の 方 を どうです？』 と 僕、 が 云 ふと • 

『僕ァ からだが 弱い から、 この 方が よろしい』 と、 は 船のと もべ を 動かない。 

や  い  ふる  I r 

不斷 から • 瀵は の瘦 せて、 色つ ゃが恶 く、 物 を 云 ふに も 手が 顔ったり する の を 見て、 餘 ほど；^ 經 


をな やまして ゐる男 だと 思って ゐ たが、 この 答へ で 見る と. - 渠 自身 も 之 を自覺 して ゐて、 骨の 折れな 

い コックスの 方へ 先 ま はり をした のらし い。 それにしても、 僕の 櫂が あやしい 上に 舵取りが あやふや 

では 困る の だ。 

雨の 降った あげく だから、 流れ は 急 だ。 架して コックスの 舵 は 殆ど f いて ゐ ない。 

『船長、 しッ かり 頼みます よ』 と、 僕 は 渠を勵 ましながら、 左右の 櫂で 心持ち 舵 を 取って 流れ を さか 

登る。 

,  S げん  はな 

中の 島の 郵便局 や 公 g を 左舷に 見ての ぼり、 公園の 鼻 を 離れる と、 川 は 二倍の 廣 さになる。. 

『どうです、 愉快 ぢゃ ぁリ ません か？』 と、 僕 はこ... へ 出てから ゆっくり 氣の 合った 放談で もしゃう 

と 思って ゐ たの だが、 渠の顔 は 眞ッさ をに なって ゐる 0 

おどろ  たづ 

『どうかし ました か？』 僕 は 驚いて かう 尋ねる。 

『なァ に、 どうもし ません が、 隨 分骨が 折れます、 な』 と、 渠は うしろ を ふり 返へ る。 蛇に よ ッぽど 

を 取られて ゐる らしい。 

『ちゃ ァ、 もう 引ッ 返しましょう か？』 

『どうぞ、 さう して 下さい。』 

僕 も隨分 手が 疲れて 來 たの だが、 渠の舵 を 引く 方へ 欏を あしら ひながら、 舟の 方向 を 1 じ やうと す 
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るう ちに、 舟 は^ざ まに 流れて、 もう、 公^の 鼻 を 通り過ぎて ゐる。 

『下 だるの は 早いです • な ァ？』 と、 僕が 云 ふと、 渠は、 苦し さうな 使い 聲で、 

『よほど 橋ぐ ひのと ころ を氣 をつ けねば —— 』 

i つ は 無事に 過ぎた が、 二つ目の 大川 橋の 手前で、 石 船の さかのぼ るに 出く はし * それ を 避け やう 

として •  等 は 方針 を 失った。 どんと 橋ぐ ひに ぶッ つかる が 最後、 コックス は 水 巾に ころけ 込み、 僕 

はまた ； 方の 權を 流す。 あわて 、船中に っッ 立つ と * 舟 は その ま k 流れて 行く が、 友人が 見えない。 

暫くす ると、 橘ぐ ひに せかれて 渦卷く 流れの 末に、 渠の あたまが 浮んで， 

「助けて 吳れ ッ！』 と 一 言、 また そのまま ぶろ /(- 云って ゐる。 

これまで だと、 僕 は帶を 解き、 衣 物 を 脫し， 友 入 を 助ける 爲 めに 急流に 飛び込む。 

きレ  で ぎ 

幸 ひに して、 太 川 橋から 約  一 丁し もの あたりで、 僕 等 は 岸に あがる ことが 出來 たの だ。 

それからと 云 ふ もの、 渠は僕 を 無二の 友人と して、 渠の 所謂い のちの 親と して、 取り扱 ふ樣 になつ 

たの だ。 そのうち 明けた ところに 據 ると、 前 橋の 在の 男で、 渠には 忘れられない 戀 人が ある- 向 ふで 

もこち らも 思って ゐる。 然し、 女のお や ぢが兩 方の 思 ひ を かな はせ ない。 と 云 ふのに、 この 女 を 自分 

の 家の 嫁に 赏ふ 下心で、 おや ぢ —— 有名な 酒飮み —— に 分 不相應 た" 金 を 貸して ある 叔父が あって、 厭 

とい ふなら、 直ぐ、 あすから でも 乞へ & になって しまへ、 家 S 地 はこ ちらの 物 だと、 强愁 な督 E た。 お 


や ぢは飮 んでゐ さへ すれば 極樂 とい ふたち だから • 金の ある 兄の 云 ひ 分に こそ 靡け.' 一介の 貧 書生に 

向つ て 自分の 飮み 料なる 娘 を吳れ やうと 云ふ辔 はない。 

^  ,  き やう はく  と - 一 どうし 

終に、 女 は， おや ぢの强 迫の もとに、 つらい 手紙 を 認めた。 止む を 得す 從 兄妹 同士の 結婚 をす る、 

どうか これまでと あきらめて、 お 島 (女の 名 だ) は 人が 變 つたと 思って 吳れ ろと。 附け 加へ に、 『あな 

たのお 心 ざし は 身にしみて 一 生 忘れません』 と ある、 その 個所に は 淚の跡 もあった の だ。 

然し * 渠は その 手紙 を 引き裂き、 あすと 云 はす、 故鄕を 飛び出し • 堪へ 切れない 思 ひ 出 を 忘れ やう 

とした。 成るべく 遠い 方が い-と 思って、 わざく 大 阪へ來 て、 わざく 詰らない， M 駆 §::fr なった 0 

『この 片山 はいつ も 死んだ 方が い X と 思って ゐ ますが、 まだ 女に 恨みが ある だけ、 詰らない 浮世の 未 

練が 去らない のでし やう、 川へ 落ち込んだ 時 • 矢張り あなたに 助けて 貰 ひました o』 

.渠 はか ラ 僕に 白 狀 したの だ。 

『ぢ ぁァ、 氣の 弱い 女で しゃう か？』 と、 僕が 駄目 を 押して 見る と、 

\ ま . I 

「いや、 僕 はま だ 何となく 島 子が 僕 を 思って ゐる 樣な氣 もす るので す』 と、 答へ る。 

その後、 名殘り 惜しかった が、 僕 は渠を 置いて 仙臺へ 行った の だ。 某氏に 就いても ッと g 敦 をした 

かった からだが、 某氏の 主 裁す る學 校に は- いろんな 人間が 收容 されて ゐる。 貧甞生 も あれば、 老壯 

士然 たる もの も ある。 無 思想つ 鈍物 もゐれ ば、 大志 を 抱いて 無事に 苦しんで ゐる もの も ある。 僕 は片 

0  0  li  一！ 一 


s$  tm 秦  一 i 曰 

山の こと を 思 ひ 出した ので、 校畏に その 人物 を S 介す ると • 

『では、 呼んで t がい、』 とい ふこと になる。 片山も 客んで やって来る • 導 ふたり は、 寄宿 舍の 

同室 を 占領して、 またもとの 交際 をつ づける。 攀科は 共に 邦語 神舉を やって ゐ るの だ。 

渠は戀 の 話し をし ないし、 f  I つた 露 かまけ て、 渠の I 事件な ど は 忘れて るる。 ^1 

の 額 色と 身體 とが、 大阪 にゐた 頃よりも • ますく 衰弱して 行く の を 心配す るば かりん。 

『僕 はもう |に堪 へられん』 と 云って、 兩 手で あたま を 押さ r 机の.^ につ ッ 伏してし き 時 も あ 

L ズ、 

『あ \ 寢ても 起きても ゐら れん』 と、 叫んで、 I. 寢床を 飛びお し、 どこか を 歩いて 来る こま 

或 時な ど、 fts^o 野に 行く と 云って 出て 行った ま、、 五 時 問 も 六 時 も歸 つて 來な いので、 僕 は 心配 

して 跡 を 追って f と- r 城 I- 意ン 中に i& けに 寢そ べつて、 ぐうく いびき を かいて ゐる。 よく 

よく 钟經が 衰弱して ゐ たと 思 はれる。 

からだが 瘠せて ゐる 上に， ？布圑 が i いから、 骨 I つて 痛い いたいと 云った の は 度々 だ。 

『愧ァ もう 歸ら うか 知らん？』 かう 渠が云 ふから、 僕が 

『どこへ 歸 るの だ？ つ と聽 くと、 それ ッ叨 り默 つて、 寂しく 笑って ゐる。 


そのうち、 渠の 叔父なる 人から あつみの ある 郵便物が 來た。 十二 錢も 印紙 を 貼った 普通 郵書 だ。 蕖 

は 何事 かと 開ら いて 目 ~ ると、 叔父の 短い 書翰の ほか は • すべて 島 子の 片 山に よこした 手紙が いくら も 

ある。 それで 分った こと だが、 島 子 は 結婚の 當 日まで 素直に 親の 云 ふ 通りに なって ゐる風 を 見せ、 そ 

の當 日に なって、 姿を隱 したの だ。 貰 ふ 方から 迎 へに 來て見 ると、 肝心の 本人が ゐ ない。 それで、 一 

つ は、 燒けッ 腹からで も あらう * 之 はて ッ きりお ゃぢと 申し 合の 上 逃け たの だとが 鳴り 出し- 即座に 

おや ぢを追 ひ 出して、 家宅 田地 を 奪 ひ 取る 手續 きをした ので、 おや ぢも その 仕う ち を 怒った が、 仕 か 

ち ひさ 

たがない 0 小い 小屋 を 作って、 そこに 乞食 同然の 生活 をし なければ なら なくなった。 島 子 も そこへ 行 

つて、 一 緒に 住ま ひ、 人の 手傳 ひな どに 頼まれて 儲けた 金を以 つて、 おや ぢの 好きな 酒 を 飲まして ゐ 

るの だ。 かの 女の 數 多い 手紙に は • ま はらぬ 筆を以 つて、 その 狀態 やら 心持ち やら を 書いて ある。 

渠は それ をす ベて 僕に 見せ、 

Jt ん くく  *  はらわた 

r 言々 句々 みな 僕の 腸 をえ ぐる』 と 云 ふ。 

女が 本意で もない 手紙 を 書いた の はお 氣に さはった だら うと か、 その後 どこに 行って ゐる のか 知ら 

して 吳 れいと か、 おろかな 自分の 心 はどうせ 屆 かない か 知れない が、 叔父さん 方に 宛て. - 幾度 も 手紙 

じ おん  や 

を 出す うちに は、 一 つ 位 はお 手元へ 行 くだらう とか、 自分 はた 5- 一  人 を 思って、 身 も 心 も 瘠せて 行く 

ばかり だと か、 かう して 辛抱して ねる うちに は、 いっか 自分の 誠が 屆 いて、 お 目に か、 れる 時が あら 

0  0  ェ 西 £ 


s^.m  ^5  二 四 六 

うと か、 若し この 世で 再び 會 はれないなら、 後の世で 會 はう とか、 丁度 • 友人が 男と して 思って ゐる 

ことが、 女の 言葉と なって ひしく 胸に 堪 へて 来る。 

を ひ  さまた  , 

叔父 は、 また、 かう いふ 手紙な ど を 見せる と • 甥が 出世の 妨げに なると 思った から • その ま、 あ. つ 

へぴ な i ごろ 

かって ゐ たが、 餘り 女の 情の 切な さ を 思 ひやる につけても、 見す くそれ を 蛇の 生殺しに する よりも 

斷然思 ひ 切らす 返事 を 甥から 出さす 方が い. -と考 へたら しい、 數々 の 書面で も 分る 通り、 どうせ 乞食 

同樣 になった 女 は 細君に 貰へ まいから とい ふこと が 附け加 へ て ある。 

叔父の 郵便 はありが たいが、 叔父 自身の 云 ひ 分 は 情けない。 渠は 叔父の 手紙 を 破り 棄て、 その他 を 

一 つに 抱いて 號 泣した が、 また 一 つく を 選り出して は * 讀 んでゐ る。 

無言 だ。 

手は顚 へ、 からだ はび くつき、 心臓 は 平脈 を 越えて 動悸 を 打って るる。 顏 はこれ までに 見ない 良い 

血色 を呈 して ゐる。 

それが 落ちつく と、 また、 不斷 にない 優しい 顔に なって、 手足の 筋肉が ゆるんだ かの 樣に、 やわら 

かい 輪廓が その 袖ゃ据 にあら はれる。 

全身の 氣カ はた 2^ その 手紙の 上にば かり 集り， 目が 觸覺の 代り を もして、 その 暖かい 言葉に 觸れ、 

渠は赏 際、 *1 て 初めて 握って 見た 女の手の ぬくみ を * 夢の 様に 感じて ゐ たの だ。 


『あのお ぼろ 月の 夜 はお 忘れな さる まじ。 あなたと わたしと は 直ぐ あすに も 結婚 出来る ものと おも ひ 

ました。』 

. ^ひこ  .S まかぜ 

『あなたに ぉ手傳 ひして 貰 ひました お ih の 家 はもう 人の 物に なりまして、 わたし は 今風 も 自由に 吹き 

込む わら 葺 きの あばら 屋に 住ま ひして をり ます。』 

『わたし は 月の 光に もさい なまれる 乞食 女 も 同然で 御座ります。 然し、 心 はす ッ かり あなたに おまか 

せ 申して あります。』 

f とこ 

『毎夜、 あなた を 思 ひて 床に つき、 毎朝 あなたに 抱かれて 起きる 夢を見る の は、 まだし も 寂しい 中の 

樂 みで 御座ります。』 

くわ. S  ^ふ； 0 し 

かう いふ 文句 を渠は 夢中に なって、 幾 回と なく 拾 ひ讀み をして ゐ ると、 じ やん く 夕钣の 鐘が 鳴つ 

て 、各室の 舉生は どや，/. \ 二階の 段 を 下りて 行く。 渠は、 ふと、 氣 がっくと * 遺精 をして ゐ たの だ。 僕 

は神經 衰弱 0 極 だと 思った。 僕が 食事 を濟 まして 室に 歸 つて 夾- ると、 渠は 床に 這 入って ゐる。 同 _ ^は 

そのまま 通した の だ。 翌朝に なって、 

『僕 ァ歸 る』 と 云 ひ 出す。 

しまこ  すく 

『ぢ ゃァ、 いよ/ \ 島 子さん を 救って やる のか？ J  , 

『かれ を 救 ふの は、 乃ち 僕 を 救 ふの だから OJ 
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jf はかう 云ふ诀 心で 仙臺 を出發 し、 蕖の 叔父の 立ち 會 ひで 島 子と 結婚した。 

僕 はまた 神 など、 くそ 眞 面目な 物 は 厭に なり、 再び 放浪す る氣で 東京へ 出る。 

片 山と は その後 相會 ふ機會 がない が、 結婚 後一 年 ほどして、 身體も 丈夫に 前 橋の 郵便局に 勤めて ゐ 

ると いふ^ら せがあった。 

で き  っゥち 

そ の 後 亦 子供 の 出來た 通知が あり、 臺 灣に轉 任した と い ふ 通知が あ つ た。 

へ. S ぽん じん けん. • 、い 

渠 はとうく 結婚の ために 意氣 込み もない 無名で、 安樂に この 世 を 通る、 平凡 人の 函內へ 這 入って 

了った ので ある 0 

— 1 年 十月) I 
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『あの 先生 も、 ^さんと 娘さんと を 無くしてから、 がらり 人柄が ぉ變 りに なった』 と 云 はれて ゐ る。 

せけ. >  にんげん  ， 

芝の 15il<ss:« ^篠 -i^ 勇 は、 實に 世間のう はさ 通り、 この頃で は、 人間が ー變 した I 

昔から 四國 町に 住んで * 藤 摩 ッ原を 開 いた ことに は、 この 人の 盡 力が 大いに 與 つてる る。 渠は その 

爲 めに 可な り廣ぃ 地面と 家屋と を 自分の 名義に する ことが 出來 て、 そこに 私立の 小學 校を逑 て. -ゐ た。 

また、 が默を 設けて、 多くの 徒弟 を 養った。 敎師は 渠と渠 の 細君と 一 人の 餹ひ 女敎師 とで あつたが、 

, , ノ  *  し らせんせ い 

渠の敎へを受けたものらは方々の商店の^^.^ゃぉかみさんになるに從って， 樣原 先生と いふ 一 つの^ 

力が 三 田 界隈に 出來 て、 町内の 相談 辜の 持ち込み どころ となった。 

私立 S 小學 校が 餘り 勢力が なくなった 頃から、 その 方 は 寡ら 上の 娘の 高等 女 學校を 出た のに まかせ 

ッ 切りで、 im は 公立 小學 校の 準敎 a に 出で、 篠原 自身 は 〇〇 中 學の國 語 漢文 敎師を 勤めて ゐた。 然 

し、 生徒 間から 篠原は 法螺吹き だとい ふ不 人望 を 被む り、 そこ をよ す樣 になって から、 渠は國 で 有する 

田地の 拓に身 を 入れる つもりに なり • 細君 あ 職 させて ね 田ぎ 方の 監督 i つた。 その 頃から 篠原 


は 芝の 區會 議員に なって ねたが、 元來が 野心家 だけに、 次回の 代議士 選舉に は、 候補者と して 國 から 

^つて 出る 準備の 爲め、 細君に 云 ひふくめ *  ffl 舍の 有名な 舊家を 標榜して-' 多少の 地盤 を 固めさせて 

ゐた。 

渠は少 壯の時 改進 黨の 一 有力者であった。 そして- それが 爲 めに 多くの 財產も 倒まして、 長らく 敎 

師 など を やって ゐ た。 それ も渠の 常套手段であって、 古い 敎育 家の 名譽と 養成した 子分の 勢力と を 借 

りて、 他日の 發展を 待って ゐ たのであった。 

うっぷん  じ ぶん 

『今度 當 選したら、 多年の 變 憤 も 十分に 晴らして やらう し、 自分が 倒 直した 先祖の 財產も 一躍して 取 

ひ 返して 見せる と は、 德 原が 細君に 誓った ところ だ。 細君 も その 意 を 受けて 熱心に 金錢 のか，， ら ない 

運動 Q 準備 を 怠らな かつおが、 ふと 病氣 にか. - つて、 死んで しまった。 すると- 母ば かりが！， ぎりで 

あった 姉 娘 も * がッ： ^りした のか、 直ぐに その 跡 を 追った。 僅か 一 週間に 葬式が 二つあった わけで、 

世間に 對 して は. 餘程 超然 主義に かまへ て ゐた篠 原 も、 これに は 非常な 失望 をしたら しい。 その後 Q 

纏 は 圓活な 超然 性が 眞の 冷淡に 變じ、 人から 見る と • その 金 錢愁が 露骨に 現 はれる やうに なった。 

しゃく  iL  つく 

先 づ校舍 に 使つ て ゐた裘 の 建物 を 一 一軒の 借家に 造り 上 ゆ、 表の 方 も， 下の 食窒と 1 1 階の 客間と 子供 

の 勉強 窒 とを殘 して， 左右 を 一 一個の 商店 向きの 借家に へ 直し、 I 方に は 菓子屋、 一 方に は 道具屋が 注 

むこと になった。 露ン 中には 篠 原の 表札 はか X つて ゐても • 久し振りで 訪ねて 來る 人に は、 こ \ がさ 

條原 先生  二 五 一 
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うか 知らん とお 0 まごつかれる。 その ^媳* 渠の奇 11 はな ほ 世間 愁 ハ淡然 たる を 表しよう として、 自分 

等の 三 室 を も 立ち返き， 裏口へ 立派な 石の 門で も 建て、 奥の 臺 どころ 四疊 半ば かり あるの を 造り 變へ 

そこへ；：； ッ 込んで、 そこ を 自炊 場、 寢室、 兼 客 Si にして、 世人 を 驚かさ- フ と^へ てるる。 

『あなた も變 りました、 ねえ 11 奥さん を 改めてお 貰 ひに なった 方が よう 御座いま すよ』 と、 はじめ 

てず に 切り込ん だの は、 後- - ぬが 元から 知って ゐる 待合のお かみで、 渠が昔 その 待合で 5^ へた 借金 

の^ 促に 來た 時であった。 篠 isi は、 この頃、 獨 りで 寂しく 感 する 時な ど、 そ ハ婆ァ さんのと ころへ 山山 

て 行き、 その 婆ァ さんのお 酌で 昔話 を 看に 醉 つて 來 るの が 一 つの 樂み になって ゐた。 ところが、 昔の 

惜 金の is に來 ると は 少し irji だと 思って、 うす 氣味惡 い 調子で あり 合せの 馳走 を 出し * 互 ひに さし 

,:1:ひの^^ひが出て來るま、、 渠 はいつ もの 冷 かし 口調 を 以て あしらって ゐ ると. 催促と は 表面の 口 

で、 その. 裏に は、 近來不 1!^:^ 氣 勝ちであって、 女の 腕ば かりで はとても 待合の 商 をつ ぐけ て 行く こと 

が出來 ないから *  一^にな つて 少し 資本 をつ ぎ 込んで 5!^ れ ろと いふので ある。 そして、 どうせ、 さう 

なれば • 夫婦に ならう とい ふ 意 乃 含んで ゐる のが 分った。 

據 15^ よた 2- さへ 與ざ めて ゐた ところへ、 五十 づら を提 ゆた でぶ./ \ 婆 々ァ が、 自分の 女房の 自選 候 

"ん： A 一  -ぷ 一は 

^者と して、 白い物 を皴 だらけの 顔に 塗って 來 たの を愤惯 した J 然し、 さう まで は 言 薬に あら^さな 


『お前さんが もッと 若かったら、 妾に でもして 樂に暮 させる のに』 と 答へ て、 歸 してし まった。 

さて それ を 皮肉に 歸 して 見たところが、 自分の 胸 は 何となくむ しゃくし やして 堪らない。 自分 はま 

だ あのお かみに 見くびられ てる ほど くすぶった、 蟲が 湧く 様な 男 やもめで はない と 思 ふ。 

たまく 下座 敷へ 隣り の 菓子屋の 若い かみさんが 來て、 お 民と いふ 預り 娘と 話して ゐる。 お 民と 云 

ふの は、 知人から 頼まれて、 自分の 家の 臺 どころ を 引き受けさせて ゐ るかた はら * どこかの 女擧 校へ 

ぢょ 

通 はせ る 約束が して ある もの だ。 然し 篠原 自身の 考へ では、 かの 女 さへ 承知 すれば * 直ぐに も 自分の 

長男の 專ー 11 からだが 惡 いので、 中 學校も 卒業 させす、 保養 かた. <.\ -田舍 の 家の 取締り を させて あ 

る 11 に 嫁がせた いの だが、 渠 はお 民の それ を 承知 しないの を 苦にして ゐ るので ある。 

V  -も 

兎に角、 若い をん な 供の 浮きく した 笑 ひ 聲に氣 を 取り直し、 1 1 階の 馳走の 殘 り をお ろして 來 させ、 

よ  せう ちう 

次男の 勝 次の 勉强 して ゐ るの を 呼びお ろし、 お 民に 燒酎を 一 合 買 はせ にやり、 隣り のお かみさん ゃ自 

分のう ちの ものに 酌 を させながら、 こじれた 醉ひを 呼び出し 初めた。 

『おい、 お 民、 今の 婆ァ さん をよ く 見た か？』 篠原 はに こくしながら 勿體 振った 顏を 向ける。 

『はい、 よく 見ました』 と、 お 民 は、 却って 勝 次 やお 隣り のお かみさんの 方 を 向いて、 意呔. もな く 笑 

ふ 0 

£.c  く 

德 le- は 勿體报 つた 顏を • 乎に 持った 猪口の 上に 出しながら、 

篠原先 1  二 五三 


M 


泡鳴佥 第一 卷  二 五 四 

『あの 皺ッ つらで、 おれの 女房に なりたい と 云 ふの だ。 どう だ、 勝、 お前のお 母 さんに し て やらう 

力？』 

『それが よう 御座いませう』 と、 中學 三年 生の 勝 次が、 小まッ ちゃくれ て 冷 かす。 

『何 ぼ 何でも， ねえ、 待合のお かみさん では 11 』 と、 をん な 同士が あ ひ槌を 打つ。 先生が 本意で 云 

ふので はない と、 みんなに 吞み 込めて ゐ たからで ある。 

『如何に このお 父さん は 老いぼれても』 と、 篠 は 猪口 を 下に 置いて、 『まだ あんな 婆ァ さんの 色 に 

はならない。』 

みんな はさ を聽ぃ て 吹き出した。 

『然し、 勝』 と、 渠は 勝， の 方に は 向かす、 意味 ありけ にお 民 を じろ く 見て、 『あの 專 I はい. -男 だ、 

な ァ。』 

『さラ です か』 と * 勝 次 は あしらった。 お 民 はまた 自分に 結婚 を勸 める と 感づいた やうに、 橫 を：！： い 

て厭な^;i^子をした。 

『お 民 は 馬鹿 だから 困る』 と 云った が、 渠は氣 を換へ て、 例の 自馒 の、 區會ゃ 區の黨 ^的關 係に 對 する 

權謀 術數 のかけ 引き を 語り 初めた が、 段々、 またお 民ば かりに 對 する やうに、 若い 女の 心 やら、 —— 

女が 年. 2- になれば 早く 行 ふべき 結始 やら、 —— 結婚す る 男 をよ く^ぶべ きこと やら、 —— 長上 を 敬 ふ 


ベ きこと やら、 — 柔順で あるべき こと やら、 —— いろんな こと を 歷史ゃ 人の 身の上に かこつけて、 

鹿爪らしく 說き 出した。 が、 誰れ も 與に乘 つて は來 なかった。 

『け ふ は、 朝から 眠い 日、 ね』 と、 お 民 はこ ちらに かま はすに 云った。 

rp  とな  ぎ もんて ぎ 

『さう！ I あなた は』 と、 隣り のかみ さん は 疑問 的に 答へ た。 

『それ だから • 農 擧士の 奥さんに ゃァ 成れん。』 篠原は 斯う 云って 見た が、 膨 次に 目で 本統 のこと は 云 

ふなと 命じた。 專ー は中擧 さへ 病 氣の爲 め 中止した が、 お 民に は 農科 大擧を 出た と 云って あるの だ。 

『  』 お 民 はかみ さんと 何だか 冷笑的な 默笑を 取り か はした。 が、 かみさん は 近頃 這 入った 借家 

人で、 うちの こと は 知る 害がない と、 篠原は 高 をく  X つて ゐた。 

のど 

『さ ァ、 これからお 父さんが い、 喉を聽 かせて やる』 と、 渠は勝 次に 本 を 取って 來 させ、 老服鏡 を 通 

して、 渠の 得意な 淸 元の 『明け 烏』、 浦里 時次郞 をうな り 出した。 

隣り のお かみさん は 自分のう ちから 呼ばれた ので 早く 歸 つて 行った が、 『好いた! わしゃい のち 

でも』 とい ふところに 至る 頃に は、 お 民 もい つの 間に か玄關 でい ぴ きを かいてる た。 

『お 民！ お 民！』 と 呼んだ が、 聲 がない。 『勝、 お 民 を 起して 來な。 この 大切な ところ を聽 かなけ， や 

にんじゃ ゥ 

ァ、 人情 は 分らない。』 

『  』 勝 次 はしぶ くに 立って お 民 を 起した。 

接 原 先生  一 1五五 
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條 原は德 W を ii> ると、 一 滴 もない。 もう 一 合 買って 來る樣 に 命す ると、 もう 遲 いから、 酒屋が 寢 

てなる、 いや、 まだ 寢てゐ ない、 ゐ たら 叩き起せば. si などい ふ 押し問答の すゑ • お 民 は 再び 買 ひに 

行って 來た。 勝 次 は その 間に、 

『つまん ないから、 僕 は 御免 を ます』 と 云って、 多少む ッ とした 調子で 二階へ あがって しまった。 

ゥへ ぢょ  f.s す, 

お 民 ひとり を對 手の 『好いた 男に』 も資， は 張り合 ひがない。 その上、 かの 女の ねむた さうな 榜子を 

兄る と、 片手 を 突いて 膝 を 少し 橫に はだけ て、 如何にも だらしない。 とても 大切な 息子の 女房に する 

こと は出來 ない 樣な氣 にもなる。 さう かと 云って、 あの 若い のに、 11 そのお ゃぢの 仕込んだ と 云 ふ 

漢舉 Q おかゆで か 11 可な りし ッ かりした ところが あるの を 憎い とも 思 ふ。 急に 自分の 血が 全身に 湧 

き 立つ 樣な氣 がして、 條 はぢッ とお 民の 方 を 見た。 

さう 惡ぃ でもない。 この 田舍 女も莴 ざら 棄 てた 代物で はない。 然し 目を轉 じて • ふたりの 間に 

はさまって ゐる ちゃぶ 臺， い 上 を 見る と、 の 本に 向 ふとて かけた 老^鏡が まだ その ま、 自分の 鼻 さ 

きに か、 つて ゐ るからで あらう が、 見える ものが すべて はッ きりと 稳く思 はれる。 臺の おもても 拭き 方 

がよくない 樣 だし， ベ i. かま も ：！： となく ぢ.. - むさい。 女房が ゐれ ば、 こんな こと はない のにと 思 ふと 同 

寺て、 お 民が 少し は氣 をき かせて".. 犬れ て もよ からう。 自分の 身の ま はり や 顔ば かりに 氣を 取られて ゐ 

トょ いで、 もッと ra. 斐々々 しく 働いて 吳れて も， r- からう とい ふ 不平が 起る。 然し また 襟 原 は、 それ を 口 


へ 出して 云って も 駄目な こと を 知つ てゐ た。 

『わたし は 下女に 來 たので は 御座いま せんよ』 と 云 ふ！^ ぶ 振りが、 これまで にも 度々 お 民の 舉 動に 見え 

た。 それで は 早く 跡取りの 嫁に なって 吳れ \ ばい、 の だが、 それ も 承知し ない。 女學 校へ 通 はせ て や 

ると 云った の は • 嫁 にす るつ もりであった からで はない か？ たに わけも^く • この せちがらい 世の 

中に、 擧 校に 行く 費^まで 出して やる 馬鹿が どこに あらう？ ぃッ そのこと， 望み を換 へて、 自分の 

妾同樣 にして やらう か？ 然し それ も、 餘り兩 方の 軒が 遠 ふので — 

夜が 更けた のか、 羽織り を引ッ かけて ゐる のが 寒くな つたので、 1 まがに 襦 禅の！！ の はだげ を 直し， 

お 民に 酌 を させて- 酒 を 1 1 三 杯つ け ざまに 飮ん だ。 

『何 を 笑って る？』 

『  』  -  . 

『男が 酒を飮 むの が を かしい のか？』 

『でも  』 首 を かしゅた 檨子 など はそッ くり まだ おぼこ だ 0 

そと はしん として、 人通りが^ えた 檨だ。 

何だか 心が 落ちつかな いま i に、 

『どれ、 おれが 手の 筋 を 見て やらう。』 篠原は そのから だ を臺の Kll, に 延ばし、 變な 風に；^ を 高く し 

接 原 先.^  § 
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ii;^ つき、 『お前の 手 をお 出し』 と、 自分の 兩手を ひろけ た。 

お 民 はた ビ巾 しわけの やうに is して ゐ るが、 なか /-、 動く 樣子 がない の を * 條原は 無理に す、 め 

て 手 を 出させた。  . ぶ くし 

兩手 でお 民の 右の 手の指 さき を 1 つた 時、 老人の 胸 はとき めいた。 ぁッ たかい 血の 循環 ビ感， F ると 

共 こ、 昔、 國で鶴 子と いふ 藝衷 にさ、 うして 見た ことがあ るの を 思 ひ 出した" 昨年 死んだ 家內も を 

よく 知って ゐ たの だと。 

『この 筋が かう 出て ゐ るの は 出世の しるし だが、 これが かうな つて ゐ るの は』 と， 指さき. 強く 押さ 

へた。 - 

『もう、 よろしい .1 ありがたう』 と、 お 民 は 早口に 冷 かし 氣 味で 云って、 引ッ 込めよ. つと する 手 を 

また 一 方の 手で しッ かり 握り、 

『ま ァ- お待ち』 と^か t めら しい 樣子 になって 他方の 手の指 さきで 今の 筋 を 追 ひながら、 『ええ ッと 力 

うなって ゐ るの は、 その —— 强 情の 筋 — 』 

『さう でせ うよ』 と • お 民 は 急に 手 を 引いて、 もとの 通りに 坐った。 

『いやか？ その 11 お前 は 1- 』 手で なほ かのお を 追 ふやう にした が、 燃え立つ やうな 感情が 一 つ 

の强ぃ君蕖となって暢までぁがったのをぐぃと？^！みぉろした。 そして 一 「げぇ ッぷ』 と 云 ふのに まぎら 


せて、 篠原は ごろねと 撗 になり、 片手 を かの 女の 膝 近く 延ばした ま.，、 他の手をまくらにして殿5^す 

る。 

さび 

急に 寂しくな つて 來た。 こんな 氣 持ちになる 時 は、 時間 さへ 早ければ、 ぎぐ あの 待合の ァ さんの 

なま 

ところへ 行って、 馬鹿 口 をき. - 乍ら、 一杯 飮み 1^ す もの を — さりと て、 あの!； ぼ々 ァが 自分の 女房 

なを  、 

になりたい 謎 を かけるな ど. 1 は、 よくく おれ も 爺に 見られて ゐ るの だ。 あれと 同じ年 齡 でも、 ちん 

だ 女房 はま だし も活氣 があった。 そして- 女房の f い 時な ど は、 水々 しい 美人であった 0 ま 齢で、 5? 

巧で、 よく おれの 心 を 呑み込んで 調子 を 取って 吳れ た。 上の 娘. かおれに 手賴ら ないで、 あれば かり を 

力に して ゐ るから、 あれが 死んだ のに 落膽 して、 直ぐ その 跡 を 追った の も 尤も だ。 おえ も あんなに 女 

ぎゃくたい  か あ.； 

房の I 生 を 虐待せ すに、 もッと 可愛がって やれば よかった のに — おれが これまで やって 來 たの も、 

あれが ゐ たから だと 世間 は 云って る さう だが * 全くの こと！ -i。 

片腕 をな くして、 おれ は 急に 爺む さくな つた 様 だ。 病身が 息子の 爲め ばかりに、 おれの 死後の！！ を 

立てる と * 金錢 慾が 露骨に 出て 来る。 自分の 心 はおし くなる ばかり だ。 苦勞 のうちに も 何等 f しみと 

いふ ものがない。 馬鹿々 々しい 世が r 一  しほ 馬鹿々々 しくなる。 

W  .  せ.^  W  & いよ 

あ. 1 もう 金錢も 入らない， 名譽も 入らない、 今一度 若い 時に、  1^ り， こハ！ 

と 思 ふとたん、 鶴 子の 藝者 姿が あり と 現 はれて 来た。 國の 料理屋の 四疊半 I 

雜 原 先 生  i 九 
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『今晚 は 11 』 

うら 

鶴 子 はさし，：^ ひに 坐って、 ぢッと 自分 を 見つめて、 今夜の 來 かたの 遲か つ た の を 恨んで ゐる 目つ 

き  

の  .《 そて がら 

自分 は 同じ 武術：！ 習 生と 餘 所で 飮 んでゐ たので、 それ を 出し 拔 いて 運く やって 來 たの は 手柄 だと S 心 

つて ゐ たのに 11 

卜分醉 つて ゐ るので， 今夜 は 何 か 奇抜な 芝居 をしょう と考 へて 來た とたんだ から、 鶴 子の 不興 を 慰 

めかた.，^,  . 

『ど 3 だ、 今から 驅け 落ち をしょう か？』 

『致！ ましょう。』 

鶴 子 は 飛び立つ ほどに 喜んだ。 かの 女 は 抱へ 主の 虐待に 苦しんで、 いつも それ を 自分に 訴 へて るた 

の だ。 

かの 女 は： li. 速 二人.；， の 小：： 十 を 用意して、 自分 を 促す。 かの 女は眞 目で いそく して ゐる、 ，H 分 は 

室 を 出に くい ほど 醉 つて ゐる。 

ほろ  よこ だ， 

『さ ァ、 n 十く. 一  と、 手を^かれて 室 を 出で • 裏口から 幌 かけの 車に 乘り、 ^抱きに 抱き合つ たま- -、 

やん/ \ 進んで 行く。 


ぼ 分に は 結 ひ 名 づけが 家に あるので， き 子と はた ひいき 仲で • 寶 際の 闘 係はなかった ひ：. 二が. - ^ 

れ 合って るるから だとから だとの 間が、 車の 勳搖 により、 離れて はまた 合 ふたんび に、 女の ぁッ たかず 

とや はら か 味と が 感じられて • 如何にも 棄 て難ハ —— 

『末 は あなたと 夫婦です よ。』 

『さう だ。 さう だ。』 

『そォ でも、 おいお さんが 可哀 さう • ね』 と、 鶴 子 は 自分 を 抱きしめる。 貞 子と 云 ふの は- ラち * 自分 

の 結 ひ 名 づけ だ。 11  • 

車 はだんく 進んで 行く。 —— 

『あなた- ほんとうで せう • ね？』 

『ほんとう だと も、 ほんとう、 たと も。 かう して 行く のが 第 一 の！^ 殿 だ。』 

『それでも、 餘り 急です から、 狐に つま. -れて はしない かと 思 ふの o』 

『全體 こ は どこ だ？』 

『もう、 古河 へ 近いで せつ よ。』 

『古河 へ ？』 11 

自分 は 喉が かわいて、 水が 欲しくな つたので、 車 をと めさせた。 

旅お" 先生  £ ハー 
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『水 はない か』 と聽 くと、 

『ちま 川 Q 水より ほか 御座りません』 と、 車夫が 答へ る。 — 

単 を 出る と、 松の f み 木 道で、 も ラ. 古河の ik り 場が 向 ふに 見える。 夜 は 明けが ただ。 鶴 子 を 見 

ると、 お 座敷 着 のぞべ らくと した 姿 を、 左 棲 取って 立って ゐる。 赤い 獄 出しが 朝風に 搖られ てゐる 

のに 心 も 動いた が、 酒の 醉ひは 冷り と 急に 醒めて しまった。 ー— 

『1 體 どうしたの だ？』 

『どうした もあった ことです か、 あなたが けようと ぉッ しゃった ので、 やうく こ、 まで 來 たん ぢ 

ゃァ 御座いま せんか？ i 

『こり ゃァ おれの 間違 ひだ。 た 丈， ほんの、 狂言 を やらう としたば かりだ。』 

『そんなぎ.^!|低なことがぁ"ますか？ わたし や 一生懸命です！』 

『一生懸命で あっても、 f ッて も， おれが 醉 ひの 勢 ひに 乘 じて やった ことで、 かう 醒めて しまって は 

歸 つて S ふ ほか は 致し方がない。』 

『あなた も 武士の 子 ぢゃァ ないです か？ 人 を 馬鹿にする も ほどが あります！』 

自分 は 道ば たの」 小の 採に 腰 を かけ • 興 ざめ たま \ 煙草 を 喫んで ゐ たが、 

『^t の 子が、 かう、 この 敏 り- あたま をド ゆて 賴 むから、 ー應 引き返して 貰 ひたい、 I の 始末 はおれ 


の 方で 甘く つける から —— 』 

鶴 子 はわ ッと 泣き 倒れた。 

ぢょ し » 

『あ X、  くやしい！  くやしい！』 かの 女 は濕ッ ぼい 地べたに っッ 伏して 身 を もがきながら、 『あ.'， 

くやしい！ わた しゃこん なに 馬鹿にされ たこと はない  もう， 主人へ は 合 はす 顏が なし • 行く 

ところがない  死んで しま ふ、 死んで しま ふ』 と 云 ひ 出した。 —— 

3  ,  ゆる 

『鶴ち やん、 許して 吳れ。 おれが 悪かった。 萬 事 はおれが 引き受ける。』 

3  のん ぎ 

ュ そんな 吞氣な こと ぢァ ない、 わたしの 顔が つぶれた！ え. -、 わたしの 顔が つぶれた！』 

かの 女の もた ゆた うらめし さうな 顔つき は 忘れられない。 地獄の 鬼 もさう いふお をして ゐ るかと 

はれる ほど 青かった。 もっとも、 毎日 夜 ふかし をして、 朝 寢坊を むさぼる 女の こと だから * いつも 

地の 賴色は 悪い のか も 知れない が、 淚 にお 白 きのは ゆた 跡が 青ざめて、 松原のう すら 寒ハ朝 景色 もハ I 

凄く 見えた。 

くやしまぎれに、 鶴 子 は 着て ゐる 縮緬の 着物の 袖 を かみ 切る の を 見て、 

『あ、 惜しい！』 と 一 言 * 自分 は 吸って ゐる 煙管 をお のづ から 取り^した。 

だ 力 手 持 ち 無沙汰な ので 氣 がっくと, 自分 は 昔 あ つたこと を ありの ま i に 夢見て ゐ たの だ。 

？ ト、 

目が 覺 めてから も、 鶴 子の 事 を 思 ひつ けた。 かの 女 は氣の 藻な 女であった ッけ 11 あの 時、 無理 
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に 扉に 乘 せて^ ッ 返し *  {in 分の 知り合 ひの 人の 二階に 隱し 置き •  a 分が ひとり 出て 行って 形勢 を 窺 ふ 

と • 鶴 子が 逃亡した と 云 ふので， 抱へ 主 "八方に 手 をく ばって 探して ゐた。 取 もい. - 玉がぬ け 出した 

の だから、 血 まなこになる の も 無理はなかった。 11 

自分 は 平氣で 抱へ 主の 家に 行く と * 主人 はむ ッ とした 様子 だ〕 わざと 落ち着いて、 

『どうした？』 

『ど、 どうした もあった こッ てす か、 鶴 子 は あなたと かけ 落ちした さう ぢゃァ 御座いません か？』 

『かけ 落ち？  t:^ 鹿 を 云つ ちゃ ァ いけない。 御子 はおれが かくまって ある。』 

さわ 

『何が 故に そんな こと をな さる、 う ちぢ や ァ大變 な. 騒ぎ ぢゃ 御座いません か？』 

はう 

『：！： も 騒ぐ にや ァ 及ばない。 お前の 方が 惡 いんだに 

『何も 惡 いどころ か、 うちの 髙價な 玉が なくなって は • 商資が 立ち行きません。』 

『それ 位 火：. な ものなら • なぜ あれ を 虐待す る？』 

主人 はぐ ッと 胸に こたへ たらしい、 

r 虐待と 巾し ご 11 』 

ま さ i  *,  r 

『いや • ほ 待して ゐた。 食 様の 仕う ちが惡 ければ こそ • 鶴 子が いつも 泣：. 二」 ゐ るの だ。 以後 あれの 

遇 ひ 改める と搏 へ。 さう すり ゃァ、 おれが あれ. 返して やる —— o』 


主人が 誓った ので • 自分 は 鶴 子 を 返して やり • 鹤 子に は 十分な 花を與 へた 上に *  €-な しにな つた 衣 

服 をす べて寬 ひも どして やった。 11 

その 日 は 前夜の 夜 あかし やら * 心配 やらで ぐッ すり 寢 たがと 考へ るかた はらに • ぐう/ \ 云.. - いび 

きが 聽 えて 来た。 

ふと 氣 がっくと、 お 民が ちゃぶ 臺の そばに っッ 伏して 寢てゐ る。 

とく  《-  さけ 

篠原は 起き あがって 德利を かたむけ たが、 もう 一滴 もない。 今では 何よりも 可愛い 德 利の 酒 さへ 一 

滴 もない。  • 

なさけ 

渠は なくなって、 ほろ りと 淚が こぼれた。 

鶴 子 はどうしたら う？ あれから 暫く 主人の 待遇 もよ くな つたと 云って 嬉しがって ゐ たが、 自分に 

は 挨拶， もしな くッ て- やがて 東京に 出た。 自分 も、 親類の ものら から、 あ- - して 置いて は • 若い もの 

の 身 は 持てない と 云 はれ、 結 ひ 名 づけの 貞 子と いよく 結婚して • 柬 京へ 出た C 

自分 は 若い 女房 を つれて 上野の 山門 11 自分 は 日光の 門跡に ii 係 ある 家柄 だから， 威張って 這 入れ 

ば 這 れ たの だ —— に 這 入り * 小高い ところの 極 かゆに ふたり 立ち並んで、 池の 端の 辨 1K 堂 やら， 本 

鄕の 高臺 など のい k 景色 をな がめ た ことがある。 女房 は 非常に 喜ん で 、 

『これから、 こんなぃ.^都に住むんですか、 ねえ』 と 云った。 
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い、 都 は *  JE- 子の^め に は • 蜜に せちがらい 世で あつたの だ。 政治 上の 奔走 やら， 業の 失敗 やら 

で、 家內を 安心 させた B は 殆ど 一 日 もなかった。 

それにしても 鶴 子 はどうしたら う？ 

しょ  ちが 

湯 島の； 大# そばに 住んで ゐる 時、 女房と 一 緖に錢 湯へ 行った。 今時のと は 遠って * 湯ぶねに 鳥渡 一 寸 

幅ぐ らゐの 板の 仕切りが ある だけで、 殆ど 男女 混浴であった。 男の 方から 手が 出た とか" 女の 方から 

足が出. にと か * 入れ込み 時代に は、 よく 爭 ひが 起った もの だ。 そめん：！ ぶね の 11; 尺 ほど 手前 を 上から 鳥 

H- う  じゃくろ ぐち  うすぐら 

^ —— 龍な どの 形 をつ けた I- がかぶ さって 來て、 ^^榴ロになってゐるから、 中は靈 間で も薄喑 力つ 

た。 そとの 流し場 も. slw ン 中の 水ぶ ねとお か 湯との 中央 を 粗 雜な板 仕切りが 通って ゐる だけで、 男女 

あしば こし  - , 

は自. ^に 行き 來が 出來 たし • 湯ぶねの そとが はの 足場に 腰かけて 洗って ゐ ると • どちらから でも；： 

しであった。 

自分 は その 足？ 力に 腰かけて、 貞 子に 脊中を 流させて ゐ ると、 貞子は 意に 流しの 手 を やすめて、 

『あら、 鶴 ちゃんが』 と^ 意した" 兒 ると • 鶴 子が • 女湯の 流しと { えめら れた 方の 片隅で， 切りに 顏 

をみ がいて ゐた。 自分 等が ゐる のを氣 が附 いて ゐ ない らしい。 

『鶴ち やんで はない か』 と聲を かける と、 びッ くりして ふり 向き、 

つ，？. -こ  はだ. A どうし 

『あら、 まァ』 と、 鹤.^ は 直ぐ 立って 來 たが、 貞 子が そばに ゐ るのと、 みんなが 裸 體 同志な のとに ま 


ごつ レ たの だら、 きまりが 惡 さうな 樣子 をして， 『ま ァ、 思 ひがけない ところで、 ねえ』 とに が 笑 ひ 

しながら、 湯の 中へ 飛び込んだ。 

けタ  あ さつ 

自分 等 も 亦 湯の 中に 這 入って • 互 ひに^た けでの 挨拶 やら、 思 ひ 出 やら を 語り合った。 そして 鶴 子 

も 別に 惡ぃ氣 を 持って ゐる樣 な 素振り は 見せなかった。 然し その 心中で は、 うその かけ 落ち 事件 を 慰 

んでゐ たか も 知れない し， また、 もう、 女房が 出 來てゐ る 男 だから- 二度と 遇 ふ 必要がない と 思って 

ゐた かも 知れない。 

てん * ノ  ， ち 5- う 

湯 島の 天；^  W のかう くした ところに 住んで ゐ るから 遊びに.， 聚 いと 云ったら- きッ とお！ iTJ.* ひ 中し ま 

すと は 答へ たが、 その後 一 度 も 顔 を 見せなかった 。自分 も かの 女のお ほ まかに 名のった 住所 を わざく 

ひま 

尋ねて 行く 暇 もなかった。 

あれから 鶴 子 はどうし たらう！ かう 考へ て、 蕖は 加減の い 、湯に 這 入って ゐる 様な 氣 持ちに なつ 

ゆめ  つ A 

て、 うつら/ \- とまた 夢を見て ゐる樣 にかの 女 を 思 ひ 浮べよう とした。 

女房が なくなった 今日で は 茶飮み 友達に でもなら う もの を —— あの 時 まだ 藝 者に 出て るた の だら う 

か？ 今では どこか へ 片づ いて ゐる だら うか？ それとももう 死んだ か 知らん？ かう 段々 考 へ て 行 

S ぴ  ひと  .f  . -. 

くと、 た さへ 寂しい 上に、 一 しほ 心細くな つて * 死んだ 女房 や 行く への 分らない 鶴 子に わざと 見棄 

てられた 樣な氣 になった。 

旗 光生  ニ卞七 
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すると • 鶴 十が、 古河の 松の 並み木 道で うらめし さう に， 悔しが つて、 お 座敷 着 を かみ 切った 時の 

し、 - 姿が： HT の 前に 浮んで 來て. ど： つしても 忘れられない 様な、 離れられない 様な、 何とも 云へ ない 

げんえい  わか r へ 

ぁッ たかい、 や はら かな 感じ を與 へる。 ！ S は 幻影の に 若返って ゐた 

然し 氣が ついて 2- ると- 酒の 1 う もぎめ たし * 世の中が 一し ほ i になった かの 樣で — 自分の 老い ぼ 

れ たから だに、 夜の 氣は S 捨 なく 迫って" べハ た。 

M を W かせても と 心配に なった ので、 お 民 を 呼び 起し、 もう、】： W を 取って 休めと 命じ、 自分 も 二階 

へあがって、 勝 次の ぎて ゐる 次ぎの 問の 寢 床に 這 V つた。 が、 どうも * 昔が 戀 しく ッて 1 

『lsf 子 は ど > したら う？』 ？き： の 錢？， I で、 自分の 赛が鶴 子 を とめて、 『あら、 鶴 ちゃんが』 と 云った 

時の. そ" 若い を て、 條原 先生 は-蒲 園の 一端つ. か、 へながら， ひそかに S ちゃん" 鶴ち 

ち、 ん-と S り して ゐ； -。 そして 渠の 寢てゐ る， その 凰ッ 下に いる 11 敷に お 民が だらしなく 枕 をはづ 

して- ぐうく といび きを かいてる 姿が * 今夜に 限り、 ありあり と 見えろ やうであった。 
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立 の小久 保隋吉 は」 ~4 坂から 芝の 高 輪に 轉 居した。 あたり 近 處が餘 りが やくして ゐて、 それが 

• はめに * 研究 やら 作 € やらの 邪魔に な C て 仕 やうがなかった からで ある。 

その 道が 道 だけに、 渠 のじみ IS は 非常に 發 達して ゐ るので- 鳥渡した 雜音 でも、 それが 1^ の 神 經を惱 

す こと が^しい。 その代り、 また 沈思 冥想の 夜 どに、 鼠の 騷ぐ 音を聽 いて、 意外な メ a ヂを思 ひ 付 

いた こと も ある。 

高 輪の 家と 云 ふの は、 禁發 して 選んだ だけあって、 あたり 近處の 音は聽 えない 様な 構へ で、 入り口 

は 十 はかり も 1^ 用の is を 登って 行った ところに ついて ゐ る。 高い 崖の 上で、 おもな 座敷 はすべ て 海 

に 向って ゐて、 暗 天の 時な どに は、 ころんで ゐて、 房 州まで も 一 目に 見える。 

十二  の 客^、 六 sg^c: 霄齋. 八^の 稍 古室. これらが おもな 室 だ。 八 51^ の 稽古 室 は、 ビ ヤノが .毫 

オルガ ン がー 臺 * グイ オリ ンゃ、 マ ン ドリ ンゃ， 三味線な どが. いくつ も きいであって、 そこの 細君が 

§ り や-自分に 十 ！！ したい-. また、 自分が、、 ワイ オリ ンを 人に 敎へ たりす ると ころに なって ゐ る。 これら 


の 室 は 並んで ゐて、 長い 一 直線の 緣 側に 限られ、 I 間ば かりの 細長い 庭が ある だけで、 低い 垣根の 直 

ぐ そと は 数十 丈の 崖で ある。 

だい ま  てうせ き 

いつも 海中の 事； 場 はすべ て 見えて ゐ るし、 朝夕に 房 州 や 下田 通 ひの 蒸 汽船 も 見える。 たまに は、 月 

島に 住んで ゐる 官吏で、 小久保 もよ く 知って ゐる 某音樂 通の ヨットが 三角帆に 風 を 孕まして、 目の前 

を 通る こと も ある。 

小久保 は、 轉： IS 當時 * 新居の 心持ちよ さに、 毎日 酒 を 飲んで ゐた。 そして 細君が 人に ブイ オリ ンを 

敎 へたり， 踊りの 師匠が 來て、 細君に 『梅の 春』 や 『お 染久 松』 の 踊り を 稽古した りする 樣子 を、 か 

じ ぶん  し ごと 

ゆで 注意しながら、 自分の 目 ざす 仕事の 他： n の發 展を樂 しんで ゐ るの だ。 

『詩人 や 小 說家は 書き さへ すり ゃァ い- -の だから 樂だ。 作曲家 はさう は 行かない ——たと へ ワグネル 

の樣な 立派な オペ ラ が出來 たと しても、 今の わが 國の狀 態で は， 第 一、 それ を演， f る ものがない。 第 

二に、 それ を 演じても、 聽 衆に それ を聽) ど 取る ことが 出來る 素養 ある ものが 少ぃ • それで は， 全く 僕 

等の 商 買に ならない ではない か？』 小久保 はいつ も かう 云って • 樂天家 だけに あせる こと をし ない ン 

そとに 出て は、 好み もしない 或大 商店の 昔樂 指揮者に なったり-' 自分の 部下 を つれて- 所々 の會に 

ちう と はんば  わか 

出演したり、 中途半端 だが、 今の 純士ゃ 華族 連に 判る 様な オペラ まが ひの 脚本 を 自作 自演 したりな ど 

して • 生活の 道 を 立て、 うちに ゐて は、 また、 他： n の發 Ji^ 〈"爲 めに、 頻りに 準備の 研究 を 積んだり- 
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作曲 Q 試み を やったり して ゐる C 

そ おやこれ やで、 小久 保の 家 は、 しょ ッちぅ 、 ビ ヤノ、 グイ ォ リン， 三味線な どの 音が 絕ぇ たこと 

た  まち 

がない。 たまく 絕 えた 時には • また したの 街 を 通る 豆腐屋の 1； 叭 などが 聽 える。 豆腐屋の 喇叭 を 

一：？ いところ で聽 くと、 周 図の 雜沓 から 離れて、 一種の 音樂 化された 哀 せを傳 へる もの だ， そして その 

哀音 の 饗 きを 夜 の 胸にまで 傅へ たま \ 海面に のぼる 月の 光に 醉 はされ る こ とも ある。 

この 音 槃家は 夫婦に • 三人の 子供に， 三人の 子守り に、 女中に、 女中が しらと 云 ふ 家族 だ。 女中が 

むすめ  す 

しらのお 竹 は * 人の 宋亡人 だが、 音樂 校に 通って ゐる娘 を つれて 住み込んで ゐて * しッ かりもので、 

信用が あるので、 會 計の 方 は 一 切 引き受けて ゐる。 

そのお 竹が ひ 物に 出た 途中で、 —— 或 日の 夕が たのこと —— 丽 cn い 炭屋に 出くわした。 五十 代の 

色の I？ い、 邀 せこけ た田舍 おや ぢで， 古ぼけた 筒袖の 半 經に紕 の 三尺、 腹掛け をして 白い がよ ごれ た 

メリ ヤス の 股引 を はいて ゐる。 

『おかみさん、 炭 を EM つてく らッ せいや』 と • それが 手 ぶら でお 竹の 跡に ついて 來 てび よこり くお 

^依しながら、 頼む 様に 云 ふの だ。 『おかみさん • 買って くら ッ せいや —— どうせ、 はァ、 り 物 だ —— 

安くして m はきます。』 

『どんなの よ、 持って 來 てお： 3< せ』 と • お 竹 は、 餘 りうる さいので、 さう 答へ、 家を敎 へて 錨って ゐ 


ると、 間もなく、 そのお ゃぢと むすこと が 炭 俊 を 二 つづ、 擔 つて 持って 來て、 恐 i?o きへ 列べ た。 

『見て くら ッ せい、 かう 云 ふ， はァ、 上等の 炭 だ』 と 云 ひながら、 おや ぢは 『へい』 とぴ よこり あた 

ま を 下げた が、 色の 變 つた 手拭 ひで 顏の汙 を ふく。 むすこ は その そばに 立って 默 つて ゐ るが、 こ.， も 

汗 を ふいて ゐる。 おや ぢと 同じ様に 色の 惡ぃ、 瘦 せこけ た 筒袖 半纏， 古ぼけた 三尺、 よごれた 股引の 

ひよ ろ 高い 1 1 十五 六の 男 だ。 

お 竹 は 格子戸 を 出て、 それ を 調べて 見る と • 炭の 質 もい いし *  i の 入り も 充分ら しい。 出入りの 炭 

屋 力ら 持つ て來 させる と、 どうしても 一 俊 五十 四五錢 はし さう だ 0 

『全 體、 いくらに 賫 るんだ い』 と、 お： b は聽 く。 

『さう、 さ、 な』 と- おや ぢは殘 つぎ さう に 俵 を 見ながら、 『早く 一  杯飮 みていの だ — かけ 直の Si いと 

ころ、 一 俵、 はァ、 四十 錢づ つに すべい。』 

『そいで よ 力ん ベ いか、 父さん』 と、 むすこ は そばから 安 過ぎる とい ふ樣な 顔つき を 見せる。 

『よ 力ん ベい、 どうせ、 おれと お 戴の 默賃 になる だけ だ o』 

『だけん ど、 そいで 酒が 飮め るべ いか？』 

『飮 める だけ 飮 むだ。』 

『ふ、 ふん』 と、 むすこ は 云った 切り- 色の 悪い 顔 をた 5- にこ/ \ させ-て ゐる。 

炭 厘の 船  ニー モー 一 J 
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兎に角、 安いと つたので、 お ^3 は 奥へ 行って、 踊りの 稽古 をして ねた 小久保 夫人 を 呼んで 来る。 

夫人が 障子ぎ はから 鳥渡 見て、 買って si^ けと 命じた ので、 お 竹 はも ッと 値切って やらう かと 思った の 

を、 その 云 ひ 値の ま k 引き受ける ことにする。 

すると， おや ぢは 代金 を 受け取って 腹が けに 入れる と、 直ぐ むすこに 跡 を まかせて、 さきへ 歸 つて 

しま ふ 0 むすこ は、 

『あの § ^ら ひめ』 と、 目の色 を變へ て、 おや ぢ のこと を身づ から 低い 聲で 罵し りながら、 餘りカ も 

なさ さう に ひよ ろくして、 裏の 方へ 炭 を 一俵 づっ 運ぶ。 

『あ ゥ，^ ぃボ ー ト』 と、 お 竹 も 海の 方を旯 て 獨り言 を 云 ひながら、 緣 側の 鼻に 立って、 庭の 奧の 物置 

C んぎ 

きへ 炭 を 入れる 指 S1 をす る。 この 家も晚 春の 海に 湛 へられて ゐる樣 に暢氣 であった。 『お前 どこから 來 

るの OI.I 

『そと 房 州から .一 』 と、 俊 を 運び込みながら 答へ たが、 運び 終って から 話した ことに 據 ると、 炭燒 

きで • 自分 等の 燒 いた 炭 を 自分の 持ち船に 積み込み、 房 州の 彝を まわって、 親子で 東京へ 漕いで 來て 

炭 問屋へ 賫り 波す。 然し 問屋への 賫り 渡し は 儲けが 少 いので、 直接に 一 般の 得意 さき を 探して ゐ ると 

云 ふの だ。 つまり、 炭燒 きと 巡搬 方と 炭 屋とを 一緒に やって ゐる わけ だ。 そして、 

『どう だ、 おかみさん、 もッと 買って くら ッ せいな、 また 七 八日したら、 持って 來 らァ』 と 云 ふ。 


『、プ ちぢ ゃァ、 さう 急に ゃァ 入らない。 11 

『入ら ねいでも， はァ、 腐る もんけ い （ 買って くら ッ せい o』 

『さう だ、 ねえ、 i 分 を 買 ひ 込めば、 七 八十 f 入る よ •  —もッ と 安くで も あり ゃァ』 と、 お 竹 

も 値段が 餘り 安いので、 買 ひ 込んで 置いても 家の i^^ll めで はなから うと 考へ 出す。 

『一 接 三十 五錢 にして置くべ い— あの 洒 喰ら ひめが ついて 來 ねいと、 はァ、 それでも 損に ゃァ なら 

ねいだ Q』 

云 ふこと が 面白く も あるので、 お 件 は 夫人と も 相談して * 1 年分の 使 ひ m 七十 俊 を 注文す る。 

『七 八日したら、 持って 來 ベい』 と、 また 云って. むすこ は歸 つてし まふ。 低い 聲で、 『あいつみ な飮 

ん でし まや ァ がる だ』 と 云って、 行く さき を 急いで ゐる樣 であった。 

『面白い 炭屋 だ』 と 云って、 それが 家中の 笑 ひ 草に なり、 その 七 八日が 待 たれる 様であった。 すると、 

また やって 來 たが、 小久保 夫婦が 留守であった ので、 もう、 少しの ちに 來ぃ桌 つて 置いた。 その 日 

の 夕が た、 子守り の 一 人が あわただしく そとから 飛び込んで 來て、 

『奥さん、 奥さん、 來 ましたよ、 來 ましたよ o』 

『何も そんなに f はづ ませない でもい いぢ やない か』 と、 夫人 も、 これから 面白い i でも 見ら.. 

るかの 樣に、 镇 しさう だ。 然し 坐 わった まま、 li の 反物の 耳— 一風呂 敷 一杯で i づっ ださう だ 
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II の 繙絲を ほごして は、 これ をつ ぎ 合 はして. k がた に卷 いてね る。 これ は 近 1^ 夫人の 唯一 の 慰みで、 

踊り や ブイ ォ リンの 暇に は、 それば かりに 夢中に なって ゐて、 やがて は 機 織 機械 を 買って、 それ を 衣 

物に 顿 つて 見る とまで 云って ゐ るの だ。 

玄麟 では、 2^ や、 お 竹 を 初め、 女中 や 子守り が 面白さう に 笑って ゐる聲 がする。 その 笑 ひ 聲のぁ ひ 

まくに， s^l: のま わらない 様な 話し 聲 がして ゐる。 

『おみき を、 は ァ， 頂戴 ——醉ッ ばら —— どうか i. 御 11 どうか、 御^ を I はァ、 すまね いだ i 

こねいだ の I こ ね —— いだの —— 炭屋 11 は ァ、 持って 來 ただ 11 炭 を 1. 』 

『どうしたの、 お 竹』 と， 夫人 も 出て 行く と、 以前と 同じ 身なりの おや ぢの 方が、 ぐ でんく に醉ッ 

ゆって、 ぬ i の 上に 腰 を かけた まま、 ！^5になってゐる。 そして 女中 ども は 面白半分、 こわさ 半分に、 

っッ立 つ たま ま 笑 ひ 合 つて ゐる。 

『炭 星さん、 なかく いい 機嫌、 ね』 と、 夫人に 言葉 を かけられ、 おや ぢは兩 手 をつ いてから だ を 起 

し、 

『や ァ、 おかみさん、 すまね いだ。 はァ、 おみき を i 戴して 醉ッ 拂ゃァ がった だ。 許して くら ッ せい。 

1 つ、 おれ は、 はァ、 うかが ひてい ことがある だ。』 かう 云って、 また 倒れ かかる。 そして それ を 僅か 

にさ さへ ると 云 ふ 様な 工合に、 兩手 を： 俶の 間につ ッ 張って、 『うかが ひてい ことが、 はァ II うかが ひ 


てい f 』 

『何 をう かが ひていの』 と、 夫人 もお ゃぢの 口調 を眞 似る。 女中 ども はまた 笑 ひ聲を あげる 0 

『何でもね いが、 はァ、 うかが ひてい ！ 』 

わか 

『云 はなき ゃァ、 判らな いぢ やない か、 ね？』 

『今 申す ベい —— はァ、 おみき を.， sl』 

夫人 も 女中 どもと 共に 吹き出した。 そしてよ く 聽 いて 見る と、 炭 は 持って 來 たが、 むすこが 三十 五 

-  ラ そ 

錢で 請け ふ 口った と 云 ふの は爐 だら う」 四十 錢で 引き受けて 置きながら、 きッと * 『あの 野郞』 が^み 代 

を 五 錢づっ へ そくる つもりに 相違ない と 云 ふの、 た。 夫人 はお ゃぢ がぐ する つもり だ * な、 と 思って、 

いやな 顔つき をした。 すると * 

『そり ゃァ * 炭屋 さん、 三十 五錢 は本當 だよ- わたしが ii したの だから』 と- お：^ が 口を出す。 

『そんな 値段 は、 はァ、 ねいだ』 と. a おや ぢ はきつ ぃ聲を 出し- 赤み のさした 靑ぃ顏 の、 目ば かり 大 

じゅくし  -V..- けいま 

きいの をお おに 向ける。 熟 棉の欉 な 酒 息のに ほひが する 0 

『ぢ ゃァ、 こ ッちは 買 はないだ け、 さ。』 

『おれ も" はァ、 寶 つて 損が 行く だ。』 

『安ければ こそ こ ッちは 買って やる だッ ベい』 と、 お 竹 もお ゃぢの 口調 を屋 似て、 『この 段々、 はァ、 

炎^の 齩  -ib 
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暑さに 向って 来る 時節 だもの。 J 

『時節 は 時 ii、  to 段 は 値段 だ。 考 へても 貝 ろよ、 そんな 安値で、 はァ、 i き 小屋が 立って 行く ベ い 

か？』 

けん 

夫人 は、 玄關を あがった 室に 据 ゑて ある ピアノに 向って 腰 を かけた。 そして その ピアノの 鍵 をレち 

しょさ い 

くりながら 出す 音が 如何にもうる さいと 云 ふ 心持ちに 聽 える。 それ を • 書齋に 引っ込んで ぼり に Isi 

作曲の 構想 を考へ てゐ た小久 保が 聽 きつけ、 これ も亦玄 關 へ 出て 來る。 

渠は今 一 種の 主要な せ ilS を捉へ 得た の を 非常に 喜んで ゐ るの だ。 ただ、 その 旋律 をい ろく 變 化さ 

せて、 能 ili の 構成 を 成立させる 工合に 苦心して ゐる。 ところが * 女中 どもの 笑 ひ聲ゃ だんべ い 言葉 

きんねん  こ 

の爲 めに、 專 念の 狀態 をぶ ち 毀 はされ た。 

『ああ • 酒で も飮ん で』 と 云 ふところ を • 夫人の 出したい らいら する 様な 踺 音に 引かれて * 出て 來て 

見る と、 自分よりも さきに 旣に酒 を飮ん だものが ゐ るの を發見 する。 

『おい、 おや ぢ、 貴 樣も洒 好きと 見える" な？』 

『へい』 と、 おや ぢは腰 を かけた ままつ ッ 伏して ゐた體 を もちあげ、 『どうも、 旦那 • 濟 まねいだ。』 

『どう だ、 も ッと飮 まう か？』 

『へい、 いや、 もう 充分 やった だ』 と 云 ふの が、 ここで 御馳走に でもな つた 様な 挨^な ので、 女中 ど 


も はまた お ほ聲を あゆて 笑 ふ。 

そこへ、 また， むすこが やって 來た。 これも醉って^^獻ぁ^^だ。 然し、 おや ぢを 見つける が 早い か、 

いきなり、 

『父さん * ここの 勘定 取ったら いけね い』 と， 格子 戶を 這入り込んで 來て、 おや ぢに 向って、 丄 g3 へ 

) r  ^  -  >  J  てんぴん V 、う  dp  ^ 

っッ 立つ。 ひよわい 天秤棒 をつ ッ 立てた 檨だ， 片手に は、 穢ぃ 手拭 ひの 鉢卷 でもした 跡ら しいの を 二 

つに 折って 握って ゐる。 これ も、 こないだ 來た 時と 同じ 半纆、 股引 だ。 

『いよう、 貴 樣も醉 つてるな』 と、 冷 かす 言葉に 氣 がっき、 あわてて ひよ ろつ きながら、 むすこ は b, 

人に 向って ぉ辭儀 をす る。 

『且 那、 この 醉ッ拂 ひに 勘定 渡したら 困る だ。』 

『まだ 渡さね いだ』 と、 お 竹。 

『あんだ • 渡さね い 11 』 と、 おや ぢ はつ ッ 伏した ままで、 『渡さね いなら、 おら も 炭 渡さね いだ。』 

『あに 云 ふだ、 父さん、 お前の 約定した ことで ねいだ o』 

『だから、 いけね いと 云 ふだ。 おらに 三十 五錢だ 云ゃァ がって 五錢づ つ； 5^5k が飮ん でし まや ァ がるつ 

もり だんべ い o』 

『馬鹿 云 ふでね いだ。 こねいだ、 ここの 勘定 を. K 抵 あの 女に 取られた の はお 前 だ c」 

炭 屋の&  .ー1 


第 一 卷  = 八 0 

て.^ え 

『あんだ、 手ぬ はまた その上に あの 女に 取られた でね いか？』 

むすこ は、 人々 の 手前、 少し 耻 かしい と 云 ふ 様な 風 をして、 おや ぢに云 ひ 込められた ままに、 默っ 

てし まふ。 そして 少し^ を § ^いて、 

『^ッ 拂 ひだ、 勘辨 してやって くら ッ せい』 と、 主人の 方 を て 云 ふ。 

『あんだ』 と、 おや ぢ はむ ッ くり 起き あがり * 左の 手 を 後ろに ついて 身 を ささえ、 右の 手 を 肩と 平行 

てめ え 、  ♦ 

する ほどに あげて むすこ を 指さし、 然し 首 をぐ ッた お前の 方へ 垂れながら • 『手前 も醉 つてる た』 

『お前 こそ 酔って る だ』 と * むすこ は ニー 歩 ひよ ろくと 迫りながら • 手拭 を 握った 手 をお や ぢのカ 

にっき 出して 篤る。 

やまだ 

旯てゐ て、 小久保 も而. en くな つた。 そして この 山出しお や 子の 飾り 氣 のない 對 話を聽 いて • 自分の 

作曲に 新ら しい 感 相- 5 を 得た 様に 思 ふ。 

『おい、 龍 子』 と、 ig は そばに 立って るる 夫人 を 返り 見て、 『愉快な 奴 ぢゃァ ないか？』 

『面白い 人達 だ、 わ、 ね。』 

『あの^ 朴な 様子 は、 きの ふ！ it いて 見た rn イツ ォヴ ブレ メン」 にで も ありさう ぢゃァ ないか？」 

『え、 何に？』 

「そら、 あの オペ レトの ドン キイ、 さ。』 


『あ、 さう、 ね』 と" 夫人 も 思 ひ 出し、 その 一 節 を 口す さんで 見る。 

小久保 は、 おや 子の 様子 を • そのままで、 もッと 見て ゐ たかった が、 お 竹が 面倒臭が つて、 

『炭 屋 さん、 全體、 どうす ると 云 ふんだ、 ね • 親子 喧嘩ば かりして ゐて • さ？』 

『へ い、 買って 貰 ひます ベい』 と、 むすこが おや ぢに 先んじて 云 ふ。 

らうち よ 

『よか ッぺ いか、 おい』 と、 おや ぢは 躊躇す る。 、 

『約定 だ、 仕 かたがね いだ。』 

『勝手にき め やが つて、 この 酒 唆ら ひめ！』 

『父さん も醉ッ てる だ ァ！』 

てめ》^  なぐ 

『あんだ、 手前が —— 』 と、 おや ぢは むすこ を投 りつけ ようとして 立ち あがった ので、 

『おい、 おい』 と.' 小 久保は 言葉で さへ ぎり、 『さう 二人とも 醉ッ拂 つて ゐて、 炭が 運べる のか？』 

『へい』 と * むすこが ぴ よこり あたま を 下 ゆた が、 『船頭が ゐる だ、 大丈夫 だ。』 

せんど <\ 

やがて、 おや 子 は 船頭と 共に 荷車 二 臺に炭 を 積んで 運んで 來る。 門前の 坂 を 押し 登る 時な ど は、 ひ 

よろ けたり、 すべったり、 —— その 醉ッ拂 ひの 荷車 引きの 様子が を かしい と 云って、 となり 近 處の子 

供 や 細君 連 は、 わざく そとへ 出て、 それ を 見て ゐた。 それでも， おや 子 は大眞 面目て、 一生懸命の 

力 を 出す。 一車 づっを  一二 人で 押せば いいのに、 一 時に 二 草 をつ づけた の だ。 そして また ひよ ろけ たり 

炭 屋の船  二八 1 
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す べったりす るの だから、  Et- てゐる もの はお ほ 笑 ひ をした。 

おや ぢの 方が まだし も 力が あるので、 先づ 坂の 半分 以上 を 行った 時、 船頭 は 自分が 後押し をして ゐ 

た 後の 車 を 屮途に ijj^- たして 置いて、 おや ぢのを さきに 引き あゆ させ、 それから、 むすこの を また 押し 

あける。 

おや ぢは、 それに はかま はす、 炭 俊 を 一 つづ 》 肩に のせて、 すん/ \ 運び入れて ゐる。 ひよ ろり、 

ひよ ろく、 ひよ ろり、 ひよ ろ/ \  如何にも、 た わい がな ささう だ。 そして 奥の 物 澄き に 一 つ を 

船め ると、 まァ、 これで 一 つ 安心した と 云 ふ 風で 綠に沿 ふた 細 庭 を 出て 行き、 また 一 つ を 運んで 來る。 

むすこ も 亦、 おや ぢと 入れ違 ひに、 炭 を 運ぶ の だが、 おや ぢ より はす ッと 力がない と 見え、 そこの 

お, の ものが そのよろ めく 樣子 を氣の 毒で 見て ゐられ ない 樣な氣 もした。 

細長い 庭で、 おや ぢは、 むすこと 行き 違 ふ 度 毎に、 

『この m 喰ら ひめ』 と * にらみつける。 すると、 むすこ は それ を 恐ろし さう 避けながら、 

「お^もさ うだ』 と 云 ふかの 様な 目つ きをして、 おや ぢの方 を 返り 見る の だ。 

船；^ ばかりが、 眞が ほで 別に 言葉 を 出さない が、 これ も 俊 を 運びながら • おや 子 炭 接の 鞘當 ての 間 

へ 割って入る 腹歡を やって ゐる樣 な 行き方で ある。 

小久保 は、 庭の 入り口に 近い 十二 疊の窒 で 酒 を 初めた が、 代金 を 誰れ に 渡したら、 最もよ く 納リが 


つくだら うと 考 へる。 おや ぢに 渡せば、 また、 こないだ (あつたと 云 ふ) の樣 に、 自分ば かり で^み 

へらして しま ふだら ラ 0 むすこが 先づ 注文 を 請けた の だから、 渠に 渡すべき だが、 これ も矢ッ 張り あ 

ちうじつ 

ん なに 醉 つて ゐる。 ここ は あのお となし く、 また、 雇 ひ 主に 忠實 であるら しい、 船頭に 渡す のが 最も 

穩當 であると。 

ちんきゃく  *  .if  r 

『おい、 運び込んで しまった のなら 一 っ飮 まさう』 と、 渠は 三人の 珍客 を 自分の ゐる窒 の 緣很の そば 

に 集める。 そして 女中に 命じて、 ひと びと りに 猪口 を 取ら させよう とする。 小 久保は 興が 湧いて 來 

たので ある。 

も Jow- よ 

然し 三人 は 遠慮して、 それ を 取らう としない。 おや ぢは むすこの 考へ 通りに しょうとして 禱躇 し、 

むすこ はお やおの やる 通りに しょうとして、 ぉづ， （- して ゐる。 船頭 はまた 雇 ひ 主 どもの 通りに して 

ゐ なければ ならない。 

三人と も、 こんな 窮屈な 場所で 飮ん だと ころで、 うまく はない。 それよりも 早く 代金 を拂 つて 吳れ 

ろが いいと 思って ゐる らしかった。 

ふぎょう 

『貴 樣達ァ 遠慮して 飮 まん、 な』 と、 主人 は 少し 不興げ になった。 そして 『ぢ ゃァ、 いいよ』 と、 女中 

に 云って、 猪口 を引ッ 込めさせた。 『早く 代金が 欲しい の だら う 一 I 然し これ は、 貴樣 達の 樣子 では、 

船頭さん に 渡す のが 一 番 無事 だら うと 思 ふが、 どう だ？』 

炭 屋の船  1! 八 S 
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『へい、 結構-た』 と、 おや 子 は 答へ る。 

『醉 ひが S 化め たか、 ね、 炭屋 さん』 と、 夫人 は 奥の 方から 出て 來 ると 同時に、 お 竹は綠 側から まわつ 

て來 て、 

『さ ァ、 炭屋 さん、 きッ ちりあります から、 よく、 調べて お行き。』 

『へい』 と、 ^1 あたま を 下け て 船^が それ を 受け取る。 

r また K つて やる から、 ね』 と、 主人が 云った ので、 

『また 買って くら ッ せい』 と、 おや ぢ。 

『また 來る だ』 と、 むすこ。 

七十 俊のお の， 邴 で- 酢 ひ は 全く 汗に 出て しまった らしい。 おや 子 は， 大分 眞が ほに なって * 船頭 

を從 へ、 ひがし さう に また 睦ま しさう に歸 つて 行った 1 つい、 今し がた ハ V ぉ啤を 忘れて しまった 様に。 

その 跡で" 小 久保は 夫人と 話しながら  1  レーした。 然し、 どうも •  いて ゐた 魔が 消えて しまった 

樣だ。 あの 板 i な 炭屋が 自分と 一緒に 飲んで 吳れれ ば 面白かった のにと. それ をば かり 淺念 がって ゐ 

る 0 

渠が 作曲し かかって ゐ るの は、 或 詩人の 詩 だ。 その 詩の 想に 對 して は、 主要な 旋律 は捉 へて ゐる。 

また， 其， おじと ャ 4i と は 判って ゐ る。 然し、 どう 云 ふ 威に 結末 をつ けよう かがまた 判らない ので ある。 


いっその こと、 炭層 を 見なかったなら • あの 時に 出来て しまったの かも 知れない。 炭 星 を 兌て- 何 

となく、 新ら しい 着想と 感じと を 得た 様に 思った のが、 却って、 さきの 用意まで もぐらつ かしてし ま 

つた 樣な もの だ。 .  ，- 

さう 思っても、 また、 矢ッ 張り、 あの 何となく 面白い 炭屋の ことがあ たま を 去らない 0 

さけく  めえ 

『買って くら ッ せい』 11 『おみき を、 はァ』 —— 『酒 喻ら ひ』 —— 『お前 も だ。』 かう 云 ふ 言葉が 小久保 

の あたまに 共鳴して ゐて、 どことなく 新ら しい 絲 口が つきさうな 氣 がする。 

然し 考 へて るれば ゐる ほど、 その 考 へが こん がら かって 來る ばかりで、 思 ふ 樣な構 M に はなって 吳 

れ ない。 渠は 五線紙 を 手 もとに 引き 据 ゑた まま、 ただ 酒に 醉 つてし まった ばかり だ。 

酒に 醉 ふと、 渠は時 を かま はす 寢 てし まふ。 そして 酒が 覺め ると、 また 時 を かま はす 起きる のが 習 

慣だ。 その 夜、 渠は 午後 十 時 頃に 机の そばに 横にな つたの だが、 目の 覺め たの は 午前 一時 過ぎお。 そ 

れ から、 また 同じ 作曲の こと を 考へ續 けて 夜 を 明かした。 

ちま ど 

朝早くお 竹 は 起き 出で て、 海に 向った 雨戶を 明け 放った が、 

『旦那、 きの ふの 炭屋 が今歸 つて 行きます よ』 と 云 ふ。 

『どれ』 と、 小 久保は 電氣に 打 たれた 樣に緣 側に 飛び出した。 珍ら しい ほど 氣 持ちの いい 夜 あけ だ。 

正面より 少し 右に 寄った 海岸に、 こん もりした 森が ある。 その 左り 手 を 和船が 一 つ.' 帆に ゅッ たり 

炭 屋の船  二八 五 


泡 鳴八&  卷  二 パブ 

と 朝風 を §^ ませて、 沖に 向って 進み出して ゐ る。 それに 乘 つて ゐる おや 子 も 船頭 も、 簿 いかす みの 間 

から、 よく 見えて ゐる。 

ト久呆 て は、 おや 子の 言葉 も 船 蛸の 唄も聽 えない が、 炭 星の 船 その物が 歌であった。 

いとぐち 

『ここ だ』 と、 渠は手 を 打った。 そして 夜が 明けた と 同時に、 渠の曲 を 解決す る 絲ロも 開けた ので あ 

る 0 

が, り 惜し さう に小久 保が 見送って ゐる うちに、 朝日が きらくと 照り 出した。 そして その 光のう 

ちに 炭 屋の船 も 消えた。 

行く さき は 外 房 州で ある、 然し その外 房 州 は、 小久 保に は、 旣に 自分の 胸のう ちであった。 
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野^^の家が櫻井に別莊を買ひ求めてから、 そこの 家族 はすべ て 郊外 生活 を 面白い もの だと 思った。 

蜜柑畑の； 部 を 庭內に 取り込んで あつたので、 多くの 圓ぃ實 が 青く ふくらみ 出して ねる。 さ ッと究 

i の 山お ろしが、 その 蜜 W の 薬 ゃ板縣 を 越えた お 楊の 枝 を 吹き 鳴らして * 障子 をはづ した 坐 敷へ 遠慮 

なく 這 入って 來る。 

『凉 しい、 なァ 11 凉 しいな ァ』 と、 1^ など は 嬉しがって、 坐 敷 中 を ころげまわった。 

その そばに、 fs^ &は坐 わって、 腰卷き 一 つで、 肩に は ぬれ 手拭 ひ を かけて、 うちわ を 使って ゐ る。 

『航 *  してて や、 おいどまで 出しな はッ て？』 かう 云って 出て 來 たの は 娘の 一人で、 母親 そッ くり 

の 長い 顔が 白地の, おに 桃色の 細帶 をして ゐた。 これもう ちわ を 邪慳に 使 ひながら、 『暑い、 な ァ。』 

『おひ さんの B ッ 盛り やさ かい、 なァ I マ てんでも、 坊は凉 しい、 凉 しい 云 ふて る。』 

『&, かい、 な， i ！』 娘 は 小い 弟の 方 に 向 ひ • 睨めつ ける やうに して、 『ii^ きな はれ、 置きな はれ 

- そんな、 けッ たいな こと！』 


『ぉ獅 OL てんね， や、 お 獅子。』 かう 云って、 小い 子 は 招 變らす あ ふ 向きに!^ つて *  の あたりまで 

む き 出し に な つた まま、 ぼんのくぼう と 雨足 の 塞との 支へ で， 頻り に 脊中 をき の 卜： から^れ させ よう 

として ゐる 0 

『こない してて、 な』 と、 母は坊 から 目 を 娘の 方に 轉 じ- 『動物園が 見えたら ええが • な o』 

『見えたん だすのに —— 山の 上に あるんだ す もん。』 

『そり やそ やけど、 な』 と- 辫解 じみた 口調に なり、 『あの 圍ひを 元の 低 いんで ええ 云 ふ のん は、，， ひま 

はんだけ や。 お ま はん は女學 校へ 行て て、 衞；^ ^ッ たら， {4^氣 の 流通 ッ たら 云 ふこと おぼえて 來ても • 

まだ 世間の こと は 知って やない が、 な。 こない に 明け 廣 ゆた 建て 方て どこに ぉまッ かい、 な？ „ 

『東京に お まんが —— ぁッ ちで は みなこの 通り だッ せ。』 

『行て 見た やうに！ 東京 流なら 東京 流で ええ さかい、 束 京の 人が 住みな はれ 11 うちで に 1^ じ ま 

ッ さ。』 

『そしたら、 返上し な はれ 11 わて • 圜ひを 改築し まんが。』 

『お ま はん、 えらう 金持ち やさ かいに、 な ァ。』 

『お 母ァ ちゃん』 と" 坊が 母の 膝へ すり つて 來て. * 『隣り は 金持ち やて、 なァ o』 

『うち ほど あれ へんが- な』 と， さ ゆすむ やうな 顔つき をした。 

郊外 生活 
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『うち は 何 ぼ ある』 と * 坊は そのから だ を 半分 ほど の 膝へ のせて、 『百 圓？ 千 圆？』 

『ほ、 ほ、 ほ！』 女 一 一人 は颜を 見合 はせ て 一 切に 笑 ひ 出した C 

M  お ま 

『坊 が、 なァ』 と. 玉 江 は その あたま を 撫でて やりながら、 『大け なったら 分ります。』 

ぎ うさん  zt  a 

『そやけ ど』 と、 ぁたまを：；^の胸に！；しっけながら、 『お 母ァ ちゃん 僕に 仰山 吳れ へん やない 力？』 

『子供が お あし を 仰山 持って たかて、 あけ へんが、 な。』 

『いん や、 僕， 電車と 飛行機 買う！』 

『なん ぼおう て やった かて、 直ッ きに ほかして しま ひ はる さかい、 な ァ。』 

『ほかせ へん、 ほかせ へん。』 

『あんた』 と、 姉 も 弟 を 見ながら、 『池 堀っても ろた やお ま へんか！』 

『ほたら、 船 EH; うて 贳ふ —— ボ ー ト！』 

»  なっとく 

『大阪 へ t 仃た 時、 なァ』 と、 母に 云 はれて * 坊は 納得して またから だ を ころがして 行った。 『大阪 なら、 

隣り が 近う ひッ ついて る さかいに、 {水^ と 家の^に 一 ：1 ぃ驟 があって • どない なぬ すッ とで も 越える こと 

が 出け ま へん。 そとに 向いた とこ かて、 太い，；^ 子で 仕切って まッ さかい、 至って 用心が ええけ ど、 な 

ァ 11 o』 

『そんな こと、 わたし かて 知って まんが。』 


『知って たかて • その わけが 分らん やない か？』 

『あんた、 學問 せん さかい、 あかん！』 娘 は 面倒臭が つて、 橫 を.！： き、 うちわ をば た /-\ 使った。 

『攀 問、 舉問云 ふた かて、 ，問が せ さう 云 ふさ かい * 舉 校へ もやって ある のん やけど • お あしの 勘 〔疋 

一 つで け へんさ かい、 あけ へん。 をな 子に も 商業 學 校が 出け たらえ え のん や。』 

r 東京へ 行たら • 出け てまん が —— をな 子で も • 商寶 したい 人の 爲 めに は、 なァ o』 

『お まッ か？』 か、 r 云って、 玉 江 は 話の 腰 を 折られた 様子 をした が • 娘の そッ けない のに 對 して & おり 

首 を 云 ふやう に、 『この 家で も、 まわりが こない に 明け 腐が つて ゐる さかい • ほん ま は、 なん ぼ 一： ：1 うて 

かこ 

も， 板雜 では 用心が 惡ぃ。 もッと 高い 高 辨で圍 て 貰 はんと • な ァ。』 

『箕 面の 動物園、 n 儿 える やうに しとくな はれ』 と， 坊は七 福 t の 幅に 松の 盆栽 を あしらった 床の 11 近 

くころ けて ねる ままで、 聲を 出した 

『もッ と あの 山が 高うな つたら ええ のん や、 坊 にもよう 見えて、 な ァ。』 

『お ほァ ちゃん、 動物 阅を 高う してお くれえ —— ええ、 高う して！』 坊は 飛び起きる やうに して また 

母の そばへ やって 來た C 

『ねき へ 寄る と-暑い！ 暑い！』 

一一 ま 物 園 見える！』 坊 はかう 云って. 緣 側へ 出た。 そして 脊 伸び をして、 板 群の 上へ 僅かに 見えて み 
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る 物に 氣を 取られた。 

同 園の 山の 一番 一 ：！ いところ にある 空中 觀覽 車の、 まわり 損なった ま k のが 半分ば かり 見えて ゐ るの 

である。 この 半分ば かり 3=5 えてる のが、 全く 見えない よりも.' 却って 家族の 執着 をつな いで， この 家 

の辦を 高く する、 いや、 しないと 一； ムふ Hi: 「二 時 親子の ゆ ひの 種に なった。 電軌會 社の 邸宅 經營部 ほに 

說き勸 めら れて、 その <r 社から 會 社の 新案に 成った と 云 ふ 邸宅の 一 つ を つた 時 は、 ：k 江、 わけはな 

く  lui: んで、 

『あたりのお 色が ようて、 氣が淸 々しまん が * な。』 などと 云って ゐた. - 芝居の 外に • 外出と 云へば、 

たッた 四： Am の 道 を-巧 小で 三十 分 や 四十 分で 行ける tHCS ゃ寶： i へで も、 朝早くから 騒いで そり や、 H き 

だ、 そりゃ^ 物 だと 用意 をして かかり * 母まで が E:^ からげ をして、 お 縮緬に 浪ゃ千 ひ？ の 形 を 墨 轎で染 

め 出した？ つも じた ど を 出して 行く もの だと m、5 つ てゐ たのが、 こちらへ 來 てからと ニム ふ もの は， 朝に、 

ぢょ うま ■  • 

夕べに、 坐 わつ. 二 ゐても 山が 兒ぇる * 畑が 兄え る， キ： 円い 草.！ 小が 兒 える。 かの 女 は 生れて おめての ぎら 

しい Itx^ をお ぼへ て、 靴 の 四 五日 は 好きな 芝居の シの字 も 思 ひ 出さなかった。 そしてぎ を 連れて、 

不斷 着の まま" 近 .21 の 畑の 中 を 歩いて 兒 たり， 拾數 丁し かない 動物園へ 行って 见たリ した" 

が、 箕；. 社が 同じ やうな 經營を やって る 町の^ 宅地に • 太した 奴で はな f^. つたが、 


i 


這 入った 話を聽 いてから 玉 江 は 俄かに おちけ が 付いて しまつ だ。 そして、 - 

r 繁 はん をこッ ちへ とまらせと 吳な はれ —— 高雜を 描へ とくれ やす』 などと、 、工人に 迫った。 主人 は 

が いそがしく ッて * 歸 りの 時^が 遲 かったり • 時に よると、 歸ら なかった りする ので かの！ の 云 ふ 

がま まに • 繁藏と 云 ふ 老人の 下 を 別莊附 きに 改め • 辨は費 「5 を 惜しんで 元の 板雜 につぎ 足して • が 

の 女の 滿 足が出 來る だけに した。 

それが 爲 めに 山 も 畑 もさへ ぎら れ * 兄 暗ら しと 云 ふ ものが なくなった" 子供 は 皆反對 であった が、 

姉 娘 は太體 店の 方に とまって ゐ るし * 1^ 男 は 無頓着 だし、 坊 はまた 何も 分らない し、 その あとまで も 

くよ /(\ 云って るの は 次女ば かりで ある。 

『坊に は』 と • この 娘 は 弟が つづけて 脊 仲び をして、 口 を あいてる の を 見て、 まだ そッ けない 様子 を 

して、 『觀 覧. ¥ が 動物園 だッ かい、 な？』  ；  . 

『  』 母は聽 かな. S ふり をして 潢を 向いた。 

『お 母ァ ちゃん、 動物園へ 象に 乘 りに 行 こ』 と、 坊 はまた ほの そばへ 行って、 べッ たり 横に .H つた。 

『こ 乃 1:^ いのん に， 行け まッ かい、 な？』 

『そいで-な ァ、 歸 りに また 葡 一お ぬす ッ としょ o』 

i 大 けい it しな はんな！』 かう 云って • 母 も 亦 大きな 聲で 叱りつ けた T この 子の 阿呆 は 何 云 ふか 知れ 
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へん。』 

『ほんでも』 と • 鼻 を， 喝 らして、 『うちのお 父さん は 葡萄 械 ゑて くれ へんが、 な。』 

『秋に 植ゑ たげ る 云 ふて や。』 

含ょ 

『今、 械ゑ てい，， 乂れ！ 淸 ちゃんと こに は 仰山 成って るが、 な。』 

J  キ. ょゥ ねん 

『う ちやこな いた 來た とこやお ま へんか 11 去年から ゐ てての とこと は 違 ひます o』 

『お 家 はん、 ちょ ッ と。』 かう 云って、 女中が 緣が はへの 出口に 手 をつ いた。 

『なん や？』 

『百姓 だす。』 

『百姓が なん や？』 

『お 家 はんに 會 ひたい 云 ふて 11 。』 

『お ま はん 行と いで』 と、 玉 江 は 相手に したく もない と 云 ふ 風で 娘 を 立って 行かせた。 女 巾 もつ いて 

行った。 

坊が 動物 Si へ 行かう、 行かう と 母 をせ ついて ゐる 所へ 暫 くしてから 娘が 同 じ 紬帶姿 で 立 ち -ぉ つて 來 

て、 や： 敷の-〕 典ン 中に っッ 立った まま，  一 i を 赤く して、 『坊 が淸 ちゃんに しゃべって、 い： S ちゃん か 皆の 人 

に 云 ふて まわった 云 ふて、 葡萄畑の 人が おこって 來ゃ はった。』 


『坊 ！』 玉 江 は 表情の ない 顔 を^り つける 方に 向けて、 ぞれ でも 左 ほど あわてた 様， r もな く： お前、 

云 ふたん か？』 

『云え へ ん、 云え へ ん！』 坊 はから だ を 縮めて 緣がは へ 逃 ゆた。 

『誰れ にも 云 ふな 云 ふた のん に 11 もう、 取った ゆへ ん で！』 

『僕 も 誰れ にも 云 ふな 云 ふたん や"』 

あ ほ  ぢょ 

『阿呆 かい、 な！』 かの 女 はふり 向いて、 娘に、 『さう 云 ひな はれ、 子供の 云 ふた、 ことな ど 取り あゆん 

で 置いて 貰 ひたいて。』  . 

『わて、 知り ま へんが、 な。』 

『そんなら、 わて かて 知り ま へん！ お前 も 喰べ た 癖に！』 

『そんでも、 わて、 ぬすんで 來ゃ へん。』 

壁 ひとへ を 置いた 勝手の 方で は、 聽 き惯れ ない おの 聲が 大きな 響き を 立てて 惡ロを 云って ゐる。 そ 

し て 女中が 何 か 云 つ て はな だめて ゐるリ 

それでも、 なほ • 玉 江 はゅッ くり 腰を据 ゑて、 向 ふの 男に 聽 える とも 知らす、 

『阿呆 や • なァ 11 坊！』 

『坊の 悪い. やお ま へん、 お 母 はんが 惡 い！』 
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『知り ま ヘス 云 ふたら • え- -ゃ ないか？』 

『そんでも • ぁッ ちで は 分って る 云 ふて、 立派な おうち やさ かい、 買うた ことにして、 お あし を吳れ 

云 ふ のん や o』 

r 誰れ が やる：』 さげすみの 眼 付き を險 しく 見せて * 『買う くら ゐた ら、 もッ とええ のん を 【只 ひまん 

* ゝ 0  P 

力 』 

『そんな こと 云 ふた かて —— まァ， 行と いな あれ。』 

f お ま はんが 行たら ええのに —— けッ たいな 百姓 や、 な ァ。』 か ラー： ム つて" ff;hd は 肩に かけた 手拭 ひで 

大きな 乳を隱 して 手へ 向った。 後ろから 見る と、 結 ひ 立ての 根の 低 5- 丸 髻 ばかりが よそ行き 姿 だ。 

そして、 いきなりつ ッ 立った まま、 

『あんた、 何 云 ふて な 了 る？ うちの 坊は ぬす ッ とな どしゃし ま へ んで OJ 

かど 

『坊 がした 云 ふて るの やない！ 』ぽ 姓 も 目に 角 を 立てた。 『あんた がぬ すんだ 云 ふの や！』 

『わても ぬす ッ とやお まへ ん！』 

『ぬす ッ とやない か？ おれの 畑の 葡萄 を ぬ て み や ァ ，に すッ とやない か？」 

『いつ 盜 みました？ 

『おとつ ひの 晚 や！』 


『その 證據が ありま ッ か？』 

ぼん 

『坊が 云 ふたら • 何よりの 證據 や！』 

『坊が 誰れ に 云 ひました？』 

『齋藤 はんの 坊に云 ふた！』 

『子供の 云 ふたこと など 當て になり まッ か？』 

し.！ 5、 うぢき  ， 

『子供 は 却って 正盧 や！？ 

『正 やさ かい、 ぬす ッと など しゃへん！』  . 

『今， したやう に 云 ふて たやない か？』 

かって 

『何 云 ふた かて、 こッ ちの 勝手 や！』 • 

こんな云ひハ？；^ひをして、 何の 結着 も 付かない ところへ、 主人が ひよ ッ こり 『暑い * 暑い』 と 云って g 

つて^た。 

『あんた • まァ、 ええ. とこ/ 歸んな はった.， なァ』 と • 玉 江 はカづ いて、 『この 人が 坊に ぬす ッ とした 

と 云 ひまんね。』 

メ  t て 

『何 をぬ かしに 來 たんや！』 かう、 主人 は 初手から 怒って しまって、 『わしのう ちに やぬ すッ とする や 

うな もん は をらん —— 歸れ ！ 歸 れ！』 
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『坊やない、 お 家 はんや！』 

『阿呆 云 ふな！ そない なを どかし 云 ふて 來たか て、 取り合 はん！』 

ki: 姓が 何 を 云 ひか けても • 主人 はなぐ り 付けない ばかりに あ しら ふ の で , 

『おぼえて や がれ』 と 云ひ殘 して^って しまった。 その 時， 娘の オルガン をい たづら 彈 きして ゐ たの 

が聽 えた。 

主人が lei ぐ？ 41 に 飛び込み， これ も ふんどし 一 つで 茶の間へ 太った、 V？ もくじ やらの からだ を 蓬び 出 

したの を 皆が 取り 卷 いた 時 • 玉 江 は 娘が 默 つて そばに るるの を 知らない かの やうな 平 氣て、 主人 を あ 

ふいで やりながら 云った、 

わる 

『こッ ち は 人氣 が惡 いのんだ ッ しゃろ か ？』 

こんき 

『人 11  私と 云 ふ ほど 人 問の 数 は をらん けど • なァ —— これから 別莊 がふえ て來る ほど * 別"：^ を 常て 込ん 

で 何 やか や 一： ム ふて 來る やろ。』 

『いや や • な！』 かの 女 は 身ぶ る ひ をして 見せて、 『用心 せんならん • な ァ。』 

用心 も 無論 必要 やが 11 』 

『矢ッ 張り、 大阪に をった 方が ええ かい、 な？』  . 


『大丈夫 や • 皆で 組み合 ふて 巡査 を 置く ことにな つてる さかい。』 

『そしたら- ええ、 なァ』 と 云って、 かの 女 は 媚を帶 びた 笑顔 を 娘に 向けた。 が、 娘 は を 向いて し 

まった。 

坊が、 つづけざまに， 實の 成った 葡萄 を植 ゑて 吳れ ろと せがんで ゐる間 を" ；土江 は 主人と 芝居の 話 

をした。 そして 若い 俳優 連に 關 する 內 輪の 消息 を 互 ひに 新ら しがって 話し合つ てるう ちに、 かの 女 は 

とつぜんけ S  うつ > 

また 突然 藝 のこと に 移って、 

『福助 はんのお さんで 成 駒 屋の紙 治 をもう 一 邊 見たい、 な ァ。』 

『あり や ほん まに よかった、 なァ —— 日本 一 ちゃ。』  . 

じ やう 

『そんでも • 會 我の 家 一座 も 面 D ぉまッ せ。 あの 「情」 なァ、 あれ を 見て ると * 初手から 切りまで を 

かしいて、 を かしいて！』 その 場に ある やうに 『あは、 あは』 と •  口 を あいて 笑 ひ、 『あの 正直者の 俄 

か醉 ひたん ぼが、 な ァ！』 

『五郞 はんも：^ なった。』 

『僕 • 河內屋 I- ッき や。』 かう 云って、 坊は山 良 政の 態度 を氣 取って 見せた。 

『この 子 は 延ニ郞 はん 好ッき やで。』 玉 江 は 眼 を.！ くして、 坊の 大きな 見え をして ゐ るの を 眺め、 『あ 

の 人の 翁 似ば かりして る！』 
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『お 母ち やん も好ッ き やな い か？ お ほ ッ け 姉ち やん も 好ッき やない か？』 

『そんで， お前 も 好きだ ッ か？』 

『お父さん も 好ッき や、 なァ』 と、 肩に のぼる やうに してお ゃぢの 五分刈り あたま を 撫で まわした が、 

とう./ \ 押して 倒して 馬乘 りに なった。 おや ぢはぁ ふ 向けに なって 子 を兩 手で 、しあ ゆ、 足の裏のう 

へに 戴せ た。 すると， 手と 足と な 別々 に 動かしながら、 

『^は^ 年の —— 」 

『お父さんの：？ i ひ を おぼえた、 な』 と、 主人 は その子 を くるくると 一 まわし まわした。 

『いや や！ いや や！』 かう， あわて 叫んで • 坊は 下へ 飛び下りた。 

『この 子 は 何にも 云 はれま へんで、 ちょ かや さかい、 なァ o』 

『お：.^  • ちょ かはん か？』 

『う うん、 そやない。』 

『そん でも、 お 母 はんの 云 ふ. な 云 ふこと を 云 ふた やな い か？』 

『これから 云 はんさ かい』 と、 母の 方へ 引きつ けられて、 『お菓子お くな ァれ o』 

坊か ビスケット を赏 つて、 外へ" おび 出した 跡で も、 夫 の 問に に 役者ば なしが きなかった。 


け ふ は、 池 ffl の 新 市街に 主人の 讅 ひの 稽古が あると 云 ふので いつもより 早く. g 餐を濟 ませた。 そし 

て瞎を 引かせてから、 皆で 夏 报の皮 をむ いた。 

『こない 暑い 時ャ』 と * 雨 肌ぬ ぎの 主人 tr  . を 少し 離れて， 橫 庭の 端近な に 太いから だ を もた を 

ゐ くわ  、 4 

かけて、 『西 でも 喰 ひたい- な ァ。』 

『この 近 逢に はお まえん が、 な。』 玉 江 は 手に しみても 袋 を引ッ くり 返して、 ぼり く 云 ふ 程 勢 ひよく 

噴み 味って ゐ たのが- 口の端へ 溢れた つゆ を 萩の 大形の ついた 袖で 押しぬ ぐ ひながら- 

『これ、 喰べ な はれ、 おいしお ま ッ せ。』 

す  >  * 

『そない まい のん を剝く だ け でも 邪魔く さい。 I 

『西^ かて 邪魔く そお まッせ —— 網に 入れて、 井戸へ つけたり o』 

『そんでも』 と、 皆のう まさう に喻 つてる の を あぐらで 見お ろしながら * うちわ をお ほやう に 使 ひ * 

『新 K 西！^ の 木場へ 行て て， 夜中に 畑の 大 けいの をた ち 割って 喻 ふと- 種まで すッと 冷て てうまい さ 

うや。』  J 

『どう 云 ふわけ だッ しゃろ？,  n 

『夜つ ゆで 冷えて る さか い。』 

『あ、 そんなら、 なァ』 と- ぐ ッと喉 を 鳴らして 娘の 方 を て、 『おとつ ひの 葡萄 も それ だッせ 11 夜 

郊外， 生活  三 01 


i0  ^5  一 § 一一 


つゆが きら.， f\ とお 月さん の 光に 光って たさ かい、 な ァ。』 

『わて、 知り まえん が • な • 行け へんさ かい。』 

『夜つ ゆにし ゆんだ 葡萄もう まい か 知らん けれど、 西瓜に やかな はんやろ。』 

『ほたら • お 母ち やん』 と • 坊は 汁に よごれた..^ で 母の 浴衣に 障り、 『今 皮 は 西^ 取って 來 うか 1. 0 

まで a 奘ッ かいの？』 

『阿呆 云 ひな あれ！』 

『赤い んが 阿 呆 か？』 

『- >  の 物 を 取り や 了ぬ r ッ とだ ッせ』 と、 おやち がた しなめ たのに 恐れて • 

『僕 取れ へ ，ハ。』 

i. ぇゝ子 やさ かい、 ナ t』 かう 云って * 玉 江 は坊 から その 口 を また 娘 S に轉 じた。 そして そ 

の 乎 は 相 變らす 栋拼の 袋 を 破りながら • 『も ー邊 あないな 葡萄 i 一べ とうお まん * なァ 』 

『そしたら、 S な あれ。』 娘の 答へ は、 外の ゆ ふ秘< に そよ ぐ 桃 2 化へ 向いた。 8 の 毛の やうに 

逆立った & おの, と共にす きく 延びて、 隣り い？ のぞいてき その， に は * 桃色の 花が 暌き 

揃って ゐる。 

『お前、 なべたい ことない か？』 


『嗑 ベるなら、 買 ひな あれ！』 

『買う 云 ふた かて』 と、 常て つけと 感じた ので、 『蛇の 1^ 中であった さかい、 人が ゐ てえ しまえん が、 な o』 

『葡萄畑に は 夜番が ゐ るが』 と、 主人 は 玉 江に 敎 へた。 

ぢょ  ， 

『おう * こわ！ 左よ か。』 かの 女 は 今度 は 本當に 身ぶ る ひして 酸ッば さう に 目をつぶった。 

『そない 酸い のん を 仰山 喰たら 惡 い。』  . 

『おいしかったら』 と、 笑 ひながら • 『仕よ がお まえん が、 な。 —— そしたら、 わて 等 はう かく 挺？^ 

へ 出られ まえん、 な ァ。』  ， 

『夜番が みなぬ すッ とで もお まえん。』 

『そやけ ど、 なァ —— 』 

うた ぽん 

曰が とッ ぶり 暮れてから、 主人 は謠ひ 本を以 つて 池 田へ と 出て 行った 0 

その あとへ、 長男が 大阪 から 歸 つて 來て* 飯 は濟ん だが 何 か 喰 ひたいと！： ムひ 出した ので、 薩摩芋 を 

ゆでさせて、 皆で また 食った。 

すけ ぼん 

やがてち よか 助の 坊が寢 てし まった ので、 

『やれく、 これで 安心 や』 と • 玉 江 は 片肌ぬ ぎのから だ を 蚊屋の 中から 這 ひ H させ、 そこに 兄 やが 
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凉ん でる 橡さ さへ 來て、 本 庭の 窗 报の樹 がさら くその 葉 を 鳴らして ゐ るの を 聽 いて、 また 何 かゆべ 

たいやうな：： S ，ちに なった 。『坊 力 起きて る 間 は、 うるさうて、 うるさうて — 何 を 喰 ベても *  た 

氣ィ せえ へん。』 

『あんた：： どよう^ ふ 人 もお まえん が • な。』 かう 云って * 畏男は 妹と 顔 を 兄 合 はせ て 冷笑した。 

ぢょ  むか  i 

『お ま はん』 し」、 か-::: 女 は 長^に 向いて、 『_制ぬ^,够べたぃことなぃカ？』 

『お つ たら， {i^ て あけ ま ッさ o』 

『いいえ、 これから 買うて 來 るね。』 

『今 .3 から • 電 ポに乘 つて だッ か？』 

かて • そない に てた もん やお まえん が、 な、 つい、 岡 W まで 乘 つて 行き や. 火け い 八 百 も 

ある —— 便：：？；： で， .i^ 中に ふるのん と • 逸え へん。』 

『そんでも- わて、 行く ハ-ん はい ゃだッ せ。』 

『わて かてい やや』 と， も 取り合はなかった。 

『お l^i や んな あれ 〕』 と ， 長 刃 も 朱 練 は あった。 

『あれ もこ わがり やさ かい、 なァ 11 あ、 そんなら * なァ』 と、 玉 江 はいい 考へを 得た と 云 ふやう に 

からた を 飛び あ 力ら せ * 娘に， ：1 つて、 『おとつ ひの やうなん を S 只うて 來 うか？』 


『も 5、 置きな あれ、 な。』 

『どこに 有ん の や？』 

うな づ  み" f  f 

『つい、 そこの、 なァ』 と * 矢ッ 張り、 娘に 頷き 合 はう とする 顔つき を 見せながら、 『箕面 道 や。』 

『葡萄畑に 成って るんだ ッ か？』 

『それが、 なァ、 夜が 更けてから 取る と、 夜つ ゆがし ゆんでお いしお まッ せ。』 

『そり や、 う もお まッ しゃろ、 なァ —— けど、 わて、 いや だッ せ、 疲れて まッ さかい。』 

『そんなら、 お ま はん 一 緖に 行きな あれ。』  , 

『散歩が てら 行ても ええ』 と • 娘 は 受けが つて、 『どうせ 暑うて まだ 寢ら れんさ かい。』 

『さ ァ、 行 こ * 行 こ』 と、 玉 江 は 勇んで 肌 を 入れながら 立ち あがった。 

『そんでも、 人が ゐまッ か？』 

ぢょ 

『あの、 なァ』 と， かの 女 は 長男 を 見お ろし、 『夜番が ゐる さう や. ！ お あし さへ 用意して 行き や、 安 

心な もん や。』 

樱井 Sf 宅地の 經 營が廣 がるに 從 つて * 心細く も 切り^かれる 運命に 迫って ゐ る蜜拼 畑の 間 をぬ けて 

箕面 街道に 出る と * 十三 日の 月が あざやかに 冴えて、 箕 面の 連山 を黑く 染め出して ゐる のが 見える。 
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そして 夜 3^ は そよ/ \と 平地の 樹木 を 吹き 渡って ゐ る。 

rj  また  ゥす  . 

小 踏みに  ぐ； セ-江 は 二三 十 歩で 立ち どまった。 そして 腰 を かがめて、 數百 坪に 跨がる 一 t ぐらい 葡？ i 

棚の 下 を 窺 ふ黑法 帥と なった。 

『誰れ もゐ えんが、 な』 と 云ふ聲 がした。 

『ゐぇ へんかて』 と、 跡から ついて 行った 娘 は、 手に 持った うちわ を 颚に當 てた 姿 を 月の 光に むき 出 

して、 『這 入ったら、 惡 い。』 

『構 へん、 かめ へん！』 かう 云ふ聲 が、 いつのまにか、 棚の 下 蔭から 聽 えて 來た。 

『お 母 はん、 § ^きな あれ、 悪い！』 

『かめ へん、 かめ へん！』 

rs^ きな あれ！ 悪い！』 

『かめ へん * かめ へん、 兄つ けられたら、 買う つもりで お あし 持て 来たと 云 ふたら ええ。』 

『gg き — 』 と 云 ひかけ ると、 どこから か 石が I つ 飛んで 來て 娘の 額に 當 つた。 『き ゃッ』 と 云った 叫 

びに 驚いて、 玉 江が 空手で、 然し 兩の袂 を js- い 物で ぶら 付かせながら * 畑から 飛び出して 來た時 は、 

娘 は その 場に：： 麻 絶して ゐた。 

I 〔四十 二 年： 1 


本 

氏 
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Mi を-:: 山發 したの は 十 I 月 六 曰の 夜 だが， お ほ 雪が 降って ゐ た。 

俟は、 京へ， M つて 出發 したので あるが、 一 人 Q 病人 を つれて ゐた。 お 鳥と 云 ふ 若い 婦人 だ。 ^は 

ここに 婦人と 云 ふ。 ふたり は、 議の 上、 これまでの 關係を やがて 絕っ ことにな つて ゐ たからで ある。 

このお cf? は、 婦人に ありがちの 病氣 で、 出發の 時刻まで.' 札 幌の或 病院に 這 入って ゐ たの だ。 

まだ 全快して ゐ るので はない ので、 夜 を 通して 函 館まで 來るぁ ひだ、 かの 女 は 僕の 膝に もたれて か 

らだを 休めたり、 眠ったり して ゐた。 

それまで は， まだ しもよかった が、 函 館から 靑 森へ 海上 を 渡る 時、 非常に 船に 醉 つたので、 靑 森で 

上野 行き 列車の 出 發を待 っ^に、 少しも 食事 はせ す， ただ 牛乳 を 一杯す すった だけで ある。 

ハょ. C 午.^ 六 時、 乘り 込みの 時刻が 來 ると、 僕 等の 腰かける 場所 もない ほど、 多数の 乘容 であつ 

と。 1 僕 等 は： リ院 やその 他に 多くの 拂ひ をした 爲め 三等 切符 を 買 ふの 止む を 得ざる 狀 態であった の 

ビ。 II あちらの！^ ゆ こちら Q 客車と 探し 歩いても、 一向 {4! 席が 見つからない。 止む を 得す どこへ 


でも 押し込む つもりで、 僕が 或容 車の 踏み段に 片足 を あげる と、 お 鳥 は、 立った まま、 

『あたい、 そんな 窮窟 なと ころ 厥 だ、 わ』 とすね 出した。 

ぢょ 

僕 はかの 女の 財布の 中と 僕の ボケ トとを そらで 數 へて 見て、 大抵 大丈夫 だら うと 決心し、 かの 女 だ 

け を 僕の 客車に つづく 二等 車に 乘 せて やった。 

僕の 車中に も 一 ケ所 空席 を發 見した ので、 僕 は そこに 腰を据 ゑ、 列車が 動き 出してから、 鳥渡お 鳥 

の 様子 を 見に 行く と- 熱が 出て 來 たと 云って、 足 をのば して IS になって ゐた。 ひた ひに さはって 見て 

も、 然し、 さう 熱が ありさう でなかった が、 橫 になる だけの 签 席 は あるので、 他の 客が 這 入って 來る 

\  -  ま、  あ ふむ 

まで さう して ゐて もよ からう と 云ひ聽 かせ、 胸が 惡ぃ とも 云 ふので、 仰向けに 寢 かし、 胸から 足の 方 

に 毛布 を かけて やった が • 割合に 脊の 高い 女で あるから • 足 だけ は 遠慮して 膝 を 折らして 置き、 乘り 

合の 人々 にも 申し わけ を 述べて • 僕 は 僕の 席に 引き返した。 靑 森から 雪 はない から、 咋 夜の 寒さで 風 

を 引いた ので あらう と 思って ゐ た。 

再び 見舞って 見た 時、 第一 に氣が 付いた の は、 空席が 一二 人出 來てゐ たこと だ。 それから、 お 鳥の 

顔の 上に 僕の 顔 を 持って行って、 靜 かに、 

き ぶん 

r 氣分 はどう だい？』 かう 聽 くと、 

『叶 * きたいの よ』 と * 肩 を ゆすって 眉 をし がめ た。 これ は、 かの 女が あまへ る 時、 よくす る 表情で * 

川 本 氏  三 0 九 
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僕に は兒 恨れ てゐ るから 左 ほど 驚き もしなかった が、 吐きたい と 云 ふの だから、 室の 中央に 匿 かれた 

金の 平たい 痰つ ぼ を 近よ せる と、 かの 女 は 直ぐ それへ 白い物 を 出した。 宵に 飮んだ 乳ら しい 僕 は.^ 

の乘 客に 見えない 様に それ を かこって ゐ たが、 壺 から 溢れ出し たので、 通りす がった ボ ー ィ にわけ を 

話して、 掃除して 貰 ふこと を賴 み、 

『餘 り惡 いやうなら、 ®i か、 どこかで 降りても いいから、 ね』 と、 お 鳥に 注意す ると、 

『辛抱 出來る ことなら、 する 方が いい、 わ』 と 答へ るので、 他の 人々 にも 無禮 のない ゃラ にして、 , 

ちつ かして 置いた。 

盛， P へ 段々 S くな つて 來た 時、 また 見舞って 見る と、 お 鳥の 車中の 樣 子が 變 つて ゐ るのに 驚いた。 

也つ 乘容 等が いづれ も 無言で 凝視して ゐる ii に、 f 人の、 古ぼけた とんび を 着た ままの • 肥えた お 

± — それまで はゐ なかった と 思 ふ 11 が， お 鳥の 足の 方に かけて ゐて、 その 前に 立って ゐるボ ，ィ 

と 押し問答 をして ゐる。  、 

『貴^ ァボ ー ィ ぢゃァ ねい か？ 汽車 や を 取り 締 つて 行く 役目で ありながら、 こんな 無 f?S を 見の がし 

て 置く と 云 ふんか？』 

『さう 云 ふわけ では 御座いま せんが — 』 

『だら、 なぜ』 と 大！^ に 足踏みして、 『起さな いんだ？」 - 


『それでも  』 

紳士 は& かに 醉 つて ゐる らしい。 然し 醉 つて ゐる爲 めの くだ 卷き でもない 樣だ。 ボ ー ィの顔 を にら 

みつけて、 『それでも』 のつ づき を 待って ゐる ところ を昆 ると、 僕の 昔 知って ゐた川 本 氏で ある。 

然し 僕 は渠を 嫌 ひであった。 僕ば かりで はない、 渠を 知る 擧友は 誰れ でも 渠を嫌 ひで あつたの だ。 

せん ぼ. i 

仙 臺の或 耶蘇 敎攀 校に 僕 等が 學ん でゐる 時、 年う へだけ に渠は 僕の 先輩であった。 僕 は 英語 を 目的 

に 池 E 通擧 部に ゐ たが、 渠は 傳道師 になる つもりで 邦語 神擧を やって ゐた。 もとは 大井憲 太郞の 部下に 

場す る壯士 であった さう だが、 耶蘇 敎に 改宗して から は、 非常に 熱心な 信者に なった。 その 熟 心 は 人 

も 許し、 われ も 許して ゐ たと 云っても い、。 然し さ ッぱり 人好きの しない 男であった。 

まだ 攀生 でありながら、 敎會を 一 人で 脊 負って ゐ るかの 様に がんばって、 定まりの 集會に 出ない と 

云って は 會員を 責め、 出る とまた、 態度が 不謹慎 だと 云って は、 それ を 責める。 笑った と 云って 責め 

泣いた と 云って 責める ので、 渠のゐ ると ころで は、 新入 會員等 はどうし ていいの か 分らなかった。 然 

し渠 はさう いふ こと をし なければ 自分の， 心が を さまらない ばかりでなく  • さう して 自分の 熱心 を 得 

意が つて ゐ たの だ。 

かう ね 

然し 渠ー 個の 都合の 爲 めに 人々 は 自分 等の 行爲を 左右され るの を 好まなかった から、 成るべく 渠を 

避けて、 近 よらない やうに して ゐ た。 

川 本 氏  n 二 1 


泡^ 仝 集 第一 卷  一一 ニー 一 

祌舉部 を 出てから。 築 は 矢張り さう いふ 能  1 度を以 つて 傳道師 になった。 何も 知らない 田舍人 は、 そ 

の 、いこ， i ずして、 渠 Afe 師 にまで も 仕 あゆた〕 渠は 得意になる に從 つて、 人の 行爲 に干涉 する こと 

が しくな つた。 そして 人の 行爲 に千涉 する ことが ffi しくなる に從 つて、 それだけ渠^^身の行爲を货 

める ことが 雜く なって 來た。 敎會員 は、 それ を IT 破す るに 至って、 彼 を 放逐した。 渠 はます く 人の 

無 と罪惡 と を 指摘す る 性 愦を强 くす ると 同時に * 彼^II1身は酒をぁふって大道にごろっくゃぅになっ 

た。 

それまで は 僕 もよ く 知って なる が、 それから どこへ 行った のか 分らなかった。 うわさに 據 ると *  ^ 

お で隨分 よく^ 墾， ビ して ゐ たが、 持ち前の iKFT の爲め 失敗した ことがある さう だ。 今でも そこに ゐ 

ると いふ 話 もあった から、 僕 は 札幌に 於て 彼 を 忍 ひ 出さないでも なかった の だ。 

その 人が 今、 僕の 目前で、 僕の 射の ことで、 また 例の 調子で ボ！ ィと 押し問答 をして ゐ るので 

あった。 僕 は 名のる のがい やであった から、 知らない 振りで 通す つもりで、 

『^^！渡 1 失禮 です が —— 若し この 婦人の ことで 起った お話しなら、 長く と は 申しません、 盛 岡で お 

ろします から —— どラ かそれ まで —— 』 

『卜-よに ィ』 と、 獸本氏 は 僕の 方に 向いて、 『君の 席が あるの か』 と、 少し 勢 ひが ゆるみ かけた 力 

『いや- わたくし はぁッ ちの 室に ゐ ます』 と、 俊が 答へ るの を聽 いて • 渠ぼ 再び 威 だけ 高に なり、 


I 


『苟 くも 二等 窒に乘 るく らゐの ものなら、 それく らゐの 禮儀ァ 知って ゐる笞 だ。』 

『御 婦人す から』 と • ボ I ィ。 

『御 婦人 だッて • 何だッ て， おれの 妻が ゐ たなら" 矢ッ 張り 婦人 だ。 それが 勝手 氣 儘に 長くなる とい 

ふ 法が ある もんか？』 

『實 は』 と、 僕 は f 暦 おだやかに 出て、 『船で 醉 ひまして 11 また 汽車で ゆられました ので、 御 無禮を 

致して をり ます。』 

『無禮 にや ァ きまって る！』  . 

『御. M 人です から』 と、 また ボ！ ィ、 『ぉ醉 ひに なって —— 』 

『おれ も醉 つてる の だ！』 

『それ は、 あなた はお 酒に ぉ醉 ひに なって をら れ ますので^ I 』 

『おれ も寢 るの だ。 ゆ ふべ から 眠らな かったん だ。』 

『それ は、 あなたの 御ぎ 手に、 お眠りな さりませんで したので —— 』 

かう もと 

『鬼に 角 • あれ を 起せ、 起せ』 と、 川 本 氏 は 窓の 方に 大きく もたれ か. 1 つた。 

お 鳥 は 案外 平氣 で、 毛布の 中で 足 は 縮めて ゐ るが、 仰向けに なった ま- -、 目をつぶって ゐる。 

僕 は， 近よ つて、 わざと 大きな 聲で 他の 人々 にも 聽 える やうに、 
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『盛 岡で おりる かい』 と聽 くと， 目 を ひらいて * 

『人が やかましく 云 ふから • おりたくな つたの』 と、 ちいさい s。 

『でよ 1- と • 寞はボ ー ィに 『盛 岡で おろし ますから、 それまで 頼みます』 と 語り、 そこ を 出が けに、 

また 化. 氏に、 『何分、 病人の ことで、 濟 みません が * それまでよ ろしく』 と 云って 見た が， 渠は 何の 

答へ もしなかった。 

僕 は、 多少 簿氣^ 惡 くないで もなかつ たが、 その ま. - 自分の 席に 引ッ 返した。 時計 を 見る と * 十 時 

過ぎ — 眠く も ある。 

やがて、 お 鳥の 車 室の ボ-ィ が やって来て、 僕 等の 窒に { 仝 席が あるかな いか を 探して ゐる 様子で あ 

つたが、 ーっ兒 つかっての 歸り足 を 僕の そばに と^め、 

『どうか、 只今の は |& ん^ んを  >1 時々、 あ、 いふお 客さん があって 困ります。 途中で 三等から 乘り變 

へたんで 御 や： いますが、 まだ 切符 を 切り 變 へません ので、 わけ を 話して、 もとへ 直っても らふ ことに 

致しました から I. 』 

『それは氣の^§です、 ね』 と 僕 は 挨拶した。 

直ぐ 二人の ボ ー ィが おもい 手荷物 を提 けて 這 入って 來 ると、 それにつ いて、 川 木 氏 も 苦い 顔 をして 

f  o 渠 ±t の そば を 二三 席 過ぎた ところの、 通り道が はの 席 を 占める 爲め、 窓ぎ はの 客と 肱 力 にと 


わう へ. s 

の 間に、 でッ ぶりした からだ を橫 柄に 割り込んだ。 窓ぎ はの 客 は、 どんなえ らい 人が 隣 客に なった の 

かと 云 はない ばかりに、 ちいさくなる のが 僕に 見えた。  , 

肱 かけの そばで 中央の 道に、 ボ.. 'ィが 積み 置いた 二 個の 荷物 は、 下の は 何だか 分らない が， 上の は 

みや ゆ 物ら しい。 菓子 折の 様な もの や 林檎 入りの 籠であった らしい。 

間もなく 渠は 居眠り を 初め、 窓ぎ はの 客の 方へ もたれ か.^ つて 行った。 容は 暫く 無言で それ を堪へ 

てゐ たが、 餘り おもみ を感 する やうに なった からで あらう、 猿 ばら ひ をして 胸 を ゆすった。 

かう もとし  わびごと 

=^ 本 氏 は 目を覺 まし • 何 かし ほらし い 詫 言 を 云って ゐた樣 であるが * 今度 はまた 肱 かけの 方に た わ 

いもな く、 こくり./ \ とも たれ 出した。 

僕に 限らす、 車中の 注意 はすべ て渠に 集って ゐ たので、 渠の その あり 様 を II りで 凝視して るる 客 も 

あれば、 互に 小 で 冷笑し 合って ゐる 客な ども ある。  - 

あまく だ 

『二等から 天降って 來た 醉ッ拂 ひだ。』 

『なァ に * 三等から 切り か へ て 貰 はう として ことわられたん だら う。』 

『そんなに 醉 つてる とも 兒 えない が —— 』 

『酒樽の 樣に ふてい 奴 だ。』 / 

『可愛 さう に、 眠 いんだら うよ。』 


て.' ろろ ご  > 

人 々 が こんな 嘲弄 語 を 吐 いて ゐる の を 聽 きながら • 俊 も いつのまにか 眠って しまつ たらしい。 

『わ ッはッ は』 と、 手 を 打って 人々 が 笑 ふ 聲にロ を覺 ますと • 川 本 氏 は 席から ころ ゆ 落ちて、 みやげ 

物と 共に 倒れて ゐる。 

然し 氏 はの ッ そり 起き あがって、 .： 八き な 風呂 敏の 中で 長方形の ものが 角張って がくく して ゐるま 

ま を 手に もた けて、 もとのと ころに 積み {0: し、 自分 も 元の 席に ついた。 

僕は^^ぐまた眠ったらしぃ。 

ふと また 目が 覺め ると、 川 本 氏 は傻の 方に 向 ひ、 っッ 立って 何 かしゃべ つて ゐ るの だ。 

『禮 5^ とい ふこと を 知らなければ ならないです』 と、 出しぬ けに 大聲 を聽 かされ、 僕 はお 鳥と 僕との 

こと を 語って ゐ るので はない かと 驚いた" 然し さう ではなかった。 渠は、 說^ 者の 敎 擅に 立つ 樣な、 

お ほやうな 態度 を 持って、 暫く 無言で is!. 中を兑 まわして ゐ たが、 おもい、 腹から 出る 様な 聲で TfS 俵 

—— ？JS —— 禮傻 をです』 と り 返し • 『諸君 は 寳に鵡 儀と いふ こと を 知らん。 わたくしが 席から ころ 

ゆ 落ちた の を 見て、 ただ 徒らに 笑って ゐ るの は 何の ことです？ —— 失敬 ぢ やない か 《  無情と いふ 

もので はない か？  諸お は 1^. にあ さましい 人 ガ だ。』 

かう いふ こと を、 おもくるしい 調子で • 問 を 置きく しゃべって ゐ たが、 車中 は默 つてし まって， 

ffl 乎に する ものがなかった。 


渠は 物足りな. s 樣な 顔つき をして 席に着いた。 然し 直ぐ また 立ち あがって、 

『世の中 は實 にあ さましい。 實に あさまし. S ものと 云 はなければ ならん。  さう したの が 世の中の 

人の 常 かも 知れません。 然し、 諸 liT わたくし は今醉 つて ゐ たのであります。 酒に 醉っ たものに は、 

少しも 罪がない のです。 11 罪のない、 云 はば、 無 邪氣に 倒れた もの を 目の前で 見ながら、 手 を つ 

か ち、， 

て 笑 ふと は 何の ことです。 可愛 さう だとい ふ 考へは 諸君に 起ら な いんです か？  諸君 は先づ 飛び出 

して 來て、 わたくし を 助け 起して くれん ければ ならんで す。 I 諸君に は、 その 考 へが 起らない。 世 

の 中は實 にあ さましいです。』  , 

この 最後の 一句な どに は、 最も 誡實な 語氣が 含まれて、 僕に は豫言 者の 熱誠 も 亦 これに は 劣る とも、 

勝る こと は あるまい とい ふ 様な 氣 がした の だ。 然し 誰れ も渠を 相手に しなかった。 何となく- その 威 

嚴 ある 様な 態度に はお それた 樣子 であるが * 皆が 皆 北海道の 雪 を 背中に しょって 來 たかの 樣 にれ  1_ 穴^ 

I 言 も 同情の 意 を 表する ものはなかった。 

渠は、 暫く 何 かの 返事 または 應援を 待って 居る 樣 子であった が、 急に 顔 を 和ら ：5* 

『いや、 かう 云 ふこと を 諸君に 申し あゆて すみません— すみません [ うか、 お許し を 願 ひます』 

と 語り、 ゆるく と 席に着いた。 

渠の あたまに 何 ごとが 浮んだ のか、 その 態度の 突然 變 化した 1.^ は • 然し 僕に 分らなかった。 

川 本 氏  三 1 セ 
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來中 を：.^ まわす と. 今までお そろし さ 半分、 おもしろさ 半分に 謹聽 して ゐた 人々 の 興味が 一時にし 

らけ てし まったら しい。 窘 一 隅に は、 どこかへ i される 囚人が 五六 名 陣取って、 あみ 笠の 下から 

この^ 者の 方 を 見て ねたつ そして 附き添 ひの 巡査 二 名のう ち、 一名 は 知らない 振り をして 煙草 を 吹 

かして ゐ， また 一 名 は 居 眼り をして ゐた。 

赠ぉ 身の 醉 ひも 醒めて しまった らしい。 僕と 巡査 等と に そ びら を せて、 頻りに 煙草の けむり 

を 吹いて ゐた、 

然し 俊 は その後 渠 がどうし たか 知らない。 今度の 驛が盛 岡 だとい ふので、 僕 は そこ を 去って、 お 鳥 

を 下車させる 仕度に かかった。 

停車場 近くの li かく i とい ふのに 落ちつい たの は. もう、 夜中の 十二時 を 過ぎて ゐた。 然し 許く 1 師 

を迎 へて 診察 を 乞 ふと • お の急锅 は風氣 からで はなく， 矢張り、 まだよ く 直らない 子宮 病の やお 作で 

あった。 

す i も 去り • 女中 も， =^.1 いて、 僕 等 二人に なると、 お 烏 は 安心した 樣 子で 不斷の 如く 話し を し^した。 

『あのお ゃぢ は、 あれから、 どうしたの？』 

『俊の 室へ 来て、 頻りに 演說 して ゐ たよ。」 

『變 なお. 0^ ぢ、 ね —— 二 ^客に なって、 戚 張って 見ようと したの だと、 皆が 笑って た。』 


『さう 臆斷 する の も 可愛 さうな f  J とが あるんだ。』 

僕 はかう 云った 切りで、 お 鳥に は 川 本 氏の 來歴を 話さなかった" 


I 


i は、 君、 僕の Mlf 自设 する の ぢゃァ ない が、 今年の 收 SS 高 を 11 まだ 精算 は 出 來んが 1 およ 

そのと ころ I 算 して 見る と， i んで 觀圓、 Sif の 方で i 圓、 SS き 純 f 確か だまさと 

かう 云った Q は、 舊 if  f 近 の 導. 熊 m と稱 する 男で 棒 太 本 IO 部長 醫 

の 一行に 便乘 して、 漁場の 仲間 を 一 便 先き へ 引き あけて 來 たので ある〕 汽船 吹雪 力と 云 ひ、 樺太廳 

所 IMyie— 南部 樺 太の 嚣岸 I 境まで 行って 來た i 途中 を、 船中の 食堂 で、 一 

ランデ ー の 小. I 妥を 開いて ゐ る。 

『そんな I かるの なら、 少し 廣吿 費と して 僕の 方へ 出し S れて もよ からう。』 これ は 霞 曰々 と 云 

ふ 御用新聞の 優 I 尋、 i と號 する 人 だが、 からだが 幾らでも 太って 行く？、 それ を豫 防す 

る爲 めに 酒 は 一滴 も飮 まない。 『今 f わって 來 たうちで は、 トマ リオぶ 1 が 少しよ かった くらね 

な ことで、 跡 は^ II ト マリボで もノダ サンで も I とても 話しに なり さう でない。 うわべば かり 景 


氣の よさ さうな ことば かり 云って、 裏へ まわる と、 皆來 年までの 踏みと まりが 六ケ しい やう だ。 現に 

ナ ヤシの 1 1 百 三十 號の 如き は- 番屋が この 一 ヶ月 以前に 逃 ゆ てし まった ので、 n 慰を赏 へな かつ ヒ夫 

婦が 一 組、 歸る こと も出來 ないで、 小い むしろ 小屋 を 捲ら へ て、 その 中に 乞食 同様 寢 起しても るの を 

見て 來 た。』 

『うちの は』 と、 熊 田 は 確信 ある 口調 を以 つて、 『無論、 そんな 悲境に 落ちる 氣づ かひ はない o』 

『そり ゃァ、 その 笞、 さ。』 碧水 はわ ざと 聲を强 くして、 『齡 船の 親玉 だから、 なァ o』 

『そんな こと ァ ない、 さ。』  .  . 

『は、 は、 は』 と、 第 〇 部長の 坂 本 は 笑った が、 その 禿 ゆ あがって ゐる 額の 筋が 意味 ありげ に 動 (た 

の を 見て、 その 筋 向 ふに 腰かけて ゐる熊 田 は 少し 氣兼 をして、 

『實 際、 そんな こと はない。』 

『けれど、 君』 と、 碧水 は 調子に 乘り、 『あの トルストイの 鼻 を * ン中 にして、 さ、 日本の 警邏 船が 來 

れば、 露 領へ述 ゆ、 露 西 亞の宫 船が 見えれば： うへ 驅け 込む やうに して ゐり ゃァ、 IP*, の諫 でも、 

あぎ あ-一  kj 

秋 鰺で も、 勝手次第 だから、 な ァ。』 

『そり ゃァ、 占領 當時ァ いざ 知らす、 今 は —— 』 

この 時、 大きな 廣浪 でも ゆ ：！ つた かして- た ッた百 五十 噸の汽 5^ が 外部から どしんと 云 ふ 昔を傳 へて 

^  ® 海 映  # 一-一 
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非常に ゆれた。 最も 觴 いたの は 坂 本部 長 だ、 口にし かけたコップ を 中に まごつかせて 皆の もの を 見 ま 

わした。 渠に は、 熊 田が 獵. 帥の 親 かたと して 船に 强 いのは 當り前 だが、 醉 つた 先例が ある 碧水が け ふ 

に 限り. s 分よりも 平氣 で、 顿 りに 大氣蹈 を 叶-いて ゐる のが 羨し かった。 そこへ 持って 來て、 不意に 驚 

かされた のが、 何だか 自分の 威嚴を 落した かの やうに 思 はれた ので、 それ を さり ゆなく 見せる 爲め、 

熊 田の 言^が 終らない うちに 叫び 出した — 

『なァ に、 やれる だけ やり 給へ。』 

いつも 注意深い 部長の こ Q 意外な 豪語に 聽き耳 立てた の は、 渠の 正面に 相對 して、 頻りに 原稿 を窨 

いて ゐる 或柬京 新閉の 記者， 中 村 湖北で ある。 然し 部長が 眞 面目ら しく • 

『露 西 HK の 領海から 金が あがる だけ、 どし く あげて 來 るの はよ いこと です。 愛國 心の ある ものが す 

る ことです — 然し わが 國の 領海で 密獵 される の は、 ちと 困る、 なァ』 と 云った ので、 

r は、 は』 と、 湖北 も輕く 笑った。 

それで その 話 は 途切れて しまった。 

厚い 俸の 長テ， ブル を さし 挾んで、 ； „s 岸が はに 部長、 碧水、 眞岡支 鹿 長、 沖が はに 湖北、 熊 田、 部 

長の 一 隨 行員と 云 ふ 順序に 並んで. Q る。 

『今一 杯 どうです』 と、 坂 本部 長 は 旅行 用の 小い ブラン ディ 极のロ を 取って、 湖北の コップに つぐ。 


もう 淺 りすくな になった の を SI?」， 支廳 長に 向 ひ、 r 濱野 君、 君の 方の を 少し 賞 ひましよ うか？』 . 

『わたくしの も 少し 心細い 方です が』 と、 ほほ 笑みながら 云って、 濱野は 自分の 前に W3i いた 大瓶 を 傾 

けて 碧水 や 熊 田のに つぐ。 

『僕の ォッカ も 出しましょう か、 ね、 ビ レオで 分けて 貰って 來 た？』 かう 云って、 湖北 は 自分の iS み 

に 手 を かける。 

r いや • もう 置き 給へ。』 坂 本 は それ を 手 墓 似で 制し、 碧水の 方 を 見て、 笑 ひながら、 『たださへ 船に 醉 

はう として ゐる 人が あるのに、 そんな い 酒を飮 まれて は 困る o』  . 

『先づ 困る の は 部長です か？』 碧水 も拔 からす かう からか ひ 返した。 坂 本 はもう 船 暈の 矢 を 射 込まれ 

たやう に、 一 しほ 自分の 胸の 中まで 浮きつ 沈みつ し 出.^ て來 たが、 さう 見られたくない ので、 强 いて 

その 笑み をつ づけながら、 

『ま ァ、 君から 初 まるの だら う、 な。』 

『大丈夫で しょうよ。』 かう 云って、 濱野は 碧水が 肱 をつ いて、 その 颚を 右の 手から 左へ、 また 左の 手 

から 右へ もたせ 掛けて ゐる樣 子 を控へ 目に あざ笑 ひながら、 實は、 自分 は 決して 醉 はない から、 部長 

殿 も 安心して 御座れと 云 ふ 意味 を 聽 かせた。 

『碧水 君 は』 と. 湖北 は^ 筆 を 休めて 同業者に 向 ひ、 『さう 船に 弱い のか、 ね、 僕 は ぼ、 岡から 中 SS 人り 

鍵 © 海 映  i 
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をした ので、 その 前の こと は 知らないが —— ？』 

よわ 

「いや、 さう 弱く もない が』 と、 少し 顔色が 靑く なって、 喉で何か\|^1み込む樣子。 

『その 返事 振りが』 と、 部長 も 多少む かつく 胸 を 押し 延ばして、 

「もう、 あやしく なって 來たぞ o』 

し ，う 上 

『ノト a を まわった 時の 例 も あるから * な』 と、 濱野 はふと 部長の 尻 馬に 乘 つたが、 碧水が 若し 叶： く 

と、 部長 も それに 釣り込まれ るに 相途 はない と考 へたから、 跡の 言葉 を さし 控 へた。 

『そんな ことで、 海賊の 殘黨 でもない が、 ね』 と、 湖北。 

『いや、 赏際、 占領 前に は、 この 邊 まで も來 たよ —— 而も か はさき を 漕いで • さ。』 

『ガスの 中から 軍艦 だら う？』 かう 坂 本が 受け 足して、 『ま ァ、 昔の 自慢で も 云って 景氣を 付け 袷へ。』 

『sir 俊 は その 時 嬉しかった よ、 敵 艦 かと 思ったら、 日本の 巡視 艦であった から 11 』 

汽船 は 一 浪 大きな のに 乘っ たかして、 足場 を 失った やうに 沈んで 行く。 碧水の 大きな からだが 辣み 

あがった が、 船が 平均 を 保った 時、 立ち あがって、 手を延 にし、 

『どうも、 いかん —— 僕 も 一 つ ブラン ディ を やって 見ましょう。』 

『さ ァ、 やり 洽へ』 と、 坂 本 も 自分の 氣分を 轉 じさせる 爲 めに 立ち あがり、 自分の 乾した コップ を^ 

つて 碧水に 渡し， それにつ いで やりながら、 『然しから 景氣 では 駄： in ぢゃ —— この 肥えた 人 は 箪で人 を 


いぢめ るから、 こんな 時に 船で 復饕 してやる に 限る •』 

『中 村 君 は』 と、 濱野は 右の 肱をテ I ブルに かけて 湖北の 方 を 見て、 『なか./ \ 平氣 です、 な —— . 始終 

原稿が 書け る やうで は？』 

『なァ に、 ビ レオの 印象 を 消えない うちに 書き 生めたい のです —— 僕.^ なって 來 るか 知れません、 段 

段 胸が 惡 く。』 

『そ • そんな こと は 云 ふな。』 碧水 は 半ば 口にした コップ を 口から 離して 持った まま 、『かう 船が ゆれる 

の はけ ふが 初めて だら う。』  . 

ざぎ  く せ ふ 

『ノト B 岬が あつたよ。』 坂 本 は 碧水の 苦笑す る を 見て、 今の 場合 自分 も 苦笑し ない わけに 行かな かつ 

た。 

海 は 段々 荒れて 來 たやう だ 11 脊の 高い 瓶が 倒れ かける ので 坂 本は濱 野に 命じて その 口に キルク を 

詰めさせる。 

『それ はさう と、 あの ビ レオの 淫賣屋 です が』 と、 濱 野はゐ 直って 坂 本に、 『露領 ですから、 直接に 命 

令を以 つて やめさせる こと は出來 ますまい が —— J 

『いや』 と • 湖北 は 首 を あゆて 口出し をした から、 濱野は 鳥渡い やな 顏 をした。 が， 坂 本の 方に 顏を 

向けた 湖北に は、 それが 見えないで、 『あれ は あれで いい ぢゃァ ありません か？  ^と國 とはいつ も戰 
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爭 をして ゐ ると 同様で、 手段の 如何に 關 せす、 本 國へ他 國の金 を 持って 歸 へる こと は、 寧ろ 獎 鋤して 

かま はない と 思 はれます が 11 』 

『俊 も』 と、 坂 本 は 胸 を 押さへ ながら、 『その 意見に は 贊成ぢ や、 國際 間に は、 個人 間の 道義 的關 保の 

やうな もの は 殆ど 發 見され ないから。』 

『樺 太の 渡り ものに は、 然し， 個人 問に でも 道義な どの 觀念 はない 11 ところで、 熊 田 君』 と、 碧水 

は 女の こと を 思 ひ 出して 鳥渡 勢 ひ を 盛り返し、 『君 も 知って るお 花、 な 11 』 

だま 

『どこの』 と、 今まで 默 つて 人 の^を 聽 いて ゐた熊 田に 問 ひ 返され、 

おと ！ r ね 

『あの ゴケ、 さ 11 坂 井 伯の 落し 種の。』 

『うん、 あれ か』 と、 首 を 一 つ 上下に 振って、 乘り氣 にな. ON、 

『露 岡 新報の 長 井の、 さ 11 ビ レオに をる。』 

「そうだ。 君 も 知って るか』 と • 少し J^i の 腰 を 折られた 様子で、 

じゅんし 

『俟 等が 巡視に 行った 時 1 十五 六 名の 露 助 やち やん. （- 坊主と 手 を 握り 合ったり、 うち 合ったり して 

ふざけて ゐ やが つたが、 僕 を ると、 さすがに 良心 は あるかして、 ごけ 家の 中へ 隱れ てし まった。』 

『長 井 も 知つ とる か？』 

『うん、 ァレキ サン ドル へ 徒歩 放 行 をした 時、 あいつの こと だから、 行きに も歸 りに も會 つて 來 たさ 


うだ。』 

ち J て 

『露 助の やうな 强ぃ 奴ば かり 相手に して をっても、 よくよ わらない も Q ビ、 な。』 

『ところが、 五六 名もゐ たが * 皆 洋服 姿で 肥えて、 血色が いい 11 皆け ろり として をる よ o』 

『喰 ひ 物が いいの だら うと 思 ふが、 な —— 』 

『それ も あらう が、 あんなと ころで 色男の 心配 をす る必耍 もない から、 氣が樂 なの だら う。』 

『そんな もの か、 なァ、 あんな 女 は』 と、 坂 本 は無粹 らしく 口 を さし 揷ん だが- 心で は、 碧水の 述べ 

た 理由ぐ らゐは 自分に も 分って ゐ ると 云 ふ 腹 はあった。 で、 その 無粹 をう ち 消す つもりで、 『然し 落し 

うそ 

種な ど 云 ふの は 噓ぢゃ i -新 と 云 ふ もの は、 よく 面白い 癱を云 ふから。』 

『いや、 確かに その 證據が あるので す。』 

に は 

『君の』 と， 坂 本 は 俄かに 冷やかな 態度に なり、 碧水の 方 を 見ながら- 『聽き 込んで 來る 種に は、 漁樂 

家の 內幕 に關 しても- 度々 當て にならん のが ある I , 此の間の 密告な ども 調べて 見る と、 丸で 跡 方 も 

なかった c』 

『いや、 あれ は』 と • あたまへ 手 をのせ たが、 熊 田の 方へ は 遠慮が ちな 目 を 向けた。 

にら 

『官吏と 御用 記者！』 かう 潢 目に 職んで、 心に 叫んだ 湖北 は 自分の 言論 自由な 身で ある を 祝福した と 

同時に、 惝實 にから まつてば かり ゐる 仲間の を 暫く 離れた くな つたので、 『どこら を 通って るの だ 

鬆勒海 狭 


泡^  >f  ^1 卷  三 三 o 

らう』 と 語しながら • その 食堂 を拔 けて 甲板へ 出た。 七月 二十四日の 太陽 は 中天に 照って ゐるカ 北 

風 は 都の 十一 一： の やうに 寒い。 

氷の やうな 泡 を 山と 築き あげて は、 またう ち碎 くお ほ浪 のうね り を 越えて、 陸の 方に 黑 すんで 兄え 

る 山 •  版の に、 一 っ秀 出で た 峰が 見える。 沖の 方に は、 また、 汽船が 一 つ 北 を 向いて 進んで 來る。 も 

れ 以外に は- も *iv、 何も 見えない、 然し 見える もの は 皆、 浪 と共に、 うね. （-と 浮んだり、 沈んだり 

して ゐる。 

湖北の 跡 を 追って 來た坂 本が、 青ざめた 顔 を 無理に 微笑 させながら、 はしご を 登り 切って、 足 を 甲 

くら  「 

板の 上に くと • 夢に 暗やみの 中へ 落ちる 時の やうな 氣 がして， ふら とよろ けた。 

『あぶないで すよ。』 かう 云って、 湖北 は 然し その そばの 满干 をし つかり 握って ゐる。 そこ は 沖の 方に 

當 つて ゐた。 

らん か. ん  > 

r 隨分 えらい、 な。』 坂 本 も 苦笑 をつ けて 满 干へ か ぢり 付いた。 

濱野 がまた 部長の 樣子を 心配して あがって 来た。 

『いかがです、 御氣分 は？』 

『まァ 、 そんな こと は 云 ふて 吳 れん 方が ええ o』 成ろ ベく 胸の 騒ぎに 手 を觸れ ないやう にしながら •『* 〕 

お 一玄 

れが もッと 荒れる 、うで は、 ゥショ 口に 泊ら せる やうに したら ええ 力  の 磨： 2^ も ある こと だ 力 


ら —— 僕 は どちらで も 大した こと はない が —— 碧水 は 大分 まゐっ て來 たやう だし —— どうでしょう-' 

中 村 君？』 

が まん づょ 

『さ ァ』 と、 湖北 は！： 業者の 苦しみ を 思 ふよりも、 部長の どこまで 我慢 强 いか を 押し詰めさせて 見た 

いので、 『あの 男なら、 いくら 吐いても、 瘦 せる 氣使 ひはないでしょう  いっそ • 行ける ところまで 

行く がいいでしょう。』 ，， 

『あの 汽船 は』 と、 坂 本 は 初めて 氣が 付いた。  . 

『あれ は』 と、 濂野は 右の 手で うは 髯を ひぬ りながら、 『安別まで 行く 〇〇 丸の 最後の 航海でしょう 11 

もう、 H ス トル 川の 沖に 近いです、 あれが 乇 ロチ 山です から —— ゥシ ョ a に 寄航 するとしても， まだ 

御座います よ。』 蕖は、 この 分なら、 部長 も 我慢が 出來る だら うと、 思って ゐ る 様子 だ。 

『どうしょう。』 かう.' 坂 本 は EI で濱 野に 訴 へた。 

『大丈夫で しょうが"" 船長に 一 つ 相談して まゐ りましょう。』 濱野 はし ッ かり 靴 を 踏み締めながら、 船 

長の 舵 を 取って ゐる 上甲板へ 登って 行った。 

49 て き 

向 ふの 汽船が すれ違 ふ ほどに なつてから も、 こちらの 汽笛 は 鳴らない。 やがて 向 ふの がぶ う ッと吹 

き 出した ので、 こちら も それに 挨楼を 返した。 

『官 船に 乘 つて ゐ るの だ』 と 思 ひ 出しながら、 湖北 は 段 を 降り、 食堂へ は 這 入らす、 寢窒の 方へ 行く 

糖 製 海^  sl」 
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と， 部 良の 隨行 01^ と 熊 田と が疊の 上に IS になって、 話 をして ゐた。 

坂 本も獨 りで in 野の 返 iBii- を 待って ゐられ なくなり、 よろ/ \ しながら 食堂へ 降りて 見る と、 ぶんと 

うめ 

鼻 を 突く ものが 流れて ゐる そばの 腰かけに • 碧水が 獨 りぼッ ちで ！• いて ゐる。 

『こり や 1! らん 0J1  水 は 食堂 を 飛び出す と、 機關の 管き が 底の 方で ごとくして ゐて、 それが 自分の 胸 

を 落ちつかせて 吳れ ない。 S 、い 風 を かすめて、 再び 甲板に 究れ 出た が、 船 はお ほ浪の くぼみへ 深く さ 

か 落しに 沈んで 行く ところで、 攔干を 固く 握って ゐて も. 息 は 詰り、 目は噔 む。 

ふわ ッ とが^が 浮んで 來 るの を おぼえた 時 は、 耳 は 遠くな り、 胸 はむかつ き、 上下 左右 も 一緒に 混 

亂 して、 船 その物 までが 嘔吐 を 催す のかと 忍 はれた。 

『大した 心配 は 入らない さう です。』 

r さう か』 と、 坂 本 は 威厳 をつ くろった が、 濱 野の 返事に は 嬉しい ほどの 力 を 得た ので ある。 『皆が 無 

事に 行ける のなら、 このまま 進行し ようか？』 

『ま づ？： is にで もお なりに なったら、 どうです？』 

『さう しょうか、 な？』 

一 一人が..^ 室へ 這 入って 來た時 も、 湖北 は 腰かけに かけて 原稿 を 書いて ゐ た。 『君が i 番 えら.^、 な 

ァ J と * 坂 本 C 


『部長 もなか./ \ 我慢 強いです よ』 と、 湖北 は渠に 言葉 を 向けて、 目は濱 野と 見合 ク て 笑 ふ。 

『碧水 はとうく やって しまった、 なァ』 と 云 ひながら、 坂 本 は、 腰かけて 最も 上席のと ころに 二 枚 

っ^-きの白手布を濱野に敷ぃて貰って、 橫 になった。 隨 行員 は 手拭で をして、 動け なかった。 

ざだん 

跡は濱 野と 熊 田との 座談へ 時々 湖北が 口 を さし 揷む ばか， ers であった。 

碧水 だけ は 食堂に-? ゾ ちゃら かされて ゐた。  • 

ゥシ ヨロの 鼻 を 過ぎ、 イチ ャラ 富. H を 望み、 ライ チシカ 湖の 沖 を 通過す る 頃に は、 午後の 時間 を大 

分 過ぎて ゐ たし、 また 浪風も 比較的に おだやか になって ゐた。 

『いるかが 澤山 ついて 來 ました。』 かう ボ， ィが 知らせに 來 たので、 湖北 を 初め、 熊 田、 濱野、 つ い 

て 坂 本 も、 甲板へ あがった。 

すべて 一間 內外も あると 思 はれる 蟻の I 種の 群れが、 何百と なく、 一 行の 船 を 追って 泳いで 來る、 

右舷から 見ても、 左舷から 見ても、 その 數 はか ぞへ 切れない。 

とも 

やがて 船の 鵃は 群れの 爲 めに 遠 卷 きにされ たかと 思 ふと • 速 いのは 旣に舳 さきの 兩が はに も 達して 

ゐ る。  . 

船が 浪を 切って 進む よりもす ッと 速い の だから、 見る. （- 1 行 は 蟻 群の 爲 めに 取り 卷 かれて しまつ 

た 0 

韃 ® 海 狭  HH3 
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ボ ー ィが 石炭の 大きな かたまり を 持って来て、 頻りに 投 ゆ つけて 見る が、 當 つたの か、 當ら ない の 

か、 一 向に 分らない。 

すき 通る 海のお もて を定る 動物の 靑ぃ 一せ は氣 持ちよ く 光って ゐ るが、 あたまが 圓く 大きい のに 比し 

て 尾の 方が こけて ゐる のが、 餘り いい 形に は 見えない。 

船の 龍 骨の さきと 平行して、 その 左右 を 面白さう に 進む 數 個が • 舳 さきから 一 番 よく a える。 

人々 は そこへ 築って 下 をの ぞいた が， 

『何のつ もりで 隨 行して 來 るの だら う、 なァ』 と、 坂 本 は 笑 ひながら。 

『さ ァ』 と、 濱野 は返亊 に 困った。 

やう f  .  k  § 

『競爭 でもす る氣 でしよう』 と、 熊 SI は投 ゆる やうに 云って 

『太い 火ば し を 曲 け て 牛肉 を さして 釣れば 釣れます。』 

『こんな 動物に も 遊ぶ 氣が あるの か 知らん』 と、 坂 本が 云った のに 答へ て、 

『どうせ • ひまでしょう から』 と、 野 も 微笑 を 漏らした。 

隨 行員 も 出て 來てゐ たが、 .0 分 はこの 一 ヶ月 とても 暇な どなかった と 思 ふ。 

『面白い、 面白い つ」 湖北が かう 叫んで 熱心に 見て ゐる うちに、 いつのまにか、 後ろの 方の 群れの 徵が 

=3- えなくな つて 來た。 やがて， また 舳 さきの もゐ なくなった。 『怨敵 返 散です』 と、 ふり 向いて 坂 本 を 


見た 時、 ふと 思 ひ 出した、 一行に 取り付き かけた 船醉 も、 亦、 いつのまにか 退散して ゐ たこと を。 

『おう、 鷲が 飛ん どる * 鷲に 違 ひない。』 

『確かに 鷲です、 な。』 

『あれが さう です か？』 

かう 云って、 坂 本と 濱 野と 湖北と が 沖の 方 を 見て ゐた時 • 碧水は敗殘者のゃぅな顏っきをして！^滅 

へ 登って 来た。  . 

.( 四十 二 年) -i  , 


脊 
中 

ん 

せ 
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I 

田義亍 とい ふ 男 は、 二十 七 歳まで 小 學敎員 を やって ゐた。 港 賀縣逢 根の 在所に 於て である。 然し 

敎員 などで いつまでもぐ づく して は ゐられ ない と 感づいて. それ を辭 職し， 大阪府の XX 裁 1： 月 グー 

魔 ひ 害 記と なった。 

性： 贫は 至って くで、 勉強家で、 缺勤 など しないので、 同僚 間に は 評判が よく、 直きに 渠 等の 一 人 

の 周旋で- ヒっ遠 ひの 細君 を 貰った。 八重 子と 云って、 これ も亦義 行と 同樣、 なかく 正直で おとな 

しい 女 だ。 

やがて 女の子が 生れた。 そして それが 二 歳に なった 頃、 他の 赤ん坊と はどう も 違って ゐる ところが 

あると いふ ことが 分った。 

同僚 や： 官 達が 來て、 その子の 様子 を兒 るに つけ、 

『どうも、 おかしい ところが ある』 と 注意し • これ は、 きッ と、 義 行が 酒 を飮み 過ぎた 時 出來た 子で、 


I 


,11 達 ひに 相 建ない と斷定 した 上官 も ある。 また、 他の 上官の 如き は、 

『どうせ 大きくな つても- 子供に もつ まらんだ らうし、 親に も 亦 fVi めだから、 ぃッ そのこと 今のう 

ちに 殺して しまう 方が よから う』 と、 常 談に勸 める。 

『本 眞に氣 違 だろ か、 なァ』 と、 八重 子が 心配ら しく 云 ふと- 

『まさかと は 思 ふけれ ど』 と、 P- 義行も 小首 を 傾け、 『もし そんな ことなら、 ぃッそ II してし もうた 方が 

えいか も 知れん • な。』 

『そな いなこと が出來 ます か？』  * 

て. S  、 

『無論、 何とか 體の えい 方法 を以 つて ひ』 

夫婦の 心配と 苦勞と は、 この 子の 爲め ばかりに、 絡え る ひまがない。 子供 は j 日 抱いて ゐ なけ，， ば 

むづ かって、 むづ かって 仕 やうがない ので ある。 八重 子 は 殆ど 全 H それ を あやして ゐる のが 仕 裹の樣 

だし、 義行は 役所へ 行って ゐ てまで も 耳に は その 泣いて ゐる g が聽 える。 

たまに、 かな 盥に水 を 入れ、 それに 手 をつ けさせ • 勝手に ぼち や/ \ させる ま.， にして置くと、 そ 

の 問 は氣 嫌が 直って ゐ るの だ。 そして 子供 は その || れた兩 手 を 

『ああ』 とか、 何とか 云って、 上の 方へ っッ 張り出し * 水の しづくが その 手 をった つて. 冷り とわ ^ ば 

0 方へ 流れ込む と • その 冷たい の を おぼえて、 ぞッ とする 様子 だ。 然し それが 面白い の だら う、 子供 

背中 合 t  . 

もせ  HH^ 


は 幾度 も それ を 繰り返す。  t 

その 間 はい、 &獻 なので、 八重 子 は， 義 行の f がに、 さう させて 置いて、 ^濯な ど をす る。 ところ 

が、 その 遊び を i りさして 匿いた 爲 め， 子供に 風 を 引かした。 そしてむ づ かり 方が 一 1»甚 しくな つた。 

r この i-i^ おめ？』 かう 叫んで • おとなしい 八重 子が 抱き 兒を疊 の 上に 輕く 投げつ ける ことがある ほど 

かの^^の心が亂れる樣になった。 

『困った 兒ゃ、 なァヒ と義行 は、 いよ/ \ 泣き出す 子 を 抱き あげ、 『おう、 おう、 おう』 と、 す 力して 

るが、 それでも 泣き やむ ことがない。 

『もう、 ほッ たら かして 匿き な はれ I」 

r 可愛 さう やない か？』  ふ 

『いいえ、 もう， 泣きが にで もして くれる 方が よろしい』 と， 八重 子が 泣き 倒れた こと も ある。 

義 行の rsh! 僅かに 二十 圃 足らす である。 家賃 やら siSiS を 出す 上に、 子供に 對 して 高い 薬代 は 列 

つてね る わけに 行かない。 且、 &醫 ぬに 見せても. 腹が 痛い とか. 手足が どうと か 云 ふ 様な 他" 

.ac-sf で から、 て i や 仏？ lii にで も 送る より 道がない と 云 ふ。 また、 痴 ffis^ へ つれて 行く と、 こ 


んな 赤ん坊で は、 手の つけ やうがない と 云って ことわる の だ。 

『あんな 意氣 地の ない 家 はお ま へん —— 子供 を 泣かして ばかり をって』 と、 近所と なりの かみさん 達 

は 井戸端 會議で 不平の こぼし 合 ひ をして ゐる。 

わか  みだ 

¥ の 若い 八重 子 は、 それ を 知って から は、 一 しほ 心が 亂れ た。 そして 八重 子まで が氣違 ひに なり は 

5 た ふ あん 

せぬ かとい ふ 心配が 義 行の 胸に 浮ぶ と、 渠は亦 不安で、 不安で ならない。 夫婦 は 病兒を 可愛 さう に 思 

へば 思 ふ ほど、 その 異様な 狀 態が 苦になって 溜らない 上に、 それが 爲 めに、 夫婦喧嘩まで 初 まること 

が ある。 

びんば ふ  - 

『あれ も 貧乏から のこと だッ せ』 と、 人々 は 云った C 

r い ッそ思 ひ 切って 殺し ま はう』 と 云 ふ 相談が 夫婦 間に こッ そり 成立した。 然し、 いよく 手 を 下 だ 

ちう ちょ 

すと なった 時には * ふたりとも 躇 した。 

しん 

深夜の ことで、 あたり 近處は 森閑と して ゐ たが * 誰れ かそと からこ ッ そりの ぞいて ゐる 樣な氣 がし 

てなら ない。 そして！ t めた と 思 ふ 雨 戶を今 I 度 締めに 行き • 引ッ 越しの 時より はす ッと 鋭敏な 注意 を 

拂 つて、 戶に ふし 穴がない かと 調べて 見た。 その上に 障子 を 締め切って， その 破れな ど をふさいだ。 

ふうふ 

『これで 大丈夫』 と は 思っても. それ か 立ったり、 ゐ たりして ゐる 夫婦の 言葉に はの ぼらない。 無言 

で • 夫婦 は 寢てゐ る 子の 左右に 來 たが- 義行 はしゃがんで ゐる。 八重 子 は 立て膝 だ。 そして 穀行 はい 
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きなり 用： M の ぬれ 紙 を 子供の 鼻と 口と に 常て る。 

『ぎ ゃァ』 と、 直ぐ 子が 泣き出し たので • ふたり は 巾し 合 はせ た 様に っッ 立って しまう。 紙 は 八 窻 

の 手に あった。 

『お前が やって 3- い。』 

『あんた がお やん な はれ。』 

『やって いと 云 ふに i J 

『おやん な はれ。」 

『お前 や！』 

『あんた や！』 

こ， 叱 は 1? こ 出した ので はない、 目つ きで だ。 そして 八重 子が その 持つ てんる ぬれ 紙を義 行に 押しつ 

ける と- はまた しゃがんで、 子供の 鼻と 口と にべ ッ たり 張った。 

むづ かって ゐる 子の 聲は 紙のお もてに は 出 なくなって • かけて ある 蒲團 がむ くく^き 出す 

雜 行は辦 ろしくな つて、 自分ば かりで, すので はない と 云 ふつ もりで、 目 を 八重 子の 方へ 轉 すると、 

さ X 

八 ま-子 は 見えない。 一 はかの 女 を，^、 ぎの. 喑ぃ部 窒で發 見す ると， かの 女 は 顔 を り、 聲 を^んで 泣 

き 顫えて ゐ る 0  -  ： 


『泣くな、 人に 聽 える』 と 云 ふ 意味で、 渠はロ をつ ぐんだ ま.. か 0 女の 口に 自分の 手 を 持って行った。 

かの 女の すすり泣きが 渠の 來た爲 めに、 一 しほ 大きくな つて 行く からで ある。 然し 口 を 押さへ てから、 

S 水 はまた 自分の 女房 を も 窒息させる ので はない か 知らん と考 へた 時 は、 ぎよ ッ として その 手 を 引いた。 

『あ ッ』 と • 急に 八重 子が しぼりあげた 樣な 泣き 聲を攀 ゆた ので、 

?> ぅッ』 と • 義行も 亦 それに 釣り込まれて、 かの 女の 上に 倒れる。 

夫婦 は その ま-苦し さうな、 怖し さうな 息つ かひ をして、 胸の- il: が 心臟を 破裂し さう に ^1  くに 打 

つてる るの を、 互 ひに 感じ 合った が、 然し. 物 を 云 ふ 勇氣も • 何もない。 た 闇の 中 を 大きな 石が 

上から 押し かぶ さって 來る 様な 氣 持ち だ。 

闞と 無言に 亂 脈の 動悸！ それでも 自分 等に はま だいの ち は あるが， 子供の 脈 はどう だら うと 思 ふ 

と、 あの ま. -に はして 置け ない。 然し また あれ を 取って やれば、 再び 自分 等 は 泣きと：^ i との 世の中 

だ。 

苦し いのは、 どちらに しても 同じ こと だと 思 ふと、 世に 生きて ゐる のが 何の ありがた 味 もなくなる。 

子 も 死ね！ 自分 等 も 死ぬ！ この 覺 悟が 無言で ふたりの 間に 傅 はった 時 は、 もう、 二度と 子は產 

むまい。 否、 あすの 太 腸の 光 を • もう • 自分 等 も 見まい と 思った。 

さ、 rs なると、 少し はふたり の 慰 悸は靜 まる。 然し 脈が 靜 まる 方になる と、 ふたりの， S: 11 それまで 
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が靑 ざめ てゐ ただら う  のぁッ たか 味が あたま を 持ち あげて 來 るの を 覺 える。 妻の ぁッ たか 味、 所 

：大 のぁッ たか 味、 それが また 荒んだ 夫婦の つめたい 心に 通じ合 はれる 様になって 來て， 捨てが たい 夜 

の睦 み、 mal 間の 太陽、 子の 可愛 さと 云 ふ樣な ものが 思 ひ 出される。 

それでも、 義行は 燒け氣 味で、 默 つて ゐ ると， 八重 子が 先 づ顔を あげて、 

『あんた — あんた 11 あんた、 富 子 は 死んで か？』 

r  』 

『あんた！』 

『  』  . 

『あんた"』 

『  J 

『あんた s』 

行 は 返 もしないで 飛び起きる。 そして 次ぎの あかるい 部 室へ 行って、 こわ.， 子の 樣子を 伺 

つて 見る。 立った ま \ 腰 を か めて、 土左衛門 を檢 死す る 時の ぎ 死官と 云った 様な 工合 だ、 すッと 

そばへ は 近寄らない。 

八重 子 も そこへ • 1© が 立たない ま-. に、 ねざり 寄って 來 たが 所 天の 顔に、 『もう • 脈がない らしい』 


ぜんたい 

と 云 ふ 言葉 を讀ん だので からだ 全體が ぐらつき 出して、 ゎ《 しながら、 - 

『もう、 死にました か？』 

『し ッ丄 

『は、 ぁッ』 と. 八重 子 は その 場に 倒れる。 義行は 目の色 を變 へて そこら 中 をう ろくして ゐた。 

まくら  あ  -  ^ 

夫婦 は 死 兒の枕 もとで おそろしい 夜 を 明かした。 子が 可愛 さうな ばかりで はない。 夜が 明ける と * 

さいはん 

自分 等 も 人殺しの 犯人と して 死刑の 裁 € ^を 受けなければ ならない と 思 ふからで ある。 

夜が いつまでも 明けて くれなければ い- - 11 これが ふたりの 第一 の 希望であった。 よしんば， 夜 は 

明けても、 醫 者が 診 斷を閒 違 つ て 吳れれ ば い i — . 、  J れ がまた 第一 一 の 希望で あつ た 0 

然し 夜 は 彼等に 遠慮なく 明け かかった、 そして 呼びに 行った 醫 者が 来た。 戶を わざと 明けないで、 

. ^ほ. S ろ 

ランプの 光で 見て 貰った。 夫婦 は 死兒の 方よりも その 醫 者の 顔色ば かり を 見て ゐた。 然し 渠の顏 色に 

いじ やう 

は 何の 異狀 もなかった 様であった。 渠は • 無論、 いつも 無 1H 相な， 六ケ しい 顔つき をして ゐる 3R だ。 

しんだんしょ 

『診 斷書を あげます から、 直ぐ 取りに お出なさい』 と 云って 歸 つて 行く 跡から、 義 行が 恐る くつい 

て 行って、 診 斷書を 貰って 來た。 かかりつ けの 醫者 は， 夫婦の 事情 を 察して か、 察しない でか、 富 子 
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の 死因 をた V 肺炎の 結果、 心臓 閉塞に なった として ある。 

『よ 御座ん した、 な。』  . 

『よかった • な ァ。』  I. 

ふたり は欝 者の 診 斷齊を • どこかの 神 さまのお 札の 様に、 押しいた だいた 1. 無論、 渠 等の 大 犯罪 

の 跡が 無事に 濟ん でし まう の を 喜んで だ。 攝等は 今や * 死んだ 子の 事よりも • 自分 等の 生命 を 心配し 

てゐ たの だ。 そして 自分 等が i じ-? ■ であると 云 ふよりも、 死んで、 仰向けに 堅くな つて ゐる 子が 何 か 

の 大罪 を 犯した もので でも あるかの 様に、 それ をば かり 怖ろ しい 氣 がして 成るべく その 方 を 31- ない 樣 

に、 見ない 様に とする。 

然し 氣 になる ので， また、 ：n- すに は ゐられ ない。 nit? ると、 その 度 毎に 全身が 痛い ほど 苦しくな るの 

だ 0 

，お cli?- 診 斷書を 添へ て 出した の は、 もう、 二三 時間 前の こと だが、 役所へ 缺勤屆 を 出して g かな 

かった ので、 小 使が ili-Si くの 手紙 を 持って やって 來た。 こんな こと は 初めてで ある。 義行 は、 子供 

が 死んだ ので、 その 取り込みの 爲め、 つ ひ 缺勤届 を 忘れて ゐ たと 申し わけして、 小お を歸す 

『どうせ、 もう、 あれ 切り だろ』 と、 義行は 云った。 役所 を缺 勤す るの は 非常に 惡 いこと だと 思って 

ゐるヒ こ •  ！4 ん を やった の だから * それが 人殺し 以上の 罪で でも ある 樣に、 身に は 取れた の 


だ。 そして 無斷： に 人殺し、 二 罪倶發 だと 考へ ると， 築の 心 は亂れ るば. かりだ • 

あり 合 はせ の 酒 を 冷で がぶ-^ んで、 渠は狹 い 茶の 問に ぶッ 倒れて しまう。 眠らう としても 眠ら 

れ ない ので， たに 自分の した こと を 忘れようと 努める ばかり だ。 八重 子 は 所 天の 樣子を 見て、 一 しほ 

おそろしくな つた。 自分ば かりが 目 を 泣き 張らして 起きて ゐ ると • 罪 をす ベて 自分に 押しつけられる 

様な 氣 がする ので、 自分 も 天の 寢 ころんで ゐる そばに 行って、 當 てつけに、 かしら を 並べる。 

すると * 所 天 は 自分の 苦しみ を、 人に 押しつけ るかの 樣に向 ふ を 向いて しまう。 八重 子 も、 何とも 

云 はす ：： —その 實 * 所 天と 同樣、 聲が 出ない の だ ！ また 反 對，〕 方に 向く。 

夏の こと：；」. が、 から， 入り口 以外の 戶は 締め切つ たま. -だ。 た^さへ 蒸し暑い 午後の 空氣 が、 ま 

だつ け錢 されて ゐる ランプの：^ IT 並に 死骸のに ほひと 共に 立て籠つ てゐ る簿 い 家の 中に • 夫婦 は 

{ 仝 腹 を も 忘れて、 ただ s« 中 合せに 寢 ころんで ゐる。 

『早く 永久の 夜が 來て 吳れ たら』 とば かり • ふたりとも 藻 凝いて ゐ るので あった C 

『今日は、 今日は』 と、 入り口で 聲 がする。 女の 聲だ が， 密偵の 樣に思 はれて、 ふたりともび ッ くり 

した。 迎 へる 力 も 出ない。 すると、 その 聲は 障子 を 明けて、 づかく あがって、 夫婦の， 物に おそ 

ぐ あ ひ 

はれて ゐる樣 な 工合に、 横た はって ゐる 窒へ來 た。 

『ま ァ』 と • これ も 亦び ッ くりした 樣に * 『寢 丁ゐゃ はるの？』 同僚の 細君で ある。 役所で • 富 子の 死 
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んだ ことが 分って から • この 家と：：. 取 も 親しい、 同僚 は その 細君に 通知して、 手 傅 ひに よこした の だ。 

お 房と 云 ふの だ。 

八 贯子は 泣き 張らした 目を舉 ゆて、 お 房に 1|1?^し* お 房 も 亦 悔みの 言葉 を 述べる。 然し 八重 子 はな 

ほ 立ち あがる 樣子も 見えない ので、 お 房 は先づ ランプ を 吹き消し、 死兒の 置いて ある 部屋の 雨 戶を明 

ける。 

急に あかるく なって、 すう ッと i しい 風が 這 入って 來 たのに は 生き返る 樣な氣 持ちが したが、 直ぐ 

死 0- の 鼻 ヒロと が 八重 子の 目に はッ きりとう つ ""た。 そして ゆ ふべ の おそろしい 仕事が かの 女の 心^ 

も- れび 見える ので、 かの！^ はまた 目を伏せて しまう、 然し 一 層 あきらかに、 ゆ ふべ のこと が 心に 見え 

る 0 

お 房 は それ を わざと 兒 せて やる と 云った 樣に、 諸方の 戶を 明け 放った。 そして 甲斐々々 しく、 自分 

の 持って 來た 十文字に かけ、 臺 どころ 仕事に か \ る。 飯 もま だ 焚け てない 様で あるから である。 

八重 子 は、 それ をまで い」 氣 になって、 人にば かりさせて 匿く わけに は 行かない ので、 自分 も 立ち 

あがって、 手 傅 ひ 初める。 

『わたし 汲んで あげる さかい』 と、 お 房が 云 ひ 添へ るの を、 

『よろし ゆ.； i ます」 と 答へ て、 r 八重 子 は 手桶 を さけて そとへ 出る。 て， A /\ 报らす 日光 はきの ふ 


たのと 遠 はない が， け ふ は 非常に 光が 强ぃ樣 だ。 そして その 光線 は 自分の 罪 を 責める 矢で も あるかの 

如く 密 =1! して 来る。 

堪へ兼 ：-、 井戸端に 倒れ かけた の を * 隣り のかみ さんに やう やく 支 へられ、 ただつ ッ 立って るる 八 

重 子の 桶に、 その かみさんが 親切に も 水 を 汲み 入れて 吳れ る。 そして、 

『富ち やん はけ ふ はえら うおと なしう おます な』 と 云 ふ。 

『は ッ』 と * 八重 子 は 心が 一 杯に まごついた。 そして、 『死に ましたよ』 と吿 ゆた のが- あとで 考 へる 

ころ 

と、 『殺し ましたよ』 と 云った ので はない か 知らん と • それが また 一 つの 苦になって、 自分で 分 を ま 

ぎら すつ もりで * 手桶 を 流し もとに 置いた その 手 を 一方の 手と 共に あけて * 延びの 樣な眞 似 をして 見 

わき はら  うじ 

る。 すると、 脇腹が ひやり として、 亡兄が 生きて るた 時に 喜んでした 氣違 ひじみ た 水い たづら を 思 ひ 

出す 

す  ぜ 

撿 死もう まく 濟ん だので、 夜に 入って から * 義行獨 りが ついて • 葬りに 持って行った。 

渠が歸 つて 来てから、 手 傅 ひに 來てゐ たお 房 を 初め、 近處の 婦人 連は歸 つてし まった。 

夫婦ば かりにな つてから * 多少 安心した と 云ふ樣 子で は あるが、 富 子の ぎ ゃァく 云 ふ 泣き 聲が幽 
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かに i える 様で- それが 耳に ついて &られ ないい 寢 どこから、 遣 行が 起き あがって 酒 を あ ふると • 八 

重 子 も 亦 それ を —— 飮んだ こと もない のに —— がぶ/ \ あ ふる。 

ふたり は 醉ッ拂 つて、 暫く ii ひたが、 直ぐ また 目が 覺め ると、 矢ッ 張り、 富 子の 聲が聽 える。 

『齡 に 化けたん やない か？』 

と * 八重 子 は 初めて 所 天に 言 薬 を かける 0 

『あほらしい』 と、 義行は あざ笑つ たが、 これ も 亦お そろし くな つて 堪らない の だ。 

た！ ^抱き合って 夜 を あかした。 

,  ざ、 じ やう 

義行は その 翌日から^ 勒レ たが、 取り調べる 事柄が 事柄 だけに、 すべて それらが 自分の 罪狀を 自分 

で 調べ てゐる 樣な氣 がして、 s 分の 出勤す る 裁判所が こわくな つて 來た。 

そこ、.^ つて 來て、 或 曰の こと， 上官の * さきに 富 子 を 殺して しまう 方が ぃ&と 云った 滑稽^ 力 

さきのと 同じ 無頓着な 態度で、 お 

き い 

『いよく 殺した な』 と、 義 行にから かった。 そして そばに ゐた上 《は や 同僚 は ー齊に it を あ U て 笑 ふ。 

『JJ: 氣で 死んだ の は、 あ r:: 子の 爲 めに 却って； id 合 はせ かも 知れな せん』 と 答へ たが、 我 行の 顏は ッ 

赤に なって、 胸に は 非 {5 な 鼓動 を おぼえた。 そして 『みな、 誰れ でも、 知つ とる の やない 力』 と^へ 

ると. そこに ゐ たたまらなくなる。 


»- たく 

その 日、 歸 宅して から * 八重 子と も 相談の 上、 義行は 辭職願 を 出した。 さて、 どうして 暮 さう と當惑 

してし まった。 そして 義行は 八重 子の、 八重 子は義 行の 顔に、 いづれ も 同じ 子のお も かゆ を 思 ひ 出す。 

ひと ご ろ 

『もとはと 云 ふたら あんた が 人殺し をした さかい や o』 

『あほらしい！ お前が 殺せ 云 ふたん や。』 

せ なか あは 

かう 云 ふ 押しつけ 合 ひの 考へ を， 夫婦 は矢ッ 張り 脊中 合せに 持った ま、、 互 ひに 罪深い 秘密 を 漏ら 

くる 

されない 様に と 親しむ ことにな つて、 苦しい 思 ひ 出の 多. S 大阪の 地 をこッ そり 引き 拂 つてし まった。 

,  — (四十 二 年) — 
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. ^の大 詩人 を以 つて に 仏す る 川上 武彥 は、 近頃、 いくら 詩 を 作っても 世人から 讚め られ たこと が 


ない 


どうせ、 詩で 飯 は 喰へ ない の を 知って ゐ るから、 ii^ をしたり、 つまらない 雜 誌の 編輯 を 受け合つ 

たりして、 やう やく 二階 借りの 獨身 生活 はして 行ける ので、 詩で 飯が 喰へ ない こと は 少しも 苦にしな 

然し， こ對 する 熱心と 來 たら、 人よりも 一倍 も 二倍 も 熱心 だと 身づ から 思って ゐ るのに、 讀 詩社會 

は 自然主義 詩が 持てる やうに なつてから、 少しも の 辭を呈 して 吳れ たこと がない。 

『三十 四 五に もな つて、 おれ はま だ小雜 誌の 投書家 連に わいわい 云 はれる ばかりで、 1 それ，" ^ 

しおれが 通 者 を やめたら、 全く おれから M れて しまう もの かも 知れない II 少しで も 新ら しい 智識と 

趣味と を つて ゐる仲 問 は. 殆ど おれ を 眼中に 置かない かの 様な の は 怪しからん』 と 川上 は 時々 獨り 

で獻 ぎして、 熱い 淚を 古ぼけた 机の 上に こぼす こと も あるの だ。 


ぎ こう  ひんじゃく 

技巧が まづ いので もない、 用語が 貧弱な ので もない、 思想が 凡俗な ので もない。 技巧、 用語、 おこ 

思想 は渠 よりも まだく 落ちて ゐる もの も 多い が * その 方の 仲間に はま だし も 世人から 充分な 同靑と 

讃辭と を 得て ゐる のが あっても、 1^ 自身 は、 いつも.， . ？、 つまらない 目に 遇って ゐ ると 考 へて ゐ る。 

自分 は 俗人に 同情し ないから、 俗人 も 亦 自分に 同情 しないの か 知らん。 それで は、 自分が 豁、 

しんしゅみ しゃ  す  - 

新 趣味 者と 届って ゐる ものが すべて、 ゃッ ばり、 俗人 原に 過ぎない の だと も考 へて 見る。 

渠は實 際 凡俗 主義 を大嫌 ひで、 いつも 世間 を超脫 して ゐ ると 思って ゐ る。 如何に 自分 は 貧乏で も、 . 

づ なう  つ ふ  . 

頭腦に 於て 富者で ある。 如何に 自分 は， 民で も、 抱負に 於て 貴族で ある。 如何に 自分 は でも、 主 

義に 於て 英雄で ある。 如何に 自分 は 無冠で も、 理想に 於て 王者で ある。 かう 考 へて、 貧に 安んじ、 平 

民に 安んじ、 凡人に 安んじ、 無冠の 太夫に 安んじて、 而も 熱心に 詩 筆を揮って ゐる。 であるのに、 に 

は 自分 を 貧弱な 理想家と 罵言し * あはれ な 空想家と 冷笑し、 實 際の 熱心が 足. いと 鮮 謗す る。 

どうも- その 理由が 分らない。 

あ ふ 

酒 を 煽って、 この 不平 を身づ から もらす ことが 少なくない。 

妻子 もな く、 かかり 合 ひの もの もない 代り に は、 渠 の四疊 半に は、 古びた 小 机の ほ かに、 家具と 

云 ふ 家具 もない。 押し入れが 付いて ゐ ないから して、 よごれた li 團が むき 出しの ま.， 片隅に 重ねて あ 

つて、 その 反對の 隅に は、 古雜 誌の 積み重ねと、 紙の 笠 を かぶせた ランプと • 伊勢屋と 書いた 貧乏 i 
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利と が ある。 それに 添 ふた 壁が 床の Si のつ もりに なって ゐ るの だが、 そこに は、 外函雜 誌から 切り 拔 

いた 或 詩人の mi が 釘 どめに なって ゐる。 その そばの 表 窓に 添 ふて、 机が 證 いて あるので あるが、 上 

に は 寂しい 筆立てと 視と 原稿紙と が 載って ゐる。 ほかにた r  .1 冊の よごれた 英語 詩 築が ある だけ だ。 

『寝な 桌 むと M つて 詩が 作れなくなる』 とい ふ 風 i まし 切って. 川上 難 S あ f しない 

し、 從っ 5IS が 足りない ので、 一般 S 人々 よりも 謹がない。 き 上、 世 Si の 謹と 8 とに 乏 

しい。 た i 烈 じみた 文字 塞った 小 詩篇 I 山 作った ので、 一 に 認められ かけた のであった 

が、 世人 Is 烈は憲 か I た i の 辜で I を 知った。 然し • 響 身は诀 して さう は 思 はな 

い。 自分 I れる e は、 俗人 原が 肉體 的條 f 資質と 見て、 それに 重きを誓過ぎる ので、 

§ 上 の專、 裏、 薩、 王者の 理想 を 解し ないせい である。 もッと 深い 同情 を f す爲 めに、 わ 

が 詩 界に純 精紳的 王者の 宮殴を 築き あゆて 見せなければ ならない と 思.. - 

渠 はかう いふ 考 へからして- 詩人の 住むべき 詩の 宮殿と でもい ふべ II けて それに 對 する 想像 

をし ぼり 出して ゐる。 ： 

0ci0ir.  S 向 さ S は if て も 机 S ひ、 氣の おかな 鉻 It ぐうく 眠る 

のお。 然し、 け ふに 限って， P ザ f に 机に 向った の は、 氣が 向く も 向かない もない、 世人の 自 

分に 封す る gs  ?) が i くに 障って たまらなく、 それに 對 する I を 暗ら す ほどの 一 大 詩篇 を 作ら 


うとす るの だ。 

ばんしゅん 

時 は、 丁度、 花 も 散って しまった 晚 春の 薄 ぁッ たかい 午前 だ。 机の 正面の 障子に は 日の 光が 當 つて、 

ほか/、 と 心地が いい。 朝から 酒に でも 醉 つて ゐる檨 で、 目の前に 遠く 目 ざす 詩の 宫殴は 夢の 如く 見 

ほく わく 

えて ゐ るが、 さて、 自分 を 返り ると、 之 を 捕獲す る 材料が 全く 缺 けて ゐる 樣な氣 がする。 目をつぶ 

つて 見たり 開いて 見たり する 間に ノ 多少 熱する 情 を 感じた ので、 さァ、 インス ピレ ー シ ヨンが 來 たと 

思って、 筆 を 執る と、 あいた 口に 牡丹餅 は 落ちて 來 ない。 詩の 宮殿 は 形に 成って 吳れ ない。 

世人が 自分 を 空想家と 云 ふの は 全く だか 知れ. いと • かう 考 へれば、 心細く もなる 0 

いよく 筆が 動かない。 

然し どうしても、 この 宮殿 は 作り あゆて しま はなけ り ゃァと 思って、 兩肱を 机に ついて、 兩手 であ 

たま を かかへ ると • ふと 耳に ついた 聲が ある。 あはれ ッ ぼい 調子で 引ッ 張る 聲だ。 

どうやら、 道の 向 ふが はらしい。 

川上の ゐる ところ は、 芝. 區廣 町の、 公園に 添 ふた 片かは W で、 だらく 坂に なって ゐる道 を 隔てて、 

..- らナ やま <  .  , 

サ， i 公園の 烏 山と いふ 丘に 相對 して ゐる。 

あはれ ッぽぃ 調子で 引ッ 張る 聲は その 丘から 聽 えて 來 るら しい。 

渠は 夢のう ちに あるかの 樣に その 聲に ゆり 動かされて、 先づ 一 一句 をうな り 出した。 

乞食の 髟  n 一 五 七 
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天に そび ゆる 阿房 宫、 

理想の 宮の 太ば しら —— 

かう 出た ので、 『太ば しら』 を 枕 ことばに して、  、. 

ふとし き 建てし その 宮は 

ミュ ー ズの 神の 住み 給 ふ —ー 

それから 何とつ づけよう？ 『住み 給 ふ』 では まだ 文句が 切れない からと 考 へて、 『天に』 から 三 四 度 も 

讀み 返して 見た 上、 

金銀 珠玉 ！ 

い. 0-、 これで は 住む ものに ならない。 かと 云って * 宫と云 ふ 字 を 度々 出せない し — 

み と Q 

あまつ 御殿 11 

こ も 面. 3  くない。 それに、 羅馬は 一朝に して 建たない とい ふこと も 云 ひたいから — ああ、 これで 

ひざ 

四 行 だ — これで 一 節に して、 切れた ものと 兄て しまう 方が よから うと， 膝 を 打って また 設み 返す。 

あはれ ッ ぼい-お ムが つづいて ほる。 子守りが^：^山で耿ってゐるのか知らん？ それとも 亦 羅宇 や 煙管 

の 鳴らす 氣， ぬの 出來 そこない か 知ら/? それにして は、 一ヶ所に と. - まって ゐる らしい のが を かし 

、。 ハゃ、 自分の 詩 も 一 ケ所 にと どまって は ゐられ ない と， また 苦吟して 晃る 


ミュ. I ズの 神の 御殿に は 

金銀 珠玉 散りば めて、 

天の 羅 馬市、 一朝に 

ぎづ  •、 

築き あがりし もの ならす。 

渠 はこの 1 節が 短刀 直 入 • 簡 結に 出来た 物 だと 喜んで、 (その 實とッ 拍子 もない 駄句 だ) 次ぎ は 精神的 

理想 杓な 事物 を以 つて その 詩 殿 を 飾らなければ ならない と考 へ、 『非 物質』 の 土 臺* 『信仰』 の 石す. ゑ、 

『精神』 の 柱、 『永劫』 のうつ ばり、 『情熱』 の 壁 ふすま、 『同情』 の 床板、 『運命』 の 天井 • 『神秘』 の 家 根、 

『支 巧』 を まるめた 金銀、 寶玉 * 『淚』 の 泉水 • 『智慧』 の 樹木。 かう いふ 建築 並に 装飾の 材料 を 案じ 出し 

じゃま 

さて、 之 を 組み立てよう とすると • 例の あはれ ッ ぼい 調子で 引ッ 張る 聲が 耳に 邪魔で、 それが 爲 めに 

今度 は 却って 筆が 動かない 樣な氣 がする。 

『可 だら う？』 かう 獨 りで 考 へて 注意して ゐ ると、 その 聲は 

『お 願 ひで 御座ります 』• 『お 願 ひで 御座ります』 と 云って ゐる樣 だ。 

『ikl お だ、 な』 と 推測し • 立って 障子の 破れ 穴からの ぞいて 見る と、 だらく 坂 を あがりつ めた 道の 

3- ふが はで、 電信柱の もとに、 ちいさい 乞食の 子が きちんと 座 わって、 手 を 合せても みながら、 その 

ひゆむ しゃ 

聲を 出して ゐる。 そのうし ろに は、 おや ぢ らしい 鬚 武者が 足 を投け 出して、 ぼろく 着の 胸 を はだけ 
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て、 しらみ を 取って ゐる。 

乞食の 子 は 可愛 さう だが • あのお ゃぢは 憎むべき 情け 者 だと、 川.^ は 思った。 そして それに は頓蓊 

しない 樣 子で、 机に もどり、 爯び詩 殿の 建築 をェ 風す る。 

土臺は すべて 『非 物質、』 

その 石す ゑの 『信仰』 は 

『精神』 ば しら， 『永劫』 の 

うつば り 高く 受けさ さへ。  - - 

壁 は 『ig 熱、』 その 床 は 

『同情』 11 

とまで は 歌って 來 たが • そのつ づきが 七 五の 調 (それば かりし か 殆ど 口調の 練習がない) に りかね 

るので、 そこで 鳥渡 维を き、 また 初めから 讀み 直し、 『その 床 は、 

『同情』 なれ や、 『運命』 の 一 ■ 

とつ づけよう か、 それとも また  - 

『同情』 の 板， 『運命』 の 

天井 ありて、 『神秘』 家 根、 


『技巧』 の 飾り 限りなし。 

としても おもしろ からうな どと 考 へて 見た が * 何だか 物足りない 樣な氣 がする 。(物足りない の は 尤も 

な こと だ。) 

全體、 こんな 家をェ 風して、 誰が 住 むんだら う？ 詩人が 寶 際に 住む ものと して は、 もう、 理想で 

なくなる。 飽くまで 達し 難く • 住し 難い 物と 見せなければ ならない。 その 大 なる 對照 として、 あの 乞 

食 等 を 持って行か うか？ 

『さう だ、 乞食の 美化、 乞食の 美化！』 と、 膝 を 打って、 H< の 啓示で も 受けた かの 樣な 嬉し さの 餘り 

破れ 障子の 穴から 再びの ぞいて 見る と • 『お 願 ひで 御座ります』 の 子供 は * 勞れ たと 云 はない ばかり • 

足 を橫に 出し • 肱 を 地べたに ついて、 仰向けに. • 樹上の 小鳥が 動く の を 見て ゐる。 しらみの おや ぢは 

どこへ 行った のか 見えない。 往來の 人 かげ は 鳥渡 途絶えて • ただ ほかほか する 日が その あたりに 當っ 

て ゐる。 

まが 

やがてき やしゃな 蝙蝠傘が 上の 方から 曲って 來 ると、 子 は 急に 起き直って • また あはれ なお 願 ひ を 

つづけ 出す。 そこへ、 おや ぢ はの そりく、 鳥渡 散歩して ゐ たとい ふ 體で歸 つて 來る。 あぐら かいて 

のしら み 取り は 元. S 如し だ。 通りすがりの 婦人 は、 ただ 鳥渡 かへ り 見た だけで * 行って しまう。 

すると、 子供 は 急にから だ ごと 仰向けに なった かと 思 ふと， おや ぢの 膝の 上に 倒れ、 { 仝に 組み合 は 
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せた 兩 足を兩 で以 つて 引ッ 張り ま はす。 『何 か 喰 ひたい、 なァ』 と 云って ゐろ様 だ。 

； J^^ZH 上 は その 無 邪：：：^ なのに 惚れ込んで しまった。 天國の 降下、 詩 殿の 實現は • この 心に 據 つて 成 

らなナ e ばなら ない と 思 ふと、 乞 貧の 子が 旣に ミュ ー ズの 神の 如く， 電柱の 根 もとが 威嚴 ある 石す ゑ 

の 如く 兄え、 に 想像 *  i-i に 形容 を 加へ、 詩人 自身 は 造物主の 如き 意氣 込み を以 つて、 詩の 宵 殿 

を そこにう ち 建てた つもりになる。 そして さきに 雜らへ かけた 新體 詩の 方 はう ち 毀され たの か、 何の 

聯絡 も なくなって しまう。 

そ， でも、 川上 はわれ を 中 われて、 乞食の 子に 同情し、 電柱の 根 もとに 永久の 住ま ひ、 永久の 家が あ 

るかの 様な 想 三味に i つて ゐる。 その 實， 乞食に 與 へた 物 も、 與 へられた 物 もない の だ。 然し 乞食 

親子が ほか， \ 照らす 太陽の 光 を 浴びて、 -熱 くもなく、  S 、くもなく、 感じ ある 形體に 何の 拘束 を も、 

何の 壓迫を も 受けて ゐ ない 樣な狀 態が、 如何にも、 この 詩人の 空想 生活に 合して ゐ るの だ。 川上 は そ 

の 場の 慰 1^ ど 満足と に 連日の 不平不満が 浮ぶ 餘地も なくなった。 

『わが 人 a わが 家、 わが 世界！』 と、 かう 川上 は 心に 叫んだ。 

この 時、 乞食のお ゃぢ が、  ■ 

『さ ァ、 行 こか？』 と 云 ふと、 その子が、 

『行， 5- う』 と， 急に i^? しさう に. たちあがった。 すると、 おや ぢ もの ッ そり 立ち あがった 


もら 

『け ふ は 貰 ひが 少ぃ、 な ァ。』 

『吳れ な いんだ もの。』 

『さう だ、 な ァ。』 

『お菓子 買 はう。』 

かう 話しながら、 川上の 詩 中の 家と 人と はふら/, \ と 坂の 上の 方へ 歩いて 行った。 川上 はぁッ けに 

取られて、 

『ま ァ、 待て、 待て』 と 呼び止めない ばか. OV の あり 様で、 そのうし ろ 姿 を 見送って ゐ たが、 その 空想 

が 破れて、 初めて われに 返って 見る と、 電信柱が 道ば たにつ ッ 立って ゐ ると 同様 • 自分 は 相 變らす 四 

疊 半の 獨 りぼッ ち。 詩稿に は 向って ゐ るが、 筆の 動かし 様がない。 

『自分 も、 あの 乞食 同様、 根柢が ふらつ いて ゐ るので、 世間から 實 力に 乏しい と 云 はれる の だら う。 

11 ああ、 實 力が 欲しい、 實 力が 欲しい！』 と、 かう 心に 叫んで、 兩 手を以 つて 兩腕を ぶちのめして 

見た が、 實 力なる 物 は 直ぐ 出て 來る もので はない。 さき 立つ もの は 不平不満 11 胸に 感す るの は 世の 

無情、 天の 無情 11 乞食まで がその 無情 を 受けつ いで、 自分 を 馬鹿にする のかと 思 はれる ので、 机の 

前、 切り 拔き 詩人 像の そばに も， つくねん として は ゐられ ない 様な 氣 になって、 大きな 紋の よごれた 

羽織 をひッ かけ、 家 を 飛び出した。 自分の 雜 誌の 投書家 某 を 訪ねて、 また 酒 を おごらせようと いふの 
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である。 

.1 (四十 二 年) 
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正金銀行へ、 法つ 被に 紐 股引、 足袋 はだしの 男が 威勢よ く 飛び込んで 來て、 あたりに 人が ゐ るの も 力 

ま はないで • 现 金 受取 口へ 突進し、 ， 

『さ ァ、 金 を？ 5^ れ！』 と、 かう =;;S 柄に 銀行 爲替を おすと、 掛り員 は、 落ち 付いた 口調で、 

『となりの 窓で 手つ づき をお しなさい』 と 命じた。 

『なんだ、 直ぐ 渡せな いんか？』 

『渡します から、 手つ づき をして お 貰 ひなさい。』 

わう へ S 

『めん どくさい こと を 云ゃァ がる、 なァ』 と、 男 は！ in うち をし て^な 窓へ 移り， ^變ら す 横柄な にの 

ばん： う ふだ 

聽き 方で 番號札 を 貰 ふと 直ぐ また 元の 窓へ 行って、 

『さ ァ、 口， 及れ J1 と、 その 札 をつ き 出す。  . 

『それ は番號 札です から、 順番の 來 るまで 待って お出でなさい』 と 云 はれ、 

はな  こし 

『さう か 』 と" 少しし よけた 樣 子で その 窓 を 離れ、 あたり を きょろきょろ Gf- まわし， 腰かけの あいた 


ぶ ゑん， よ  ちょ 3 と 

場所へ 無遠慮に 腰をおろし、 手に しッ かり 握って ゐる番 號礼を 鳥渡 見て、 目 を 現金 渡し 口へ 向けた が、 

その 目の色が 遠って ゐ るので、 ゐ合 はす 人々 はすべ て を かし さう にこの 男の 方 を 注意して ゐ る。 藥ま 

やうす 

如 例に も 待ち遠しい 樣子 をして るながら、 時々 にこつ いて 見たり、 また 聲を皋 ゆ て 笑って 見たり する。 

やがて その 番號を 呼ぶ 聲 がした が * 待ち設けて ゐ るに は 似合 はす、 きょ とんと して 氣が 付かす にゐる 

ので、 掛り 員が 特別に 注意す ると、 

『は ァ』 と、 飛び あがって 窓口へ 走り 行く。 

『いくらです』 と 問 はれ、 

『一 萬 五千圓 だい！』  -. 

『よくお 調べなさい』 と、 ざる をつ き 出され、 ふる ひ 付く 様に それ を 受け取り • 百圆； を 百 五十 枚數 

へ て 見て —— 然し 實際、 數へ て 見た か、 どう だか 分らない 數へ 方で 數 へて 見て 11 持って 來た 

につつ むと、 それ をで 心に かかへ た 威勢と 云ったら ない。 

I,  とみくじ  だ <--s!J う 

『さァ * マ 一一 ラの 富籤が 當 つた ぞ！ 當 つた、 當 つた！』 かう 叫んで、 そこ を 飛び出し- 大 を 走つ 

て 行く。 

やう けん 

これ は變 だと 思った の だら う- 大きな 洋犬が 二三 匹追ッ かけて 來て、 わんわん と^えつ くと たん. • 

渠は 驚いて 大道に うち 倒れる と、 風呂敷 包 は ！ 間ば かり 橫へ 飛ぶ。 一ぎ の 犬が その 包 を 口に 喉 はへ る 
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が 1.^ いか、 逃け 出す ので、 渠は 直ぐ 起き あがり、  、 

『畜生！ 畜生！』 と • 犬 を追ッ かけ、 半 丁ば かり & けて、 ゃッ とのこと で 包 を 取り返し たが、 その 

問の 擎ッ たら、 丸でし & の と は 思 はれなかった。 i りが かりの 人々 は立 ち どまり、 店々 fu 怙 

ゃ番. 娘 ども は 店 さきへ" S け 出して、 面白さう に 見て ゐ ると、 渠 はそんな 暗れ がましい 大道 を、 面 R な 

かった と 云ふ氣 しき もな く、 歩きく 獨りー 百の 様に、 

『ii4l め！ 折角 當 つた 大金 を あの 畜生に 盜 まれる ところであった』 など 云って 行く。 今度 は 走り 

もしない が、 一^懸命に 歩いて ゐる。  ぅ卞 

向 ふから、 t& ぐる I 引いて、 二人 S 夫が あとさきに なって やって 來 たが、 Ml. 1 人力 

『おい、 熊 公』 と 呼びかける。 渠は 熊太郞 とい ふので ある。 今まで 氣が 付かなかった ので a 不夯^ を 打 

とれ 境に びッ くりして ふり 向く。 また 一 人力 

> ^に 4^ 

『どうしたん だい、 ぼんやりして、 さ』 と、 1^ 氣な しに 冷 力す 

「どう した も、 かう した も ある もんかい。 これ、 見ろ、 一萬五千圓 取って 來た、 わい』 と、 熊 太郞は 

包 を さし 出して、 直ぐ また か- -へ 込む。 

『どれ、 見せろ、 見せろ！』 

『g お^り、 しッ かりお ごれ。』 


『おれに 二十 兩 貸せ o』 

『おり や ァ十兩 でもい いから —— 』 

そこ へ 

『や ァ、 取って 來 たんか？』 と、 别な 車夫が また 空ぐ る ま を 引いて や つて 来たが、 『お， e にも 少し；： C 

せ』 と、 かぢ棒 をお ろして 熊 太郞を 捕へ る。 さきの 二人 も いつのまにか かぢ棒 をお ろして しまう。 三 

人と も、 熊太郞 にっかみ 付いて ゐ るの だ。 

『放せ * 放せ！ 手前 等 も 皆 犬お』 と、 渠は渠 等の 手 を もぎ 放して 逃げよう とする が、 三人 は 前爱左 

まと  づ - 

右から つき 纒 つて 逃がさない。  - 

『放せ、 放せ』 と、 氣を もんで ゐる うちに、 巡査が 一 人 やって 來て、 ， 

『貴様 等 は 大道で 何を騷 いで るんだ』 と 一 喝 する。 

『へへ、 どラ も濟 みません。』 

『實は 朋輩から 11 』 

『少し 金 を 貸り る 談判 を 11 』 

『いや、 貸す もんか』 と、 熊 太 郞はカ 味 返って、 巡査に 向 ひ、 

『おまわりさん， こいつら ァ皆 泥棒 犬です、 おれが 富 簸が當 つたの を 盗んで しま はう とす るんで す o」 
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「ああ、 お前 かい、 マ ユラが 當 つたの ァ？」 と、 もう、 巡査もう 7>す^ いて ゐ たらしい。 そして 富 

蔽默 許の 時代であった から、 「大事に して、 持って 歸れ、 歸れ』 と 云った が、 あとの 車夫が ゃッ 張り 追 

ッ かけて 行く 形勢が 見えた ので、 » 護して やる つもりで 熊太郞 について 行き かける と、 熊太郞 はき ッ 

と 振り向いて、 

r お前 も 犬 だら う OJ 

で H し ♦ ヒ！」 と * かう、 巡査 は 怒って とッ つかまへ ようとす ると、 車夫 ども は あざ笑って 

「お まわりさん、 ほう ッ ときな よ、 あり や ァ氣遠 ひに なつたん です。 車 引きが 急に 一 萬圓當 つた ッて、 

朋 等 を 直ぐ 泥棒 犬 だとぬ かしゃ ァ がろ。 今夜 おごらに ゃァ、 ただ ぢゃァ 置かね いや。 は、 は、 は ァ。」 

ちょっと  かし 

かう 云って 笑 ひながら、 三人の 車夫 は 再び 空車 を 引き出す と、 巡査 も * 鳥 波 小 S を 傾げた が、 をの 

まま 行て しまう。 

熊 太 郞は息 せき 切って 家に M ると、 小 供に 乳を飮 まして ゐた 女房のお 膝が * 薄い 奥の間から 太つ 

た 胸 を だらしなく はだけ たま-、 土間へ 飛び出して、 

rK つて 来た か？」 と、 にこく 顏。 

熊太郞 はいきな り 足 を脫 ぎ、 土間から へあがる と、 

「これ、 3- ろ」 と、 どッ かり あぐら を 組み、 ぉ滕が 見て ゐる 前で、 札 を 一枚 *  二 枚、 一二 枚と 數 へて < 


て、 r 百圓 札が 百 五十 枚 —— 確かに ある」 と、 li りで うな づく。 

たく さん  ね ラ 

「そんなに 澤山、 どうし るんだ」 と、 お 藤 は、 一 萬圓 以上の 金が どれ だけ 價 打ちの ある もの だか 分つ 

てゐ ない ま k に、 ロ輕な 言葉 を 出した が、 さて、 目の前に その 現金 を 見て は、 冢 族が ^ 麟の暮 し をい 

ぐらお ごる 樣 にしても、 何日 間縷 くだらう かと 考 へて 見る と、 十日 や 二十日で おしま ひに ならな. SQ 

は 勿論、 一年 や 二 年 や、 また 十 年 かせがないで 寢てゐ て も- 決して 不足が なから う。 ひよ ッ とすると 

しゃう： Si 

一生涯、 車なん か 引かせないでも 樂 にして ゐられ るか も 知れ ゃァ しない。 こり や ァ大相 ぼろい ことが 

出來 たと、 考 へれば 考 へる ほど、 心が ぼんやりして、 どうしたらいい のか 手の 出し やうがない。 

熊太郞 は、 その 間に も、 金 を まとめて 包んで 見たり、 開けて 見たり、 數 へて 見たり- ふところに 入 

A みだな 

れて 貝たり してる たが * 立ち あがって それ を 神棚に 載せて 見る かと 忍 ふと、 また それ を V- 棚の 蒲團の 

間に 挿んで 昆た。 そこの 戶を 締めた ま、 っッ 立って 考 へて ゐ るかと 思 ふと、 また 金 を 取り出して、 自 

分の ふところ にし ッ かりし まう。 を かしな ことば かりして ゐ ると 氣 がつ いて、 お 藤が 亭主の 顏 をのビ 

いて 見る と * まな じりが いや ァに 釣り あがって ゐる。 

「お前、 どうかし たんかい？』 と * かう、 聽 いて 見ても；？ $1 事がない。 

なかま 

「おい、 熊 公』 と、 さきの 車夫 三人が ぞろく 仲間 を つれて 這 入って 來た or かみさん- け ふ は 5 んと 

ふる 舞って もら ひに 來 やした ぞ。」 
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かみさんのお 藤 も ぼんやりして ねれば、 亭主の 熊 も ぼんやりして ゐて *  S ども は、 ただ、 力 や 

が やと、 『マ 一一 ラ 草の こと だとば かり 思って ゐ たの £ などと II ひ 出す もの も ある。 

熊 太郎、 ふと 氣が ついて、 びくびく ッ とから だ を 顔 はし、 『泥棒 犬！』 とば かり、 立って 勝手口 力ら 

1^ びお してし まう。  ち だ ^ 

，て の1 へ 巡査 か來 て、 女房のお 藤に 取れた 金 はも ッ けの 幸 ひだから、 大切に し. -」、 無 駄使 ひ をし な 

い？ せよ あ I を與 へ、 車夫 どもに は、 太 郎か當 つた もの をお だて あげて 使 はせ る f こ 

きすれば、 友人 I めに よろしくな いからと いふき を與 へ て、 歸 つてし まう。 車 f もも t いく 

ら.， ^つて ゐても 熊太郞 が-が どって 來な いので、 歸 つてし まう。 

その 曰： S れて、 子供 を 寢 かしつけてから、 お 藤は亭 ff に 出た が、 心 f の 仲 問 どもの 家に 

は どこ C もき い。 isl.  S 郞の 家の 擊 にあ 石塔の かげに、 熊さん \M 

がんで きと 云 ふので、 liililfsil 亭主 

いぐ わい  - -ズ，'-- . フ， しノ  1,<K.I2j をお つて 目 をき よとく させながら 出て 3 ナの/ 

よ： マ； J 哞： も W おど ころの fi^ のト 力ら しッ 力り <aj^ を t<  .  pt? 

いたんだ、 ねえ、 li しい！ さんざ ッ讓 してきん ぢゃァ ない， ヒ と、 10^ 

ょ见 たが、 どうも 亭主 S 子が を かしい。 急に 大金 持ちに なった？、 氣 がきな つたので は" 力 

a 他に 何事 t ム はないで f  :i けた。 然き I から-と 云っても 渡 f  f 


ま はう と 云っても 承知 しないの だ。 

お 藤の 心配が 二つ 出来た。 亭主が 氣遠 ひに なった ので はない かと 云 ふこと &、 こんな 大金 を 氣違ひ 

に 持た して 置けば、 いつ、 どうなる かも 知れない と 云 ふこと とだ。 その 結句、 い. S 考 へだと 思ひ 付い 

さ. S ふ 

て、 夜なべに、 自分の 大きな 財布に 太い 長い 紐 をつ けた。 つまり、 それに 金 を 入れて、 亭主の 頸に か 

けさして 置く つもりな の だ。 

翌日に なつてから も、 熊 太郞は 少しも 氣が 落ち 付かな い 様子 だ。 人力車の 音が すれば 隱れ ようとし、 

巡査の 影が 見えれば 逃， け 出さう とする。 お 藤 は 朝から 注意して 亭主の 外へ 出る の を 押さへ てゐ たが * 

いつのまにか 財布 を 持って ゐ なくなって しまったの. である。 

その 日 は 夜に 入っても 房らない ので、 お 藤 はいよ く 警察に 訴へ 出て、 保護 を賴 むと、 その 町の 巡 

查 はお 藤 並に 熊 太郞の 朋輩 等と 捜索に 從 事し 初めた。 二三 日の 閒、 山手 や 海岸で 見つかる こと は、 見 

つかる が、 素早く 逃げて しまう ので、 追窮 する ことが 出來 ない。 商寶 が商賫 であった だけに、 驅 ける 

の は 上手な 上に、 それが 懸命に 走る ので あるから、 なか./ \ 追ッ つけない。 そして 渠は 巡査 を も、 明 

犛を も、 女房 を も、 自分の 財布 を盜 みに 來 るの だと 思 ひ 込んで しまったので あるから- 追へば 追 ふ ほ 

ど 逃け るの だ。 

そ. して 毎日の 飯 さへ 喰 はない ので、 渠 はきの ふよりも け ふ、 け ふよりも あすと、 段々 ぎ 一て 行く の 
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ひや ゥ ばん ) > 

が 市中の 評判に なった 

お 藤 は それ を聽 くと、 自分 も 三度の が出來 ない 樣な氣 になる ので、 どうしても 亭主 を 家に 歸る 

やうに して 貰 ひたいと 雲に 哀願した。 町の i も それ を 可 霜に 思 ひ、 け ふこ そ必 I ッ捕 へよう 

と 待ち かまへ てゐ ると、 熊 太郞を 海岸で 見付けた ので、 一目散に 追 ひかけ た。 

すると、 熊太郞 は、 もう、 ぎけ どころ も なくなつ たと 覺 悟して、 日本 波戶 場の 柵 を 越えて、 海に つ 

き 出た 石垣の 鼻に 走り 行き、 そこから、 例の 財布 を 頸に かけた ま"、 身を投 ゆて 死んで しまった 

1 C 四十 二 年) l 
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「アポ ト 先生 は 日本の 婦人 を 奥さんに 貨 ひたいの だッ て、 ね o』 

「誰れ がそん な こと を 云って？』 

つた  „ 

『誰れ からか、 そんな ことが 傳 はつ てよ。』  . 

『ぢ ゃァ、 ハリス さんの 結婚が うらやましくな つたの、 ね。』 

『や ッぱり 男 だ、 わ、 ね。』 

『あら、 武 田さん』 と 脊中を 打つ と、 

#4 つきひら 

「どうした のよ、 松： 牛さん』 と、 痛 さうな 眞、 仰 をす る。 

松 平と いふの は 名 を と 云 ひ、 病身の 爲め學 業が ニケ 年後れ た 學習院 女子 部の 生徒。 武 田と いふ 

の は 名 は 玉子、 東京 女學 館の 卒業生 だ。 後者の 方が 一 つ 二つ 年う への 樣 だが、 いづれ も、 午後 二三 時 

15； から、 赤 坂 溜池の 英國人 ァボト 教師のと ころ へ 英語 を 習 ひに 行く の だ。 

初め ま、 なる 一 日本人の カを浩 りて、 學 校の 紐 I 加に たって ゐて、 成 耶蘇 敎會 や-の 跡 を 刖に校 


舍 にあて、 ァボト の 先輩 ハ リ ス氏も 助けに 來てゐ たぐら ゐ であった が、 男女の 入舉者 僅か； ；十名 内外 

しか 出来ない ので、 經費 倒れが した。 その上、 ハリス 氏が 生憎 日本 婦人 を 細君に 貰 ひ * 新婚 常時の こ 

とであった から、 樂 しい 家庭 を 離れ 難い 爲め であった らう、 頻りに がつ き、 同氏 を 目 あてに や 

つ て 來た特 志な 舉生 はすべ て 同盟し て 返 校 をし てし まった。 

ァボト は それが 爲 めに 攀 校を廢 してし まひ、 女生徒ば かり を I そこに 意味が あつたか  >  ど うだか 分 

らな いが 11 自分の 私宅で 敎 へる ことにした。 殘 つたの は、 多少 會 話が 出来る もの 四 五名で あつたが、 

そのうちに 鸛子も 玉子 もゐ るの だ。 鶴 子 は 子爵の、 玉子 は 富豪の 娘で — その他 も 鬼に 角 上流 社會に 

關係 ある もの だ。 某 官立 學校 出勤の 片手間に- 別な 蓽校を 設けて 一 儲けしょう とした 外國 人の 失敗の 

跡と して は、 まだし も 丸損した わけではなかった の だら う。 

親切に、 丁寧に、 愛 相よ く 生徒 を 持て 爲 すので、 生徒に は 評判の いい 敎師 だ。 ハリス 氏の 樣に 酒ば 

かり 食って ゐ るので もない。 また、 同氏の 檨 な目ッ かちで はない から、 相 向って さう 覼な 感じの しな 

い 若い 紳士 風が ある。 ただ 一 つ 疑問な の は、 うちに 置いて ある 敎師と 同年輩ぐ らゐの 女中で ある。 料 

理ゃ ふき 掃除 をしながら、 鳥 渡英 豁 も 話せる 女 だ。 

r 女中 兼用のお 妾で しょうか』 と • 蔭 言に 云 ふ もの も あるが、 

r それにして は、 身なり も. 酑暮 臭い わ、 ねえ J とか、 『あの 器量の 色黑 では、 先生が あんまり 可愛 さう 

ァ- ポト. ,£ 
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だ、 わ」 とか、 いろいろ ill 際 上の 推測 は あるが、 生徒が 自分 達に 關し たこと ではない と 思って ねれば、 

かへ 

何でもない ことで — 男 ひとりの ところへ 出入りす るよりも、 そんな 人が ゐて くれる 方が、 5?？ つて 心 

配 はない の だ。 

然し その 女中の 時々 燒き餅 を 燒く樣 な 態度が えないで もない と 云 ふ もの も ある。 三人 も 四 人 も そ 

ろ ッて敎 はって ゐる時 は、 無事に 定 つて ゐ るから、 無論、 何 のこと もない。 然し 生徒のう ち、 誰れ か 

獨 りが さきへ でも 來て、 了 ボトと 親しく 話で もして ゐ ると、 そこへ 茶 を 持って 來る 女中の 顔色が 多少 

不斷 よりも 違 ふと 云 ふ 評判が ある。 敎授 が濟ん での 歸り途 などで、 そんな ことが 話 超に のぼると、 生 

徒の 問に いろんな ^1 が 行 はれる。， 自分 達が を そ はる 様になつ たより 以前に、 先生が 誰れ かに 麟係 

した ことがあ るの を 女中 は 知って ゐ るので、 また さう 云 ふ ことがあ るので はない かと 疑 ふの か 知らん 

と、 女 どもの 觀察 はこ まかい。 

先生と 女中との 關係 はお そらくな からう、 然し 時々 女中に 變な顔 をされ るの は、 生徒と して、 甚だ 

面白くない。 かう 云 ふ 感じが 生徒 1? に 段々 深くなる に從 つて、 第二の、 然し おだやかな 同盟 返 學が起 

りさう になって 來た。 

r 先生が 奥さん をお 貰 ひに なろ なら、 早くお 贳ひ になった 方が いいのに。」 

くべつ 

r さう すれば、 女中 は 女中で、 はッ きりした 區^ が^く わ。」 


r 維れ か ありさうな もの、 ね ピ 

r あなた はいかぐ？」 

r いやな こッ た！』 

n. 降る ァ メリ 力に」 です か？」 

「あれ は英國 人です よ。」 

そで 

「どッ ちで も、 「袖 は ぬらさ じ」 よ OJ 

r パチ H ラ ー の敎師 は、 もう、 いやにな つた、 わ。」 

かう いふ 様な ひやかしが 出る やうに なって は、 生徒 間に 急に 熱心の 度が 減 返す る もので 一 I その 多 

數が、 と 云っても 三 四 名 だが、 返攀の 動議 を 持ち出した 時まで も • 最も 無邪氣 に また 最も 熱心に を そ 

はって ゐ たの は、 鶴 子と 玉子と である。 アポ トの 親切と 敎へ 方の 上手な とに 深く 信頓 して ゐる だけ、 

とんちゃく 

他の ものよりも 超然と して、 評判の よしあしに は餘り 頓着. I てゐ ない。 

「わたくし 達 ふた ァり 切りに なっても、 習 ひに は 行きましょう よ』 と 誓 ふ樣な 態度 を 見る と、 他の も 

の は 

r あの ふた ァりは 身分と 容貌と がいいので、 それ を讃 めて 貰 ひたいの だら う』 とい ふ惡 口： UO 

實際、 この 二人 は 最も 美人 だ。 玉子 は丸ぽ ちゃの 方 だが 愛橋が あり、 鶴 子 はお も 長の、 品が あって， 
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しんせつ 

脊が 高い。 ァボト は 最も 多く この 二人に 親切で あつたし、 二人 同士 も 亦 最も 付 力よ かった。 

或 夜の こと、 雪が 二 三寸 も 積んだ。 降雪 翌日の 晴天 は 風が 寒い にも 拘らす * 鶴 子は舉 校の 歸 りに 高 

下駄で 1 その 家 g として、 舉 校へ は 車で 行かせられな いの だ 11 三 平 坂 を 下 だり、 山 王の 森 下の 道 

を つて、 S 池に ある ァボト の 宅へ 行く と、 仲間の もの は 誰れ も 來てゐ ない。 コ ー ヒが 出た の を飮み 

ながら、 待って ゐて も、 まだ 来ない。 して、 敎師 はこの 一 生徒の るる 部屋 を、 レっ になく 出たり、 這 

入ったり して ゐる 様子が いつもと 少し^ ふので、 

r 先生 わたし は歸 ります』 と、 鹤子は 立ち かける。 

さん、 もう 少しお 待ちなさい —— 皆さんが 來な いこと はないで しょう』 と、 敎師は 熱心に、 親 

切らしく、 かの 女 を もとの 'にっかし、 自分 も 亦 自分の 椅子に 落ちつい たが • 別に 一 人に 對 して は、 

わさく 來た敎 へ 子で ありながら、 敎へ 出さう ともしない。 鶴 子 は 止む を 得す 再び 腰をおろし たもの 

の、 何とた くも ぢ くして ゐ る。 この 樣子を 兒て、 『あなた、 少し ゅッ くりなさい。 この 寒い のに、 わ 

ざ わざ 來て 下さった のです から、 わたくし 御馳走 致します。』 

『いえ、 先生、 そんな こと は 御 心配に 及びません —— 皆さんが お出でに たらない のなら、 わたし 歸り 

ます， t*"  JS 

r>v: ァ、 お待ちなさい。 直き 出来ます。」 


『然 ！ わたし • 御馳走 を 戴きたい ので はな いんです もの —— 』 

『です が、 ぉ獨 りで 習っても、 張り合がないで しゃう —— さう では 御座いま せんか、 松 平さん？  JI 

『それ はさう です が、 わ ひ： し』 と、 鶴 子は歸 りた さう に、 また 氣の毒 さう に、 寂しく ほほえみながら 

アポ トの顏 を 見る。 

顔 を 局ら れて、 渠は その 頰に ほてり を おぼえた。 それ を まぎらす 爲め， 座 を 立って、 藥は 置き スト 

1- ブの犬 を 直しながら、 

『ま ァ- さう 云 はないで、 わたくしの 少しば かりの 親切 を 受けて 下さい OJj 

親切 をと 云 はれる と， 英語が さう 云 ふ 發想法 だと は 習って 知りながら、 無下に それ を 退けて 歸るこ 

とも. W 來なぃ 樣な氣 がして、 鶴 子 は 

『どうも 濟 みません です、 ね』 と 答へ、 『では、 今少し ゐて 見ましょう —— 皆さん も 來られ るか 知れ ま 

せんから。』 

けっかう 

『さう して 下さい、 わたくしの 爲め にも 結構です』 と、 敎師 がまた 座に 歸る ところ を 見る と * 鶴 子の 

目に は、 火の そばで ぁッ ためられた せいか、 渠の頓 が不斷 よりも 熱して ゐる樣 に 思 はれる ojg はまた、 

それ を 見られまい、 見られまい とつと めて ゐ るかの 様に、 落ちつきが 缺 けて ゐ るので、 二人とも： 1: だ 

か 話が し 難い。 
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丸 下 ー. ブル を 間にして 向 ひ 合って ゐ るので ある。 鶴 子 は 手持ち無沙汰 にあたり を 見 ま すと si 

i ゲて 置く が、 ァボト が t 泳 は 日本 造り だ 11 ^慣れた 室で はあり >  見慣れた 装飾で は あるが、 け ふ 

に畏 つて、 、ひきちが 少し ふ。 して- 壁に かけ ま はして ある 寫眞 のうちに は、 外 國のも あるが、 ァボ 

トが わが^で 手づ から 撮影した と 云った の も ある。 それら を 初めて 見る 様な 氣 がする の は、 この 室の 

主人 を、 敎師 としてで なく、 知り合 ひの 男性の 如く 思 はれる からで ある。 こんな こと は、 け ふが 初め 

て だ。 して、 友人と して ァボト 氏と 親しむ こと は 父から 許されて ゐ ない と考へ ると * 望み もしない 御 

馳走 こ ^ はれて ゐる 機な、 いやな 氣 持ちが して、 そとに きこえる 電車の 響き ともなって. 逃け て 行き 

たい 心に もなる。 然し また、 武田 玉子さん と 自分と を 先生が 曾て 寫 して くれた * その 出來 のい ぃ寫& 

は どこに 匿いて あるの だら う、 と 云 ふ樣な こと も考 へて 居る。 

ァボト は、 この 時， 竹細工の 棚から、 ち ひさい 箱 を 二つ 取りお ろして 來て、 

「今 口 は 5^ 師の 附を以 つて あなたに のぞみません II その代り、 煙草 を飮 むこと を 許して 貰 ひます 

 よろし いでしょう？」 

かう 云って、 は 笑 ひ-:. けた 様な、 然し S 面目く さった 顔つきで. 鶴 子を兑 る。 

「よう 御座います とも」 と、 かの 女が 手持ち無沙汰 を まぎらす つもりで こころよく 答へ ると. 渠はー 

方の 頃の 中から 太い 楚卷を 出し、 また 一 方の を^ 子の 方に つきつけ、 


「あなた も 一 つどう です —— こちらの なら.' 御&人 にも 喫へ ましょう。」 

ぶちぶ うまう 

「ありがたう —— わたし は 無重寶 ですから』 と、 鶴 子が 手 を 出す 檨 子がない ので、 

「では、 わたくし ばかり 失禮 いたします』 と、 渠は兩 手で マチ を 摩って、 く はへ てゐる 煙草に 火 をつ 

けた * 鶴 子 は、 それ を 見て、 心で は、 實際 失敬な 人 だ、 見 違へ てゐ たが、 先生 は實際 あんな 人な のか 

知らん と考 へて ゐる。 

そのうち， バイン アプルに 牛乳 を かけた のが 出た。 女中が 揃へ て 女中が 持って 來 たので ある。 ァボ 

ト はまた 隣室から 西洋 酒の 瓶の 一 一種 を兩 手に 持ち • 一  種 を 脇の 下に かか へ て來 たが、 その 一 種の 瓶 か 

むごん  i 

ら、 二つの コップに 無言で ついで ゐ るの を 見て、 鶴 7 は、 

r 先生 • それ は 何です』 と閡 く。 

r ヰスキ — 少し はよ ろしいで しょう？」 

「いえ、 わたし は 戴きません から — 』 

「では、 この 方 は』 と、 アポ トは 別な の を 取り、 

「コ 一一 ャク —— これなら よろしいです o』 

「いいえ、 先生、 戴きません。』 

r さう です か』 と、 ァボト は 鳥渡 鶴 子の 顏を 2^ て、 『このべ ネダ クチン はどうです、 これ は 甘い のです 

アポ ト先&  t-1 八 三 


l^m 第一 卷  三 八 四 

から 11 」 

r いえ、 もう、 よう 御座います。 わたし はこの 方 だけで』 と、 皿 を 申し わけ に^き 寄せながら、 『結構 

です。』 

『では、 どうか』 と、 ァボト はま ごつ いた 樣子 をして 座に つき、 『あがって 下さい。』 

「然し 先生 は ヰスキ がお 好きなら、 おかま ひなく 召し あがって 下さい』 と、 鶴 子 はま だ 皿に は 手 をつ 

けない。 

「わたくし 好きです、 然し ハリス さんの 樣 には飮 みません』 と 云 ひながら、 ァボト は 一 コップ をぐ ッ 

ト飮み 乾した。 然し 鶴 子に それ を卑む 様な 様子が 見える ので、 特別に 機嫌 を 取る 話 をしながら、 フ才 

1 クを 取らし， 自分 も 亦 皿の 物 を喰ッ た。 

然し ァ ボトの 如何にもう まさう にパ ィ ンァ ブル を 喰って ゐ るの を 見る と， 鶴 子に は それが 却って 何 

だか 下等な 様に 見えて、 自分の ナイフ を 皿の 物に 運び入れ るの も 厭な 氣 がして、 ち ひさい 切れ や-僅か 

に 口に 入れても- 殆ど ぁぢ がない。 かの 女と て、 男性の 友人 を 持つ 經験 がないで もない が * この 樣に 

だんかう  けいかい 

意外た ところで 意外な 男. fb^ を 押しつけられ るの を身づ から 警戒して ゐ るの だ。 その上、 その 人から 婿 

養子 をす る 身 かと か、 許嫁が あるの かと か聽 かれる と、 習った 時 は何氣 なく おぼえた その 言葉が いやに 

たり、 耻 かしくな り、 心が 缩 かくで • この 來 憤れた 室に 此 スト I ブ のぁッ たかい 空氣 もぞッ とする ほ 


ど 塞い 様に 感じられ、 身 をす， pwp^fs つ 向き 勝ちに、 ただ 『いいえ II いいえ J と 否定り 1^ 事 をす 

—  で^し ぞ  , , - 

る。 して、 そとに 電車の 響きが 途切れたり、 つづいた りして 聽ぇ ると、 早く 歸り 行きたい 一 心で 座に 

ゐ たたまらない 様な 氣 になる。 然し また， アポ トの鬼 角 遠慮 勝ちに、 臆して ゐる樣 に gi する 訊 

I. とし 力 鶴 子に は、 玲れ ない が I ： の あ ひの 手の 如く、 『あなた は 召し あがって 下さいません- 

と 繰り返され ると- 然し また 義理に も 食べない わけに は 行かす， 牛^の かかった アプル をち ひさく ナ 

ィフで 切って は • それ を靈 さう に フォ， クで 口に 運び • 絹ハ ンケチ を あてが ひながら- 無理に 嘰んで 

喉に 下 だす。 何の ぁぢ も矢ッ 張りない の だが、 それ を 吞み下 だす 度： g に、 男と いふ 物 こ I sjg に ひ 

し t5 よ 

力 A てゐる 力ら  對 する 處 女の 恐怖と 自覺と を 初めて かの 女 は 感じ t の ieo 

ァボト は、 また， 何 か 心に ある こと を 云 ひ 出したい 様子 だが、 鹤 子の 態度が 引き I- り 過ぎて、 少し 

も 透きの 乘す べきがない 様に 思 はれた。 

こうちゃ 

そこへ 女中が 紅茶 を 入れて 持って 來 たが • その 場の 樣子を あやしい と 見た のか *  二人の 顔 を 比 

ベ る 様に 見て、 直ぐ 出て 行った。 i 紙の 締め かたが 少し 荒かった ので、 ァボト はき ッ となって、 

『これ、 ！』 

聽 えたの か、 聽 えない のか、 返事が しない。 

『隅！ 隅！』 
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r はい』 と *  紙が 明いて • 女中 は 半身 を 出す • 

r さう 荒く 締めて はいけ ません、 お 客 さまに 失禮 です。 J 

『わたくし、 きがつきませんでした ii 濟 みません』 と 答へ て、 女中 は引ッ 込んだ が、 その 英語の 調 

や ちち 

子 を 鶴 子 は 可な りうまい と 思った と 同時に、 その 顔つきが、 自分の 思 ひなし か * 如何にも 燒き 餅で も 

燒 いて ゐる 様に 見えた ので、 餘り氣 にも かけなかった 先生と 女中と に^する 評判 を 目の前に たしかめ 

る ことが 出來 たかの 如く 思った。 

^どぅもlil_.^な女中で困ります』 と、 ァボト が 少し いらだ ッて 申し 譯 をす るのに 答へ て、 鶴 子 は、 

『いえ、 わたし、 さう も 思 ひませんでした』 と、 おとなしく 受け流して、 鳥渡その^^ぉを《:^ると， の 

目色が いつのまにか 變 つて、 燃えて ゐる樣 だ。 

ヰ スキの ほめに 先生 は醉 つて 來た のか 知らん とも 考 へたが、 鬼に 角お そろし くな つたので、 鶴 子 は 

の を 立た うとす ると、 

てし 

『今 暫く 待って 下さい、 お話したい ことがあります』 と、 アポ トは 立ち かけて また 坐 わる。 その 聲は 

顫へ てゐ るの だ。 

『お 話が あれば、 おぐ 伺って 歸 りましょう』 と、 鶴 子の g4 も 亦 の 顔へ につり 込まれた 様 だ。 

ァボト の 頭 も 熟して ゐれ ば、 鶴 子の 心 も、 それ かと 感づけば、 浮かされた 様な の だ。 


r あなた- いっか 敎 へました 手紙の 挨拶 語の 種類 を おぼえて ゐ るでしょう 11 』 と、 ァボト は 云 ひこ 

くさう に 云 ひ 出して、 鶴 子の 顔 を 見つめる。 いかにも 熱心な 態度で は あるが、 鶴 子に はさう 聽 かれた 

だけで は、 その 急變 した 熱心の 意味が 分らない。 或 難題 を 持ち出される のかと 待ち設け たのが、 多少 

氣拔 けし かかって、 ひ" 

『はい』 とば かり 答へ ると、 

『SIaaam とか、 Dear  Madam とか、 My  Dear  l4dam とか — 』 と， ァボト はまた 首 葉 を 切る。 

『はい。』 

I  フ H ボリ ト 

『また、 My  Favorite とか  J 

これ はわが 愛する 者と いふ 挨拶であって、 夫婦 または 愛し 合って ゐる ものに 云 ふの だと おぼえて ゐ 

るので、 鶴 子 はこの 場合 返事 を控 へて、 じッ として ゐ ると、 

『その フエ ボリ ト 11 ： 「愛する もの」 と 11 云 はして 世 ひたい の で す 11 わたくしに — あなた を 

— 』 

その 聲が顫 へ 顔へ て、 鶴 子 を 見つめる 目つ きに は訴 へる 様な、 また その I 一 I ぶ」 押しつける や 一, よ、 7 

しせ A 

にあ はれに して、 どことなく 强い 男性の 誡實 と威嚴 とが ある。 

『矢ッ 張り さう だ』 と 鶴 子が 思った 時には、 かの 女 自身 も 早 や. ほう ッと のぼせて ゐて、 ァボト が.. H で 

ァボト 先 S 
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何 かつ づけて 云った 様で あるが、 はッ きり 聽き 取れなかった。 暫く は、 電氣に 打 たれたり、 催眠術に 

かけられ たりした かの 樣に、 夢中であった。 

ふと われ こ 1^ ると、 自分 は 端然と しても との 通り 椅子に 坐 わって ゐ るが、 耻 かしい ばかりに 顔 を あ 

ゆる ことが 出來 ない。 して、 ァボト が 足 もとの 亂れた 様な 調 t.^ で 物 を 云って ゐる 聲が聽 える。 

『- つたく し は.^ して あなた を 侮辱して はゐ ませんで す。 —— わたくし は あなた を 尊敬いた します。 —— 

さう して、 今 申し あけた 通り、 11 あなた を 愛します 11 誠心誠意 を 以て、 心から 愛します。 11 あ 

If- あし  キク ス 

なた が 若し 許して 下さるなら、 わたくし は あなたのお 御 足に でも 接吻いた します。 — 松 平さん、 ど 

うか 御 返 市  1^ を聽 かして 下さい。 11 松 平さん 1. 松 平さん I. 松 平さん I 』 と、 最後に ァボト が 席 

を 立ち かけた 様子 だから， 鹧子も 亦 あわてて 立ち あがった。 

丸テ ー プレ 一 つ を 一 t:? てて、 鶴 子の 恐怖に 滿 ちた 而も 氣の毒 さうな 目と、 ァボト の 熱心に 燃える 1^ 

線の 服 力と が 出くわした。 

『松 平さん、 どうか この わたくしの 眞 ごころ を 汲み取って 下さい。』 かう 云って、 ァボト の 精神 は 鶴 子 

の. S こ.，？ んで 行った 樣な勢 ひだが、 さすが は、 遠慮して、 そのから だは 一歩 も 運ばない。 

『御 1^ 一：.^. を 願 ひます』 と 禅び 促されて、 鹧子 は、 これが 最後の 言葉 だと 云 ふ 様な 口調で、 

『とても 父が 許す 答が いません から』 と 答へ る。 


とタ 

『お父さんよりも あなた 自身のお 心 は ？，！- 

，ゎたくしは御返事出來ません。』 

『そ • それなら、 只今 直ぐ 聽 きたいと も 限りません から， 御 熟考の 上 願 ひます OJ 

r  』 

鶴 子 は 二度の 返事な く 烈しい 動捧を 打って ゐる。 ァボト はまた、 全身の 血 を 集めた かの 樣に、 胸.：^ 

脈搏が チョッキの そとまで も 高まって ゐる のが 見える。 鶴 子は顫 へて ゐれ ば、 ァボト は 苦し さう にチ 

ョ ツキの 胸を浪 うたして ゐる 0 

二人 は 暫く 無言で あつたが、 ァボト は 二人が 立って ゐ たのに ふと 氣 がっき、 

『すみません 1 どうか 坐 わって 下さい』 と 云った が、 鶴 子が 座に 房ら うと もしない ので、 自分 も そ 

のままで 『あなた は 非常に 恐れて ゐ ます。 然し， どうか 御 安心なさい、 わたくし は 決して あなたに 

失 禮 な こと はいたし ませんで すから— どうか 坐 わって 下さい、 わたくし I わります から。』 

かう 云って、 アポ トは その 椅子に どッ. ^ね 腰をおろした。 それが ftp- 今まで 張りつ めて るた 力， V 

せて、 破れ かぶれに その 身 を 後ろに 投げ出し たのが、 丁度 肱 かけ 椅子の 眞ン 中に とまった 檨 であった。 

鶴 子 は 先生の 樣子を 見て、 そのうら めし さうな 樣 子が 如何にも 氣の毒 だと 思 ひながら、 自分 も 亦 もと 

の 椅子に 着く。 

ァ？1  f 


ま i 


s$  ^5  ； 一一う 

むごん _ 

暫く ま ヒ 無き！！ だ 

ァボト はいつ になく 喉 をぐ いく らして 紅茶 を 飲んで るる。 鶴 子 も. その 少し 以前から * 喉の 渴 

きを おぼえて ゐ たので、 コップ を 取った。 茶 は 大分 さめて しまったが、 却って それが うまい 様た。 二 

人と も 一 いきに 飮ん でし まった。 それでも • なほ 無言 だ。 

やがて ァボト は 鶴 子に 向 ひ • 

『松 平さん』 と 呼びかけ たが、 その 調子が すっと 落ちついて ゐ る。 

『はい 11 と • 鶴 子 は ァボト を 一瞥した。 

『どうせ、 どちら かの 御 返事 を 下さる のでしょう？』 

『  』 

『承 して 下さる か、 それとも 下さらない 力の？.』 

『  』 

『その どちら かわた くし は 只今 聽 かない 方が よろしう 御座います I と 申す の は、 突然 こんな こと を 

巾し あ-けて、 あたた を かした の は、 わたくしの 罪です。 この 罪の 爲 めに、 わたくし は あたたの 御 返 

事 を 待つ 間の 苦しみ を宽： んで 忍びます， 御 返事 を 得た とて、 それが また この 上の 苦しみになる のか も，.. 〔 

れ まきんで す。 さうたり ましたと て、 わたくしの Ik ごころ が 足りない のなら、 止む を 得ません。 ^し 


わたくし はい. - 方の 御 返事 を 熱望して ゐ ます？ わたくし はわた くしの 出來る だけ 最善 を盡 して ゐ るの 

で 御座いま すから、 そこ だけ は あなた も 汲んで 下さいましょう？ 松 平さん —— 松 平さん、 これ だけ 

只今 答へ て 下さい 一- 』 

『先生 の 御 親切 だけ は 御禮を 申します。』 

r ありがたう 11 それで， 松 平さん、 若し あなたが わたくし を担絕 なさい ましても、 わたくしの 誠意 を 

耻 かしめ る 様な 他 言 はなさい ま すま い — ？』 

『はい 、決して 致しません。』 

しょ  <- こ 

『では、 その 證據 に』 と， ァボト は 座 を 立ち • 一  歩 踏み出 だし、 『あなたの 熱心な 握手 を 願 ひます』 と 

右手 をつ き 出す。 その 出し 方が 不斷 よりも あざやか でない のを瞥 nkl し、 鶴 子 は 心で 

『どうしょ うか 知らん』 と 惑つ てゐ る。 

その 折も折、 唐紙 を 叩く 音が 聽 えたので、 ァボト は.^ わて 氣 味に 

『お 這 入ん なさい』 と 云って、 もとへ 戾 つた。 ふすまが あいて、 女中が 少し 投ゅ 出す 様な そッ けない 

< てう 

n 調で、 

『古田さん が I 』 

『こちらへ。』  > 

ァボ ト先&  ...Ikk  I- 
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ァボト は 自分で 自分の 心 を 鎖め て ゐる樣 子 だ。 鶴 子 はまた これで 安心 だとい ふ 呼吸 をして ゐる。 そ 

こへ 古田と いふり が 直ぐ 這 入って 來た。 ァボト はこの 人 を 使って 舉校を Si ？』 立した ので、 廢校 になった 

今日で も、 その 殘留 生徒の 鶴 子 や 玉子に 對 して 責任 的關 係が 多少ない と は 云へ ない。 然し この 場の 事 

情 を 知らないから、 當り 前の 挨拶 をして 椅子 を 占めた 切りで、 鹤 子が ァボト に 送られて .otij を 出る の を 

ゐなが らに 見送った G 

^子 は先づ 無事に ァボト 先生の 家 を 出で. 急いで e: 谷 行きの 電 単に 乘 つた。 幸 ひ、 乘り 手が 少 かつ 

たので、 車掌ぎ はの 隅に もたれた まま * 今の こと を 考へ ると、 丸で 自分の I 大事 を 夢見た 様に 思 はれ 

て、 その 時の のぼせが まだ 取れて ゐ ない。 どうせ 先生の 要求に 應 やる こと は出來 ない と 知って はゐる 

クれ  はづ 

が、 何だか 嬉しい 様な • 耻 かしい 様な * また 世の中が なつかしく なって 來た 様な、 また 友人に も敎へ 

て やりたくない 様な 氣 分が 胸" 中に 湧いて 來る。 若し 自分が、 あの 時 先生が ヰ スキの 瓶 を かかえた 樣 

Ij  -* ろ も 

に、 先生の 脇の 下に かかえられたなら， どんな 心持ち だら う？ 先生と 自分と が 若し 夫婦と いふ もの 

になったら ど うだらう？ 

若し 先生が H 本の なら、 無 fjr あの 誠資 な、 熱心な 態度に は、 自分が 從 つてし まった に 相 遠ない 

の だら う。 あの 女中のお 隅さん だッ て、 ほかの 女が 行けば 燒き餅 も 燒くか 知れない が、 まさか 關 係-し 

てね るので は あるまい 。先生が 外國 人で ある だけに 可愛 さう で —— 然し また 外國 人で あるから、 赏際、 


i 


ぐづく して ゐ たら、 どんな こと をされ たか 知れない • 古田 先生が 來て 下さった ので、 やう やく 逃け 

て來る ことが 出來 たの だら う。 

ほんとう 

『本統 は、 おそろしかった』 と、 心で 叫んで、 ゆ ふが たの 風の 寒い のに 身ぶ る ひした。 然し、 もう、 

二度と 再び 行かない と考 へれば、 今まで 行き 慣れた 家の 主人の 獨 りで 寂しい 様子 をして ゐる のが 思 ひ 

やられて、 それが 深く 身に 沁、 て氣の 毒に もなる。 

ァボト は、 その 夜、 神經 がいつ もより 興奮して、 寢 どこの 中へ 這 入っても、 まんじり とも 喊られ な 

J  くうさう 

いま まに li 身 者に 起り がちな 寂しい 空想に 耽って ゐ ると、 自分の 知って ゐる 日本 婦人の 姿 や 顔が す 

ベて 順番に 現 はれて 來て、 自分 を あざ笑 ふ樣 だ。 婦人ば かリ なら まだし も だが、 古田 氏 やら、 その S 

の 英語 敎師等 も 現 はれて 來て、 自分 を あざ笑 ふ。 

日本 は 冷笑の 國か 知らん —— それなら、 こんな 國 でぐ づ/ \ 寂しい 生活 をして ゐ るよりも、 EjL く卞 

國へ歸 つた 方が いい。 一昨年、 本國の 大擧を 卒業して、 直ぐに- 日本へ 來 たの は、 もと. C  ！ 時の 思 

ひっきで、 ただ 結婚 費 を. iS らへ るつ もりで あつたの だ。 來て 見れば いいと ころで あるから、 ^語 敎！ 

生活が 出來 さへ すれば- ここに 永住した いとい ふ氣 になった。 また • 誰れ か 相 1g な 日本 婦人 を 得て 

家庭 を 作り たいと も 思って ゐ る。 

アポ ト先 A  一  in 
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で、 兎に 巧 相當な RI 本人で ありさへ すれば， 自分に は 誰れ でもい いの だ。 松： 牛 家の 樣な 立派な tt 

族から • 自分の 麥 が^ょう などと いふ 野心 は 夢更ら 持って ゐ なかった の だ。 あの まで は、 赏 IT そ 

，！. 'ェ， 

んな |-〕 仏はなかった の だが と、 ァボト は 自分で 自分 を 辯 解し、 鶴 子さん を說 服しょう としたの は f ほ 

の出來 心に 過ぎなかった 11 若し以前からそんな^！？へ がぁったのなら、 自分 はも ッと 熱心に * 誠お に 

出た だら う。 さう かと 云って、 ただ 翁 力に 訴 へて 見たところで • 失敗 すれば、 紳士の 面目 を 偽つ ける 

のみなら す、 曰 木に ゐられ なくなる だら う。 

「い ッそ、 初めから 本氣 でかかった 方が、 或は 船が して ゐた かも 知れない』 と、 何だか 惜しい 様な、 

殘 念な な氣 もす る。 

•  C  t  くわ 

渠は 床の 屮 でぎ i?< を 踏む 3 恥 似 をして 兒 たりして、 自分の 淺 念な、 寂しい 心 を 自分で 胡麻 化さう と 

しても、 いよく 神 |ヒ が 冴えて 行く ばかり だ。 ヰ スキを あ ふって、 ゃッ とのこと 眠りに 入った 力 草 

目を资 ましてから、 起き あがる 力 もない。 一 つに は， また、 雪解けの 惠ぃ道 を 早くから 歩いて 行く 不 

愉快 を 想像して ゐ たの だ。 

本 .^qgl 校 を 珍ら しく!. ：1 で缺 勤し • 床に 這 入った 切り、 朝 釵も盒 はないで、 ごろごろして ゐ たが、 

また 餘り 聊に堪 へない ので、 ss^ になって から、 起きて 來た。 

あ まが 重く、 何 をす る勇氣 もなかつ たが、 t 女生徒が やって 來る 時刻 だと 思 ふ 頃に なって、 


僅かに それ を樂 しみに 氣が 引き立って 來た& だ。 然し、 この頃に なって、 習 ひに 來る 生徒が. 一 般に前 

ほどに 熱心で なくなった 様に 思 ふと • それ も 亦 寂し さ を 添へ る 一 つの 種になる。 

やがて 築の 玄關に 女の 聲 がした。 武田孃 のらし い。 渠は、 恰も 待ち設けて ゐた戀 人が 来た かの 様に、 

ひそかに 顏を あからめ たが、 それと 同時に、 その 胸に 急激の 鼓動 を おぼえた。 

鎮は その 鼓動 を 押し 隱す つもりで" 何氣 ない 振り をして 室 を 出で、 

『どうかお あがり 下さい』 と * 玉子 を迎 へた。  - 

玉子 は 鶴 子よりも 大膽 で、 快 濶な女 だ。 ァボト を 見る が 早い か、 

かふむ  どろ 

『先生、 御 究を被 hrs ますよ、 水たまりへ 這 入りました から』 と、 泥に よごれた 足袋 を脫 いで あがった。 

『道が 大相惡 いでしょう？』 

やす 

『ええ、 もう、 困って しま ひました の —— だから、 きの ふ は 休み ましたが —— まだ どなた もお 出に な 

つて ゐな いのです、 ね。』  .  一 

『もう、 まゐ りましょう』 と、 ァボト が 先 づ窒に 這 入る。 

『わたし、 もう， どなた も來 ない 方が いい、 わ』 と • 玉子 もつ いて 入りながら、 『何だかけ ふ は を そ はり 

たくない の —— 』 

『どうしてです』 と、 ァボト はかの 女と 同時に 椅子に ついた が、 ひよ ッ とすると、 きの ふの こと を 鶴 

アポ ト 先生  Hi 九 五 
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子から もう 聽か された ので、 それ を 諷する ので はない かと 心配した。 然し 玉子が あどけない 様な 顔 を 

向けて 、 

『s ！が惡 かった のです もの』 とに こついた ので、 渠も亦 それに つられて 微笑す る。 して、 鳥渡 云 ひし 

ぶりながら、 

『では、 わたくし 御馳走し ますから、 遊んで いら ッ しゃい。』 

『それ も ii 栴 です • ね、 おそまきのお 雪見になります、 わ 11 わたし • 何 かおみ やげ を 持って 來 たら 

よかった。』 

『いいえ、 どう致しまして —— あなた は 何が よろしいです、 パイン アプル —— ブ ヂング —— その他の 

お菓子 —— どちら？』 

『A 菓子が 結構よ、」 然し、 先生、 濟 みません、 ね • 氣條 ばかり 云って —— 今度 はわた しが 何 か 持って 

來て、 御馳走の 仕返し を 致します。』 

『どう致しまして』 と 云 ひながら、 ァボト は { 至 を 出て 行き、 女中に その 用意の 命令 を 下 だした。 け ふ 

は 成功す る だら うと 云 ふ 野心が、 ふと、 玉子の 輕 快な g5 度に よってお びき 出された の だ。 して • 西洋 

酒の 瓶 を I 一本 コップと 共に 持って、 再び 道 入って 來て、 

さむ 

「あなた はお 寒かった でしよう から、 ヰスキ を.^ に簿 くして 召し あがって はいかが です？ それが い 


けませんなら， あまい ベネ ヂ クチンが あります o』 

『少しなら、 頂戴 出來 ますが 11 』 

『では、 このち ひさい コップに』 と 云って、 ァボト は ヰ スキの 方 を 一 杯に 盛る。 して、 自分の 爲 めに 

も 亦 別な コップに つぎ、 立ちながら ひと 乾しして、 その 跡へ またつ ぎ 入れる。 

玉子 は それ を 見て 餘り 遠慮が なさ 過ぎる と 思った。 然し、 ァボト は、 きの ふの 失敗が あるから、 け 

ふ は、 初めから 酒の 勢 ひ をつ けて 置かう とする の だ。 

ちょ 

『さう、 先生、 おいしい 物です か、 ヰスキ 11 でしよう — は？』 と、 かの 女 はい や 味たら しく 云つ 

て、 皮肉らし い 目 を 向ける と、 

ふ だし 

『さう です』 と、 ァボト は 座に ついた が、 不斷 なら、 無 邪氣に 折れて 笑 ひさうな ところ を * け ふの 微 

笑に は、 どことなく はッ きりし ない、 おもくるしい- 心配 さうな 影が 見える ので、 玉子 は 鳥渡 異様に 

感じた。 して、 他の 仲間が 一向 まだ 來な いのに 思 ひっき- 先生 は、 習 ひに 來る ものが 不熱心に なった 

ので、 或は その 人數 をす ベ て 失 ふので はない かと 心配して るるの だら うと 想像す る。 それで、 自分 等 

の 前で も。 燒け氣 i ぶに なって、 お 酒な ど を 飮んで 見せる ので はない か 知らと、 心 で^り 氣の審 がる。 

して、 

みな 

『きの ふ- 皆さん はいら ッ しゃいました か』 と 聽 いて 見る。 

7 ボト 先生  一 11 九セ 
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『lg り だけ 來 ました』 と 答へ て、 ァボト は コップ を 引き寄せる。 

『どなたが？』 

『松 平さん です』 と、 渠は いやな 顔 をして 引き寄せた コップ を 乾し、 その 跡 をつ ぐ。 

『あの方と わたしと が、 實際、 一 ^熱心です よ —— 自慢で は 御座いま せんが』 と、 かの 女 は 先生の 心 

を 引き立てる つもり だが、 渠は ただ 

わら 

『さう でしよう』 と 云った 切り、 笑 ふで もない、 笑って ゐ ないでも ない、 變な檨 子 をして 兒せ、 『あな 

た、 松 平さん にきの ふから ぉ會 ひなさい ましたです か？』 

『いいえ、 おとと ひ、 ここでお 目に かかった 切りです よ。』 

『きの ふ は 雪が 積んで ゐ ました。』 

『それ は、 先生、 け ふ も 同じです 11 お ほ、 ほ！』  . 

『は ッ、 はッ、 は！』 と、 ァボト も、 ふいと へまな こと を 云った と 思 ひ、 笑って は ra- たが、 鶴 子 は 玉 

子の 親友で あるから、 一 二日のう ちに は、 きの ふの ことが きっと ばれる かも 知れん と考 へる。 若し 本 

國人 同志なら、 お 互 ひの 名眷を 重んじて、 結婚の 巾し 込みな ど を 他言す る こと はない が、 相手が 日本 

人の ことで はあり、 若し 外國 人と 兑て、 自分 を li^ 鹿に して ゐた ものなら、 自分に 對 する ：1 魏ゃ 約束 を 

守る こと は あろまい。 どうせ ばれるなら、 け ふ を 限りの 試み だと， また 一 杯 を 傾けて 勢 ひ をつ け * 玉 


ぢょ 

子に も勸 めた が、 これが かの 女を說 服す る 初 まり だと 思へば、 鳥渡 また 心が ぐらついて のぼせ 氣 味に 

なり、 顔が 赤くなる。 

『先生 は. * もう、 お 顔が 少し 赤くな つて 來 ましたよ』 と、 玉子 はち ひさい コップ を 少しづつ 傾ける。 

そのうち、 女中が 西洋 菓子 を 持って 來る。 

『お 隅さん、 濟 みません、 ね』 と * 玉子。 

『いいえ、 武 田さん —— きの ふ も、 松 平さん 鑼 りでした の OJ  . 

、ち  わる 

『さう ださう • ね —— 道が 惡 いと • 外出が 不谕 快で 11 』 

『あなたの 樣に 御活潑 な御氣 性で は a ぉ獨 りで も 大丈夫で しょうが 一 . J  , 

『な ァに" どなたでも 不愉快 はおん なじで しょうよ o』 

『然し 御 婦人 獨り では、 男の そば は 御用 心なさい ませ』 と • これ は 日本語で だ。 

sf; の そば はと 聽 いて、 玉子 はむ ッ とした。 內部 では ど. んな關 係が あらう とも、 表面 女中の 身で あり 

ながら、 ここへ 來てゐ る 容に對 して、 例のう わさの 格氣 らしい こと を 云 ふの は 失敬 だと 思 ひ、 それ ッ 

切り、 橫を 向いて、 お 隅に は 物 を 云 はない。 

ァボト はまた、 遠 藤^ 摩 子 様と いふ 宛名 をス マ ェ ン ド子サ マと 書いた 滑稽が ある ほど， 日本の 事情 

に 通じない ばかりでなく、 殆ど 全く 日本語 を 解し ないから • 女中の 言葉が 何 を 云った のかよ く 分らな 

ァボト 先生  三 丸 九 


泡 鳴 仝 集 第 1 卷  四 OC 

いが、 自分の 擒、 損になるので、 直ぐお 隅 を 立ち去らした。 して、 玉子が 飮み 乾した 杯に 跡 をつ がう と 

すると、 かの 女 は 

『もう、 船き ません』 と 云って、 から Q を潢へ 押し寄せる。 

二人 は 菜： 十に 乎 をつ けたが、 ァボト は 胸に 計劃ヒ 持って ゐ るので、 その 方に 心が あせって、 食 ふ 物 

のぁぢ がよく 出ない。 然し 玉子 はう まさう に 喰べ てゐ る。 

玉子が f^i ある 額つ きをして、 いろんな 笑話 やら、 * 面目な 話 やら を 仕 かけながら、 恰も 何等の か 

け la 招ても なく、 おもしろさ うに 笑 ひ、 うま さう に 食 ひ、 時々 口の 兩 隅に 傅って 出る 消化液 をハ ンケチ 

I  二く. 

で 拭く の を ると、 ァボト は、 もう、 ，€! 慮 も 會釋 もな く、 自分の 禮儀 もしくは 克己と いふ 皮 を 金く^ 

いで、 かの 女の 血が 通 ふ 白い 敵 i が 胸の 中に 全 身を投じ たくなる。 して、 若氣の 押へ 難い 力が 渠の胸 

にお.^ 中して、 渠の， m と共に 煮えく り 返る 様 だが、 

『いや、 まだ 芋^が 早い』 と、 自分で 自分 を 返り 兑 ると、 自分の 心は旣 にど こかへ 脫 けて 行って、 か 

ら になって ゐる 様で、 目前の 玉子の 姿が 遠く 見える。 

『ら丄 はどう かな さって る 様です、 ね』 と、 玉子の 調子の 遠った 聲に氣 が 付く と、 ァボト は 暫く^ 躇 

二とば ，11  » 

したが、 ふと、 それに 答へ る 言 築 を ひ 付き 

re ヒ くし、 少し. W 氣 です』 と， わざ おもくるしく 云 ふ。 


r それ は いけ ませ ん I— 何 病で す？ J 

『あなたに は 率し 上 ゆられません。』 

『お 話 出来ないなら、 仕. が 御座いま せんが、 御 心配です、 ね c』 

『はい I— 心配です が —— 』 

『ぉ醫 者に お見せに なって？』 

『いえ、 見せません。』  ノ 

『どうして — 早く 見て 貰ったら、 いいで は 御座いま せんか？』 

『ドクトル でも 直す こと は出來 ません。』 

『では、 何？ 肺病？』 く、，.. 

『  』  ？ 

『腦 病？』 

『  』 

『肺病で も、 腦病 でもないなら， 懷擲 病？』 

『いいえ』 と、 渠は 鳥渡 微笑して、 『そんな ものではありません。』 

『では J と、 玉子 は アポ トの 微笑に 乘 じて 自分 も 笑 ひながら • 『戀^ でしよう？』 

ァボト 先 k  g54 
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『ふふん』 と、 渠は 吹き出し たが、 また おもくるしい 調子 をよ そ ひて、 『ま ァ、 そんな ものです。』 

『I て 先生』 と、 かの 女 はから だ を 少し 乘り 出して、 『誰れ です、 婦人 は？ 白狀 I い！ わた 

しが 巾 人 に なって あげましょう 力？.』 

『いえ- と、 ァボト はいよ く な樣子 をして、 『それだけ は 云へ ません。』 かう 語って、 自分の 目 

的 H 干で t か、 または 攀 であるか を考 へて t。 鶴 子より は 玉子の 方が、 渠 S 目 I い 

つか 語った 通り、 i でい い。 且、 鶴 子 は、 きの ふの 樣子 では、 とても 物に なつきう でない。 自分の 

ひ を 全く 玉子に 向けよう。 して、 この I 辆氣は 玉子の 爲 めだと 云 はう。 こんな 偽り は、 その 實、 云 ひた 

くない。 然し. S 初めはい つも 多少 f が あるら しい。 ただ 僞り S た 愛 を、 得た 以上 は、 誠 赏に保 

ち さへ すれば、 自分の 責任 を 全くす る こと は出來 よう 

こんきと きへ て • 華の 方に じッと 目を 向ける と、 かの 女 は 自分 を あざ笑って I 樣に思 はれ 

て、 云 はう とした 一. B 葉が 出ない。 

玉子 け また、 赏際、 からか ひ 半分に、 この ひ秘 i を 聽 かすに は濟 まさない と 云 ふ意氣 込で、 

『云へ ない ことはないでしょう— それまでお 狀 してし まった のです もの、 ね。 お 力になる ことが 出 

來 るなら、 わたし も 出來る だけ 靈 して 見ます、 わ。』 

『  』     


『云って 御覧なさい、 な。』 

『  』 

『云へ ない の？』 と、 無言の 人の 方へ 小 頸 を 傾ける。 

玉子が 殆ど 先生に 對 する 態度 を 忘れ、 親しい 友人の 心に 這 入り a まう とする かの 如き 心持ちに 目 < え 

る^に 乘 じて、 アポ トは、 沈痛な 戀を發 表する ことが 出來 たかの 様. 5^, 態度 をよ そ ひ： 

『實 は』 と、 わざと 聲を 低く めた つもりな のが、 おの づ からかす れ顫 ひて、 切れ. だ、 『あなたに 

—— 水 久の手 を 11 握って 11 貰 ひたい 11 のです。』 

『ええ ッ』 と、 玉子 は その 意外に 驚いた。 して、 その 丸い 頗 を 赤い 血が よこ 切った。 この 瞬間の 表情 

こ-一ろ ね 

を ァボト は 多少 冷やかに 注意して ゐ たが、 玉子の 如何にも 驚いたら しい 而も 優しい 心根が 自分の 身に 

沁み 込んだ 樣 になって、 同じ 鋭敏な 感情 を 有する 肉塊なら、 二人 はこ こで 全く If を 握り 合っても よか 

らうと 思 ふと、 再び 頭腦 までが のぼせ あが づて、 今にも その 1 方の 肉塊に 飛び かからう とする。 

玉子 は、 そんな 危機に はま だ 思 ひ 至らなかった の だが、 自分が 顔 を 赤く した かと 考へ ると、 伺 だか 

先生の 言麥 に服從 する かの 樣に 見える だら ラと、 それ を 酒に 云 ひ まぎらす つもりで、 

『わたし- お 酒に 醉 つて 來 た樣、 ね』 と、 兩 手で 肉 づきの. S い 頰ッぺ た を 撫でて 見る。 

ァボト は • この 突然の 話題 轉換 の爲 めに、 自分の 必迫 した 勢 ひの 5：? ^二」 きを 握り こぶしで 打 整され た 
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樣な氣 になった。 して、  r 

r また 失敗 だら うか』 と、 i0afs. 且、 耻ぢ た。 然しな If つがう と.^ 

るが、 鳥渡 それが 出ない。 

玉子 はまた ここくして ゐ るが、 全く 態度が 變 つて、 眞-询 目 臭くな つて ゐる。 

M 一ぎ 一人の 間 を 隔てて きの だ。 然し 若し この 無言が 破れる と 同時に、 zfni 

してし まふ ものなら、 ゃソ そ、 この ii の 云 はす 語ら ま iT; ま， たし も そこに ゆかしみ が ある II 

こと どまって ゐる 方が まし だと、 渠の 目に は 怨みの 淚 らしい のが 湧き出て 來た。 

大 f  ： 孝と て、 ？と 羅、 ^l^o 先生の 目から ニー 滴の 淚が 落ちた の を 見て は、 自分の 

蠢に 於て、 初、 じて 男の 切ない じ ％ に 接した 氣 持ちに なって、 その ありがた さに 身ぶ る ひ をした。 して 

自分 も 亦 いつのまにか 淚を 港え てゐ た。  みだ 

『然し、 先生』 と、 かの.^ はう るんだ 目 I ゆて、 先づロ を 切った が、 その ff また 亂れ てるろ 

/>#  せ, な 

の を、 直ぐ 身づ から ffi^ つて 出 &さラ とすると、 その 刹那に ァ.^ トは 

『う、 う』 と、 S な、 苦しい I うなり 管發 して、 S 椅子の 上で 飛び あがった。 擎は、 f 

を兒 て、 さ.； -に 何だか 馬鹿げた 人 だとい ふ 心に なり * 

『然し わたし は』 と、 いよ/ \ 切り出した  ^^^^^^^^^^^^^^^^K 


『日本人と して、 そんな 自由な 身で は 御座いません。』  ^ 

『あなたが 若し』 と、 アポ トも絕 望 的な 勇氣を 得て、 『日本人と して 自由が 招な はれないなら、 わたくし  ： 

と 同樣、 英國 人に なって 下さって はいかが です？』  一 

】 

『そんな こと も出來 ません』 と、 玉子 も 亦 遠慮と 同情と を 徹した 大 膽に歸 つて、 自分ながら も齜， と  一 

思 ふ ほど、 强ぃ 語勢であった。 .  一 

ラブ  ァ， I  一 

『あなた、 戀 — < が 1. あるので すか？』  一 

『そんな もの は 御座いません o』  一 

『戀 人で なくても， — 親 達の —— 定めた — が ある — でしよう？」  一 

『ありません。』  一 

『では、 — 外國 人が —— いけない の 11 です か？』  一 

『ま ァ、 そんな もので しょうよ』 と、 玉子 はつん とお こッ てし まった。  一 

『ああ、 つらい！』 かう 投ゅ 出す 様に 叫んで、 ァボト は ii した かの 様に 椅子の 後ろへ もたれる 0  一 

玉子 は それ を 見な い 振りで 澄まして ゐる。  一 

『ああ』 と， ァボト はまた 情けな ささ、 rv な樣子 をして、 立ち あがった。  > 

飛びつ き はしない かと、 玉子が 注意して ゐ ると、 ァ f はかた はらの 編の 前に 行き、 T01 ： 

アポ ト先ま  § 


しから ピストル を 取り出した。 どうす る ことかと、 か あは こわぐ 見て ゐ ると， 渠は身 I 子の 上 

て £议 ゆ 巷して、 その ピストルの 筒 さき を 自分の 艰に 常て 力 ひ 

あ ふむ I 

『もう、 自殺 致します』 と、 そのまま • 但を つぶ ッて^ 向いた 

玉子 は渠が 本統に 死なれて は 自分の 迷惑 だと 思、 ひ、 すッ くと 立ち あ 力って、  . ， 

『ま ァ、 お待ちなさい！』 かう 云った 口調に は， 全身の 力が 這 入って ゐた。 

ァボト が じッと あけた 目 はう るんで ゐる。 然し その 決心が 本統 であると すると * 渠 の樣 子に、 何と 

なく それだけの 力が な 5の 皇子 は 不審 思った が、 、危管 物 を 遠ざけさす 必要が あるから" 

『ビス トル をお 捨てなさい』 と 命す る。 

ァボ トは默 つて 凶器 をテ ー ブルの 上に 置いた が、 

『然し わたくし、 どうせ 死ななければ なりません』 と、 歎息す る樣子 だ。 

『いえ、 あなた はそんな こと をな さるに は 及びません わ。 わたし 風情の 爲 めに、 大切な 一身 を 失って 

はつ まらない ぢゃァ 御座いません か？』 

『  』 

『あなた は 一個の i サ です。 ！ そのうちに は、 きッ といい 人が 见 付かり ましょう。』 

『い. いえ、 わたくし， あなたで なければ、 もう、 誰れ を も 愛しません。』 


『御 無理です、 先生、 それ は II J 

『ですから、 わたくし 死にます。 若し 死なないで 生きて ゐて も、 絕 望の 生涯に は、 紳士と いふ 資格が 

成り立ちません。』 

『御 もっともで すが、 先生』 と、 玉子 は その 言葉 を聽 いて 泣き出し、 どッと 椅子に 落ちた。 

『どうか、 武 さん』 と、 ァボト は そばに 急ぎ 行き、 『わたくし を 許して 下さい』 と、 玉子の 熱い 手 を 

握った。 

f  よ 

fStHK せん』 と、 かの 女 は渠を 振り 拂 つて、 かたはらへ 避けた が、 胸の 鼓動が 最も 急激に なった と 

^時に、 全身が 綿の 如く や はら かくな つたの を おぼえる。 

渠が なほ 暴力 を以 つて 迫らう とする け は ひ を 見て、 玉子 はお そろし さの 餘 b,、 われ 知らす 卓上の ビ 

スト ルを 執った。 して、 これ も 夢中で アポ トの 胸に それ を さし 向けた。 

『亂暴 をな さったら、 1 うちです ぞ』 と、 わく/ \ してゐ る。 

この 時、 女中のお 隅が コ ー ヒ！ を 入れた の を 持って 這 入って 來 たが、 ぴッ く. CS して、 

『あぶない、 武 田さん！ 彈 丸が 籠め てあります！』 

彈 丸が と聽 いて、 ァボト も 今更ら の 如くお ぞけづ いたが、 玉子 も亦餘 り危險 だと 思った。 して、 か 

の 女 は 初めてお 隅が、 『さきに 男の そば は 御用 心なさい』 と 云った K 意を讀 めた。 

ァボト 先 症  §^ 


泡 鳴 仝 集 第 11^  Ms グ, 气， i< 

r 松 平さん もこの 手 を 喰った のか 知らん 一. 實に、 實に、 失敬な、 無 禮な人 だ』 と • 心に 怒って、 そ 

の 無念 は 遣る 方な く 思った から、 ぼんやりして ゐるァ ボトに は 目 も 吳れす • ビス トル を 持った まま、 

r お 隅さん』 と、 だけ 會 it し * 『こなたへ まゐ るの は、 もう、 け ふ 切りで 御座います。』 

.A う 云って、 おび 出す 様に そとに 出で、 手に 持つ ピストル をお もて 庭の 石の 上に 置いて ST を 出た。 

ぎ IjAii 行きの 霜 車に 乘 つてから、 直ぐ 氣 がつ いたの は 足袋 を 忘れて 來 たこと だ。 然し それ を 取 tov 

に戾 るの も 胸く そ惡 いと 思って、 乘 つて ゐる。 

「お 氣の 毒で、 何とも 申し あげやう が 御座いません」 と、. お 隅が あがり 口まで 來て 云った こと を先づ 

思 ひ or す。 して、 し 松平孃 なり、 自分な りに あんな こと を 迫る のなら、 人の 云 ふ樣な 女中との 關 係 

など はこれ までなかった の だら う。 して、 また、 鶴 子さん にもき の ふあんな に 迫った の だと すれば、 

け ふ、 自分に あんな 1 仏 を 表する ことが 出來 ょラ笞 はなから う。 ビス トル を あの人 自身の 喉に 當 てた 

時、 1 つ 間遠へば、 直ぐ 何しろ 生命が なくなつ たの だ。 實際、 あの人の 誓言し やうと した 通り、 自分 

ばかり を 愛して ねたの か 知らん？ 敎 はって ゐる閒 も、 これまで 決して 自分ば かりに 親切に して 4^ れ 

たので はない。 然し、 それ は、 愛を發 表する 機會 がなかった の だと 云へば 云へ よう。 

鶴 子さん と 自分と では、 自分の 方が 英語 もよ く 話せる し、 器量から 云っても と默 Ik して、 自分 は 鶴 

子さん よりも 愛虔が あると あの人が 公然 云って 吳れた ことがある。 如何に 先生のお 言葉 だから ッて、 


あの 時 は、 鶴 子さん に は氣の 毒で あつたし、 自分 はまた 實際耻 かしかった。 また、 如何に 日本の 事 

情 を 知らない 外國人 だからと 云って、 子爵の 令孃を 高が 英語 敎師 ぐら ゐに 許して 吳れ ると は 思 ふまい。 

持ちの 娘なら * 可な り 平民 的な 英國 人の こと だから、 あはよ くば、 自由結婚が 出來 ると 思った のか 

も 知れない。 暴力 を 加へ やうと する 樣に 見えた の も、 自分 を 愛して ゐ るのに 夢中であった からで、 結 

局、 愛の 熱烈 を 表した の だら うか？ . 

『然し 外國人 風情 だ』 と考 へる と、 矢張り 輕 蔑の 念が 先き に 立つ。 然し、 また、 男性の 熱い 息に 觸れ 

たの を 思 ひ 出す と、 そッ として、 いつまでも その 心持ち をいだ いて ゐ たい 樣 にもなる。 して、 日本へ 

さ V  す あし 

來て、 もう、 足 かけ 三年 を、 あの人 は さぞ 寂しく 送った ので あらう と 思 ふと、 自分 も 亦、 素足の もと 

から、 何だか 寂しい 樣な氣 が 押し あがって 來た。 . 

鶴 子と 玉子と は、 同じ年 頃の 嬉し さと 寂し さと を 急に， おぼえた 様な 氣 持ちに なって、 それから 數日 

間と いふ もの は、 考 へてば かり 日 を 送った。 

然し 玉子 は、 每日會 つて ゐた 友に 暫く 會 はない の を 思 ひ 出し • 餘り 不愉快な 日 を 送って ゐ るから、 

自分の 母に ついて 行って 貰って、 芝居 見物に でも 行かう ではない かと 云 ふ 手紙 を 鶴 子に 出した。 その 

末に、 ァボト 先生のと ころへ は 行って ゐな いこと を 書き 添へ た。 
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玉子から も窖ん だ 返事が 來て、 芝居に でも 行く と、 何だかけ ふこの 頃の 樣な 不快な 心持ち は 直る だ 

らうと いふ こと や、 先生のと ころへ は、 もう、 皆さんが 不熱心に なったら しいから * 自分 も 行かない 

ことにし たとい ふこと など を 書いて あった。 

やくそく 

いよく 約束の 日が 來て、 鶴 子 は 玉子の 家 を 音 づれた 時、 ァボト の 話が 出た。 

『玉子さん もお よしに なった て、 ね。』 

『さうよ、 鶴 子さん、 わたし もよ しました、 わ。』 

『^さんが 不熱心に なつ て來 たのです もの。』 

『先生が 惡 いの だ、 わ。』 

『ほんと に、 いやな 人よ』 と、 鶴 子が こないだ のこと を 忍 ひ 出して 顏を 赤らめる と、 玉子 は 

『え ッ』 と 窀 光石 火、 『あなた も 11 』 

二人 はぴッ たり 目と 目 を 見合 はした が、 云 ふので はなかった と、 互 ひに 口 をつ ぐんだ。 どちらも そ 

れを 知られて は 恥 琴 だと 考 へて ゐ るの だ。 して、 二人 は 心で 别々 に ァボト のこと を 思って、 互 ひに 嫉 

ましい 樣な氣 がした。 

この 事件が いつのまにか 11 お 隅の 口から だら う 一 I 古田 敎師の 耳へ 這 入った ので 渠は 手紙 を以っ 


て ァボト を 詰責した が、 それ ッ 切り、 この 英國人 は 古田に 會 はない。 途中で 出會 つても、 顔 を そらし 

て、 逃げて 行く さう だ。 して、 アポ トは * 自分が 撮影した 鶴 子と 玉子との 並んだ 寫眞 を、 いつも 自分 

の寢 床に 飾り、 玉子の 殘 した 足袋 を.：—— お 隅に 洗 はせ てから —— 银晚 抱いて 寢 ると いふ 話 だ。 

—— (四 士ニ年 二  -1 


I 


I 


放 


この 作 は 明^ SI 十三 年に 出 1^ された の 

であるが、 同じく 四十 五 年に 『わが 身 

の 罪』 と 云 ふ 無理解 も 甚だしい 題に 改 

めら れて、 著者 自身の 知らない 偽版が 

出た。 それ は 然し 訴訟に よって 絕版さ 

せる ことにな つた.^ 

大正 八 年 七月、 新潮 社から 泡 鳴 五部 

作と して 更に 刊行す る ことにな つたの 

が、 本書の 薹本 で、 原作から みれば 可 

なり 訂正 を 加 へ て ある こと を斷っ てお 

く。 材料の 性質から 一 K へば、 『發 展』。 

『毒藥 女』。 『放浪』。 『斷 橋』。 『憑き物』 と 

いふ 順序になる。 た し、 五部 作の 中 

最初に 公に 出-され たもの は、 この 『放 

浪』 である。  縐者敏 す 
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太と て 0 分の 力に 餘る 不慣れな 事業 をして、 その 着手 前に 友人 どもから 危ぶまれた 通り、 まんまと 

失敗し. 殆ど？! なしの 身に なって、 逃け るが 如く こそくと 北海道まで 歸 つて 來た田 村義雄 だ。 

ト樽 直行の 汽船へ マオ 力から 乘り 込んだ 時、 義 雄の 知って ゐる 料理屋の 主人 やお かみや * 藝者も 多 

く、 断け で 本船まで 同 乘 してやって 来たの は 来たが、 それ は 大抵 自分 を 見送って 吳れ るの が 主で はなく、 

二三 名の ゆ iss 親 かた を、 『また 牽も よろしく』 とい ふ 意味で なつけて f 爲 めだ。 

蕖 とても、 行った 初めは、 料理店 や is 者 連に さう 持てなかった わけで もない。 然し 失敗の 跡が 見え 

て來 るこ^ ひ、 ^々ii が 利か なくなって 來 たので、 自分で 自分の 飛揚すべき 羽が ひ を 縮めて しまつ 

せいちゃつ 

たので ある。 よしんば また、 縮めて ゐな いにした ところで * 政 1- の 方針まで が 鰊 を 人 問 以上に 大事が 

り、 に：.^. H ただ そ， CVJ4S^ する 機械に 過ぎない かの 様に 見爲 して ゐる棒 太の こと だから • 番 星の 親 か 

た 等が そこでの" んが "^1.,」 吹かせる 勢 ひに は、 とても 對抗出 來る笞 の もので はない。 - き 


藥 等が 得意げ に 一等 室 や 二等 室へ 這 入って 行く の を 見せつ けられて、 自分ば かりが 三等 船客で なけ 

れ ばなら なくなった 失敗 は、 如何に 平 氣でゐ ようとしても、 思 ひ 出せば 淺念 でた まらなかった。 

ぢ 0 ど  ？ ^ 

一等 船室に は、 實際、 三 名の 番屋 が三ケ 所に 陣取って ゐた。 いづれ も、 それが 自己の 持って ゐる M 

場から * マ 才力へ 引き あ ゆ て來た 時、 例年の 通り、 員け す 劣らす の 豪遊 を 試みて ゐ たので • その 時義 

雄も渠 等と 知り合 ひに なった 仲 だ。 北海道 相撲の 一 行が 來て 三日間 興行 をした 時な ども， 渠は渠 等と 

組んで 錢敷を 買 ひ 切り、 三日 を 通して 大袈裟な 見物に 出かけ, 夜 は 夜で， また 相撲 を 料理屋に 招いて 

徹 齊 の飮を やった。 

その 親 かた 等の- 一 人は義 維の 事業に 來 年から 協同 的 補助 を與へ て もい いとい ふ. &し出 をして ゐ た。 

義維も それが 若し 成り立てば、 今年の 事 はたと へ 損失が 多くても • 辛抱 さへ して ゐれ ばいい からと い 

ふ考 へで ある。 その 相談 はどうせ 小 樽に 着して からでなければ 孰れと も 定められない 事情であった。 

が、 渠 がふと 三等 室 を 出て、 その 人の 室へ 行って 見る と、 その 人 は 赤 黑ぃ戶 張りの 奥に 腰かけて、 そ 

ばに 一 人の 女 を ひか へさして ゐる。 

『これ は 失敬』 と 云って、 義 雄が 出ようと すると、 

『いいの だよ * 君 も 知って る だら う』 と 引きと め、 その 手で 女の 頸 を 押し出す 0 

見る と、 お 仙と 云った 藝者 だ。 つき 出された 顔が 笑って ゐる。 義錄 は." 出發の 前夜 も • その 人に， 
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れられ て 酒店へ 行き、 この 女 を 招いて 飮ん だの だ 。その 夜 ふたり は關 係した か、 どうか は 知らな レカ 

以前 は 確かに 關係 があった らしい。 よく 聽 いて 見る と、 かの 女 は 丁度い いし ほに 乘 つて、 見送りに か 

こつけ、 マオ カを脫 走し、 旅費 だけ を この 番 星に 出させた の だ。 

小撐 へ^く と、 直ぐ * お 仙は獨 りで どこかへ 行って しまった。 

義雄は 例の 番屋の 本宅、 松 田 方へ ついて 行った。 そして * 事業 協同の 下相談 を あらかたで もっけて 

置きたい と 思った が、 その 會計 主任と も 云 ふべき 帳場が 旅行 中で、 それが 歸 つて 來 るまで は、 相談が 

出來 ない とのこと だ。 

それに • この 番屋の 親 かたは、 船中で 皆と 一 緒に 相談して ゐた 通り、 直ぐ 札幌へ 行って， 興行 中の 

東京 相撲 を 見ようと 云 ふ。 そして、 他の 二人 (これ は 函綰の 人であった) の 定宿へ 電話 を かけた の だ。 

義 雄も渠 等と 一緒に 札 幌へ來 た。 

然し ステ ー ショ ンを 出てから * す-我 雄 は 皆が 勸 める にも 拘ら す、 皆に 別れた。 來早々 小使錢 もない の 

を 築 等に？^ || かされる のが 脈であった からで ある。 渠. S ステ ー シ ヨンの 入り口に 立って、 渠等が^^で 

外國 じみた ァカ シャ街 を眞ッ 直ぐに 驅 けて 行く 勇ましい 姿 を 見送りながら、 自分 fi り はこれ からどう 

なる の だと 考 へた。 午後 二 時 頃 だ。 


はと ぼ 

先づ、 心に 浮んだ の は、 今し がた、 小 樽の 埠頭で 刖れ たかのお 仙 は どこへ 行った か 知らん とい ふこ 

とだ。 かの 女 は 無責任な 女性！ 而も 卑賤 極まる 女性 —— であるから、 どこへ 行っても、 その 場で 自 

分 一 個 を 自分 一 個で 處分 する ことが 出來 る。 然し 纏 自身 はさう は 行かない。 小 樽 在住の 番匿と 共て 同 

船して 來 たの は、 小 樽に 着けば 直ぐ 來 年の 事業 擄 張の 相談 を濟 ますつ もりであった。 それさへ 濟 めば、 

本年 殘餘の 事業に 對 しても • 多少 回復の つきさうな 補助 もしくは 借金 も その 人から 出來 ようから、 再 

び 樺 太へ 引ッ 返すな り • 自分 は 北；， i 道に ゐて、 また 別に 何 か 一 儲け 出來る 仕事 を 見附け、 東京へ 縑る 

前に、 樺 太に 於け る 失敗の 埋め 合 はせ をす るな りしょうと 思った。 

然し そのお もな 而も 唯一 の もくろみが、 たと へ當 分で も は づれて は、 渠等 は當惑 せざるを得ない。 

乎に して ゐる 風呂敷 包みに、 東京の 雜誌 二三 冊と 手帳と、 不斷 衣の 拾と 袷 羽織と めりやすの シャツと 

が ある 外に は、 樺 太の 夏に 向き かかった 時： S ら へた 銘仙の 單 衣に 對の 銘仙の 拾 羽織 を 翁て ゐる ばかり 

だ。 そして、 帽子と 云って は、 海水浴場で 男 も 女 も かぶる 様な 大きな • 粗末な 麥 わら 帽だ。 

札幌の 3 具 夏 は 鬼に 角 樺 太のより は 暑い。 人々 がう す 物 一 つで 往來 して ゐる中 を、 渠 If り は 袷の 羽織 

を 着た ままで、 ステ， -シ ヨンから 離れ 出した。 三十 年 も 以前に アメリカから 取り寄せて 植 ゑつけ たと 

聽ぃ た ァカシ ャの樹 が、 この 南北に 渡る 中央 通りの 兩が はに、 づら りと 立ち並んで、 家録の 家 根 を 越 

えて 葉 を繁 らして ゐる。 風が あって、 その 動く 枝葉ば かり は凉 しい 檨 だが、 下 を 通る 築" ての 人の 暴 さ 
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は、 今ギ になって 初めて おぼえる 暑さで ある。 

0m 晋敷 を かかへ て、 S 館 列 i を 反對の 方角に 曲った。 と 云 ふの は • 兎 

に 角 • 一 友人の 家に II ちつ かう とする の だ 。ま 懷中は 宿 を 取る さへ 心細い くら ゐ になって ゐる〕 

そして、 その 友人と は *  4 くから 知って き S だが、 手 上ば かりで、 謹 はもう 十 S らす も 

曾はなかった Q を、 が 樺 太へ 渡 Isf ち 寄って、 その 住ま ひ は 承知して ゐた。 

^いそ S ン 中に ひ, 草が 生えた ままに して ある 通り を 行く と、 左り に 北 |-廳の 柵が まわして あ 

る 0 その 柵内 に I して • 天 I  くさ かさ 1" 木の 樣に 高い 白 揚樹の 數数と、 昨た 牛の 火災に 燒け殘 つた 

8- よかり の I の I 瓦と を 再び 兑 ると， 急に なつかしい 友人に 近づいて 來た II。 

そこから 一 丁 も 行かない ところに、 通り ま科大 柵に 行きつ まる。 0i 

茂して ゐる、 ぃァ カダモ や、 ドロ や、 柳 やの f のぞむ と、 然し • 煙、 数ケ月 前の 月の 夜に、 

n§a. 今回 掌した 案の 成功 を身づ から I した ことがあ るの t ひ 

出す。 それが 今回 殆ど 手 ぶら で ：！- つて 來 たので あるから、 何となく 顔 を^ はすの が 恥 かし い^な 氣も 

する。 且. みやげ もな く、 また 用意の 小 使錢も 殆ど 皆無の あり 様 だが、 博物館 そばの 逝り 角の £ 人の 


む ざう さ 

『歸 つて 來 ましたよ』 と，、 無逵 作に 這 人って 行った。  , 

半 間ば かりの 土間が あって、 そこから 障子 を あけて あがる と、 直ぐ 茶の間で、 六疊 敷の 左り 寄り 0 

がらす 窓の もとに、 ちいさい 四角 S 爐が 切って ある。 爐の 中には、 奇麗な 小粒の 石が 澤. E 敷きつ めて 

あり、 その 眞ン 中に 沈めた 丸い かな 物の 中の 灰に はお こった 火が 埋めて あるかして、 天井から 鐵の自 

在 鍵で つるした 鐵 瓶の 湯が くた く 云って ゐる。 

然し 裏の 方 はすべ て 明け ッ 放しの まま、 家族の もの は 誰れ もゐ ない。 右の 方の 客 問ゃ寢 もみな 方 

ついた まま 見られる し、 直ぐ 奥の 臺 1^ から は 裏の 共同 庭 も 見透かされる。 篛雄は 持って ゐた 包み を そ 

こに 投げ出し * 爐の そばに あぐらをかいて、 煙草 をのみ 初める。 そして、 暫 らくこ こに 落ちついて ゐ 

られ るか 知らん と考 へて 見る。 

け ふ は、 明治 四十 二 年の 八月 十六 日 だ。 初めて ここへ 訪問して から、 もう、 三 ヶ月 餘りを 樺 太に 經 

過した。 そして それが 殆ど 全く 失敗の 經 過であった。 ここに 滯 在して ゐる うちに、 向 ふから 多少 回復 

の 報知が 來れ ばよ し、 さう でなければ、 北海道で 一 つ 何 かいい 仕事 を 見附けなければ ならない。 

然し 友人 はま だ 某女攀 校の 國語 漢文 敎師 であって、 僅かの 俸給に よって、 夫婦に 子供 ふたり ：. 生計 

を 立てて 行く 人-, f 交際 も 狭から うし、 また 義雄ー 個が その 生計の j 部分に 影 して は、 苦しい 事情 

ぢ やうし う IJiA 

が あるか も 知れない。 鬼に 角、 札 幌へ來 ての 第一 着 は、 自分の その 日 を 送る に 足る だけ Q 定收 人を怍 
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ら なければ ならない。 これ はこの 友人に 話しても 駄目 だら うから、 け ふに も、 今 ひとりの これ はさ 

う 親しくな いが、 知人で、 近々 一 實業雜 誌 を發刊 しょうとして ゐる ものに 行って、 早速 相談して 見よ 

ラ0 

などと 考 へて ゐ るう ち • 奥の 方の 共同 庭— そこ は、 通り 角の 兩 面に 立ち並んで ゐる 家々 に 共通の 

II を、 細君が 衣 物の 据を 腰まで 裏返しに はしょって、 手桶 を兩 手に おもた さう に 下け て やつ 

て來 るの が 兄え た。 水口 を 這 入って から、 かの 女は義 雄の ゐ るのに 氣 がっき、 

『あれ、 まァ』 と、 東北 辯の 押しつ まった 口調で 驚き あわてて， 据の 端折り をお ろす。 それで、 義ぉ 

が P 一  こ 歳ら しいと 思った 白の 腰卷 きが 隠れる。 

ぢょ 

『歸 つて 來 ましたよ』 と、 渠 が柯氣 なく 笑って ゐ ると、 かの 女は爐 ばた へやって 來て、 . 

『いら ッ しゃい』 と挨拨 する。 『いかがでした、 樺 太の 方 は？』 

『ら. > ^でした、 矢ッ 張り』 と、 ほほ ゑみ をつ づけて、 『然し まだ 回復 策が 出来さう なので、 ちょ ッと北 

海 f3 まで 歸 つて 来ました。』 

『それ はいけ ません、 ね』 と、 細 哲は變 な 顔 をした。 義雄は それが 見たくなかった の だ。 

S ^"し、 この場合、 そんな こと は 云って ゐられ ない。 ただ 自分の 皙 らく 厄介になる ことに 對し、 かの 


女が その 所 夫に あたまから 反對 (が あるか も 知れない から) の 氣勢を 吹き込まない 樣 にさへ して 吳 I 

れ ばいい。 

と、 かラ 思って、 渠は、 さきに ここで 話し合った 時の 意氣 込みと はう つて 代った 自分の 今の みじめ 

な狀 態が 如何にも 情けない。 

友人 は 子供 ふたり を つれ、 十三 四 丁 も 南に 當る 公園の 林檎 畑へ 林檎 を 買 ひに 行って、 留守 だと 云 ふ 

の を 幸 ひ、 先づ その 細君に 向って、 義雄は 暫く 厄介に なること を 告げた。 そしてみ やゆ 物 も 持って 來 

なかった 申し わけとして、 ここまで 歸 つて 來る のが 漸くの ことであった くら ゐで、 用意の 小使錢 さへ 

殆どない ほど だとい ふこと をう ち 明けた。 

然し また 生計 上の 心配 を さして は濟 まない と 思って、 樺 太の 失敗 はま だ 全くの 失敗で ない こと。 並 

に 蟹— これ を 鐘 詰に 製造す るの が義 雄の 事業で ある— の 第一 一期 漁獲が， 八月の 初め 頃から 始まる 

の だが、 今年に 限って、 七月 一 杯の 昆布 採集が 豫想 外に 長引いて ゐて、 まだ 初 まらない が • それが 初 

まれば、 自分の 生活費 用 は 向 ふから 送って 來る笞 になって ゐる とい ふこと。 さなく も、 東京の 家を寶 

る喾 だから、 今月 中には そッ ちから も 金 を 送って 來る こと。 など を， 自分の 信じて ゐる 通りに 云って 

聽 かせた。 

『然し 事業と いふ もの は六ケ しい ものです よ J と、 細君 は、 茶 を 入れながら * 義 雄の 雷 を あやぶんだ 
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様な 返 拳 だ。 渠に は、 かの 女が さきに 須を あやぶんで 忠 $1 する やうに 語った 話 を 思 ひ 出せた が、 かの 

女の 兄なる 人に 木材で 失敗した 者が あって、 かの 女 は それ を 北 ハにゐ てよ く 知って ゐ るので あった。 

かの 女の 兄なる 人 は； 大鹽の 或 山林から 枕木 を 切り出し- j と 儲けしょう とした。 豫^ 通りに 行けば 

大^け をす る 苦で あつたが、 それが 意外の 失肷 になって、 父の 家まで も 失って しま ひ、 この 細君 も そ 

の 家に 金持ちの 娘と して 安んじて ゐる ことが 出來 なくなった 爲め、 七 八 年 前 * こんな 敎師風 の もと 

に 方づ いて 來 たの だ。 

義雄の失敗もこの家の紬？^？？の兄のと殆ど全く同じでぁることが心に浮んだ。 無い 中の 金の 工面 をす 

る爲 め， 亡父の 一週 忌も濟 まない うちに、 自分の 所有に なった 家 を抵當 にして しま ひ、 東京で は、 そ 

れ* か 今 月 屮に 流れて しまう かも， g れな いので ある。 そして その 家に は 妻もゐ るし、 子供 もゐ る。 然 

し、 この 場 八 口 どうす る こと も 出 米ない。 家 を 流れない やうに 资り 飛ばし、 その 淺 りの 差金のう ちから、 

百 则 だけ 送って 來ぃ。 そして その 殘 命-を 以 つて、 二三 年 il、 どこに でも 引ッ 込んで ゐろ とい ふこと を 

自分の 妻への E 取 後の 手紙に 云って やった の は、 今月の 初め 顷 である。 

Ig は それ ッ きり 束 京の 家に は 手紙 を 出さない。 妻子に は 自分が 二三 年 sffi^, 悔 道へ 行って， 浪の身 

となった と E 心へ と 云 ひ 含めた つもりな の だ。 

義雄は 文 舉を以 つて^ 鄱の 文界に 多少の 名 を 知られて ゐ たもの だが、 その 勞 力に 報いる ことの 少ぃ 


原稿 生活に 飽きが 來 たのが 原因で、 こんな 失敗 をした。 然し この 失敗 を 失敗に してし まって は、 矢 張 

り、 厭に なった 原稿 生活に 返らなければ ならない。 今では これが つらい から- どうしても， 鎞 詰の 事 

業 を やり 通す か、 或は また 他に 何 かの寳 業 的 仕事 を 見つけよ うか、 とする 熱心が 胸に 機え てゐ る。 

『六ケ しいと 云っても， やり方 一 つです よ。 僕の 事業の 失敗な ど は、 僕が その 初めから 附 いて ゐ さへ 

すれば よかった のです』 と、 義雄は 新う 云 ふ 中し わけ を 云 ふの さへ 殘 念であった。 

せ. S ろう 

寶際、 ゆで 翁と か、 蒸籠と か、 敷地と か、 製造所と か、 固定 資本に 餘り金 を 入れ 過ぎて、 流動^本 

の 用意が すくなかった の も • 一  つの 原因で は あらう。 然し、 渠が 原稿の 整现 やら、 不足 金の 調達 やら， 

愛妾の 锅氣 介抱 やらで、 東京 出 發をニ ヶ月 餘も 後ら したうちに • さきへ 樺 太に 行った もの 等が 取り返 

しのつ かない へまをやって しまった。 

渠等は 無職 業 同様な 悪辣 者 を 相談 ffl 手に して， それに 利益の 半ば を喻 はれて ゐ たし- 土地の 番屋に 

おだてられて、 蟹 を 製造 力 不相應 に 買 ひ 込み * 【扱 曰 その 半分 は， 無駄に 腐らして ゐ たし， また 原料 並 

に 物品 を餘り 高く 買 つ て ゐた。 それで！^ 濟 の 取れ て 行く 笞 はな い 。 

思 ひ 返せば • 築 は 人 を 信じ 過ぎた の だ。 從兄 弟の 製造 技師 は 叛、； はの 爲 めに 他人に のせられ 易い 

まんと ン 

し、 售計掛 りと して 遣 はした 弟 はま だ擧， 生 あがりで 本統の 役に は 立たない。 おまけに， その 弟が 惯れ 

ない 寒 氣の爲 め 急性 肺炎に なって、 一 ヶ月 餘. 9 も 入院した。 


そんな こんなで、 渠が向 ふへ 渡った 時 は、 最 も 望み ある 第一 製造^の 終りで あつたが、 利 A まどころ 

か、 束 京の 家 を抵當 にして： IS ら へた 製造所が、 諸 機械ぐ るみ、 また 抵當に 這 入って ゐた。 渠が燒 け を 

起して： 遊した の は、 それが 爲め である。 

『然し 樺 太 出發の 際. 第二の 時期に 必耍な 費用 は、 極 切り つめたと ころ だけで も、 用意して いたか 

ら、 ！^び仕事を初めさへすれば、 直ぐ 五十 や 百の 金 は 送らせる のに 不自由 はない のです』 と、 渠 はつ 

け 加へ る。 

『さラ なれば、 あなたが たも 結構です が』 と、 細君 は 浮かない 返事 だ。 

義雄 はかの 女 を 初めて 會 つた 時から 好いて ゐ なかった。 盛装 させれば、 きッ と美 人に は 相違 

ない と は 思っても、 ， お 一、 押しつ まった 様な 東北 口調が 都 振りに！^ れてゐ る 渠には 少し 不愉快に 感じ 

られ る。 それ はいいと しても、 友人 は その 妻の 身の まわり を餘 りか まわな さ 過ぎる。 それ も 活計 上の 

餘裕 がない ところから 來る として、 女 自身が 餘 り所帶 じみて、 くす み 過ぎて ゐる。 

半ば は 同情から • 半ば は恶感 から 來 るの だが、 女性と いふ ものが 子 を 持ち * 所帶 じみる に從 つて、 

年の 加减 でも あらう が、 自分から 色け がな くな つて 行く の を 見る と * 義雄 はいつ、 どこで それ を Mi^ る 

にしても • その だらしな さ、 意久 地な さ、 きたな さ を 感じて、 下らない 様な、 馬鹿々々 しい 樣 な. 情 

らしい 様な 厭；^ を 抱かざる を 得ない。 


ここの 細君 を K なの は、 義 雄に は、 乃ち • 自分の 妻み-厭な %以 であった。 妻が 厭で あると、 その子 

供まで が 一. 恰も 自分との 間に 出來 たもので ないかの 如く I— 厭に なって 渠は わざとに も 妻子の 顏を 

暫く 忘れて ゐ たし、 また 全く 見ないで 濟 んでゐ たのに • この 北邊の 地に 來てゐ ながら、 なほ それ を聯 

想し なければ ならない の を 非常に 苦しく 思つ た。 そして 早く 友人が 歸 つて 来れば い い がと 心で 祈った。 

『この頃 は 夏期休暇 中です、 ね』 と * 渠 はふと 氣が ついた。 一 年中で 最も 閑散な この 時期 を、 子供と 

共に 出て 行った のなら、 夜まで はかから ない としても、 友人 はいつ 歸 つて 來 るか 分らない。 

『うちで も、 もう 直き 歸 りましょう から』 と、 細君が 親しげ に 云 ふのに かま はす、 

『奥さん、 勝手に 御用 をなさい。 僕 はちよ ッと 湯に 行って 來 ます — 一 日、 j 晚、 船の 中で ごろつ い 

てゐ たのです から。』 

一一 

そとへ 出る 時、 友人の 細君が また 据を はしょった まま a< 送って 來た。 白い 腰卷 きの 末の 凉 しい 風に 

ひらつ くの が、 如何にも きたない に ほひ を 送って 來る樣 に 思 はれた。 

『家庭なる もの は實に 厭な もの だ』 と、 かう 心に 叫んで、 手に 持つ 手拭 ひで 顔の 汗 を 拭きながら、 博 

i の 樹木に 蔭った 柵 外 を 南の 方へ 歩んで 行く。 なかく に凉 しい。 
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菊が 初めて この あたり を 散歩した 時、 まだ 失敗な ど は 夢にも 男 てゐ なかった からだが、 今年の 成功 

とサ： ハに樺 太 を 引き あゆる と、 こんなと ころへ 市 〈京から 愛妾 を 呼び 奇 せて 暫く 閱靜に 住んで 0- たいと 思 

つた。 然し その 本人 も、 この- g やで は- 生， 费を 送って やらない 爲め、 頻りに 怨言 や s-il 倒の 意 を 反對に 

送って 來て ねたが、 それ も夾- なくなった ほど、 現在の 樣子は 分らない。 

どうせ 失敗す るなら、 斷ち 難い 戀 にまで 失敗しても かま はない。 纏 はかう 诀 心して ゐる。 そして、 

事業に 熱心な ものが 往々 義理 も 入^も 返り 見ない ことがあ るの は、 こんな 心持ちに なった 時 だら うと 

像して るる。 

細い どぶの 樣な川 —— それが 柵. 2： に 流れ 入る — に 渡した 橋 を 渡る と、 道の 眞ン 中に、 一本の ァカ 

ダモの 大樹が 立って ねる。 その^ iw:^ の 手の 檨 にや ァ わりつ き 出た 高い 枝々 を 仰ぎ 兒 ると、 何とも 云へ 

ない ほど 優しい • 寂しい is が の あたまの 上に ぉッ かぶ さって 來て、 すさん で 行く 孤立の 粋と も 云 ふ 

ベ き！ の ^？神 を や わらげ て 〔4<れ る 枝 だ。 

札^ til 立， W 院 の^い 構内に 添 ふて 角 をめ ぐり • その 本 1： の 前 を 通り過ぎた 湯 M に 來た。 他に 客 はな 

い。 そこで 禅 太の 1^ をお としながら • この 夏 をい つまで この 湯に 入りに 來 なければ ならない のか 知 

らんと 考 へる。 あちらで 旅館の 狹 い？^ に 這 人り つけて ゐた 身に は、 錢 湯の 廣 いのが 先づ心 をも廣 く、 

ゆるく する。 


そしてぉほきな^^船にはだかのからだを再び漬ける時など、 何だか 自分に 犯した 罪惡 でもあって、 

それの 刑罰に 引き込まれる 様な 氣分 だ。 湯の 底が 烈しい 音で もして • ほら 穴に 變じ はしない かと あや 

ぶまれ た。 

節々 が ゆるんで、 その ゆるんだ 1? から • 自分の 思想が 湯： m となって 拔け 出た の だら う。 ぼう ッ とな 

つて、 自分の； t 經 までが 目の前に ちらつく。 

どうも 底から 破裂し さうな 氣 がする ので、 湯船 を 飛び出し • 板の 問で 再び を おとし 初める と • 身 

が輕 くなる に從 つて、 不安が 自. H にお そって 來る様 だ。 

好きな 湯に 當 りかけ るの か 知らん と、 水船の 水 を 汲んで 額 を 洗 ふ。 ひィ やりす ると 同時に * 不安の 

材料が はッ きりと 胸に こたへ て來 た。 弟と 從 兄弟と が 樺 太で 餓ゑ 死にす るか も 知れない が、 かま はな 

いか？ 東京で、 妻子 は 心配の 爲 めに 病 氣 になる かも 知れない が、 いい か？ 愛妾 も， 亦 • 雜 情を怨 

んでゐ るが、 どう だ？. 

渠は 小械を 前にす ゑて ただ 考 へた。 そして、 一 々その. & しわけの 理由 を附 けた。 n 弟も從 兄；？：^ も、 見 

す 見す 事業の 不成功 を來 たした の は、 最も 不注意な の だ。 死ぬ くら ゐの 苦しみ をして、 责際 的に 目 を 

覺 ます 方が いい。 妻子に は、 家 を 左右す る 機 利を與 へて あるから、 それだけの 心配 を すれば いい。 そ 

れ 以上の 心配 は、 當分、 自分の 關 する ことで はない。 愛"^^のぉ鳥も、 こちらの 難局 を あれ だけ 詳しく 

放  浪  四 二 七 
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ふ らち 

云って やって あるのに、 同 の 乎 紙 一 つもよ こさな いのは、 不埒 極まる。 ひよ ッ とすると、 例の 5?- に 

またく ッ ついて しまったの かも 知れない。 

かう. いふ こと は • 特にけ ふに 限らす * この！ e; は、 朝に 夕に 考 へて ゐる こと だ。 そして、 三た び？ ji に 

浪 かると、 矢ッ 張り 13 りで 不安の 念に たへ なくなる。 

=s 雄が 湯から 歸 つて 来ても、 まだ 友人 は歸 つて ゐ ない。 友人に 會ふ 前に、 ちょ ッ と^な 知人の 方 を 

訪 ii: して 夾- ようか 知らん • それとも • 今少し 待って 見よう かな どと- 心が 落ちつかないで、 立ったり 

ゐ たりして ゐ ると、 向 ふから、 相變ら す 猫背- 下向き 加減の 友人の 歸 つて 來る のが 見えた。 

<- はぐ .3 ま 

姥 車に. 澤 山の 林擒と 末の 男の子と を乘 せ、 友人 はう への 女の子と 共に それ を 押して 來る。 

『^^君』 と、 爐. はたから 義雄は 呼んだ。 友人 は 有 馬 勇と 云 ふので ある。 

『おう、 つて 來 たか』 と、 なつかし さう に 勇 は 云って、 先づ 一郎 を 車から おろして やり、 それから 

車 を 土  の 片隅へ 入れ、 女の子に 持って 來 させた に 林檎 を 移し、 それ を 手に 提げて おもた さラ に、 

『そら、 そら、 そら、 そら』 と 調子 取りながら、 一郎と 北ハ にあがって 來た。 その 樣子 を兑 ると、 義雄 

は、 一 W よりも 早く §1 五名の 子供 を 持った 經驗 はありながら、 自分 は 初めから li 身 もので あるかの 樣な 

考 へで、 勇のお 父さん じみて 來 たのが おそろしく 目に 立ち、 多少 滑椅 やら^ 蔑の 念が 浮んだ。 


『ぉぢ さん、 また 來 たの？.』 ー郞は 直ぐ ふざける つもりで 義 雄の 肩 を 叩いた ので、 

『ああ』 とば かり あしらつ たが、 またと 云 はれた のが 渠には 痛く 感じられた。 

『そんな こと をしたら、 いけない、 いけない！』 勇 は、 義 雄の 子供 嫌 ひなの を 知って ゐ るので、 I 郞 

を 引き放し てから、 爐ば たへ 坐 わり、 ハ ンケチ で 汗 を 拭きながら、 『いや、 暫 らく』 と、 その 下向き 加 

減の 首を義 雄の 方へ ちょ ッ とっき 出す。 ひどい 近眼で、 四 五 度の 服 鏡 を かけて ゐる。 それが 渠を 間の 

拔 けて ゐる やうに： えしめ る ことがない ではない。 年 は 三つ か 四つし か 違 はない が、 義 雄の 叔父さん 

と 見る のが、 鶴 雄 自身に は 丁度 適當 だと 思 はれた。 

『六月の 初めに 會 つたの だから、 まァ、 ざ ッと三 ヶ月ば かりであった —— この頃 は 夏朋休 s« 中 らしい、 

ね。』 かう らしい ねと 云った のが、 義 雄に は 自分ながら 餘り 冷淡な nl 調 だと 思へ た。 無論， 敎： 帥 生活な 

どに は 今 は 全く 同情が なくなって ゐ るが、 渠 自身 も 昨年まで 十 餘 年間 は中學 程度の 英語 敎師 であった。 

ただ 文擧 者と して 原稿 生活に 慣れて 來 るに 淀って， 鼻 垂らし 小 偕 同 樣な擧 生 を 相手に して ゐ たのが 如 

何にも 馬鹿々  < しくな つて、 不平 やら、 校長と 衝突 やらで、 よして しまったに 過ぎない。 

もとはと や 1 へば、 矢張り 敎師 根性 を 出して、 自分 等の 傳 給の 上り 方が 遲 いの、 少 いのと-」 ぼし 合 ひ、 

土曜 = の-;^ るの を 待ち兼ねたり， 冬期休暇 や 夏， 欺 休業の 近づく の を 指折り 數 へたり して ゐた。 

『ああ、 まだ 大分， M が出來 る、 ね。』 勇 は 斯う 輕 い 調子で 答へ て、 がん 首の 根が つぶれた 煙れ：： に 刻み 煙 
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草 をつ め 初める。 

ふたりの 子供 は、 喰 ひたさうな 顔つき をして、 i 龍の 中の 物 をい じくって ゐる。 

『その 林檎 はちい さく ッて、 靑 いぢ ゃァ ないか』 と、 義 雄が 云 ふと、 

『なに、 こいつ ァ靑く ッても 喰へ る やつ だ。』 勇 は 來の柬 京 ツ子 口調 を 出して、 

『この 手 は、 もう、 け ふ あすで おしま ひだ。 今にも 雨が 降り ゃァ、 熟んで しまって、 ^はれない。 & =： 

ひ^だから 行って 來 たの だが、 もう、 遞 過ぎた くら ゐだ —— こんなに 潭山 でも * 安いの だよ。』 

かう 云って、 勇が その 値！^ を說 明す るの を聽 くと、 マオ 力に 林檎の 初荷が 着した 時に つて 見た の 

より は 十 肝^も 安いのに、 義雄は ti?! いた。 柬 京で、 ジャガ 薯を買 ふのと 同じ 樣な格 だら う。 北； srr! に 

来てから • 所帶 持ちの 苦勞に 親しんだ 勇が • 十餘 丁の 道の 暑い の を ことと もしないで、 姥車を 押しな 

がら 往來 したの は、 もッ とも. たと 思 はれた。 

『そんなに 安い ものなら * 僕 も 少し 買って sj^I きたい、 ね、 食後に 二つ 三 つづつ 喰 ふのに —— 』 

「もう、 遲ぃ —— これ を やり 給へ、 澤山 あるの だから —— 暫 らく 立つ と、 また 捨て 资 りの ^期が 來る。 

買 ひに 行く の は その 時に し 給へ、 それまで 君が ゐる ことになるなら。』 

r どうせ、 俟 * ヤ も.！ 君に 話した こと だが、 暫 らく 御 厄介になる よ、 迷惑 はかけ ない つもり だから OJ 


『そんな 心配に は 及ばない が、 君 さへ よければ、 いつまで でもる て吳れ 給へ 11 その代り、 何のお か 

まひ も出來 ない の を 承知して 置いて 貰 はなけ りゃァ —— 』 

『かま つ て 貰つ て は 却つ て 僕が 困る 11 今の 場合 • 僕 は 大道で 乞食 をし さ へ しなければ いいの だ。』 

はっさう- 

大道で 乞食！ これ は、 義雄 自身に は 痛切な 發 想であった が、 勇に は 戯言と 見えた のおら う、 蕖は 

不{# らしく 發想 者の 顔 を 見た レ 義雄は やわらかに 微笑して ゐ るが、 その 微笑 はァカ ダモの 枝が かぶせ 

た やわらか さで、 幹に は 犯し難い ほどの 嚴肅な 寂しみ を 感じて ゐた。 

『時に』 と、 勇 はゅッ たりと 煙草の 煙 を 吹きながら、 『樺 太の 方 はどう だ、 ね？』 

『今のところ * 丸で 失敗の 體、 さ o』 かう 云って、 義雄は 直ぐ ありのまま をぶ ちまけ てし まった。 氣の 

ちいさい 勇 を 心配 させまい として、 渠は 自分の 身が 何とか 方の つくまで、 中途 华 端な 云 ひ拔け をして 

P 一 かう かと も 思った が、 それ は 心に 不愉快で も あり * また 而倒 臭く も あると 考 へたし、 且、 細君に は 

旣 に大體 のこと を 語って しまった 跡 だとい ふこと に 氣が附 いた。 

.1 君に はた だ手ッ 取り 早く 義 雄の 生活費 送金の 望み ある 道筋 をうな づ かして 置けば い い と 思った 

が、 渠は、 勇に は、 事業の 經 過と 現 狀と ばかりでなく  • 來 年の 發展 策と して、 小 禅の 漁業.； と 協 II し 

ようとす る 相談が ある こと を もっけ 加 へ た。 . 

そこへ 細君が 裏口から あがって 來た。 そして、 
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『一 ちゃん， 歸 つたの』 と 云 ひながら、 臺 どころ と 茶の間との 敷居 際に 立った。 

『おぎ > やん、 林檎 つて 來た リ』 

『むいて お „4< れ。』 かう 云って、 子供 ふたり は 直ぐ 母親の 左右に すがり 附 いて、 『早く、 早く』 と 云 はな 

いま かりに、 かの 女 を ゆすって ゐる。 義雄は 之 を 見て、 あまい 兩鋭 にあ まやかされて 育つ 子等 を 憎い 

ほど 脈 こ 忍った〕 小兒 を娥 鬼と 云 ふの も， 喰 ひ 物に かけて は、 最も 滴 切な， 瞬喩 であると。 

『おい、 岡、 m 村 君に も林擒 をむ いて あけろ』 と、 勇 は その， 1 君の 方へ 節 を ふりむける。 

『はい』 と 答へ て、 お 綱 は， ilil^ を 持って 來て、 水仕事に 勞れ たと 云 ふ 様子で、 ぺッ たり 爐ば たに 

坐 わり、 龍の 中の をむ き 初める。 子供 も 亦 その まわりに 坐 わり 込んで * 皮の むけて 行く の を 一 つづつ 

兄つ めて ゐる。 

r その 漁 梁 家と いふの がう まく 金お 出して 吳れれ ばいい が， ねえ。』 勇 は 肩 ごと 曾 を あげて 云った。 首 

を あげる と 同時に 肩 も あがる のが、 この 人の だ。 

『そり ゃァ， まだ ちゃんと 契約した わけで はない から』 と * 義雄は 引き 1  ス けて、 『しッ かりと は 云 はれ 

ない が、 然し 俟の 信す ると ころで は、 ，2 ふが 云 ひ 出した くら ゐ だから、 出す 氣でゐ るに 定 つてる、 さ 0 

も、 一々 會：： 几す る ことになるの だ。」 


『どこの 人です、 の？』 かう、 お 綱が 庖丁の 手 を やすめて 聽 <-、.5,5 

『小 樽の 人で、 樺 太の 1 J 

『鰊 取りな ど、 當て になり ません よ。』 

『いや、 さう でもない』 と、 勇 は 妻の 墓 臭け た。 『あいつ 等 だッ て、 見込みが あるかき し 込んで 

来たの だら う。 まんざら 利益が あるか、 ないか 知らないで 協同しょう と は 云 ふまい。』 

『そこ、 さ』 とた、 膽はカ を 得て 答へ た。 實際 は、 內心 にお ぼっかない まって きいでも なかった 

の だ。 『向 ふ かかって 來 るの をし ほに， 僕の 方で まれ かかって 見る の. さ。 笔て碎 けき。』 

『そのつ もりで ゐ さへ すり ゃァ、 大した I ひ はなから う。』 勇 は 羅に對 して 自分の ま 生徒 一 まつ 

て聽 か f  f  n 調 I つた。 『然し、 それで、 fiiii. どうす る？ その 

點は考 へて ゐ るか、 ね？』 

『その 點は、 君』 と * 讓 はちよ ッと云 ひ檨 に 困った。 渠に は、 まだ これと いふ 田 i が附 、てるない 

の だ。 『まかり 題へば、 東京へ 歸る だけの こと、 さ。 然し、 僕 I 實 ずたくない。』 煙 多少 訴 へる 

5^ な 目つ きを 勇 に 向ける 0 

『どうして？』 

『どうしても， かう しても ない— 雲が 持ちな ある 様子なら、 僕は 例の、 君に も 話した 意 を つれて、 
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5. ちらへ f  、マオ 力で if ながら、 5 の 或 新聞に I の 小 f まて 管た 「の；； し？ J 

II て、， 0a そして、 III  口 I た 力 あ I；！ 

4」 ならない。 f お 烏の 様子が あやしく なって ゐ るの を 話す 必要なし 急へ た。 ..t-.H 

M のなら、？ 別 付けようと 決心して ゐ るからで ある。 そ S きたい.^.^;; 

がかの 女と 足 かけ 二 年 ii5i した ことが 村 料に なって ゐ るの だ。 かの 4 め 力け 響に し U 

^. 渠 分の i を 殆ど 全く？ てし まった し、 f た a と譬 衝突した し、 H 

ちんちゃく  a 

れる <^：： ふ、 死ぬ 生きる の 悶^ 力あった  ？く，  J  i.^^  .58 

財， ま I 脹 して 收 入の 不足 I きす る樣 になって から * 誓 自分の 生々 |、「-?そ の 1 

/lt<.  I？ やっても、 人 g が 人間の 全心 全力 皇 して 努力 さへ すれば いいのた 急へ 

, 報酬 ^ くない il ゆうち、 勞 力の i がす ッと 多い と 思つ II 業に 手 を 出した。 それ も 

^^u^i 丄 i、 卷も ッと臺誉」 墓 1 ふ 

因であった。 11 塞 雷 §」•  illilH. 

い。 渠 もこの 點 だけ は 餘り殘 念で 友人に 語り おない の だが * 渠 はこ I 作の 外に、 Ik 

へ すれ ズ， な は 別た 仕^ を やる 計 を 立てて あると 明かした。 

それ は- SI の 謹と して、 什 上げ f 入れ li 相 I 年の 霞 期に 對し 5 約し、 その 


箱 を 製造す る 目的で、 この 結水朋 に- 樺 太の 山林から 木材 を 切り出す こと だ。 

實地を 知らない 友人の 空想と 笑 はれない 爲め、 渠は あちらで 霄 見した 材料の 控へ 帳と、 相當な 大工 

並に 木 挽に 製 調 させた 見積り 書と を 出して 見せた。 

『若し マオ 力 越年の 計畫が ぐれて しまった とすり ゃァ、 その 時 は 樺 太の 事業が 全然 失敗と 定る わけ だ 

が、 それにしても 僕 は 暫く 東京へ 歸 りたくない 1! と 云 ふの は、 だ， 柬京を 出る 時隨分 盛んな 意氣込 

みで 出て 來 たのに、 僅か 三 ヶ月 や g: ヶ月で 失敗し • 自分の 家 は 人に 取られて しま ひ •  ini 分の 戀人 もど 

うなった か』 とまで 云って、 義雄は 口 をつ ぐんだ 。これ はま だしゃべ る 時で ない と 思った からで ある 0 

然し ここまで 口が すべった 以上 は • 何とかつ づけなければ ならない と诀 心し， ただ 瞹昧な 口調で 『分 

ら ない』 と、 聲を 下げ、 直ぐ また あゆて、 しッ かりした 調子 をよ そ ひ、 『ところへ、 おめ/ \ と、 手ぶ 

らで 歸れる もの ぢゃァ ない。』 

『ぢ ゃァ 一 文に もなら なかった のか？』 

『さう、 さ』 と、 義雄は 友人の 注意が お 鳥の ことに 向はなかった らしい の を si- て、 もとの 通りに? ill^ 

づき、 『ゃッ とのこと で ここまで 歸 つて 来る ことが 出來 たの だ。 あちらで、 gr 五、 六の 三 ヶ月 間に、 

三千 圓 ばかりの 品物 を雜ら へたが、 マオ 力の 問屋へ 即賫 した 現金が 全く 原料、 その他の 賓 費に かかつ 
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てし まった i 無論 >  俊が 燒け滔 を 飲んだ 費用 も、 その 中には 這 入って ゐ たの だ。』 

『つまらな いぢ ゃァ ないか？』 

0 ら 

『つまる も、 詰らない もない こと だ 11 今 僕 は どの 面 を さげて 東京の 友人 等に 會 はれよう？』 

『友人 も 友人 だら うが、 細君が 困って ゃァ しない か？』 

『今 も 云った 通り、 家を處 分して * 困らんだ けの 方針 をつ ける やうに 命令して るるの だから、 それ 以 

上に 俊 は i^B; 任がない の だ。』 

『そ； -ま 少し』 と、 お 綱 は， さッ きから 林檎 をむ いて ゐた が、 そばから • そばから 子供に 喰 はれて し 

まう ので • もラ， よしたと 云 はない ばかりに 庖丁 を 投げ出して、 口を出した、 『奥さん 達に ひどいで は 

御座いま.^, -ん か？ 家 をお 资 りになる にしても • あなたが 御 留守で は女獨 りで お困りでしょう よ。』 

『なァ に、 誰れ か 相談 相手 を r えつけ て來 るでしょう。 11 俊 は 友人に 會 ふの はま だし も だが、 女房 や 

子供の つら を 見る のが 何よりの 苦しみです、 け じく を 見る 様に いやで、 いやで たまらな いんだから。』 

『あんな こと を』 と， お 綱は義 雄が 眞 面目に こんな こと を 云 ふ顏を 見て 笑 ひながら、 『奥さんが ぉ氣 

の？ -毋 です、 ね。』  , 

『もとは さう でもなかったら しいが、 ね』 と、 は 八 九 年 前の 同僚 ヒ= ^代の こと を 思 ひ 出した。 『一緒に 

京都 e ぼ 生 な ど へ よ く 旅行 や 兒 物に 出かけた りして、 仲が よかった 樣 であった ぢゃァ ない か？』 


『うん、 あの 時 はま だ、 妻が 僕より 年う へだと いふ 缺點 がさ ほど 現 はれなかった ので *  f が家瓱 とい 

ふ ものに まだ 絕 望して ゐな かった のおら う。 然し、 奧 さんの 前で は あるが、 日本の 女 は 殆どす ベて， 

誰れ でも • 男子に 對 する 情愛 的 努力が 足りない。 早く ませて 婆々 ァ じみて しまう^に- つまり、 精神 

に張.=^がなぃのだo 結婚して しま ひさへ すり ゃァ、 もう、 安心して、 娘の 時の 様な と 身 だしな み 

— 寧ろ、 男子の 心 を 籠絡 牽制して 置く 手段と 云 ふ 方が よから う — を 怠リ、 「わたし は あな- の 物で 

す * どうと も 勝手にお しなさい！」 —— 』  ふ 勿 

義雄 はかう 云 ひながら • 眞 面目く さって 颚を つき出し、 さも 憎らし さうな ロ眞 g 、をして 見き.. こ。 

『ほ、 ほ、 ほ』 と， お 綱 は 之 を 見て 吹き出す と、 おとなら しく 無關 心の 樣な， もッ ともらし ぃ樣な 虱- 

を... >it 聽 いて ゐ. る 勇 も、 亦 微笑す る。 . 

『I にかけ て は、 丸で 死人 も 同様な 受働 的、 消極的、 無 努力 的であって、 燃える 戀の 生命な どは殆 

ど 流れ もしない し、 動き もしない。 愛すべき 女と しての 活氣は 全く 失せて しまう。 それから 見る と * 

盛りの ついた 猫の あわて 過ぎて 板壁から ころ ゆ 落ちる 方が、 まだし も 活氣が ある。』 

有 馬 夫婦 は聲を あゆて 笑った。 義雄は 調子に 乘 つてな ほ 言葉 をつ づけた、 

ち  しょた，, i 

『だから、 女が 直きに 所帶 じみて 來て、 まだ そんなお 年で もない のに • 色氣 とい ふ ものが なくなって 
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しま ひ、 丸で 灰色のに か  1  ダ出來 る。 そして、 犬 か 猫の 様に 跡から、 跡から 子供 を 産んで、 それ を 厭 だ 一 

とも Ha ます、 眷 めする ばかりにして、 愛し 育てる ざまと 云ったら、 ない。 丸で 畜生 も 同様 だ c』 一 

夫婦 は 互 ひに 額 を E ル合 はして 苦笑した が、 話し手 はな かく それ くら ゐで話 をと めなかった" 一 

あたり まへ . •  tj  、. -.  K」 一 

『さう 云 ふこと を 云 ふと、 女 は 夜ぐ 辯 解して、 子供 を 可愛がる のは當 前の ことで や も F ちる こと は 一 

ない と 云 ふが、 それ は餘裕 のない 畜生で あるから である。 最も 貧困な ものが 人の 軒に 立って 物 乞 ひする 一 

を恥ぢ ない と 同じ 根性 だ 。自分の 面目 を 忘れて しまう 様に、 子供のお めに 亭主の 存在 を 無視す るの だ。』 一 

『では • 丸で』 と- 翁 は 女の 味方 をして、 『男と い tgll ました 子供の 爲め i き 餅 を 燒： 

くので す • ね。』 

『如何にも、 さう 云 はれり ゃァ さう かも 知れません。』 義雄 はな ほ眞實 に、 『母が その つれ 添 ひ を 無視 t 一 

てまで 子供の 愛に おぼれる の を. 父た る もの は 平氣で 見て ゐ るに 忍びら れ ません。 女の 情愛が 男 を 去 一 

つて、 他の もの —— それが 自分 等の 子供で あらう が、 またはよ その 叔父さん であらう が、 大した 逮ひー 

はない _ に 移って ゐ るの を 知りながら、 その 女の 跡 をお めくと 追って 行く 男が ありましょう か？』 一 

『然し それ は』 と. お 綱 は if なって、 ssi 一般の I で、 仕方がない では 御座いません か？ 他 一 

人なら 知らす- CI 分の 子供 を 可愛がる の は 自分の 所 天 を 愛する も 同じです、 わ。』  一 

『おんな じと 置 男が あれば •  I ひです— -i か資 地な しのこと でしよう。 自分 以外の もの^ 


爲 めに i& された のです。 女 は 謀叛 人です。』 

『それ は あんまり 角の 立つ 云 ひ 方です、 わ。』 お 綱 はいよ く 躍起と なり、 顔まで が ほてって 來た樣 だ。 

『そんな こと をお ッ しゃる お 方なら、 わたし、 あなた をお そろし くなります よ。 謀叛 人なん かッ て、 

女 Q  、レ はそんな ものと は反對 です。 子寶 とも 云 ふ 子供です もの * それ を 夫婦が 可愛がって 育てる のに 

不都合 は 御座いますまい。』 

『奧 さん』 と 云って、 義雄 は身づ から 少し 反省した。 そして、 わざと 微笑 を 漏らしながら、 『間違って 

i ズ つて は 困ります よ • これ は 根本のと ころ 僕が 僕の 妻に 對 する 不平であって、 決して あなたがたに 關 

して 云って るの ぢゃァ ない のです から — 』 

『それ はわ こしに も 分って をり ますが、 あなたが あんまり 女の こと を惡 くお 云 ひな さるもので すから、 

わたし も 自然 辯 解した くなる のです ものば お 綱 も 微笑しながら 優しく 云った が、 その 檨 子に は どこと 

なく 惡 憎の 色が 見えた。 . 

で、 義 雄ば、 お 綱の 心に なほ 理解 を與 へて 置く 必要が あると 思 ひ * 首 葉 をつ づけ、 『たと へば、 あな 

たがた の 家庭に 就て 云って 見ても』 と 云 ひかけ ると、 

『わたしの うちの こと は』 と、 お 綱 は 笑 ひながら さえぎって 、『どうで もよう 御座ん すから — 』. 
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r なァ に、 奥さん、 まァ、 ぉ聽 きなさい』 と * 義雄は 平手で 空 を 打ち、 『^に く 云 ふので はない ので 

すから。 —— 若し あなたが いつも 所帶 じみた 風ば かりして く すんで ゐる とすれば です、 —— .赏 看な 有 

馬 君 だから そんな こと も 滅多に あるまい が、 —— どうしても、 たまに は 充分 色：： の ある 様子 をして 自 

分に 向って 賀 ひたいと 思 ふこと がないで はなから う。』 

『  』 勇 はに こく ッ として、 煙草 を 煙管に つめかける。 それが、 もッ とも だが、 さう 適切に 

教 雄から. EE 分の 心 を うがたれ たく はない と 云ふ樣 子であった。 お 綱 もに こつ いて、 所 天の 顔 を in 見し 

たが、 

『そり ゃァ 無理です、 わ。』 恨めしい 樣子 をした かの 女の 心持ち を 義雄は 分らない では 無かった。 かの 

女 は 如 W に 家兄の 失敗の 爲 めに 自分の 家が 零落して からか たづいて 来たと は 云へ * この 七 八 年 を、 同 

じ 北海道に 於て、 こんな みじめな 狀 態で 送る つもりではなかった。 結婚 さへ 承諾 すれば、 望み通り 朿 

京の 舉 校へ 轉任 運動 をして、 やがて は 都の 生活 を させて 貰ふ條 件であった のが • 一向 その 條 件が 行 は 

れ ないで n を 送り、 年 を 送る うちに、 子供 は 一人 も 二人 も出來 たけれ ども- 所 天の 傣給は その 割合 ひ 

に は あがって 行かない。 その上、 相 變らす この 寒 避 地の 好かない 生活 をつ づけて るるの が • かの 女に 

は 一生の 過ちの 如く 见 えて、 自分の 身を餘 り安賣 りした の だと 思 はれて ならない が、 0： 本 婦人の 常套 

ひ 想なる 運命 主義から して、 何； 5^- も 運命 だと あきらめ てね ろと 云 ふこと は、 この 的に、 かの 女 は義雄 


と 勇との 前で 語った ところ だ。 

『奧 さん も亦考 へて 御覽 なさい、 娘であった 時の 様な 色目 を 今 使へ ます か？』 と- かう 義 雄に っッ込 

まれた 時 は、 然し かの 女 もむ ッ として、 

『あなたのお 好きな- 藝者 ではありません し、 子供の ある 身で、 さう • いつまでも * だらしな くもして 

をら れ ません。』 輕蔑 した 樣な、 然し 恨みの ある 檨な、 義 雄に は 方々 の 家庭に 於て しば/ \ 出くわして 

親しみの ある 口調で、 お 綱 は 返事した。 

『田 村 君の 意見 はな か/ \正 直で、 眞實 なと ころがあって』 と、 勇 は 下向き 加減の 首 を 動かしながら、 

『僕 等 も そこまで 行きたい の だが、 11 處 世上 だ、 ね、 .11 處世 上さう 卒直に やって ゐられ ない の だ。 

第一 、 生活 問 题の壓 迫を感 する から、 ね。』 

『さう だ. - それ も 大問鼹 であるから、 ねえ。』 義雄も それ 以上 は 云 ふまい と、 口 をつ ぐむ。 

『何 は ともあれ だ、 ね、 お 綱』 と、 勇 は， 1 君の 機嫌 を 取る 調子で 云った、 『田 村 君に 一 杯 あ！ 5 る 支度 を 

しな。』 

一； 

林檎で 腹の 張った 子供 ふたり は、 廣ぃ 通りの 眞ン 中の 草の 上で 遊んで ゐる。 その上へ、 內地 人に は、 
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だかき 

異様な tl 樹が 二三 本 路傍に 生えて ゐる 間から * ゆ ふぐれ の 色が 攻め寄せて 來る のが：： 儿 える。 凉 しい 風 

がナ 丄關 から も、 裹 庭から も 吹き通る。  - 

勇が 酒と 牛肉と を 2 只 ひに 出て 行く ので、 義雄も 一 緖に 出た。 今一 人の 友人 11 さう 遠くない l の 

ところへ ちょ ッと額 を 出して 來る つもりな の だ。 

『島 田； j?^ に は、 あれ ッ 切り 會 はない』 と、 勇 は 道々 義 雄に 別な 友人の こと を 話した。 あれ ッ 切りと は、 

義 雄が 以前 當 地に ー晚 とまった 時、 三人で 大黑 座へ 芝居 見物に 行き、 二人 は そこで 勇に 別れて， 遊廓 

へま ぐれ 込んだ 時の こと だ。 『どうも、 新 ii 記者 肌の 人に は 僕 等 は 交際したくない • 自分の 現地 位を危 

くす る樣 なお それが あるから、 ね。』 

『敎師 など は、 それ だから * 僕 等 もい やにな つたの、 さ J と、 義雄は 半ば 勇に 同情す ると 同時に • 北 

海^；！の新^記者の多くがまだ專ら昔の萬朝記者じみたところがぁるのを思ひ出す。 樺 太で は， 記^^と 

云へば、 殆ど 全く 北. お^の &: 習 恨を帶 びて 來た ものであるから • 新たに 記者 を储 ふに も 北^道から 採 

用す るの を 嫌 ひ、 或 新 など は Id 接に 束 京の もの を 世話して 貰 ひたいと、 義 雄に わざ- -\ 頼み込んで 

來 たこと も ある。 

島 田と いふ 友人 はそんな 習に 染まった ことがあ るか、 どうか 知らないが • 勇が それ を、 國語舉 上 

もとの 同窓で あるに 拘ら す、 敬し： 遠ざけて ゐ るの は、 よく 棄 自身.、 「性 1^ を あら はして ゐ ると、 穀雄 


は 思った。 

義雄は 途中 から^れ たが、 再び 歸 つて 見る と、 勇 は 待って ゐた。 

『ゐ たか、 ね』 と 云 ふ 勇の 問 ひに 答へ て、 

『島 ffl 君はゐ なかった から、 あす 午前に 來 ると 云 ひ 置いて 來た』 と、 渠 はどッ かり、 玄關の 立て 寄せ 

た 障子に 近い 爐ば たへ 座 を 占める。 

直ぐち やぶ 臺の 上に 御馳走が 並べられて 出た。 勇と 義 雄との 間にち いさい 烦 爐が据 ゑら れ、 牛鍋が 

かかった。 勇 は その上に あぶら 身 をのせ て じうく 云 はせ ながら * 

『この頃 肉屋の 競爭で 肉が 非常に 安いの だ。 かう いふ もので なけり ゃァ、 僕のう ちで は 御馳走に 出來 

ない。 味 は どこも 同じ こと だら うが、 け ふ は 充分 やってくれ 給へ。』 かう 云って、 酒の 毒見 をして から、 

渠は義 雄の 猪口に も 酒 をつ いだ。 

鍋に は、 肉の あしら ひに、 玉ねぎが 這 入る、 カイべ ッ (キャベツの 變名 だ) が 這 入る。 かう いふ 物 

も、 林擒と 同檨、 この 北海道が 本場 だと 思へば、 義 雄に は 特に 珍ら しく 感じられた。 樺 太の 三 ヶ月と 

はまた 逮 つた 生活が け ふから 初 まるので、 何となく 愉快な 點 もないで はない。 

三 ヶ月 前の 一 曰 は 事 の 話ば かりで、 懷舊談 など は 殆どなかった が • こよ ひ は義雄 もなかく^ 氣 

にか まへ てゐ るので、 古い ことが 二人の 談話に のぼった。 
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^京の 或 耶蘇 敎舉 校で HI 級に ゐた 時、 西洋人の 敎師を 夜に 乗じて なぐり 付けた こと- 本ュ. ^人の 敎師 

が 意久 地な しなので 排斥運動 をした こと。 義 雄が 經濟擧 を や 力 出せば • 勇 も その 門擧 校に 道 入って 

來 たこと。 某縣に 於け る 時代に、 二人が 共謀して 校長 排斥 を 企てて ゐ ると いふ 宽罪を 被った こと。 な 

ど を 語った 問に、 燜德利 は 二三 度 自在 鍵で つるして 鐵瓶を 出たり、 這 入ったり する。 

『もう、 あかりが つくの か？』 義雄 はお 綱が ランプ を 運んで 來た 時に 云った。 そして" 樺 太 はこの 頃 

九 時で なければ 暗くなら ない、 そして 夜 は 午前 1 1 時に 明けて しまう こと を 語った。 

『大 相暮し 易い ところです、 ね。』 このお 綱の 言葉 を 引き受けて、 ® は 不思議 さう にかの _5 ^に 聽 いた、 

『どうして？  11 塞い ところ は臟 だ、 厭 だと 不^ 云って ゐ るのに？』 

『石油が 入らない から 一 I 』 

『-€ 鹿な』 と、 勇 も 妻の 顔に つり 込まれて 笑った。 

『その上、 澤山仕 • が出來 るでしょう』 と- かの 女 はっけ 加へ た < - 

『ところが」 と、 義雄も 笑 ひながら、 『若し 販を 四度哈 はなければ たらなかったら どうします？』 

『まさか』 と、 お 綱 は 吹き出した。 

義雄は 切って ある 爐が 初めから 珍ら しいの だ。 そして、 びか/ \ した 鐵の灰 入れ を 包んで るる 小石 

力い つも 奇 になって ゐ るの は、 時々 取り出し 一 くの だとい ふ說 明も聽 いた。 築 は ひよ ッ とすると、 


樺 太 越年の 代りに、 北海道の 冬 を 過す かも 知れない と考 へて るるので、 礼幌の 家の 建て 方 を も 注意し 

た。 

窓 はすべ てがらす 障子で 力 ー テン を 懸けて あり、 椽が はの 戶 もがら す戶 になって ゐ るの は 分った が、 

冬籠りの 時 は どこ を 居間に する の だと 聽 くと、 勇 は 釣り ランプ をはづ し， それ を 手に 持って、 次ぎの 

間に 案內 した。 そして、 蕖の 勉强窒 になって ゐる六 疊の窒 を 見せ、 

『スト I ヴをこ 2 具ン 中に 焚いて、 煙り， を ここから 出す の だ』 と. 煙り出しが まがって そとへ 出る 角 

石の 穴 を ゆび 指した。 

『かう いふ 住 ひで 色女と 一緒に 暮 して 見る の も 面白から うぢ ゃァ ないか？』 かう 義雄 纏って、 もと 

の 座に つく。 

『僕 等 は 君 の樣| 氣な こと は 云って ゐられ ない の だ。』 勇 は渠 に 猪口 を 指しながら、 『暮 して 見たい 

のなら いいが、 暮 さなければ ならない の だ。 fi 

. かう 云 はれた 時、 義雄は 勇の 誊齋に 書物が 丸でない の を あはれ み、 如何にく すんで ゐる とし こも. 

霧ぐ らゐ はも ッ とやれば いいのに と 思った。 そして I の 東京に 於け る i の澤 山の I が. ,, 

回 は、 どうなる だら う？ 愛婦に 次いで、. 書冊— 殊に わざ/.. 外國 から 取り寄せた 洋書 — は S 、す 
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の 大切に して ゐる もの だ 0 それらが 自分の 家と 北ハ に、 もう 抵當 物に なった だら うか、 それとも また 全 

く 人手に 渡って しまった だら うか？ そんな こと を考 へ る-と、 自分の 身 を 亦 書^の 本の 如く S 々に碎 

かれ て しまう 様な：； S にな る。 

義唯は 猪口 を 手に して、 僅かに 氣を 取り直した。 そして、 どうしても、 この 冬 は 樺 太 か、 北海道 か 

で、 どこかの 女と 共に 越ハ 牛し ょラ とい ふこと を考 へながら、 

『スト ー ヴを 焚き 出す と • 部屋 は さぞ 猿くなる だら う、 ね』 と 尋ねる。 

『きたない どころではない』 と， 勇 は 答へ た T みんな いじけて しまう から、 掃除な どは诚 多に しない 

で- スト— ヴの そばに また 炬 をして、 引ッ 込んで ばかり ゐる、 さ o』 

『色女と 暮 しながら、 原稿 を 害いたり • 讀 書したり する にや ァ いい、 ね。』 

『君の 嫌 ひな子 供ば かり 出來て 困る だら うよ。』 

『そり ゃァ、 また 別な こと、 さ o』 

『時に • 君の はどうして ゐ るんだ？』 は義 雄に お 鳥の こと を聽き 出した。 

n. 歡は、 君， さッ き、 ちょ ッと n を すべらし たから、 もう 隱 して ゐ るまで もな S,R  』 

義雄は 猪口 を §a きながら T どり して ゐ るか 分らない の だ。 俊が 東京. を 出る 時 は 一 一 ケ W ばかりで おる 

つもりであった から • その ir たけの 活 1：=, は を 渡して、 寫眞學 校に：， i! はせ ろ ことにして いたが』 と、 


先づ、 その 女に 富 眞術を 習 はせ て獨 立の 生活が 出来るだけに してやる つもりであった こと を 語った。 

ところが、 あちらへ 行って から、 料理屋 や 藝者屋 へ は I 時の 信用で 遊び ま はる ことが 出來 たが * 現 

金と 云ったら、 十圓 とまと まった かねが 出来ない 爲め、 女への 支 送りが 六ケ しかった。 催促 か來 る、 

申し わけ を やる。 女の 催促が 恨みに 變じ、 罵倒に 變じ、 義 雄の 申し わけが 訴 へに 轉じ、 絕 望に 轉 じた。 

かう いふ ことな ど を 語って、 

『この頃で は、 女からの 返事がない、 多分 一 度 鬧 係した 男に またく ッ ついて ゐ るか， 別な 男 を 見つけ 

たの だら ラ』 とい ふ 想像 を 加へ た。 

そして、 この 關 係した 男と いふの は、 義 雄の 友人 加集泰 助であって、 義 雄が 一 度 女と 手を切ら うと 

した 時 * 中に 這 入って 貰った もの だ。 その 關 係が 出 來た 後、 義 雄の 来 練から 再び 愛の 撚 りが かかる 時 

女は義 雄に 申し わけがなかった と 云 ふ 意 で、 ァヒ サン を 服して 死に かけた。 それ は義 雄の 出き ぎ 

はの こと だ。 

それで その 友人と 女との 關 係は絕 えた i 舌 だ。 そして、 義雄は 女の 豫後を 一週間 ほど 獨 りで 見て ゐた 

上、 女が 平時の からだ 通りよ くな つたの を 見定めてから 出發 した こと、 など を も 語った。 

『そんな 女はゐ ない 方が 奥さんの 爲め にょいで は 御座いません、 か』 と， お 綱 は 云 ふ。 
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『つまり * 女と いふ 奴ァ 薄情な もの、 さ』 と、 勇 は斷定 してし まう。 

多し 義， おが 醉 つて ゐ ながら も 目の前に あり/、、 と 思 ひ 浮べら れ るの は、 出發の 際お 烏が 上ドげ まで 兑 

送って 來て、 いよく 汽車に 乘り 込む とい ふ 場合に、 プラト フォム で * 人々 とかけ 隔 つて ゐ るすき を 

Et- て、 

『わたし は、 もう、 一 生 あんた ばかり を 愛します。 親類 もな く、 友達 もない と 同様 寂しく 寺って ゐま 

すから * 早く 歸 つて 來 て. 頂戴 • ね』 と- その 聲は 1 へて ゐ ながら も • いつにないし ッ かりした、 はッ 

きりした， 積極的に の 籠った 言葉 を發 した こと だ。 

それから. また 自分が 二等 客車の 窓から • これが 暫くの 別れ だとい ふ 意味で、 手 を さし 出す と、 お 

烏 はじろ /\ と あたり を：： な S わして からまた その 手 を つき出し、 義 雄の W 心 ふ 存分に 握らせた こと を 

ひ 出す。 

そんな ことまで は 義雄も 語らなかった が、 

『あれまで 熱心に なって ゐ たもの が、 僕の 云って やった 難局 を 少しで も； お. 抱し 切れないと は 不埒 極ま 

る、 さ』 と • 渠 は-力に 口 を 勸 めながら 云 ふ。 

『然し』 と •  は： ての 猪口 を 受けながら、 『君が 女 を 持たなければ ならない とす リゃ ァ、 この, 局 を 切 

り拔 けてから の 方が、 つまり、 いい ぢゃァ ないか？ 難局 を控 へて ゐ ながら、 女に 支 送りしょう など 


と考 へる のが 贅澤、 さ M 

『そり ゃァ、 僕 もさう 決心して ゐる、 さ。 ただ 僕が まだ 未練が あるの だ。 11 考へ ると、 可愛 さう で 

も ある。』 義雄は 風呂敷 包みの 中から お 鳥の よこした 手紙の 一 と 束 を 取り出した。 

六 月一 1 日附の はお 鳥が 義 雄に 上野で 別れた 日の 夜 認めた もので、 手 を 握られた 時の 嬉しかった こと、 

恥 かしかった こと、 汽車が 出る 時 は その 跡 を 飛んで 行きたかった こと、 悲し さに その 場へ 倒れ かかつ 

たこと などが 書いて ある。 それと 同じ 様な 感情で 書いた のが、 今 一 つ、 一 日 置いて 來てゐ る。 

その 次ぎの は、 十 『間 ほど 經 つてから 書いた もので、 樺 太 安着 を 木 妻の 方へ は 電報で 知らせながら、 

自分へ は 手紙で よこした とい ふ 恨み言が ある。 これ は、 義 雄に は 輕 重の 意 昧 があった ので はなく- 弟 

の 」辆 氣が餘 り 惡ぃ狀 態であった ので、 その 入院 を 電報で 知らせる ついでに、 安着 を も 書き 加へ たので 

あった。 その 辯 解 は 手献で 寄いて やれば 濟 むこと と 出 心った が、 その 時 手 の 返： sf- では 間に合 ふまい と 

思 はれろ ことが 書い て ある。 

それ は、 關 係が なくなった 笞の 男が、 義 雄の 留守 をい いし ほに して、 お 1 の 住んで ゐる 借り 二 g 白ヽ 

お ほ 手 を 振って 這入り込まう とする こと だ 04^ 初な ど は、 お 鳥の 朝 まだ 起き あがらない 時 やって 來て、 

ひらきの うち 錠 11 雜 雄が 出 $J 前につ けた —— を 押し切って 這 入ったり したので、 下の 人々 に 今度 か 

ら 留守 だと 云って ej^ れ ろと 賴ん だと 書いて あるが- どうも 義 雄の 安心 出來 ない ことがあつ J.;o 
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外で もない、 かの 女 £:1 身は義 雄の 手紙 を 受け取る まで 頻りに 渠の身 を 心配して ゐ たのに， 本妻の 方 

へ は. m 報が 行って ゐ たの を 知った 時 は、 渠に 人情の ない の を 知り * 

『自分の 身 を 抱いて 泣きました』 と ある。 電報の こと をお 鳥に 知らせる の は、 友人し かない。 して 見 

ると、 その 友人が かの 女の 養 雄に 對 する 愛 を 再び； ：# ふ爲め * 輪に 輪 を かけて 泣かせた の だと E>5 つた。 

この 手紙の 事情 を 解し 得た 我 雄 は マオ 力の 旅館で むかく ッと のぼせ あがり • 友人 並に お 鳥 を 

咒 つた。 そして、 直ぐ かの 女へ て、 『カシ ウノ シラ ヌャド へゥッ レ』 とい ふ 電報 を 打ち • また その 意 

味 を こま-^ と 認めた 手紙 を 出した。 

再び取り 返しの つかない こと をして は、 もう、 二度の 勘 辨は出 米ない と m 心った からで ある。 

その 次ぎの 手紙 は、 義 雄の 電報 並に 手紙に 對す るかの 女の 返事で ある。 宿な どは轉 じなくても、 自 

分の 心さへ しッ かりして ゐれ ば、 加染の 様な 奴 (と. 實際 書いて ある) にたと へ來 たと てだまされ はし 

ない。 それに、 この 顷は來 ないし、 iin 分 も 元の 自分と は 違って、 心 を 確かにして ゐる。 御 命令 通り 轉 

宿しよう としても かねがないから、 それ を 何より：： 十く 送って 吳れ ろと ある。 

別れの 際、 受け取つ たの はニケ =：: 分の 生活 ift と 寫眞學 校の 月謝と だが、 舉 校で は^に 種板 ゃ藥 村の 

代 まを拂 はなければ ならない。 その上， 義 雄に 移された 病氣 (移した 渠の 方が 却って 早く 直った) がま 


た ひどくな り、 且、 例年の 脚氣が 出た ので、 雨 方の 爲 めに 氣 分も惡 く、 歩行に も 不自由して ゐ るから * 

醫 にも 大分 拂ひ をした。 そして、 また、 『蚊帳 iV: 借りる こと も儉 約して をり ますから、 晚 蚊に かま 

れて 眠られません』 とも ある。 

義雄 はこの 句 を E 心 ひ 出して、 お 鳥の 特別に 色の 白い 肌 を 思 ひ 浮べた。 

それに 對 して、 義雄 はた ッた 一 圓を封 じて 送って やった 切り だ。 無論、 やれたら やる が、 やれな か 

ひたの だ。 そして、 その 封書に は * 某 新 IE 社へ 原稿 を 送って あるから、 そこから 稿料 をい くらく 取 

れ。 そして、 樺 太へ 來 るなら 来い * 醫師も あれば • 寫眞屋 も あるから と、 旅行 途中の 手順 や 心がけな 

ども 書き入れた。 - 

それに 對す るかの 女の 恨み言が、 その また 次ぎの 手紙で ある。 

『難局 だ、 難局 だと 云って よこしても、 あなたが 露領 まで も 旅行 出來 る餘裕 があるなら、 わたしの 方 

へ も 送って？ れ るく らゐな もの はありましょう。 あなた はわた しに 加 集と 關 係が あるの、 なんのと 申 

されます が、 あなた はそッ ちで また 浮氣 をして ゐ るので しょう』 と ある。 そして、 樺 太へ 行く に はな 

ほ更ら かねが 入る。 自分 は 今 持って ゐ た不斷 着まで 質に 入れ、 器物 類を寶 つて、 ゐ喰ひ をしながら、 

人 仕事 を 探したり * 勤めの 口の 世話 を 頼んで 見たり して ゐる。 然し わざく 新聞社な どへ かね を 取り 

に 行って、 若し 渡されなかったら 恥ぢを かくば かりだ。 今度 こそ 送金がなかったら、 どうせ I 度 死に 
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かけた 身、 自分 はどうな るか 知れない。 などと 嘗 いて ある。 

• かう いふ 乎紙 はすべ て、 義 雄に は、 日附 けさへ. 見れば 直ぐ そ-の 內容も 分る ので、 一 つ/ \ を 束ね？^ 

ら無言 で 順序： 迎 りに めくり 取って 行った が、 渠は その 次ぎの を 取って、 封筒から 拔き 出した。 そして * 

rtii 渡 1! いて たが、 またもとの 通りに 納めた。 

^^り篤倒罵言に满ちてゐる手紙でぁるからだ0 

義雄 ま、 勇に も 話した 通り • 樺 太で 越年して， 木材 を 切り出したり、 創作 をしたり する もくろみが 

あつたので、 ちいさな ロス ケ 小屋 を 一軒 手に入れた。 そこでお 鳥と 一緒に 住む 氣 になり、 かの 女に ど 

うしても 來ぃ、 かね は 新 iE 社の を 取って と 云って やった。 

すると、 かの 女の 返事に、 渡す か、 どうか 分り もしない かね を當 てに して、 樺 太へ 來 いと は氣違 ひ 

の 云 ふこと だ。 その上、 自分 を 可愛い と E 心 ふなら， 早く 歸 つて 来い、 樺 太な どへ 行く の はい や だ。 お 

前の M ァも II. ま？ 3 ひの 様になって ゐ るさラ だが、 お前 も それにな つたので はない か？ もラ， 何も 云 ひ 

たくない。 お前が 出 〈吸 前に、 事業 費のう ちに 用立てた 衣類 六點を 11 亡き母の 形 兄で あるから 11 そ 

ッ くり、 早く 返して CJ^ れ さへ すれば いい。 その かね を 直ぐ 送って よこせと あるの だ。 

これに 對 して は *  ?!.^^雄も^常に怒った。 もフ， 勝手にす るが い い。 どうせ こちらの 命令 通り 韓 も 
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せす、 も 取りに 行かないなら. 加 集で ない にしろ、 また 別な 男に くッ ついて ゐ ると 兒られ て も 止 

む を 得まい と 云 ふこと を， 最後の 通知と 兒て、 云 ひ 送った。 

その 次ぎに、 七月 二十 五 曰 出の が ある。 それが 樺 太へ 着した 最後の もの だ。 

『これが、 君』 と、 義雄は それ を 勇の 前に 操り 廣げ、 『僕と して 殆ど 絕緣 のつ もりで 出した 手紙に 對す 

る 返事 だ』 と說 明して * 讀み 初める。  . 

『七月 十五 日の 御手 紙拜 見いた しました。 御 立腹の 段 は 御もッ ともの ことと 存じます。 わたしの 方 も 

餘り ひどい こと を. & しあげた と 今更ら 氣の 毒に 思 ひます。 それ も 餘り暮 しのこと を 心配して、 どうし 

よう、 かう しょうと、 のぼせた からでしょう。 

『然し 昨日 新聞社から 原稿料 を 受け取りました。 この頃 はさ ッ ばり 加 集 はやって 來 ません から、 宿 を 

變 へる 必要 はない と 思 ひます が、 ふだんの 着が へまで 質に 人れ て、 着の 身 着の ままです から • わたし 

が 入れた 質 物 を 出して しま ひました。 またお 米な ども 買 ひました。 

『この頃 は、 寫眞の 方 も 進んで 來 ましたから、 時々 寫 生に 出かけます。 それ もつ き 合 ひで 仕 かたが あ 

りません。 その 度每 に、 女 だから 同じ 衣 物 も 着て ゐられ ません。 衣 物 を 出したり • お 米を賈 つてし ま 

つたら、 もう • 淺りは 僅かに なりました。 成るべく 儉約 する つもりで、 お？ にもめ つたに 行かす， お 

かす も 買 はないで 濟 ます 様に して をり ます。』 
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ここまで 讀んだ 時、 藥 はかの 女の 或 部分の 臭いに ほひ を 思 ひ 浮べた。 手紙 はこ こから また 訴へ にな 

つて ゐる。 

『わたしが これほど にして ゐ るの を あなた は 可愛 さう と はお ぼしめ しませぬ か。 わたし は あなたの 爲 

めに 兄弟と は 文通 を 絶ち、 友達と は 交際が 出來 ない 身に なって をり ます。 兩 親がない わたし は、 あな 

た りが 頼りです。 それに、 あなたに は 別に 本妻が あって * わたし は 妾 同様な ので 御座います。 世の 

中 か， らは すたれ 物にされて をり ます。 わたし は いつまでも 蔭に 育つ 草ではありません か』 だが、 かの 

字 を 略して、 疑問 點を 字の つもりで 入れて あると、 義雄は 笑った。 

r あなた も 男でしょう、 そして 小說を 書く だけ 人情 を 解して をら れる のなら、 せめて この みなし子 同 

前な 蔭 it?. を あはれ と 思って、 身なり だけで も 飾らして 下さい。 今では、 化粧品 一 つ 買 ふお かねがない 

のです。』 と、 ここまで 義 雄は讀 んで來 て、 ちょ ッと 手紙 を 匿き、 卷煙 ii; いに 火 をつ けて、 二十 二-鼓の 女 

のい ふこと として は * 實に 正直な ところではない かとい ふこと を 勇に 說 明し、 界び 讚み つづける。 

『それです から、 この 手紙 翁 次第， まとめた おかね を 送って 下さい。 さう でなければ、 越年な ど 云 は 

ないで • ：： 十く 束 京へ 歸 つて 來て 下さい。 お 顔が 见 たくて 兄たくて たまりません。 

『わたし は 勤め口 か那 合の よい 奉公口 か を 探して をり ますが、 いっか ふ兒 付かり ません。 うかくし 
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てゐ ると、 舉 校へ も 行け なくなり、 毎日の くらし も 立た なくなります。 話し相手 も、 相談 5? 手 もない 

からだで、 廣ぃ 東京に どうし たらよ いか 途方に くれましょう。 とう ぞ おかね を 送って 下さ ハ。 一生の 

お 願 ひです から、 わたしに 心配 させす に、 早く 送って 下さい。 賴 みます よ、 あなた、 賴 みます よ。 さ 

よなら。 七月 二十 日， 鳥より。 

『戀 しき/. \義 雄 さま』 の鴕ッ ぼい 宛名 だけ は、 義雄も それ を 少し 遠慮して- 微笑に まぎらして * ぽみ 

とめ • 煙草の 吸 ひ 殘りを 火に ほうり 込んだ 上， 直ぐ その 手紙 を卷き 納め • ほかのと 一 と 束ねに して、 

元の通り 風呂敷に 包んだ。 

『おのろけ を聽 かされて. - 默 つて ゐ るの もつ まらんで す、 わ J お 綱が 先づ 子供 を寢 かしつけた 窒 から 

出て 來た。 

『實際 • おごろ 値 打ちが ある • ね。』 勇 も 猪口 を 取りながら 云 ふ。 

『牛肉ぐ らゐ では 承知し ません よ。』 

ほうへ いくわん 

『豐； 牛 飴の 晚餐 はどうしても * ね』 と- 勇 はお 綱と 互に 目と： E を 見合 はせ て， 多少 冷笑の 氣味を 見 4,- 

た。 

然し 義雄 は、 暫 らく、 ただ 寂しい 微笑 を以 つて 返事に 換へ てゐ る。 

『僕 ァ聽 きたいんだ』 と • やがて 渠はロ を is き、 『全 體、 あなたがた はこの 手紙で ど，， 忍 ひます？』 
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『どう 思 ふと は？』 

『女に 就いて， さ 11 ？』  ， 

r そり ゃァ、 あなた』 と * お 綱が 引き取って、 『とても』 と 北海道 流の 副詞で 力 づけ、 『ぉ氣 の 燕な お 方 

だとお 察し 中し ます、 わ。』 

『君 V. 棄 てるの も 可愛 さう だが』 と、 esf 猪口 を 取って また 義雄 にさし、 お 綱に 酌 を まかせな 力ら 

『 一 緒に なって ゐ ろの も 亦 可愛 さう だよ。』 

『ところが』 と • 義雄は 受けた 猪口 を 下に 置いて、 『どッ ちに しても * 可愛 さう でも 何でもな いの だ- 

— 全^、 年の 行かない 割 八：： に * 喰へ ない 女 だ。 覺悟 をして かかれば、 ァヒ サンの 樣な 毒藥を rv 簡隱 

して 用意して ゐ たくら ゐ だから、 どんな ことで も 平氣で やれる 奴、 さ。 今の 手紙 も. 全く 信じて 讀め 

ば *  . ^しも： i ^よれる 様な ところがない 代り、 ちょ ッと でも 皮肉に 見り ゃァ、 後ろに あやつり 手が ゐる 

とも 兌え る。 少しで も 金 を 取って 逃げようと いふ 手段 だら う II 加 築と いふ 男が まだ 闕 係して ゐ ると 

すり や ァ*  ロ錢 取りの やり 操り 手、 話し上手な 策略 家 だから、 ねえ。』 

『逃け てし まへば、 もう、 責任 は その 男に 歸す るの だから， なほ 更ら 結構 ぢゃァ ないか？』 ef^ 力 ra^ ひ 

切れと 云 はない ばかりに 云 ふの を. 義雄は 心で^ けなく 思 ひながら、 i 否、 寧ろ 自分の 心 を 解して 

s^x^ る もの は 二の 家に もゐ ない と觀 念しながら •  


『そり ゃァ、 それ ッ 切り， いくら 手紙で 事情 を 云って やっても、 向 ふからの 便りがない の だから、 僕 

もさ ッぱ りして * 思ひ淺 りが なくなった わけ だが、 どうせ 僕に は 女が 入用 だから、 矢ッ 張り 氣 心の 分 

つた もの をつ づけて ゐる 方が いいから、 ねえ。』 

『ですから、 奥さんの ところへ 御歸 りに なったら —— 』 と • お 綱が 云 ふ。 

『いや • 女房のと ころへ は、 失敗 を 回復した 後に も歸 りません。』 

かう 云 ふ 話のう ちに 酒 は 終って、 飯に なった リ 

義雄は 肉に カイべ ッの あしら ひ を • 北； a 道の 凉 しい 夜風と 同様、 初めての 如く 珍ら しく 思った と 同 

時に • 香の物 代りに 出て ゐた カイべ ッ 並に 枝豆の 糖 味 i? 清け を 甘い と 感じた。 

翌朝 • 篛 雄の 有 馬 の 家で 目を覺 ました 時 は、 勇 もお 綱 も 食 車 を 初める の を 待って ゐた。 

渠は 手早く 顏を洗 ひ、 渠等 と共に 食膳に ついた。 味 汁の 中身が また カイべ ッ である。 渠 はこの 力 

ィべ ッと 枝； 兄の 濱け 物と を哝 はって、 それら を渠の 北海 S! 生活に 於け る 最初の 知己で あるかの 如く 思 

つた。 

渠は 食後 勇 を 伴って、 きの ふの 云 ひ S 直き 通り、 島 田の 家 を 訪問した。 島 田の 家 は 有 馬の 家と 同じ 通 
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り 條の六 七 丁 目途った ところに あり、 札幌を 一直線に 南北に 仕切る 水^の ； つ 手前の 横丁 だ。 柳ゃィ 

タヤ もみ ぢ などが 靑ぃー g を 飾って 路傍に 立ち並んで ゐる その in: は、 ちいさい 個人的な 鐵 H 場で • その 

筋，： ふに、 『北海 -wi 梁 雜誌 社』 とい ふお ほきな 看板が 出して あって、 『島 m 水 峰』 とい ふ 表札が 打って あ 

ろの がそれ である。 島 出 は 名 を定吉 とい ふが、 氷 峰の 跪 號を以 つて 諸方の 新 間 社 を まわって ゐ たので、 

その 雅號の 方 が^く 北海； S! 人士に 知られて ゐ る。 

渠 はもと is- 京に 於け る 某耿 人の 門^で、 十七 八 歳の 時、 旣に 出藍の ほまれが あった。 且、 その 常時 

は • 石部金吉の 名で 通って ゐる だけ * 同 e: 婦人の 間に 評判が よく、 その 一 人の 如き は、 渠が 北； # 近の 

故 鄉に歸 つたの を追ッ かけて 來て、 ^勤 を， じょうと したが， 渠に はね 附 けられて しまった。 その後 

滿洲に 於て 一 つの 邦-:^ 新 ii が出來 ようとす る si その 記者と して 出 しかけた が、 突.^ T てれ を；！ 念し 

たの は、 そこの 一 外交お の 細；：；； ：- が. ni 分 を追ッ かけて 來た その 女で あると いふ こと を 聽 いたから である。 

渠は、 義雄に三ケ月„.1に初めて^£接に會った時、 以上の こと を 誇りが に 語った の だ。 然し • 渠が耿 

よみとしての 努力が？ W らぎ、 新 記 # としての 生活に 深入りす るに 從ひ、 その 性格 は 段々 變 化して 行 

つたので あると は、 義雄も 想像 出來 た。 氷 峰 は 今では どの 新 ii にも 關係 はない が、 ぃろんな新i^記^i^ 

に 後援 を させて、 一 つの 實業雜 誌.. V 出さう として ゐる。 

渠の Sti に據 ると * 渠は 人に 信用され る 年齢の 來るを 待って、 北海 笾の 政治 界に うって 出たい ので あ 


る、 それに 思ひ附 いた I 昨年から 昨年の 後半に かけて、 渠は 歌よ みは 勿論、 新開 記者 を もやめ て、 東 

京に 於け る 或 私立 大學の 政治 科へ 入攀 して ゐ たが、 その 時期の 過 牛 は I 種の 花柳病の 爲 めに 入院して 

ゐた。 そし ご、 それが 直り、 病院 を 返く と 同時に、 東京の 諸 實業雜 誌に 似た 樣な もの を發刊 する もく 

ろみが 立った ので、 その 準備に 取り かかる 爲め歸 北した。 

然し 徒手 ^攀 を以 つて は、 その 主意に 贊 成して？. おれる もの はあって も、 なかく 资本を 出して 吳れ 

る ものがない。 半 歳ば かり 札幌に 於て 流浪して ゐる うち、 生活 上の 困難が つみ 重って 來 たので、 止む 

を 得す、 一 時の 問に 合 はせ に、 挥び 新聞記者と な"、 道中の 或 方面へ 出かける 途中で、 兄の ゐる 山へ 

立ち寄った。 そこで、 話が 一 轉 化した。 

渠の兄 は 某 炭 山の 役員で ある。 彼 は 一 番末 ツ子で、 兄 は 一 ^ うへ の總領 だから、 年齢に 於て 親と 子 

ほど 遠って ゐる。 而も 渠 はこの 兄の 非常な 贊澤な 家で 小學 時代 を 送り、 また 中舉 時代の 舉費も 世話に 

なった。 今 はさう い、 地位に はゐ ない が、 そこへ、 丁度、 もと 兄の t 話に なった 子分で、 大分^ 振り 

がよくな つて ゐ る 受負師 川 崎 藤 五郎と いふの が やって 來て、 渠氷峰 を 引きと め、 

『新開 記^の 樣 なきたない 商賫 など はよ して.， おれが 資本 を 出して やる から、 お前の 考へ 通り やって 

見い』 と 云 ふこと になった。 

何でも、 一時に 四 五千圓 出費す るの だと は、 義雄も 氷 峰から 聽 いて ゐた。 
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義 雄が 島 田の 玄關 のがら す戶を あけたてす るの は、 きの ふの を 加へ て、 け ふで 三度 目で ある。 最初、 

： 染が氷 峰と 共に ここから 出て 芝居に 行き、 薄 野に 行った 時 は • 翌朝 早く、 汽車 時間の 都合 上、 ここへ 

は 立ち寄らないで、 何とか 樓の 赤い、 ぁッ たかい 蒲阁 から、 直ぐ 停車場へ 車で 驅 けつけ たが、 氷 峰 は 

その 跡から また 追ッ かけて 來て、 寢 ぼけた つら をして、 義 雄の 出か かって ゐる 汽車の 窓の そとに 立つ 

たこと を渠は ひそかに 思 ひ 出した。 

氷 峰はゐ なかった が、 ちょ ッと寫 眞版屋 へ 行った の だから、 待って ゐてロ Jl^ れ ろと いふ 云 ひ殘 しが あ 

つたので、 義雄等 は あがり 込んだ。 大分 準備が ととのって 行く ものと 見え、 書生 兼用ら しい 寫字 生もゐ 

る し、 編 £： 補助、 會計、 鹿吿 取りな どらし い 人々 も 数名 ゐる。 そのうちに は、 主筆な る 氷 峰より. f ッ と 年 

うへ らしい 老人 も ある。 害 生が 主人 を 呼びに 出た 跡で- 他の ものら も 亦 それ- 用達しに 出て 行った。 

その 跡で、 義雄等 は狹ぃ 家の 樣子を かへ り 兄る と、 玄關に 隣った おもての 窒が雇 ひ 人ら の 事務室で、 

それに つづく 奥の 一 と が 主 難の 編 料 ill- らしい。 社と は 云 ふ ものの、 まだ 不整 顿の爲 め、 どこかの 乘】 

生雜 誌の 編 所と 大して 變ら ない。 然し、 『購 設^ 名^』、 『原 if 受 入 帳』、 『廣 吿控 帳』 などの， 旣 に出來 

てつる さがって ゐる のが 兑 える。 原稿 3^ 紙 も. #出 用意して ある 樣予 だし. 雜 誌へ 入れる 寫胜、 銅 版 も 太 

小 七 八 組 は 主 茶の 机の 上に 精み 重ねられて ある。 
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女中 か 家族の もの か 知らないが、 前に は 一 人の 老婆が ゐ たのに、 今回 は 一 一 十 1 1 一歳の 色 は 白い • 然 

し田舍 じみた 樣 子の 女が、 橫 手の 茶の間から、 茶 を 運んで 束た。 

義雄等 は橡が はに 出て、 狭い 裏庭から 吹いて 來る 風に 當 つて， 凉 んでゐ る。 以前 白い 花 を 一 面に 唤 

き亂 して ゐた クロ パは 刈り取られて 跡 かた もない が、 その代り • 脊の 低い 芙蓉に は 白，^ 赤との つぼみ 

を 含んで ゐ、 その 根に あやめの 花が 落ちて 葉ば かりの や • 蝦夷菊の 暌 いて ゐ るの が ある。 

暫くす ると、 書生が 歸 つて 來る。 つづいて • 氷 峰が 單衣 一 つのへ こ帶 * 握り ぎんた まで、 ぬ ッと這 

入って 來る。 

『や ァ、 田 村 君』 と 云って 坐 わって、 それでも 渠は 四角張った お^儀 をして、 『昨日お 歸 へりで したと 

1— あとからの 御 返：？ 伊は拜 見いた しました。』 

義雄 は、 何よりも 先き に、 その 返事 以前に ハガ キが屆 いたか、 ど ラかを 質問した。 それと 同時に 勇 

に 出した ハガキ が 届いて ゐ ないから である。 そして、 氷 峰へ も 届いて ゐな いの を聽き 知った 時 • 渠は 

自分と お 鳥との 關 係に まだ 望みが あるの かも 知れない と 思った。 蓋し 二人の 間に も、 往復 封書の 粉 失 

もしくは 不着した のが ある 爲め , 意志 の 疏 通を缺 いて ゐ るの だら うかと も考へ ら れる餘 地が出 來 たか 

ら である。 

しんそこ 

『樺 太 郵便の 不着が 多 いのは 實に 困る』 と • 義 雄は眞 底から 不平 さう に 云った が、 その 不平の 最も 深 
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い 意味 は •  0^ 他の 二人に は 分らなかった ので ある。 

『それ はさう と、 御 出 發の際 は』 と • 氷 蜂は義 雄に 向 ひ 、『赏 に 失敬し ました。 つい、 ああ 云 ふところ 

でした から』 と *  g< ひながら、 『寢 すごしまして、 I 僕が 顔 も 洗ら はないで ステ ー シ ョ ン へ驅 けつけ 

たので、 漸くお 见 送りが 出來 たのでした。』 

『いや、 僕 こそ 11 』 義雄も 丁寧に、 『いろんな 御 厄介に なった の だ。 然し』 と •  ie^ ぐ碎 けて、 『あれ か 

ら はつ づけて ゐて、 まだ 雜誌 は出來 ない のか？』 

『うん • まだ —— 』 氷 峰 も 隔て を ゆるめて 、『九月 一 日に 初號を 出す つもりであった のが、 多少 後れる 

かも 知れん。』 

義 雄と 氷 峰と は、 文 @. 上で は、 數年間 手紙の 上の 友人で あつたが、 相お ふの はけ ふが 二度目 だ。 後 

者が 前 T.<? に ，M ふ に は 多少 文 上の 先 環に 向 ふ と い ふ 遠慮が な いで もない が、 前者 は 今 詩と 評論と 

小說と をめ ど 全く 錙詰 i$ 業に 換へ たかの 如くな つた 跡で あるし • 後^も亦？^^に耿ょみと云はれるのな 

避けて、 赏業的 方 而に手 を 出し かける の だから、 先辈 も後辈 もあった もので はない と • 義雄は 思って 

ゐる。 

『然し 大分 準備が 整って 来た 様に 見える、 ね。』 


『もう、 漕ぎつ けた も じこと ぢゃ。 ただ 困る の は 印刷と 鋼 版で （. ここに も』 と、 氷 峰 は 讥の上 を 

さわって 見 、『こんなに 寫眞銅 版が 出. 来て 來 たが、 札幌 だけで は 問に 合 はんので、 仙臺 まで 材 St を 送つ 

t しら 

て挤 へさす のぢ や。 東京な どと 違って、 萬 事が 不自. m で 困る。』 

『そり ゃァ： tt 方がない、 さ OJi 雄は卷 煙草 をつ け換 へながら、 『その代り、 東京の 雜誌ゃ 新開の 競爭を 

受けないで、 北： S 道專門 の もの を廣 める ことが 出来 る 便利 を 持 つて ゐる ぢゃァ ないか？ B 

『それ もさ うぢ や。』 米 峰 も 煙草 を飮み 初める。 

『早く 出し 給へ、 11 平 く。』 

a  さんしゅ 

『出す の はわけ ァな いが • 金主の 方が 先づ しぶり 出して 11 五千圆 出せば、 三千 圓を 初號 にかけ * そ 

の 殘りを ニ號に まわさう としたら， さう 行かない うちに 風向きが 變 つた 11 金主が 山で j 大 失敗 を A. 

つたの ぢ や。』 

『どこでも 失肷は ある、 ね 0』：.1カ は 義雄を ：11^ て 微笑した。 

『ところで- 君の 方 は』 と、 氷 峰 は 篛雜の 事業の ことに 及び、 『どうです？ 儲かりました か？』 

『僕ァ 君の ぐづ. （- して ゐる うちに、 三千 圓 ばかりの 品物 を舉 げた、 さ。』 かう 氷 峰に 云って、 義雄は 

勇の 方 を ほほ ゑみながら 見返す。 

『ほう』 と 氷 蜂 は 驚く。 
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『ところが、 ； lf5』 と、 は 口を出して 、『全く 失敗 ださう だ。』 

『そり ゃァ また  ？』  . 

『な ァに、 き 田^』 と、 雜雄 は： 牛氣 をよ そ ひながら、 『みんな 實費 にか かってし まった の、 さ。』 

『は、 は、 は！』 氷 峰 は 笑った、 『蕩 者の あげ 代も資 費のう ちへ 這 入りました、 な。』 

魏 雄 は 分の 業の 失敗 並に その 回 (2 策に 就て 勇に： S した 通りの こと を 氷 峰に も 話した。 

『^1; はま ださう いふ：^ 業 を やる の は；： ャ かった のぢ や』 と • 氷 峰 も 遠慮なく 云った。 

『文 で こそ、 E 村 義雄？ _ ；; と 云ったら、 I 方の 大家で ある けれど， ^戴に かけて は 僕よりも まだ あん 

こぢや、 それが 一 躍して • 千金 を 握らう としたの は そもそも 链.： 现 であった。』 

『僕"" .ly はさう リ 5 つて ゐ たよば は 胸 を 反らせて、 赞 成した、 『さう 容易く 金が 儲かる. *〕 のなら • 僕 だ 

ッて、 いつまでも 校な どに ぐづ ついては ゐ ない、 さ。』 

『さ うぢ や、 君 も かね 黨の 方であった、 な。』 氷 峰 は を あしらって msl き • また 義 雄に、 『然し 君の 大膽 

なのに は" ^間の 人々 は 感服して をる。』 

『そり ァ 謝が 餘いふ 1 過ぎる 經臉 だから、 ねえ』 と， 義雄は けた。 

『侯 等に ゃァ』 と、 勇 はもつ ともらし く 云った、 『とても やれない ことお。 全髅， £ 村お は 初めから 人 


並み は づれて 思 ひ 切った こ と をす るから、 僕 等に ゃァ、 あぶなく ッて、 見て ゐら れ ない ことがある 

ん だ。』 

けん ©ん  ， 

『君 は 然し』 と、 氷 峰 は 勇に 向 ひ、 『また 人並み はづれ て險吞 がり ぢ やよ。 それで は、 田 村 君の どころ 

ではない、 僕の 事業 を あぶながって をる んぢ やらう？』 

『いや、 さう いふ わけ ぢゃァ ない 11 』 勇 は 少し 尻 ごみして、 『君の は 君の、 田 村 君の は 田 村 君の だ。』 

『有 馬 君 はまた』 と、 義雄も はたから 口を出し、 『引ッ 込み 思案 過ぎる よ。 相變 はらす の敎育 家で つづ 

いて 來 たに は 感心す るが、 餘り 野心が 少ぃ。 前に も 直接に 有 馬 君に 云った こと だが、 七 年 も 八 年 も 新 

開 地に 來てゐ ながら、 何とか 工夫して、 さ、 安い 地面と か、 拂ひ下 ゆの 山林と か を * 買って 置く 位の 

こと ァ して ゐ るべ きもの だ。』 

『そり ゃァ考 へて ゐ ないでも ない が、 ね、 島 田 君 も 知って ゐる 蒈 だが、 なかく 手に入り 難い もの だ 

よ。』  @ 

ゆ  かた 

『それ も、 さ』 と、 水 峰 は 云った、 『行き方 一 つ ぢゃ。 敎師ゃ へ ッ ぽこ 官吏に は六ケ しいと しても、 農 

舉 校の 敎授 とか、 道廳の 官吏な ど は、 こッ そり さきへ まわって、 出る 山林 や 士地を 買 ひ 占めて しまう。 

僕 等 もつ まらん こと をした ものの 一人 ぢ やが、 新閬 記者 をして をる と， 何 かの 11 係 上、 土地 を 少し 貰 

つて 置け、 いいと AJ ろが あるから と、 向 ふから 勸 めて 來る ことが 度々 あった。 然し その 時 は 意氣込 み 
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ば 力り 高かった から、 土地な ど は， いつでも 得られる 様に 思 ひ、 相手に もしなかった OJ 

『A 地の Y 先生な ど ァ隨分 持って る さう ぢゃァ ないか』 と、 勇が 聽く。 

『なァ に、 その 貰った 土地 ぢゃ —— 俟も 惜しい こと をした の、 さ、 こちらが 必要 を 感じて、 どこか 

欲しい と 思 ふ 時には、 賴ん でも、 向 ふから 持って 來て ci^ れ ない。 意地の 惡 いもの ぢゃ o』 

『僕 もど こか 持ちたい、 ね o』 義雄は 自分の 窮境 を 救 ふ j つの 助けに もと 空想して 云 ひ 出す。 

『そんな かねが あるの か？』 

『ない、 さ。』 

『それ ぢゃァ 駄目、 さ。』 

『無論、 駄目の 話 だが 1! 』 

『金と 云 ふ 物 は、 然し』 と、 氷 峰 は のんき さう に 云った、 『天下の ま はり 物ぢ やから、 なァ。 然し この 

頃 は駄： m ぢゃ、 人の り 物 を ふの は、 不利益 ぢ やから 11 山林 拂ひ 下げの； _ム 布が 出る の は、 もッと 

さき ぢ や。』 

『それにしても、 君 はいつ まで 滞在す る？ 當分 をる のなら、 僕 等の 方に も 計.^ S 一が あるの ぢゃ』 と 云 

ふ 氷 峰の 莒築 に 答へ て、 義雄は 勇の 方へ 少し 氣が ねしながら-  、 


『ねられるなら、 當分ゐ たいと 思 ふの だ。 樺 太 を 研究した から、 北海道 を もつ いでに 研究した いと 思 

ふし、 また、 出來 るなら、 何 かやるべき 事業 を も 思 ひっきたい。』 

『やり 給へ、 北海道 は 新開地 だけに、 僕 等の 樣な あんこに でも 仕事 を さして 吳れ る。 內 地と は 遠って、 

なかく 面白い よ" —— 君 は どんな 感じが する、 ね？』 

『何だか、 外國 じみた 感じが する。 然し、 どことなく、 なつかしく なって 來た、 僕に は Ml 

『さ うだらう。 撲は 北海道が 故鄕も 同前 ぢ やから、 なつかし さも 君のと は途 ふだら うけれ ど、 內 地と 

くわう？ 

變 つて、 萬 事が 大きい。 第一 、 石 狩 原野 や 十 勝 原野の 様な 廣漠 たる 風景 はなから うし、 諸方の 炭 山 事 

なか 

業 も 規模の ああ 大き いのは 他に すく， なから うし、 住んで をる 人間 その物が 片田舎の どん 百姓で もなか 

なか 馬鹿にな らん。 君の 著書な ど を も 讀んで をる もの は、 隨 分， あちこち にあって、 全 體に讀 書 力が 

進んで をる。 それ ぢ やから、 僕の 雜誌も 出さへ すれば 隨分 見込みが あるの ぢ や。』 

『鬼に 角 • 滯 在して ゐる うちに- どうかして、 北海道 を 旅行して 見なければ 1 J 

『まわって 見 給へ。 有 馬 君 は餘り 出た ことがない 樣ぢ やが、 北海道 を 知る に は、 十 勝 原野 を 見な けれ 

ばな らん。 それ も 秋が よい。 四方八方の 紅葉した 以平 高原の 如き は、 天下 無雙ぢ やから、 な。』 

『島 田 君 は 十 勝に ゐ たから』 と 勇は義 雄に 說 明した、 『向 ふの 方 はよ く 知って る 箸 だ。』 

『僕に は、 十 勝 は 第二の 故鄕ぢ や。 耽溺の 紀念も 多い し、 お 安くない ラバ ー も をる し、 僕 を 信じて 吳 
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れる もの も すくなくない。 若し 僕が 代議士に 打って出る 時に なれば * あちらが 根據地 だら う。』 

『君の 雜誌 さへ うまく 行き ゃァ』 と * 義 雄も渠 の 北海道 通 を うらやましくな つたと いふ 樣 子で、 

『君の 政治的 目的 も 着々 はかどって 行 くだらうよ。』 

『僕 はこの 頃ます く 歌人と しての 狹ぃ 世界が いやにな つた。 氷 峰と は あの 歌讀 みで はない かな ど 云 

つて、 僕を實 際に 知らない 人間 は 僕の 資業 雑誌 主筆た る信两 を輕ん する 向きが まだ あるの ぢゃ。 11 

然し、 北海道なる もの を 適切に 歌った 短歌 はお そらく 僕が 初め だら う。 〇〇 氏の 如-きが ゐ坐 わって を 

S し- K 

つて 北海道 を 歌った のな どと 来て は、 實 にお 話に ならん 11 餅の 木 一 つの 形容で も、 その 葉が 寶 際に 

ど 5 光ろ かとい ふこと を 知って をらん。』 

『そり や ァ實際 だら う、 さ。』 

『島 田 君の』 と 勇 か 口を出した 、『欲 集と 云 ふか、 詩集と 云 ふかが 出た 時に ゃァ、 僕 等の 様な 古い あた 

まに はよ く 分らなかった が、 舉 校で もなかく 評判が あった。』 

『それで 思 ひ 出した が』 と * 氷 峰 は 兩手を わざと 堅く 立てて 膝に つき、 兩の肩 をい からして つき 出す 

様な 愿似 をしながら、 義 雄に、 『僕の 詩集の 廣 告を雜 誌に 出す つもり ぢ やから、 君の 著書 も廣吿 したら 

ど うぢ やらう、 餘 地は與 へ るから？』 

r それ もよ からう。 出版元が ただで^ 吿出來 るんだ から。』 


『それよ.：： N も 君が 一 人で も 未見の 友人の ふえる 方が よから う。』 

『それが 女なら いいが』 と、 義雄は 寂しい 微笑 を 浮べて 、『野郎なら • もう 會 ひたく も 見た くもない、 

現在の 失敗 的狀 態に 於いて はだ。』 

『さう 失望した もん ぢゃァ ない。』 氷 峰 は 慰める 様に、 『本道で 何 かする と 云っても • 知って る 人が 多い 

方が よから う I— こないだの 時 は餘り 忙しかった から、 何とも 仕 やうがなかった が、 今回 は 一 っ歡迎 

會を やる つもり ぢ やから 11 それ も * 中攀ゃ 靑年雜 誌の 投書家の 樣な あんこ 供 は 別にして、 新閗 記者 

を 中心として 集って 貰 ひたいの ぢ や。』 

『それ も ありがた いこと は 有難い が、 それより や ァ僕を 一 度 その 十 勝 原野の 樣な廣 いところ の * ン中 

へ つれて 行って、 鑼 りで 思 ふ 存分 寢 たり、 起きたり させて 貰 ひたい、 ね —— あんまり • 樺 太で 精祌を 

勞 したから、 その 餘汲 だら う、 考へ ると、 この 現在で も、 あたま や 胸が、 11 もう、 からだ 全體 だが 

—— 煮えく り 返 つた 跡の 樣 に氣が 遠くなる の をお ぼえ る。』 

『そり や ァ神經 衰弱 だら う 0 僕 等 も 新聞記者 時代に は、 よく そんな ことがあった。 社が 貧乏の 爲め返 

社す る ものが 多くな り、 社長 兼 主筆 は燒け 酒ば かり 飮んで をる の を.' 僕ば かりで 一 面 も 一 一面 も 三面 

がもゐ こ ん 一ん 

も 書い たんだ。 溜った もの ぢ やない。 一 晚の 徹夜で、 頰ッ ぼね が 种居古 譚の厳 石の 樣に 出た と 云 はれ 
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た。』 

『さう 云 ゃァ』 と、 勇が 受けて、 『田 村 君 は、 こないだ 見た 時よりも、 す ッと瘦 せた、 ね。』 

『さう か も 知れな い。』 義雄は 自分の 頰ッ ぺ た を 撫で て 見ながら、 f 僕 は 八 そ體瘦 せる 贸 だが、 この頃 ァ目 

の 玉が 引ッ 込んだ 様な 氣 がす るんだ。 そして、 見える 物が すべて 暗い 光を發 して ゐる樣 だ。』 

『ま ァ、 大事に し 給へ』 と、 氷 峰 は 笑った、 『まだ 氣違 ひになる にや ァ早 いから • な ァ。』 

『大丈夫 だよ』 と、 義雄も 笑 ふ。 

『そり ゃァ さう と、 これからの 方針 はどう 云 ふ 風に する、 ね。』 勇 は 相談で も かける やうに 云 ひ 出し 

た、 『小 悸の方 はま だ當 てになる か、 どうか 分らない し、 樺 太から 來 るかね と 云 ふの もどう か 分る ま 

い 11 ？』 

義雄は 返事 をし な い で暫 らく 考 へて ゐる。  ， 

『さう 見くび ッ たもので もなから う o』 氷 峰が 氣を 利かせる やうに 返事 を 引き受けた、 『小 樽の 松 田な 

どァ、 兄の 方 は 道 會議： w でも 目に  一 丁字な しの 方で • 兄弟と も 分らす 屋 だから、 どうせ 駄目と 見と い 

てよ からう が * まァ、 あせらす にゐ 給へ。 僕の 雜誌 さへ 二三 號 まで 出れば、 かねの 方 はどうと もなる、 

さ —— 僕と 共同の もとに やった ッて かまう まいから。』 

『さうな り ゃァ、 それに 越した こと はない、 さ』 と、 義雄は 少しく 勢 ひ づく。 


『それより ゃァ、 まァ、 僕のと ころへ 來て 遊んで る 給へ、 君 さへ かま はんなら。 有 馬 君 は 妻子が ある 

どくしんもの 

けれど、 僕は獨 身者ぢ やから、 遠慮 はない。』 

『さう 賴 みたい、 ね。』 

『なに、 僕ん ところ だッ て、 さしつ かへ はない よ』 と、 勇 は 調子 を 合 はせ たが、 安心した とい ふ樣子 

がその 顔に 浮んだ。 義雄 はまた 東京の 妻子 を 見たくない こと. 東京の 友人に 當分 顔を會 はせ たくない 

ことな どの 意 を 氷 峰に もらした。 

*i だまめ 

奥から 林檎 をむ いて 持つ て來 たのが、 義 雄に は 昨夜の 枝豆に つづ いてう まかった。 

『北海道の 林檎 はどう か、 ね？』 氷 峰 は その ひと 切れ を 手に 取り あけながら 聽 いたので、 

『*- は』 と、 義雄は 口 を もぐく させて、 その あます ッ ばいつ ゆ を 味 は ひながら， 『正直に 云 ふと、 島 

田 君 や 有 馬 君に 今度 親しくな るよりも、 この 林檎 やきの ふの 枝豆 漬けの 味の 方が、 先づ 第一 に、 僕ぬ 

疲れた からだに 親しく 沁み 込む 様な 氣 がする の だ。』 

『北海道の 枝豆 萬歳ぢ や， な』 と 云 ひながら • 氷 峰 は 立って 碁盤 を 持ち出して 來る。 『三 ヶ月 前の かた 

きを 打た う、 少し は强 くな つたから o』 

勇 は、 碁が 分らない からといって 失敬して しまった。 
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『君、 實は、 ^、 小 使錢も あぶなく なって、 ここまで 歸 つて 來 たの だから、 少し 融通して 吳、 rMg へ、 

な、 いづれ 樺 太から 来たら 返す として』 と、 義 雄が 云 ひにく さう に、 然し 云 ひ- 33 せば 當り 前の 樣に云 

ふ 0 

『いいと も • いづれ 社長に 話して、 當 座の 入费は 出さ さう。 その 代リ』 と、 渠は何 か 俊 件 を 持ち出し 

さう であるので、 義雄は どんな ことかと 待ち かまへ るの を * なァ に、 大した ことで はない の だと 云 ふ 

風で、 『俊の 雜 誌に 少し 原稿 を 書い て吳れ 給へ。』 

『そんな こと ァ易 いこと だ。』 

『H がいと 云 ふても、 どうせ 雜誌ゃ 講談 ぢゃ から- 文 舉物は 向かない から • 先づ 差し 當り T 田 村 義雄は 

何故に 蟹の 罐詰 製造 家と なりし や、」 こんな 問題で • 一  つ 書いて 貰 ひたい。』 

『書く とも、 さ、 自分が 自分 を 思 ひ 切， り投ゅ 出して、 而も 自分の 根柢 を 離れて ゐさ へしな けり ゃァ、 

如何にお ほ びら に 自分の こと を 善： C 共に 語っても、 決して 恥ぢる こと ァな いんだから I 第一； ，か 

乃ち 第三 人稱、 主觀的 乃ち 客観的， 破壞が 直ちに 建設 だ。』 

『僕の 樣な 俗物に はよ く 分らん が、 君の 小 說描寫 論 はさう 云 ふ 様な 議論 ぢゃ、 な ァ o』 


『さうよ。 君ゃァ 讚んで ゐ たの か？』 

『新閗 紙上 の はよ く 讀んで をつ た ぞ。』 

こんな 話 をして から • いよ， /(\. 基に 向った が、 氷 峰 は 石 を 握った 手 を 下に 向けて 盤の 上に つき出し、 

にやく 笑って ゐ る。 

ち. P-TS はん 

『そんな 笞 はない が』 と 礙雄は 向 ふの 顔 を 見た が、 丁半の 黑白を 云 はない。 前に は 氷 峰に 二三 目 置か 

せた からで ある。 

『ま ァ、 いいから 當て 給へ。 こないだの は 違って をった、 その上 僕 は 少し 强く なった ぞ o』 

『さう か』 と 云って、 義 雄が 黑を當 てた。 

『さ うれ、 見 給へ』 と、 氷 峰 は 得意 さう に 白 を 取った。 

最初の 勝負 は義 雄が 勝った。 然し その 次ぎに 渠は白 を 取って 負けた。 氷 峰 はいい 勝負 だと 云って、 

いつまでも やめさせない。 互 ひに 勝負が ある。 

そのうち 晝钣 になった。 晚には 久しぶりで 飮 まう とあって 晝は あっさりした 食事で、 例の 女 Q 子が 

ぢょ 

給仕 をして 吳れ た。 かの 女 は 永 峰 を 『兄さん』 と 呼び、 渠 はかの 女 を 『お 君』 と 云って ゐる。 義雄こ 

さ.^ 

は、 も 早 や * 北海道 流の 菜が 親しんで しまった。 

食後 も 暑さ を 忘れて 圍碁 をつ づける。 然し 義 雄の あたまに 强 く 響く の は、 目の前なる 碁石の 音で は 
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ない。 却って この 家の 筋 向 ふに 當る鐵 工場で 鐵板 か、 何 か をかん く 云 はせ て ゐる音 だ。 

1^^雄は、 蟹の 大きな ゆで 条を * 鑄； 金で なく、 鐡の 厚板で 打た した 經驗を 得てから と 云 ふ もの、 鐵の 

かな. 2 ^いに ほひが 忘れられす、 鐵の 響き を聽 くと • 自分の 精神が 響いて ゐる 樣な氣 がする。 そして、 

鐡 で ら へた 大きな 入れ物 を 見る と、 自分が その 內容 である ものの 様に 思へ る。 

『あの 工場 は どんな 人が やって ゐ るんだら う』 と、 義 雄が 氣 になる ので 聽 くと、 

『何とか 云 ふ人ぢ や』 と、 氷 峰 は 別に 注意 もしない。 

義雄は 立って 行って， おもて 座敷の 窓から、 苻 延びして • 板壁 越しに のぞく と、 筋 向 ふの 道ば たに 

姿の いいし だれ 柳が 立ち並んで ゐる。 その 間から 見える 工場 入り口の わきに、 ちいさい 蒸汽 釜の 樣な 

物が 二つ 置いて ある。 

その 签に 塗って ある 朱色が 柳の 靑 葉と 相 映 じて、 義雄 のかな 臭くな つた 神經の 末の末までの 感じ を 

引き立てた。 

も づ jP 

ゆ ふかた に 近くな つた 頃、 氷 峰の 宅へ 物 集 北 劍と云 ふ 人が 尋ねて 來た。 義雄も それに 紹介され た。 

北劍 は、 もと 氷 峰が 這 人って ゐる 北辰 新報の 社長 翁 4fiff であって、 その 盛んであった 時 は、 氷 峰 そ 

の 他の 記者 等 を 使って、 北海 メ  — ル (今では 最も 勢力が ある) に對坑 して ゐ たの だが、 資力が つづか 

なかった ので、 一 11 二 年 前に 休刊の 名を以 つて その 新閒 を廢刊 した。 


渠は 今、 遊び半分に、 自分の 本籍地なる 村落 (札幌 郊外) の 合併 問題に 奔走して ゐる。 四角 退った 

ところへ 出る に は、 いつも 同じ 古ぼけた フロ クコ！ トを 着して 行气 そのし みだらけ で、 色の さめて 

ゐる などに 無頓着な ので、 却って 寶严 目な 人物と して 人人に 信用され てゐ る。 そのな か  < 膽ッ たまの 

据わった らしい、 太った からだ を 飛白の 單 衣に 包んだ まま、 あぐらをかき、 短い 眞鍮の 煙管 を橫 にく 

はへ ながら * 柔和に 而も 肖慢 らしく 自分の やって ゐる こと を 語る のを聽 くと、 義 雄に は、 然し， 正直 

らしい ところに 嫉妬 心が 强 さうな 樣 子が 見える。 

『村の 奴な ど は 物の 分りが 遲 くて 困る。』 北劍は 少し どもる 癖が ある 0 『おれに まかす と 云 ふの だから 充 

分に まかして 置けば よかき に、 そり や、 北 村が どうの、 南 村が ぎのと 云 ひ 出して、 始末に 終へ な 

い。 然し • もう、 ここまで 漕ぎつ けたから、 近々 決定す る だら うよ。 おれ だッ て、 そんなに i の！：， P 

ない 男で はない から、 な ァ。』 % 

『それく らゐ のこと がまと まらない では、 昔の 北劍も 老いたり 獄ぢ やから， な ァ。』 

『おれ だッ て、 か、 可愛 さう に、 それく らゐ の、 う • 腕 は あると も。』 

『ま ァ、 しッ かりやって 吳れ 給へ 0』 

『道會 議員に 打って出 ないかと 勸 める ものが あるの だよ— おれの 地盤 は 充分 堅い からと 云 ふて。』 

『やって 見り ゃァど うぢ や？』 

お  浪 


四 七 五 


泡 第 

『然し 道會 ぐら ゐに 出る つもりなら、 お， おれ だッ て、 今までぐ づ つき ゃァし なかった、 さ 0』 

『議長に なった ッて、 知れた もん ぢ やから、 な ァ。』 

『國 會議 嵐に なった ッて、 何 ほどの ことがある』 と、 義雄も 口を出した。 

『ただの 起立 議員で は、 なァ』 と、 氷 峰 は 笑った。 

『然し 帝 Ei 議會 の演檀 で、 い • 一度 は 大演說 を 試みたい もの ぢゃ • な ァ。』 

『北劍 先生の 樣に どもって は 駄目 だら う』 と、 氷 峰が からか ふと • 

『これで も、 そ、 その 場に なったら、 ど、 どうして —— 』 と、 北 劍は笑 ひながら 答へ をし 切れな 力つ 

た。 

こんな 話 をして ゐる うちに、 氷 峰 はすべ ての 亊務員 や 編輯 掛り を歸 してし まひ 、晩酌の 支度が 出る。 

酒を飮 みながら 話し合って 見る と、 義 雄と 北劍と は、 同時代に 仙臺の 別々 な舉 校に ゐ たのが 分った C 

は 無論 五六 歳の 年う へだが、 その 知って ゐる當 時の 消息 を 前者 もよ く 知って ゐる。 後者が その 校 

友 會雜誌 第一 號の卷 頭に 出した 論文 を" 別 校から 出る 雜 誌で 攻举 したの は 前者で あつたの だ。 また、 

前者が その 校 內の文 舉會に 於いて 朗讀 した 長 の 脚本 的 新體ハ _.ぉ を、 他校學 生の 招待席から 足踏みして 

防 害した 者の 仲間に、 その後 文舉 博士と なって 物故した 文藝 批評家.， -ゐ たと 同時に、 北 劍も亦 その 一 

人であった ことが 分った。 


I 


r 奇遇 だ、 なァ』 と， はたから 氷 峰が 偷快 さう に 云った。 

そこへ、 また 來客 があった。 巌本天 聲と云 ふ 北海 メ ー ル 記者 だ。 洋服で 堅苦しく 坐 わる。 

これが 田 村義雄 君です』 と、 氷 峰が 紹介す る。 そして、 義 雄と 天聲 との 初 對 面が 濟む。 

も づめ 

『物 集 君』 と、 氷 峰 は 北劍に 向き 直り、 『今 间田村 君が i 札され たに 就き、 僕 等で 歡迎會 を やらう と 思 

ふん ぢ やが、 君 も來て 旲れる だら う？』 

『僕 は 新聞記者の 浪人 だが、 い、 行っても よい。』 

『實 は、 ゆ ふべ、 田 村 君が 來 たと 分って から • 巖本 君に 會 つたので * 同時に 奔走して 貰 ふこと を賴ん 

だ I. メ ー ルで 奔走 しないと、 來ん ものが 多から うと 思 ふて。』 

『それ もさう だ。』 

『そのこと で』 と、 天聲は 話しの 仲間入り を爲 し、 『相談に 來 たのです が、 どうです、 計晝は 立ち まし 

たか？』 

『計 害 一と 云 ふて、 別にな いぢ やない か？ きの ふ 云 ふたこと だけ は 僕が 引き受け るから、 その 跡 を An 

が や つ て C.Ij^れ た ら よ い の ぢ や 0 』 

r それ は 分って るが、 第 一、 いつまで 御滯在 やら — 』 

お  该  西 七.^ 


『田 村 君 は 暫く をる から、 この. H 膝 日が よから う。』 

『曰 は それと して、 場所 だ。』 

『激^^がょからぅ』 と は、 北劍が 出した 意見で ある。 

『いや』 と、 氷 峰 は 首 を 傾けた、 『幾 代で は、 會 計の 方が 足るまい I— さう 高い 會費を 取れば ノカ东 

まいから • なァ 11 普通の 月なら よから うが、 今月 は 東京のお ん 各さん がた が、 大臣 やら、 次官 やら、 

隨分 飛び込んで 來 たので、 皆が 會費 疲れ をして をる。』 

『本 C?s に 今年 は 北海道の 大入り ぢゃ』 と、 北劍 はまた 浪人 的な 目つ きをして、 『後藤が 去った と 思へば、 

やがて 司法大臣が 來る 11 』 

『伊藤さん がまた 一挺な 韓 太子な ど を つれて 來るさ うぢ やし』 と、 氷 峰 

『田 村さん も』 と、 天聲も その 話に 乘 つて、 『そのお 客の 一 人になる の は、 不名譽 ではない と 思 ひます 

が 11 』  . 

『それ は 無論. さ。』 氷 峰が 急に 義 雄の 方 を „nK て 笑 ふ。 

『僕な どァ どうして 11 さう いふ と 一緒に 見られて は 困る、 値う ちが 逮 うんだ から』 と、 義雄は 

謙遜して 云った が、 位 打ちが 違う と 出た 言葉に は、 その 實、 謙遜の 意味よりも 寧ろ 自信の 影が 這 入つ 

てゐた J 自分が 自分で 自分の 活動 をしたり、 失敗した りする に 於いて、 人間と しての 價組は 決して 渠 


等に 勝る とも、 劣って ゐ はしない と 云 ふ 確信が 義 雄の 胸に 湧いた。 そして、 性來の 無頓着 好きから、 

『會 場な どァ どこでもい いぢ ゃァ ないか、 歡迎 して 貰へ るの なら、 それだけで 僕 はありが たいの だ c』 

『では * 中島 遊圍の 西の 宫 支店が よから う』 と • 天 聲の發 議で會 費 はいくら く、 藝者は 幾人 呼ぶな 

どと 云 ふ 相談が きまった。 

すると、 北劍 は、 

『ああ、 よ * 醉 つた』 と 云 ひ 出した。 

『なァ に』 と、 氷 峰 はう ち 消して、 笑 ひながら、 『君が さう 云 ふやう になった 時 は、 もう、 二 升 は 十分 

やった 時ち や  さう して 例の 1 血が 湧く やうな 戀を思 ひ 出さん と  n 

『け ふ は別ぢ や。』 かう 云って、 北劍は 同じち やぶ 臺に 向って 並んで 坐 わって ゐる義 雄の 肩 を、 

『おい、 君』 と 云って 叩き • また 一 方の 手で 義 雄の 手 を 握り、 『き、 君は天外の船！^^ではなぃぞ。 おれ 

と意氣 投合した 11 きょ、 兄弟分 だ』 と、 もたれかかる。 そして また 起き直って 猪口 を さし 出し • 

峰に 酌 をさせる。 

『m 村 君 は 物 集 君と 仙臺で 同時代であった さ うぢ や。』 水 峰 は 北 劍の酌 をしながら、 天聲に 語る 。『無論、 

直接に は 話 をし なか つたの ぢゃ が 11 』 

『眞に 奇遇、 さ』 と * 北 劍も天 聲に說 明す る。 
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f そり ゃァ 面白い、 なァ』 と、 1KI ぽも露 面目く さって 愛 榍を云 ふ 。『田 村さん も 島 田 哲ゃ物 集 君の 様な 

^己 を dir て、 北悔 道の 族 行 も 寂しく は あるまい o』 

こん I も 霞の 耳に は凉 しく 聽 えて ゐ たが、 渠 の 疲れたから だは、 S のまに か、 S 上に 倒れ 

てるた。 

『もう、 歸 る。』 

『ま ァ、 待ち 給へ、 一緒に 出よう』 と 云 ふ 北 劍と氷 峰との 應 對が聽 えた かと 思 ふと、 義雄は 氷 峰に ゆ 

り n£}vl. こ。 で、 權， H, 驚いた 様に 目 を さまして 起き あ 力り 

『あ、 § に 失敬した、 ね』 と、 氣の毒 さう に 云 ふ。 そして 心で は 管 ど 旅と 雲上の 心 f に铲 

てゐ る. 0 分で ある こと を 感じた。 

r さァ、 散歩に 出よう。』 氷 峰 は渠を 促す、 『札幌 の 夏の 夜景 も 見て 置き 給へ。』 

『君 は 弱い、 なァ』 と、 北劍は 不平 さう に 云 ふ。 

『いや、 ^^に失敬』 と， 義雄は あやまる。 

四 人 はつれ 立って そとに 出た。 そして、 兩 側に 樹木の 植わって ゐる 大道 を 南へ とほって 行く。 

r, に a5a>o 見える 物が すべて 陰に なって、 空ば かりが 明る レ 


『いい 夜 だ、 ねえ。』 義雄は 誰れ にと なく 語って- 急に 泌み 込んで 來る孤 鐲に感 に ぼた l.,eo 

然し 地上に は、 街燈の 光で 見る と、 樹木の 影に まじって、 四つの 黑ぃ 影が 動いて ゐる。 その 一 つの 

影が、 

『田 村さん』 と 呼びかける。 

『はい』 と、 こちらが 答へ ると、 つづいて、 

^  I  し ぎレ ぎ 

『あなたの 御^ 在中 を 幸 ひに、 一 つ 自然主義の 說明 をして » ひたいと 思 ひます on 

『說 明と 云って 1 . 僕が 新 i- や 雜 誌で 書いた のと 別に 違 ひません よ。』 

『そんな こと を賴 むよりも』 と、 また，： i だ、 『巖木 君. あの H 村 君が 出した 論 著 を讀む 方が 手ッ取 

り C 卞ぃ、 さ。 害いた 本人で も" その 說 明の 出来ない ことがある もん ぢ や。 馱 よみの 歌な ども 大 S 

は そんな もん ぢゃ。 11 物 猿 君 * さ うぢ やない か？』 

『そり ゃァ- おれの 書いた ii でも • 明る R 證んで 見る と、 何の ことか 自分で ちょ ッと 分らん ことが 

たまに は ある。』 

『そんな もん * さ。 睛む 人が S 分で 發： する より 仕 やうがない o』 

『俊 も 害 物 だけ は いろんな 人の を贊 つて ある。 然し， どうも. いそがし いので、 請む ひまがない。』 

『北： S メ 1- ルの編 はつらい から、 な ァ。』 
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r*i^ だよ —— もい つまで もやって をる 氣 はない。』 

この 最もの 聲が • 先 づ^れ て、 『ここが は 等の 西洋 料理屋 だ』 と說 明され た大 物の 角から • 道 を 

右へ. n つて 行った。 次ぎに、 北 劍の聲 らしい のが、 また、 『あれが 中央 散策 地の 銅像 だ』 と 云ふ黑 影が 

二つ 三つ 立って ゐる 成い ，s 通り を、 右の 方へ 行って しまった。  き 

あと こ. S つた 影 二つ は 殺 雄と 氷 蜂と であるが、 なほ 〈逃んで、 店： 的の. m:, 成で 明るい 銜 へ 出た。 それ か 

ら、 また 一 線に 簿 -I? い 道 を 行き， 南 五條 を- S 切る と、 S ぐ 左右の 兩 角に 柳が 一本 づっ桢 わって ゐて、 

それが ン 中の 大きな 電燈に 照らされて ゐる。 そこのお ほ 門 を 這 入る と、 別世界の 如く あたりが 明る 

くなる。 巡 廓 だ。 二人 はも はや 路傍の 黑ぃ 影で はなく • 明かに 人間の 血の ぁッ たかみ を 吸 ひたい 

動物であった。 

そして 義雄 も、 一 度 前回の 氷 峰 と共にの ぼった ことがある 高 砂樓の 客と なつ 仁 

その 翌朝 •  ； }g 雄ャ i り ぼんやりした 額で. S 野 を 出た。 氷 峰は渠 より 早く そこ を 出て、 雜 誌の- si^ 問 記 

事の 種 を 取りに、 "：^ 約の あると ころへ 行った の だ。 

|;、 如何に ぼんやりして 歩いて ゐて も、 平氣な ものおと 思った。 札惺に は、 知って ゐる人 もな く 


自分の 會て敎 へた 生徒 もゐ ない ので、 東京に 於け るが 如く 不意にお 辭 儀され る 恐れがない からで ある。 

わざく 最も 賑やかな 道 を 取り • ァ カシャ 街の つづき をァ カシャ 街の 方へ 向って、 一 底 線に ぶら,, S 

らと 歩いて 行く。 急に 呑氣 な餘裕 家に なった 樣な氣 がする。 今 ま で^ Si; つて ゐた識 荷 をお ろ してし ま 

つた 様な 氣 がする。 外國 じみた 別世界へ 來て、 自分 も 亦 別な 人間の 洗禮を 受けた 檨だ。 何と は 知らす 

堪 へて ゐた壓 迫が なくなって、 氣が輕 々した。 

その 輕々 した 餘裕の 閒を步 いて ゐ ると、 これまでの 自分の 心 は 何の 爲 めに おも 苦しかった のかと い 

ふこと が 思 はれる。 自分の 檨に、 藝 術ゃ實 行に、 人 はさう 執着す る 必要が あるか 知らん？ 死んで 

しまへば、 それまで ではない か？ そして、 生きて ゐ るのに 執着が 必要に なって ゐ たの も、 自分ば か 

りであった ので はない か 知らん？. 

かぅして<^1氣に歩ぃてゐれば、 11 こんな 吞氣 さを感 する の は 初めてで ある だけ — 自分 は 丸で 別 

人間に なった 様 だ。 知人 もな く、 妻子 もな く、 戀人 もな く、 社會 との 關係 もない 今の 自分から 見る と、 

執着^ 自分 力， I 會の 人々 に對 する 名譽心 もしくは 旒榮 心から 來てゐ たかの 樣こ思 はれる。 

『詩の I 句 や 二 句に 拘泥して 天下が 動く もので はない o』 と • かう 考 へたが、 『また * 眞に 天下 を 動かす 

だけの 事業 をした ところで， それが 何 ほどの ことになら う？』  な 

自分の 吞氣 と快樂 とに まかして 行く 方が、 悲痛の 哲理な どに かじり 附 いて ゐ るよりも • 結局、 都な n 
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がいいので はなから うか？ 今までの 様な 苦しい 生活 を 追 はれて 來て、 こんなと ころで、 こんな 輕ぃ 

氣分 を- じて は， 知人 もな く， 妻子 もな く • 戀人 もな く • 社會 もない 境界が 却って 面白い 樣な氣 がす 

る 0 

然し、 これ は、 自分で も、 樺 太 以來、 殊に 昨夜 來の疲 勞の爲 めに、 身心が ゆるんで ゐ るの だら うと 

思 ふ。 

おに 凉 しい 風が 肌から 沁み 込む のに 氣 がっくと、 a: 分 は 札幌の 申央を 南北に 仕切る 大通りの 細長い 

；^. 策 地に 出た。 芝草の 靑々 したの が殘 りの 夢 を さまして 吳れ る。 

目 を あげて， 西の方 を见 ると、 もとの Si 拓使 Mi 田 伯の 銅像 を 越えて、 この 大通りの 西 はづれ に當る 

の ms3 が、 朝日 を 浴びて、 つや/ \ して える。 

^III分の右手に《=2る角にgiってゐし、 高い、 大きな 石造り は、 拓殖 銀行 だ、 な • と 思 ふとたん に、 ど 

- 】 か の 時計が 午" H 八チ k を 打 つ て ゐた。 

ハイカラの 若^ i 釵行員 だら う I が 得意け に， 然し 急いで、 その 銀行のと びら を排 して 這 入つ 

て 行った。 

^^^に後.^1さぅな女判任.か^29>務：：1«らしぃのが自分を追ひ越して、 お ほ 跨に 歩いて 行く の を 眺めな が 


.s^.•..義雄はゅッくり歩ぃてゐたが、 五番 館 陳列 所の 角まで 來 ると 立ち どまった。 

右に 行かう か、 左り に 曲ら うかと 思 ひ 惑った ので ある。 

左り に 曲れば 有 馬の 家へ 行く の だ。 然し 渠は 右に... つて、 氷 峰の 家へ 向った。 例の 鐵 工場から は" 

かんく 云 ふ 音が 聽 えて 來る。 渠は 今更ら の 如く 生の 響き を 感じた。 そして、 それと 同時に、 悲節 M 

驟の 感じが もとの 通り 胸 一杯に 溢れて 來 た。 

： 工場と すぢ か-ひに なって ゐる 角に、 葉の 大きな イク ャ もみ ぢが 立って ゐ る。 その 太い 根 もとに、 焜 

爐の火 を 起して 唐 もろこし を 燒き寶 りする. 爺さんが ゐる。 店の 道具と 云って ほ、 もろこし を 入れた 箱 

ぉ焜爐 とだけ である。 

とんな 簡單な 店 を、 義雄 ほ、 昨夜 も * 町 Q 角々 で澤山 見た が、 なかには、 林檎 を も かたはらに 並べ 

そゐ るの があった。 渠 はもろ こしの 實が嬈 けて、 ぶす く はじける そのいい に ほひ を、 咋夜、 醉 ひご 

にち で 珍ら しく 思った 。今、 爺さんの 獨 りぼッ ちで そのに ほひ を させて ゐる のがな つかしくな り、 何 

と はなしに その 前べ 行き、 燒 きもろ こし を 一 -穗 ばかり 買った。 

それ を以 つて 實業雜 誌 へ 行く と、 永 峰 は今歸 つたと ころで、 茶の間で 朝钣を 喰って ゐる。 

T 何 を 買って 來 たんお や？』 

f 燒き もろこし * さ。』 
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『好きな のか？』 

『なァ に、 うま さう だからよ。』 義雄は 一 粒つ まみ 取って 口に 入れた が、 直ぐ 二 糠と もほうり ffl し、 『に 

ほひの 香ばしい 割合に、 うまくない。』 

『とても • うまい もの か？ — まァ、 飯 を 喰 ひ 給へ。』 

『わたし 好きよ』 と、 瞎の 用意 をしながら、 お 君さん の 言葉 だ。 

『ぢ ゃァ、 あゆまし ょラ』 と、 義 雄が 二つと もさし 出す。 

『燒 きもろ こし は』 と、 氷 峰 は 微笑しながら、 『東京の 燒き 芋の 様に、 女の 好く もの、 さ。』 

『女に 好かれる はいい、 ね』 と 答へ ながら、 義雄も 氷 峰の そばで 膳に 向 ふ。 

お 君 は 二人の 給仕 をしながら、 嬉し さう に、 もろこし を， 一 粒 一粒 噙 つて ゐる。 そして、 二 穂と も坊 

主にな つてし まった 頃、 二人の 食事 も濟ん だ。 

氷烽は iaj 務窒へ 行き • 來てゐ る 社員に 向って、 それ <5\ 何 かの 命令 を與 へて ゐる樣 であった が、 そ 

こから、  - 

「お • 待って て吳れ 給へ、 直き 歸 つて 來 るから」 と、 義 雄に 聲を かけて、 出て 行った。 

『ゆ ふべ は 寂しかった でしよう？』 渠は， 爐ぱ たから、 臺 どころ であと しま ひ をして ゐ るお If;; さんに 

くと、 


r 十 勝に をった 頃から、 いつもの 樣 ですから、 慣れて しまって、 何ともありません』 と、 かの 女 は 答 

へ る。 

『それでも、 前に 來た 時、 あなた はゐ ませんで した。」 

『あの 時 は、 わたし、 山へ 歸 つて をり ましたから、 お母さんの 代りに 來 てた 時でしょう。』 

かう いふ 話 を簡單 にか はしてから、 義雄は 次ぎの 間へ 行き、 寢 ころんだ が、 お 君さん は 氷 峰の 實際 

の 兄妹 か 知らん。 似て ゐ ると ころも ある 樣 だが、 どうも さう 取れない。 などと 考 へて ゐ， るう ち、 ぐッ 

す" と 一 ねむ "した。 

ところが、 夢うつつ の樣に ひそく 話が 隣リの 室から 聽 えて 來る。  ， 

「兄さん は、 もう、 出た の？』 

『出た のよ、 有き 歸 ろと 云 ふて。』 

r ゆ ふべ は どこへ 行った の？』 

『お客さんと 一緒にお 女郎 買 ひ。』 

r いやな こと、 ねえ』 と、 二人の くす く 笑 ひ。 

『その代り、 ゆ ふべ だけ は 夢を見なかった でしよう？ J 
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『矢ッ 張り、 zl^ たのよ。 島 M さんと わたしと が：！： か而白 いお 話 をして たら • 太き な、 堅 £ 物が あたま 

の 上へ おちて 來 るんで しょう 11 それが 火の 出る にがん とわたし の あたまに 當っ たかと 思 ふたら、 

目が Sa? めた の。』 

『ぢ ゃァ、 またお 父さんに 蹴られた の、 ね。』 

叫 わたし、 恥 かしく、， P あろし、 つらく も あるし * どうしょうと 思 ふの よ。 けさ 起きたら、. le^ ぐお 父 

いろ が  . 1  . 

さんが、 いつもの 通り、 「^氣 途 ひめ， またう はこと を 云ゃァ がった」 て牝 るんで しょう —— 』 

『お父さんの 足 もとに あたまが 行く 様な 寢 かた をして をる から、 行けない の だ、 わ。』 

『仕 やうが な いんです もの、 それ は 11 家が 狹 いんだから。』 

『では、 サハ々 でのお 話 はおよ しなさい。』 

『わたし だッて • さう したい こと は あ. 0, ません、 わ。 けれども、 夢に 見 るんで す もの。』 

『i ^晚， になった の * ね。』 

『さう、 ね o』 

『わたしなら、 いや ァ だ。』 

『わたし もい やです、 わ。』 


『兄さん は f よ、 好きだから 夢にまで 見 るんで しょうぼ 

『色き ちが ひ、 ね • あなた は？』 

『あら， いや ァだ • お 君さん • 兄さんに そんな こと 云 ふたら いやよ o」 

『云 ふて やる、 云 ふて やる。』 

『いや ァょ、 いや ァ よ。 後 Hi だかち • そんな こと は l.r> 

『兄さん だッ て. 嬉しがる だら う。』 

『後生 だからよ。』 

段々、 かう いふ 聲が 大きくな るに 從 つて、 義 雄の 眠り は覺 めて 來た。 氣 がっくと • いつのまにか ど 

てらの かかって ゐ るの を 發見 した。 針. 員 はすべ て出拂 つて、 ここに 誰れ もゐ ない。 

『|§ かにお しなさい、 お客さんに 聽 える よ。』 

『え？ ゐ るの？』 

『寢 てゐ るの。』 

『聽 え やしなかった で しょう か？』 

. その後 は 何 か 分らない 小聲 だ。  . 

『お 鈴、 お 鈴！』 向 隣り の 家から 呼び 聲が聽 える と、 
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「はい』 と， 大きな 一., ハ褰 をして、 一 方の 話 相手 は- M 口から 出て 行った 様子 リ 

『お^さん、 あれ は どなた』 と. 義 雄が 聲を かけた。 

『あなた 聽 いていら ッ しゃった の？』 

『目が さめた ので、 すまない が、 SI えました よ』 と 云 ひながら、 渠 はから 紙 を 明けて 茶の 問へ 行った。 

午前 も、 もう、 そと は 日の" いて かくした 光に 照らされて、 ほこ と 井、 に S い 風が 這 入って 來 る。 

お 君さん は- S になって ゐ たから だ を 坐 わり 叵 して、 

『あれ はお 隣り の 娘さんです。』 

『お 鈴さん とい ふの？」 

『ええ。』 

『氷 峰お に 大^ 惚れて ゐ るんだ • ね。』 

『さうよ』 と • お^は 答へ て^ 笑した が、 その 顔に は 少しに が < しぃ樣 子が 見えた。 

『いくつ？』 

『わたしに 一 つ 下。』 

『では、 十九？ 十八？ J 


『そこら あた bs で L よ、？ に 

『太って ゐ るの？ 瘦 せて ゐ るの？.』 

『太って を. ON ます 、わ。』  - に 

『美人？』  ゝ 

『  。』 お 君 は 笑って 返事がない。 やがて、 『去年の 末、 わたしの 留守に、 兄さんの 病氣を 親切に 介 

抱して くれた さう です。』  - 

『そして、 氷 峰； は その 人 を 細君に する つもりです か？』 

ぢ. S 

『さ ァ、 どうです か』 と、 かの 女 はに が 笑 ひして、 心配 さうな、 しほれ た 顔つき をして ゐる 0 その 樣 

子が， どうも • 常り-前の 兄妹の する 檨子 ではない。 『兄さんが 病氣 でぐ ッ すり 眠って をり ますと、 隣り 

の窒 からこ ッ そり 出て 行って、 お 鈴さん は 兄さんの 顏を 見て をった ことが 度々 ある さう です。』 

『誰れ がそれ を 見た の？』 

『うちのお 母さんが I— その 時、 お母さん もつ いて をった ので、 寢た ふり をして お 鈴さん の 樣子を 見 

て をった の だ • て。』 

義雄 はこ S 二人の 女の どちらが 氷 峰の 物で あらう かと 考 へた。 そして、 

『あなた は 氷 峰 君の 本？ の 兄妹です か』 と聽 くと、 
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『木當 は * わたしのお 父さんと 兄弟 だから 叔父さんになる のです が、 子供の 時から 一緒に をり ますの 

で • どうしても. 兄さんと しか 云へ ない の』 と、 かの 女 は 答へ て、 多少 元氣を 回復した 様 だ。 

『何の こと だ、 まさか 持統； 大皇 では あるまい し』 と、 然し • 雜雄は 心で つぶやいて、 その 問^に は魏ハ 

がさめ てし まった ので、 丁度 その 時 膝の 上に あがって 來た 玉と いふ 猫 を だいて、 その^ ごろ/ \ 云 

はせ ながら、 ig り 首と もっかす、 『ああ • まだ 眠い』 と 云って あくび をす る。 

『ゆ ふべ のお. 攸れ でしよう』 と * かの 女 はに やり 笑 ふ。 

そこへ 氷 峰が 歸 つて.^ た。 

1  ゥはざ 

『§ い、 S い』 と • 渠：； 1 洋服の 上.^ を脫ぎ て、 『おい、 お 氷 を あつら へて 來 ないか？』 かう 云つ 

て、 id ぐ • にこく しながら、 蘇 を 鹿 敷へ 取り出し、 『どう だ、 君？』 

『きの ふの 勝^ をつ けよう か- ね J と •  ^雄 も ねむけざましに 水 峰と 向 ひ 八：！ つた。 そして * 石 を 運び 

なから、 はな かく 色 sf- だ、 ね. I .^;「51て行ったのが本？ぱか？ . それ とも、. 隣. のお 鈴さん か？』 

『誰れ に聽 いた？』 -:、 

『今， その 二人で 秘 談 をして ゐ るの を * ここで 寢てゐ て 聽 いたの、 さ 11 隣り のが 君の 夢ば かり 見 

て、 またお ゃぢ さんに あたま を 蹴られた と 云ふぜ つ』 

『あいつに-.." 困る のぢ や- 丸で 色氣遠 ひの 様になって ゐゃァ がる。 親の 方から 交涉 があった が、 それ 


となく 逃け てゐ るの、 さ —— どんなに 野暮 臭くても， 脊が 俄くても， ^鑌 なら まだし もぢ やが — 僕 

は當分 君の 様に かつえて はおらん ぞ。 お 君 は 妹に して あるが、 賓は 僕が 育てられた 兄の 兒で、 兄 は ど 

うせ 一 緖に 育った のぢ やから、 夫婦に なれと 命令す るが、 僕 はい やなん ぢ や。 叔父と 娃の M だから • 

8. あやしい 關係 はない。』 

『さう 意，：^ つて. OS ゃァ、 ここで IB- 地め て やる ぞ』 と、 義雄は 敵の すきへ 石 を 一 つ 打ち込んだ 。- 

永が- 來 たので、 それ を飮 みながら 碁 をつ づけて ゐる ところへ、 來客 があった。 一 € 見吞 牛と 云って、 

北 星と い ふ 新 iE 體 2 调刊物 を 發刊し て ゐ る 記者 だ。 

氷 峰 は 渠に義 雄 を. 紹介して から， 渠に斷 わって、 勝負の 方附 くまで か をつ づける。 吞牛 はに こ. （- 

笑 ひながら、 二人の 戰ふ のを兑 てゐ る。 

勝 员は魏 雄の 勝ちで 一 先づ 切り あけられた。 すると， さ 牛 は、 

『出來 たよ』 と、 ふところから 原稿 を 二つ 出して、 水 峰に 渡した。 j つ は、 辯 護 士* 道會 議長、 某 化 3 

社の 取締役の 甘 氏 を 批評した 物 •  ！ つ は、 北海 S で 有名な 人々 の 逸事 を 害いた 物 だ。 siss  I 猇に出 

るの だな と、 義雄は 一 ^ぐ咸 つついた。 

批評の 方 を 氷 峰が 讀ん でゐる に、 篛雄は 逸事の 方 を疊の 上に 廣 ゆて 默讀 した。 それが なか/ \而 
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白い o 或 無 な 金持ちが、 初めて 蓄音機 を聽 いて、 切支丹で はない かと 驚いた こと。 或 豪農の 若 R; 那 

が 金 畔計を Ee: ひ， おや ぢに蝥 .萍 だとお こられない 爲め、 眞鑄 計 だと 偽 はると • おや ぢも 承："： して、 

眞 鎮 でも. m い、 ，な ァと 云った こと。 或？ S 治 家のと ころへ 大酒 家が 二三 名 集った 時 * 餘り\1^1むので、 そ 

この 細^が 屮 13 に 燒酎を 出し • それから ただの 湯 を 入れた 德利を 幾度で も 持って行 くと • それ を 知ら 

すに 飮ん で徹. W 徹夜した こと。 など を • 簡，： 叫に、 諷刺 的に、 小氣 味よ く 書いて ある。 

岙牛は それ を 得意げ に 氷 峰に 證 んで聽 かせ、 一 節： g に fg みと まりて、 氷 峰が どんな 額 をす るかと い 

ふこと をう かが ふ 様に、 渠の颜 を 見る。 氷 峰 は その 度 に聲を あけて 笑 ひ、 おしま ひまで 行った 時、 

『これ もよ い 材料 ぢゃ』 と 云って、 受け取った。 

ie. ぐ 原-似 料 を 渡せと いふ 様な 談判 を隱語 まじりで 呑 牛 はして ゐ るの を 見て、 義雄は 再び. HI 分 も 原稿 

生活に 立ち返つ たかの 樣に いやな 氣 がした。 

「二 三日 待って 吳れ始 へ』 と 云って、 氷 峰 は 金主が 最初の 約束 通り やらない 寳情を 話 T 。無論、 近頃、 

或 is?- 業で 失敗した 爲め、 大分 不：： お 氣な こと は 分って ゐ るが、 もとく 水 峰 を 雜誌じ 盛り 立てよう とし 

たの は、 獨 りぎ めで 金主 ii 身の 娘 を- 111^ れ ようとし たの だ。 それが 意の 如くなら ない ので、 金 を も 出し 

^る 様になった。 

ここ を 社と する にも、 金. 王 自身が この 家 を 探し 《：：3 てた ので、 家主の 方へ も 自分の 名義で 約束 をして 


しま ひ • あれ はおれの 嫁 だから、 よろしく 頼む と 云った さう だ。 氷 峰 はこれ を 傳へ聽 いて 非常に 怒 0 

た。 そして、 結婚^ 題 は I 生の 大事で ある。 それ を 勝手に 獨 り合點 されて は 困る、 その上 * お前のう 

ちの は Ji^ ふわけ に 行かない と、 ぴッ たり 斷 わった。 それから、 金主 は 氣を恶 くした の だら う * どうも 

出し 濉る樣 になった とい ふこと を、 氷 峰 は 並びに 義 雄の 前で うちあけた。 

『界は 正直 過ぎ るんだ』 と、 呑 牛 は 目 を 一 度ば ちくり させて、 云 ふに は、 『一一 一千で も、 五 * 千で も • 支度 

金 をつ けて 吳れ ようと 云 ふの も 同様なら、 貰って 置く がよ からう ぢゃァ ないか？』 

『貰って 返す のなら わけ ァ ない、 さ、 然し』 と、 峰 は 微笑しながら、 『僕に も 候補者が 多い から、 な 

ァ o』 

『ま た 十 勝の 女のお 自慢 か？』 

『それ もさ うぢ やが —— 』 

『全 體、 君 ァ氣が 多 いんだ 11 然し また ああ 云 ふ 奴に も 困る』 と、 牛 は 某 代議士 を 引き出し、 それ 

が もと 或 後家さん 11 昔 は 耶蘇 敎の 婦人 矯風 會の 有名な 辯 土であった —— を引ッ かけて ゐた 上に、 そ 

の 女の 娘 を も 落し 入れて ゐ たこと を 話す。 その後 i《- さん は 鈴 木 玉 fit と 云って * 亭主と 北；^ 道へ 移住し 

て 失敗した もの だ。 
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r そり ゃァ、 肺. S で 去年 茅ケ 崎に 死んだ 小說 家田邊 を昔棄 てた と 云 ふ 女の、 母と 妹 だら、.^ よ』 と、 義 

雄が 不思議 さう に 口を入れる。 

『さう だ』 と、 \;^1牛がぅなづく0『はんか.《^ぃ女逮でぁったょ。 母 は 去年 死んだ。』 

『はんか C 太いの ァ あいつ も だぞ』 と、 氷峰が某^=.!<|:議員のことに及び、 それが いつも 連れて ゐる is 者 

風の^^<がぁるが、 どこの 抱へ を 引かした のかと 思って ゐ たら、 その 人 自^の 娘 だ。 『自分の 娘と 赤 鍋 

とァ Iti に 不 都 八：： 極ま る ！』 

北； gS! が 風俗が 亂れ てゐる こと は！ g て g| いて ゐ たが、 その.！：^ 際 は g- おいた よりも^ しいの だら うと、 

義 雄 は mo つた。 

それから • 話 は 北. 新 M 界の 151^ や 人物 談に 移った。 そして、 故屮 江 兆民が 北！： 新 で榮 えて ゐ 

た P のこと や、 「天 門 の £i 淸語舉 校の ことな ど だ。 天門は^5;子にぇらぃものがなかった爲め、 舉校 

は. おく つづかなかった が， 渠に 養成され たもので， 日露 戰爭に 秘密な 功 を 立てた のが 多く ある こと を 

1;^ 雄 は 知った。 また • 義 雄が 面白い 逸事と して 知って ゐる， 兆民の 有名な 舉丸酒 も、 この 地であった こ 

とと 分った。 

それから * 北； g メ， -ルと 北辰 新報との 最終の 勇ましい 論戰 と競爭 とに 及び * それからまた\1^1牛自身 

が 或 小 新 ig に據 つて 官憲と 爭ひ • 獄に投 ぜられ た 間 に、 函 館の 太ッ 腹な 漁業 家と 獄中で 知り合 ひに な 


り、 出てから も、 その 人の 資本 を以 つて 大新閉 を 起さう としたが、 そのうちに 漁業 家 は 失敗して • ど 

こへ 行った か 分ら なくなった ことな ども 話に のぼる。 

義雄 のこの 最後の 話を聽 いた 時、 自分の 事業に 協同し ようとい ふ 漁業 家 も， 有 isi 氏の 細 がー： ムふ通 

り、 當 てに ならない と 思った。 一 體、 漁業な ど は、 考 へて 見る と 投機 業の 一 種と も 云 ふべき で • どか 

儲けの ある 代り、 I 度し くじれば、 もう、 立てない。 義雄 は、 樺 太で、 ナ ヤシへ 行った 時 • 或 大漁 業 

家が 失敗して 逸 ゆた 跡に、 給料 を K へなかった 夫婦 ギも が、 國へ歸 る 費用 もない 爲め、 むしろで ちいさ 

い テント を 造り、 そのな かに 见す ぼらし く寢 起きして ゐ るの を 見た こと を 思 ひ 出して、 それ を 也の 二 

人に 語る。 

『北海道で も そんな こと は 珍ら しくない』 と、 氷 峰が 云 ふ。 

『急に 出來た 身代 は 急に 倒れる のが 北海道の 原則ら しい』 と、 吞牛は 平氣だ 。『僕 等 は その 間にあって、 

多少のう まい 汁が 吸へ るの、 さ —— 丸で 火事場泥棒 も 同様- さ。』 

『は、 は、 は』 と、 氷 峰 は 笑った。 ^^牛は目をばちくりさせた。 

I 時 頃に 晝银が 出来た が、 呑 牛 は 有名な 朝 寢坊で * 今し がた 朝飯 を la つたから と 云って、 つて 行 

つた。 
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食事 後、 また 恭を 二三 番戰 つたが、 義雄も 氷 峰 もね むけが さして 來 たので、 いつのまにか、 二人と 

も、 プ たた 瘤 をした。 

目が 覺め ると、 もな く晚傲 だ。 それが 濟 むと、 

『おなじみへ 行かう か、 な』 と、 氷 峰 は 笑 ひながら 云 ひ 出す 0 

『それ もよ からう。』 義 雄も惡 くない 樣子を 見せる。 

n 的のと ころへ 途中で |g 話ヒ かけて いて、 義雄は 水 峰と 北 ハに巖 本 天 K の 家 を 訪問した。 何と 云つ 

て も、 现 今- 北； g メ ー ルの 記者 は 信用 も あり、 勢力 も あるので、 鬼に 角、 そこへ は 第 一 ^ に 行って lij* 

く必耍 が あると、 氷 峰が 云 ふからで ある。 

主筆と は 云へ、 地方 新聞の だけに、 天聲は 隨分稳 いところ に 住んで ゐる。 北 一條 札 幌區立 病院の そ 

ば だ。 平生、 R が惡 いので、 醫 師の勸 めに より、 飮 めない 酒 を 晩酌に 五 勺ば かり づっ飮 むと 云って、 

それ を濟 ましてから、 いきなり、 黄金色の カフス ぼたん を 持って 來て、 容問兼 ま t 齋に直 0,、 

『島 田君* これ は どれ 程の うちが ある ー』 

『めッ き だら う』 と、 氷 峰が 受ける と、 

『どうしてく、 そのお もみ を 見 給へ。』 天聲は 大事 さう に 云 ひ、 『或 洋品店の 贈り物 だ —— さう、 けち 

な 店で はない。』 


『生 まじめな 天聲 もなか/ \ 話せる 樣 になった、 な』 と、 氷 峰 はから かひ 半分に、 『賄赂 など を 取って、 

けしからん。』 

『いや、 そんな 物 ぢゃァ ない ぞ。』 天 K は 氷 峰から ぼたん を 取り返し、 『廣吿 文 を 書いて やった 禮を 持つ 

て來 たの だ。』 

義雄 もお つき 合に それ を 手に 取って 兄る うちに、 天 聲がビ ー ルを拔 いた。 

歡迎 會に關 する 用意 や 來會者 人名な どに 就いて、 天 聲と氷 峰と は 頻りに 話して ゐ たが、 やがて、 天 

聲は義 雄に 向 ひ、 ぃづれ記者を遣はすから、 東都文擅の近狀を談話して53^^ろとぃふことゃ、 一度 北 

海道 を 巡遊して、 その 記事 を 新聞に 出 して 吳れ ると いいが とい ふこと など を 語った。 

談話 は 容易い こと だが、 巡遊に は 金が かかる。 義 雄の 今の 狀態 では、 ひま はあって も、 出來 ない。 

『もし メ ー ルで 何とか 都合 をつ けて 吳れれ ば、 僕 も 旅行 好きだし、 樺 太 を もま わって 來 たついで だか 

ら、 I つ 北海道 を もま わって 見たい が』 と、 渠は當 つて 《3< た。 

『原 isi さへ つづけて 貰 へれば、 何とか 都合の 附 かない こと はなから うと 思 ふ —— パス も ある こと だか 

ら』 と、 天聲は 答へ た。 

『さう 出來 ると， 面白い が、 ねえ』 と、 義雄は 永 峰 を 見る と • 氷 峰 は それに 答へ ないで、 

『そんな ことよりも、 3^ 本 君』 と、 天 聲に向 ひ、 『君の 地位 を 利用して、 何 かうまい 儲け口 を 早く 見つ 
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け 給へ、 いつまでも あんな 新 間に か ぢり附 いちや ァ をら れん ぞ。』 

『うまい ことがある， さo』天gtは多少得^:^になっ て、 『僕の 名義 を贷 して、 百 萬 坪の 地面 を 願 ひ 出した。 

成功 すれば、 ^分 CJS^ れる笞 だ。 その 時ァ、 兩 にお ごる、 さ。』 

『當 てに せす に 待って をら うか』 と、 氷 峰 は 笑った。 

そこ を 出てから、 義 雄が 天聲の 云った 巡遊の こと を餘 ほど 面白く 兄て、 で) 峰に 聽 くと- 氷 峰 はかう 

答へ た、 

『メ ー ル社 の^な 金の ない ところ は 駄目 ぢゃ。 事^の 方に 無勢 力な 天 聲の云 ふこと など は * 實 際に 行 

はれた ためしがない。』 そして、 また、 同社から 自分に 主筆 を 頼んで 來た ことがあ るが、 天聲が やめら 

れ るの は 氣の毒 だから、 氷 峰 は それ を斷 わると 同時に、 天聲に そのこと を 注意して やった こと を 語つ 

た。  • 

その 翌朝、 義雄は 氷 峰に ついて また 渠の 家に 行った。 

そこで 正午 過ぎまで 熟睡して から、 ^§!雄はぉ11:|の家へ歸って兒た。 餘り 所在な さに、 新^ を讀 むば 

かりに も 飽き、 風呂敷 包みの 中に ある、 趣味 ゃ早稻 S 文舉の 東京から 这 つ て來た の を^り に來た の だ。 


お 綱さん は、 門前で、 二人の 子供に 取り まかれながら、 八百屋 物 を 買って ゐる。 その 八百屋が 義雄ー 

に は 珍ら しかった。 

やせうま  もつ こ 

脊の 低い 瘦 馬の 脊の 左右に * 底の 深い 畚を にな はせ、 そのな かに 青物 11 茄子、 白瓜、 西瓜、 カイ 

ぺッ、 If; 葱、 枝豆 * 西洋 かぼちゃ、 林檎 * 唐 もろこし、 など 11 を 入れて ある。 そして、 それ を 引い 

て 呼び 寶 りする もの は、 百姓 馬子 だ。 ァカダ モゃィ タヤ もみ ぢの 影が つき 添って ゐる札 幌の巿 街 を * 

かう して 赍り 歩く のかと 思 ふと * 義 雄に は、 それが 新開地の 市. j: を 2g も 意味 深く 摘出して ゐる 様に 見 

えた。 

ふと、 札幌 市街の 自分が 知らない 部分 を 散歩して 見る 氣が 起った ので • 勇が 留守な の を 幸 ひ * 出 し 

た雜誌 並に 手帳 を ふところ にして、 腐ぐ また 有 馬の 家 を 出で、 獨 りで ぶらく 步 いて 見た。 

道廳 の構內 をた ッた 五六 本の 白 楊樹の 高い 影で あるかの 檨な氣 持ちで 通り 拔け、 郵便局の 前に 出で、 

豐平 館の 撗を 通って、 水道に かかった 小 橋 を 渡り、 東部の 街々 をめ ぐり、 それから また 西部 を 見た。 

札 幌は石 狩 原野の 大開塾 地に 圍 まれ， 六 萬の 人口 を 抱擁す る 都 で、 古い 京都の それよりも 一 歷疋 

ね げた 

しく、  _ ^西^ 北に 確實な 井桁 を 刻み、 それが こ の 都 會の活 きた 励臌 であるかの 樣に强 い 感じ を與 へる。 

そして、 その 脈 は 四方と もに 林檎 畑 や、 もろこし 畑 や、 水 W  、牧草地な どに 這 入って、 消えて しまう。. 

その 間に 散在して、 道廳を 初め、 開拓 紀 念に 最も 好 儘な 農科 大舉 や. いつも 高い 煙突の？ -り を、：^ つ 
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て 北 地を脾 睨す る 札幌ビ ー ル T; 揚ゃ、 製麻 會社 や、 石造りの 宏大な 拓殖 銀行 や- 靑 白く 日光の 反射す 

る 展 立」 院ゃ、 停 e. 場 • 中島 遊^ • 狸 小路 • 薄 野 廓な どが ある。 

1 體に， 大通りの _s 北と もに、 停車場 通り を 中心として、 西部の 方が 賑やか だ。 賑やかで • 繁榮な 

部分に は- 開 ifj^ が 切り 殘 した 樹木 はない が、 それでも、 地方の ァカ ダモ、 ィ タヤ、 白 楊な どの 下 を 

通って 來る 人の 心に は、 至る ところ、 さう 云 ふ 樹木の 影が つき 添って 離れない 樣な氣 がする。 

さう いふ 街々 を 縫って、 かの 百姓 馬子 は 靑物を 呼び 賣 りして ゐる し、 また 人通りの ある 角々 に は • 

例の 燒 きもろ こしの 店が 出て ゐ る。 

義雄 は、 それが 何となく 嬉しく、 なつかしくな hs、 この 百姓 馬子に 出會ふ 限リ、 またもろ こしの 香 

ばし いに ほひが して ゐる 限り、 札幌は 自分の 心に 親しみが あって、 自分の 滞在地と 云 ふよりも、 寧ろ 

自分の 故鄉 であるかの 樣な 安心の 思 ひがして 來た。 

途中に 立つ てゐる 大きな 檢の 木の 葉から、 凉 しい ゆ ふぐれ の 簿喑ぃ 羽が ひが 飛び出す 樣に 見える 

頃 *  ^雄 は 北海 實業雜 誌 社へ 歸 つて 來 ると- 氷 峰 は ぼんやり 待って ゐた。 そして、 

『また 行かう か』 と 云 ふ 0 

『よから う。』 義 雄が 斯うお 定り 文句に なった やうに 答、 ると • 


『軍用金 を 調 透して 來 るから • 待って ゐて 吳れ』 と 云って、 氷 峰 は 金主 川 崎のと ころへ 出かけて 行つ 

た 0 

義雄は 晚徵を 獨り喻 つてから 渠の歸 り を 待って ゐ たが、 渠は I 時閬 立っても *  二 時間 立っても 歸 つ 

て來 ない。 

『どうしたんだ らう』 と、 渠は 茶の間で うちわ をつ かって ゐ るお 君さん に聽 くと • 

『多分、 しかられて をる のでしょう』 と、 かの 女 は 答へ る。 

『どうして？』 

『でも、 ニ晚 もつ づけて 遊びに 行く から 11 け ふ、 社員が 云ッ つけて をり ましたよ 0』 

『は、 は！』 義雄は 笑って、 『ぢ ゃァ、 お ほかた そんな こと だら う。』 

やがて 玄闕 のがら す 戸が 明いた 音が して、 氷 峰 はに が 笑 ひ をしながら 這 入って 來 た。 

『駄！ Z ぢゃ、 駄目 ぢゃ』 と • 首と からだ を 振り 動かして、 『おこられた 上に、 長い 說法 を聽 かされて 來 

た。』 

「そんな こと だら うと" 今、 お 君さん が 云って ゐ たんだ。』 

『けちな 奴ァ什 かたがな いん ぢ や。』 氷 峰 は椽が はの 明け 放った 障子に ぐッ たり もたれかかって • 足 を 

投げ出し、 金主が 餘り 自分 を 子供 あっか ひに する の を こぼし、 寶は、 ゆ ふべ も、 おとと ひの 晚 も， 4* 
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を拂 つたの は義 雄の 分 だけで、 分の はなじみ の 4„ ^が出 して 吳れ たの だが • 三度 目まで もから 手で は 

行けない と いふ こと を義 雄に うち 明けた。 

『：！： もむ かなけり ゃァ ならん ところで はなし』 と • 義雄は 明快に、 『蓊 でも 打つ 方が よから う。』 

『それより や、 もう、 寢 よか』 と、 氷 峰 は 蚊 をうる ささう にう ちわで 追ッ拂 つて ゐる。 

そ と は、 もう • しんとして、 音す る もの は 上り か 下り かの 汽車の 響きば かり — ねむ さうな お s« は 

いいし ほに、 寢 どこお 敷き 初めた、 かの 女の は 事務 窒の 方に ® り * 氷 峰と 義 雄との は 編輯 室の 方に 同 

じ 蚊屋 だ。 

氷 峰 は.：^ ん卷 きを 着かへ ながら、 その 赤い もみの 裏 を 折り返して 義 雄に 見せ、 ， 

r これ も あの 女に』 と、 ts 砂樓 のな じみ を 思 ひ 出す 様子で、 『貰った のぢ や。』 かう 云って、 渠は、 かの 

女. が ここへ 遊びに 來 たいの だが、 妹が ゐ ると 聽き， それで はつ まらない と 云って、 來 たこと がない 事 

情 を 話した 0 

『色 s;; は 仕 やうがない、 ねえ』 と、 義雄 は渠を 喜ばせながら、 自分 もとこに 這 入り、 お 分のお 鳥 は ど 

5 してる るの だら うと 思った。 そこへ、 優しい 聲 をして 玉が 來て、 渠の 夜着の 裾 へんぐ り 込まう とし 

たので、 ！£{ は氣 味が" 惡く なり、 

『この 丧 生！』 と 云って、 ではね のける と、 


『可哀 さう に、 なァ， 玉』 と * 氷 峰が これ を 引き寄せた。 『これても 自然主義 を實 行す るの ぢ や。』 

『そんな 點へ f はちに 自然主義と 云 ふ 語を應 川され て は 困る』 と * 義雄は 云 ひながら， 東京の 諸 新開が， 

との 語 を 酒 落に 惡 用した 結 n 永 を • この 地に 來ても • 見られる のが つくづく 不平に 思 はれた。 

氷 峰 は 自分が どれ か獨 り、 女 を 選んで 結 娘す る 時に なれば、 諸方から 故障が 出て 來る だら うと 云 ふ 

こと を 語り、 お 君の こと は 数へ ない が、 1^ 一、 木キ スト ハウス (と， お 君に は 分らない 樣に 云った) 

のが ある。 十 勝で 待って ゐる のが ある 11 これ は • 四五R::圆もlsの新ra記者時代に捕助を與へて《!^れ 

た 女 だ。 或 炭 山に は、 今、 身持ちに なって ゐる のが ある。 小 樽に 遊女 をして ゐる のが ある。 それに、 

との 寢卷 きの 主が ゐる。 など • とい ふこと だ。 

義雄 もお 鳥との 關係を I  深く 氷 峰に 話し をした が、 われ 知らす 寂しい 感じが して 來て、 淚 までが- 

出て 來 るので、 氣を換 へようと して、 のこく 起き 出 だし • 衣 物の たもと から.、 旅行 中の 感想 や 事件 

を控 へた 手帳 を 探し出し、 再びと この 上に あ ふ 向けに なって、 蚊 M の そとに 置いた ランプの 光 をた よ 

りに、 そのうちに 書き込ん である 數篇の 散文詩 を 氷 峰に 請んで 聽 かせた。 渠も耿 をよ む であるから、 

必らす 分る だら うと 信じて ゐ るからで ある。 

ホイト マンの 散文詩の 様な ぎごちない 口調で は あるが、 義雄は 自分 獨特の 力が 籠って ゐ ると 誇って. 

放  浪.  五 0 五 


泡 嗚仝集 第】 卷  五 0 六 

る 物 だ。 第一 に、 『汽車』 と 云 ふの を讀ん だ。 これ は、 簡夜を 横切って、 東北の 廣 野へ 來た 時、 大きな. 

青 大將の 大地 をのた くる 樣に思 はれた 列車が * 神經の 疲れと 共に、 自分 その物と 感じられ たこと を飮 

つて ある。 

次ぎ は、 『乘り 込み』 と 云 ふの だが、 小 樽で 樺 太 行きの 汽船に 乘り 込む と * 今し も 積み荷 をお ろす 人 

夫の 脤 やかな かけ 聲 がして ゐ たが、 それが ぱッ たり 止む と 同時に、 自分 li りの 寂しい 胸にば かり. 聽 

えない かけ f!S が 合唱の 如く 響いて ゐる とい ふこと だ。 

次ぎ は、 自分の 『鑪詰 製造所』 の 幻影。 次ぎ は、 ァ イノ 人が トン チ 人の 最後の 末から 『f 漁』 の 術 

を 授かる 神話。 次ぎ は * 敗淺 人種の 末路 を 吊す るァ イノの 『めの 子。』 次ぎ は、 火 is^ の 越年 を 歌った 『燒 

損 林。』 次ぎ は、 愛婦に てられた 様な 寂しみ を s$ 調子な 海岸に 觀 する 『真 赤な 太 gr』 次ぎ は 自分 を棄 

て 去った と 思 ふ 女 をな ほも戀 ふる 意の 『ブシ の 花』、 乃ち • とり かぶとの 花 を 歌った 物。 、、 

それから、 『何の 爲 めに 僕』 とい ふの を 請んだ 時 • 請み 手の 義雄は 最も 深く それ を 作った 《：2 時の 感に 

打 たれた 様で、 聲の 調子 も 少し 變 つて ゐ たから、 聽き 手の 氷 峰 も そこに 感づいた と 兌え、 

『今 I 俊 請んで 兄 給へ 11 おしま ひの が 一 番 振って ゐる様 だから』 と 云った。 義雄は 知己 を たと 思 

つて、 得意げ に 請み 返した。 それ はかう である — 

『何の 爲 めに、 侯， 


樺 太へ 來た のか 分らない。 

蟹の 鑲詰、 何 だ それが？ 

酒と 女、 これ も 何 だ？ 

『東京 を 去り、 犮 輩に IJT さか. ON, . 

愛婦と 離れ、 文學的 努力 を 忘れ * 

握り 得た の は 金で も ない。 

ただ 僕 自身の 力， 

これが 思 ふ 様に 動いて ゐ ない 夕べに は、 

眾 調子な 摔 太の 海へ 

僕の 身 も 腹 わた も 投 けて しま ひたく なる。』 

『君の 意氣と 人格 そッ くり ぢゃ、 なァ』 と * 氷 峰 は 仰向いた からだ を 半ば 起して 義雄 Q 方へ いた 0 


『まだ 一 つ あるよ』 と、 調子に のって 義雄は 『マオ 力の ゆ ふべ』 とい ふの を讀 みかける と、 氷 峰 はも 

との 如く 仰向けに なった。 
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その 樣 子が 『もう、 ^.E』 とい ふ 様に も 兄え たので， 義 雄は讀 むの を やめようかと 思った が， 最も 

短く も あるし、 また 讀 みかけた もの だからと あつかましく 構へ て、 それ をつ づける。 かう だ  

『^ は 拾せ に 拾せ 羽織 • 

そして、 出て 來た 藝者は Ssf 衣に S 帶 — 

熱い 樣な * 兹ぃ 様な、 

分って ゐる 様な • ゐ ない 様な • 

物足りない 馱と 三味と 酒と 酒-おとに、 

マ 才力 の ゆ ふべ の お 座敷 は 暮れて しまった。』 

『面 a い』 と、 た わい のない 聲で 云った 切り、 氷 峰 は 無 首で、 手 を だら り 延ばした まま 動き もしない。 

隣室から は • お il?; さんの いびき 聲が聽 こえる。 

義雄は 恨れ ない 蚊 31 のなかで * や) に、 寂寞の 感じに 包まれて しまった。 

お. M はどうして ゐる だら う？ あす は •  $5 地へ 來 たこと を 知らせる 手統を 出さう。 あんなお こった 

芋 紙 はよ こしても、 赏際 *  eg 後の^れ に s つた m) リ、 |g りで 辛抱して ゐる だら うか？ それとも • 再 

ぴ 取り返しの つかない 様に •  ^れか を 持ら へた だら うか？ あの 白い * いい 羽二重 肌 を 他人に 渡し 

てし まひた くないが 


^ら * ^は，' けぷに！^レ！^^^で， .,^.^婊れてゐるが、 神輕が 興奮して ゐて、 なかなか 眠られない 0 そ 

して、 北海道と いふと ころ は、 僅かに まだ 二三 日の 滯在 だが、 その 間に 見聞した ところ だけ を 以て 見 

て も、 淫逸 • 放縦， 開放 的で、 計晝 をめ ぐらす にも- 放浪 をす るに も • 最も 自由な 天 也ら しい。 金 も 

容易く 儲かれば、 女 も ぐ 得られる 樣に思 ふ —— 北海道 は 若，? しい！ 

メぉ 鳥が このまま になって しま ふの なら、 誰れ か 別な の を ここで 見つけよう 11 

ゆ ふべ で 前後 三回、 『これでお なじみに なりました、 ね』 と 云った その 本人の 姿が 目の前に 浮ぶ 11 

遊女 風情 だと 云って、 もし 愛が ある 段に なれば、 女房に しても かま はないで はない か — 

すると、 北海道 I. と 1K つて、 札幌 だら うが 11 に 人間 は ひとり もゐ す、 內 地のと は 遠って 樹. K ば 

かりが あって、 それ をす ベて 自分 獨 りで 占有して ゐる 様な 氣 がして 來る。 農科 大擧 の廣 ぃ搆內 でもな 

い。 その 附屬 博物館の 庭で もない。 中島 遊 園で もない。 

どこかと ほった ことがある 檨な 道の 眞ン 中に 立って ゐる 楡の樹 かげから、 背の 高い お ほ廂の ハ イカ 

ラ 女が 出て 來る。 お 鳥の 様 だが、 然しお 鳥で はない。 

lot 

相談が つくもの ならいい がと， 何氣 なく 立ち どまる と、 かの 女 はこ ちらの 心 は 知らないで、 司 じ fe^ 

： 調 をつ づけて 行った。 

ふと 夢で はない かと 氣 がっくと、 決して 夢で はない 0 然し 考 へて ゐ たこと は、 すべて 否定的に すべ 
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り拔 けて 行った。 ランプが 明るい 爲め、 眠られないで うとくす るの だら うと 思って、 それ を 吹き消 

さう として 背 を 腹に 轉 すると、 

『まだ 起きて をった のか』 と * 氷 峰が 出しぬ けに 云 ふ。 

『うん』 と 云った 切り * あかり を 吹き 7 がすと、 闇と f4 言のう ちで、 義雄 はます ます 神 S の ランプに 照 

ら され • さま の s、5 ひに なやんだ。 

八 

うた 一 

氷 峰 は、 珍客と稱してゐる^！^の爲めに三日三晚を殆ど空體に過した上、 金主に 叱られた りした のな 

返り は • 

『これで はならん』 と E 心 ひ id した R の 朝から、 また 勉强 をし 出した。 そして、 篛雄 にも、 例の 錯詰 IS 

を 書 いて "iK れ ろと 迫った。 

義雄 は， それを^|!^2く前に、 お 烏に 送る 手紙 を 書く ことにした。 ゆ ふべ から、 何だか • 特に 再びお 鳥 

が戀 しくな つたので、 かの！^ が當 地へ 來て れな いまでも， せめて 今 一 ^ 初めの 樣に 熱心な 情 を 飽 め 

た 首 葉に 接したい の だ。 

-9^.0; ベ. S ら さう つて ゐる^ は * 手 K が笔 報の 如く 飛んで 行って、 電報の 如く 早く 返事の 來る もの 


らささ Tn-;- つ 力 力 さ マ 靠を おつて 翻-にの そ， 2 と-もう，， li: の 手 ごた へ もない か 知れない とい ふ 

心配が 起る。 

そしてい よ/ \ 書き ffl して 見る と、 その 心配の 爲 めに、 書き出す までの 熱心 は 半分 以上 も 減じて し 

まひ * 當て にならない 女 だとい ふ 恨みが 先き に 立って、 優しい 言葉が どうしても 出ない 0 

何故に 搏 三の 手紙に 返事 を しないと いふ 牝責を 胃 頭に し- お前が ゐ なかったら、 こんな 失敗 はしな 

いで 濟んだ 0( 置 際 • 渠の 事業 を 思ひ附 いたの は、 一 面に は、 かの！^ と關 係して、 生活費が 11 んだ 窮策 

であった。) つまり、 お前の 爲 めに 失敗して、 止む を 得す 常 地へ 來た。 事業 は 恢復の 見込みが ある。 然 

し、 しばし の 難局 を 辛抱し 切れないなら • もラ， お前と 事業と は 無關係 だ。 お前が、 自分と 閼係 する 

までの 決心 通り、 下女 奉公 をしても 躅立 する つもりなら、 さう 容易く 自分 を 離れて * 別人 を 待つべき 

ものでなかった らう。 それ も 仕儀に よって は 再び 許さない もので もない。 まだ 問題が そちらに 殘 つて 

ゐれば * 札幌 北 四 條西七 丁目 何悉 地の 有 馬 勇 氏 方 宛に て 云って 來ぃ 0 先づ 電報で よこす がよ からう。 

と 云 ふ 風に 書いて、 身づ から 投函した。 

『みづ から 御出揭 11 御 熱心です、 な』 と、 氷 峰が ひやかす の を、 義雄は 原稿 を n 十く W けと いふ 催促 

の 様に 受け取つ てむ ッ としたが、 鎮の牲 質と して、 そんな こと は氣 にならない ので、 さう 取る のが 正 

當か、 正當 でない かを考 へる ひま さへ 與 へない 0 
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『さ ァ、 これから、 la! 業 雜誌界 月並みの 「如何にして」 云々 の 長 表題 的 原稿 だ』 と、 義雄は 氷 峰の 机 

の そばに 腹 這 ひに なり * 维を 執り 初める。 

がそん な不 な 態度で 執 S. する の は 初めて だと、 自分で 自分 を 返り兒 た。 藝 希と 共に 床の 中 

に- たはって ゐて、 詩 を 作った おぼえ は ある。 然し、 その 時 は • 精神に 於いて 却って 張りの あった 時 

だ。 害く 精神が 不具 面目で、 書く 時の 態度に 張りがない では、 とても 碌な 物 は出來 なから うと 忍 ふ。 

や ほらて ま  ， 

然し 自分の 名 を 出す 以上 は、 偽った こと は 云 ひたくな いから、 燒けッ 腹 的に あり のま.." を 書 出し 

た I— 

『伎はこれまで文舉^|<?でぁった。 これから も矢ッ 張り 文 a- 者で つづ くだらう。 ^^學界では、 鬼に 角、 

以^^からキ；義もぁり、 主張 も あり、 創作 もやって 來 たから、 諸君に 誇らう とすれば 誇る ところが 多少 

ないで はない が、 それが 近 ST 而も 本年、 資業的 方而に 片足 を 踏み込ん だので あるから、 その 方の 事 

業 はま だほ やくな ところで、 その 基礎 さへ 本？ おに は定ら ない 狀態 にある。』 かう 云って、 然し 友人の 

新 雑誌の 爲 めに 少しで もなる こと だから、 いやくながら 初歩の 赏業談 を やる とい ふの が 前置き だ。 

『先 づ， 僕が どんな 動機で 鏽詰業 を 始めた かと 云 ふに、 さう 六ケ しい 動機 はない、 さ、 考 へて 兑 給へ。 

女^ を やって 大した 兪 が？！ I かる わけはない。 ii 々な 文學 者で も 金が 欲しければ、 別な 仕 it を 兼業して 


ゐ なければ ならない。 飜譯 とか、 雜誌 編輯と か、 出版屋 顧問と か、 新閗 記者と か、 然ら ざれば、 舉校 

敎師 とか、 家庭 敎師 とか、 圖書館 書記と か、 何 か を やって ゐ る。 

『僕 は 去年まで 拾 数年 來 英語 敎師を 兼業して るた。 それ をよ したの も 他 業に 向 ふ I つの 原因で は あら 

うが、 僕の 父が 去年 死んで 11 それまで は • 父と 別居して ゐ たの だが —— 僕の 家 を £^ する 自由が 《 

來 たと 同時に、 僕の 財政 はすん 腹して 來た。 

『割合に 金錢に 淡泊な 僕で も， 金 を 欲しくなら すに は ゐられ ないで はない か？ それに、 漠 0 性質と 

して * 今の所 謂文舉 者と 云 はれる だけで は 満足 出來 ない ところが ある o』 この 最後の 句に は、 氷 * は、 

二重丸 園點を 打った 。『世人が 一般に 認めて 文 擧社會 とい ふ、 その 範圍 以上に 何 か 手 を 出して 23^ たいと 

云 ふこと は、 僕の 以前から 持って ゐた考 へで ある。 それが 今回 蟹の 饍詰 製造に 實 行され 出した の だ。』 

この Eg 後の 句に は • 氷 峰 は 普通の 丸點を 打った。 

それから、 『今一 つの 原因』 は^の 爲 めに 仕事 を； IS へて やる わけで あつたが、 事業の 《 ッ 最中に あち 

らで 大瘸を 短った 爲め、 製造 場の 帳簿な どが 丸でめ ちゃ 苦 茶に なって、 義 雄が あちらへ 渡る までに， 

旣に、 『父の 遣 魔を赌 しての 仕事が 大打耀 を 被り かけた と共に、 僕の 弟まで も 失 ふところであった』 (こ 

の 句に も、 氷 峰 は 二重 画點を 打った) とい ふこと を 書いた 0 

『それから、 製造 主任 は 僕 S 從 兄，？ Jf^ で、 拾 數年來 の 經驗と 信用と が ある o( ここに 氷 峰の ちょぼけ が 
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ついた。) 父の 存命中、 僕 はこの ものと 共に この 事 紫 を 初める こと を 父に 勸 めた ことがあ るが、 心の 資 

直な 父 は 危險を 恐れて 贊 成しなかった。 (ここに は、 氷 峰の 三角 圈點 がつ いた。) 然し この 人間が ゐ るの 

で、 僕 等の 錯詰 は、 他の 同業者 等のより も、 I 箱四ダ ー スに附 き、 五十 錢 乃至 一圓 增 しで 寶れ行 くの 

だ。』 (ここに は、 氷 蜂の 二重丸 圈點。 ) 

それから、 マオ 力 を 中心として 二十 里ば かりの 海岸 は 『世界 有数の 蟹 捕獲 場』 である こと。 蟹の 錨 詰 

は外阈 貿易品と して 有望 だが、 本年 は 『粗製濫造』 が 多い こと。 品質 は、 樺 太の も、 北海道 物に 決し 

て 劣らない こと。 『蟹と いふ 奴 は、 月夜に は 身が 瘦 せる もの だと 云 はれる が、 それ どころ か、 朝 取った 

のと 夕が た 取った のと は、 KK が 丸で 違 ふ ほど、 中身が 微妙な 組織 を 有する』 こと。 無 經驗家 は 腐敗 

を 防ぐ 爲 めに 防腐 劑を使 ふかと 思へ ぱ、 險 約の 爲め 硫酸紙の 代りに バラ ビン 紙 を 用 ひて、 白色の 身に 

黑み を帶び させて しまう 樣な、 どちらも けちな、 間違った 仕 かたで ある こと。 などが あって、 

『北海道 物 は 不良品が あったら、 製造 家の 怠慢 もしくは 不正 行爲 である。 何と なれば、 北海道の 製造 

家 等 は 古くから 良 不良の 經驗 をして ゐ るからで ある o( ここ は、 氷 蜂の 二重 圈點。 ) 然し 樺 太 物に 不良品 

が 出れば、 北海道のと 同様、 製造 家の 知りつつ 惡意 的に 手 を 省く ところから 來 るの もないで はなから 

うが、 多く は 新ら しい 製造 家 等が、 無 經驗の S め、 知らす に 不良な 結果 を 生ぜし める の だ』 と 結んだ。 

そして •  雄が 多大の K 平と 輕 蔑と を以 つて 取り扱って ゐろ 製造 主任なる 從 兄弟の 無考 へと 不都合 


と を 云はなかった の は、 —云 ふ 折が あれば、 渠 として、 必 らす 正直に 云った だら うが、 —との 原 

稿侬頼 者の 註文が 失敗の 方面 を 話せと 云 ふので はなかった からで ある 0 

義雄 はこれ を 書き終り、 讀み 返し もしないで- 渡して しまつ JMO そし ri.- 

『これが 謹に 揭載 されて 出る 頃に ゃァ、 僕の 樺 太に 於け 11 1 期の 仕事 も、 大分 W 來てゐ る だら う 

よ』 と、 氷 峰に 語った。 

義雄は 朝夕お 鳥の ことが 氣に かかる 如く、 樺 太の 方 も 亦 心配で、 心配で たまらな いの だ 0 

最も S な 第 I 期の I は 六月 一 杯で 終ず、 七月 は、 蟹の 新たに 發育 する 時で、 取っても ちいさ 

くて 瞀 だし， i. 雜漁 霧が 昆布の 採集に 忙しい から， 鑲詰 製薦は I 時 中 免の 姿 だ。 最 I 

験 ある 囊家 きの 時で その 年の 囊 をず.？ 羣 QI 薦 やら、 ず 込み i との 談判 やら 

の爲 めに、 函館、 柬京 などへ 出て しま、 フ0 

義雄 等は束京 か I て、 崖が 小規模な Q で、 マオ^ 還と 直 I 引^て ゐ るから、 上京の 必 

要 もない ままに、 且錄 一期の 失敗 を 恢復す るつ もりで. 第涵の 仕事に、 手 S す 用意 をした 0 

マオ 力から 七 里 ほど 北の オタ トモと いふと ころに 製造所が あるの だが、 き は 八月から 浪が 荒く お 

放  浪 
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るので、 四 I かり S へ假 I 所 を 定め、 また 別に 一ヶ所、 マオ 力の 南 一 里ば かりの ティ ャ にも 設 

ところが、 ニケ 所と も、 龍の 出發 する まで は 仕事 を 初める ことが 出來 なかった。 蠻 その後の 事 

£^を知りたぃのだ0  . 

『シコ トハシ メタ 力へ ン』 とい ふ It あてに して 打った。 それと 同時に、 本年の 引き あけ まての 

心^ を 繰り返した 手紙 を 出し •  、  s^l 

『この 手 I す I に は、 大分 まが 出來て ゐる霍 t、 賨り あけ 代金のう ちから、 自き まひ 置 

いて 來 ただけ の 小 使 I つて f』 とい ふこと をつ け 加へ て やった。 それ も m 報が わせで S と 書い 

たので ある。 g この S を 初めてから、 何事に も 8 を 用 ひ. また 用 ひられなければ ならない I 

気 こなって ゐた。 

ま 文句 I 報で やり、 それに 對す |?| でよ こさせようと したが、 お 鳥が それ をし なかつ 

た 時 は、 譲の 怒り は 非常であった。 それから、 一 つに は、 かの 女の 熱心 を S 念が 增 した。 i 人 

生の 實行的 文 に對 すると 同様、 

fill とい ふ 感じが 胸に 溢れて ゐる。 そして、 事 紫 S しても S その物で ある 力の 

ほになる。 


お 鳥が 一 たび 自分 を 離れて、 また 自分の 胸中に 投じて 來た 時の 樣に、 義雄 は、 失敗し かけた 審業 を. _ 

もとの 通り 早く 恢復す るに は、 米 峰の まだ 分らない 成功 を 何 ヶ月 か 待って ゐ るよりも、 小 樽の 松 田の 

方 を 何とか まとめる のが 近道 だと 思って ゐる。 • 

氷 峰の 言 を 思 ひ 出せば、 松 田 兄弟 は當 てに ならない 樣だ が、 银年 三十 莴內 外の 資本 を運轉 して、 汽 

船の 所お も ある 漁業 家 だ。 常て になら な いのは、 寧ろ その 一 S!SH 體に關 する 運命に 出會 した 時 だけで、 

三千 や 四千の 出費 は、 どうに でもして、 協同に 本當の 愛さへ あれば 出せない こと はなから う。 

かう いふ 戀愛 的な 考へ を以 つて • 態穀な 情の 籠 つた、 然し 親し さうな だけ 疑念に 満ち 満ちた 手紙 を、 

松 田 氏 並に その 會計 主任 森 本春雜 11 i が 樺 太 巡遊 中 に 知り合に なった 年下の 人 —— に 送った。 こ 

の 人 も 旅から 歸 つた かも 知れない と 思った からだ。 そして、 面 會の上 熟談した いから、 都合 を 知らし 

て 1^ れ ろと 云って やった。 

戀文 やら * 原稿 やら、 電報 やら、 事業に 關 する 手紙 やら • 義雄は 一 時に 精力 を维 中した 爲め、 久し 

振り で 執 维 上 の 努力 を爲し 得た 氣が して、 心が す が く しくな つ た。 

碁 を 打っても 勝ち越しになる ので、 氷 峰 をとう，/ \ 先にして しまった。 後者 は 躍起に なって 來 るが、， 

iiiti は 然し さう 熱心で ない。 た 2^ 時^つ ぶしに やって ゐた。 

放浪  五 一 七 
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義雄 は全體 よりも、 玉 突が 好きだ。 東京で は 毎日の 様に やって ゐ たのが、 マオ 力で は 旅館に 臺が 

据わって ゐ たから、 日に 幾度と なく やった。 その 爲 めに、 篛雄は 不斷に 倍した 活氣 があった し、 また、 

町のお もな 人々 並びに 藝者 などに 多くの 知り合 も出來 たが、 今 は それが やれない 狀 態を考 へる と、 如 

何にも 心細い。 

『せめて、 小 使 だけで も：： 十く 樺 太から $g つて 來れ ばいい。』 かう 思って、 夕飯 後 * 弟の 返電が 來てゐ る 

だら うと • 有 馬の 家 を たづね た。 

返電 は來て 居ない が、 義 雄の 最近 殆ど 忘れて ゐた 家の 方から、 渠が樺 太で 書いて、 この 二三 年間、 

便り しないと 云って やった 最後の 手紙 11 それに は • 有 馬 氏の 恭地を 知らして あった —— に對 する 褰 

の長ぃ返|5^-が來てゐた。 これ も 最後の 便りの 樣だ。 

かの 女 もい よく あきらめ たと 見え、 これまでに よこした 樣な、 證 むの も 面倒臭い 泣き言 は窨 いて 

ない。 その 終りの 方に、 

『あなたが あんな 業な ど を 思 ひ 立った 爲め、 家族 はこん な 苦しみ をし なければ ならぬ 樣 になった の 

です。 それ も、 今 は、 もう 云 ひますまい。 わたくし 共が 血 を 吐く 思 ひを以 つて、 家の ことで 奔走して 

ゐ るの も、 今 は 云 ひますまい。 その代り • 家族に 冷淡な あなた を 措いて、 家の 處分 はわた くしが 勝手 

につけます。 あなた は歸 つて 來て はなり ません。 


『仰せの 通り、 もし そのまま 失敗に 終るなら、 二三 年が 十 年で も、 あなたの 所謂 放浪と やら をお しな 

さい。 妻子 は 東京で、 あなた は 北海道で、 かつゑ 死に を すれば、 さぞ 世の中で えらい と 賞め ましょう 0 

世間 は あなた を 先生と 呼びます。 お ほかた、 放浪と 娥ゑ 死にの 先生でしょう。 

『あなた はお 鳥 を 思 ひ 切った と 云って 來 ましたが、 それ を本當 としても、 時機が 遲 いです。 あの 女 は 

毒と やら を 移したり、 移された りして、 加 集と 一 緒に もがいて ゐ ると 云 ひます よ。』 

義雄 はこの 1 節に 至って、 無念に 堪 へられない 様な 息づ かひ をした。 それが 爲 めに、 申し わけが な 

.^ぬ 

く、 お 鳥 は 文通 を斷 念した のか 知らん と • 胸に 憤怒 をみ なぎら して 考 へた。 然し 妻の 云 ふこと も 誰れ 

かに いい加減な おだて を 喰った のか も 知らん と、 また 默讀 をつ づける 一 I 

『加 集は惡 人です、 あなたの 御注意 を 待た す、 わたくしが 家へ は 近づけません。 あなたの 友人で は あ 

りましょう が、 わたくし 共の 災難に 乘じ てこの 家 を賫ら せ、 自分が その 間に 這 入って ロ錢を 取らう と 

いふ 考へ であるの を 看破し ました。 あいつと お 鳥と で 人の 家 をの ッ 取れば さぞよ かった でしよう が • 

わたくし はさう はさせ ません。』 

ここに 至って、 また 泣き言、 恨み言が 面倒臭い と 思 ひ、 直ぐ 破り 棄て ようとし たが" もう、 その 終 

りになる ので、 またつ づける  

r あなた は 注意 をして 加 集に 家の 處 分の 世話 を 頼むなら 頼めと 云 はれます が、 わたくし は あんな 奴 は 

欽浪  五 一 九 
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いやです。 あなたが 如何に 家に 冷淡で も、 わたくしに もまた 相談^ 手が あります。 

『これで 手紙 は！： く 出しません。 また 貰 はないでも よろしい。 どこへ 行く か 分らない と 云 ふ 仰せです 

から、 あなた 宛の 郵便物 は 鬼に^ 有- £i| 氏 方まで 屆 ける ことに 致します』 と 結んで ある。 

義雄は その 『わたくしに もまた 相談 相手が あります』 とい ふところ を讀み 返して、 ふと、 男が 出來 

たとい ふ 意味で はない かと 思った。 

ぉ^^lの手紙に、『ゎたしの行ひをかれこれ下らん心配をするょり、 まァ、 御 自分の かか ァを 御 注意お 

しなさい。 色氣違 ひの 様 だから、 誰れ とく ッ ついて ゐるか 分らないでしょう』 とい ふ、 からか ふ 様な、 

諷する 様な 言葉が あつたの を 思 ひ 合 はせ、 若し さうなら、 離緣 のロ赏 も出來 て、 却って 自分に は 好 都 

合 だと 考 へた。 

然し それ は 餘り肖 分の 都合ば かり を 計った へであって、 若し あの 四十 婆々 ァが 三人の 兒を 無くな 

し、 なほ 三人の 兒 を犬ッ ころの 樣に 大事に 育てつつ、 その 養育に 朝から 晚 まで 燒 きもき する 有様 を £ ね 

ひ Si ベる と、 吹き出し たくなる ^冷笑した くな り、 男 を ら へる 様な、 そんな 洒落れ た 餘裕が あらう 

いはない と 信じられる。 そして、 

「八月 七日、 千代より。 E 村 先生』 と ある、 その 最後の 宛名の 先生な どと 如 何 にも 皮肉 ッ たの を 見る と、 

, まんの 千代：，^ の ヒス テリ A, まみ 殺した 様な- いほ ど 厩な、 瘦 せこけ づらを の 前に 浮べす に 


は ゐられ ない。 

『家の ことに 就いては、 何とも 云って ないか、 ね』 と、 そばから 勇が 聽 くのに 答へ て、 

『これで は * 喪った とも、 赍れ ない とも 書いて ない』 と 云って、 義錄は その 手紙 を やた くに 引き 幾 

き • そのこと に 就いては それ ッ 切り 何にも 語らす、 『君 • 散歩しょう』 と、 房 を つれ 出した。 

葡暦七 H の 月が if の 様に とが て、 その 鋭い 光 を IS ざまに 喑ぃ 繁樹の 間から 投 ゆる 博物館の 構內 

— . 牧草の 牛： ひ繁 るな かの 小徑 を、 二人して 無言で 散歩す ると、 義雄は 異様な 凄みと {仝 悲 とに ぉぞ氣 

が 立つ を おぼえる。 

そして、 博物館 內に 陳列して ある、 あの 剝 製のお ほ 熊 や 小 熊が もとの 通り 生き返って 西洋 館 恣を拔 

け 出す とする。 そして、 生 ひ繁る 牧草の 閒 から、 その 黑ぃ影 を 現 はすと、 骨格 退し ぃァ イノの 鬚武笤 

が、 マ キリの 代りに、 あの 弦月の 鎌 を 握って、 熊の 喉なる 月の輪 をね らふ。 

きゅッ と、 どこかで 何物 かの 聲 がした 様 だ。 

『何 だら う』 と、 義 雄が 氣味惡 さう に 立ち どまる と • 

『栗鼠が ゐる かも 知れない』 と、 勇が 答へ る。 

義雄は それで 思 ひ 出した が、 樺 太ノダ サンの 殖民 豫定地 を 巡 見す る 時、 ，1 地！! ゃ大 いたどり の 人影 

を沒 する ra を かき 分け、 水芭蕉 や、 湯 地 ぜんまい や、 道 I 面の 木賊な ど を み 行き、 一 條の小 流れ へ 

放  浪  五 ニー 


泡 鳴 全 築 第 一 卷  五一 三 

出る と、 ちょ ッ とした ド！！ 柳の 曲りくねった 幹の 上で、 二 一 二 匹の 栗鼠が 遊んで ゐ るの を 兒た。 

それから 聯想した の は、 山ダ 一一に 取ッ つかれた こと だ。 宗谷ナ イボの 露領 時代の 濫伐 林の 跡 を 兄に 

行った 時、 殿 松、 蝦夷松の 枝から ふり 落ちる どす 黑ぃ 11 雌 は 赤黑ぃ 1. ダ 一一が、 路ゃ 芭蕉の 葉から 

義雄 等に 移り、 汽船に 歸 つてから、 それ を 取り 盡す にな かく 骨が折れた。 二三 日 も 知らないで ゐた 

の は、 足 や 股の 毛穴に 哈ひ 入って、 黑ぃ 山葡萄の 實 ほどに 太って ゐた。 篛雄 はぞッ とすると に 

『蛇 は 出て 來 はしない が、 ね』 と聽 くと、 

『そんた 物 は、 まァ、 ゐ ない、 ね。』 

義雄は 思想 上 蛇 を 大好きな の だ。 蛇が 直立 すれば 人間 だら うと も 思って 居る。 然し それ は その 自然 

のま まの 狀 態に 於いてば かり 考 へて ゐられ るので あって、 もし 一 たび 直立し かける と、 もう、 自分の 

故で あるの が 分った。 自分 はいつ、 どこでも、 自分の 自由 を 自在に 發展 するとい ふ 考へを 防 ゆられた 

くない。  ... 

とい ふの は • 樺 太 旅行 中に、 同行者の I 人が 眞^に 喵 まれて * 希望 通りの 同行 をつ づける ことが H 

來 なかった。 その 時， IK; 蟲は橫 長の 體を 直立 させて、 義雄 にも 飛び かからう とした 。渠は 然し それ を 

手に 持って ゐ た^ょけ 喇叭 (汽船の 代用 汽 箱であった) を 以てな ぐり 倒し • それから 踏み 殺して 


『敏 w する もの は 何でもう ち 滅ぼして 行く のが 自然 だ』 と 叫んだ。 そして、 その 敵手の 性質 • 勢力、 _ 

惡意を も 自分の 物と してし まう のが 自己 自然の 努力 だと 思った 0 蛇 も 自分の 內容の 一 部 だと 昆ら， る. 

様になって こそ • 嫌 ひでなくなる の だ。 

かう 云 ふ 追想 やら 思索 やらに 耽りながら * 義雄は 建物の 前の 方へ まわり、 何とも 知れない 大木に 行 

しげば 

き 月光が ちらちら とその 繁 M を かき 分けて 漏れる 樹 かゆの 石に、 勇と 共に 腰 を かける 0 

渠 は身づ からこの 夜の 氣を 吐いて ゐる 様な 心持ちに なり、 その 氣の 中に 浮ぶ 東京、 樺 太、 失 次 • 失 

戀* 札幌の 滞在 等が、 目が ねでの ぞく 綺麗な 景の 様に • 自分の 世界と 見える。 そして、 かたわらの 男 

ずゝ、  、 

力 <6 

『何とか 恢復 させて やりたい もんだ、 ね、 その — 君の I あの 事業 を』 と 云 ふの を聽 いて、 

『事業 は 外形に よって 拘束され ない』 と • 義， は 答へ る。 そして、 今 組み あがって ゐた 刹那の 現寶低 

界をラ ち 毀され てし まった 氣 がする。 

この 時 * 眼界の 不透明な (と 渠は考 へられる) 友人 を 厩な 蛇 だと 思った。 

その 不平 を は 例の 思 ひ 切った 婦人 論ゃ敎 育； i へ 持って行って、 勇 をな やます と、 勇 は 自分 も舉校 

教師に 飽き、 年取って 來た 細君 を縑 ひな 點も あるの だから • 義 雄の 云 ふところに 『半面の 理』 は あ 

るとう な づく。 
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『然し- 君 • その 牛而を もッと 充分、 祌經まで體得して=^-給へ、 それに 裘 はらはなくなる よ』 と、 義 

雄が 云 ふ 。『たと へば、 僕が 事業に 成功しても， 失败 しても， 僕 その物に 變り はない。』 

『努力 さへ したの ならいい と 云 ふの だら うが』 と、 勇は義 雄の 意 を 受けて 答へ た 。『然し 僕 等 はさう 行 

かない、 成功と 失敗と は^ぐ 自分の 現在の 生活に 影響す ると 思 ふから、 ね。』 

『.：}5^" ほや 校に w はれて ゐ るから だ』 と、 義雄は 無遠慮に 云った。 こちらへ に マ U 力の 諷 意が あると m 心 

つたから だ。 『敎師 などよ してし まひ 給へ。』 

『俟 もさう 考 へて ゐ るが、 ね 1 』 勇 は 素直に 應 じて ゐた 0 

翁 雄 は と共にお おの 家まで 歸 つたが、 あがらないで、 弟の 返電が 來てゐ るか、 どうか を 聽 いて 黄 

うと， まだ 來てゐ ない。 

『どいつ も、 こいつ も 不熱心な 奴等 だ. i と、 は靴脫 ぎの 土 を 右足の 下駄で 蹴った が、 ^の 立って ゐ 

る 前 だと 氣が ついて、 それ を 取り すかの 様な にが 笑 ひ をす る。 

『さう 短滅を 起さないで、 ながに 待ち 給へ』 と 云 ふ、 奥の 冷 かしと も 見える おやち じみた 言葉 を 耳 

にしながら •  に 別れて： S 雄 は 氷 蜂の 家へ 行った。 


いつのまにか， 義雄は 氷 峰の 家の 客の 檨 になって しまった。 小 樽へ 出した 手紙の 宿所 もこ こにして 

あつたから、 ここへ その 返事が 來た。 

森 本 春 雄からで、 義雄は それ を顫 ひつく ほど 熱心な 態度で 讚んで 見た が、 それ を卷き 納める 時 は， 

失望の IS に 見えた。 

『ことわり か』 と、 永 峰 は 原稿 を 寄きながら 聽 く。 

.『 なァ に、 主人が 旅行 中で まだ 相談 出來 ない と、 さ 11 計 主任からの 返事で、 松 田 は 漁 紫 糾合 總 命 

出席の 爲め函 館へ 行った。』 かう 云って、 義雄 は卷き 納めた の を 封筒に 返した。 

『そり や 困った、 なァ 。』 氷 峰 も 挚を撊 い て 卷 煙草に 火 をつ ける 。『いつ 歸 ると 云 ふの か？ •  n 

『ま ァ、 今月 一 杯 は あちらに ゐ るら しい。』 

『常て にせす に 待つ、 さ。』 

『< ^計 主任 も あさって 頃は函 館へ 行く と 害いて ある。 それに、 行ったら 必 らす雜 誌の 相談 もまと める 

つもり だから、 この 手紙 着 次第 直ぐ 印刷 上の 見積り を どこか 札幌の 印刷屋で さして • 郵送して 吳乜と 

云 ふんだ。』 かう 云って、 義雄は 氷 峰に、 この 主任なる 人と 自分との 問に、 一 種の 他の 話が 進行し かか 

つて ゐる こと を 語る。 

實は、 森 本の 11 係 ある 漁場 は 樺 太の 西海岸に 於いて 多少 勢力が あるの を 利用して、 淼本は 西海岸の 
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漁業 家 を 誘引し * 今 ある 組合と 衝突し ない 範 園に 於いて、 1 つの 鬨髖を 作り、 政 11 の施攻 方針に 常る 

1 雜誌を 持た うとして ゐる。 

初めは 新^ を 起さう と 企てて ゐ たの だ。 然し、 それ は 森 本の 青年 的 に まかせて、 無畢な 主人の 

^業 的意氣 込みに 訴 へたに 過ぎない から、 餘り 無謀 過ぎる だら うと、 義 雄が 忠告した。 では、 東京の 

1 新即を 和當の 金で 抱き込ま うかと 云 ふこと であった。 それ も、 義雄は 無駄 だら うと 判定した。 そし 

て •  iti 局、 ちょ ッ とした 新聞 體の 月刊 雜 誌が よから うと 云 ふこと になった。 そして * その 編輯 者 は、 

名 を 出さないでも いいのなら、 義 雄が 樺 太に ゐる 片手間に やら ふと 云 ふ 相談に なって ゐる。 

雜詰 製造 上の 協同が 成り立つ 上に、 その 雜 誌の 關 保が つくと すれば、 義 雄の 樺 太に 於け る 位 匿 は 一 

確かにな るに きまって ゐ るから • 蕖も 一 と 肩入れる 氣 になった ので ある。 體裁も 大體は 決めて ある 

の だから、 』；20^^ 牛の やって ゐる 週刊 北 星 を 持って行って、 氷 蜂の 出さう とする 北海 實業雜 誌の 印刷 

屋で 見^り 喾を 取り、 それ を 小 樽へ 郵送す るつ いでに、 

『協同 悶^の 件 もし ッ かり 頼みます』 と 云 ふこと を附け 加へ た。 

全體、 樺 太の 西海岸と 束 海お と は 全く 利害 を 異にして ゐる。 西 は 鰊 を專ら とし、 東 はに If を 主と す 

る。 同じ 建網税 問題で も、 前者に 不利 盆な ことが 後者に さう 痛痒 を 感じない。 現に、 館に 於け る總會 

も 別々 で、 西： の 組合の があった 後で、 東海岸 並びに 亞庭灣 のが ある。 BE* の 利害が 一 致しない の を 


i 


政廳 はっけ 込み どころ として ゐる らしい。 

かう 云 ふ 事情 を 解す るに 至ってから、 義雄は 目前 實 際の 攻治的 問題に も 興味 を 有する 様になって， 0 

るので， 自分の 製造 事業の 協同 は 勿論 * 政治的 意眛の 漁業 雜誌を 引き受け るの も 亦 面白い と 思って ね 

るの だ。 

一一 

いよ （-歡 迎會當 日 の 土曜日が 來 た。 

巖 本天聲 が、 朝、 最後の 相談 を 決めに 氷 峰 を 訪ねて 來た。 それが 歸 ると、 メ ー ル 社の I 記者が 來て、 

義 雄の 樺 太談ゃ 自然主義の 三 派 論 や を 筆記して 歸 つた。 それから、 また、 有 馬 勇が やって来た。 

『手紙が 來 たよ』 と、 勇が ふところから 出す の を 見る と、 お 鳥からの だ。 義雄は 胸 を 踊らした が、 さ 

うは 見せないで、 受け取った。 1 たび マオ 力へ 行った のが まわって 來 たの だ。 

『それが 例の か、 ね？』 勇 は 微笑して 聽く。 

『さう だ。』 義 雄が 答へ て、 開封し かける と、 

『矢ッ 張り 向 ふに も 未練が あるの ぢゃ • な』 と、 氷 峰 は 机に 向 ひながら 冷 かす 0『 こんな 貧乏 文士 か 事 

業 家 か 分らない 奴 は、 早く 見限って しまへば よから うに 一 I J 
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『いや、 女と いふ 奴ァ 執念深い から、 ね』 と、 はもつ ともらし く 云 ふ。 

『さう！： ii 鹿に した もので もない 、さ。』 魏雄 は身づ からまぎ らしながら それ を默讀 して ゐ たが、 叫んだ 

に は、 『不都合 だ * ねえ、 摔 太の 郵便局 は！』 

そして、 この 二 友に 別々 に 送った 郵便物が 届かなかった ことの ある 七に、 義 雄から お 鳥に 送った 手 

紙に も S ふへ 届かない のがあった こと を 語った。 

『あなた はかう く 云 ふこと を 書いて よこした に 返事 しないと おこって ゐられ ますが、 そんな 手紙 は 

來てゐ ません』 と ある。 義 雄の 心に は、 直ぐお 鳥から よこした のに も 自分の 手に 屆 かないの が あるの 

だら うと 思った。 そして、 

『內地 や 北海 では、 ！® 多に そんな ことがない のに、 樺 太に 關 する 郵便. おの 不着 や 紛失の 度々 あるの 

は •  ^に 不都合 だ』 と 云 ふ。 

『戀の 交^ を 妨げる くせ 物ぢ やから • 充分お こって やれ』 と は、 永 峰の 冷 かし 半分の 意見 だ。 

『s 際 • さう だ』 と * 義雄は E 、而 E に愤慨 しながら 讚んで 見る と * 相變ら すく だくし い 恨み言ば か 

り だ。 それに、 E. 取 近の 而も 最終のと して 勇に 讀み聽 かせた 手紙に は、 病氣 のこと は 忘れた かの 樣に脔 

いてなかった から 安心して ゐ たが、 今回のに はまた それが ひどくな つてつ らいと ある。 

あの， W 氣が 慢性に なって ねる ので • 道った かと 思 ふと、 また ひどくな るの だら うと， 義雄は 想像す 


る。 自タか さっぱり (だら う) 直って しまった 經驗が ある だけ 、れら ない ものの 苦しみが 思 ひ やられる o 

聚 して』 炳氣が 直らない ものと すれば、 自分と 別 衾した 經驗 でも 分って ゐ るが、 男と 閼 係して ゐ ると 

は 思へ ない。 然し、 かの 女と して 充分 燒 きもき すべき よそ行き 衣類 質 出しの 件 は 何とも 云 つて ゐな 

い。 そして、 藥り代 を 送れ、 食料 をよ こせと ある。 

誰れ か 泣きつ く 人 を 見つけて、 それに 質 物 を 出して 貰った ので、 目下の 必要ば かり を 云って 來 るの 

だら うかと も 思 ふ。 お 鳥の 身の上 を考 へれば 考 へる ほど、 籠 雄の あたま は 疑念に 囚 はれて 行く ので あ 

る。 然し • まだ 宛て名に、 

『戀 しき 義雄 さま』 と 書け るのに 免じて、 表面 は 心 を やわらげ、 これまでの 自分の 疑 ひ は 全く 悪 かつ 

た。 許して 貰 ひたい。 然し 局面 はま だ發展 しないから、 思 ふ樣に 送金 は 出来ない 。とい ふ 様な こと を 

認め、 永 峰が きの ふその 金主から 工面して 旲れ たうちから- 五 阆札ニ 枚 を 封入した。 

鎮 がその 長い 手紙 (戀文 だ) を 書く ま を ぼんやり 待って ゐ るの もつ まらない と 思った の だら ラ>  きな 

中途から 歸 つてし まった。 永 峰 は 平氣で 自分の 仕事 をして ゐる。 

義雄は 封甞に 『東京 市 京 橋 區木挽 町 二 丁目 三番 地 海老 名方淸 水鳥 子 殿』 の 宛名 を 書き、 それ を 手に 

して 通りに 出で、 一 二 丁 さきの ポストに 投じた。 

そして、 ふところなる 意の 手紙 を出 して. 引き裂き、 路傍の ますきに 流した。 かのお の 
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てた の は、 これが 初めて だ 。『下女 奉公の 口が ありまし たが、 病氣 でつ とまらな いからよ しました』 と 

あつたので、 若しそれを氷峰にでも：：^^^れて、 お前の 色女 は 下女に なった のかな ど 冷 かされて は、 今 

ぢ. C    1 

度 もし かの 女 を 札幌へ 呼んだ 時の CI 分の 威厳に il すると 思った からで ある 

然し は それだけ かの?^ に對 する 心の 疏を おぼえ • 路傍の ィ タヤ もみ ぢゃ錢 工場の 音な どの 方が 

今では、 即 つて、 自分に！^接な様に感じた。 

然し また その n が 特 別に 愉快に 思 はれた の は、 決してた だ 渠に對 する 夜の 歡迎會 が 待 たれる と 云 ふ 

现山 ばかりではなかった。 

巾 iiS 遊 S は 樹木 を以 つて 蔽 はれ、 なかに 丸木ぶ ねゃボ ー トを 浮け た 大きな 池が ある。 その 池の 周阖 

に 二三 軒の 料理屋が ある。 市 巾の はづれ だから * 絷盛は 夏 分に 限って ゐる。 夂 A になれば、 何 か 特別な 

E 的がなければ * このは づれ まで 數 尺の 積雪 を 分けて 來る もの はない と 云 ふ。 

そこに、 立派な 西洋 建 ての 北： 物. M 陳列 所があって、 その 附腸 として、 北^ S- 林業 會 出品の 奇せ 

木 家 が つて ゐる。 用 村 はすべ て 同 キ：^ 特産の 木材で ある。 床 の^は 山 桑の ふち、 ャチ ダモの 板、 ィ 

タヤ：;^ l1 の 落し 掛け- センの 天井。 ま；： 院はク ルミの 机、 カツ ラ 木理の 天井， オン コの撊 11、 トチの 腰 

板、 ヤシの 脇^ 板。 床 脇 は シロコ の 地 板、 サビタ 瘤の 地袋ば しら、 ャ チダモ 根の 木口 包み、 オン コの 


上 棚 板、 ブナの 下け づか。 緣側 はトド 丸太の 桁 • ァ カダモ のれ f ぶち- 並びに 板、 蝦夷松 及び ヒノキ の 

垂木。 座敷 仕切り は タルミの H 閒、 ヒバ 並びに ガン ピの 釣り づか、 ケン ボナ シの 廊下の 緣 ぶち。 g 居 

並びに 天井板 はすべ て 蝦夷 &。 敷居 は 蝦夷松 * 五葉の 松の 取り合せ。 西洋 問の 窓 並びに 戸の 枠 は 蝦 

夷 松、 額ぶ ち はヌカ セン- その 天井板 二十 五 種、 腰羽目 板 二十 二種 は、 以上に 擧 げた 種類の 外 こ、 . 

ナ • ナラ、 シ ゥリ、 ェン ジュ、 櫻、 澥， 朴の木、 ドロ、 山 モミ ヂ、 ォヒ ヨウに I. 尸 ン の卞、 アサ グ， 

サン チン、 カタ 杉 • 檜の 木な ど だ。 

義雄 は、 樺 太 トマ リオ n の鐡道 工事 並びに 新着 手 炭坑 を 見に 行った 時 * 山奥の 平 也 C} セ ン、 イタ r、 

ドロ、 ァ カダモ などの 問 を 切り開いて、 そこに 大仕掛けの 炭坑 事務所 を 新築して ゐ る。 その 新 木 村の 

强 いに ほひ を g< ぎ- 深山の オゾンに 醉 はせられ た 様な、 如何にも いい、 而も 健全な 心地 を 自分の 祌經 

に受けてからと11^ふ％の、 木材に 非常な 趣味 を 持って 來 た。 且- また • 樺 太に 歸れ ば、 見積りした 計 

晝 通り、 ま 箱ゃ鑲 入れ 箱の 製造 かたがた、 木 村 を も 取り扱って 見ようと する 考 へが ある。. だから、 氷 

峰と 共に 池の ふち や 陳列 所の 庭 を 散歩し、 この 出品 家屋の なかへ 這 入った 時 は， 何よりも 熱心に その 

用材の 種類 を 注意して 免た。 

『さう 兄たり- さはった りして、 ^に は それが 分る のかい o』 氷 峰 は 早く 去りた さう にな じる 0 

『うん。』 義雄は It り 面白さう にうな づきながら、 『少し 考 へがない でもない の ivo』 
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『君 は 山海 を iS ばす • 餘り氣 が 多い、 な ァ。』 氷 峰 は 拾て ぜり ふの 様に 云って 下り 口の 方へ 行く。 

『然し 何 か 一 つ 成功して 见 たいで はない か』 と、 義 雄も渠 について そこ を 出た が、 玄關の 桁 や 垂木 力 

カツ ラ だと 云 ふの を 名殘り 惜し さう に 見て ゐ る。 

『さ ァ、 行かう、 遲 くなる から。』 氷 峰に 促されて， 庭の 芝草の 問 を 通り、 陳列 所の 門 を 右に ffl て、 池 

の ほとりの ナラ ゃ椎の 木ら しい 樹 かけ を 行き， 凉 しさう に 舟遊び をして 若い 男女が き ゃァく 喜んで 

ゐる方 を ながめながら * 西の せ 3 支店の 前に 來た。 そして、 二人 は、 

『田 村 ^：^ 歡迎 "場』 とい ふ 幅 びろ， の 長い 紙 を 張りつ けて ある 門 を 這 入った。 に. 

天 g^.  f , 氷 峰な ど、 義 雄が 旣に 知って ゐる もの 等の ほかに、 第った の は 旬刊 北海 新開の 菅野雪 

影 * 小^ 新報 支社の 北山 孤雲。 以上の 諸 氏 は 孰れ も その 部下 二三 名から 五六 名 を つれて 來た。 その他 

に、 物^ 北劍 * お 馬 男、 もと 新 記者であって 今 は 競馬 會社 取締の 濱野繁 太郞、 後藤 遞招を 室 蘭へ 〈._ 、一 

つて 行って、 今 札 幌へ歸 つて 來 た^へ  1: 議虽の 松 本 雄次郞 など だ。 來 ると 云つ C 來 なかった の-か、 氷 峰 

の雜 誌の 社長 や、 札 K 窀氣侍 社の 取締 某な ど だ。 

邵 合一 一十 個 足らす の 脇息が 大庾 間の 上 並びに その 左右に 並んだ。 上 中央 は »雄* 左り は 松 木 雄 次. 邵、 

- おはま 野繁 太郎。 松 本の 次ぎ はお -cr その 次ぎ は天聲 並びに その 社お。 の 次ぎに 北 劍* そ， い 次ぎ 


も 


は 孤雲 並びに その 社員 c  , 水 峰 は、 この 會の 發議 者で あろから、 遠慮して、 その 針-員と 共に、 右手の 末 

に控 へる と、 それに 向った 左り 手の 末に 雪 影 一派が 坐 わって ゐる。 

藝者七 八 名の 酌が 一 巡した 時、 孤雲が 下座に まわって、 歡迎の f 述べた。 煙 記者の 故參 でも あ、 

り * また 溫厚實 直の 人望家で も あるから • その 選に 當 つたの だ。 

渠は義 雄の 文擧 上に 於け る 功績 を 賞 讚し、 長い間、 文 擅に 奔走して 倦む ことなく、 詩に、 評論 こ，" 

散文詩に、 小說 に、 自分 等に 敎 へる ことが 多かった こと。 特に、 近來、 文 擅 並びに 界こ A、r ，て、 

新 主義 連動の 急先鋒で ある こと。 また、 今回、 樺 太に 於け る 蟹の 雄 詰と か を 製造す る 蓽業を 起し、 ^ 

. 擅の 餘 勢を實 業界に も 張らう とする 勇氣は 感服せ ざる を 得ない こと 0 たまく 自分 等の 土地 を 兌 舞つ 

て吳れ たの を 幸 ひ、 ここに 有志の ものが 歡迎會 を 開ら くに 至った こと。 など を、 熟達した 巧妙の 辯. 

..g つて、 二十 分ば かり 演說 し、 もて 爲 しとて は 大した こと はない が、 充分に、 自分 等と 共に、 歡を盡 

して 貰 ひたいと 云ケて * もと ひ 廐に ついた。 

『あの人が 自然、 H.: 義？』 などと 云って、 縣者 ども は 珍ら しさう に義 雄の 方 を H ル ながら • 互 ひに こそ こ 

そばな し をして ゐる のがき こえた。 

篛 Is に こスな 勸£ -會 をされ たの は 初めてで あるから、 ちょ ッと まごつ いた。 五 kI:.2H ハ 百 の 聽 衆に 

きして 平氣で 説す る こと はあって も、 分 一個に 對 する 实 曾に のぞんで は、 どうしてい いか、 急に 
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考 へがつ かなかった。 そして、 やって ゐる 仕事 その物から 位 づけ すれば、 自分 は 左 ほど 謙 遇する にも 

及ばない 様 だが、 鬼に 化、 C 分よりも ハ牛 うへの 人々 がゐ るの を 見 波す と、 何となく ありがたく ッて、 

胸が 一 杯になる。 

『どう 云って、 12 を 云 はう』 と、 渠は 下座に 出てから 考 へたが、 さう まごついて ゐ るの を = ^られ るの 

は. SI くないから、 E 、りひ 切って、 『I の 御 もて 爲 しに 對 して は、 わたくし は 非常に 喜んで をり ます』 

と發 し 二〕 そして、 n 分 はさう 重く：：^ られ ようと は 思はなかった こと を 述べた 時な ど は、 淚も 出力 

からない ばかりであった。 

出席の 人 々は！^ から 何 か 大^^でも 聽 かされる こと を" 神 して ゐ たらしい が、 渠は 氣滔を 吐く に は 

餘 り-おり 合の な い^だと 思って ゐ たから、 丁 举に禮 だけ 述べて 席に ついた。 

そして、 冷靜 になって おへる と、 この 會は 自分 を柬 都の 文學 者と しての こと だ。 自分 は 等の 想像 

して ゐろ 様な 遊戯的な 文 で滿 足して ゐ ない。 それよりも， 寧ろ 實 業界に 足 を 投じ 出した 祝 ひで も 

して 力れ たので あったら、 この 4" は GI 分に： S も ありがたかった のにと 思った。 

S! よ， 大部 ま はった 樣だ。 あちらに も • こちらに も、 藝^ の 三味線に 乘 つて、 なかなか 上手な 端 や 

ら、 都々 j などが 初 まる。 おけさ節 も 出れば、 いそ 節 • ほうかい 節 • しののめ 節 も 出る。 

『笑. ぼ、 仙^の 「さんさ i ぎ」 を聽 くと 非お に 愉快に たります が， 北 の 「追分」 を聽 くと その 反 


對に 非常に 悲しくなる。 好きな 女が あれば、 それと 心中で もした くなります』. と • 義 雄が ム. 4 に 語 rv 

てゐ るの を聽 き、 

『あら、 心中で はつ まりません、 ね』 と、 そばに ゐ た老藝 者が 酌 をしながら 云 ふ。 

『お前で も』 と、 松 本 は その 藝 者に 向って、 『昔、 心中し かけた ことがある ではない. A ？』 

ぢょ 

『それ だから， 旦那』 と、 かの 女 は 平手 を 下に 振って、 『つまらな いと 云 ふので す、 わ o』 

『では、 先生. 僕が 一 つ 歌って 聽 かせましょう か』 と、 メ ー ル 社の 追 ひ 分 上手と 云 はれる 一 記，. が 進 

んで來 て、 それ を 歌 ふ。 なかく うまい 物 だ。 そして、 その 藝者は 三昧 を 合せながら * スィく と 云 

ふかけ 聲を する。 

『おしよ ろ — たかし ィま — (ァ • スィ) および はない が、 よ II (ァ、 スィ ./\) せめて I, (ス イノ 

うたす つ —— (ァ、 スィ) いそやま でよ —— (ァ * スィ/ \»)』 

その. 簡朴 悠長に して、 哀韻 嫋々、 どこまでも： まいて、 どこまでも 凝え す、 細く、 長く * 悲しい g3 き 

を 傅へ る。 それ を聽 くと、 義雄は 今 • 一 方に、 北悔 原野の 單 調な 雪景 はかう も あらう かと 感じ- また 

1 方に、 早くお 鳥 を 呼び， ^ ^せ、 そんなと ころで 一 一人し ッ ぼり 一 と 冬を暮 して 見たい と 思 ふ。 

然し 松 本 は、 通を氣 取る 劇評-: M がわ ざと 冷然と して 芝居 を 兄る 如く、 追 ひ 分な ど は 上手な のを聽 き. 

飽きた とい ふ 風 をして ゐる。 そして、 義 雄に、 後藤 遞相隨 行中の 奇談な ど を 物語った。 
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文き だと 思って だら う • 或 代議士が i と 同 船中 * 家 持の S  5 行かば』 云々、 

云の 句 を マ... し 得なかった を， 特に 面白さう に 話した。 その 代議 卞は、 『水づ く かばね』 のみ づは海 

の 水 だら うが、 、く、 か ねと は 何 か 分らない。 また 『苔 蒸す かばね』 の、 むすが 分らない、 むすめなら 分る 

が —— などと 云った さう だ。 

『とても、 話せないです、 なァ』 と、 松 本 は附け 加へ て、 今度 は 後藤^ 爵 のこと に 移った。 そして 

ig は澳詩 を 作る ので * それに 見識 ある を ほのめかしつつ、 3^ 爵の 詩の 拙劣な 例な どを攀 けた" 

『然し あの人 は』 と、 義雄は多少自分の奸きな^^を辯護する樣に、『今では、 伊滕 さん、 大隈 さんに 次 

いで、 面 n い 役割り を 持って ゐる 人物でしょう。』 

『なァ に、 まだ 膽ッ たまが 53 來 ない。』 

『その 點は 無論 さう です』 と 答へ た。 義雄も それ は考 へて ゐる ことで あるから、 その 一 例と して、 こ 

の 易が の 養 本位 した 時， 篇 さんに あたまから 叱りつ けられた ので、 非 f 頭痛 に 病 

んでゐ たこと I した。 そして、 『下の ものに f で， 上の ものに 。へこく すろ^、 あの人 もま| 

一 流に はなれません、 ね』 と 云った。 

『少し 僕等 はま 痛いです、 なァ』 と •  B は 蒙の 右から 口を出した 。isf してね S ，ね 

さう あたま を 下げす に濟ん だが、 今の 商 ではな かくさう は 行かん 0』 


義 雄と 濱 野と が 競馬の 話 か ら、 樺 太愿は 小く ていいの がない 事な ど を 話して ゐる まに、 向 ふの 方で、. 

孤 が 頻りに 扇子 を以 つて 膝 をた たきながら、 ァォゥ * ァォ ゥと鈹 のかけ 聲 をして ゐる。 それに 向つ 

た藝者 は長喷 『勸進 帳』 の 初めの 合の手 を 一 -生 懸命に 彈 いて ゐる。 

一 向 歌が 出ない。 

『出ない ぢゃァ ありま せんか』 と、 藝者 はな ほ彈 いて ゐる。 そして、 孤 雪 はまた 鼓. 面目く さった 微笑 

を以 つて その かけ 聲 ばかり をつ づける。 藝者 はつひに 彈 きくた びれ て、 三味 を やめて しまう。 

『孤雲 先生 まだ 醉 つて ゐ ない、 なァ』 と * それ を 見て ゐた 北劍は 捨て ぜり ふに 云って 自分の 席 を 立ち * 

義 雄の そばに 來て、 『おい、 兄 と、 棄の肩 を 叩く。 『f_J ^と會 ふたの は 偶然と 云へ ない ぞ』 と 云 ひなが.： 

ら、 杯の 交換 を爲 し、 北劍 は、 孤雲が あの あり 樣を 通り越して、 本 當に歌 ひ 出す までになら なければ、 

いつも， 出席者 全 體 が 充分 飮ん だと はま だ 云へ ない とい ふこと を說 明す る。 

『妙な 尺度が 出 來てゐ るんだ、 ね』 と 云って、 義雄は 北 劍のぁ ひ 手 をして ゐる ところへ、 か はり 番こ. 

に， 吞 牛が 來る、 天 聲が來 る、 孤雲が 來る。 道中 最も 古株の 三面 記者で、 小說も 書けば、 俳句 も 詠む 

と 云 ふ 老人が 來る。 芝居 好きで その 身代 をつ ぶし * 今 は 劇評 家 兼 花柳界 消息通に なって 満足して ゐる. 

と 云 ふ 大熊綠 紅が 來る。 
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雄が.：：： 分の 席 を 立って 各 席 を まわった 時、 北， 海 新 問の 雪 影 だけ その 影 をと どめて ゐ なかった。 ど 

うした の だと、 こッ そり 水 峰に！！ くと- 席順に 不； 牛が あって 早く 歸 つたとの こと だ。 そして *  jg は そ 

の 出を說 した。 ^影 は 札幌： 供藥 部から 排斥され てゐる もので、 自分の 機 n を 利^して 恐^ 的 

手^^^；卉することが^しく、  ^牛 第二^と 言 はれて ゐる。 呑 牛 は、 氷 峰が 義 雄に 語った によると- 

て 刑^と 稱 して 或 油 2- へ 行き、 そこの 桝が 法規に 叶って ゐ ないから 吿訴 するとお どし 附 けて 金 錢を强 

^^した爲め、 數ケ 月の 臭い 饭を 喰った ことがある 男 だが、 近頃で は、 そのす たれた 名譽を 回復しょう 

として tfin にして ゐる。 ところが •  © 影 は • また * 自分のと ころに 使って ゐた ハイカラ 女 を 入れて、 

C 分の ま、 を 離綠し • それ を 遊女に 2:2； り-飛ばした 形跡が ある さう だ。 そして、 その 新 SE の 資格から 云つ 

て も、 また ：3 下^で ある。 

然し 席顺の 取り 方 は 確かによ くなかった。 同 I 社中 を まとめて、 その H 格の いいのから 上席 を 取つ 

て あるから ゆ；！！^ はメ I ル 社の 末 s.^ の 下に 坐 わらせられる 樣な ことにな つた。 

「北： S 新 は 如何に 劣等な 社で あると しても、 雪 影 は 苟も】 社の 長で ある。 それが 他社の 末 の 下座 

に&^1かれるのを、 ^く 辛抱す る ほど まだ 堕落して をらない。 かう 云って、 jg は歸 つたの ぢゃ』 と、 氷 

峰は義 雄に 語った。 

^5- おは 歸 つたが、 その 社中の I 記^^^！は殘ってゐた。 そして その 記者 は： S 雄に 向 ひ * 北悔^：：^を巡遊す 


る 機 食が あるから 行かない かと 語った c 紀行文 さへ 貰へば、 旅費 は 他に 出させる 道が あると 云 ふの だ。 

『そり ゃァ 望む ところ だから、 話の 都合に よったら 行きましょう』 と、 義雄は 答へ る。 

『では • あす 相談に あがります』 と、 記者が 云 ふ。 餘り 容易な 話な ので、 あの 男 はそんな 話 をす る資 

^を 持って ゐる のかと、 義 雄が 氷 峰に 尋ねる と、 

『なァ に、 今 巡錫 中の 本願 寺 法主 を 抱き込んで をる から、 それに 話す つもり だら う。 メ ー ル社 C- 相， 

よりもな ほ 《おて にならぬ』 と 云 ふ。 

松 本 議員の 方 を 貝る と， 綠 紅が 紙切れと^ 肇 とを以 つて 何 か 談判 をして ゐる。 時々、 何 子、 かに 子 

と 云って ゐ るの を 聽 くと、 別な 藝者を 寄附させる 談判ら しかった。 

やがて 藝 者が 代って しまった。 

孤雲の 噴が いよく 初 まった。 義雄 も、 天聲の そばへ 行って、 下手な 二 上り を 歌った。 jg はもう 歸 

りたい ので あるが、 平凡に 來て、 平凡に 歸 るの も 何だか 氣が とがめる 樣 であった からで ある 0 そして、 

E 分の 帳に 向って ゐる藝 者 を その 夜の 逸物と 兒 たが、 所有者の あると 聽 いた 時、 何と 云 ふわけ でもな 

いが 失望した。 

『土地の 藝^ に 土地の 男が あるの は、 何の 不思議 もない。』 かう いふ こと を 義雄は 心で 云って、 心 を ま， 
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S よ 

ぎら せる つもりで あつたが、 この 會に 依ってます く 礼幌に 親しみが 出て 來 ただけ、 自分 も かの 女 を- 

^g, する ことが 出來 ないでも なから う —— 金 さへ あれば —— だが、 今の 狀 態で 考へ ると、 この 歡迎會 

その物 も 却って. c 分 を 侮：^ 寸す るのと 同様 だ。 ぃッ そのこと、 こんな 時に こそ 何事 も 忘れる 爲 めに 遊廓， 

へ でも つれて 行って c_1^ れる ものが あれば と 思 ふ。 

『もう、 歸 つても よから う、 ねえ』 と、 氷 峰 を 捕へ て聽 くと、 

『ま ァ、 待ち 給へ 11 今、 計螯 をして ゐ るから』 と 答へ る。 

やがて 義 雄と 氷 峰と は玄關 へ 出た。 

『お 帽子 は』 と， 女中が まごついて ゐ るのに 對 して、 義雄 は、 

『その 大きな の だ』 と、 例の 麥 i 鈒帽を 受け取って、 それ を わざと 阿 彌陀に 被る。 

『丸で 海水浴の お客さん 見た 様です、 わ』 と 云 ふ、 女中の 笑 ひ 聲を苻 に 受けながら、 ； S とやん 蜂と は そ 

こ を 去った。 (その 麥 薬^ 子のう わさが、 殘 した 歡迎會 第 一 の 印象であった さう だ。) 

遊 II の 出口に、 吞 牛と 綠紅 とが 待ち受けて ゐた。 そして、 四 人して、 歸路 を^ 野に 向った。 同席の 

老藝 者が ひとり、 1" ぃ樹 かげ^ を歸 るの がお そろし いの か、 義 雄 等の 跡に ついて 來て、 

『何の 御 相談です、 惡 いこと はしないで、 どなた もおう ちへ ぉ歸 りになる 方が いいです よ』 と 云 ふ。 

それ を さきへ 行かして から、 四 人 はな ほそろ く 語りな がらお 野の ik 乎の 入り口に 行き • 薪 川お ほ 


どぶの 石橋の 上に しゃがんで、 行くべき ところ を 相談す る。 今一 人 同席の 北海 新開 記者に 出 曾った が * 

tV れは その 黑ぃ影 を 三等 小路の 方へ 消して しまった。 

實は、 誰れ も 金 を 持って ゐな いの だ。 どこ は 知って ゐ るが、 借金に なって ゐ るから 行きに くい 0 か 

しこ は而 白い が、 矢張り 借りて 置く ことが 出來 ない。 こんな こと を 云って ゐ るので- 義雄は 氷 小ら 

H 面して 貰った の を 提供す ると、 呑 牛と 綠 紅と は 角の 中 店 を 決めに 行った。 

月の 光に、 あたりの 柳の 枝が ゆらいで ゐる のが 見える。 橋の たもと から は、 カンテラ をと ぼした 露 

店の 燒 きもろ こしのに ほひが して 來 る。 義雄 は、 このに ほひが 全身 を以 つて 、げる 限り、 自分の 神經 

は、 他の もの 等の 習惯 的に 鈍り 切った のよりも • また 鈍り 切らな いまでも 部分的な のよりも、 ま ま 

ト ぜんじ，^ てき 

だ 鋭敏に 全人 的な 努力 をして ゐ るの だと 心丈夫に 思った。 

『何 をして やが るの ぢゃ』 と、 氷 峰 は獨り 言の 樣に、 二人の 周旋 者の ぐづ して 歸ら ない の を、 き 

ち 遠し さに つぶやき、 『然し、 君』 と、 義 雄に 向って 云った 、『け ふの 樣な會 は 北海道に， P めて ぢゃぞ — 

柬都 文士の 圑體 を歡迎 した こと は ある けれど、 個人の 文士 を こんなに 歡 待した ことはなかった のぢ 

や。』 

一二 
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とまった のは魏 雄、 氷 蜂、 綠 紅の 三人で、 \J む 牛 は 午前 1 時^まで 飮 んで歸 宅した。 これが 築の 近 

の IB 例 ださう だ。 

や はもと 人數^ の 遊び 手であった。 として は、 三 四 口の ゐ つづけな ど は 珍ら しくな く、 遊女 屋 

から： gn、 新 社へ 通^し た^代 も ある。 また、 行 燈部呈 に 一週^も ほうり 込まれ、 『行 燈部 日記』 

を： せいた こと も ある さう だ。 

じん *i  , 1 

それが、 近-ぬ • 酒 こそ 飮め、 決して細？！？^以外に^係したことがなぃ。 或 人 は したの だと 云って 

ゐる。 然し また 或 人 は， 若い 細 が 盛んな ので、 それ 以上に 堪 へる ことが 出來 ない の だと 云って ゐる。 

そんな 人 が 多く あるの を、 義維は 北^道に 來 てから 知って ゐ るので、 吞 牛が どちらで あっても、 

左 ほど： L 瓶に もとめなかった。 然し 築 は • 朝に なつてから、 に 向って IK! 牛の 相 方が 語った こと を 耳底 

に した、 乃ち、 かう だ 11 

「髙 兌さん は咸か 心に なった の、 ね —— あの 甚 助と 云 はれた 人が、 奥さん を 貰って から • 一度 もとまつ 

たこと がありません よ。 木當に 感心、 ね。』 

穀 雄が そこ を 出る 時、 そこの1^^-1^5を借りて、 小^の 森本卷 雄と 五分^の 話 を か はした。 いよ- (-明 

日 ャ3 は函 館へ 行く かとい ふこと。 行けば • 雜誌の問£1をしッかりゃり^|へ とぃふこと。 それから、 共 

同 談判 は 人^う まく 行き さう かと 聽 くと • まだ 何とも 分らない から、 さう 常て にして ゐては 困る とい 


ふ 返事で ある G 

IT 俊の 方 は 君 等の 話 を 實際當 てに して ゐ るの だから、 とれ もし ッ かりやって „4< れ給 へよ』 と 云って ゐ 

るう ち、 話は變 つて、 

『おは 今朝の 小 樽 新報 を 見た か』 と聽 かれた ので、 

『まだ 见 ない』 と 答へ ると， 

『？^ のこと が 戴って ゐ るぞ』 と 笑ひ聲 だ。 

それで 五分^ は 切れて しまった。 氣 になる ので、 早速 氷 峰に 從 つて 北海 實業雜 誌 社に 歸 り- 小 樽 新 

報 を 探して ゐ ると、 氷 峰が、 

『この こと だら う』 と 云って、 北海 メ ー ル第 1 面の 文 藝蠲に 出た 義 雄の 談話 筆記 『自然主義の 一二 派』 を 

せた。 

『いや、 それと はまた 別な ことら しい』 と、 義 雄が なほ 探して： 2^ て、 發 したの は 小 樽 新報の，. に 

出た 『小 說家田 村 氏の 二十 錢 談判』 とい ふの だ。 樺 太の 新 閉 からの 拔萃 で、 トマ リオ a の 宿屋に 於い 

て、 隣 窒に とまって ゐた ごけ 志願^ を 僅か 一 一十 錢の逾 ひで S 只 ひそ こねた と ある。 

義， 雄 は その 怠 外な のに 驚いた。 然し それに 類似した 琪赏 はあった ので、 K は、 かう かう 云 ふの だと 

氷 峰に 向って 辯 解した。 氣 があった の はあった の だが、 非常に 棄が ありさう なので、 本氣 になれ なか 

放  浪  五 四 三 
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づ たの だ。 

その 日、 メ ー ル 社から 義 雄へ 雜誌 無名 通信 を讀 めと 屆 けて 來た。 それに も、 渠の 私行 上の、 然し 築 

チ  ほぬ 

自身から お ほ びら にして ゐる ことの 素 ッ突拔 きが 戟 つて ゐる。 そして、 

『E^ が 旅行に 出る 度^に 女 を： &らへ て來 ない こと はない』 と ある 側らに、 誰れ かの い たづら で、 『而し 

て歡迎 <p の歸 りに 女郞^ ひ をした』 とい ふ 朱書きが ある。 

さう いふ こと を粽 合して 見て、 義 雄は當 地に ゐても 自分の 周 園が 自分の 爲 めに いそがしい 樣に 兄え 

多少 その 意氣 込みが 揚ら ないでも なかった。 そして、 樺太滯 在中に も、 東京 新 滑稽 や、 朿京朝 n 新 

などに、 お 1^1 との 關係を 書かれた こと を 思 ひ 出した。 

然し、 I 方から 考へ ると、 さ、 フ いふ こと はすべ て 過去の こと だ。 そして、 現在の 自分 は 殆ど 全く 戀 

もない。 殆ど 金く 無一物で ある。 無內容 である。 

この 寂しい 空 棘に 思 ひ 及ぶ と、 せめて は 早く 弟の 返電に でも 接した くなる。 然し それ も、 今まで 來 

ないなら、 來 さう にもない。 

『多分、 まだ 仕事の 發展 が出來 ない の だら う』 と 思 ふと、 義雄 はこの 誘惑の 多い 地方に 空しく とどま 

る ことが 出來 かねる 樣な氣 がして、 心 は ゐても 立っても ゐられ なくなる。 


,v 海 ssii の K りの 娘お 鈴 はよ く 水 峰 を 目 あてに 社の 茶の間へ 遊びに 來る。 氷 蜂 も 必らす 一度 

は そこへ 顔 を 出す が、 雜誌 £sl の 校正 やら、 願 序 取り やらに いそがし いので、 お 君が 話し相手 になつ 

てゐる e 

社のお 君 もまた 展々 隣り へ 遊びに 行く。 

義雄 は、 退 一 屈まぎ らしに、 よくこの 二人の 娘にから かって 見たり する。 お 鳥が やって 來れ ば、 いづ 

れも、 同じ 様な 年頃の 友達 だと 思 ふからで ある。 然し 渠等は 義雄を 叔父さん 扱 ひに して、 氷 峰に 對す 

る 様な みづ /\. し い 態度 を 取 つ て 吳れな い 0 

しろうと むすめ 

素人 娘な ど は、 とても、 この場合 • 自分 を 慰藉して 吳れる もので はない の だら うと、 義 唯ま考 へて 

しまった。 

實は、 お 鳥の 手紙 を 受け取る 前に、 铜 I 京の 友人なる 或 婦人に 云って やった ことがある。 誰れ か 

1 人 自分の 露に 出来る 婦人 を 見つけ I れ。 樺 太へ 一 緒に 行って 貰 ひたいの だ。 白 分 は、 もとの 愛 

に S 永 てられてから、 資は 寂寥で 溜らない。 若し 自分の 經歷と 性 K とも あなたの 見た 通りに、 ありの 

に驗 して、 多少で も それが 分る もので あったら、 成るべく 年の 若い 5 の 方が 5 いが、 どんな 家 

耽 お.  i 
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^の 女で もい い。 

『あの 老 紳士の 妾に なって ゐ て、 それと 手を切り たいと 云って ゐた靑 森の 女 はどうし ました？』 かう 

云 ふこと を m、5 ひ 出して、 その 人で もい いからと 寄き， 自分 は 今の 場合 どんな 女に でも、 向 ふが 愛して 

くれさへ すれば * 降服して ゐ る だら う。 诀 して 尊敬 を 缺く樣 な こと はない。 

『それに、 一 SCf があって も、 御存知の 通り、 .E 分 は それに 全く 愛情 を 持つ ことが 出来ない。』 表面 は 布 

の 夫 だが、 精神的に は、 今回 兑 つかった ものが 本 常の 妻に なれる の だ。 

かう いふ 1|：5 味の 義 雄の 照 會に對 して、 その をん な 友達から 返事が 來た。 然し それ は やわらかな 冷罵 

を IT ぴた斷 わりの 返事 だ。 

『今 皮， 刈め て m 村さん のよ わ 音 を 伺 ひました』 などい ふこと があって、 如何に 精神的に はさう でない 

とも、 女と して 分が 人の 妾 同前な もの を 世話す る こと は出來 ない。 それに、 あの 靑森 生れの 婦人 は 

どこへ 行った か 分らない。 お望みの 種類の 女なら、 そちらに も澤山 ころがって ゐ ようで はない か？ 

あ. 15^ たの； 牛 生の 手腕 を 振 ふところ はこ の 場合 だ、 とい ふ樣な ことがある。 

こんた^ わり 手紙で も • 俊し い 手で 窨 かれた の だと 思 ふと， 義 雄に は、 實に 嬉しい、 有りが たい 様 

に 感じられた。 

『まさか、 外 の戰 楊へ 出かけて ゐ るので は あるまい し J と、 は 思 ひ 直して 見た が、 それでも 女の 


言葉が 無暗に なつかしい。 

かう 云 ふ 時に、 お 鳥の 手紙 (樺 太から まわって 来たの) が 来たので あった 0 それに 對 する 返事の 返事 

に は、 

『早く 歸 つて 來て 下さい。 それでなければ、 そちらへ 行きます』 とあった。 然し 義暖 は、 まヒ、 今少 

し 方針の つくまで 特 つて れ ろと 云 つて やった の だ。 

義雄 はお 鳥を戀 しいの は戀 しいが、 もとの 樣 にかの 女に 忠義立て をす る ほど 誠實 ではなくな つてね 

る。 もし 他に 愛する 女が 出來れ ば、 お 鳥な ど は 呼ぶ 必要がない とも 思 ふ ことがある。 

然し それ を 見つける 道がない の だ。 蕖は 聯想 は 厘々 そば 屋、 だるま 屋 までに 及ぶ こと も ある。 然し 

そんなと ころ へ 行く にも 餘り無 j 文で ある。 

渠は 殆ど く 氷 峰の 食客に なつ てし まった。 

氷 峰の 急がし さうな の を 兄 かねて、 義雑は 校正の 手傢 ひな ど をして やり、 それに 銪 くと、 有 馬の 家 

へ 行く が、 s; 夫婦と は 氣が合 はない ので、 多く は 市中 を散步 する。 そして， 散歩の 途中で 行き 遠 ふ 8 

クぽぃ！^<は、 すべて 渠に餘 り 澄まし 込んで ゐる樣 に 見え、 八百屋の 百姓 馬子と 露店の 燒 きもろ こし 

ゃ林擒 などが 集に 最も 親しみ を 感じさせ るので ある。 

お  浪  五 四セ 
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義雄は 人 Si を 離れ て GJ 然も 天然くな いと 云 ふ 樣な考 へ を 持って ゐ ながら、 何 となく 人^が いやにな 

つた 様な 氣 がする。 IS は 自己の 存在 を發 見す ると ころに は 必らす 苦痛と 悲哀と が 伴 ふこと を 承知して 

るる。 それが 自已を 逸して 天然 を 親しみた くなる の は、 明かに 自已の 自殺で あると は考 へて ゐ るが、 

どうせ 燒け 死に をしても かま はない の だと 云ふ氣 になる と、 表面的な 天然の 誘惑に も 平氣で 動かされ 

るの が、 却って、 CI 己 取 後の 努力で はない かと 云 ふ 思 ひ 切りに もな つて 來る。 

「ああ、 人 ii 界を 離れて、 何の 苦 もな く 天然 界に 放浪して 見たい！』 かう 考へ ると- 樺 太 西海岸の 巡 

遊 は、 餘り 深い 自己の 變愛ゃ i^l^ 業 やの 失敗 觀 がっき 添って ゐ たので- 無念無想 的な 快味が 少しもな か 

つた。 無論、 そんな 緩みがなかった の だ。 

それに、 八月 二十 三：：： 附 けの ハガキ が から 来たが、 とても、 話に ならない。 義 雄からの 電報 並び 

に 手紙 は 確かに 受け取つ たが、 今 暫く 金 を 送る こと は 待って； れろ。 ティ ャ、 ホ 。ド マリ、 兩 製造 場 

に 於いて、 まだ 仕事 を 初めない。 木 年 は 風波の 日が 多く、 昆布 採集の 方が まだ 終らない が、 もう、 蟹 

が あがる n も 近いだら うから、 と ある だけ だ。 

『ええ ッ、 駄：： ：！ だ、 駄 n だ！  等 は その 問 何 をして ゐ るんだ』 と、 は 大きく 獨語 したが、 何もし 

ないで、 等 はた だ^って ばかり ゐ る問拔 けさ 加減 を 思 ひ 浮べた。 

ここに ゐて、 遠い あちらの こと を 思 ふと、 飛んで 行って、 殘餘の 什 事 を 切り あげさせ たくなる。 然 


i 


し 切り あゆさせる にも、 多少の 準備 を こちらから して 行かなければ、 向 ふに 借金が あるので、 無事 こ 

歸っ て來る こと は出來 ない にき まって ゐる。 

成り行きに まかせる ほか 仕 かたがない。 

自分 は 寧ろ この 重り 重った 心の 荷 を 全くお ろして しまって、 一 つ、 北海道 中 を ま はって 見 t(0 さ 

うすれば •  S ゃ營家 I はせ る こ ともなく、 そして そのうちに i 太 Q 方 も 何とか 方針が きまつ 

てし ま うだらう と m3 ふ。 

かう 思 ふと、 かの 北海 新閉 記者が、 歡迎會 の 席で 語った こと を そのまま にして、 何の 挨^ もな く、 

渠 ばかりが 本願 寺 法主と 共に 謹して ゐる のが 曹 しい。 然し また 考 へて 見る と、 自分 は、 坊窘ど 

を 取り込んで、 自分の 慾 を 満たす ほど まだ 墮落 はして ゐな Co 

北海 メ 1 ル社を 動かす に 限る と 思って、 義雄は 或 夜 厳 本 天 聲の宅 I づれ た。 子分ら しい 靑年 記者 

力 二人 も 來てゐ て、 自分 等 も I 者に なりたい が、 どうしたら いいだら うと 云 ふ 様な 質問で あ-る。 

義雄 は渠 等に 忠告して、 豪 者な どに は わけもなく 成る もので はない。 文舉 者に つ I 卖乏 はな 

力く 辛抱し 切れない、 途中で 商 買換へ をす る 位なら、 初めから 他に 向 ふ 方が いい。 同.^. t の 友人，， 

立派に なって ゐる 方向へ、— どの 方向に も、 友人 は ある もの だが、 —中途から 向って 行く の は、 

われながら 間の 拔け たもの だとい ふ、 自分の 現在の 經驗談 をして 聽 かせた。 

放  浪  ig," 
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そして、 ー人の^^1^の如きは、 あたまが 惡 いので、 文 S でも やったら と 決心した の だと 云った ので、 

義雄は 非 《めに 怒って、 

『あたまの 惡 いものが 微密 な文舉 など はな ほ 更ら出 來る笞 はない — 巡 か 郵便^達 を 志願し ろ』 と 

した。 そして、 隣り の 庭 を 隔てた 家から、 長^と 三味線の が聽 える のに 心 を 奪 はれ、 

『いつも 聽 いて. 瓶^な の は， 三味線の 人 らしい 聲. た、 ねえ』 と • 渠は 天聲に 語る。 そして 旅行の^ 

題に 移った 時、 天 ^4 は、  . 

『パス も ある こと だから.' 何とか 相談して 見よう』 と 答へ た。 

八月 二十 九 口の 夕 かた、 小^の 森 本が 1g 雄 を 訪問して 來た。 義雄は その 時 生^ 留守であった から、 

< ^"ふこと が出來 すに すんで しまった。 

然し、 函ゃ M から 歸 つたのに 相途 ないから * その 翌ロ、  S 雄 は^子 を = ^に 小^へ 出かけた。 

ト^ は 北 (ゆ： 边屮 35^- も^ 紫 的な 都會 で、 金融 機關が 1：3 もよ く備 はり、 人^も 亦い 3 も 多く 活 励して ねる 

11 館の^ 華 は 41" の 夢であって、 今 は、 その 綮榮を 小 © に ^はれて しまった。 礼幌 を純粹 なお 史^と す 

れば、 小^ は 5- 活な 活，, 地で ある。 

巡 家な どが 行って、 ^意け に 抱 一 がどう だの、 應， がどう だの、^ 邦が どう だのと 說 明しても， 
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そこの 主人 は 感服して 聽 いて ゐ ると 思ったら 間遠 ひ —— 話の 途中 を も かま はす、 思 ひ 出した？； 1$ に番 1 

に聲を かけ、 

『おい、 店の 方へ 栄五 俊と どけた か』 と 云 ふ樣な こと を 云 ひ 出す。 などと は * 義 雄が^ 峰から 聽 かせ 

ら れてゐ た。 

松 田の め. 效は 花園 町に あり、 四角に 窒を めぐらした 二階建てで、 中庭 11 冬に なれば * 雪が 軒まで も 

埋めて しまう 11 に 向った 歸 下の がらす 戶は、 如何にも 巌 丈で、 うっとうしい 日の つづく 夂 A 籠りの 狀 

態 を 思 はせ る。 

おほさ， 》 

主人 は 71 館から 歸 つた 翌日 • 直ぐ また 樺 太の 大 泊へ 渡った さう だ。 同所に、 九月 一 日から 三日 問 • 

J0 て あ Jl^ 

樺 太 建 網 漁 紫 家の 大會が 長官に よって 招集され たからで ある。 建 網 漁場 入札 税金の 引き下げ、 漁網， の 

ざつ JS ょゥ しゃ 

間隔 摘 張 • 漁 の 延長， 雜漁 者の 刺し網 制限 等， 諸問題の 爲 めに 建 網 家 等が iS 分强 硬に なって ゐ るの 

を、 長官 はこの 大會 で胡談 的に 融和 折衷しょう とする の だ。 

森 本 も 亦け ふに も • あすに も、 電報の 來> 火 ST 應 接に 出かける ことにな つて ゐる さうた。 渠は • 無 

m、 主人の 命令 通り 動かなければ ならない からと 義 雄に Si つた。 

玄 關 のがら す 唐 戶を這 入った 十疊 敷きの 室の 潢 にある 帳場の 格子 前で、 篛雄は 集と 對 小.！ して as し 

た 0 

放浪  五 玉 一 
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第一 に、 漁業 雑誌の 方 は 人々 が不贊 成で はない が， 維持 金 を 出す だけの 熱心がない ので * 駄 U だと 

いふ ことが 分った。 次ぎに、 義雄 がその 前から 頼んで 手紙で 聽 いて 貰って 置いた 事件 —— 乃ち、 禪太 

西：^ 岸の 某 漁場に たッた 一個 ある 引き 上 ゅ蒸氣 機械 (所有 主 は 今 北海道の 福 島に 歸 つて ゐる) を、 本 

年の 十 一 月から 來 年の 漁 笼期 前まで、 木 挽 機械に 使 ふの を 許して？. 1^ れ ないかと 云 ふ 件 11 は、 使 川^ 

さへ 確かな K 任 ある ものなら、 貸しても いいと 云 ふ 返事が 來 たこと が 分った。 

然し この 件は義 雄が 副業と し； し 材木屋 もしくは 鑲箱鍵 I 相 製造 を 始める 時の 必要で あるが、 その 先決 

問題で あるべき 鐘 詰 製造 協同の 件 はまお 瞹昧 であるの だ。 森 本の 主人が 向 ふから 歸 つて 來 なければ、 

分らない と 云 ふの だ。 

『もう、 どうで もい い。』 などと、 心で は當 てに しないが、 結局 を聽 くまで は、 相談し かけた こと だか 

らと思 ひ、 義雄は 詳しい 豫算窨 きを 森 本の 手帳に 控 へさせた。 

问定 m 備品 — 二： ゆで 签. 並びに 附嵐品 一切。 八十 五圆、 チン ブレス。 七十 五圓、 切斷 器。 三 

十 11、 切. り f; り。 十八^, 三本 ル C 三十 二 圓、 底 締め。 十 一圓、 胴附 け。 二十 五圆、 銀 冶： Issanl ハ。 

五圓， 臺 ばかり。 計、 四百 八十 一 圆 也。 これ は 先 づ三四 年間 は 大丈夫 つづく 物 だ。 

in^on^,  千 八 fc^ に附 き) 11 二百 W 十 圓、 ® 二 千 百疋。 百 九十 ニ圓、 ^鎌 並びに ハ ンダ。 


五十 七圓 六十 錢 * 硫酸紙、 - ス、 鏝- 並びに 炭 代。 四十 八 圓>  箱 代 並びに 荷造り 費。 その他に、 工場 

で ち. 3 

費 11 九十 六圓、 男 五 人、 女 十 人の 出 面賃。 運賃 (小撙 まで) I— 三十 圓。 計、 六 f» 六十 三圓 六十 錢也。 

それに 對 して、 百 箱の 牧入 千圓 也と して。 そして、 原 科 を 多く 買 ひ 込み、 出 面の 人數を ふやし さへ 

すれば、 仕 あがりの 箱數が 多くなる から、 それだけ 利益 も 亦 多くなる こと。 蟹 一 疋に附 き， マオ 力で 

二十 錢 から 二十 五錢 もした のに、 少し 不便な オタ トモで は 始終 八錢の ig 段 を 保って ゐ たが、 それ も雜 

漁 者 數名を 抱へ て Si けば、 すッと 安い 割合に なること。 ここ 三 四 年で 蟹 は 取り 盡 されて しま ふか も 知 

れ ないから、 やる もの は 充分 機敏に 早く やらなければ ならない こと。 など を 附言した。 

森 本 は それに 向って 頻りに 考へ をめ ぐらし •  I 年、 二 年、 三年と、 金利な ど を も 見込んだ 上、 

『年 四釗も 利益の ある 仕事 は餘 りない、 ね —— まァ、 よく 相談して 見る から』 と、 その 話 は それでお 

しま ひに なった。 

そ C しても fc さ 卞 

巖谷 一 六の 笨で、 『疎 而不 漏』 と 書いた 大きな 額が かかって ゐ るのに 氣か附 いた。 魚が どんな 惡 いこ 

と をした のか 知らないが、 ： 火 網の 恢々 を 漁網の 嚴密. なのに 持って行って、 漁業 家の 主人 を 世俗的に 喜 

ばせ た 筆者の 氣轉が 思 ひ やられる。 

『小撙 の 街で も步 いて 見よう か』 と * 森 本が 云 ひ 出した のにつ いて、 

『行っても いい、 ね』 と、 義雄は 答へ る。 
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『では、 ちょッと^:って5^<れ給へ i け ふ、 ニー： C 五 千圆の 銶糟を 取引き する ことにな つて ゐ るの 力 

螯を 過ぎても 昔 沙汰が ないから』 と、 森 本は電 M 口へ 行って * その 本人な 呼び出し， いつ ^來て ski 

るかと 云 ふこと を 尋ねた リ そして、 『け ふ は n が惡 いから- あすに すると、 さ』 と 云って、 出て 來たリ 

それから •  二人して 小^の でこぼこした 有名な 石ころ^ を 歩み、 街 を まわって から、 山の 公阅 地に 

のぼった。 後ろの 方に、 氷 峰に うち 込んで るる 女の 住む と聽 いた 新 遊" ほが 兑 える。 ，お を のぞむ と、 洋 

洋 たる 悔だ、 大 ilj 模の 築港 も、 半ば 完成して ゐる • 

『小^に は、 天然 セメントの 出る 山が あるので、 築港に も 非常な 便利です』 と、 去 十五 日に ここ を产 

車で とほった 時、 同行 荐の 一 人が 聽 かせて".. 犬れ たこと を， 義雄は 今 m5 ひ ml> ^た。 

森 木と 井、 に、 海に， S つた S 上の 茶 星に 休み、 林檎 をむ きながら、 よも 山の こと を 物 一 S る 1. 多く は 

樺 太に 關 する 話 だ。 

その 話 を 聽：、 また 海上 を S: ぶ 汽船のう ちに は摔 太へ 往来す るの も あると 思へば、 義 雄の^ 事 お 

もた ッた ー螯 夜の 隣り 11 ただ 海 一 つが て だ。 然し その 海が *  ;^^«身の心屮の缺？5と同樣， 今では 

も？ a え 難い。 

^ハ悲 風 か慘惜 として n 分の 胸に 吹な 人る 忧な氣 がして、 義雄は C 分の 足で g: 分 を路ん でゐる お 


絕命 の 位置 を 深く 感ぜ ざ る を 得な い 0 

『苟 しく もこの まま 死んで しま はない 以上、 どうしても • この 悲痛 を實 現す る I 大事 業 をしたい。』 か. 

う、 心で 叫びながら、 ^！！：分も 一 つ セメントの 山で も發 兄したい。 さう 云 ふ 有形 的な 仕. 第が 出夾- ない な 

ら* 無形 的で もい い 11 たと へば * 死と いふ 無內 容物 を轉 じて、 自己 その物と 同じ 現資的 存在 物にし 

て 見たい。 

かう 云 ふ {全 想に 耽りつつ、 赣雄は 一 方に 淼 本の 極 皮^ 的な、 一 般 世俗的な 事業 觀ゃ處 世 觀を聽 くと， 

うな 

自分の 自慢で はな いまでも • 大音樂 の 前で 蚊が 1, つて ゐる 様に 見える。 二 万 圓が三 万圆、 百万 ill が 千 

万圆 でも、 音樂 として は • 蚊 ほどの 聲 しか 立てる こと は SJ 來 なから うと * 義雄は 思 ふ。 

『僕 だッ て、 あんな 僻地に いつまでも 束縛され て ゐる氣 はない から』 と 云って、 森 本が 115^ の 間 は ど 

こへ でも 飛び歩け るが、 結婚で も すれば、 京 か 北海 11 で 定住す る 様な 仕事 を 見つける つもり だとう 

ち 明けた のに 答へ て、 義雄 は、 

『僕 も 樺 太 は 樺 太と して、 北^道で 一 つ 何 かしたい と 思って ゐる』 と、 自分 は 北海道 を 知らなかった 

から、 あちらへ 先 づ手を 出した が、 知って ゐ たら、^ ちに こちらへ 雍 たの だら うと 云 ふこと を 語った。 

そして、 

『それにしても、 あちらの 方が うまく 行かなければ 困る から、 よろしく 頼む よ』 と 云って、 山 を 下った。. 
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森 本の 誘 ふま k に 玉 突 屋へ這 入った。 義雄は 久し振り のこの 遊びで 心 も活徵 になる だら うと つた. 

が * さう ではなかった。 そして、 渠は森 本に さんざん 負け を 喰った。 

それから、 松 田の 家に ちょ ッと歸 つてから、 晩餐の 爲 めに、 森 本 は その 裘の 料理屋へ 義雄を 案^し 

た。 先づ、 前^ は 八月の 屮央 公： fl を 開ら き、 

『先刻 話 したの はこれ だよ』 と， 後者に 見せる。 見る と * 九月 號豫吿 のと ころに 『田 村義雄 氏の 人生 

觀 並びに 藹術觀 を 論す』 (百 五十 枚) と ある。 

『これが 出たら、 そしてもう 二三 曰で 出る の だが、 また 答 辯す る 必要が ある だら う』 と * 義雄は 云 ふ。 

藝^|9が來て、 捫が まわって から、 義 雄の m*I しい 心 も濒く 多少の 愉^ を 感じた。 

一四 

松 E の .：1^ に 一 と晚 とまり、 翌朝に なって 思 ひ 出した が、 ^^雄が小櫸から樺太へ渡る仵け、 ふちの 堅い 

麥 is^ と 袷と を 旅館に K け て Sid いたの だ。 は 冬の 鳥 打 S を 被 つて 行った のであった。 

棄 は その 旅館に 行き、 帽子 を 取り かへ、 拾 を 受け取って， 札 幌に歸 つた。 然しい い もない ので- 

氷 峰の 家の 數居を 跨ぎ かねる 樣な氣 がした。 

『どぅも&ふ^^^にょか仅らなぃものだ、 ねえ』 と、 我 雄 は つくづく 考へ 込んで 氷 峰に！？ 5 ると、 13^ も 一 


と晚 見ない うちに 急に 瘦せ たかの 如く、 しほれ た樣子 をして、 

『樊の 方 も あしたの 拂 ひに 困って をる のぢ や、 金主に 現金 もな く、 融通 もつ きさう でない から』 と 云 

ふ。 そして， それが 出來 ない ばかりに、 社員の 給料 も 出せない し、 印刷屋の 前借 約束 も 履行し かねる 

し， 從 つて 雜誌全 體の染 取りもう まく 行かない 恐れが あると いふ こと を 語る。 

晝 から 有 馬の 家 へ 行けば、 夫婦で あすの 月末 拂ひを 六ケ數 さう に 勘定して ゐる。 

義雄 は、 自分の 心の 重苦しい 代りに、 渠 等の 様な 家持ち、 所帶 持ちで ない 身 を 自由で、 軽快な もの 

だと 思った。 そして、 勇の 細君お 綱さん が、 どこかへ 行って 來た のか、 お 白い も 濃く、 衣 物 も 綺麗な 

の を 着て ゐる ところ を 見る と、 不斷と は 違って 可な り 刖嬪に a える とい ふ樣な こと を考 へた。 

然し また 雜誌 社へ 歸 つてから、 考 へて 見る と、 自分 は當 てに すべから ざる こと を當 てに して ゐ るの 

だ。 樺 太の こと もさう だ。 小 樽の こと もさう だ。 東京の 家の 處分 のこと も • 賫れ るか、 寶れ ないか 分 

ら ないから、 さう だ。 氷 峰の 安 受け合 ひも、 この 有様で は、 さう だ。 

跡に 殘る問 超 はた だ 一 っメ ー ル 社の 巡遊 相談で、 それ も當 てに はならない が、 今 一 應念を 押して 置 

かう と 思って、 天聲を 社に 訪問す ると、 パスが 旭川 支社へ 行って ゐ るから、 手紙 を 出して 匿いた。 二 

1 二日 待って 吳れ ろとの 返事 だ。 

さ、 rv(. 煙草 錢を氷 峰に 出させても ゐられ ないから、 
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『俟 もまた きを やらう か』 と、 さし 《05 り 新ら しい 物 を窨き 出す fsllM はない ので、 雄 は n 分が 

束.； 26 出發" 則 後に tT:2 きかけ た小說 11 面白くな いので、 中絕 して あるの 11 を 取り出し、 證み 返して a 

る。 

矢； ゆり；. g 白くな いのは 而 白くない から， これ は 跡 まわしに して、 手帳に 控 へて ある 散文詩 十 篇を淸 

害し、 『樺 太：^;; 吟』 と题 して 博 文 館へ 送った。 それから、 小 說の方 もまた I 氣呵 成に 喾き 足して、 これ 

は ほ りい い 舞お にも 出せない ので、 秀才 文 擅へ 送った。 いづれ も、 稿料 は ぐ窀 報が わせで 頼む と 添 

へ^：^きして^ぃた。 

『なかく かせぎ 出した、 なァ』 と、 永 蜂 は 冷 かす。 

r な ァに * 何 ほどに もなる もの ぢゃァ ない』 と、 義雄 は投け 出す 様に 云 ふ。 

雜誌 社で は、 すべての 月末 拂 ひが as 來 なかった 騒ぎ だ。 

氷^の 奉 が S へない の だから、 10 自身の 私 經擠が 始末 出來 なかった の は 勿論、 社員のう ちに は、 

あすから 族に はせ る 米がない と 云 ひ 出す もの もあった。 印刷屋 はまた 當 てが $ ^つて、 職工に 給金 

が 渡せない から、 ^^ェが働かなくッて困ると、 押し かけて 來た。 


氷 峰 は 後ろ 鉢卷 きで お ほ 悶えの 體だ。 

『男め かけに でも 行って、 一 つ 工面 をして 來 ようか、 なァ』 と、 渠は そばに ゐる義 雄に 冗談 半分で だ 

らうが 云った。 それから、 また、 押し かけて ゐる 印刷 星の 主人に 向って 『どうせ、 僕を賈 めた ッて金 

の 出よう はない のぢ やから、 社長へ 行って 僕 等と 一 緒に 泣きつ くより 法 はない』 と、 智饋 をつ ける。 

そこへ、 社長の 川 崎が やって来た。 顔 は 日に 燒 けて 黑 いま まに よく 磨かれて、 綺麗な 鴕も ある。 二 

枚 も 金齒を 入れ • 意氣な 銘仙の 衣 物に、 同 じ 地の^ ir 白 紿 緬の丘 ハ兒帶 を 締め、 指に は 二つ も 太い 金 

の 指輪 を はめて ゐる。 

『ど うぢ や、 うまく 行った か』 と、 蕖は 皆の 中へ 割り込んだ。 

うまく 行く も 行かん もない。』 氷 峰 は鉢卷 きをし め 直しながら、 『社長に 活動して 貫 はに や、 とても、 

やり切れない。 社員 は釵が 喰へ ない と 云 ふし、 澤山君 は 職工が 動かな いと 云 ふし、 な ァ。』 

『§;i 際、 あなたに 泣きつ かねば』 と、 澤山も そばから ぉづ— した 樣子を 見せて、 『何とも 仕 やうが な 

いのです。』 

『そり ゃァ 困った、 な ァ。』 川 崎 は 快活 さう にあた まへ 手 を 载せ たが、 これまで にもう ニ千圆 足ら やつ 

ぎ 込んで、 それが まだ 一 文 も 這 入って 來な いの だから、 少し は 思 ひやって 貫 ひたい。 それに、 今、 現 

金 は 手 もとに 少しもない。 と 云 ふこと など を 話した 上、 S に 角 * 五日まで 待って 吳れ、 瀑 山の 方 だけ 
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は ど、 フ かする から * 社：：！ s;si 料 は廣吿 約束の 前金 を 取って 拂 へとの こと だ。 

； i 水 はこれ から 山に 行かなければ ならぬ と 云って 歸 つた。 澤山も 鬼に 角 安心 を 得て 歸 つた。 氷 蜂 は そ 

の 跡で 社 H と 北ハに 『is: 控帳』 を 繰って 見た が、 前金 を 渡して 吳れ さうな のは少 い。 

『全 IT 八月に 出す 計 で發 表して 匿いた 雜 誌が、 九月 一 日に も 後れて ゐ るの だから』 と、 義雄 はは 

たから 小首の やうに 云った。 たださへ 無謀な 事業と 思 はれて ゐる のが 一 胜 評判 を 落して 來 たので， 社 

の^ 取りな ど を 世^が 少しも 信 川し な い の は 無理 もなか つ た。 

それに、 岡 部 司法大臣が 來 道して、 人 を 茶化した 様な 駄洒落 歌 を 作りつつ、 道中 を 巡視して ゐ るの 

で、 ^^1はその駄句ゃ逸|3^の評判に^35-がしくなってゐて、 道中 {4! 前の 大雜 誌が 出る ことな ど は 思 ひ 出 

す もの もなかつ たので ある。 

氷 蜂 は， づから 出- £| して、 多少の痰吿前金を^*め、 それに 自分の 時計、 冬の 洋服、 和服な ど を 質に 

入れた の を 足して、 社：：：； の c-w も $：； 窮 したの を 助け、 また 社の 日々 を 維持して 行く S1 を 立てた。 

五 n に は、 秀 安と 云 ふ 仇名の ある 老人が 社へ やって 來て、 印刷屋へ 渡す だけの 金 を 氷 峰に 受け取ら 

せた。 あたま が^げ て、 ^^さきの赤ぃこの老人は、 もと、 內 地の 或縣に 於いて、 縣：^ 議長まで した こ 

とが あるが • 今 は 札 K や 知らない 人がない くら ゐ なかなか 噙 へない 點に 於いて 名物 男 だ。 金貸しと 借 


b 手との 間に 這 入って、 ロ錢を 取る のが 商 買で， この 人の 手に かかって どん ぞ 二まで 失敗し ない もの 

はない とまで 云 はれて ゐる。 川 崎 社長 は • 苦し まぎれに、 この 人の 手 を 煩 はした の だ C 

『社 も， おの 手に かかる 樣 では- もう、 駄目 ぢゃ、 なァ』 と、 氷 峰が 冷 かすと、 渠は、 『なァ に、 ま ァ， 

精々 勉 la し 給へ』 と、 てんで 洒々 した もの だ。 そして、 『君の 產は どこ』 などと 義 雄に 平 氣な問 ひを發 

し， 辞 盤 を！ て、 その 前に 坐 わり、 『さ ァ、 來 給へ 11 五目 は 大丈夫 だら う。』 

義雄は 詰らない と 思 ひながら も 初會を 打って 兌た が、 この ほら 吹きお ゃぢ めと 分った ので、 ニ莕立 

て投 けにした。 それでも 平氣 なつら をして、 秀 安は歸 つて 行った。 

『今夜 一 つ 川上 を 見に 行かう か？』 氷 峰が 云 ひ 出した ので、 

『それ も 面， HI からう』 と、 義雄は 答へ た。 . 

川上 一座 は、 先月から 函 館へ 來 たついで に、 小撙 並びに 札幌 の大黑 座で 五 .=づ つ、 郤合 十日^、  二 

万 五 千 圓で寶 り 込まう とした。 ところが、 け ふ 曰、 もう、 お前な どの w る 幕で はない と， 首尾よく は 

ね附 けられた。 然し 他の 座 持ちに 泣き 附 いて、 漸く 興行 をして ゐ るので ある。 そして、 札^での 人氣 

はよ くない 0 

然し 義 雄が 行く つもりで 夕 馓後有 馬の 家から やって 來 ると、 氷 峰はゐ ない。 

ぢ よ 

『どうしたの』 と、 お 1^ さんに 驄 くと， かの 女 は、 
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『隣り のお 鈴さん と 芝 S へ 行った の。』 不平 さうな 顔つき だ。 義雄も 氷 峰の 逮 約に 對 して 不平が 出ない 

でもない。 

第一、 今夜のと まり？ F 所に 困る。 水 峰の 歸り は、 どうしても • 十 一 時 過ぎの 芝 の はね 後 だら う。 

それまで CI 分 はおい 女 ひとりの ところに 寢て 待つ こと は出來 ない。 


『いいと ころです よ。』 

『一 度 行って 见 たい、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 俊と IS に 行って eK れま すか？』 

こんな 冗 の應對 をした 跡で、 義雄 はまた 有 1151 の 家へ 引ッ 返した。 

その 跡 を追ッ かけて、 s:^ 外な 容が來 た。 加 藤 忠苦と 云って、 義雄の古ぃ！！：窓にして後^^で、 今は錢 

J 巡の 役：： r た。 

『相 らす ちょこく して ゐる、 ね。』 

『うん』 と、 加 ig はい やな： 卯 をした が、 雄に 昔 を 思 ひ 出せる 様な もとの 無 邪： ：1 に 返って、 『君の こと 

が 新^に 出て ねたから、 尋ねよう くと E、o つて —— それ も 急がし いので、 延引して ゐた。 けふメ ー ル 

へ！？ j!s を かけて as いて、 今、 あの 雜誌 社へ 行った の だ。』 


『久し振り だ、 話さう』 と， 義雄 は渠を つれて、 有 馬の 家へ あがった。 

義雄は 加 藤 を 有 馬の 容^に 招 じ 、勝手に がらす 窓 を 明けて 凉 しい 夜風 を 通し、 渠を 勇に も 紹介した。 

『君が まだ こちらに ゐ ると ァ 夢にも 知らなかった。 もう、 かれこれ 十四 五 年 だら う —— どう だ • 也 位 

はいい 加減 進んだら う？』 

『なァ に、 まだ 一 部の 掛り長 だ、 俸給と 手 常 を 入れて、 月 小 百 W ばかり だ。』 

『ま ァ、 それでも いい、 さ —— しッ かりやり 給へ o』 

『いつまでも、 こんな こッ ちゃ ァ やり切れな いよ。』 

『然し 結構です。』 勇 は ロを揷 み、 『僕 も 十 何年 一 日の 如く 勤めて ゐ るが、 敎師 など ァ、 君から 比べる と、 

橡の 下の ちから 持ち だ。』 

『いや、 お 互 ひて す。』 加 藤 は 勇 を あしらって、 義 雄に、 『？ f;? の敎師 はよ したの か？』 

『よしたと も、 今 は』 と、 義雄は ほほえみながら、 『饍ぉ i 製造 屋* さ。』 

『さう 云 ふこと を 新 間で 見て ゐ たが I 』 加 藤 は 云って、 樺 太な どよりも、 北悔 道の 方が 仕事 を すれ 

ぼくさ <\ ち 

ば 澤山出 來る餘 地が ある こと を、 あれ や これ やと 語った。 そして 『今、 牧草地に いい 場所が あるが、 

ね、 资 つても よし、 貸しても いいが、 成るべく は 協同で やりたい と 云 ふんだ。』 加 藤が かう 云った 時、 
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義雄は 身 振 ひする ほど んで その 話を聽 いた。 

牧 のこと にも 魏雄は 多少 考へを 向けて ゐ たの だ。 都合い いものなら、 それ を！ H あてに して、 手近 

く は 小 © の淼 本に 謀り、 それで 行かなければ- 束 京の  一 二の 知人に 相談 を かけて 見たい と 思 ふ。 继 

ゃ牧 )1^ などよりも * すッと 容易い 仕事で あるから である。 

加 藤の 云 ふが ままに、 手帳に 控 へて 行く と • 或 川 添 ひの 米 墾地、 年； 度 水が あがる から * 水田 

にもい いところ 二十 五町 歩。 買へば * 水田と して 一 反歩 六 固、 總計千 五 f.:: 圆 也。 ^り 1 ば、 借 他 料、 

ー年ニ；^：：五十回也〕 開懇 ^並びに 代 その他 一千 二  fcK 十圓也 0(一 反歩、 丌： 回の 割。) 收 入- 初年 

1 反歩に 附き 三回- 總計七 fc: 五十 n 也。 ニ华 EH は 却ってな し。 三年： HI から 、^年， 一 反歩 ー噸 十八 回、 

1 一十 五町 步 にっき 四千 五 百圆 也。 

そして、 牧草 は：. 3^1:^ の增 加に 對 して 不： Ji! なので、 陸^ « は 近頃 その 培養 を 獎勵 して ゐ るから • 一  1^ 

，ょク t つし， ラ 

十尸圆 で^-おに 糧 秣廠へ S3； り 込む ことが 出来る と 云 ふ 說明を 聽 き、 

『よし、 一 っ考へ て よう』 と、 ^^雄は加藤に受け合った。 そして、『僕もぁッちの^^1.業がぁゃしくな 

つてろ るので、 何 か 一 っこッ ちで つけなければ ならない から』 と、 附言した。 

「一 杯 飲みに 行かう ぢゃァ ないか？』 加 藤が 義雄 を引ッ り W したので、 勇 は、 玄^まで 送って 來て、 

『今.；^ つ こッ ちで とまる か、 ね？ •_! 


IT 島 m 君が 芝居へ 行った 留守 だから、 こッ ちへ 歸 つて 來 るよ。』 

『なァ に、 醉 つたと ころで とまる- さ』 と、 加 藤が 云って、 勇の 方に 向 ひ、 『しめ 出して 置いても 大丈 

夫です よ。』 

『^ 村さん、 成るべくお 歸 りなさい ませ、 さう お遊びに なると、 やめられなくなります よ』 と 云 ふ- 

お網さん の 聲が聽 えた。 

一六 

その 翌日、 午後 二 時 頃、 雜誌 社に 行き • 玄；！ のがら す戶を 明けても， け ふに 限って、 來客を 出迎へ 

に來る ものが 來 ない。 

篛雄 はいつ もの 通り 默 つて 靴脫ぎ を あがり、 そこの 障子 を 明ける と • お 君が 事務室から 編 g 窒 をい 

そいで とほって らしい、 いやな IS つき をして こちら を 見ながら、 茶の 問へ 來る のが 見えた。 

事務窒 に は * 氷 峰が ひとり 仰向けに 寢 ころんで、 暑さう にう ちわ を 使 ひながら • これ も • 義雄を 見 

て、 鍵な 顔 をして ゐる。 

義雄 は、 その 場の 聯想が ちょ ッと 怪しい 方面に 向った ので、 われ 知らす を かしい ほど 顔 を 赤め る。 

然し • 

放  浪  五六 五 


n 第 1 卷  五六 六 

『まさか』 と、 心で E-5 ひ. 1^ して、 『どうしたと 云 ふんだ？』 

いもと 

『なァ に』 と、 氷 條は身 を 起しながら ，『妹に 芝お を ねだられて をった のぢ や。』 

『うそです よ、 田 村さん。』 お 君 は 奥の 方から 聲を かける。 『わたし はねだり ません。 兄さんが 自 分で 他， 

人ば かりょくして、 お前 を つれて 行かな いのは 氣 の泰ぢ やから、 一 度 一 緒に 芝居に 行かう と 云 ふから、 

そんなら 今夜 つれて 行って と 云 ふたので すよ o』 

『どちらで も 同じで ないか？』 

『わたし は 誰れ かの 樣に ねだりません よ』 と、 お 君の 聲は 冷淡な うちに 多少の 熱が あるら しい。 

『然し • お 君さん だッ て』 と、 義雄は その 中を取って、 『行きた いのは 《：s 然だ、 ねえ』 と 云 ひながら • 

今まで 二人 は 一 種の 秘密な 情を以 つて 押し 答して 居た の だ、 な、 と 想像した。 

『！：^は、 ^に 失敬で あつたが』 と、 氷 蜂 は バットの 箱から 兩 切り 煙草 を 出しながら、 を 低め、 『ゆ ふ 

ベ、 隣り のと 行った のぢ や。 はね は 十 一時， S であった が、 途中で き やつが すね 出したん で、 ぁッ ちへ 

行ったり、 こッ ちへ 行ったり、 さ —— ると 云って 見たり、 歸 らんと 云って たり —— どこかへ ちょ 

ッ とつれ 込めば よかった らうが、 ^はま だ そこまで 決心して をらぬ から、 他日 若し 担絕 する 樣な こと 

が ある 場 <! "の 邪 一 飈を殘 しても 困る で、 なァ  < 通りの ない 街 をた だぶ ら附 いて、 I 時 頃に 歸 つたの 

ぢゃ o』 


『然し さ うぢら して 置いて- いよ/, \ 本物の 色：： ^遠 ひに でもな つたら， 可哀 さう ぢゃァ ないか of- 

『大丈夫、 さ。 お の怦 もさ うぢ やが、 年頃の 女と いふ 奴ァ、 思 ひつめ ると、 死ぬ ほど 熱心に もなら 

う。 然し、 また、 ^り 手に さめて 行く 時が ある もの ぢゃ。 思 はれた が 最後 • それ を 待って をる より 外 

に、 逸 ゆる 道 はなから うと 僕 は 思つ とる。 たと へば、 お 君 は 今 大分 さめて 浓た 時で、 お 鈴 は 今 熱した. 

綰 頂に 達して をる 時ぢ や。 

『さう 云 ふ 風に あしらって 行けるなら、 f!;; もなか./ \ えらい よ。』 

こんな 話が あってから、 氷 峰 は、 きの ふ、 物^ 北 劍が來 て、 義 雄に 會 ひたいと 云って ゐ たこと を 語る。 

『何の 用 だら う？』 

『何 か 未墾地の ことに 就いて だ、 君が 牧草 培養の 話 をして をった からと 云 ふて o』 

『ぢ ゃァ、 これから 行って 來 よう —— 實は、 ゆ ふべ、 鐵 道に 出て ゐる舊 友に 會 つたら、 牧草地に 適す 

る賫り 物が あ ると い ふ 件 も： るから。』 

大通り 七 丁目の 角なる 板 長屋の 一 つ は * 古くから 物 藥北劎 の 質素な 住 ひで ある。 

北 11^ 新報 失敗 以來、 借金の 跡始末の 外に 何の 用事 もない 主人 は、 そとで は、 自己 本籍の 所在地 部. 

合併の 問^に.！^ I 力し、 うちで は、 朝顔 を 培養して 樂 しんで ゐる。 渠は 酒好きで、 いくらでも 飮 むが、 
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何の もない。 その 藝 のない 無骨な 點 に 惚れ込ん て、 今の 紬 は來 た。 もとは^ を：； り ばす ことが 

有名な 女郎 だが、 頻 ばかりに は 心からう ち 込んだ と兒 え、 北 新報の 難局；；^ 代に は • かの 女の 部： ^ の 

金 IS 風まで も K 屋 へまげ てし まった。 お i?i と 云 ふが 忍 ひ 通り 夫婦に なれた 今 H では、 {s 分が 一： CJ 本家で 

でもあった 様に、 

『もう • 新^ 發行 など はい やです、 なァ』 と， 一;ム つて ゐる。 ヒス テリ 的に iiS せて はゐ るが * 颜に美 入 

ぢ上 

のお も かゆ は殘 つて ゐる。 北劎の 盛んであった 時 は * かの 女が 渠の 部下なる 記 我 氷 峰に 11 慰^の つ 

もりで、 わざく、  11 ^野遊びの をつ ぎ 込んだ もの だと 穀雄 は聽 いて ゐた 

『物^|^;^の絀*^には俟も隨分世話になったょ』 と • 氷 峰 は^々 語った。 

北劍 はお |> を緣が はに 呼び寄せ、 自分の 造った 朝顔の 鉢 を 友人 ii に 分配す る 相談 をして ゐた。 その 

棋. &は、 や 起きの ものに いいの を やり * 寢坊の ものに はさう いいの を やる 必要がない と 云 ふに ある。 

お i>; さん は， 

『c:l 出さん など は、 寢坊の 隊長です から、 よいの を あげる に 及びません、 わ』 と 云って るた。 

そこへ？ g 雄が 行き 合 はせ たので、 朝顔の 話から 始まって、 北劍が 釧路に Si 營 させて ある 牧. f のこと 

はう ばくば 

や 放牧 馬の ことに り * それから • 義 雄の 話し 出した 牧草の ことにな つた。 

『ゆ ふべ、 かう 云 ふ 話 を 待って 來た 友人が おる が- ど うだらう』 と •  5： 雄 は 乎暢を 出して、 その 控へ 


..^v 北 <S に： nk せる。 • 

『川 添 ひで- 水 1 どこか 知らん が • そんなよ いところ が淺 つて ゐる 笞 がない』 と、 北 劎は考 へ な 

がら、 『あっても •  I 反歩 六 四と は旣墾 成功 地の 愤格ぢ や。 それに 開墾 費 * 少く とも 三 圆を兒 込む と、 

As 11 - 高い * 高い。』 ぃッそ • この 方が 見込み あるか 知れない と 云って、， 渠は 一 と 綴. おの 書類 を 出し、. 

近々 やられる 成功 調丧を 金の ない 爲 めに 無 都 通過し 難が つて ゐる未 塾 地、 二百 三十 离坪 ほどが 天鹽に 

ある こと を說 明す る。 そして、 

『ちょ ッと木 を 切ったり、 柵 をめ ぐらした りする 金が 二百 か、 三百 あれば 無事な のぢゃ 11 何とかし 

て 見たら * ど うぢ や』 と 云 ふ。 

『ちょ ッと當 てが あるから • では、 その 方を當 つて 見よう か』 と * 義雄は 答へ て * それ もどう だか 分 

らな いが、 小 樽の 松 s: へ先づ 相談し ようと 自分 だけで 決める。 

『《=3 つて 見洽 へ、 君 も その 土地の 一 部分 を 貰 へれば * それ を土臺 にして、 牧草 培養 も 容易に 出來 るの 

ぢ やから』 と、 北劍は それから また 牧草 談に 移リ * 面白い ^3_^實 を 語る。 或 退職 軍人が 坊主に なって 本 

道に 來 たり * 人助けの 爲 めだと 云って、 頻りに 牧草 培 鼓の 利 i 钕を傳 道した。 それが 爲 めに、 本道に ク 

バ、 ル ー サン • チ モシ、 ケン タキな どの 牧草が 非常に 增 加した。 すると、 間もなく •  H 露 戰爭が 

起って、 秣廠は 充分な 買 ひ 上け をした。 そして、 その 坊主 は 多分 その 筋の 命 を 受けて、 牧草 を獎勵 
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したので あつたと いふ ことが 分った。 

『北； g 道に は、 まだ 不思議な ことが 多い よ』 と、 北 劎は義 雄の 感服して ゐ るのに 輪 を かけた。 

『あなたの ことが K 京の 新 に 出て をり ます、 なァ』 と 云って • ぉ豐は 前日の 都 新^ を 持って 來た Q 

見る と、 義雄 とお 鳥との 悪口が 出て ゐて、 中に 這 入った 加蕖 ばかりが いい 人物に なって ゐる。 

『こり ゃァ、 この 加 築と いふ 男 か、 さう でな けり ゃァ、 それが 周旋した 金貸し かが 村 料を與 へたのに. 

相逮 ない』 と、 一 i 雄は辦 明した。 心で は、 こんな 復簪 をされ るに は、 自分の 柬 京に 於け る 家が まだ 寶. 

れな いので、 借りた 元金 や 利子 を 妻が ま-た 拂 つて ゐ ない、 な， と 想像で きた。 

天盥の来墾地に關して^^雄が^せしたその返事が小樽から來た。 無論、 森 本の 手紙で ある。 

先月末の交涉：^^件を返{£?|-しょぅと2^ってゐるぅち、 未懇地 ilia の 知らせが あつたから、 二つ を 一 ^ 

に 返 isi- するとあって、 先づ、 義 雄の 最も 多く 望み を 馬して、 小撙 まで も 念押しに 出かけた 協同 問題 は 

すッ ばり 斷 わりだ。 

『三叫年間に取り48されるとぃふ|^の錙れ1製造の爲めに、 如何に 舊？ g して 資本金 を 出しても 知れた も 

の ゆえ • 松田家の|^!^$_^^しては*  りちい さ 過ぎる とい ふ现 山で、 あの はお^ わりす る ことに；^ 

定 致しました』 と。 


義雄 はこれ. MiS んで、 有形 的 物質的 勢力なる ものの、 自分が 豫 想して ゐ たよりも 偉大で ある こと を 

自覺 すると 同時に、 自分の 有する と 思 ふ 無形 的、 內容 的現實 の、 ま-たま だ 不充分な こと を おぼえた。 

この場合、 渠は 勝ち誇って ゐた 相撲が き は どい ところで 脊 負ひ投 け を喻 つたと 同様な 恥辱 を 感じた。 

『情けない、 なァ』 と、 渠は 心から 叫んだ。 無論- その 場に 人 は 誰れ もゐ なかった からで ある 0 

それから、 その あと を ？ま むと、 未墾地の 方 も * 實は、 それと 殆ど 同じ 方面に 二 萬 町歩ば かり 着手 中 

のがあって、 その 處 分に 困難して ゐた ところ だ。 現に、 きの ふ、 成功 調査 を 受ける 爲め • 雇 ひ 技師が 

その 地に 向って 小 樽 を出發 したが、 それが 歸り 次第、 鬼に 角、 I 度 書類 を 見ようと ある。 

義雄 はせ めて この 土地 問 超 だけで もうまく 成功 させたい と專ら になる。 然し これ は、 『また 駄目 だら 

う』 と、 默 笑に 附 せられる の を 恐れて、 勇に は 話さなかった。 

樺 太から の 便り も 一 向ない ので、 仕事の 初 まり 次第 云 つてよ こせと いふ 《ガキ を 弟へ 出した。 そし 

て、 渠は 自分の 文句が 一 便 有に 過激な 命令に なって 行く の を おぼえた。 

然し、 それと 行き 遠 ひに、 弟から 細かい 字で 書いた ハガキ が 着した。 いよく 仕事 を 初め 出す こと 

が 出來る 時に なった が、 蟹 は 毎日 五疋 から 十疋、 1 1 十疋 しか 得られない。 且、 それが 一 疋に附 き 1 1 十 

錢も 二十 五 餞 もす る。 これで は 引き合 ふ笞 がない と 怒られる かも 知れない が、 僅かで も 製造し なけれ 

ば、 融通が つかない と ある。 

故浪  五 七 1 
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『5::^^ ！』 かう 叫んで、 If 雄 は その 《ガキ を： £ に 投げつ けた。 そして * その 輕ぃ 紙に 手 ごた へがない 

の を • 自分の 事 紫に 手 ごた へがない のと 同じ様に 思った。 『駄： n だ、 駄 a だ 11 俟 は- もう、 樺 太を斷 

念す る！』 

『さう 云 ふん ぢゃァ 困る * ねえ』 と • 勇が 云 ふの を g| くと •  IS は義 雄よりも さきに それ を 読んだら し 

『*t に * 無禮 だ』 と、 義雄は 心で は 怒った が、 ハガキ だから 止む を 得ない こと だ。 それに •  fB^ は、 近 

顷時々 f (雄 が^のと ころに とまるので、 義雄 のこと を 心；^ し 出したら しい。 それが S に 立つ ほどに な 

つた。 束 京の 家の 方が どうな つたの か 丸で 昔 沙汰が なく • 樺 太から も 送金して 來 ない。 小栂 漁業 家の 

協：！^ L 祖は駄 z:: になる。 すべて 初めに 云った ことと は 遠って ゐ る。 そこへ、 また この ハガキ だから、 

『どうせ * 失敗 だら うから』 と- 忠齿 がまし く 云った、 『； 小へ 歸 つた 方が よから う 11 こないだ 

出した とい ふ 稿料が 來 たら、 それで；； g りれ w_ へ。 牧 fiZf のこと など ァ、 ちょ ッ くり 行く もの ぢゃァ ない。』 

『そり ゃァ、 さう です よ * おおりに なれば • また 奥さんのお 力に もな りましょう から』 と * お 綱さん 

も 調子 を 合 はす。 

「何 を 云ゃァ がる、 この 所！， が 持ちめ^!』 かう E 心った が • 義雄 はさう 見せないで * ただ やわらかに、 

『歸ら なければ ならない ことに なれば： a ります が • まだ 少し 考 へがあります から』 と 云って、 天 1- の 


土地の こと を また 思 ひ 出した。 

一七 

辭 令に 巧みな 壯語 SRB^ 後藤 遞相を 送 力、 駄句り 屋子爾 岡 部 法相 を 送った 北海道 は、 今 また 伊藤 公爵 

と韓 太子と を迎 へた。 

韓 太子が 主で、 公 爾を從 にして 待遇しょう とした 河 島 長官 は、 衆人 稱坐 而も 藝者 などが 澤山ゐ る 中 

で • 公爵から 1^ り附 けられた。 そして • 如何に 太子のお 伴で も • ほ 分 は 分おから、 そのつ もりで 待 

遇 を 怠 るな と 命令 さ れた。 

その 時の 長官の 恐縮し 方が を かしかった と 云って、 それ を實 見した 人々 から 評判に なった 。そして 

伊 藤 公餺に 關 する 記事 は、 韓 太子の よりも 多く、 諸 新 間に 出た。 北海 メ ー ルゃ小 樽 新報 は 勿論 • 

^^牛の編鞞する北星にも、 渠の 人物評 ゃ戀 物語が 揭 載され た。 

かう 云 ふ 賑やかな 時に 常って、 氷 峰 は li り 新聞 界の 友人 等に かけ 離れて、 未刊 雑誌 原稿の 校正の 爲 

めに 印 II 屋へ 往復ば かりして ねる。 

蕖の 好きな 猫が、 殺された のか、 見え なくなつ たので、 その代りに、 どこから か 鬼 をー對 貰って 來 

た。 窨 生に 命じて、 庭の 隅に © い 板が こ ひ を 造らせ、 そこへ 入れ、 博物館 構内の 牧草な ど を 取って 米 

紋  浪.  艽七 コ一 
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て ゆ はし て^いた。 鼓と なく、 夜と なく、 他家の 猫が い たづら をし に來 るの が 分って ゐ たが、 三日 目 

の晚 に、 大きな 音が した かと 思 ふと • きゅう ッと云 ふ 低い 聲が聽 えた 切り *  二 匹と もゐ なくなった。 

ランプ を 持ち出して、 呰と 一 絡に 義雄も 頻りに 隅々 を 探して 見た が 兄えなかった。 

『きッ と、 かいたち が 1^ ひ 殺した の だ • わ』 と、 お 君さん は可哀 さう がった。 

その 翌朝、 $:で则が^^ぃと云ひ出したので、 よく 調べて 見る と、 その 肥えつ ば を かき交ぜて、 一匹 

の 兎が おぼれて ゐた。 その また 翌日、 ふと 氣 がっくと、 無言の 動物が また 一 匹 もとの 巢の そばに しゃ 

がんで ゐた。 二日 立っても 道 を 忘れす、 その 死んだ と は 知らない つれ を 追 ふて 来たの だ。 ，か んで ねる 

方の 觅だ が、 喉 を 5i く^まれて ゐ たので、 食事 を 少しもせ す、 その また 翌日 死んで しまった。 

『兄さん、 どうしょう』 と * お 君 は 自分の 妹で も 失った かの 様に 泣いた。 

その 日であった、 氷 峰 はお 君 を いつまでも —— たと へ、 查 どころ 仕事 をして 賀 ふに は 便利た が —— 

ぢょ  ぢょ 

とめて & にくの は、 かの 女の め 並びに. E 分の 爲 めに よくない と考 へつ いた。 そして、 かの 女の いやが 

るに も拘ら す、 山なる 長兄の もと へ 歸 してし まう ことに 決めた。 

隣り のお 鈴さん は、 話し 和 手 を 失 ひながら も、 之から i 迷 慮な く 思 ふ 人に 近づける の を 1：* ぶら しかつ 

た。 

、然し、 氷 峰 も i% 他へ 轉 すろ 必耍が m 來た。 と 云 ふの は、 社長が 會 計上の 不始末で も あったら 困る 


と 云ふ考 へで、 自分の 13 んだ會 計 掛りを そこ へ 住み込ませる ことにな つたから である。 

『水く さい * なァ』 と • 氷 峰 は 云った が、 ^！！分も臺どころ掛りを失ふので、 下宿屋へ でも 行く 方が い 

いと 決心した 0 そして、 渠 はお 鈴 ゃ篛雄 と共にお 君 をステ ー シ ョ ンに 見送った 日. 印刷 星に 近い、 

！ 一條の 西 I  丁目. なる 鈴 木と いふ 下宿屋へ 移った 0 

氷 峰が 下 重 住 ひに なって 見る と • 藉雄は そこへ 行って li しも 出 f いから ノ有 馬の 家 i い 

て 世 お ふこと になった。 

身 者の 不 しだら な 家と は 遠 ひ、 夫婦 子供が 小じんまりと 暮 して ゐる 家庭へ 世話になって ゐる のま、 

義雄 として はな かく こころ 苦しい。 

ぃッ そのこと * 思 ひ 切って、 柬 京の 自由な 友人間へ 歸ら うかと も 思 はないで はない。 然し、 今のと 

ころ. 歸る にしても s§ へない ので、 T; 面 を S 、むと すれば、 氷 峰より ほかにな いが  >  渠も亦 今 は- 

社長に 束縛され て、 のみ 着の ままで 下宿屋 住 ひに なった r> だ。 

『どうしても， 原稿|1 いて、 勇 夫婦に 安心 |て筐 くべ しだ。』 かう 考 へて、 義雄 は， その 月の 一 日 

の^ 央 公論に 出た- 廿1{ 氏の 自分に する 長 論文 (執 肇卷 から 送って 吳れ た) の 反駭を まばき 初めた。 其 

氏の 難に 對 して、 義 雄の 人生 I びに 藝術觀 (これ は渠 の論產 『新 自然主義』 に 於いて 發 表して あ 

&  ^  玉 七 五 
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る) を SS 護す る爲 めで ある。 

i へ 一 し^ 氏の 論法が 徒らに！ 籍上の 空 論に 終って ゐ るの を 見る と、 氣の *S なほ ど みじめな 感じが した。 

1g 雄 は、 r ル 一 に、 0 分が iflE: 年 時代に 一 たび 足 を 入れ かけた 舉^ や 宗敎家 仲 問に 這 入らなかった の を 喜 

んだ。 そして その ゆ 代の 同學ゃ 知人 や 感化 者に して、 今もなほ1^^^5^習の夢が覺めす* 生命 もない 形式 

に Z はれ、 生きながら 死んで ゐる渠 等の 狀態を 忍 ひ 浮べ、 如： 1： にも あはれ な ものば かりだと 考 へた。 

期 休^も 終 はり、 お 朝 八 時から が 校へ 出かける 様になつ たの を 幸 ひ、 の^ 齋 に引ッ 龍って、 

^雄 は を 執って ゐ るの だが、 ここに は ブラ トン はない、 ィム マー 一 ユエ ル カント はない。 スヰ デンボ 

ルグ はない、 H マ ソン はない。 渠等 はすべ て義 雄の 古い 感化 者で ある。 そして 今では 渠の 思想 上に 於 

ける である。 K 〈は 鍋 や！； r を そばに へ て、 その 向 ふ を 張る の を 正直な 誇りと してる るの だ。 渠等 のな 

いのは- IS に 取って、 11: だか 心寂しい 様 だ。 

然し • その代り、 反對 的に でも カント ゃェ マ ソン を そばに 控 へない 放浪の 身で ありながら、 今 持つ 

てゐる m5 想 を まとめ 得られる の は、 自分の 精神と 神 g とに 獨釗の 情 想が 出 來てゐ るからで あると * 自 

分で 心丈夫に ふ。 

『，门 分の 悲 な 思索 は 自分の^ 掊經驗 だ。』 かう 思 ふと、 自分の これまでに 經て來 た 幾多の 戀， 信仰 • 

*^<的努方、 1^8. 親不孝、 妻子 を^ 待、 友人の 離散 • 失 IT 懐疑 •  1.  f  I  i 


未遂 • 戀愛的 事業、 生の 自覺、 悲哀 苦痛の 我 實的體 得な ど、 それから それへ と變 轉滑脫 して 來た 間に 

も， 自分 は 終始一貫して ゐ るの を • 自分ながら 痛切に 感じた。 

そして、 筆な どを以 つて まどろ ッ こしい 論^ をす るよりも • 寧ろ 自分 その物 を 〈1 のま ま 論敏の 前へ 

ほうり 出した 方が 手 速い 證明 だと 考 へる。 

然した だ、 東京と 札幌 と、 海山 何百 里の 隔てが この 論戦の 筆 を渠に 執らせる の だ。 渠は鎮 の 鎞詰事 

業に 熱中した と 同じ 覺悟 を以 つて、 構想 をめ ぐらす。 

『執筆の 意志』 とい ふ 第 一 項 を 書いて から- 駁論 全體の 項目 を 先 づ數へ あ け て 見た 0 『新 文藝に 平行す 

べき 新哲學 いまだ. 教 現せす』 とか、 『論者 こそ 却って 抽象的』 とか、 『主義と 理想との 新 解釋』 とか、 『論 

者と 力 ライル と 自分と の 相違 點』 とか、 いふの を列皋 しな がら、 『現實 は 自我 の 無 理想的 活動』 とか、 『解 

決 は 死、 無 解決 は 生』 とか、 『活動 は 苦痛な り』 とか 、『強烈 生活 は優强 者の 勝利に 歸す』 とかい ふのに 

至る と、 項目 だけ I ゆた のに 對 しても • 自分 は旣に 自分 Q 現在の 本體を 活躍 させ 得た とい ふ 樣な畜 

み を おぼえる。 痛み は 即ち 自分の 眞摯 な快樂 であった。 

『戀 ゃ囊は 自己の 活動であって、 手段 •  a 的で はない。』 かう 考 へて、 目的 を 持つ から 失戀、 失 S 

見える の だが、 自分が、 謹に 活動して さへ ゐ たのなら、 失敗 も 成功 も ある もので はない。 そして、 ^ 

放  浪 
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の C 分 ほど 强烈な 活動 を 心身に おぼえる こと は少 いと 思 ふ。 

、s のこの 現 e 的ぽま § は 二日ば かり つづいた。 そして、 三十 枚 ほどまで 原稿が 進んだ。 S1 目 も 『悲. 船 

の 竹 现』 とする ことにき まった。 然し その 進涉は 殆ど 忘れて ゐ たもの の 記 惊を界 起した ので 途 結され 

てし まった。 

ISf は 段々 の 順序に 從ひ、 家 も 忘れ、 妻子 も 忘れて ゐる。 樺 太の 事業 を も 忘れて ゐる。 そして またお 

c:! を も 殆ど 忘れて ゐた。 ところが、 かの 女から * 突然 、『ス グイ タカ ネオ タレ』 とい ふ 電報が 來た。 

つ！： ： らく； g り もしないで、 人 を 馬鹿にして ゐゃァ がる！』 かう 考へ て、 義雄は そこに 心の ない ほどに 

な， ゆだ。 そして、 CI 分の やって ゐる こと を 返り 見た。 

「この を I. むき 終 はって 東京へ 送っても、 若し 出す ところが なく ッて、 料が 取れないなら、 座 

の 問に は 八：： はない。』 

いくら 結に しても 百 五六 十 枚に はなら う。 そんな 長い 論文 を 出して CJIU^ る雜誌 はちよ ッ と、 お 法お 

がない。 先づ、 n? じ 中央 公論 だら うが、 それ もさう つづけざまに はどう だか 分らない。 且、 さきに 送 

つた ニーお に對 しても • 各社 は 人 を 馬鹿にして ゐる、 留守 だと 思って、 稿料 を 早く sl^ 取らせて eSUi な 

い ありさま だ。 

北； g メ ー ルの 天^も さう だ。 パスく と 云って ゐ ながら、 少しも それ を 旭川から 取り寄せる 手 つづ 


きを 熱心に やらない。 北. 海道 巡遊 も、 もう、 當 てに はならない の だ。 

『せめて、 札 けにで も • もッと 親しんで 見たい もの だが』 まふと、 ただつ ッ 立って ゐる 樹木の 

. ^タヤ、 白 i のな がめ だけで は、 満 if い。 また、 百姓 攀の 八百屋 ゃ燒 きもき し 

屋 たけで もさう だ。 

義雄 はぁッ たかい 抱 擦に 久しく 遠ざかって ゐ るので ある。 

I 八 

渠の UQf  、 高 I のな じみ やら、 i ま 藝者 やら. 小 揮の 料理屋の や、 路上で 印象 I た 女 

やらの 記憶が、 皮々 通り過ぎる。 然し、 通り過ぎる だけで、 直ぐ 消えて しまう。 あ を 得た 女 

H 蕖には • 闇に とぼった 光が 直ぐ また 消えた 跡の 樣に、 一 しほ 寂しくて、 寂しくて 溜らない 

『hu、 歸 つてし まへ！』 かう 自分で 募に 命令した 時 は、 一 刻 も 早く 歸 京して、 あの 迷って 

る 女た が、 心の 分った 意に、 今 一 度會 つて 見たい とい ふつ もりになる。  てはゐ 

し はお 鳥に は、 ただ 冷淡に、 自分が 歸 るか- かの を 呼ぶ か、 どちらも ま i しられな いから、 . 

し 待てと い. 譽 出した。 そして、 別に、 營 暦 i て、 ！ いが、 旅費 ir: 

ま 旗 
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■ して EK れろと 紐んで やった。 一 人 t てた Q では、 留守で あったり、 W 來 なかったり して、 問に 

合 はない かも 知れない と 思った からだ。  . 

義 雄が： i 京と 決心した の を 喜んだ の は 勇 夫婦 だ 。その 日の 夕方 は、 めづ らしく 特別な 御馳走 をし プ 

そしてお 綱さん が、  . 

r 奥さんが さぞお 喜びになる でしよう よ』 と 云 ふと、 勇 も それにつ いて 

S も 惑い こと I はない ー. さう した 方が 賞 際い いの だ。 君 は 越年の 計畫も 云って ゐた樣 であった 

が、 充分の 用意が なくって は、 札 幌の冬 は 寒い から、 ね。』 

『なァ に、 マオ 力に さへ 鼙 しょうと したの だから』 と、 蒙 は 少し 反抗的に、 『北海道で はな ほ更ら 

S. たらう が ー.』 勇 I、 いや、 札 S ばかりが 募の 好奇心 を 引いた 北證 ではない こき ほのめ 

かして、 『然し、 免に 角 • かう 用金が 不自由で は、 ねえ』 と 微笑した。 

と、 ？ P こちらの 土地 不案內 を 諷する 口調で、 『來 るの が 突然 だから、 惯れ ない と、 

ちょ ッと まごつかされる。』 

『まごつく の は、 まごつく 奴が 惡 いの だら う。』 

^し*  S 学と、 I は 今から I や 多少 まごついて ゐる 形が ある。 それ を 氣が附 かない ほどの 

人 だと E 、わ はれる のが 不本 蜜ので、 且は、 また、 自分 は 決して そこまでう かくして わるもの では 


ない とい ふこと を 示め す爲 め、 二三 年 前 • 越年 期の マオ 力で、 食糧 上の 大慘 事が あった こと を 房に 語 

り聽 かせた。 

それ はかう である — マオ 力へ 初めて 來た 移住者 等 Q, うち、 越年の 用意に 氣が附 かなかった 爲め、 

カレよ， （^結 水す るに 至ってから、 あちらに もこ ちらに も 餓ゑを 叫ぶ ものが 出 米/ J。 そ； r-!^.^ で錢 

饉の狀 態であった。 官憲 は その 虚 分に 困り、 急 仕立ての 慈善 會を 催しな どして、 僅かに 救濟 する こと 

が 出来た。 その 翌年から は、 雪が 降り出す 前に、 巡査が 必らす 各戸 を まわり、 三 四 人の 家族に 附き米 

三 使， 味 tM と 樽の 用意 をして あるか、 どうか を 1^ り 調べる ことにな つて ゐる。 

『馬^な 奴 は、 官憲で も、 人民で も • そんな 目に 逢って から、 漸く 注意す るの だ』 と、 義雄は 政治的 

意味 を帶 び させた つもりで 男に 云 ふ。 

『さう いふの は、 困った もの だ、 ねえ』 と- 、答へ て， 小 だはり のない 世 問ば なしに 移る。 

義雄は 珍ら しくい ぃ氣 持ちに 醉 つた。 

獨り ふら/ \ と 有 馬の 家 を 出で、 唔 やみの 道 を、 博物館 わきに 於いて、 かの ァカ ダモ — ^露の 手 

の 様な 枝- すさん で 行く 自分 を 放浪の 第 一 日に 優しく • 寂しく やわらけ て CJ^ れた： II はこの 5^ だら 

うな どと 考 へた。 それから、 南 ニ條に 行き * 永 峰に 決心の ほど を 告げた。 
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泡 玉 八 二 

『歸 るなら、 旅 g;:; ぐら ゐ はする つもり. ちゃが、 今のところ、 君 も 知つ とる 通り、 僕 身の $3 がま わら 

ぬの ぢ やから、 なァ』 と • 氷 峰 は 云 ふ。 

『なァ に、 それ はけ ふ 束 京の 友人 二三 名へ 云って やった から、 どれから か 送って 送る、 さ』 と • 義雄 

は 氷 峰に： 半：. 釩を兑 せる。 

『さう か』 と-: ム つたば かりで、 氷 峰 は 頻りに 同席の 印刷 星に 向 ひ、 錄刊に 迫った 雜 誌に 關 する 至急な 

話 をして ゐ るので、 小 使 を 借りて また そこ を 出で- もう、 やがて 別れる のかと 思 ふ 市中 を、 納めの 

つもりで ぶらつ ぃヒ。 

足 は.：^々 な SS; の 力に，： 1： いたが、 あがり もしない のに、 地 廻りの 様に、 格子 さき を まごつく の は 詰ら 

ない と 忍 ひ 返した。 そして、 独 小路の 賑やかな 夜 ii;" を ひやかしながら、 掘り割り 水道 を ie^ へ 渡った 0 

ガスの H 化い 夜で、 々の あかりが ッ ぼく： 5- える。 

その^に 客 を引ッ 張る 女が ゐ ると ai いて ゐ たから、 好 寄 心 を 起した ので あるが、 八 字 ひゆの 風來^ 

を 誰れ も 相手に して SK れる もの はない。 その 癖 * 行き 會ふ女 はすべ て それでな いかと m 心 はれた。 

ふと、 思ひ附 いたの は、 そば：： iii とい ふ 物 だ。 束 京な どと は途 つて、 云って 见れ ば、 そこが 仙 S なら 

汁粉 M とい ふところ ださう だ。 そば は 却って どうで もい いので、 いろんな 料理で 洒を飮 ませ、 その. H 

の 相^も 出來 るの だ。 


ilo 一  とみやげ に • それが どんなと ころ S 見して 匿 かう。』 かう 考へ て、 蕭 はと ある 雷. 

を 見つけて、 そこへ あがった。 

こせく と 小锃屋 のま、， たな 5 家で、 べたべた §5 さけた 不別 I 四 人 I 人もゐ る。 

そのうちの 一 人が 出て 來て、  - 

『御 料理 は 何が よろしい』 と 云 ふ。 

r 僕 はもう 醉 つて ゐ るんだ から、 そば だけ 喰 ひに 來 たの だ。』 かう 斐 して、 『それにお 齜子を 一本』 と 

Il^った切り、 女が 勸 める 他の 料理 は 命じなかった。 

それで 女 を挈に 話して 見ようと しても、 自分 は 何となく 氣が とがめて 調子に 乘れ ないし、 f 

とちら を 安いお 客と 見た のか、 話しかけられても、 冷やかな 渗 ばかり— 横 を 向いて、 蟹 的 

喷 つて ゐる。 

Is 普通のまで- S して れてゐ ない ので はない が、 簾 If は、 それ： SI 挑 發こは 

れ たの だ。 然し それに 應 する 手 づ るがない。 

そして 、二三 蠢っ I 屋で tr どんな 女 か 分らない が >  實共 §tl てゐ る。 

義雄は 座に S へない 樣 な- いやな 氣 がして 來 たので、 それだけの 拂ひ をして • そこ を 出た。 

雨が しょ ぼ/ \ 降り出し たので ある。 
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IB 雄は伞 なしでの そりく 歩く。 醉 つて ゐ るので、 埶 i した 顔に 雨が ひやり/ るの が資 に氣 持ち 

いい。 そして、 

分 は 解ける 物で もない、 また く^ 事の ある 身で もない。』 かう 考 へて、 わざとく そ 度胸 を 決めた 

ところ は • どうしても • 燒 けッ胶 だと iiii 分で も つた。 

掘り割り 水 泣に 添 ふて 北に 行き、 北 條を 西の方へ、 今 聽 いた 女の 追 ひ 分節 を 繰り返しな がら^つ 

て來 ると-行く手の ガスの 屮 から 一 つ、 力 ンテラの光が！：：^んるo それが 氷 峰の 社の 角なる もろこし 店 

で- いつもと $s つて、 ィ タヤ もみ ぢの 下なる おや ぢは I、 さう に恨爐 火に しがみ 附 いて ゐる。 

何となく 話 がして 見た くな つたので、 その そばへ 行き， 

『この 雨に、 おそくまで よく かせぐ. ね。』 初めての 聲を かける と • 

「へい。』 藥は 丁寧に あたま を 下け たが、 さも 細れく しさう に、 『上機嫌で、 =: 邦 はいつ も 御 結構です。』 

義雄 は、 このお ゃぢ ばかりが 唯 一 で 最後の 親友 かと * 興 ざめ ざる を なかった。 

一九  ， 

氷 峰の 雜 誌の 初號が 刷り あがって、 その 刊が あすの 十五 に 迫って ゐ るのに、 社としてそれを？^^^ 

き 取る 川， が 出 來てゐ ない ばかり か、 ^.::1^^^^が下{伯へ拂ふ前舍も- 僅かば かり を與 へた ほか * まだ^ 


す ことが 出來 ない の だ。 これ は、 義雄も • 一緒に 行って そこ を 採し 當て たので • よく 知って るる。 

『ところが、 あの 婆々 ァは なかく 氣 前者 ぢ ゃぜ』 と • 氷 峰 は 讚め てゐ た。 婆々 ァと は、 そこの 女^ 

たち 

人で • 五十 近いが、 まだ 目に 立つ ほどお 白い もっける 質の 女 だ。 

義雄 は、 そこの 貰 ひ 娘 や 女中に、  I 

『目の きょと くした • 言紫附 きの 荒ッ ぼい 人』 として、 嫌 はれて ゐ る。 十四日の 夜 •  が 氷 峰の 二 

階の 窒に 行って ゐ ると、 下の 娘が あがって 来て、 

プか 

『島 田さん * お母さん がお 約束の 林檎 を 御馳走し ますから いら ッ しゃい ッて』 と 云った。 

氷 峰 は それにつ いて 行って、 暫 らく 戾 つて 來 ない。 義雄 は蕖を 待ちながら、 雜 誌の 刷り 上り 見本の 

ベ ー ジを 繰って 見る と、 雨 敬、 新 戸部、 山縣勇 次郞 * その他 知名の 人人の 村 料の 外に、 呑 牛め 人物評 

や 逸 is^f^c 天聲の 新開 編 1： 苦心談 • 北 劍の中 野天 門談 などが ある。 義 雄の 書いた の は • 

『詩人 文豪より 蟹の 鑲詰 製造 家と なりたる 田村義 雄の 鍾 詰談』 と 云 ふ、 長い 表^で 載って ゐる。 そし 

て、 義雄 • 氷 峰、 勇が 三人で 撮影した 寫眞が 挿んで あって、 義 雄の 見出しに は 『將 に實棠 家と ならん 

とする 田 村義雄 氏』 と ある。 

籙雄 はこれ を 見た 時 • 非常に 心で 苦しみ をおば えた。 その 原稿と 寫 3 典と が發 表されな いうちに、 も 

う、 自分の^ 業 は 殆ど 跡 かた も なくなって ゐる ありさまで あるから である。 
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は 雜誌を 伏せて しまった。 然し- 氷 峰の るの が 待ち遠しい ままに、 また それ を 開ら いて 2^ ると， 

二 ぼべ ー ジ餘の 四 六 二 ^大の が 殆ど 各べ ー ジに 大小 一 つなり、 二つ、 ニーつな りの存 典が 這 入って 

ゐる。 材料 はすべ て 北： g 逍^！: だが、 その 體裁は 束 京のお もな 資紫雜 誌に も 劣って ゐ ない。 痰吿 も、 澤 

山あって、 金の あがらな いのは 社長 川 崎 膝 五郎の 請 吿と、 氷 峰の 詩 告と、 養 維の 詩 St 『半 

と 『新， HI 然中： ：}ig』 との 廣 $： ばかり • あと はすべ て 取れる もの だ。 

『北 s?;^ に 於け る 絶後で はない かも 知れぬ が、 {t^^ の 大雜誌 だら う』 とい ふ、 仲^での 評判 は 識め過 

ぎで ない と m-u はれた 0 

そこへ、 氷 峰が 左り に 酒 を 注いだ 猪口 を 持ち、 右に 德利を 持ち • 鍵な 手つきで 兩 方から 肩と 平行す 

る ほどに あゆ、 を 丸めて を かしな 様子で、 女主 人の 婆ァ さんに ふすま を 明けさせて、 這 入って 來 た。 

『ああ、 醉 ふた、 ： がふた』 と、 £ ポ はや： わらないで ふらく して ゐ る。 

『お 酒が こぼれる ぢ やありません か』 と、 婆ァ さん は总 子で も 世話す る 様に sl^ を^へ る。 然し かの！ 

も醉 つて 顏が 赤くな つて ゐる。 

「さ- もう、 お休みなさい。』 婆 ァ さん は Jsn と德 利と を^ 峰から 取り 上 ゆ、 『これ はお 客さん にあけ る 

と 云 ふて、 持って 來 たのです から』 と >  該 雄の 前に S く。 そして、 かの 5^ は 立ち •  おってし まった。 


力る レ i フ 2 と- 錄 はけろ りと した。 それほど 醉 つて ゐ るので まない らし，。 

『どうしたの だ？』  I 

『なァ に』 と •  i はい まくし さう に、 『あの 年 をして、 おれに 氣が ある は あきれら ァ. な。 

磨からの 約束であった が、 rffi めと 云 ふの ぢゃ。 飮 むと、 き は i 間で 女中の 用の 邪；； 

になる から、 お母さんの 靈へ 來ぃ桌 ふ I や。 、は、 ん、 か、 臭、 いから、 逃げて 來 たの、 f 

r そんな 婆ァ さんら しい、 ね o』 

と 『一 UUUIr 雷と 住ん？  siii  f 響しょう 

『困った f ァ だ。』 難 も 調子 を 合 はせ たが. 自分 8 のこと I ひやる と. かの：^ こして.^ し 少し 

て も浮氣 があるなら * ここのと 同じ様になる かも 知れない がと 云 ふ檨な ことが. 5。 そして、 -|、， 

，若い ち 若い 女と 目 をつ ける 様になつ たと 考 へられ I け、 反對 に、 S り 女の 色氣 をぞク と；： 

る ほどい やな 物 だと 聯 した。  f  、 . 

『f これで はやり 切れないよ』 と- 錄纏 雄と 爐を 挾んで g する。 『I から は 管 

をよ こすし。 お ，謹に 行く と 云 ふて i れ. f をして 來 るし。 また、 f 

來 月が 臨月 ぢ やから、 金 だけで も §s れ ろと 云 ふて 來 るし。 その 本人 はまた 死んで しま ゥ 
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泡 ^八 fe- 浓ー卷  五八 八 

と 云 ふ 手紙 ぢゃ。 け ふ も 服まで K に 入れて、 郵便 かわせ を 送って やった のぢ や。』 

「身から 出た さび、 さ。』 かう 云って • 義 雄は獨 酌す る。 『然し • 事情が 事情 だけに、 お 君さん は 可哀さ 

ラ だよ。 叔父さん を戀 すると は、 もう、 現代で は 悲劇 だ。』 

『それに、 雜誌 はこの 通り 刷り 上っても， これ を 受け取る 金が あすまでに 出來 るか、 どうか 分らん。 

僕 もよ わった、 な ァ。』 

『K: し 雜 誌の ガは 社長が どうかす る だら う， さ。』 

r それにしても、 僕の 入用が あるの ぢゃ。 今 * 頻りに 人 を 持って 呼び出しに 來る 女が あるから * あす 

迷 ふて やって、 それから 一 一三 fC 出させようかと E 心 ふて をる。』 

『E:- めかけに 行く のかい？』  . 

『ま ァ、 さう 太き な^をす るな』 と微 t 一八して、 氷 峰 は 雜誌を つき出し、 『時に、 うまく 出來 たら ラ * ど 

うぢ や？』 

『立派な もの だが、 © ；れて 5^ れな いと 困る、 ね。』 

「それ は 僕に 充分？ I？ へが ある、 さ。 11 初號を 出したら • 直ぐ 新聞記者が はへ 披露 會を やる が、 君に 

も來 てお ふ ぞ。』 

『そり ゃァ ありがたい、 れ。』 


こんな 話から 蓊に 移り、 互 ひ 先の 勝员 があって、 義雄は その 部 ill で 氷 峰と 一 つ 床へ あとさきに 這 入 

つた。 實は、 今夜、 勇は擧 校の 當直 であるから、 細君ば かりの 家に とまるの を氣の 毒に 思って、 義雄 

はこ ちらへ 來 たの だ。 

『野郎 同士で は 仕 やうがない、 な ァ。』 

『然し、 あの 婆ァ さん ぢゃァ 溜るまい よ。』 

『は、 はッ』 と、 二人 は あとさきの 枕 もとから 笑 ひ聲を 出した。 

氷 峰 は 少し 風 を 引いて ゐ たので、 赣 雄と 夢うつつ で蒲圑 の引ッ 張り合 ひ をした。 そして、 義雄 は、 

北海道 は 夜中に なると • 夏で もなか/ \- 寒い とい ふこと を實驗 した。 

二  0 

中島 遊 園の 料理屋 大中 本店に 於いて • 午後 j 時 頃から、 氷 蜂と 或 女と その 仲に 這 入った 取り持ち 年 

增 とが 會 見した。 こ の 件 ははな し 上手な 氷 峰 自身の 詳しい 報告 を義 雄が また 義雄 自身で 解釋 して 見た 

の だが 一 

女 は 二十 二 だと 稱 して ゐ るが、 そこの 女中に 料理 を 命じたり、 酒 を あつら へたり する その 態度 や、 

しッ かりした 口振りから 推察す ると、 どうしても、 水 峰と はさう 年が 遠って ゐ ないだら う。 然し、 自 
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分から 呼び出し を かけた のに は 似合 はす、 男に 對 して どことなくう ぶな： fs" 恥 A,# び- 何 か 問 はれる た 

びに 節 を 赤く する 樣子を 見る と * 決して 苦勞人 筋の もので はない らしい 0 むッ くりした 美人 は 美人で 

あった。 

『お 久し 搞 りで 御座いました』 と、 女が 初めての 挨拶した 時- 氷 峰 は その 馴れく しさう にされ るの 

を^^外に思ひ， ど AJ で々 つた ことがある のか 知らん と、 さまざまに 心で は老， 'へて 見る が、 どうも 心當 

りがなかった。 

名 は^ 杉 成 子と 云 ふの を S 、りに。 どこかの 耿の會 へ 出た ことの ある 女 か 知らん とも 考 へて 見た。 ：as 

しそれ も 一 向 分らない。 ただ、 

『は ァ』 と • 瞹昧た 挨拶 を 返して しまったので、 それ を 今更ら 問 ひ 札す の も <w が 立つ だら うと Ha ひ、 

も ぢもぢ する 心 を 煙草で ごまかした。 

女 も 1K 楚 の つぎは を 失って しまった。 

序 j:^ から？^ が 白けて ゐ るので、 年 がそば から、 

『少しお 話しな さいよ、 わたしが 眠くな つてし まひます、 わ』 と、 碎 けた 態度で おだてた。 

それから， 何の 閱 係 もない？： 藤 公爵の こと やら、 當地は 本年 はえら い 人々 が 巡遊に 来る こと やら、 

？ 北辰 s;^ 報の こと やら、 新派の 耿 のこと やら、 まさに 出ようと する 實業雜 誌の こ」.； やら、 すべて 女の 


方から 持ち出して 話題に する の を、 男 はた だ それに 說明的 返事 をす る だけで あつたが —o 

『手ッ 取り 早く 覆に 入れば よいに。 つまらない』 と、 氷 峰 は、 こんな 時ば かりの 伊達に、 飮 めない 

酒 を 女に つがせて ぐんぐん あ ふった。 

『大分い けます、 ね。』 女 は 多少 勢ひづ いて 來 た。 

『えいえい、 島 田さん は 隨分飮 める のです よ』 と、 年增 がいい 加減に 取りつ くろった。 

『何 裏 ゃァ がる、 この， ァ』 と、 氷 峰 は 心で それ を I 笑 ひ、 こんな 謹の 麓 的が ゐる爲 め、 

北.， SSI の をん なの 風儀が 亂れ るの だと 憤慨 もし かねなかった。 

そ i、 變自分 にも 蒙が あって 來 たの だが、 貞 子と いふ 女 も、 それにつ いて 來 たこの f も. 

1 向 話 を 進めなかった。  / 

學も 少し 酒の 相手をし たが、 かの！？^ の 方に 話題 が？， て、 け ふの 天疆樣 などの ことに 及んだ。 

餘 り辛氣 具い ので 氷 峰は醉 ひの 勢 ひに まかせて 切り出した。 

『全 體* あなた は 何物です？』 

『何物と は ひど いぢ や 御座いま せんか』 と、 年增 がさへ ぎった。 

『なに、 それ は 15 方 S かった。』 氷 峰 はわ ざと あたまお へたが、 『I たは 何 をして を るんで す 

In  ,—  ，. 


？』 
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『何もして は をり ません が』 と • 122： 子 はき まりが 惡 いとい ふ樣 子であった。 氷 峰の 方 を じろ りと 見て 

優しく 故关 したが、 ぐ 下 を 向いて 額 を 赤く して ゐ るの は、 醉 ひも 出た ので、 必す しも、 恥 かしみ ば 

かりではなかった らしい。 

そして、 貞 子が 自分の こと を 氷 峰に 話した に據 ると、 兄と 二人で 親の 財産 を 分けて 賞 ひ、 その 自分 

の 部分 は 自分の 考へ のま まになる。 そして、 今、 やって 見たい 事業が あるから、 氷 峰に 手助け をして 

赏 ひたいと 云 ふの だ。 

たうぎ 

その 事業と は *  ^戶物 製造で ある。 京都 あたりで 十五 錢>  二十 錢 しかしない 陶器が 運 質 やら ®^ れゃ 

らを兑 込んで だら うが、 北：^ g 迫に 來 ると、 賢 際 • 五十 錢 から 六十 錢 する。 それ を 運賃 入らす、 割れ も 

少く製造贩^^することが出來れば、 五十 錢が 四十 錢、 三十 錢に賫 つても、 利 < 化 は 充分に 望まれよう。 

小 附近に も 陶器！^ 料に いい 土が ある さう だが、 貞 子の 方で は、 岩 見 澤の或 場所に、 それが あるの を 

發兑 した。 

『で、 あなた は』 と、 子 は 氷 蜂に おひ、 『新 間 社に をら れた 時から、 大變 精力の 强 いお 方と 聽 いて を 

ります から、 一 つ、 自分の isif 業と 思って、 ^らお 力に なって 貰 ひたいの です。」 

『それ もよ からう が 11 站ー , こないだからの こちらの 要求 は、 どうな つたので す？」 


『あれ は- な、 島 田さん』 と、 I が 口を出し 、『二十日まで 待つ 5 ひたいと 云 ふこと です 。』 

『け ふ 渡す と 云 ふので、 僕 を引ッ 張って 來 たん ぢ やない か？」 

『さう 云 ふこと で 御座いまし たか』 と • 貞子は 少し 恥 ぢた 様子で、 『わたくしの 方で は、 初めから 二 卜 

m と 申して をり ましたんで 御座います。』 

『それなら それで、 一 杯 喰った とお もやよ ろしい』 と、 氷 峰 はすね た樣に 笑った。 

『然し • 島 田さん、 そんな 野暮 は 禁物よ。』 年 增は變 な 手つきで 渠を 打つ M 似 をして、 

『さう 云 はなき や、 あなたが 早く 來な いぢゃありません か —牵 さん は大變 お待ち かねよ。』 

『あら、 叔母さん 丄 これ S 子が 北海道に 親しい 人 を 呼びかけた 呼び名 だ。 これ も 打つ 度 似 をして、 

「きまりが 惡 いぢゃありません か？  1- 

『は-は』 と、 氷 峰， まく 笑って、 阜に、 『これで 僕が あな I 打つ 眞似 をす り や， 形式 上の 三す く 

みだ。』 

『ほ， ほ、 ほ丄 貞子も 笑って. 口に 手 i てた。 その 手 は 綺麗に 白く、 金の指輪が 二つ 光って ゐヒ 0 

そして、 また 暴 a になって 氷 峰に、 『然し、 ちょ ッと 都合が あります ので、 どうか 二十日まで』 と あ 

たま を 下 ゆた。  . 』 

『わたし は その 三す く，：？ 拔 けます から』 急って、 年增の 叔母さん は そ i はづし to 
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1^ グ i^t^:;A 出て 來^ 時、  . 

『ま ァ、 い あで もお 入れな さいよ J と 云 ひながら、 池に 向った 障子 をす るりと 兩 方へ 明けた。 I 

と、 そ Q 池の， Z ふ 側 Q 椎 S かゆに、 娘ら しいの が 看、 すぼめ S 繋 I について 

水中の 魚の 泳ぐ の を 兄て ゐ た。 

『见 える ぢ やありません か』 と、 貞子 はう つて 變 つた ラは 付き 方で 立ち上り、 自分で その 障子 を 締め 

IJ^ しヒ。 

その 時、 一-一： 名の 娘 は 同時に こちら を 見た。 その 一 人 はお 鈴で あるの を、 氷 峰 は 認めた。 かの 女 も 亦 

1S5 を 認めて、 『あら』 とい ふ 様子 を 見せた。 お 互 ひに 意外であった。 

拾 五 ^何 拾 錢と云 ふ 勘定 を貞 子が して、 一 一人 は 一 緒に そこ を 出た。 

氷 峰 は， きの ふ も、 そこへ 婦人と 共に 來 たので ある。 その 婦人 は、 渠が お母さん も 同様 世話になつ 

たお ほ年扮 でお つたと 云 ふ。 然し • 今、 三人 をい い I と 見て、 門まで 送って 來 たお かみや 女中が 

じろ じき 分の f 見た のに、 渠は氣 が 引けた。 と 云 ふの は、 この頃、 大量で 打って ゐる 役者 ー库 

の 一 人が、 さうた びく、 後家さん や 娘に 買 はれに 來 るの だと 思 はれて は、 迷 たからであった。 

『これから、 また、 あのお 鈴が やって来て、 今の 事情 を 執念深く 聽 きた だすので あらう」 


ら陳歹 館の 前 を ぶらぶら 行く と • 貞子は その あとから 恥 かし さう に 少し 離れて ついて 来た 0 

『もッ とく ッっ いてお 歩きな さいよ』 と、 年 場に 押し やられて、 や ッと女 は渠の そばへ 來 to 

『醉 ひました、 なァ o』 

『わたくし もこん なに 醉 つたこと はな ハの o』 

『も ッと飮 まう か？』 

r いやです- わ』 と、 かの 女 は 身 を 娘ら しく そらした。 そして、 またて く/ \ ついて 來， ，。 k 峰 は そ 

の樣 ft^ を さかりの ついた 離 馬の 樣 だと g3 つ JUO 

『よく 似合 ひます、 な。』 後ろから 年壻が 冷 かした。 

『たんと ぉ燒 きなさい よ』 と、 貞子は その 割合に 腹 を 決めて ゐ たらしい 0 

『えい 燒 きます とも II その代り、 また 芝 でもお ごって 賞 はねば、 な o』 

『おごります とも、 さ  芝居 だけ？ 

『い いや、 芝居に、 あづま 壽 司に、 西洋 料理に、 丸 井の 吳 服に 1 J 

『大變 慾 張り， ね 11 お腹が 裂けます よ』 と、 貞子は 段々 調子 づ いて 來た。 き 

タ： しかの 女が 調子 づ いて 來た時 は、 請 を 出た 直 f 舍の 前に 來て、 そこから 氷 峰 は g れて し.. 

つた。 .< に 見られて は、 下らない と 思った からだ。 
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そして、 家に 歸る 道々 考へ て て も、 どうも 貞 子なる ものが、 一 回會 つた 切り だからで も あらう が、 

腹に？ 3 入って 來 ない。 いい 女で は あるが、 妻と する に は、 まだよ く 分らない ところが ある。 

ちょ 

『それより もお 鈴 だ』 と考 へる と • かの 女の 方 は、 まだ 诀定 はさせ てない が、 度々 會 つて ゐる だけに、 

よく 宋； 性 も 心持ち， 分って ゐる。 顔 や 姿ゃ舉 問から 云へば 全く ゼ a と 言っても いいが • 自分の す ぼら 

な^ に對 して は、 かの 女が 經濟 向きに I 種の ォを 持って ゐ るの は 唯 1 の 取り柄 だ。 『それに、 あの 熱 

心なの だから』 と 思った。 

:s つて 兒 ると、 ^してお 鈴が 來て 待って ゐた。 そして、 うらめし さうな 腸れ ッ つら をして ゐる。 

『今の を燒 いてる のか』 と、 氷 峰 は 笑 ひながら 爐ば たに 坐 わった。 

『そんなん ぢ やない』 と、 お 鈴は淚 ぐんだ。 

V 'よ 

『なんで 泣く ん訂 や』 と聽 くと、 かの 女 は 下の 婆ァ さんが ここへ 來る 度に 瞰 みつける こと を吿 けた。 

『はんか C 六い 奴ぢ や、 なァ、 そんな ことで め そく 泣く の ァ。』 氷 峰 は 慰める 檨な、 また じらす 様な 樣 

子で、 『あり や、 おれに 氣 があって、 燒 いてる のぢ や。』 

『まさか』 と • お 鈴 は ilK つたが、 矢ッ 張り 泣いて ゐる。 

『あんた は、 そんな こと 云 ふて、 矢ッ 張り、 今 見た ことが 氣 になる のぢ や。』 かう 云って、 氷 蜂 は 今の 

女 は 山から 來た. H 分の 叙 成の もの だとい ふこと に 云 ひくる めて しまった。 


然しな ぼ 力の 女 は！^ り もしないで、 め そく 泣く のが 止まない。 而倒 臭いので ほうって 置か ラと 

すると • 聲を あげて すすり泣いた。 

氷 峰 はや ッ とその 意味が 分った 0 若い 女が ただ 悲しい ので はなく、 その 生理的 經過上 制しが たい 力. 

のみな ぎって 來 たのに 堪へ 兼る 訴 へだと 考 へた。 そして、 お 鈴 を 引き寄せて、 その 額に あつく せせ 吻し 

て やった さう だ。 

女に かつゑて はるる 義雄 だが * 氷 峰の こんな 話を聽 いたので は、 人 ごと だからで も あらう、 て 或 

旅館で 隣室の ことに 目が さめた 時と 同様、 別に 剠^ も 祧發も 受けなかった。 そして 若し 神なる 物が あ. 

つて 密窒に 於け る 夫婦の 樣子を 見て ゐ たら • 失ッ 張り- こんな 冷静と 寬大と を 持って ゐ るの だら うと. 

思 へ た G 

一二 

北海 實業 雑誌の 初號 はいよ く 生れた。 全道 各地の 窨 店へ 發 送した の は 勿論、 北海 メ ール* 小 樽 新 

報 • 並びに 北 星に 出た 大きな 廣告を 見て、 購讚 を. S. し 込んで 來る ものが 多い。 それに、 札 ^ステ I シ 

ョ ンの賫 店に 於いて は、 發刊日 C 午後 半 H のうちに 二百 部ば かり も寶れ た。 

その 評釗 は、 最近の 來道 翁なる 後藤 男 岡 部 子爵、 伊藤 大師、 本願 寺 法主に 次いで、 著明な も， 
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のとな り、 札 幌- 小 旭川、 ^廣 • 函館 等に 於いて は、 直ぐ 知らない もの はない ほどに なった。 そ. 

して、 ^!3ふ人8-に、 

『氷 峰 iS?; 萬 歳』 を 呼ばない もの はない。 社長の 川 崎 は、 主维 ばかりが g ぬめら れて 0: 分 は 殆ど 緣の 下の 

力持ち 同様な のに あ を やした の だら う。 雜 誌の 披露 會 を東壽 司に 於いて 思った よりも 張り込んだ。 

然し、 その 內 jsr 初號を 印刷 M から 受け取る 代金 も、 披露 會の费 川 も、 すべて かの 1 お 老人に 二度 

目の 手 を 煩 はした の だ。 

束 鏵 司に 招待され たもの は 殺 雄の 歡迎 に來た 新聞記者の あたま 株と、 北 劍と義 雄と 秀 安と である。 

藝者 やお 酌 も 七 八名來 た。 

その 席で、 禿-: k が 入らない 世話 を燒 いて、 記者 仲^ を 怒らして しまった。 と 云 ふわけ は、 全豊、 こ 

の 老人な どをこの 席へ 招 ひ：^ したの は 川 崎の 不注意であって、 酷に 云へば、 仲 を 侮辱した の だと 思 は 

れてゐ る 矢 さきに、 禿 安 はどう 感づった のか、 例の 小栂 新報の 孤雲が まだ 耿ひ 出さないで、 『ァ ォゥ、 

ァ ォゥ』 を りに 緣り 返して ゐ る- 1 ^中， 片ッ 端から 細君 持ち を說 きつけて、 自分と 共に 平く 歸る やう 

にして しまったの だ 。そして、 つた 獨 身^ は穀 雄と 氷 峰ば かりだ。 

『あ おや ぢ、 また、 何 をお せッ かいしゃ ァ がるん ぢゃ 11 勝手に 出し や 張り ゃァ がって、 さ』 と、 

川 崎 は，：：！ I 分が けちな 略 を させた と 思 はれて は^ると いふ こと を 愤慨 した。 


そォ 力ら、 三人 は 雨の 夜 を 車で 一： i 紗樓に 繰り込んだ。 島 田さん が來 たとい ふので 渠に 熱心な 女が 先 

づ 飛び出して 來 たが、 川 崎の ゐ るの を 見て、 

『あら、 兄さん』 と、 まごついた 0 川 崎 は 暖簾 を こぐ つて あがる 時、 兩の 袖で 顔を隱 して ゐた。 そし 

て、 渠も亦 この 女の なじみで ある。  Z 

酒の 席で は、 川 崎と 氷 峰と が どちらも 感づいて、 を かしな 遠慮が ちの gls てが あつたが、 川 崎 は 高 

見荐 牛と 同じ 事情で 女郎屋に とまった ことがない 0 然し 請負師の かけ 引き 上、 人 を つれて、 よくこ こ 

へやって 來 るので、 すべての 女から、 

『兄さん、 兄さん』 と 云 はれて 喜んで ゐる。 

この 夜 も、 自分 か大藏 省で ある 見識 を 見せて、 女 どもに 意 張った 話を聽 かせ、 皆の 前で 可な り ふ ざ 

け もした ばかりで、 さきへ 歸 つてし まった。 

『あの 兄さん は 本當に 面白い 人よ』 と- 花 子と いふ 義 雄の なじみ も 引けてから 蕖に 語った。 

渠 はこの 摟へ 最も 多く 來 たので あるが、 女が 格式張って どうも 木で 鼻 をく くった 樣 なので、 いつも、 

二度と 來 まい、 二度と 來 まいと 思 ふの だ。 
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義雄は • 歸 京す る ことにな つて ゐる 以上 は、 一 日で も く出發 したいの である。 メ ー ル； t! の 方 ひ， パ 

スも餘 り 延びく して ゐる うへ、 その 延びる 现 .5 を も 云って よこさな いので、 或は 天 IS がいい 加減な 

こと を 云って ゐ るの だら うと 想像して、 多少 怒らないで ゐられ ない。 義 雄は藥 のと ころへ Ei: ひに も 行 

かない。 

天镇の 十： 地 問 も、 松 山の 展ひ 技師に 書類 を： せた ところ， とても 扣談 にならない と 云 ふので • 北 

劍の 家へ 行って、 iiSS 雄 は 書類 を 返却して しまった。 

樺 太の 方へ は、 また、 贿痕 まぎれの 最後の 手紙と して、 これから 1^ 後まで も 仕^ をして ゐる 必^が 

ない のみなら す、 ゐれ ばゐる ほど 損辔が 多くなる の だら うから、 Gf. く；：；； き あゆる やうに しろ 0 自分 は、 

北； S 追で も兒 込みが つかない から • 全然 失败と 见て柬 京へ 歸る。 然し、 いよく 出發 となれば •  ！^報 

を 打 つと いふ こと を 云って やった。 

^きかけ た 論文 も、 かう なれば、 ^を 執る 氣が なく、 巾趟 して ゐ る。 

義雄は全く虻蜂取らすの大失敗^！^の様だ。 待 たれる もの は、 ただ 歸京旅 s の來る ことば かり。 

『然し 旅^の 來 ろの を^つ の も I 種の i$ 業 だら う、 若し 自分が それに 心身 全體を 投じて ゐれ ば』 と、 

まだ ISS: ゆって、 ：ぬ は 自分の 人生 觀とは 離れたくなかった。 

の-ところに 終：：：：^ ッ 込んで ゐ るの も：. gn くないので、 ： ^日、 は 氷 ゆの 社へ^ びに 行き • 夜 は 


おそくまで 渠の 下宿へ 行って 話す o 氷 峰 も 大分 義 雄に 飽きが 來 たらしい。 これ を 知った 義雄は 、もう、. 

どこに も、 厘に 親しむ ところがない 様な 氣に なって、 歸 京したい I 方 だ。 そして、 そのいら くす る.. 

心を靜 める 爲め、 暑苦しい 日 を 終日 寢て暮 した こと も ある。 そして、 殆ど 全くが ッ かりして、 の 

1 すぢも 動かしたくない 樣 になった。 

一 円 置いて、 實 業 社へ 行って 見る と、 氷 峰 は、 もう、 第二 號の 原稿 を 取りまとめに かかって ゐる 0 

そして、 社と して 僅か に道 入って 來た 金を 社員の 出羅 費に 分配して. 龍の 材料 並びに 廣 吿を 取る 

爲め， 小 樽、 旭川 *  |;5廣- 釧路、 窒蘭 地方へ、 社員 を 分派した ところ だ。 

それ を 見ても、 時間の 經 つのと 人の やって ゐる 事業の 進行と が 明らかに 0 に 見える。 樺 太から も" し 

た脊に は、 氷 峰に 誇って、 g まだぐ づ くして ゐる うちに、 自分 は學圓 ばかりの 仕 f して 來 

たぞ と吹聽 したが、 今 は それが 殆ど 正反對 だ。 外部 的に は 殆ど 何も やって ゐ ない。 そして 活動^ 止の 

様な 義雄 は、 身づ から、 如何にも 氣が氣 でなら ない。 

『もう、 どこから か 一 と 口ぐ らゐは 送金して 來 さうな もの だが、 ねえ II 』 すると • 

『いい 友人が なくなつ たの ぢ やない か』 との 返 辜 だ。 

『或は さう かも 知れない 。』義 雄 は、 束 京へ 歸 つても • もと Q 如き i ま 得られる か. どうかと いふ 

との 頃の 心 f 胸に みなぎらした。 然し、 自分の やった 豪 上の 過去 sf、 決して 友人で 出来た 
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ので はない。 n 分 I 個の 努力 だ。 そして、 その 寂しい 努力 を- 孙び つづける のが、 失ッ 張り 自分の 仕事 

だと ふ。 

『僕 は 一 皮で も 快^ 1 方の 人 を 想像して 見た い 。』 義雄は い つ になく 弱 わ 音 を 吐い たので、 

『それで は』 と、 氷 峰 は 異様な 額つ きをして、 『*5 の 說に從 へ は 死で はない か？』 

「無論、 死、 さ 雄 は 痛切に 自分 を 返り 見て、 『然し 俊が 死ねば、 死 その物 もつ いに 充實 した 內容 を. 

得られよう、 さ。』 

「さう だ、 君 のおへ で 死ねれば、 な ァ。』  . 

かう 云 ふしんみ りした 物語り をして ねる ところへ、 雪の屋 とい ふ稚 號の淺 井能 文が やって^た。 

はもと 或お 京 新 阳の記 * をして ゐ たが、 今 は 《== 地の 成巾舉 で、 倫理 並びに 作文の 敎師 だ。^ 氣な、 

人 3 いい 人.， 刀で、 友人^に は 聖人の あだ 名が あり、 自分 も 亦 時々 その 借金 手紙な どの 與喾 きに 『雪の 

Esign 人』 とま〕 く。 

ig は. PJi^ 休暇 を 利用して II かれた 釧路 地方の 敎 宵.^ 講習せ へ、 氷 峰の 周旋で. 倫^ 舉の講 一^に 

つて ゐた。 そして、 奴樓 遊びば かりして ゐ たので， 講習 會 で^た 金を使 ひ 〈し、 九月の 授樂 開始 ^ に 

こ 合 ふ？ f こ， る ことが 出來 なかった。 そして、 歸 つて 來 ての 唯 一 のみやげ は， G! 分の 被る 麥 藁- まの 


へ 数多く 書か せた 藝容ゃ 女郎の 自署で あつ た。 

鎮も赣 雄と 同じ様に 日 氷 峰のと ころへ やって 來 る。 そして、 これ は義 雄と は 違 ふが- 毎晚、 遊廓，. 

を 地 廻りし なければ、 寢られ ない 人 だ。 この頃 は、 金を使 ひ 切った あとで、 無論， 登樓が m 來な いか. 

ら 自分の なじみの ゐる あちらこちらの 格子 さきに 立ち、 ただ 言 槳をか はすの を 喜んで ゐる 0 

そして、 たまに は、 格子 隔てに 金品 を ねだられ、 親切に も- 苦しい 算段 をして 持って行って やる。 

そえ 力ら、 また、 女郎から 來た 『雪の 屋 さま』 當 ての 手紙 をす ベて 序文つ きで 麗々 しく 雜誌北 星に： 

すの も、 人と は 遠って ゐる だ。 親切 だが、 どうも 女に 好かれない。 そして、 嫌 はれても • どう 云 ふ 

もの か、 それが 分らない。 

『雪の 屋 にも 困る、 なァ』 と、 氷 峰 はいつ も義 雄に 語って ゐ る。 女の 話が 出る と、 にやり/ \ 笑って 

のり 氣 になって 來 るが、 それが S ない 限り は、 一時間で も、 二 時間で I つて ゐて、 それに 飽きた 時 

は、 どんな 用談が あっても • かま はす 平氣で 失敬す る。 然し • また、 

『また 地 廻りに は 時 問が 早い よ』 などと 冷 かされる と、 

『さう だ、 な ァ。』 首 を 曲げ， 口 をば くりと 明けながら もとの 座に 直る。 

渠と篛 雄と 氷 峰と * 三人 はつれ 立って 社 を 出で、 晚钣を 喰 ひに 氷 峰の 下宿へ 行った 0 そ,., へ、 北山 

孤雲が 訪ねて 來て、 
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『丁度^ 井 Sf; が をら れ るので、 好都合で すが』 と 云って、 今度 小^に 商業 舉 校が 設けられ たが * その 

敎 .收 になって 5K れな いかと いふ^ 談を 持ち出した。 そして、 俸^！はこれくだが、 位地 は 今よりも い 

いと 云 ふ。 

^の 星 は W らく 默 つて ゐ たが、 今の 方が 結局 都合が いいと 云って 斷 わった。 

孤 と 入れ 代って、 また 吞 牛が やって 來た。 いきなり、 雪の 星 を 捬 へて、 

『おい、 あの、 & 5 の あま ッ たるい 寄甞は 今度限りよ すよ、 請^iめから新iiの品格がさがるとぃふ忠：^が 

來 るから』 と 云 ふ。 かう むき 出しに 云 ふの は、 友人 で、 穀 雄も聽 いてた が、 雪の 屋の 反贫を 促して 

やる 相 t:^ があった からで ある。 

『さう か』 と、 、も 不意打ち を 喰った とい ふ 様子で、 のろく と、 『それで は 11 僕 もやめ よう。』 

『何 か、 もッと 身の ある ものなら、 結構 だ。』 

『さう だ、 な ァ。』 

「あんな 物 を 出す の は、 いつも 云 ふ 通り、 君の 恥辱 ぢゃ』 と * 氷 峰 も そばから 云 ひ 添へ る。 

それから、 が 出し合って、 僅かな 金が 出來 たので、 牛肉 を 賈は せて、 眾な {c^ 會が初 まった。 

； ii 事 をし なければ 考 へる * 考 へて ゐ なければ 何 かの 遊びで もす る。 かう いふ 風に して 疲れ切つ てし 


ま はなければ、 不斷 でも * 義雄は 眠られない。 それが、 この頃の 如くい らくして 來 たら • 殆ど 終夜 

一 ^の 安眠 も出來 ない。 一 つ、 はしゃぎ 倒れる まで • 充分 はしゃいで 見る の も 面白から うとい ふ氣に 

なり、 下らない 雜誌 やら 『赛 夢激 言』 の 話 やら をしたり， 聽 いたりしながら、 常よりも 澤山酒 を あ ふ 

つた。 然し その 割りに は醉 はない。  . 

女の 話に なって 來 ると、 雪の 屋も その 仲間入り をして • 例のに やく 笑 ひを以 つて、 劍路ゃ 帶廣の 

こと を 語る。 氷 峰 も、 帶廣 にゐる 女の 自分に まだ 熱心で ある 自慢ば なし や、 中擧 一年生の 時， 人の 紬 

君に 强 いられて、 ついその 氣 になった こと。 朿 京で 石部金吉と 云 はれて ゐた 時、 耿を綠 にいろん な 申 

し 込みが あった こと。 など を 話す。 吞牛 は、 また、 札幌の 遊女 ゃ藝 者の 個人的 內幕 や、 知名の 人士の 

遊び 振り を 素 ッ破拔 く。 義雄も 亦 負けない 氣 になり、 自分の 九 歳の 時の 初戀 や、 その 次ぎの 戀 人に 十 

數年 振りで めぐり 會 つたこと や、 告彌 とい ふ 藝者を 受け 出した 時の こと や、 樺 太 女の 話 をす る。 

然し 話 も 漸く 盡ぃ たらしい 頃、 誰れ かの 發議で 花 を 引かう とい ふこと になり、 下の 女中 を 呼んで、 

當 ての あると ころへ 花札 を 借りに やる と * 

『もう、 寢て しまうて、 駄目です』 とい ふ 返事 だ。 

『何時 だら う？』 時計 を 見る と、 もう、 十二時に 近い。 

『雪の 屋 君>  ど うぢ や、 皆で 行かう か？』 かう 云って、 氷 峰が 冷 かし 半分に 淺 井に 向って 微笑す る. * . 
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『どラ も、 地迥り だけ だ。』 雪の： が 口 を 明けて 締り のない 返事 をす る 0 

『ど うぢ や、 田 村 君も惡 く はなから う』 と、 氷 峰 は 義雄を も 促した。 

『結構 だ、 ねえ。』  - 

『あすまで 居殘る ものが あれば、 僕に 一 っ當 てが あるが 11 』 と、 吞牛は 相該を 持ち かけた。 

『俟 も、 ^の 方に』 と、 水峰は11^1牛に向ひ、『拂ふ廣吿料がぁるから 11 』 

こんな 話の 末、 雪の Hiii は あす 舉 校が あるし、 呑 牛 や 氷 峰 も 用事が あるから、 さした る 用の ない 義雄 

が あすの 居殘り 役になる とき まって、 四 人 は 薄 野に 向った 0 

1 等 店に は 行ける 兌 込みがない。 中 店で も、 篯 雄が 知って ゐる ところに は 行けない。 皆で 相談の 上、 

三等 小路 のうちの 上 店 へ あが つた。 

井桁 櫻と いふので ある 

吞牛 のな じみなる 女の 部屋 —— 二階の 一 廊下の 隅に ある —— に 這 入り、 先づ 皆で 招談 する。 欝の屋 

にも ここにな じみが ある。 氷 降 もこ こで は、 『金魚の 旦那」 とい ふ 名で とほって ゐ る。 その わけ は、 蕖 

にう ち 込んで ゐた 一 妓 がその 0-^ する 金魚、 三つ 尾 四つ 尾の 流 金 を 立派な がらす 鉢 ごと 渠に蹈 つたの 

を、 がさけ で歸る 中で 友人に 發：： ：：^ されてから * 評判に なった の だ。 今 小 樓にゐ ると 云 ふの が 乃ち 


その 主 だ。 

sl^ と義 雄との 相 方になる のがき まつてから、 酒 * が 初 まった。 

義雄 は、 かう いふと ころで は、 不斷の 談話 家に 似合 はす、 鬼 角 沈み 勝ちになる のが 常 だが、 今夜に 

限って、 誰れ よりもよ くしゃべ る。 そして、 自分の 闢 係した 女 や 自分の からだの 思 ひ 切った うち 明け 

話 をして、 女 ども を 笑 はせ た。 

そして、 自分が 十四の 時 「1 戸で 初めて 福 原へ つれて 行かれ、 こわい ので、 ただ 眠った ばかりで 歸っ 

た あとの 感想 や、 仙 臺で汁 粉屋へ あがったら、 それが こちらの 所謂 そば 星であった 時の まごつき など 

を、 熱心な、 性急な 調子で、 而もお もしろ を かしく 語った。 そして、 樺 太 二 枚 鑑札の 藝 者が マオ 力で 

或 客 (これ は 森 本 春 雄の こと だ) を追ッ かけ、 逃 ゆて ゐ るの を 知らす、 旅館へ その 容の窒 に 忍ぶ つも ジ 

で、 ：^^^ノのところへ入り込み、 枕 さがしと 思 はれた/ U と をお ほきな 聾で 最も， 滑稽 的に 話した 4^ など 

は、 ^中 合せの 隣窒 から も 笑 ひ 崩れる 聲が聽 えた 0 そして、 同席の 女 ども は、 義 雄の 熱心な 滑稽 旳ロ 

調 や 態度に も醉 はされ たらしく 見える。 

『どちらが おれの 相 方 だら う』 と 思って、 渠は 新ら しい 方の 二 名 を 見る と、 どちらも いい 女で はない。 

然し まだし も 比較的に 小づ くりの 方が いいと 思 ふ。 

試みに かわやへ 立って 行く と- 丁度 小づ くりの がつ いて 來 た。 で 手 を 洗って から、 B 下で、 

改  ^ 
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『お". 1 が おれの か？』 笑 ひながら くと • 

『わたし は どちらで もよ ろしい、 お好きで ないなら。』 

『なァ に、 お前の 方なら いいんだ よ。』 義雄 はかの 女の手 を 引いても との 部屋へ 這 入る と、 皆が 

『や ァ、 萬 歳』 と 冷 かす。 然し 義雄 がちよ ッと 苦い 顔 をした の は、 こちらが 先 を 越した 故 だら う。 

雄と 共に、 今の 部 M を 一 つ 隔てた のに 引けて，^ ら* かの 女 は 茶 を 入れたり しながら、 何だかい そ 

いそして、 忍 ひ 出し 笑 ひ をす る。 

『卵 味 氣の恶 い 女 だ， な ァ。』 がわ ざと 顔 をし がめ ながら 云 ふと、  ,\ 

『だッ て、 あなた はお もしろ い 人 だ、 わ —— 隣り のこの 花さん のお 客まで が 吹き W して をり ました • 

わ。』 

『吹き出す もの は 吹き出させて S くがいい ぢゃァ ないか？ まさか 出来物 ぢゃァ あるまい し. 裔槳を 

i^g る わけに ゃァ 行くまい。』 

『わたし、 ぁなたの^;2な人が好きょ0』 

『好きなら- 勝手に 奸き なよ、 おれ はおれで おれ だい —— ああ、 こり やく』 と、 義雄は ffif りで 躍 tis 

出す。 

然し、 lsw、 腹の 巾で は， その i:r  C. 取 も反對 に、 自己 を その 根底から 動かす 知、 情、 ^poi 


を 去 や 宋來の 記憶 や 希望の 餘裕 なき ほどに、 深く 感じて ゐ たので ある。 そして、 この 感じが よく 

かたづけて ある 部屋の 引き締った i 分氣と 女の 今 ふり 撒いた 香水のに ほひと に、 直接に 融和して 7 くお ^ 

に おぼえられた。 

義雄は 然し 非常に 醉 つて ゐる。  " 

『おれが 本當に 踊って 見せよう か』 と、 子供の 時に 見覺 えた lis^ 踊り 『今頃 は 半 七さん』 を 臆面 もな 

く 出鳕 目に 踊る と、 女 はに こくしながら 見て ゐる。 そして 渠は 音を立て まいと 思っても. ふらつ く 

足が どたり どたりと 曼に當 る。 

そこへ、 今、 界牛を 見送って 來た 女が 通りかかり、 締めて ある 障子の そとから、 聲を かける、 

『何； Ef^ が 初 まった のよ？』 

『ま ァ、 お 道 入りよ。』 こちらの 女が 云 ふが ままに、 そとの が 這 入って 來 た。 

『よく 入ら ッ しゃいました』 と. 讀は わざと 平つ く 張って 挨 f する。 その 樣 子が を かしい と 云つ 

-て、 二人の 女 はまた 笑った。 

『本當 にこの 人 はお もしろ いのよ- どたばた つたり して、 さ。』 

『承ります が』 と- こと^らに 丁寧な ぉ辭儀 をして、 『踊って は^う 御座いま すか？』 
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二人 はまた 笑 ふ。 

『それでも』 と、 お 入って 來た 女の 方が a 面目な 笑顔 を 見せて、 『あなた はえら い 人な のだて、 ねえ。』 

かラ 云って、 かの _ ^は、 お 牛に 云って 聽 かせられ たらしく、 義錄が 自分の 歡迎^ 席上へ 氣で 安ッぼ 

い：^ 水浴^ を 被って 行った こと を、 阿. 彌陀 にかぶ る 3 典 似まで して、 話す。 

1^ 風が 立て ま はされ てから、 直ぐ 女 は * 

『初せ &れ して、 わしゃ 恥 かしゃ』 と 低い. 調子で 歌 ひながら 這 入って 來た。 

雄 は • そんな あり 振れた m や はせ 一;^ りに く 乘る 様な 男で はない， そと 云 はない ばかりに、 その 方 

へ寢 返りながら 云った、 

『へん T あす は^る やら、 . ^ないやら」 だい。』 

氺氺氺 

『煙草の 核 だ、 ねえ』 と、 義 雄が^ かした 通り、 敷 島と いふの が 女の 名 だ。 仙 S 在、 岩 沼の 生れで、 

義 雄が 仙お ぬに £ や 生 をして ゐた時 知って ゐた人 を かの 女 も 亦 知って ゐ るので、 よく 話が 合った。 

朝、 起きてから、 11 どうせ、 ゐ殘り だから、 ゅッ くり 起きた の だ ——. 綺 龍に 掃除の 出來た 火鉢 を 

中に さし，： i: ひ、 女が 火 をつ けて 《れ た卷 煙れ 十 を 吸 ひながら * 六 の 部屋 を ま はし * 義雄 はま だね む 

さうな あくび をした。 女 も それに つり 込まれた 様に あくび をして、 


『あなたの が 移った』 と 笑って、 袖を以 つて その 口 を 匪し. 目 をし よ ぼっかす。 ゆ ふべ 見た 時の、 い * 

ちと は 違って、 細い、 優しい 目 を 持って ゐる女 だ。  ， 

如何にも 小づ くりだが、 品のに 細お もての 額 ゃ頰に 縮綱蠻 まの I ると、 然しお 賃ナて 負 

けて やっても •  二十 五 は 下らない 霧。 (ゆ ふべ 初めて 見た 時 は、 もッと S に 見えた。) それでも、 か 

の 女 は 二十 三 だと 云 ふ。 そして- 少し 匿と なり、 着の 引き出しから、 娼妓 許可の 鑑札 を出 して 來 

『I なさい、 これよ I かな も 01 い— 誰れ にも 見せき と はないけれ ど， あなたが さ 

張る から 見せます。』 

見る と 、霊 g 沼 町— —霸 商— 平民 —妻 翁 次ち 梅 代— 明治 二十 年 九月 十 I と 

ある。 本當 のこと を 云って ゐ るの だと は 分った が、 それが 分った とて、 別に 自分の 霧 崖が 8 さ 

れる わけで もな く、 また、 自分の 誓ない 歸 f やめる 樣 にして 吳れる もので もない と 里。 

『こんきらない お札 は 何の 御 利 fs や。』 わ f 憎まれ口 を 利いて、 義雄は 

投 ゆる 。『燒 いてし まう がいい や。』  お r  k 

『ぉほ|| 話 2 女 は それ を 引 I し H しまって、 ほ S みながら、 『これがなければ、 わたしの 

奏が 出ません から • ね—』 き趟 を引ッ 張る と 同時き を 細めて、 顎の さ I 謹 § へつ 
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き 出す。 義雄は その を、 火鉢のう への 方で、 ちょ ッと、 手の 握り 舉に 受けて 見せた。 

そこへ、 ^.s が來て * これで 二度目の 催促 だ —— 明けた 障子の 敷居の 上へ 膝 をつ き、 丁寧の 様 だが 

然し^ 酷な おつき をして、 

『一向， ！^ぃ^^^ですが、 使 ひで もさし 立てましょう か？』 

『さう だ、 ねえ 11 』  一 S 雄 も 變な颜 をして、 氣の 毒の 様な、 また こちらが 恥 かしい 樣 なお ぢ けが 出た。 

が、 まさか、 氷 峰 等が 自分 を このまま 打ッ ちゃって は 置くまい とい ふ考 へが あるので、 『ま ァ、 n、 も 

う 少し 待って".. 乂れ へ； g へ、 いよく 來 なかったら、 僕が 中 K 任 を？ a 、つて、 行 燈 部：：： fl へで も 下りる、 さ』 と、 

おもて は 笑って 兒 せる。 

然し".；^ 頭 は 少しも を かしくない 樣子 だ。 義 雄の 腹の 巾と 同様な^い 顔 をして、 

『それで は、 今少し 待って 见 ましょう』 と 答へ て、 引ッ 込んだ。 その 引ッ 込んだ の を じろ りと 見た 女 

の ru つきが 非常に t 心地 惡 さう に義 雄に は 兄え た。 顔 は 少しも そッ ちへ 向かないで * 黑ぃ 目の玉 だけが 

細い 長い 目の 中 でじろり と 動いた。 

『いやに こわい E つき をした ぢゃァ ないか？』 義雄 がから かふと、 

『でも， ^にさ はるから よ。』 女 は 直ぐ 笑が ほになる 。『さう しけ/ \陋 足しないでも よから うぢ fo. な い 


力 あの 番頭さん が 分らない の だ、 わ * わたしが つ いて ゐ るのに。』 

『おそろしい 人に くッ つかれた もの だ。』 義雄 はな ほお ぢけを 見せない つもりで、 『いよいよ 金が 來なは 

わ ゃァ、 お前と 番頭と で おれ を行燈 部屋へ ほうり 込まう と 云 ふの だら う。』 

『はんか 臭い 人 だ、 ねえ、 あ I は —そんな 心配 はしないでも、 わたしが 二 曰で も 管で も 大事に. 

して 置いて あげます、 わ o_J  , 

『何とも、 芽 恐れ入ります。 M ほ lift て 女 を 笑 はせ ながら * 時計 を 出して f と、 もう？ 

十 I 時 過ぎた。 自分 も 腹が減って、 。へこく して 來 たの をお. ほえる。 

『本當 に 冗談 ぢゃァ ない 丄少し 女に も 申し わけの ない. 恥 かしい 樣な氣 になった が、 それ を 闘す 爲. 

めに わざと 笑 ひながら * 火鉢の ふちへ i;- ついて、 招 II にして 寄 I はせ た兩 雲上へ，？ 

置き、 女の 顔 を 見つめて、 『どう だ、 仙 臺へ歸 りたくな いか？』 

『さう 見つめる と • わたしの 顔に 穴が あきますよ』 と 云った 切り， 女 はつん として i をし ない 。 そ 

して 『ずたい とて、 歸り よか 佐 渡へ』 と、 もぢ？ 歌って から、 『「四十 九 S の 上」 を どうします』 

と 云 ふ。  1 

『誰れ か 引かして 呉れる ものが ある だら う、 さ。』 簾 は 冷淡に 答へ たつ もり だが. かねさへ あらば 自 

分力 r,> 力して やる のにと 云 ふ 望めない 望みに も襄 切られて、 自分の 目 は 弱く 他へ 陣 じた 。『立派な 壞笥. 
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ゃ乂瓜^^！^がぁるぢゃァなぃか？』 

『わたし だッ て』 と、 女 は 答へ る 、『お 嫁に 行って、 人の 細君になる 時が あります から、 ね。』 

元祿 女； i を！； 2 いた 掛け物が かかって ゐる半 問の 床の間に は、 女麟 世界 * 婦人 世界な どが 積み重ねて 

ある 0 また， 家政， s、 裁 ii、 挿花の 榮 などが ある。 

然し • さう いふし ほらし い、 所帶 がかった 物 を 見て • 女が いっか 人の 妻になる その 用意 をして ゐる 

のかと 思 ふと、 矢ッ 張り、 淺 な、 くすぶった 普通 並みの 女房に なって しまう の だら うと 云 ふ 想像が 

さきに 立ち. 憐^と 侮蔑と が 互 ひ 違 ひに 嫌 惡の繩 を 絢って 行く。 そして、 その 繩が 自分の 身の ま はり 

に^々 蛇の様に 纏って 來 るの を 感 すると、 義雄は 早く そこ を拔け 出した くなる。 

『ああ、 C ャく歸 りたい、 なァ』 と、 鎮は さも つら さう に 云って、 うつ 向きに 長くな り、 投け 出した 毛 

^の 足 を以 つて、 右と 左り を かたみに、 g:? の 燒け獄 り をす る。 

『丸で 子供の 核 だ • ねえ。』 女 は 座 を 立って、 義雄 のわきへ 來て坐 わる。  -. 

，4 も 亦、 うつ 向いた の を 仰向けに なると、 ぢッ とこ ちら を 兒てゐ る 女の 顔 を 下から 见 あゆる ことに 

たった。 何だか 抱きついて やりたい 様な 氣 になった が、 い ぃ氣 になって、 女の 巧みな 手管に のった と 

& はれ はしない かと m 心って、 ただ 苦笑 ひ をして みる。 近 の 寂し さが 初 會の女 をで も 若し 心の奥まで 


抱き込め る なら 抱き込み たい 氣に AJ ちら をなら せて ゐた。 

ふと 氣 がつ いたの は、 女の 左り の 耳た ぶの 下部に、 ちいさ な瘤の樣 な 物が 附 いて ゐる。 梅毒の 吹き. 

W たの か 知らん などと 思った が、 それにして は、 顔の 無事で あるの が 不思議 だ。 

『まさか』 と， 心ではさぅ11^って信じなぃが、 憎まれ口の つもりで、 『もう、 I 度 は 吹き ffl たんだ、 ね 

？』  -  、 

『何が、 さ？』 女 は 雨 手 を以っ て 上から 義 雄の 胸 を 押す。 

『その』 と、 押された の を 少し 苦しみに 感じながら、 『耳た ぶの 瘤よ Og 

『これ は、 失 f がら、 そんな あやしい もので は 御座， SI ん よ。』 女 は 憎らし 5 と 云 はない ばかりに 

義^ を ゆすりながら、 『 一一 キビの 固まった の です。』 

『どれ、 見せろ。』 手 を 出す と、 女 はおとな しく その 方の 耳 を 少し 倾 むける。 そして * 裝雄 がそれ を さ 

はって 見る と、 やわらかい。 

番頭の 足音が する ので、 4- は 自分の 座に 屍った 0 義雄も 亦 坐 わり 直した 0 そして * 蕖の 心の中で は、 

ぃッ そ、 金が 來 ないで、 もッ とかう して ゐ たいと 思った。 

然し 氷 峰から m けて 來 If 不足はなかった。 一霞 はいよ く 立ち去らなければ ならない。 

r また 來て項 戴よ』 とい ふ 聲を從 へて、 廊下へ w ると、 
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ぢぶ 

r 今^る の』 と、 ^牛のなじみが|^^をかける。 かの 女 は. E 分の 部； iH の航 なる 攔 干に 倚って、 下 庭の 池 

の 鯡鲣の 泳ぐ の を 見て ゐ たの だ。 名 は 左 近と 云った ッ けと • 義雄は 思 ひ 出しながら、 

『さよなら』 と 答へ ると、 

r また お出でよ、 ね、 11 またお 出で。』 左 近 も 斯う 云 ひながら ついて 來た。 

二階の 段 を 下 だり *  -s 玄關に ま はして ある 履き物 を引ッ かけて 出る と、 數 島も附 いて 裏門の そと ま ： 

で來 た。 

『また 來て 戴よ』 と 繰り返す の を 冷淡に 聽き 流して、 出た ところ を 誰れ か 知り 人に 見られ はしない 

かと 思 ひ、 角まで ； 1^ 線に 急ぎ 進み、 り-かけに ふり. M くと、 裏門の 柳の もとに、 まだ かの 女 は 立つ 

て、 こちら を 兄て ゐ た。 

『  』 たッ たお ひるまでの ゐ殘 りに 何だか I ケ年も 一 一 ケ年も 一 緒に 住んで て^れた や - 

うに 鋭し みがあった。 

ニー 一一 

義雄は その 足で 氷 峰の 下宿へ 行った が、 留守 だ。 雜誌 社の 方へ 行く と、 氷 峰が 出し.：. i けに 云 ふ • 

r ゆ ふべ 君 は 持て た^ ぢゃぞ に 


『そんな ことがある もんか』 と 答へ たが * 義雄は 女の 態度が これまでに 自分の 經驗 しなかった 親切な . 

懇度 であると 思 ひ 浮べて ゐた。 そして- あれ は 女 その物が 親切で あるので なく- あの 店が さう させて 

容を 引く の だら うと 云 ふこと を說 明した。 

『それ もさ うぢ や。』 氷 峰 は 金魚の 經驗を 思 ひ 起したら しく、 『もとから、 あすこ は丁專 と ころ ぢゃ 

 實は、 金 を 届けないで、 も ッと君 を 心配 さして やらう かと 思 ふて をった 0』 

『そんな こと をされ て 溜る か い？』 

『ま ァ、 これ を兑 給へ。』 氷 峰 は 自慢 さう に 一 つの 封書の 開封して あるの を 出す。 E,^ ると、 .L;^ が 中島 遊. 

園で 密會 した 若杉貞 子の 手紙 だ。 義雄は 中 を 出して 讀ん だが、 要するに、 氷 峰に は ほかに 女が ある さ 

うだから、 自分 如き もの はと 遠慮して、 とてもお 邪魔になる だら うとい ふこと が fs いて ある。 

『どう 返事 をした の だ？』 

『車屋に 持たせて 來 たの ぢ やが、 僕 は 無論 ほかに 女が ある、 貴 嬢に その 中へ 這 入られて は 邪魔 だ。 ^ 

から 要求した 金 も • 他で 工面す るから、 入らない と 書いて やった。 女と いふ 奴 はい やな もん ぢゃ、 も 

ラ， 燒 いて 來 たのぢ や。』 

『そり ゃァ 常り 前 だら う、 I 度で も 關 係し ちゃ ァ。』 

r 然し • 僕の 耍求は 少しも さないで、 そんな 脇 手な ことが 云へ る蒈ぢ やない。』 
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『それ もさ うだらう が、 君の 思 ひ 切りが いいのに も 感心 すら ァ。』 

『おに 感心して K つても * 1 向 金 は出來 ぬ。』 

『然し 向 ふの^に なって 见 給へ、 な。』 

r あれ だッ て、 娘ぢ やと 云 ふて をる けれど、 何物 ぢ やか 分る もの か！』 

『さう 考へ りゃァ  一 一 K もない、 さ —— 女郞を 君が 胡麻 化すのと 同じ だから。』 

『それ も、 僕が 本 《：s に 惚れた のなら、 m, さ。』 

こんな：^ i をした あとで、 義雄は 朝 甕 帶の 食事の 代りに、 氷 峰と 共に、 露 西亞バ ンを暾 じった。 辨 

赏を 取る 企がなかった の だ。 

義雄 がお 1:^ の へ歸 ると、 原 SS 料が かわせで J と 口、 友人から のが 電報で 一と 口、 來てゐ た。 いよ 

いよこれ で 京が 出来る。 

それ を 郵便局へ 行って 受け取った 歸り途 で • 冇馬の 子供に やる みや ゆ や、 タ餒の 馳走 を つた。 

然し あす、 あさってに 出發 すると 云 ふので はない。 と 云 ふの は、 義 雄が 何 か 一 つ 握って 澄きたい と 

云 ふつ もりで、 先般 • 樺 太 廳の或 人に 紹介した ことがある。 樺 太の 木材 を榉太 以外へ 輪 出す る 目的で 

切れば、 特別な 保護が ある.^ で、 稅も非 《£ に 安い。 そして、 木材の 性質 も、 三 井 物産の 探險 除が 先年 

報 齿 した 様な、 そんな 惡 いものば かりで はない らしい。 渠 等は實 際の 探險 はせ す、 いい加減の 報吿村 


料 を 貧ら へて 徒らに 飲んで ゐ たの を 聽 いて 知って ゐ るから、 あれ は 決して 信用 出來 ない、 と 錢雄ぼ 

思って ゐる。 それ を 切り出して * 1 つ 北海道の 木材と 競爭 する 計晝を 立てて 見たい ので、 それに 關間 

る 問 ひ 合せの 返^ を 待 つて ゐ るの だ。 

その 返事が ここ 二三 日のう ちに 来る 替だ。  , 

晚 酌の ほろ 醉 ひに まかせて" ^雄 は 有 馬の 家から 二三 丁 さきの 巖本 天聲を 音づれ た。 

1 つに は、 歡迎 おな どの ことで 世話にな つたので、 さう 冷淡に ほうって 置け ないから でも あるが、 

今一 つに は- 出し 拔 けに 歸京を 報告して、 もう、 蕖の 様に 要領 を 得ない ものの 言 を 待たない と いふ 意 

を ほのめか したの だ。 

すると、 天 it は あわてた 様子 をして、 

『さう せッ かちに しなくても よから う』 と 云って、 パ ス のこと を 旭川へ 度々 云って やって 貰 ふの だが， 

旭川の 支局 長が なかく やぼら で、 今回に 限らす、 いつも 減 多に 返して おない こと。 事務の 方に • 義 

雄 を 相 當に歡 待す る だけの 費用 を 出させた いの だが、 それ も 僅かに 二十 圓內 外し か 出さない こと。 然 

しその 金 は旣に 斑って ゐ るから、 今、 中止され て は、 自分が 事務の 方に 對 して 困る こ， と。 その， V. り、 

それだけ では 何とも 仕 やうがない から、 今 I 度 パス を 請求して 見る とい ふこと。 など を 語った。 
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『で IT まだ 多少の 望み は ある』 と つて、 穀雄は そこ を 出た。 天 ゅ斗 は、 中央 公論に 出た 田 村 論の 駭 

論を^^？雄が書ぃてゐるのを知ってゐるから、 それ を 書き あゆた か、 どうかと いふ 様な こと を聽き * 且、 

早く iisii き 給へ と 親切ら しく 云った。 が • 義 雄に はこの 時 何だか 他人の 仕事の 樣に思 はれて、 別に 乘り 

氣 になった 話 はしなかった。 

歸 つて 兌る と、 まだ 九 時 だ。 有 馬 夫婦 は爐 ばた に 坐 わって 話して ゐる。 義雄 は何氣 なく その 仲 M 入 

り をす ると、 夫婦 は いづれ もしよ ゆた 様な 態度が 兒 える。 

「夫婦 i» ^峰で もした あと か 知らん』 と 思 ふと、 さう でもない らしい。 

穀 雄はメ  I ル 社の 話が まだ 兒込 みのない わけではなかった ことな ど を 語って 聽 かせた 。と 云 ふの は、， 

こないだ 中から、 何の 話 も 一 つと して まとまらない 爲め、 渠 等の 方に 少 からす 不信用の 様子が 見えて 

來 たので、 これで も 一 っ出來 たら、 等 も 多少 自分の 價値を 認める だら うと 考 へたから である。 然し、 

義 雄の 心で は、 その^、 それ を 11 條 件が 餘り 面白くな ささうな ので 11 決して さう 結構な 話と は 思 

つて ゐな いの だ。 

すると、 お 綱さん が 突然、 云 ひにく さうな 樣 子で、 

『今晚 は 田さん の 方へ とまりに お行きな さらん ので 御座いま すか』 と 云 ふ。 義雄 は變な 心持ちが し. • 

た。 ,5^^亦かの女に附ぃて、 


『實 は、 今晚叔 £3 か歸 つて 來 るか 知れない の だ 11 君 も 知って る 通 人の 留守番に 行って ゐる』 と 

云 ふ。 

『それが 來 ると、 あなたの 蒲圑が 御座いま せんので すよ o』 

.『 貧乏 所帶 はこれ だから 困 るんだ よ』 と、 勇が また 附け 加へ ヒ。 

お 綱と 勇と は 顔 を 見合 はせ た。 そして、 それ を 見た 義雄は 苦笑 ひして、 では、 なぜ^ 刻 出る前に 云 

ろて 5!^ れ なかった の だと は 思った が、 

『それ も 尤も だから II 僕ァ 行かう。 然し 島 K にも 別な 蒲 園が ある わけ ぢゃァ ない の だ。 然し、 まァ、 

お休みなさい。』 かう 云って、 蕖は 再び 有 馬の 家 を 出た。 

夫婦が 立ち上って 見送りながら、 惡く思 はない 樣 にと 頻りに 辯 解して ゐ たが、 渠に は、 もう. それ 

が 立派な 辯 解に は 取れな か つた。 

や ちう 

『體 よく 夜中に 追 ひ 出された も 同樣だ o』 かう 考 へて • 蕖は 重い 足 を 運ぶ。 そして、 かの 八月 十五 日の 

午後 二 時 ST 初めて 札幌 停車場の 前に 立った 時の 寂しい 感じ を、 今夜 また、 蒈罾 八日の つき 夜 U 恩 ひ 

浮べた。 

博物館 構內 へで も 這 入って 見ようと 思って、 直ぐ そばの 入り口まで 行って は たが、 高い し ^ き 木の 數 
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多い 极 もと を 透かして、 暗く 牧草の えて ゐる のが、 如何にも 物凄い。 そして、 風に ゆらぐ S ハ 葉の 問 

|& へ ひ 

から • ほれた 月の 光が はろ りくと 夥多の 蛇の 口の 様に ひかって こぼれる の を 見る と、 どうしても、 

ぉぞ氣 がつ いて そこへ 這 入る 氣に なれない。 

然し. 煩 は 牧草と. M 床、 木の 枝と 家 を 聯想して、 自分 も is^ や 蛇の 形に なって ゐ たら、 こんな 苦 is やま 

ご つ き はなから うにと 考 へ る。 

構外の 路 なかに 立つ 例の ァカダ モの樹 かゆに 行き、 その 根に 腰かけて 冥想す ると、 自分と 云 ふ 物の 

じんね つ  ， 

心^まで が 自分の 目前に あら はれて 來て、 生存と 云 ふ 苦悶の n を 照らす 樣だ。 然し その 照らし は即っ 

て 自分の 苦悶 を  一 明瞭に 自覺 させる 鋭 さであった。 

そこに もゐ たたまらな いので、 また 步き 出す。 然し 今から 氷 峰の 下宿へ 行った とて、 あれ もるな い 

か 知れない。 よしん！ tirQ たと て、 つづけざまに 風邪の 氣 味が あるので、 早く 寢てゐ るに 扣 違ない。 そ 

の 一 つ 床へ 道 入り込む の は氣の ffi だ。 それに、 こないだ. 一 緒に その 床の あとさきに 枕した 時の 寒 

かった こと を 思 ひ 出す と、 び さう いふ 目に 會 ひたくない。 

『er 等の 考へ では、 金が 來 たから、 ，M3j へで も 行けと いふの か 知らん』 と、 初めて かう 氣が附 いて 

ると、 なほ ら そんな；^ にも なれない 

『矢 ツ^り .Gc 分 は .E 分 だ』 と考 へる と、 知力も^ 志 も 共に 感情と 八 egg して、 『薄 野へ 行け』 と 命令す る 


i だ。 そして、 どうせ 行くなら. • ゆ ふべ の 女のと ころへ 行って やらう と 云. ふ氣 になる。 

敷 島と いふ 女が、 どことなく • 他のより は 可愛い 様な ところがあった。 

井扩ぉ (のお もてに 達する と- 入り口で、 凉 しいのに * 見知りの 番頭が 擧丸 火鉢 をして ゐた。 冷淡に 

お 《 て、 然し 顔 を 赤らめながら、 義雄は 女の 名 を 云って、 その 部 星が 明いて ゐ るかと 聽 くと、 

『へい。』 蕖は 馴れく しく、 『明いて をり ますから、 どうかお あがり 下さい。』 

確 力に さう かと 念 を 押した うへ、 店 を 張って ゐる ものら にわ ざと 顏を 見せない 様に して、 つかく 

あがった。 その あとに、 ばた くと いふ 拍子木の 音が した。 

敷 島の 部屋に 飛び込， r 獨り、 床の間の 前の ii の 上で 火鉢に 向って あぐらをかき そのまま 

壁に もたれて、 川 崎雜誌 社長が さきに 高^ 樓 でした 樣に兩 袖で 顔 を 押へ てゐ ると、 ばた く 云 ふお い 

らん の 音が 近づいて 來て、 障子が 明く。 

多分 敷 島に 遠 ひない と 思った から、 義雄は 袖で 顏 を；！ して ゐ ると > 

『へん、 そんな こと をした ッて、 駄目 だ』 と 云 ひながら、 かの.^ は 這 入って 來て 火鉢 を 中に 義 雄と 

相對 して 坐 わる。 『入ら ッ しゃい o』  •  - 

『はい、 入ら ッ しゃい。』 渠も わざと 固苦しく あたま を さ ゆた が、 微笑して. 

『來 て吳 れれ ばよ いと 思って たと ころへ 呼ばれた ので』 と、 女 もに こくしながら、 
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-.『 誰れ か 知らと 考 へながら 來 たら、 矢ッ 張り あなたであった。』 

『おれ も』 と、 義雄は 火鉢に 兩肱を かけながら、 『ば ッたリ くと お前の 草履の 音 だら うと 考 へて ゐた 

ら、 矢ッ 張りお 前であった。』 

『翁 似師 だ、 えね』 と * 女 は 火鉢 を 越えて 棄を 打つ。 

『然し』 と、 義雄は その 態度の まま 7 まァ、 結構 だ。』 

『何が、 さ？』 女 は 不思議 さ、 フに云 ふ。 

『いつ 來て も、 御 商赍が 繁盛し ない 樣 だ。』 

『人 を！』 ぁッ けに 取られた 様に 體を 正し、 『馬鹿にし てる • ねえ』 と、 聲を引 ッ張リ 、『お 氣の毒 だが、 

もう、 求：； -ii からかせ いでし まひ ましたよ。』 如何にも 憎らし さう だ。 

『ぢ ゃァ、 おれ は來て やらないでも よかった の だ。』 

『何 ぼで も、 お 客が 多い 方が い いぢ やない の？』  . 

『然し さう 多け り ゃァ、 また、 おれとば かりし ッ. ほりと いふ わけに ゃァ 行くまい？』 

『だから、 明けて いたと お 思 ひよ。』 

fi- 切 だ、 ねえ、 この 子 は。』 


『親切です とも、 あなたに は。 ——今晩は、 もう、 店へ 出ない の on 

『そんな こと I つて、 矢ッ 張り、 敷 島さん』 と、 番頭の 大きな 呼び 聲を 眞 似る。 女 は 不意 を 打 たれ 

『びッ くりす るぢ やない か』 と、 胸 を 撫でる。 

『然し さう 云って 呼びに 來 たら、 矢ッ 張りお 客に 出る ぢゃァ ないか？』  . 

『いえ、 出ません， わ、 今隨に 限？ |病氣 だと 云 ふて。 11. け ふはい そがし かった もの。』 

女 は あ I て ゐ II 子 だ。 雲 は 然し あま 奴と 見られ， sf、 見られな S 樣 にと 努めてる 

る。 そして、 何 f い 風 をして、 女の 耳た ぶの 下部の 一一 キビの かたまと 云 ふの を さはって 見る。 I 

頭が 臺の物 を 持ち 蓮んで 来たので、 その 番頭に、 

『け ふ は、 番頭さん、 ゐ殘" ぢゃァ ないから、 安心して 吳れ 給へ。』 

『 へ い 、恐れ入りました。』 渠は あたま を 下げて 去る。 

『また 來 たの？』 左 近が 一ず すがり S 雄の 聲 I きつけ、 そとから 管 かけた。 

『は ァ』 と、 ちょ ッと氣 恥 かしい 檨な i をした が- 思 ひ 直して、 『また 來ま したから、 どうかよ らし 

, ^願 ひます。』  力 ス 

『こッ ち こそよ ろしく です- わ。 11 高見さん は？』 
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『け ふは會 はない から 知らない。』 

『ひどい の. ね、 あなたば かり 来て。』 

『そり ゃァ濟 まなかった。』 向 ふへ は平氣 らしく 云った が、 獨 りで 來 たのが こちらの 女に 弱み を 見せる 

わけ だ、 な， と 思って、 少し 自分で 自分が 面白くなかった。 

『ま ァ、 お-:; _1 入り』 と、 敷 島が お 上手 をつ かった が、 左 近 は 障子に も 手 を かけない。 

『仲よ く 二人で お 詔し よ。 © 島さん は あなたに 惚れた のよ。』 

『そり ゃァ、 まだ 早 過ぎる よ』 と、 義雄は 障子の 方 を 向いて 答へ る。 

『1J^._ カ^に おし ひない よ、 左 £ さん。』 敷 島 は ゆるんで ゐ るが、 然し 圓味を 帯びた 口調で 、『これで も場數 

を 踏んで 來 たおい らんです から、 ね。』 

『左 樣、 左様』 と、 そとの も 冗談に へ て、 『だが、 ね、 田 村さん。」 

『はいく。』 

『あなた. の やうな 吞氣な 人のお 話 は 面白い から、 また 聽 かして 頂戴よ。』 

『はい、 かしこまりました。』 わざと 斯う は 答へ たが、 自分 を 呑氣な 人間と 女 どもが 本氣で 思って るか 

と、 思 ふと、 鹿々々 し くもなった。 

ばた く 云 ふ 草 股 0 ぼが. 下の 奥の 方へ 響いて 行った。 


ぢょ  ぼ 

左 近の 云った こと を 敷 島の ゆ ふべ 以來の 言葉 振り や 様子に 照らして 見る と * かの 女の 『初會 惚れ』 

云 々 の 唄 もまん ざ ら 無意味に 低唱した の で はなから うと も 思 はれる。 

然し 何の 見どころあって さう かと 考 へて nB^ ると、 それ も 女 等の 言葉に 徵 してた だ、 『吞氣 な 人、』 『面 

白い 人』 と 云 ふに とどまる らしい さ  _ 

. 自分 は 決して そんな 男で はない。 と、 かう 義雄は 心で 憤慨した。 こんなと ころへ 來る のが 旣 にやぶ 

れ かぶれで あるので、 思 ひ 切った 馬鹿 も 云 ひ、 思ひ切った踊.5^もするからこそ、 渠等は 不斷の 不愉快 

と 使氣壓 とから 救 はれて、 面白く も あらう。 

渠 等の 不斷の 生活が 所謂 苦界で、 つらい こと はつらから うが、 その つら さは 子供に 與 へる おもちゃ 

同様の 物を與 へれば 濟む。 たと へば、 人形と か、 風船 玉と か、 飛行機 模型と か、 そんな 物で 一 時 を ま 

ぎら しても 濟 むの だ。 渠等 自身が 旣に おもちゃ だから、 人 をお もちやに する の も 何とも 思って ゐ ない 

の だ。 自分 はいくら 失敗 ゃ墮 落しても、 決して 渠 等の 慰みに は 使 はれない。 

『然し • まァ、 假面を かぶって ゐ るの も 一 興 だ』 と覺 悟して、 義雄は 女の 調子 を 取って ゐる。 

そして、 互 ひに 酒 をつ いだり、 つがせたり しながら、 義雄 はきの ふと 同じ 冗談 を 云 はう と 思っても、 

どうして か、 それが 出ない。 また 云 ひた. S こと、 問 ひたい ことが 女の 身 0 上 ゃ考へ に 就いて 山 ある 
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様で、 然し、 それ も 相手が そんな 種類の 女 だと 思 ふと、 眞 面目に は 出て 来ない。 

あり 振れた 题 HI より ほか 話がない ままに、 膳 も 引けて しまった。 

義雄は 左 近 —— の 方 をい いと 見た ので —— あれ を 敷 島よりも 好きだと 公言す る。 すると、 敷 島 は、 

あの人 は 若い 樣だ が、 自分より 三つ も 四つ も 年う へで あり、 また、 おとなし いので、 近- 引かせて 吳 

れ るお 客が ついて ゐる など 云 ふこと を 語った。 そして、 

『わたし も- 誰れ か 引かして 吳れ るお 客が あれば、 ね 11 』 と， 聲を 引いて、 遠慮が ちに 男に すがり 

附く。 然し 男が 

r ぢ ゃァ、 おれが 引かして やらう か』 と 云っても、 なかく 信す る樣子 はない。 

『け ふ 日のお 客さん は 女郎よりも 餘ッ ぼと 商寶人 だ』 と 云って、 女 は 男と いふ ものの 信じ 難い 例と し 

て、 自分の 一度 打ち込んだ 道 鹿の 靑年 官吏の 物語り をした。 隨分 つか はせ た あげく だが、 その 友人と 

共に 店の 格子 さきに 先ち、 百 圓の佘 がなければ 免職され る 破目に なった から. どうかして 吳れ ないか 

との 和談を 持ち込んだ。 ： て Q 翌日、 自分が この 店へ 住み 換へ をして、 それ を 調達して やった の は 遣つ 

たが • それが 男の {.R 金を费 消した 概め 合せに なった ばかり だ。 有罪に はならなかった が、 そのまま 遠 

方へ 轉 仕して、 便りが なくなった。 

『それから、 もう、 二度と 禅び にな ど 惚れる もの か』 と 決心した の ださう だ。 そして、 女郞 を本氣 


にさせる の は 容易い こと だ。 i 度ば ッ ばと 使って $、 それから 格子 Qi に 立って、 ちずち び 

り 無心 を 云 ひかければ、 初手の 女なら 大抵 それで 釣られて しまう とい ふこと を 語った。 

. t 力の 女が 義 雄の 顔 を、 屏風の. あちらに なって ゐる 電燈の 光の 薄 嗜ぃ餘 波に 照らして、 ぢツと 

見つめながら、 

『うらの 返しに 來 て吳れ たの、 ね』 と 云った 時 は、 渠も 何となく 女の 寂しい 心 f ひやら で それ を、 

あす、 また- 裏門の 柳の かゆから、 冷然と して、 あと は 見す 知 I の 人の 如く、 立ち去ら ぎれば な 

ら ない 自分の 心と 對 照し て 見た。 
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その 翌曰、 水 峰の 下宿で 讓 着の 食事 を やった が、 敷 島に あつくな つて ゐるき はれる のが 不本 

寿から- 義雄は 不斷の 開放 的 談續に 似合 はす、 井裕樓 のこと はず 口に？ なかった。 

然し 今 晚も亦 行って 見た くな つたので、 たの 字よ？，. して、 女に 當て 午後 六 時 頃に は 行く から、 部 

屋を 明け 5 けよ とい ふこと を、 つ カキに 書いて 送った。 a. けさ 出る 時 云 ひ 置いて 來れ 

ばよ かった の だが、 さう いふの が 何となく 意久 地ない 樣な氣 がして、 相 管す、 つらい、,， を 冷やかに 

見せて 歸 つて 來 たの だ。 
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北海 逸 業 雑誌 を も 送って やった。 それ は 約束で あつたの だが、 どうせ 行く のなら 持って行って やつ 

て もい いのに、 それと これと は 何だか 別な ことで あるかの 樣な氣 がした。 且， また、 自分の 行く まで 

に 雜誌を 見て、 自分が S 際 何 を やって ゐ るかと いふ こと を 知らせて 置きたかった にも 由る の だ。 

今度 は. 婆 門から 這 入って、 襄玄關 のがら す戶を 開けた。 すぐそばの 便所のに ほひが アル ボ ー ス にう 

まん" な 

ち 消された まま 句って 米る。 そのに ほひ は、 丁度、 自分が 稳ぃ 方面に 這 入りながら、 目をつぶって、 

心の內容を披游する氣持ち^^樣に思はれ、 それによ つて、 義雄は 自分自身の 現在の 立ち 場 をよ ぐ噪ぎ 

つける ことが 出来た。 

戶 について ゐる錄 が 鳴った ので、 おもての 方から 番頭が 草履 を 持って 飛んで 來た。 かれに さき 立つ 

て 階. S を 二つに 折れての ぼり、 廊下の 角の 左り 手の， 部屋へ 行かう とすると、 

『ちょ ッと こちらへ』 と、 右の 方へ つれて 行く。 

『畜生！ け ふ はま わし 部屋 だ、 な』 と 思 ひながら、 先づ おもて 二階の 廣 間へ 行き、 低い 大きな 银臺 

の 前に 腰を据 ゑる。 

やがて 敷 島が にこ.， -て やって来た。 然し 臺を 隔てて さし 向 ひに なり、 義 雄の 浮かない顔 を 見た 

時 は、 かの 女 も 露 面目 臭くな り、 

『今 晚は濟 みません 11 あなたの ハガキ が I と 足 蓮く 來 たもんだ から、 部屋が ふさがった のです。』 


『然し さう 邏く 届いた 箸で はない』 と、 義雄は 重い、 浮かない 聲で、 『かな 棒 時間よりも 早かった に 相 

遠ない。』 

『それでも、 お客さんが さきへ 來 たら、 仕 やうがない、 わ。』 女 もうらみ 聲で云 ひ 爭ふ樣 に 云 ふ。 

『仕 やうが ないから、 おれ も 仕 やうがない、 さ oi 

『では、 歸 ると 云 ？』 

『ああ、 歸れと 云 ふ-なら、 歸る、 さ。」 

『誰れ も 歸れと は 云 はな いぢ や f ません か 

『ああ、 誰れ も 歸れと 云 はない、 さ。』 

『それなら、 素直に して ゐ たら、 いいで は^ 座い ません か』 と、 女 は 笑 ひがら 臺を. わって 来て、 男 

あ. a にく 

の そばへ ぴッ たり 坐 わる。 『今 晚は 生憎なん だもの I でも、 一 人で も 急がし いなら、 喜んで 吳れ るの 

が 當り前 だのに。』 

『そり ゃァ お前の 爲 めに は 喜んで ゐ る、 さ。 然し おれが 不愉快 なんだ。』 義雄 はま だい や 味 を. 云 ひなお 

らも、 出て 來た臺 の 物に 向って、 猪口の 取り やり をした。 

まわし 部屋に 引けてから、 女 は 茶 を 入れて 置いて、 寢床 ♦vsf.oN ながら， 


『これでい よく、 なじみになる の、 ね』 と 云 ひ， おとと ひの 初會、 ゆ ふべ の 返し、 今夜から なじみ、 

つづけて 來 たの だとい ふこと を 嬉し さう に 語る。 

r おなじみが ふえて 結構でしょう』 と、 義雄は 冷 かす。 

r  』 女 は 冷 かされても ただに こ，/ \ しながら、 本 部屋の 方から • わざく、 綺麗な 枕 

や 赤い 肩 敷き 11 義 雄の 親しみ ある 11 を 持って 來て、 休む 仕度 をす る。 

その 間に、 左 近 を 初め、 その他の 女が 澤山 入り 代り、 立ち 代り、 やって 來て、 叮寧 らしい 挨接 をし 

ながら、 義 雄の 顔 を 見て 行く。 蕖は 『人 を 見せ物に して ゐる』 と 思った が、 實は、 敷 島が 色男 を 得た 

と 云 ふわけ で， その 祝 ひらし いこと を 皆に させられ • 皆 はまた その 禮に來 たの だと 分った。 

『向 ふのお 客を棄 てて 置いて はよ くな からうよ。』 義雄 はい や 味 半分、 粹 半分の 心持ちで 云 ふと、 

r なァ に、 今、 どこかへ 遊びに 出て 行って ゐ ないから』 と 答へ ながら、 床の 中へ 這 入って 來た。 そし 

て、 男と 横に 向 ひ 合って、 これで、 まァ、 安心と いふ 樣子 だ。 

義 雄の 判斷 では、 この種の 女 等 は 殆ど 懋し いとい ふこと を 知らない。 朝、 目が さめて、 客 を 送って 

しまへば、 その 日の 晚 はまた 同じ 人が 來 るか、 來 ないか 分らない。 たと へ懋 しいと 思っても、 その 人 

が來 なければ、 それ ッ 切りの こと だ。 

客の 歸り姿 を 送って、 また 來て 吳れれ ばいい と 思 ふこと はいくら も あらう。 然し、 その代り、 門 を 


1 歩 離れて しまへば、 exR の 心 はもう 屆 かないと いふ 經驗を 幾度 もして ゐる。 

渠 等の 人生 は 曲 輪の 中に 限られて ゐて、 そこ を 離れた もの はすべ て 死で も あらう 0 船 I 一で も あらう。 

ただ 男 を 自分の そばに 引きつけ てゐる 間が、 その 商賫 でも あり、 生活で も あり、 生命で も ある。 そし 

て、 その 男が 好きで あり、 可愛く あれば、 その 間 だけ 眞實の 生活が ある。 . 

かう 思 ふと， 義雄 はこの 種の 女が 自分の 主義 をち いさく 實 現して ゐる 様に 考 へられる。 曲-^ 以外 は 

死 または 虚無の 空想 界 である。 無經驗 • 無 思慮の 女 は、 一 般の 俗習 家 等の 《仝 想界に 求める 理想と 同樣、 

賴 むに 足らない 死人 同様の 戀を追 ふて 失敗す る。 然し 本當に 思慮 あり 經驗 ある 女 は、 全く {4! しい 戀な 

どに 一 時の 安心 を 求める 樣な こと はしないで、 自己の 苦界に 密接して 來た戀 をば かり その 場の 實質ぁ 

る、 糧に する。 だから • 握った 間 は その 男 を 離さない。 これが 却って 最も 切實 な、 最も 遊戯 分子の 少 

い 愛で あらう。 

自分に 對 する 敷 島が、 然し、 そんな 切 實な愛 を 持って ゐ るか、 どう だか 分らない が、 それと 同じ 難 

な 心持ちに はなれる 稼業 だと 思 ふと、 その 樣子 振りから 言葉つ きに 至る まで、 義 雄に は それと 取れな 

いこと もない 0 

そして， 義 雄が あがった 時、 女 は渠の 送った 雜誌を 店で 繰り ひろ け、 渠の 書いた 談話 を讀ん でゐた 

ところで あつたと 語った。 そして、 女 は 少し 取" 澄ましながら、 ， 

お  «  さ 11 II 一 
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『i^ はこれ まで 文舉 者であった。 これから もや ッぱ り文擧 者で つづく の だ』 と、 暗誦して 見せる。 そ 

の 愚意が 分： つて ゐ るか、 どうか 知らないが、 ただす らくと、 雜 誌に 出た 義 雄の 文句 通り を 暗誦し、 

ぢょ 

その あとに 書いて ある ことまで もお 俊 ひする のを聽 くと、 渠は 自分が かの 女に 半ば 了解され た 樣な氣 

がして • 自分 を 今 遠く離れてる てよ く 理解して 吳れ ない お 鳥な どより は、 すッと 親しみが ある 樣だ。 

この 苦界に 辛抱して ゐる ほど だから • こちらと 1 緖 になって こちらの 悲哀と 苦痛と を 共に する こと 

もで きない こと はなから う。 ぃッ そのと、 この 小づ くりな 女 を 引かせる ことができるなら 引かせて、 

ぢょ 

義雄は 自分の まだ 飽かない 燒けッ 腹の この 放浪 を 一 I 無理に 東京な どへ は歸ら ないで I— かの 女と 一 

緒に つづけても かま はない と 思った。 


弗 
常 

ttdb. 
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土用 明けの 俊 氣壓で 雨 ！ 而もお ほ 降りの 雨 11 が 何日 」 いて、 最後に 讒も ひどい どしゃ 降り 


をした。 その fd-  口から 立派な 晴-大 になった ので、 午後から、 何日ぶ りかの 散歩が てら、 高 野 巖は家 を 

出た。 

別に 常て があった ので はない。 然し 集の 編輯して ゐる雜 誌で 俳句 攔の 選者に 頼んで ある 土井會 水と 

云 ふ 宗匠で、 某 新 IE の 政治 記者の 家が 近虚 なので、 碁で も 番 打って 來 ようと 思 ひ、 そこへ 立ち寄つ 

て 見る。 曾 水 は 年若い 仲間の 石 井 春 山と ビ ー ルを飮 んでゐ た。 髙 野が 見えた ので、 別に また ビ ー ルを 

拔 かせ、 冷素麵 など を 出す。 

その ビ ー ルを飮 み、 素麵 をす すり 込みな がらの 話に だが、 美 濃、 尾 張に 於け る 明治 二十 四 年の 大地 

震の ことが 出た。 曾 水 は 尾 張 犬 山の 人で • まだ その 土地の 漢學 塾に 通って ゐた 時の こと だ。 

『もう、 古い ことで —— 今ぢ ゃァ， 犬 山 も 名 古 屋のォ キヤ ー セ 言葉に なって しまったが、 それが まだ 

名古屋 化せられないで、 「おきや ー せ」 の 代りに 「おきせ」， 「な も」 の 代りに 「ない」 と 云 ふ 際な、 -沌 


粹の犬 山な まり I つて I 時の こと、 さ。 犬 山 は、 地盤が 岩石で 出 來てゐ るから， 地震と 云 ふ もの 

は 決してな いと 云 はれて ゐた。 實際、 また、 その 土地に ゐる者 は、 ft. 地 i. チわ字 も f た 


『僕 は、 その ョ、 朝 六 時 頃に 起きた、 ね。 その 前夜. 母から， 起きる と 直ぐ 下女 を 叩き起し. 

に 入れる f 買ふ錢 を？ と 申しつ かって ゐ たので、 そ S 通りに してから、 醫 まかへ て 家き だ 

して- 二三 軒先の 友 管 さそ ひに 行く と、 まだ 戶が しまって ゐる。 叩き起す とそ この 置が 戶 を明プ 

て吳れ た。 まへ 這 人って 塵の 憲 する QI つてき と、 戶障 子が がた ぐ 云ひ... して- 柱 時 十 

が俟 の 前に 飛んで 來 たの だ。 不思議き ともあれば ある さだま？ ゐ ると、 戶 棚の 戶がは づれて 

倒れ 出した。 僕 はた だ あぶな ッ かしい ので 外へ 飛び出した。 II 

『すると、 その 前の i 屋の 屋根の 瓦が ぴ よこく 飛び はねて ゐる。 やがて そ 蒙が づ ぶりと 崩れ 落 

ちた。 それに 附 いて •  S の 家が 五六 軒 I 倒しに なった。 は、 はァ、 これが 地震と 云 ふもハ だ— 

おば ァ さんのお 伽話な どで よく 聽 いた、 あの 善 光寺で 鐘が あって. 牛が 優、 人が 何人 死んだ と 云 

ふ— その 地 9r な、 と 思 ふと- 急に おそろしくな つた。 何でも. そんな 時 S へ 逃 ゆ さへ すれば 

でと 聽 いて ゐ たから、 祥雲 寺と いふ 寺を 目 ざして 一 目 f 走った— そこに 藪が あるの を 知って る 

たから だ。 もう、 その 時 は 殆ど 夢中 だから， 何が 何 だが 殆ど 分らなかった、 ね。 何でも. ま 

非常時 

1  六 三 七 
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引ッ 張り合って 定 つて ゐ た の だが、 どうも 誰れ であった か おぼえな かつ た。 11 

『途中で、 二三 軒、 家が 倒れて、 ぼう ッと 土け むりが あがった。 そのけ むりの 中に 包まれて、 初めて 

自分の 家が どうな つた だら うと 云 ふこと に 思 ひ 及んだ の だ。 それまで は. ただ 蔽へ 逃げる ことば かり 

考 へて ゐ たの だ、 ね。 ところで、 ふと わが 家 を 思 ひ 出しながら * 跡 もどりした。 さう すると 面白い の 

だ』 と. 曾 水 は 鳥渡 言葉 を 切って、 ビ ー ルの コップに 手 を 出す。 

『その Si も ゆすって ゐ るの だ、 ね』 と、 高 野は聽 く。 

『ゆすって ゐ るに は 遠 ひなかった らうが、 僕が 走って ゐ るので、 自分に はさう 感じない の だ o』 

『それ もさう でせ う * な』 と、 春 山 も 口を出す。 

『で、 家の 方へ 行って 見た、 ね』 と、 曾 水はビ ー ルの泡 を 口 ひゆから 拂 つて、 『すると、 澤 山の 人々 が 

1^ 信 柱に つかまって、 ごろくして ゐるぢ やない か？』 

『電信柱に？』 と、 春 山 は 不思議 さう に il: ふ。 

一 さう だ I？ 信 柱に 11 どう 云 ふつ もりで あつたか 分らない が、 多分、 しッ かりした 物に つかまって ゐ 

ネば ふら，.^ しないと 忍った からで あらう II 幾人と なく それにつ かまって、 ぁッ ちへ ごろ リ、 u 

ッち へ ごろり やって ゐ る。』 

『いも 蟲 ころくの 樣な もの だ、 ね』 と、 高 野 もっけ 加へ る。 


『それが， さ』 と、 會水は 微笑しながら、 『今から 云へば、 丸で 滑稽 だが、 その 時の その 人 に 取って 

は、 一生懸命 なの だ 11 南無 阿彌^ 怫と 云って はころ く、 南無 妙法 蓮華 經と 云って はころ./.  

その 中に 僕 ひ 母親 もゐ たの だ。 ふと 僕の 來 たの を發 見した の だら う、 「あ、 まだ 11^ きちよ るか」 と 云 ふ 

き. は， 立った 聲で、 僕も氣 がつ いた or お 母 さま， どうして 見える」 と 近よ ると、 そのい も 蟲の列 I. £ 

も そのうちに 見えた —— が 僕の 方へ ころけ て來 て、 僕 は it り はね 倒された。 起き あがらう とすると、 

成る 程 自分の 足 もぐらく する ぢ やない か？』 

かう 云って、 渠は高 野の 顔を暫 らく 見つめる。 高 野 は コップ を 手-にした 切り、 そ の^を 聽か うとす 

るに 熱心 だ。 然し 春 山が- その 樊ひ 出した 卷 煙草の @ の 中から、 

『僕 もさう いふ 經驗を 一 度で もして 見たい、 な』 と 云 ふ。 

『して 見たい と 云って、 出來る わけの 物 ぢゃァ ない、 さ o』 

『そり ゃァさ うです が —— 』 

『とても、 正氣で 電信柱な どへ つかまって は ゐられ ない、 さ o』 

『みんな 夢中 だッ たのです- な。』 

こんな 風に 話が 横へ それ かける ので、 高 野はコ ッブを 下に 置いて、 

『それから、 どうし まし だ』 と催距 する 0 

m 常 時  0^ 


泡 鳴 仝 集 第 一 卷  六 四 0 

『それから』 と、 曾 水 はまた ビ， ル をぐ ッと I  ロ飮ん で、 『鬼に 角、 馬鹿な こと をして ゐ たもので、 そ 

,  みな 

んな にごろ くして ゐ ないで、 皆 逃げれば いいのに、 自分 達 は —— どうした もの か —— 逃げ もしない 

で、 僕にば かりこん なと ころへ 來 たらい けない と 云 ふの だ or 早く 學 校の 運動場へ 逃け せ」 と 云 はれた 

ので、 はァ、 如何にも、 擧校 にも 竹蔽が あると 思 ひ 出し- 半 町ば かりの 道 を かけ 出して 行った。 目の 

で また 家が つぶれて、 土け むりが あがった。 そのけ むりの 中の 崩れた 家の 上 を 踏み越えて 行ったら 

しい^ I 跡で^！^^-へ て兒 ると、 どうしても そこ を 通らな けれ は 来られなかった の だ。 —— 

『で、 舉 校の 蔽へ 逃げ込んだ、 ね。 自分ながら、 まァ、 少し はこれ で 安心 だと 思った。 いろんな 人が 

さきへ 來てゐ たが、 . ^の 明けが たからの ことで、 すべて 身を以 つての がれて 來 たので、 何の 用意 もし 

てゐ ない。 持ち出した 物と 云ったら、 却って 馬鹿 ゆた もの、 さ 11 箒 一 本 を 持ち出し たの も あれば • 

大箏 さう に 子供のお まる を 持って 來 たの も ある。 また、 若夫婦の 如き は • —— を かしかった も を かし 

かった 11 ふたりとも、 裸體 のままで、 飛び出して 來た。 兩 手の ほかに 何も 蔽ふ もの は 持って ゐ ない 

の だ。』 

『滑稽 も、 これ 以上の はないで せう、 な』 と、 春 山。 

『いや、 まだ その上が あった。 矢ッ 張り、 夫婦で 飛び出して 來 たのが、 氣が ついて 見る と、 細君 も蔽 

ひ 物 力ない ので、 亭主 はころ けて ゐる 瓦の 破片 を 拾って、 それ を當 てが つて やった さう だ。 


『は、 は、 はァ J と、 春 山 も 高 野 も 笑 ふ。 奥の 方で も- 曾 水の 細君の 笑 ふ 聲が聽 えた。 

F しそれ は U だ • 若い 人間の 極 正直な 性情 を極 正直に 發 揮した ところ ま 見れば. これ 以上の 美お 

はなから う、 f— で、 その S 長さが 三十 間. S. 八 間ば かりあった から、 隨 分き へ I すき 

とが 祟た。 それ S 履の 建て 物が 四角 f はって ゐて、 中庭 崖 動 場に きて ゐ まら、 ここ ま 

り は 倒れる ことがない と 看做されて ゐた。 その 霧 場に も • 大分 人が 集った。 僕 I の 中 S 達のお 

るの を 待って ゐた。 暴が つまった 雷ので、 f で 見る と、 土が 太い 飴ン 棒の 様になつ， び 出 r。 

■ 手で こいて きと， f 黑 にしめった 土が くッ ついて 來る。 僕 は、 子供ながら、 これ は 大變取 

件に なった と 思った。 墨の ことが 心 f ので、 また 出かけて 行く と、 向 ふから 還 は 他人と 五？ 

手 をつな ぎ合 はして やって 來 るに 出會 つた。 すると、 母が 「また f よる、 藪へ 行きせ， 毅へ 行きせ _ 

と 叱る ではない か？ 僕 はまた 蕖 等よりも さきに 元の 薮へ驅 けて 行った。 

『やがて 母も父も 來た。 •— もう、 正午 近くに なった。 「おば ァ さまが 見えん 草ない かよ」 と 云 ふの 

だ。 さァ、 大霧、 「死んだ か 生きち よる か？ 誰れ か 見て f といかん ぞょ」 と I だで 

うと 云 ふも^ない。 r 僕が 行く」 と 云 ひ 出す と. 皆が 「I 軍で 、おきせ 、おきせ」 ととめ る 「； ネ 

ァ、 小僧 を 一 人 やれと 云っても、 「いかん、 いかん」 ととめ る。 ？ 1^51.  a. 

で、 とうく 僕が 小 僭 二人 をつ けて 行って 見る と- 僕 I は その I で 倒れて はきかった。 して、 

非常時  > 

^四」 
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おば ァ さん は どこに ゐる だら うと 思って 探したら、 獨 りで、 庭の 松の木に すがりついて、 南無 阿彌陀 

佛を唱 へて ゐ る。』 

いぐ わ S 

『ほう ッ』 と、 春 山 は 意外が る。 

高 野 は いつの ま にか 手帳 を 出し て 曾 水の 話の 耍點を 筆記して ゐ る。 

『右の ni の 上へ 落ち 瓦が 常って 血 だらけに なって ゐ たが、 それ を 大きい 小僧に 負ぶ はして、 僕 等 は 藍 

へ戾 つた。』 

『そのおば ァ さん は 生きた 心地がなかった でせ う、 な』 と、 舂山。 

「あば ァ さんど ころ か、 もう、 みな、 半分 は 死んだ つもりであった、 さ。 11 そこに、 一人、 珍 物が 

あった。 これ は新閗 紙に も 「地震の 敵」 と稱 せられ、 こんな 平氣な 人間に 會 つて は * いかな 大地震 も 

閉口 だら うと 云 はれた。 僕の 祖父 (と 云っても、 義理の 祖父で • 俊の 家の、 まァ、 厄介物の 様になつ 

て、 おば ァ さんと は il 係がない ので、 獨 りで、 隱居部 星に 住んで ゐ たもの) だが、 他の 人々 がすべ て 

逃け まどって ゐた Si に、 平 氣で炬 緩 にあたって ゐ たの だ。』 

『そり ゃァ、 また、 而 白い、 ね』 と. 高 野 は 聽き耳 を 立てる。 

『大膽 な ぢぢィ に は 相違ない が、 朝起きて、 早速、 佛 擅に^ 燭を あげた。 すると、 その 立てた 蠟燭が 

. 倒れた。 あぶない と 思って 火 を 吹き消す と、 江戶の 大地 簾よりも ひどい 地震 だ。 初めのお ほ ゆれに 倒 


募の 家 は 倒れない。 それに 、隱居 部屋 は 離れの 樣 になって ゐ るが、 本家と 

丈 U まとに は I つてつな がって ゐ るから、 相持ちで、 ー曆 大丈夫 f し U 

力ら の 火事の けむりが 見え 出して 來た時 は、 安閑と もして ゐられ ない ので、 手桶 を 持ち出し リ 

U ゼ行气 八十 六 歳になる ぢィ さんが、 £ ひろ も ある 井戸から、 水 I 桶：； 一十；.：， 汲みて あげ 井た 戶 。 

^OM 消防 夫が 來 たので、 それに 「おれが 水 を 手桶に 三 ti 意した ぞ」 I 置いて、 再  1 

ruu 了った。 その 水汲みの 頃に、 iisiii. ぢィ さん 

は それ を 見て、 「は、 はァ- やつち よる、 な」 と 思った さう だ。』  たのて ちィ さ/ 

『よ ッぽ I 膽 だが、 ま i 氣で す、 な』 と 春 山 は 云 ふ。 

『，^ ころが、 ぢィ さん も 置 だが、 こちら もまた 養と 云 はう か、 夢中で あつたと 云は うか、 

さん を つれ， utcn. ぶながら 、その？ さんの f まだ 忘れて 午後 三時 頃に なって、 ,^1 

:"Hrf  、「さ ァ、 a  -  H 

て ちゃんと 炬雪っ て、 II であった か i 浸て、 目 L〃I 

て それ を默讀 して ゐ るの だ。』 ケ り 

『へえ』 と • また 春 山 は 感心した 凝 子 だ。 

非常時 
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『僕が 「お ぢィ さま.^ 險呑ぢ やで、 皆の をる とこへ 來 いせ」 と 云 ふと T さう あわてないでも ぢゃ、 お 

れ はこれ でお ほ 地震に 三度 會 つた。 土 佐の 地震 * 江戸の 地震、 これが また 三度 目ぢ や。 この 家 は、 も 

う 決して 倒れない のぢ やで， 安心せ い。」 と、 かう 云って るぢ やない か？ 呑氣 にも 程が あるから 、「それ 

、じ も 飯 をへ，^ はすに は を れんで、 今 米 を 取りに 來た」 と 云 ふと T ぢ やが、 よう、 少し 腹が 滅 つて 來た様 

ぢ やで * 出來 たら、 さう 云って お出で —— おれ も • 今 火で も 起 そかと、 思って をった と こぢや」 と 答 

へる。 等 は それ 以上ぐ す-^ して ゐられ ない 樣な氣 がして、 ぢィ さん は そのまま にさせて 置いて。 

小^^に 米 だけ 擔は せて 戾 つた。 11 

『その 間で も、 小い ゆすり は つづけざまに あつたの だが、 家 倉の 倒れた の は • 大抵、 最初のお ほ ゆす 

りが つづいた 時で、 その後に 倒れた の は、 最初の 時に 殆ど 倒れ かけて ゐ たのが、 片づ いて 行った のに 

過ぎない の だ。 兎に角、 犬 山 二 千戶の 家が 七百戶 ばかり 辛うじて 無事に 殘 つた。 然し さう 云 ふ 家ので 

も， 家族が 初めから よく まとまつ てるた の は 僕のう ち 位の もので， —— その他 は、 おや ぢ ばかりで 他 

の もの は どこへ 行った か 分らない とか、 子供ば かりで その 親 どもが ゐ ない とか 云 ふの だ。 おば ァ さん 

がどうしても 見えない と 云って 騷 いで ゐ るの も あるし • お母さん は どこへ 行った よと 云って 泣いて ゐ 

る 娘 も ある。 血 だらけに なった 女 を ST ふって 來 たもの も あるし、 殆んど 四つ 這 ひに 這ふ樣 にして 逃け 

て來た 腰拔け も ある。 冽の a ッぱ だかで-.^ び 出した 夫婦の 如き は、 家が つぶれて しまったので、 家 


に 這 入る こと も 出来す、 男 は 人に 兵 兒帶を 半 幅 だけ 裂き 取って 貰って、 それ を 揮に し、 女 はまた 11 

かの 禅纒を 借りて- 漸ゃ くそれ を 腰に まとって ゐた。 然し- もう、 大分う すら 寒い、 Si が ぼつ， _ 

よくな つて 来た 時節であった から、 二人とも ぶる/ \ 振へ て ゐた 。「それ ぢ やで、 若い もの はも ッと愼 

みが 肝腎 ぢゃ」 などと 冷 かされても、 何とも 返答が 出 米ない の 1 で o』 

『そんなと ころ を寫眞 にで も 取ったら、 面白かった でせ う』 と、 春ぶ。 

『氣の 利いた 寫眞屋 は、 もう、 コダク を 持って ぶらついて ゐ たよ』 と、 曾 水 は 一息つ いて、 素麵 に， 

を 入れた が、 僅かに なって ゐ るので、 もう 一 杯と 別に ビ ー ルとを 持って 來る樣 に 奥へ 命じた 。『僕 等 も 

腹 は出來 るし >  多少 慣れて 來 たので、 その 日の 四時 頃から、 町の 様子 を 見に 行く 氣 になった。 地震 は 

然し 五分 置き 位に は ゆすり 通して ゐ るの だ。 僕の 家の 近所で * どこかの 女中ら しい ものが、 倒れて 來 

た 鹿に 雨足と 左の 手き 押し かぶせられ * 左の 頰が 怪我した のか 血 f けにな つて、 右 Qf 拜む樣 

にして 通る 人 毎に 助けて 吳 れいと いふ 意味で、 あ..， あ X と 云って ゐる。 然し 誰れ も それ を 助けて や 

る 暇が まの だ。 僕 等に はまた その 廂を I る だけの 力がない。 赤十字 i 架 は 行ったり、 來 たりし 

てゐ るが、 それら はまた その 方に 忙しい。 II  # 

『何百 年 以前に f ていつ 埋めた とも 分らない 井戸が、 ぎ かり 市中の 眞ン 中に 明いて、 それに 落ち 

込んで しまった もの も ある。 また、 木曾川に 添 ふた 犬 山 公園の 一 部に 大龜 裂が 出来た 時、 娘が 先づそ 
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ネ- 

こへ 落ち込む と、 危ない と 云って 助け やうと した 母親 も 亦 それにつ 5^ いて、 二人とも 深く 揷 まれて し 

まった の も ある。 家の 倒れた 上 を 掘って ゐる もの も あれば、 掘られて、 半死半生の 有樣で 出て 來るも 

の も ある。 赤十字の 救護所の 前に 行く と、 死んだ 人間 を澤 山積み 重ねて • その上に 水 を 打った 薦をか 

ぶせ て ある。 どうした わけ か、 死人に はすべ て濕 つた 薦を かぶせて ある。 また、 大きな 肥 褒がニ 本と 

もそッ くり、 大して 中の 物 を 漏さないで *  二 間ば かりさき へ 飛びぬ けて 据わって ゐた。 或 家な ど はま 

た 一 問 半 ほど ゐ ざって 立って ゐ るの もあった。 小い 蔽 がその ま- -そッ く. os、  くるり 向き を更へ てゐた 

の も ある。 —— 

『不思議な の は、 さッ ばり 聲ゃ 音がなかった こと だ。 つまり * 聽 えなかった の だら う。 これ は • 夢中 

であった と 云 ふより は、 寧ろ 世間が 餘りざ わ./ \ した 音響ば かりであった からで あらう。 —— 

『四ケ 所から 出た 火靠を 見た が、 いづれ も 倒れ伏した 家が 燒け るの だから、 火 も 高く あがらないで、 

濟ん でし まう。 ！ 蔽に歸 つて 見る と， 叔父の 家の 小僧が ゐな いと 云って 騷 いで ゐた。 もう、 日が 暮 

れてゐ る。 家の 倒れた 爲 めに 見通せる 範圍に は、 祭禮の 時の やうに 澤山 のぼん ぼり が 動いて ゐて、 ^ 

やかな 物 だ。 擧 校の 運動場 ゃ蔽に は、 急 仕立ての 卯 辰 小屋が 六十 何 軒と 出來 て、 それに は 避難お 力 等の 

屋號ゃ 家名 をし るした 提燈を か. -げて ある。 その 賑やかな の を 見て- 僕 は 初めて 自分の 眼が 本 氣で物 

を 見て ゐ るの だと 云 ふこと に氣 がつ いた。 すると 妙な もので， 耳 も 同時に 正氣に 返った かして、 周 圍 


の雜 踏が 聽ぇ 出した。 子供の 泣く 聲 * それ を 叱る 聲、 人 を 呼ぶ 聲、 何 か 命令す る聲 — 急がせる 聲、 

II ます 聲、  それが 眞ッ嗜 の 中からで あるから、 丸で、 あちらこちらに 動く 提燈 から 出る 樣 なの だ o』 

『その sk! 立て は 面白かった』 と、 高 野 は 鳥渡 鋭 筆 を 置く。 

『夜宮の 樣な 混雜 でしたら う』 と 舂山も 云 ふ。 

『實 際、 僕 も、 段々 恐れが 減す るに 從 つて、 面白くな つて 來た • ね。』 曾 水 は コップ を 手に 取る。 そこ 

, 細君が 素麵 のお 代りと 冷した ビ ー ルとを 持って 來た 。『さ ァ、 充分 やって 吳れ 給へ』 と、 渠は 也の 

二人に 勸め、 自分 も 箸 をつ ける。 

『あまりお いしう もないでしょう』 と、 細君が お 愛 相 を 云 ふのに 答へ て、 

『いや、 撲は麵 類が 非常に 好きです』 と、 高 野 は 正直に 云って、 『霤麥 の樣な ものに なると、 毎日 三度 

の 飯の 代りに 喰って ゐても 飽きません * ね o』 

r さう か、 ね』 と、 會水。 

「然し、 この 大久 保へ 越して 来てから、 薷麥 もい X のが 出來 ない ので、 あまり 喰って 見る 氣 になら な 

い。』 

『そり ゃァ さう です- な』 と- 舂山も 同感の 檨だ 0 『ゆ ふべ も、 實は、 書生が 薷麥を 喰 ひたくな つたと 

云 ふので あつら へたので すが、 あの どしゃ 降りの 最中に、 出前が やって 來 たら、 うちの 犬が^ えつい 
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。た 可愛 さう に、 出前 は 持って 來た 衡麥を みんな ひッ くり 巡して しまうた 0』 

『ほ、 ほ、 ほ』 と、 ザ の 細君 は 笑 ふ。 して、 『どうしました、 篛麥屋 さん は？』  . 

『まさか、 もとへ 戻す わけに も 行くまい • さ』 と • 會水。 

『僕が • 多分 さ うだらう と 思って 出て 見る と • 待ち まう けて をった 御馳走が 一杯. - 門の そばに こぼれ 

て をる ぢ やありません か？』 

『は， は、 は』 と、 高 野 も 高く 笑 ふ。 『退屈で あつたと いふ 別 方面の 要求から、 今の 卯 辰 小屋で 救助 米 

を もらへ なかった 位の 心持ち はしたら う * ね。』 

『いや、 その上に、 犬 どもが 何の 禮も云 はすに 喧 ふて をる の を 見せつ けられた のです。』 

『こり や 面白い』 と- 會水。 

『 一 匹 一 一匹なら まだし も 11 ^えた 聲で四 五 匹 は 集って をった でせ 5。 それが 互 ひに うなりながら、 

喰 ひ 合 ふて をったです。』 

『それ だ』 と、 4" 水 は 自分の 話の 一 急所 を 捕へ 得た と 云 はぬ ばかりに 箸 を 置き、 『人 問 もさう 云 ふ 時に 

は 畜生と 殆ど 變り はない、 ね。 兄弟 同志が 焚き 出し 餓の 多少 を 爭ひ合 ふし * 親子 同志が また 一 つの 握 

り-像 を 奪 ひ 合 ふの だ。 から 見れば 實に あさましい 樣 だが * 而も それが その 場に 於て は眞劍 なの だ。 

あの 狀 を： たら、 人 11 は 家族 閒 にも 水爭ひ 等の 一 接 や 竹槍 騒動が 起る 可能性 は あると 思 はれる よ。』 


『勿論 さう、 さ』 と、 高 野 は そこに 力を入れる。 『それが 人間の 確かな 事實 だ。 すべて 最も 眞劍 なと こ 

しゅだん 

ろに は" 譲與も 割愛 もない。 讓與ゃ 割愛が 手段に なること は あらう。 然し、 それ も、 手段と 目的と が 

區别 的に 認識せられ て ゐ る 間 は 眞劎と は 云 はれない と 僕 は い つ も 云 ふの だ。 眞^と は 手段と 目的と の 

區別を 徹して、 それ 身づ からに 於て 旣に 充實 して ゐる ことで ある。 つまり • 身を以 つて 自我の 生存 (こ 

の 場合， 肉體 上と 心靈 上との 區別 はない) を爭ふ 本能 力の 發揮 だ。 之 を 今の 話の 畜生に 見て、 また 異 

常の 時の 人間に 見て、 平時の 人間に 見な いのは、 必ら すし も その 事が あさまし いからで もな く * また 

野蠻 だからで もない 11 平時の 人 は 間 膚淺な 手段 的 文明に 目が 一 i 曰んで、 その 思索と 實 行と を 本能 的に 

徹底す る ことが 出來 ないから のこと だ 0』 

『大分 六ケ しい 議論に なって 來た、 な』 と、 會水。 

『いや. - さう いふ こと を 議論す る 場合ではなかった』 と、 高 野 も 亦 紛筆を 執り、 『それから どうい ふこ 

とです？』 

『僕の 特に 感じた の はこれ だ』 と * 曾 水 はまた 話 を 初める 。『爭 つて 噴 ひ 物に ありつく の は、 職人と か、 

土方と か • その他 また 貧民と か 云 ふに 於て は、 當り 前の ことで-別に 目立ち もしない、 さ。 ところが、 

遠山と 云 ふ、 犬 山で 第 一番 もしくは 二番目と 云 はれる 豪家の 老 主人が、 だ、 その 家族 は どこへ 行った 

か 分らない 上、 自分 は 足 や 腰 を 痛められ I よ ぼくと 杖 をつ きながら、 僕 等の 卯 辰 小屋 を さして やつ 
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て來 た、 ね。 僕の 家 だけが 鬼に 角み な 揃って ゐて、 且、 麴屋を やって ゐ るので 原料の 米 を澤山 持って 

ゐ たの を 知って ゐ たから、 來 たの だら うと 思 はれる 。「どうぞ 御 膳の 殘り でも あったら、 へ ifH せて 頂 f^」 

11 丸で 乞食 ぢ やない か？  丁度、 僕が #5 ひかけ て 地べたに 落した 握り飯が I つ ころがって ゐ たので、 

わざと それ を 拾って やる と * 目 を白黑 させて つた。 それから • また ほかの 卯 辰 小 や M を も 貰 ひま はつ 

たらしい の だ。』 

『然し あの人 は』 と、 細；！？^ がそば から、 『死ぬ まで そんな こと をした おぼえ はない と 云 ふて をら れ.， こさ 

うです よ。』 

『家の 恥： Ki^ と 思って 隠しと るの、 さ。 —— そのほか、 みじめで あつたの は、 」 お 人 や 身持ち 女の 避難 

だ。 うんく 云 ふ 聲が聽 える から、 行って 兒 ると、 女が むしろの 上で 今 子を產 みかけて ゐる騷 ぎぢゃ 

ないか？ また 向 ふの 方で 苦し さうな 聲 を 出して ゐ ると 思へば、 病人の 心 が 破裂して、 今 もがき 死 

にす ると こで、 兩手 を舉げ て、 空 をつ かんで ゐ た。』 

r 悲慘 です、 な』 と、 山 は 持って ゐた コップ を m 担く。 

『その 問で も ゆすって ゐ るの だから、 人は哲 あた ふたして ゐ て、 病人 等の 世話 をして ゐられ な いんだ 

から、 たまらん、 さ ojj 

『その 地 J お を 知らんで 寢て をった 人が ある ぢ やありません か』 と、 細君 は その 話 をせ よと 云 ふらしい。 


『さう だ』 と- 會水も 思 ひ 出して、 『その 地震 を 少しも 知らないで、 f 日 寢てゐ たもの が ある § や s^fg 

と 云 ふ 料理屋の 料理人が 三 名- いづれ も 有名な 寢坊 では あつたが、 その 日の 朝， 皆 M 番に nir を さま レ 

たこと はさまし たさう だが、 眞ッ 暗な ので、 さきの がまた 眠って しまった。 その 次ぎの もさう して、 

眠った。 また その 次ぎの も 眠った。 して、 もう 一度 順番に 目 を さました が、 また 民って しまった。 三 

度 目に 先づ さめた ものが 「どうも を かしい」 と考へ て、 一 緒に 寢てゐ る j 人 を 起した 。「まだ 喑 いぢ や 

ないか、 な」 と、 目 を こすって ゐ る。』 

『ふ、 ふッ』 と、 細君 は 待ち かまへ てゐ たかの 様に 吹き出す。 して、 主人の 額と 客の 顏 とに どんな 議 

子が 見える かと 頻りに 伺って ゐる。 

『一 二番目の を 起して、 マッチ を摺ら せる と、 自分 等の 上に 天井な しの 屋根が かぶ さって 來 てるる のが 

分った。 そこで 初めて 地震が ゆすって るの を 感じた 。「大 變ぢ や」 と 云 ふわけ で、 屋根 をぶ ち拔 いて 出 

ると、 もう * その 日の ゆ ふかた であった。』 

『ほ、 ほ、 ほ』 と 細君 は 笑って、 客の 方 を 向く。 

『無類の 寢坊 です、 ね』 と、 高 野 も 細君の 笑顔に 答へ る。 

『三人 も • よう、 揃 ふたものです、 な』 と、 細君。 

『また 怪我がなかった もんです、 な。』 と、 春 山。 
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『うん、 そこの 家族 は あわて-. 飛び出し たので、 大 怪我 をしたり、 死んだり したの だが、 その 三 名 だ 

けが^ であった。 — それが、 まァ、 ざッと 一  日の こと だが、 二日 目 —— 四百 回 足らす ゆすった 

11 の 夕方に なって、 お 布れ が 出た。 名 古 星の 監獄が 倒れた ので 囚徒が すべて 逃亡した。 その 大部分 

は £=s 地の 方へ 向った 様 だから、 警戒し ろと 云 ふ 布告であって、 それ を 役場の 人 や 巡査な どが 布れ ま は 

つた。 た^さへ 人心が 饱 々としてる ると ころへ、 また こんな 知らせ だから、 僕 等 は 非常に 心 M ぎがし 

た， ね ！ 一  つに は • 左 ほどで もない 注意が 度々 警察署 や 役場の 手を經 るに 從 つて、 誇張され た點も 

あったら うと 思 はれる。 拔き身 を以 つて 押し寄せて 来る とか、 槍 をひッ さけて 片ッ 端から 强 奪して 來 

ると か • まァ、 いろんな 浮 說が隨 まった。』 

やって来ました か』 と • 春 山。 

ゆ，, 

『まァ 聽き 袷へ 11 地震の ぺ搖り 位 はもう 何とも 思 はなくな つた ものが 多い から、 今度 は 倒れた 家 

11 の 巾に は * いろんな 必要品 を 掘り出せば 掘り出せ るから II の 夜番 をつ けて、 r お 棒の 用心 をし な 

ければ ならん と考へ 出した。 達者な 男 はすべ て 手分け をして 倒れた 家の 屋根の 上に 立って • 提 燈を以 

つて、 その 夜 番をする.^ 夜番の 提燈 が澤山 兄え たり、 匿れ たりす るの も 綺麗であった。 ところが、 だ』 

J  ちょっと 

と ^水 は そこに 鳥渡 力を入れて 、『名 古 31 街； 3 の 方から- 人が すた/、 驅 けて 来た。 すると、 最初に 

それ を 見た 夜番が それに 先んじて 逃け た。 すると， また その 手前に ゐた 夜番 もす たく i ける 0 ま. 


その TJV きの も 逃け る。 さう 云 ふ 風に して、 夜番 全體 のす たく 逃 ゆにな つたの だ。 

『へえ』 と、 春 山。 

『つまり、 囚徒が もう 押し かけて 来たと 思った の だ。』 

『如何にも、 さう 思 はれた で： う、 な。』 

『疑心暗鬼 を 生す で、 モッブの 雷同の 恐ろしい と ふこと も 僕 は その 時 射った、 ュ。』 

『先 覺 者が 世に 必要な わけで せう。』 

『いや、 先 覺者も 何もあった もの ぢ やない そんな 者が あっても、 そんな 時に その 聲， ゲ聽 くもの が- 

な いよ。』 

『そり ゃァ、 實際 だ、 ね』 と、 高 野 も 鳥渡 口を入れる。 

暫く また 素麵 をす すり 込む 音ば かり であつ. 5J  。 

『三日 目に は 夜番 を 多くした。 火事 を 引き起す 憂 ひが あると ころから して、 家の 中で あかり をつ ける 

ことが ならぬ と 云 ふ 布告が 役場から 出た。 四 曰 HI  (か、 五展) に t 名 直 S 候 所から 報 叙が あつ 

て、 今までに あつたより 以上の 地震が 來 ると 云 ふこと だ ：- また， それと 同時に、 お ほ 津浪も あるか H 

れ.， へと 云 ふ警吿 だ。 報知 や 警告ば かりで はない、 さう 云 ふこと がま だ ある だら う、 ある だら うと 思つ 

て ゐる僕 等の 心に は、 きっと さ うだらう と 云 ふ檨に 受け取れ たの だ 。おまけに、 西の 空 を 《^ ると- 一 
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而に 赤い —— 岐阜 は 三日 四 晚燒け 通した が、 その 火が 空に 映って 見える の だ。 その 夜 は、 みな を あ 

げて 泣いた、 ね。 念怫ゃ 題目の 聲 ばかりで、 その 夜に 限って 惡 人と 云 ふ もの は 一 人 もなかった らしい。』 

『そり ゃァ。 人間が 不意 を 喰ら ふと』 と、 高 野が 受けて、 『最も 多く その 自我 を ゆるめたり、 また 全く 

« ん  お ほや S 

失ったり する そ の^は、 全く 反抗 心が 起らない もの だ。 それが 必ら すし も 善で はない。 例へば、 大山 

三 上の 或絕 壁の 頂上から • 不用意な 巡禮 者が、 足 をつ かまへ てゐて 貰って， うつ 向きに なり、 その 絕 

壁の 中腹の 回み に 刻んで ある 如來の 像を拜 する。 恐ろし さの 餘り、 その 時ば かり は惡 心が 消えて ゐる。 

然し、 山 を 下 だると、 また、 けろ りと その 恐ろし さ を 忘れて しまう。』 

『人間と 云 ふ もの は』 と、 春 山、 『ま ァ、 そんな もので しゃう， な —— 情けない ことです が o』 

『非常時 は 滅多にな いの だから、 それでい いの かも 知れん、 さ』 と • 曾 水 は 說明を 加へ てから、 また 

語りつ づける 。『それで、 前に 云った 叔父の 家の 小 傲 だが、 俟等は 每日樑 して ゐた。 兄つ からない ので、 

もう、 死んだ と あきらめた。 ところが、 俊 は、 地震の そ もく の 時、 僕と 手 を 引き合って 逃げた の は 

誰れ であった らうと 云 ふこと を考 へて 見て、 ふと、 その 者が 「ころんで はいけ ません よ」 と 云った C: 

を 思 ひ 出した。 その 聲は 確かに 叔父の 家の 小 借であった。 ぢ ゃァ、 それから どうしたの だら うと 調べ 

てるる うち、 五日 口 に 分った が、 三き さきの 小牧 —— そこに その 小僧の 生家が ある —— へ がけて 行つ 

てるた。 そこまで 行けば、 まさかと 思った のが、 矢ッ- 張り ゆすって ゐ たの だ。 —— 


まち 

『犬 山から 岐阜へ は 四 里 半、 名 古 屋へは 七 里 ある。 さう いふ 市から 歸 つて 來た人 々の 話に よって、 僕 

等の 土地 以外の、 而も 一 翳甚ぃ 事情が 分り 出した。 名 古屋廣 小路，： 郵便局と 云ったら • 日本一 等の 懷 

3? 造りと 云 はれて ゐた。 石造で は 日本銀行- 煉瓦で はこの 郵便局であった。 「愛知 縣に 二つない 廣 小路 

の 郵便局、 金の さち ほこ 雨 ざら し」 とか 云 ふ喷も ある 位で、 この 堅牢な 建て 物へ 這 入って ゐ さへ すり 

ゃァと 思った のが 間違 ひであった。 近 處の家 は 倒れない のに、 それの み 押しつ ぶれて、 澤 山の 避難者 

がー 度 期に 死んだ。 —— 

はう ぐ 

『岐阜で は， 方々 の 酒屋、 油屋 から 火の手が あがって， 十ケ 所以 上 も 火事が 起った。 悲慘な 話 は、 母 

の 足が 落ちて 來 たうつ ばりに 押 へられて 取れない ので、 見す く燒け 死に を させて しまった こと だ on 

『うん、 さう 云 ふ 例 は』 と、 高 野、 『安政 年間の 江戸の 地震に もあった と聽 いて ゐる。 これ は 娘の 方が 

死んだ の だが、 矢ッ 張りう つばり に 敷かれて、 助けて やらう にも 力が 足りない。 そのうちに、 火が 押 

し 寄せて 來 たので、 母 は 自分の 羽織 を脫 いで 娘の 上に かぶせた まま、 獨 りで 逃 ゆた さう だ。』 

『僕の も それに 似と る 11 火事 だと 云 ふので、 亭主が 唯 「跡へ 續 いて 來ぃ」 と 云って |§ り 逃 ゆ 出し > で 

ので、 身持ち 女房が 一 人の子 を 脊に負 ひ、 一 人の子 を 右に 抱き、 老母の 手 を 引いて 走る 途中で • 梁が 

落ちて 來て 老母の 足 I— それ も 只 足の 親指 だけ だ 11 を 押し 伏せた。 それが どうしても 拔 けない。 a 

は 指 を 切り取って くれと 云 ふが、 さう する にも 忍びない。 ただ 引ッ 張って ゐる うち、 火が やって 來て 
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女房の 髮が 焼ける。 ^中の 子が 泣き出す。 親 も 大事 だが、 子 も 可愛 さう だし、 また 自分の いのちが あ 

やうくな つて 來 たので、 止む を 得す 老母 を 捨てて 巡 ゆた。 そして、 その 女と 二子と は、 三人と も、 お 

ほ燒 けどうの 爲 めに 入院した さう だ。 —— 

『また、 僕のお やおの 妾が ゐた 藝者屋 だが、 そこのお かみ は 帳面 を以 つて 飛び出した、 帳面 は 商 iM-r: 

2. 取 も 大$ だからで あらう。 そして あてど もな く 市中 を 走った が、 行く さきから けむりが 迫って.. おる の 

だ。 右に 走る と、 けむり だ。 左に 走っても またけ むり だ。 跡 房り をしても もう 逃げ S! がない。 全市が 

なが. & がよ 

火に なって しまったの だ。 止む を 得す * 長 良 川へ 飛び込んだ。 ゆ ふかた であった が、 人が 澤山 飛び込 

くわ^  4*  はう 

んてゐ た。 餘り 火氣が ひどい ので、 脊の屆 く 限り， はや 瀬の 方へ 逃け たが、 それでも 火 はべろ りく 

とお ほきな 舌 を 延ばして in めようと する の だ。 また、 稻葉 山へ 逃け たさう だ。 ふもと はすべ て 火で あ 

つたが、 山に はま だ 火の手 は あがらなかった。 それが、 二日 目の ゆ ふかた に は あがって 來て、 三日 目 

に は 全山が 燒 けて しまった。 おかみ は 然し 助かった。』 

『ょッ ぽど氣 丈な 女 だら う？』 と-'  一：！ I 野。 

『そり ゃァ さう だ』 と、 曾 水。 

『して、 犬 山に も. 龜 裂は澤 山出來 たの か？』 

『いや、 犬 山で は* 幸 ひに も- 公^の だけであった らしい.^ ほか ぢゃァ 、隨分 多くの 大 驄 裂が m 來て、 


泥水 を 吹き あけたり した。 最も ひど いのは、 何番 かの 觀 昔で 有名な i おの 一 村が そッ くり 埋没して 了 

つた。 そして 朝の 說敎の 時であった さう だが、 觀 音の 御堂が、 三百 五十 名の 善男善女 を 入れた まま * 

陷沒 した。 一 週間 は、 地下の 御堂 內 から わめき 悲む 聲が聽 えて ゐ たさう だが * 漸く 掘り返す こと がれ 

來 たのが 八日 目であった。 その 時 は、 もう、 すべて 死んで ゐた。 

『觀 音さん も當 てに なりません、 な』 と、 春 山 は 笑った。 

『いや、 當て になって、 御堂 內で 往生す る ことが 出來 たの だら う』 と、 高 野 はまた その！ 1^ を 笑った。 

『は、 は、 は』 と、 皆の 笑 ひに なった が、 その 時、 細君 は 三回 目の 素麵を 持って 來た。 

『1; 分 喰へ る もの だ、 ね』 と、 高 野 は 云って、 コップの ビ 1 'ルを ^む。 

『こんな 物 をい くら 喰った ッて、 御馳走に はならん。』 曾 水 は平氣 をよ そ ほって ゐる。 

『いや * 結構です』 と、 春 山 はまた 箸 を 出す。 

『ひよ な もの だから、 僕 等 は 震動 をた t 日 表に 取る 様になった。 银日 * 三百 回から 三 fca 六十 回 は ゆす 

つて ゐる。 TO: 五分 毎に は * 必， f ゆるんだ から、 慣れたと 云っても、 決して 油斷 はして ゐな いの だ。 、 

ざと なれば、 また どこへ でも 飛び出す つもりで、 僕 等の 假 りに 捲らへ た 藪 中のう 卯 l„i ^や 星と 云ったら、 

すだれの 屋根に 竹の 柱、 地べたに 蓮ろ を 敷いて、 その上に 野宿 だ。 天長節が 來ても • それ どころ ぢゃ 

こうえ ふ  <  メ  T  t 

ない。 近 處の紅 築が 段々 よ ぢれて 落ちる に從 つて、 氣候も 段々 寒くな つて 來て、 拾 羽織で まなか， 、 
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しのぎ 切れ なくなった。 蒲圑を 引き W したり、 衣 物 を 掘り出したり する もの は あるが、 金 を 探 すと 云 

ふ 様な もの は 殆ど I 人 もなかった。 賞 際 * その 場合に 舍. 錢か あっても、 何の 用 をも爲 さない の だ。 11 

『然し 若し 金 を 掘って ゐ たもの があった とすれば、 第一 日に 乞食に 來 たかの 分限^の 家族 だら う。 n 

山の 家族 は 二日 目に は * 鬼に 角 あちらこちらから 繁 つて 來て、 すべての あり 金 や， 重 品 を 掘り出した 

らしい。 そして、 その 家族 だけが 刖に 安全な 場所に 小屋が けして、 そこに 大 js^ な 物 を， 迷び 込み、 盜践 

の 巩-》 れ など を 避ける 爲め、 勝 乎に 巡査 を 賴んで 保護 をして 貰って ゐた。 ほかの もの 等 は • そんな こと 

と は 夢にも 知らなかった。 慾と 云へば、 ただ 食愁 ばかりで 11 腹が 出 來てゐ る ii は、 ゆする ことに 對 

しても 心丈夫に 感じ. 翁 さに 對 しても 左程つ らくはなかった. 腹が減る と • 然し • ま た^さ を 〔1  は 際よ 

り も 多く 感じ、 ゆすられる こと もまた 常に 恐怖し 出す の だ。 あの 勢 ひで は、 やがて 死人の 肉 を 喰 ひ 

出す かも 知れん と、 僕 は 思った。 かの 眞ッぱ だかで 飛び出した 浩 夫婦 は、 は淸 太郞， 女 はお 定と云 

つたが， 衣 物が まとへ る 様になつ てから、 急に 男氣を 出して、 さきの 恥辱 を 別な 働き をして 取り さ 

うとした の だら ラ、 二人とも 僕 等の 最も 大 je^ な 炊 ieil- に 非常に 奔走した よ。 11 

『井戸が にごって、 いい 水 を 得られない。 初めは 滞り 水の ままで 顿を 炊いた， 僕の a など は、 それが 

厭で、 少しも 口にしなかった が、 よく/ \ たまらなくな つたと 兒ぇ、 ^まして S いた 水で 別に^ を 研 

いで 炊かせた。 そして、 • 度^に 澤山 1  ほった ので、 それ を： ：！^ てゐた 僕のお ゃぢが 「たんと 喰 ふぢ や. よ 


い 力、 な」 と 云 ふと * その 拍子に きを 喉へ つかへ させた。』 

『は、 は』 と、 春 山が 笑 ふ。 

『ところが、 笑 ひどころ ぢ やなかった、 ね j 母、 のから， だに またお ほ 地震が ゆすった ほどお ほ S ぎ を 

したよ。』 

『ほ- ほ』 と、 細君 も 笑つ. て、 『あなた はよ く、 また、 いもん，， こと をお ぼえ. て をら れ ます、 な OJ 

『資 際、 おちく 眠る こと は出來 す、 小屋が. けだから 寒い 風が 吹き込む. し- まァ、 喻 ふこと より. ほか 

に 手 頼りはなかった の だ。 ところが、 十七 日 目に だが、 豪雨が ぁづ た。 ゆ ふべ. のどし や 降り も 隨分ひ 

ど 力った が なかく あんな もの ぢ やなかった。 おまけに、 大きな 雷と 共に、 第一 日から 以後に はな 

かった ほどのお ほ 地震が ゆすって、 紫色の いな 光が 縱橫に 天 を つん 裂いた。 それが およそ 五分 間ば か 

りの ことで あつたが、 すだれの 屋根 は ざァ/ \- 漏る ぢゃァ な. S か？ n 

『大變 でしたら う、 な』 と、 春 山。 

『お前 は』 と • 會水は 細君に 向 ひ、 『その 時、 泣き出し たさ うぢ やない，^?』 

『そり や、 子洪 です もの、 泣き もし ましょうよ o』 

『いや、 その 實、 また 泣いた の は 子供ば かりおや ァ ない、 ね 。「下から 來た 災難 をの がれた もの は、 今 

度 は 上から 來る 災難で やられる ぢヤ」 と 云って おとなが 皆 泣いて 念 怫を唱 へた。 鬼に 角， 建ち つて 
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ゐる 家へ でも 道 入らねば 仕 やうがない と 云 ふこと になり、 僕の 家 だけで も 一 一十 幾 軒の 男女 を收容 した。 

i^n 五 ii の雜： a だから • 店の 道具 を片 づければ、 隨分廣 い 避難所であった。 僕のお ばァ さんや 兩親は 

十し 日 目で 例の ぢィ さんに 會 つた。 兩親を 先導と して 多くの 人々 がごち や，/ \ と 走り込む と、 ぢィさ 

ん は平氣 なつら をして 迎 へに 出た。 「ま ァ、 どうしち よいで たかや」 と 母が 云 ふと、 「何でもない ぞょ」 

と 答へ た。 I は 裸になって、 づぶ 濡れ に^れた 衣服な ど を 絞った。 然し またい つ 飛び出さなければ な 

ちぬ か 分らない から、 戶を すべて はづ して、 敷： lig の 外に 竹 を橫に 渡し、 それへ 外が はから 戶を 立て か 

けて *  ！! 風 を 防いだ。 いざと 云 はば、 それ をつ ッばづ して 逃 ゆる 算段 だ。 —— 

『鐘のお ほ^ はあって も， 火 isi- の^ 險が あるから 使 はないで —— ハ ソリと 云 ふお ほ 鍋で 幾 皮 も 镦を炊 

いた。 星 根の 下に 久しぶりで 休む ことが 出來 たの だが、 夜になる に從 つて、 非常に 寒い。 時節と して、 

かみ. g りが 珍ら しい 上に、 また この 時節 は づれの 寒さ だ。 どうしても 火に よって ぁッ たかみ を 取る、.^ 

要が あるので •  = ^場のお 布れ に は 反く が、 縻ぃ土 問の 眞ン 中で 火 を 焚いた、 ね。 然し、 その ま はりに、 

手桶 やら 水 S なと に 水 を 盛って、 澤山 並べて 置いた。 皆が たと へ 眠って ゐて、 まさかの 時 あわてて 飛 

び 出しても、 水 S は獨 りで に 倒れて、 火 を 消す だら うと 云 ふ 思 ひ 付き だ。 僕の 家 だから、 僕 は 勝手に 

蒲阁を 出して 寢た。 どうせ、 皆に 着せる だけの 蒲團 はない から • 皆 は 火の そばに 坐 わって、 夜 を 明か 

すと 云 ふので、 僕 は 蒲圑を —— 久しぶりの ことで —— 四 人 分 も 五 人 分 も引ッ かぶった。 —— 


： 『僕 力 夜の 一時 頃に 小便に 起きる と、 また 大雷 があった。 母 は 「あぶないで、 出す におき せ」 と 云 ふ。 

然し 必然 物 は 必然 物 だから I— 』 

『は、 は』、 『ほ、 ほ』 と、 春 山 や 細君が 聲を あゆる。 

『僕 は 誰れ か 男の人に 厠へ つれて 行って 貰った、 ね —— その 男 も顫へ てゐ たよ o』 

『は、 は、 は、 は』 と、 高 野も聲 高に 笑 ふ。 

『それから • また 眠った よ — さすが、 僕 はま だ 子供で あつたの だ。 その 翌日 も 雨であった。 飯の 時 

に、 ぢィ さんの 經驗談 があって * それ を聽 いた もの は 少し 氣が 落ちつく 樣 になった。 ぢィ さんの 話と 

云へば T おれ は 江戸、 土 佐の 地震 を 初め、 お ほ 地震、 小 地震の 記 錄に殘 つた ものに は、 七 八度會 つて 

る」 と 云 ひ 出し 、「お ほ 地震の 跡に は 必す大 雷が ある もの ぢゃ 。津浪 にも、 ぉほ稻 光が St ふ ことがある。 

けれど、 それ は 安心せ いと 云 ふ 天の 知らせで —— その 跡 はもう 段々 落ちついて 行く もの ぢ， 0-O きの ふ 

の ゆれで も、 迷つ とる ものに は大變 大きい 様に 思 はれた であらう けれど、 第 一日のに 比べて は、 何で 

もなかった。 それが 爲 めに 家が 倒れた とか、 火事が 出た とい ふこと はな いぢ やない か、 な。」 まァ、 か 

う 云 ふ 風な 話し 振り だ。』 

『落ちついた ものです、 なァ』 と、 春 山。 

r その 談 I つまり、 その 場で は 坊主の 說 敎の樣 であった — の 時、 丁度、 視察の 新閉 SS 者が 來て 

* 常，  ？ 
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ねた。 この 記^が ぢィ さん を 世間に 紹介す る擎を 執った， の， 4^ が、 • 僕 はこの 時 新^記者と 云 ふ もの は. 街 

白い 仕^だ と 思 ひ 初めた の、 さ。 ぢィ さん は 「第一 曰から して、 もう、 あれ 以上の 地 篾は來 ない と考 

ゃゥ 

へと つた ぞ」 と 語る と、 「さう 云っても、 ぉぢィ さまの 樣に くそ 度胸 をき めと る ことが 出 來んが ない」 

と 母 か 受ける。 「なに、 あわてと る もん ぢゃ でさ うぢ や。 おれ は 水汲みに 出た 時、， お前 等が 電信柱に つ 

かまって ごろくし とる のを兒 たんお や。 あかん 奴 共ぢゃ —— 逃 ゆるなら 早く 逃け るが ええ。 何も、 

神ゃ佛 でもない 電 信 柱に つかまって、 いも 蟲 見たい にごろ くやつ とる にや 及ばん。」 n 「ふ、 ふん」 

と • 初めて 母が 笑った、 ね。』 

『お母さん も 少し 安心して 來 たのです、 な』 と、 春 山 は 煙草の けむりの 中から 云. ふ。 

『母 鋭に 限らす、 僕のお ゃぢ など は、 びッ くりし 方が 大きかった 代り、 ぢィ， さんの 大膽に 面 じて、 よ 

ほど 正氣 がつ いて 來 たの だ。 见に 角、 僕の 兩親は 初めは 腰が 立つ か、 立たん か-の あり. 1 であった、 ね。 

ただ 險吞 がって ばかり をった。 ぢィ さんば かり は 飽くまで 平氣 だから、 新聞 記 君に 向っても T 1 體 • 

役場が あんなお 布れ を 出す のが 遠つ とる。 たださへ あわて. とる ところへ、 また あわてさ すの ぢ やで、 

何の こと はない、 ^際の 地 濃に 輪 を かけて 見せる 榇な もの ぢゃ。 もう、 決して 大きな 地震 はない。 こ 

の 年ば かりで はない、 ここ. 少 うても 三年 問 は. K 丈夫 ぢ やで、 あた ふたし とる 代りに、 早う 金で も 掘り 

出せと、 さう 新聞に も喾 きせ」 などと語って-^；^た。  


『^の 家へ 避難した もの は、. この ぢィ さんの 言葉に よって、 割り 合に 早く 落ちつく 樣 になった が * ほ 

かの 組な、 晴天に なると、 直ぐ また 卯 辰 小屋へ 出て 行った。 晴 天 になって からで も， ゆすり は 止まな 

かった。 然し ig^ 曰 三百 回 以上であった のが 僅に 百 二三 十回に なり、 その ゆすり かた も ゆるくな つた。』 

『全 體』 と、 高 野 も 大分 勞れ て來て • 錯筆を 置き、 卷 煙草に 手 をつ けながら、 『いつまで ゆすって ゐた 

のか、 ね？』 

『ゆする の は 年， のこと だが、 二 年 目まで は 日に 十二 回まで ゆすって ゐた、 ね。 11 で. 段々 物^に 

手が つけられる 樣 になって から、 皆が おのく 自分自身の ことに 從ひ 初めた。 僕の 家の 避難 團體が 解 

散す る 時、 最も 面白かった の はかの 淸太郞 夫婦に 對 する 皆の 挨拶であった。 かの 夫婦 は、 僕のう ちの 

雇人 同様に 皆の 爲 めに 炊事に よく 働いて 吳れ たので、 皆 も それ を 感謝す ると 同時に、 最後の 冷 かし を 

加へ たので —— r 淸太郞 さま、 ぉ定 さま * 隨分 お世話になりました、 おまけに、 丸 はだかまで 見せて 

貰って、 ない。」 これに ゃァ、 夫婦 もよ わって ゐた樣 だ。』 

『つまり、 その 無禮 をした こと を 炊事の 世話で 帳消しに したわけ です、 な』 と， 春 山 は 微笑す る。 

『ま ァ、 そんな 譯だ、 ね。 ところが、 あの 分限者の 遠山 だ。 今 ぢゃァ 六十 萬圓 以上の 財産に なって、 

犬 山" r の 富豪 だが、 たッた 一 飯で も 御馳走して 貪った ことに 就いては、 その後 誰れ； 人に 禮を 述べた 

ことがない のみなら す * だ" 不埒に も 「そんな 乞食 見た いなこと をした おぼえがない」 と； K ひ 張って 

*  t  ^  六 六 1 
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ゐ た。』 

『恩 知らす です * わ、 ねえ』 と、 細君 も 憎らしい と 云 ふ 振り をして、 皆 を 見 まわす • 

『然し、 そり ゃァ』 と、 髙野 は反對 して、 『さう 云っても 仕 かたがない、 さ。 どうせ 生存 競爭 より ほか 

いっとき 

にない 人生で はない か？ 遠山なる ものが その 時 一 時の 乞食に なった の も、 自我の 生存 を 爭ふ唯 一 の 

努力で あつたの だ。 乃ち、 露劍の 姿で あつたの だ。 後に なって、 その 人が その 過ぎ去った 事實を 否定 

する の を惯 むくら ゐ なら、 その 事實 のあった 時、 その 場で 押へ てし まったら いいの だ。』 

『その 場で 押へ ると は』 と、 曾 水が 不審が る。 へく 

『つまり、 赌：^ や 姦通と 同様， 現行犯 的に、 その 場で 皆が 食物 を與 へなかった らいいの だ。』 

『然し、 その 畔は、 可愛 さう であった から、 食を與 へたの だ。』 

『だから、 後に なって かれこれ 云 ふ 權利を 君 等が 放棄した わけ だ。 つまり、 そんな 旒僞家 を 生かした 

ほど、 Ijf; 等に まだ 下手な 餘裕を 存じて ゐ たのが 間 逸 ひ， さ。 向 ふ は 虛僞を 云って でも、 君 等 を 喰って 

しま はう として ゐ るの だ。 

『別に^ はれる ほど 僕 等 は 向 ふに 接近した 關係 はない、 さ。』 

『いや、 自我の やった こと、 乃ち- たと へば； 1?^!!=- が 食 を與 へたと 云 ふこと を 否定す る 奴 は、 その 否定 

する だけ 君 等 を 喰って ゐ るの だ。 人生 は、 結局 • 非常時な どに 最も 表面まで あら はれる 喻 ひき その物 


だ。 人 は、 ぼんやりと 餘裕を 存じて ゐる 間に、 あらゆる 種類の 强 者から 喰 はれて しまう の だ。 - 

『では、 遠山の 樣な奴 は惡ぃ 意味の 強者 だら う？』 

『いや" 惡 いも、 いい もない、 さ —— 自分が 人を喻 はなければ、 人が 自分 を 喰 ふの だ。』 

『恐ろしい 人生 觀だ、 な ァ？』 

r それが 不贊 成なら * 遠山が 乞食 をして 金 を 掘り出し たのに 少しも 異存 は 云へ ない 一 I 君 等が ぼん や 

りと 君 等 を 瞳 ふ 仕事 を 助けた の だから。』 

『ぢ ゃァ、 君なら その 時 どうす る？』 

『結び を やらないで、 かつえ 死にさせる * さ。』 

『ひどい 考 へだ。』 

『さう でな け ゃァ、 その 時から 遠山 を 自分の 噙ひ 物にして しまう、 さ on 

『それ も ひどい。』 

『然し 僕 等の 生存に は、 この 二つより ほかに 實 際の 强 者の 道 はなから う。』 

『よしんば、 君の 云 ふ 通り を Hi; 理 としても • 非常時ば かりに 應 用の 出來る 真理 だら う？』 

『さう、 さ — 然し， 人生 はいつ も 非常時の 狀態 である を 忘れて はいかんよ。』 

『鬼に 角』 と • 春 山が 仲に 這 入"、 『六ケ しい 問題に なって 來 ました、 な 0』 

非常時  六 六 五 
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r 傻 等の 常識的な 忠想 上に も 一大 地震が 起る わけ だ』 と. 曾 水 は コップ を 取る。 高 野 も、 春 山 も、 また 

コ ッ プに殘 つた ビ ー ル を飮ん でし まう。 

三人と も、 もう • いい 加 减に醉 つて ゐた。 

『君 は强 者の 道と 云 ふこと を 云った、 ね』 と、 曾 水 は 思 ひ 出した 樣に 微笑す る。 

『さ、 フ、 さ』 と * 高 野が 答へ る。 

『ぢ ゃァ、 一つ、 この 問題 を 碁盤の 局面に 於て 決しよう か？』 

『よから う 11 僕 も 一 番 s?^ を 負かせる つもりで 來 たの だ。』 

『そり や 面白いで しょう』 と、 春 山が 直ぐ さま 碁盤 を 持って 來て * 主人と 高 野との 間に 据 ゑる。 

す r- かぜ 

これから いよ. 初 まる 戰爭を あ ふり 立てる 様に、 ゆ ふが たの 凉 風が 庭の 椎の 木から 起つ て來 た。 

— (四十 三年 九月) .11 
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